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はじめに

Adobe FrameMakerは複雑なオーサリング環境およびパブリッシングのニーズをサポー
トできる、完全なコンテンツオーサリングソリューションです。

FrameMakerの使用を開始する前に、機能の概要やソフトウェアをインストールする
方法、アクティブ化する方法および登録する方法をお読みください。このガイドで提
供される情報以外にも、教育用ビデオ、プラグイン、テンプレート、ユーザーコミュニ
ティ、セミナー、チュートリアル、RSSフィードなど、多くの情報やサービスがオンラ
インで用意されています。

FrameMakerの概要を確認するには、「FrameMakerとは」を参照してください。

FrameMakerとは

FrameMakerはオーサリングおよびパブリッシングのあらゆるニーズをカバーする多様
なソリューションを提供します。

• 緊密な構造が要求される文書を作成する場合も、テンプレートベースの方法をとる
場合も、FrameMakerは個人およびチームに最も利用しやすい方法でパワフルなツ
ールを提供します。

• FrameMaker の詳細レビューと共同作業機能により、レビューコメントをシームレ
スに統合し、対処できます。

• FrameMakerでは、Adobe Experience Manager、Documentum、 SharePoint
など、お好きなコンテンツ管理システムにファイルを簡単に関連付けることができ
ます。

• 多彩なパブリッシングのオプションにより、コンテンツをカスタマイズして複数の
デバイスに配信できます。
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FrameMakerはオーサリングおよびパブリッシングのあらゆるニーズをカバーする用途
の広いソリューションです
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コンテンツのオーサリングと強化

一部の文書では構造化されたオーサリングが要求されますが、文書によっては自由な流
れのオーサリングを使用したい場合もあります。グラフィックオブジェクト、テーブル
オブジェクト、リッチメディアオブジェクトは、コンテンツの強化が可能な数少ない方
法です。FrameMakerではオーサリングモードを選択できるだけでなく、コンテンツを
強化できるいくつかのオプションも用意されています。
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管理と共同作業

コンテンツの最新状態および関連性を保つには、スピードと正確性が非常に重要です。
コンテンツレビューを実施し、チームメンバーと円滑に共同作業するためのいくつかの
オプションがあります。必要に応じて、改訂バーを使ったり、テキスト編集のトラック
を有効化したり、共有PDFレビューを設定したりします。FrameMakerを使用してコン
テンツ管理システムに直接アクセスして、アセットをアップロードすることもできます。

詳しくは、「構造化オーサリング」を参照してください。
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複数チャンネルへのパブリッシング

コンテンツパブリッシングの現在のニーズは、増え続けるフォーマットやデバイスの数に
対するサポートを必要とします。FrameMakerは、使いやすく効率的な方法で複雑なパ
ブリッシングのニーズを満たします。出力形式としては、PDF、Responsive HTML5、
またはKindleデバイス向け出力を生成できます。また、スタイルやテーマを変更したり、
テンプレートを設定したり、エンコードを有効化したり、コンテンツ検索オプションを
設定したりすることで、出力をカスタマイズできます。一度に単一出力形式または複数
の出力形式で生成することができます。

詳しくは、「マルチチャネルパブリッシング」を参照してください。
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サポートされているソフトウェア

FrameMakerは、ワークフローにおいて次のソフトウェアをサポートしています。

• Microsoft Office 365（Office 365からダウンロードされた文書のみ）または
Microsoft Word 2013および2010

• Adobe Acrobat Pro DC（2015リリース）またはXI

• Adobe Captivate 9または8

• EMC Documentum 7.2または6.7

• Microsoft SharePoint 2013または2010

• Adobe Experience Manager 6.2または6.1
• DitaExchange

• DITA-OT 2.3

• Adobe RoboHelp Server 10

オーサリングモード

FrameMakerには次のオーサリングモードが用意されています。

• FrameMakerモード

• 構造化FrameMakerモード

構造化アプローチまたは非構造化アプローチをとるかによって、コンテンツに合った
FrameMakerのモードを選択できます。

FrameMakerモード

FrameMakerモードは、厳密な構造に関連付けられる必要のないコンテンツのオーサリ
ングに最適なモードです。非構造化スタイルのオーサリングでは、テンプレートに依存
してコンテンツの体裁が定義されます。フォント、段落、表およびその他書式はスタイ
ルガイドに、コンテンツは編集者が指定した書き込みルールに、基づいています。著者
がコンテンツのフローおよび書式を決定します。例えば、コンテンツによっては、見出
しの後に段落またはグラフィックを含める場合があります。つまり、非構造化オーサリ
ングワークフローでは、主にスタイルベースの比較的自由な流れの文書を作成します。
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FrameMakerでの非構造化オーサリングの典型的なワークフローは次のタスクから構成
されます。

• 単一文書を作成するか、ブックの中に複数の文書を含めます。

• 特にフォント、段落、表の形式を定義することでコンテンツの体裁を指定します。

• 適切なスタイルを使用して、複数の著者と共有できるテンプレートを作成します。

• ドキュメントウィンドウを使用して自由形式の環境で作成します。 Enter キーを押
して段落を新たに作成します。または、画像や表など、挿入するオブジェクトの前
に挿入ポイントを配置します。

• サポートされている形式で作成します。

– 非構造化文書（ .fm）
– 交換書式文書（ .mif）
– ブック（ .book）
注 : FrameMakerモードを使用して構造化文書を開くことはできません。
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構造化FrameMakerモード

構造に従う必要のある文書に対しては構造化FrameMakerモードを使用します。構造は、
文書で利用できるエレメントおよび構造中のこれらのエレメントの有効な配置によって
定義されます。

段落、セクション、トピック、表など、文書の各部分がエレメントとして表されます。
構造化文書を作成する場合、各エレメントが構造的に有効な場所に存在することを確認
する必要があります。構造化オーサリングは、類似したコンテンツ全体にわたって構造
の一貫性を保ちます。

以下は、構造ルールの例です。

• ビュレットリストは、最低でも3つの項目を含む必要がある。

• 見出しの後には段落が続く必要がある。

• 表は、ヘッダー行を持つ必要がある。

• グラフィックは、キャプションを持つ必要がある。

FrameMakerでの構造化オーサリングの典型的なワークフローは次のタスクから構成さ
れます。

• 個々の構造化文書を作成するか、 DITA マップまたはブックの中に複数の文書を含
めます。

• 既存の構造化サンプルを使用するか、EDDまたはDTDに基づいたカスタム構造を
作成します。

• 適切なエレメントを含めてコンテンツのフローを定義します。一部のエレメントに
はスタイルの指定に使用できる書式情報が含まれます。

• 基礎となる構造は、マルチオーサー環境のコンテンツ全体にわたって一貫性を保ち
ます。

• エレメントカタログまたはキーボードショートカットを使用してテキスト、画像、
表およびその他のオブジェクトに対する新しいエレメントを挿入します。

• 構造図を使用して文書内を移動し、エレメントを移動します。構造図は基礎となる
構造に対して文書の有効性を表示します。
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• サポートされている形式で作成します。

– 構造化文書（ .fm）
– XML文書（ .xml）
– ブック（ .book）
注 : 構造化モードで非構造化文書を作業することもできます。FrameMakerモード
のすべての機能は構造化モードで利用できます。

オーサリングモードの選択

FrameMakerを初めて起動するとき、デフォルトのオーサリングモードは構造化
FrameMakerに設定されています。モードは環境設定ダイアログで変更できます。

1) 環境設定ダイアログ（編集／環境設定）を開きます。

2) 環境設定ダイアログで、「グローバル」／「全般」タブに移動します。

3) 製品のインターフェイスドロップダウンリストで、 FrameMakerモードを選択して
「OK」をクリックします。
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設定の変更を有効にするために、FrameMakerを再起動するようメッセージが表示され
ます。

FrameMakerユーザーインターフェイスは、非構造化オーサリングと構造化オーサリン
グの間のシームレスな移行を提供します。両方のモード間のメニューオプションやその
他のユーザーインターフェイスは一貫しています。ただし、オプションはオーサリング
中のモードに固有のものです。

Adobe FrameMaker（2017 release）の新機能

Adobe FrameMaker 2017では、多くの機能が強化されました。

オーサリングと生産性の強化

ユーザーインターフェイスの強化

FrameMakerの最新のユーザーインターフェイスに対して次の拡張機能が追加されま
した。

高解像度画面のサポート

FrameMakerのユーザーインターフェイスは最大3480×2160ピクセルの高解像度画
面に対応するようになりました。以前は高解像度の表示用機器でFrameMakerを起
動すると、ユーザーインターフェイスのテキストが非常に小さく表示されました。
FrameMakerの以前のバージョンでは、解決方法に従ってこの問題を解決する必要
がありました。2017リリース以降、FrameMakerは高解像度の表示用機器をサポ
ートします。ユーザーインターフェイスおよびすべてのテキストのサイズは、ウィン
ドウの表示設定に基づいて自動的に変更されます。



はじめに  1

 11

新しいようこそ画面

FrameMaker（2017 release）の外観が一新されました。ようこそ画面も変更され
ています。

ようこそ画面は3つのペインに分割されました。左側のペインでは最近使用した文
書の使用、文書の参照と表示、文書リポジトリへの接続、最後のセッションの復元
を実行できます。中央のペインではテンプレートに基づいて新しい文書を作成でき
ます。右側のペインには有益なFrameMakerリソースへのリンクが表示されます。

詳しくは、「ようこそ画面」を参照してください。

強化された表、段落、文字の書式ウィンドウ

新しい表、段落、文字の書式ウィンドウの外観が直感的になり、設定可能なオプショ
ンがより明確になりました。新しいポッドに対して次の拡張機能が追加されました。

• 表書式ウィンドウと段落書式ウィンドウのスタイルアイコンがラベルボタンに
置き換えられました

• 設定可能オプションが再編成されて新しいラベルが付けられました
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• 重複していたコマンド操作（新規書式、書式を削除、すべての属性を「その
まま」に設定、選択中の段落の属性に戻す）が削除されました

• 1つのボタンで新しいスタイルを作成してすべてのスタイル書式を更新できるよ
うになりました

改善されたコンディショナルタグポッド

コンディショナルタグポットは次のように改善されました。

• ダイアログを使用してコンディショナルタグを追加または編集できます

• 古い「選択」ドロップダウンリストがフィルターアイコンに置き換えられました

• 「カラー」列と「背景」列が削除されました

• コンディショナルタグが最終形に近い書式でリストされます

• ポッドにリストされるコンディショナルタグにツールヒントが表示されます

詳しくは、「コンディショナルタグポッド」を参照してください。
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強化された画像挿入ワークフロー

FrameMakerに新しく導入された挿入メニューを使用すると、画像を挿入できるほ
か、その他のコンポーネントをいくつか挿入することもできます。挿入／画像ワー
クフローを選択して画像を挿入する場合、取り込んだ画像のDPI設定を選択する必
要はありません。DPI設定は画像自体に保持されます。画像がページの幅よりも大
きい場合は、ページの幅に収まるように自動的にサイズ変更されます。画像のその
他の属性は、オブジェクトの属性ポッドから変更できます。

画像の挿入は、Windowsエクスプローラーから画像をドラッグし、アクティブな
文書にドロップしても行えます。画像はアンカー枠に挿入されます。文書を保存す
ると、画像も文書と共に保存されます。この機能はFrameMaker以前のバージョン
にはありませんでした。

詳しくは、「グラフィックを取り込む」を参照してください。

デザインが新しくなったカタログポッド

段落、文字、表、オブジェクト、エレメントなど、カタログポッドのデザインが新し
くなりました。再表示、オプション、削除の古いボタンが、ポットの上部に表示され
るアイコンに置き換えられました。また、カタログからアイテムを削除するためのダ
イアログが簡素化され、重複していた「キャンセル」ボタンが削除されました。
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表示メニューコマンドのセッションレベル範囲での適用

以前は表示メニューからコマンドを選択すると、アクティブな文書にのみコマンド
が適用されました。2017リリースからは、表示メニューからコマンドを選択すると、
現在のセッションで開かれているすべての文書に適用されます。表示メニューの次
のコマンドが、構造化および非構造化文書に適用されます。

• 境界線

• 制御記号

• ルーラー

• グリッド

• ホットスポット表示書式

ただし、表示メニューの次のコマンドは、構造化文書にのみ適用されます。

• エレメント境界

• エレメント境界（タグ）

• エレメントのバナーテキスト

詳しくは、「表示オプション」を参照してください。

ポッドからダイアログへの変換

利便性を向上するため、いくつかのポッドはダイアログに変換されました。また、
一部のポッドのメインメニュー内の位置が、ダイアログへの変換に合わせて再編成
されました。ダイアログに変換されたポッドおよびこれらのポッドのメニュー内の
以前の位置と新しい位置を次の表に示します。

ポッド 以前のメニュー内の位置 新しいメニュー内の位置

整列 グラフィック／整列 グラフィック／配置／整列

テキストインセットの属性 編集／テキストインセットの属性 編集／テキストインセットの属性

コンディションタグを追加 スペシャル／コンディショナルテ
キスト／コンディショナルタグ／
新規タグを作成

表示／ポッド／コンディショナル
タグ／新規タグを作成

変数を追加 スペシャル／変数／新規ユーザー
変数を作成

挿入／変数／新規ユーザー変数を
作成

改ページ スペシャル／改ページ 挿入／改ページ
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コマンドのショートカットのメインメニューへの追加

以前はコマンドのショートカットキーがユーザガイドにのみ記載されていました。
このため、新規ユーザーがコマンドのショートカットを見つけるのは少々困難で
した。現在、ショートカットキーはコマンドのラベルとともにメニュー自体に表示
されます。ユーザーはショートカットキーを使用してコマンドをすばやく起動でき
ます。

ポッドの新しい名前とメニュー内の位置

次のポッドは名前が変更され、メインメニュー内の位置が変わりました。

• 履歴ポッド

履歴ポッドの名前は取り消し履歴ポッドに変更されました。このポッドは取り
消し可能なアクションのみを表示するためです。取り消し履歴ポッドを起動す
るコマンドの新しいメニュー内の位置は表示／取り消し履歴です。Ctrl+Kシ
ョートカットキーを使用することもできます。

• 現在開いているファイルポッド

現在開いているファイルポッドの名前は開いているファイルポッドに変更され
ました。このポッドの新しいメニュー内の位置は表示／開いているファイル
です。Esc+S+F+Lショートカットキーを使用することもできます。

• 改ページポッド

改ページポッドは挿入メニューに移動されました。また、新しい改ページのオ
プションがダイアログに追加されました。
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コンソールウィンドウのポッドへの変更

FrameMakerコンソールウィンドウにはエラーの説明と、エラーが含まれているフ
ァイルが表示されます。このウィンドウはポッドに変換されました。このポッドを
起動するコマンドの新しいメニュー内の位置は表示／ポッド／コンソールです。
Esc+C+Pショートカットキーを使用することもできます。

その他のユーザーインターフェイスの最新化

• コンディショナルタグポッド、相互参照ポッドなど、リスト形式で情報が表示
されるポットでは、ポッド内にリストされるアイテムにツールヒントが表示さ
れます。

• ダイアログを使用して変数を追加または編集できます。

• フォントのリストは単一列に表示されます。

• すべてのダイアログは画面の中央に表示されます。

• 記号のリストはアルファベット順にソートされ、挿入／シンボルメニューから
シンボルを挿入できます。

• 検索・置換ダイアログで検索を実行する際に使用するアイテムのリストは、アル
ファベット順に表示されます。また、検索履歴はセッション間で保持されます。

• 古いバージョンのファイルを開くと表示される警告ポップアップのメッセージ
が簡素化されました。

• サイズ変更グリッパーがすべてのポッドから削除されました。任意のエッジか
らドラッグするだけでポッドのサイズを調整できます。
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• 画面を最適化して使いやすさを強化するため、ポッドが再配置されました。次の
ポッドはユーザーインターフェイスの右下隅に表示されるようになりました。

– コンディショナルタグ

– 相互参照

– マーカー

– フォント

– インセット

– 変数

– 参照

– ホットスポット

– 開いているファイル

– 校閲コメント

新しいプロジェクトマネージャー

FrameMaker（2017 release）にはプロジェクト管理機能が追加されています。最新の
プロジェクト管理機能を使用すると、以下を実行できます。

• プロジェクトに関連する DITA マップ、ブック、トピック、画像、目次、索引ファ
イルなどのコンテンツを1か所に整理する

• Windows エクスプローラからプロジェクトウィンドウにファイルをドラッグ＆ド
ロップすることによりファイルを追加する

• プロジェクトウィンドウからアクティブな文書に画像をドラッグ＆ドロップする

詳しくは、「プロジェクト」を参照してください。

構造化オーサリングの強化

構造化オーサリング環境に対して次の拡張機能が追加されました。

• 属性ポッドで属性に値が割り当てられていない場合、値フィールドが空白になり
ます。以前は値フィールドに一時的なテキスト<値なし>が表示されました。
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• 構造化文書内の現在のエレメントの正確なパス情報がステータスバーに表示される
ようになりました。

上記の例では、カーソルが文書の必須エレメント内の段落に置かれています。ステ
ータスバーには同じ情報　がブレッドクラムとして表示されます。

• 構造図のコンテンツの表示と非表示を切り替えられるようになりました。ビューを
切り替えるには、状況依存メニューから「テキストを表示」オプションを選択する
か、構造図のメインメニューから表示／テキストを表示を選択します。
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相互参照を挿入ポッドインターフェイスの変更

相互参照を構造化文書に挿入するためのユーザーインターフェイスとワークフロー
が強化されました。相互参照にキースペースを使用するためのワークフローが変更
され、重複していたキー参照ダイアログが削除されました。また、相互参照を挿入
ダイアログに強力な検索機能が追加されました。相互参照を挿入する際、テキス
トのエレメントタイプ、ID、またはテキストを指定して、必要なテキストを検索で
きます。相互参照を挿入するコマンドの新しいメニュー内の位置は挿入／相互参照
です。Esc+S+Cショートカットキーを使用することもできます。

詳しくは、「相互参照」を参照してください。
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DITAキースペースマネージャーの改善
次の新機能の導入により、DITAキースペースマネージャーダイアログがより使用
しやすくなりました。

• 現在のセッションでいずれかのDITAマップが開かれている場合、そのマップ
はキースペースのドロップダウンリストに追加されます。

• キーの最初の数文字を入力してキースペースを検索できます。

• デフォルトでは常にリストの先頭にあるキーが選択されています。

• ダイアログで「OK」をクリックすると、開いているすべてのDITAマップに
共通のキースペースが適用されます。

• 特定の文書に異なるキースペースを選択する場合は、キースペースマネージャ
ーを使用して設定できます。

• 「キースペース」ドロップダウンリストにあるデフォルトのキースペース
（<default>ファイル名）に異なるエントリを作成することはできません。

• 複数のパスからキースペースを設定できます。例えば、 DITA 相互参照、
DITAリンク、挿入した conrefなどからキースペースを設定できます。

エレメントメニューの強化

エレメントメニューに新しいコマンドが多数追加され、より効率的かつ簡単に構造
化エレメントを使用できるようになりました。また、これらのすべてのコマンドに
ショートカットキーが割り当てられたため、タスクをすばやく実行できます。エレ
メントメニュー内のコマンドとそのショートカットキーを次の表に示します。

コマンド名 ショートカット

エレメントを挿入 Ctrl+1

エレメントをラップ Ctrl+2

エレメントを変更 Ctrl+3

ラップ解除 Esc+E+U

属性の編集 Esc+E+A

名前空間 Esc+E+N
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結合 Esc+E+M

一番下に追加 Esc+E+M

分割 Esc+E+S

エレメントを上位に移動 Esc+E+P

エレメントを下位に移動 Esc+E+D

エレメントの表示を切り替え Esc+E+X

兄弟エレメントの表示をすべて切り替え Esc+E+X

前のエレメントと入れ替え Esc+E+T

次のエレメントと入れ替え Esc+E+T

前回のエレメントコマンドを実行 Esc+E+E

次のエレメントに移動 Esc+S+D

前のエレメントに移動 Esc+S+U

次の子エレメントに移動 Esc+S+N

エレメントの先頭に移動 Esc+S+S

エレメントの最後に移動 Esc+S+E

エレメントの前に移動 Esc+S+B

設定ファイルメーカーを起動 Esc+C+F+M

属性表示オプション Esc+v+A

使用可能なエレメントを設定 Esc+E+O+C

新規エレメントオプション Esc+E+O+I

コマンド名 ショートカット
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オーサリングの強化

オーサリングに対して次の拡張機能が追加されました。

新しいコマンドの検索および実行ツール

FrameMakerには数百ものメニューコマンドがあります。上級ユーザーでもメニュ
ーから必要なコマンドを見つけるのに手間がかかる場合があります。FrameMaker
（2017 release）には強力なコマンド検索機能が導入されました。コマンド検索ツ
ールを使用して探しているコマンドの名前を入力すると、検索文字列に一致するコ
マンドが返されます。必要なコマンドが見つかると、ツールからコマンドを実行で
きます。コマンド検索ツールには、コマンドとコマンドを起動するショートカット
キーのリストが表示されます。

ミニ目次の自動更新

文書を保存または印刷すると、文書内のミニ目次が自動的に更新されます。ミニ目
次の更新は、メインメニュー（編集／ブック更新）または状況依存メニューを使用
して行うこともできます。

詳しくは、「ミニチュア目次を生成する」を参照してください。

改善された自動スペルチェッカー

FrameMakerで自動スペルチェック機能を有効にすると、入力したすべての単語の
下に赤い破線が表示されます。この動作が改善されました。赤い破線は単語を完全
に入力した後、その単語が辞書に含まれていない場合にのみ表示されます。また、
HunSpell辞書が更新され、スペルチェック機能が改善しました。

詳しくは、「スペルチェック」を参照してください。
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ペルシア語から数値に変換するコマンドを方向ツールバーに追加

方向ツールバーが強化され、ベルシア語から数値および数値からペルシア語に変換
するコマンドが追加されました。

RTLマーカーを挿入メニューに移動
RTL方向マーカーが方向ツールバーから削除されて、挿入メニューに配置されまし
た。メインメニューから方向マーカーを挿入するには、挿入／方向記号を選択し、
目的の方向マーカーを選択します。

パフォーマンスの改善

FrameMaker（2017 release）では、次のようにパフォーマンスが改善されています。

• ネストされた相互参照が多数含まれている構造化文書を開くのにかかる時間が大幅
に短縮されました。

• CMS で文書レポジトリを使用する際の依存文書の動作が改善されました。依存文書
が更新されている場合は、親文書を開くたびに依存文書の最新バージョンもリポジ
トリから取得されます。

発行機能の強化

検索時のオートコンプリート

Responsive HTML5出力の検索フィールドに、入力された数文字に基づいて予測検索結
果が表示されるようになりました。SVG画像のテキストを含め、ヘルプコンテンツ全体
にインデックスが付けられてコンテンツ全体を検索できるようになりました。検索結果
には入力された単語または語句が発行出力に出現する最小回数も表示されます。検索結
果はコンテンツ内での検索用語の出現頻度に基いてランク付けされます。
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詳しくは、「マルチチャネルパブリッシング」を参照してください。

Responsive HTML5出力に含まれるSVG画像内のテキスト検索

最新のResponsive HTML5出力では、SVG画像内のテキストを検索できます。SVGは
グラフィックをXML形式で定義して読み取り可能にします。SVGグラフィックのこの
プロパティを使用することにより、FrameMakerはSVGグラフィックの<text>、
<tspan>、<textpath>ノードに保存されている情報を読み取れるようになりました。
HTML5出力で検索を実行すると、SVGファイル内の各ノードの情報も読み取られて、
検索結果に表示されます。

ダイナミックコンテンツフィルターのDITA属性のサポート

DITA属性を使用して、Responsive HTML5出力およびモバイルアプリケーション出力
用にダイナミックコンテンツフィルターを生成できるようになりました。条件付き属性
を選択ダイアログが新しく導入され、コンテンツをフィルターするためのDITA属性を
指定できるようになりました。
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詳しくは、「ダイナミックコンテンツ出力の生成」を参照してください。

索引に対するダイナミックコンテンツフィルターのサポート

以前はダイナミックコンテンツフィルターを索引エントリに適用することができません
でした。対応する索引エントリが存在するコンテンツにコンディショナルタグを適用す
ると、コンテンツが非表示になっていても索引エントリが表示されました。この動作は変
更され、ダイナミックコンテンツフィルターによって索引エントリの表示が制御されるよ
うになりました。選択したフィルターによってメインコンテンツが表示されない場合、
そのコンテンツに対応する索引エントリも非表示になります。
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単一のCSSファイルを使用したスタイル管理

出力を生成するたび、発行プロセスによってブックまたはDITAマップファイル内の各
文書のCSSファイルが作成されます。このため、CSSファイルの管理が少々複雑になり
ます。発行出力時に単一のCSSファイルのみを使用してブックまたはマップファイル内の
すべての文書のスタイルを管理できるようになりました。発行設定ダイアログで「トピッ
クのスタイルを1つのCSSにマージ」オプションを選択することにより、単一のCSSファ
イルを生成できます。

詳しくは、「公開設定の構成」の「一般設定」セクションを参照してください。
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改善された画像およびマルチメディアファイルの管理

FrameMakerの最新バージョンでは、画像およびマルチメディアファイルの管理が合理
化されています。以前は画像ファイルが複数の場所で参照されている場合、発行プロセ
スによって画像ファイルのコピーが多数作成されました。このため、発行出力のサイズ
が大きくなるほか、管理も困難でした。現在、画像ファイルが複数の場所で参照されて
いる場合、発行出力時に作成される画像のコピーは1つのみになりました。

さらに、ソース文書が異なるフォルダー内にある画像やマルチメディアファイルを参照
している場合、すべてのファイルが発行出力の単一のフォルダーに保存されるようにな
りました。assetsという名前のフォルダーが発行出力のルートフォルダー内に作成さ
れ、画像およびマルチメディアファイルはすべてこのフォルダー内に配置されます。発
行出力内のすべての参照はassetsフォルダーのリソースをポイントするように自動的
に更新されます。

インラインスタイル処理の改善

ソース文書にインラインスタイルが適用されている場合、発行出力のインラインスタイ
ルを制御できます。例えば、特定の段落にスタイルを適用しているとき、そのスタイル
を最終出力には適用しない場合、発行設定ダイアログの「一般設定」で「インライン
HTMLスタイルをクリーンアップ」オプションを選択します。このオプションを選択し
た場合、最終出力からすべてのインラインスタイルが除外されます。ただし、このオプ
ションを選択しない場合、インラインスタイルは出力に発行されます。

詳しくは、「公開設定の構成」の「一般設定」セクションを参照してください。

すべてのトピックを単一のフォルダーに発行

段落スタイルのマッピングに基づいてトピックを分割することができます。ブックまたは
DITAマップ内のトピックのファイル名を持つフォルダーが最終出力に作成されます。
また、すべてのHTMLファイルはこれらのトピックフォルダーに保存されます。最終出
力に複数のフォルダーを含めないようにするには、すべてのHTMLファイルを単一のフォ
ルダー内に保存します。これを行うには、発行設定ダイアログの「一般設定」で「すべて
のトピックを1つのフォルダーに保持」オプションを選択します。このオプションを選択
すると、すべてのトピックHTMLはtopicsという名前のフォルダーに保存されます。
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基本的なHTML出力生成の新しいサポート

FrameMakerで生成可能な既存の出力形式に基本的なHTML出力形式が追加されました。
基本的なHTML出力形式は、ブックまたはDITAマップ内の各トピックファイルを取得
して、同様の外観を持つHTMLファイルを生成します。このファイルはCSSファイルを
使用して制御できます。出力は JavaScriptやカスタムレイアウトなしで生成されます。
この出力タイプは非常に軽いため、対象読者と簡単に共有できます。

目次と索引の改善

目次と索引のレイアウトが強化され、明確かつ直感的になりました。また、索引データ
の保存形式がXMLからJSONに変更されました。XMLパーサーを必要とするXMLとは
異なり、 JSONは JavaScript、C、Pythonなど、任意のプログラミング言語で解析でき
ます。軽量なデータ交換形式である JSONの使用により、検索の操作性が向上しました。

DITA 1.3の状況依存ヘルプサポート

DITA 1.3のresourceidエレメントを使用して、状況依存ヘルプシステムに情報を提供
できるようになりました。 FrameMaker は状況依存ヘルプを使用した Responsive
HTML5およびMicrosoft HTMLのヘルプ出力生成をサポートします。

インストールとユーザー登録

これらの手順に従い、お使いのコンピューターでFrameMakerを起動します。

必要システム構成

FrameMakerをインストールする前に、必要なハードウェアとソフトウェアがあるか確
認してください。

• Intel Pentium 4またはそれより高速のプロセッサー

• Microsoft Windows 10、8.1または7

• 1 GBのRAM（2 GBが推奨）



はじめに  1

 29

• 3 GBのハードディスク空き容量（インストール用）、インストール時にはさらに空
き容量が必要（大文字と小文字が区別されるファイルシステムを使用するボリュー
ムや取り外し可能なフラッシュストレージデバイスにインストールすることはでき
ません）

• JRE 8

• DVD-ROMドライブ

• サポートされる最大画面解像度– 4K（3480×2160、8.3メガピクセル、縦横比16:9）

このソフトウェアは、ライセンス認証なしでは動作しません。ソフトウェアのライセン
ス認証、サブスクリプションの検証、オンラインサービスへのアクセスにはブロードバ
ンドインターネット接続およびユーザー登録が必要です。

注 : 電話でのライセンス認証はご利用いただけません。

使用可能な言語

FrameMakerは以下の言語で利用できます。

• Deutsch

• 英語

• Français

• 日本語

FrameMakerのインストール

FrameMakerをインストールするには：

1) コンピューターで開かれているAdobeアプリケーションをすべて閉じます。

2) ディスクドライブにインストールディスクを挿入して、画面の指示に従います。

インストール時、アドビソフトウェアはライセンス認証を完了するためにアドビシ
ステムズ社のサーバーに接続します。このとき個人データが送信されることはあり
ません。ライセンス認証について詳しくは、アドビシステムズ社のWebサイト
www.adobe.com/go/activation_jp
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注 : 2つ以上のバージョンのFrameMakerをコンピューターにインストールしておく
ことができます。WindowsシステムでのデフォルトのFrameMakerのインストール
パスは、C:\Program Files (x86)\Adobe\Adobe FrameMaker 2017です。このガイド
では、デフォルトのFrameMakerのインストール場所は<Fm_install_location>と表
記されています。

登録

製品を登録すると、無料のインストールサポート、アップデート通知、その他のサービ
スを受けることができます。

1) 製品登録をするには、ソフトウェアを最初に起動したときに表示されるユーザー登
録ダイアログボックスで、画面の指示に従います。

ヒント :後で登録する場合は、ヘルプ／ユーザー登録を選択すればいつでも実行で
きます。

一般リソース

リソース URL

FrameMakerヘルプPDF http://www.adobe.com/go/learn_fm_ug_jp

FrameMakerはじめに http://www.adobe.com/go/learn_fm_2015_rev_guide_jp

ビデオチュートリアル https://helpx.adobe.com/jp/framemaker/video-hub.html

FAQ http://www.adobe.com/go/learn_fm_faq_jp

必要システム構成 http://www.adobe.com/go/learn_fm_sys_req_jp

FrameMakerフォーラム https://forums.adobe.com/jp/community/framemaker/

http://www.adobe.com/go/learn_fm_ug_jp
https://helpx.adobe.com/jp/framemaker/video-hub.html
https://forums.adobe.com/jp/community/framemaker/
http://www.adobe.com/go/learn_fm_sys_req_jp
http://www.adobe.com/go/learn_fm_faq_jp
http://www.adobe.com/go/learn_fm_2015_rev_guide_jp
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FrameMakerの基礎

ユーザーインターフェイス

ようこそ画面

FrameMakerは、現在のモードに基づいてようこそ画面を表示します。

ようこそ画面は、下記のような頻繁に必要とされる現在のFrameMakerのモードに関連
したタスクの実行オプションを表示します。

• 最近使用した文書を開く

• 新しいDITAマップ、DITAファイル、XMLファイルを作成し、DITAバージョン
を変更する

• 新しいCMS接続を作成し、最近使用した接続を開く

• 新しいプロジェクト、ドキュメント、ブックを作成する

• FrameMakerテンプレートにアクセスする

• FrameMaker学習リソースにアクセスする

• サポート、製品アップデート、デベロッパーセンター、フォーラム、マーケティン
グコンテンツにアクセスする

• 最後のセッションを復元する

次の図に示すように、FrameMakerを構造化モードで起動するときにようこそ画面を表
示します。
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ワークスペース

文書で作業するときに頻繁に使用するポッドのようなエレメントの特定の配置のことを
「ワークスペース」と呼びます。ワークスペースでは、これらのエレメントのドッキング、
スタックまたは最小化を行うことができます。また、フローティング状態にしておくこ
ともできます。複数の既定のワークスペースを選択するか、独自のワークスペースを作
成できます。ポッドを配置したら、ワークスペースの設定を保存しておくと、後から使
用できます。

FrameMakerのインターフェイスは次のコンポーネントを持っています。

• 上部のアプリケーションバーには、ワークスペースの切り替えコントロール、メニ
ューおよびその他のアプリケーションコントロールが表示されます。

• ドキュメントウィンドウには、作業中のファイルが表示されます。ドキュメントウ
ィンドウはタブ表示したり、場合によっては、グループ化およびドッキングしたり
することもできます。
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• ポッドは、作業中のファイルの変更や確認に使用されます。文字ポッド、段落ポ
ッド、表書式ポッド、マーカーポッド、変数ポッド、相互参照ポッドなどがポッド
の例として挙げられます。ポッドを最小化、グループ化、スタックまたはドッキン
グすることができます。

• ステータスバーには、現在の文書のテキスト書式とページ設定の情報が含まれます。
構造化文書の場合、ステータスバーには現在選択しているエレメントのブレッドク
ラムも表示されます。

標準ワークスペース

複数の標準のワークスペースから選択したり、独自のワークスペースを作成したり、両者
を切り替ることができます。実際の作業により異なりますが、標準のワークスペースは、
ワークスペース間をすばやく切り替えることができるように設計されています。例えば、
校閲ワークスペースには、ツールバー、普段使用されるポッド、すばやく文書の校閲が
できるように整理されたポッドがあります。

• オーサリング

• DITAオーサリング（構造化FrameMakerでのみ使用可能）

• 内容を管理する

• グラフィックを管理する

• 校閲する

• 構造化オーサリング（構造化FrameMakerでのみ使用可能）

カスタムワークスペースを保存する

1) ワークスペースを任意に設定し、アプリケーションバーのワークスペース切り替え
コントロールから「ワークスペースを保存」を選択します。

2) ワークスペースの名前を入力して、「OK」をクリックします。

FrameMakerは、セッション全体で最後に使用したワークスペースを記憶します。校閲
ワークスペースで動作していた場合、FrameMakerを閉じ、再起動すると、校閲ワーク
スペースがロードされます。
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ワークスペースを切り替える

1) アプリケーションバーのワークスペース切り替えコントロールから、ワークスペー
スを選択します。

ワークスペース切り替えコントロールを使用して、ワークフローに適したワークスペースを切り替える。

ワークスペースをリセットする

現在のポッドの設定を名前の付いたワークスペースとして保存しておくと、ポッドを移
動したり閉じたりした後でも、そのワークスペースを呼び出すことができます。保存し
たワークスペースの名前は、アプリケーションバーのワークスペース切り替えコントロ
ールに表示されます。

アプリケーションバーのワークスペース切り替えコントロールから、「ワークスペース
のリセット」オプションを選択します。

カスタムワークスペースの名前を変更する

1) アプリケーションバーのワークスペース切り替えコントロールから、「ワークスペ
ースの管理」を選択します。

2) ワークスペースを選択して、「名前を変更」をクリックします。

3) 新しい名前を入力して、「OK」を2回クリックします。

カスタムワークスペースを削除する

アプリケーションバーのワークスペース切り替えコントロールから「ワークスペースの
管理」を選択し、ワークスペースを選択した後、「削除」または「ワークスペースを削
除」アイコンをクリックします。
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ドキュメントウィンドウ

構造化または非構造化FrameMaker文書を開くと、ドキュメントウィンドウが表示され
ます。このウィンドウには、書式が設定されたテキストの文書が表示され、グラフィッ
クやその他のアイテムなどすべての要素が、正しくレイアウトされたページデザインで
表示されます。複数の文書を開いている場合は、それぞれの文書ごとにドキュメントウ
ィンドウが表示されます。

非構造化ワークスペースでは、ドキュメントウィンドウが唯一のウィンドウです。構造化
ワークスペースでは、ドキュメントウィンドウでエレメント境界を見ることもできます。

タブ付き文書

複数のファイルを開くと、ドキュメントウィンドウはタブ付きで表示されます。インタ
ーフェイス環境設定ダイアログボックスで「文書をタブとして開く」オプションをクリ
アすると、ドキュメントをフローティングウィンドウとして開くことができます。

文書はドキュメントウィンドウでタブ表示されます

ただし、生成されたファイル（例えば目次）を追加すると、この生成されたファイルは
ワークスペースの左下角に最小化されて表示されます。フローティングウィンドウやタ
ブウィンドウは、いくつかの方法で整理できます。

• ドキュメントウィンドウをドキュメントウィンドウのグループにドッキングする
には、ウィンドウをグループにドラッグします。

• タブ付きドキュメントウィンドウの順序を変更するには、ウィンドウのタブをグル
ープ内の新しい位置にドラッグします。

• ドキュメントウィンドウをウィンドウのグループからドッキング解除するには、ウィ
ンドウのタブをグループの外にドラッグします。

注 :フローティングドキュメントウィンドウを最小化すると、FrameMakerのステー
タスバーの一部を覆います。最小化されたウィンドウは別の場所に移動できません。
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ポッド

ポッドは作業を簡素化する新デザインのインターフェイスを備えたフローティングパネ
ルです。FrameMakerでは次のような主なポッドが使用できます。

• コンディショナルタグポッド

• 相互参照ポッド

• マーカーポッド

• フォントポッド

• インセットポッド

• 変数ポッド

• 参照ポッド

• 開いているファイルポッド

• 校閲コメント

ポッドインターフェイス

A.ポッドエントリを検索する -文字を入力すると、FrameMakerはすべてのコラムで一
致する文字を検索し、表示し続けますB.ポッド固有のツールバーボタンC.コラムヘッダ
ー上の矢印はソート順序を示しますD.ポッドリスト領域E.ツールヒントF.各インスタン
スの詳細には位置が含まれますポッド位置基準ダイアログボックスを使用すると、位置
をカスタマイズできます。
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注 : デフォルトでは、ポッドは右のペインのポッドリスト領域で開きます。ポッド
を移動すると、FrameMakerはポッドの位置を記憶します。次回ポッドを起動す
ると、最後に閉じた位置で表示されます。

ポッドおよびタブグループを閉じる

ポッドのタイトルバーの右側のボタンをクリックするとポッドまたはタブグループ（ポッ
ドのグループ）を閉じることができます。

• 「閉じる」：フォーカスされているポッド（ここではマーカーポッド）のみを閉じ
ます。

• 「タブグループを閉じる」：タブグループにあるポッドをすべて閉じます。

また、ポッドのタイトルをダブルクリックすると、タブグループ全体とその一部である
ポッドも最小化または最大化できます。

ポッドリスト領域

選択ポップアップには、ブックやDITAマップを含め、開いているすべての文書のリス
トが表示されます。「開いているすべての文書」を選択すると、ポッドリスト領域に開
いているすべての文書からすべての変数が表示されます。開いている特定の文書を選択
した場合は、ポッドのリスト領域には、この選択された文書の変数が表示されます（開
いている他の文書に切り替えた場合もこれは変わりません）。ポッドリスト領域には、
選択された文書からのインスタンスのリストが引き続き表示されます。

「現在の文書」オプションを選択すると、ポッドリスト領域に選択した文書からインス
タンスのリストが表示されます。開いている文書を切り替えると、リスト領域が再表示
されます。ただし、ポッドを切り替えるときは、再表示ボタンをクリックする必要があ
る場合があります。
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開いている文書を選択する場合

• ポッドでインスタンスを 1 回クリックすると、文書内の対応するインスタンスが表
示されます。例えば、インセットポッドから画像インスタンスを選択すると、対応
する画像がドキュメント表示でも選択されます。

• 各ポッドで次のことを実行するには、インスタンスをダブルクリックします。

コンディショナルタグポッド

選択した条件用のコンディショナルタグを追加 /編集ポッドを表示します。

相互参照ポッド

選択した相互参照を編集するための相互参照ポッドを表示します。

マーカーポッド

選択したマーカー定義を編集するためのマーカーポッドを表示します。

フォントポッド

置換フォントを選択するためのフォント置換ポッドを表示します。

インセットポッド

選択したインセット用のオブジェクトの属性ポッドを表示します。

変数ポッド

現在の文書内の挿入ポイントに、選択した変数を追加します。

ホットスポットポッド

選択したホットスポットを編集するためのホットスポットポッドを表示します。

参照ポッド

特定のエレメントが参照されている場所に対する検索結果を表示します。このポッ
ドはDITA文書の場合にのみ関連します。

開いているファイル

開いている多数のファイルを管理および移動できます。

注 : リスト領域内のデータを昇順または降順でソートするには、列名をクリッ
クします。
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コンソールポッド

警告とエラーメッセージをリストするコンソールポッドを表示します。

校閲コメント

レビューアーから受信した校閲コメントを表示、管理できるようにします。

ポッド位置基準の設定

ポッド位置基準は、文書内の位置を指定して、ポッドリスト領域でインスタンス用に何
を表示するかを決定します。

例えば、マーカー用の位置識別子として表示する必要がある2つの段落タグを定義することが
できます。FrameMakerは、指定した最初の段落のタグと一致する最初のタグを逆方向に検
索し、ポッドに表示します。位置基準ダイアログボックスで、最初の段落タグをTopic_Title
として指定すると仮定します。FrameMakerは、マーカーを検索し、逆方向に移動してマー
カーが発生する最初のトピックの題名を表示します。2番目の段落タグをArticle_Nameとし
て指定すると、FrameMakerはトピックが属する正確な記事の名前を表示します。

ポッド位置基準

A.構造化インターフェイスで、段落スタイルまたはエレメント名を指定することができ
ます。非構造化FrameMakerでは、段落スタイルだけを指定できます。B.最初の段落ス
タイルを指定する。C. 2番目の段落スタイルを指定する。
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1) 編集／環境設定を選択します。

2) ポッドを選択します。

3) インスタンスが存在するエレメント名をポッドに表示する場合は、「エレメント名」
を選択します。

4) 有効なエレメント名を指定し、「OK」をクリックします。

ツールバー

よく使用されるコマンドはすべて次のツールバーからアクセスできるので、構造化また
は非構造化文書内で簡単に使用できます。ツールバーは、表示／ツールバーメニューか
ら表示できます。

グラフィックツールバー

グラフィックの作成や編集のために使用するショートカットが用意されています。

クイックアクセスバー

文書、テキスト編集、グラフィック、表を開いて保存するためのコマンドが用意さ
れています。

構造化アクセスバー

XML文書の追加、エレメントカタログを開く、属性の編集など、構造化文書の作
業に使用するコマンドが用意されています。

テキストの書式設定

フォントスタイルなどテキストの書式設定コマンドが用意されています。

表の書式設定

行や列の追加、セルの結合、表セルのためのテキスト整列オプションなど、表編集
用のコマンドが用意されています。

段落書式

タブの設定、テキストの整列、行送り設定、段落タグリストなど、段落の書式設定
のためのコマンドが用意されています。

オブジェクトの整列

オブジェクトのシーケンス、整列、向きを変更するためのコマンドが用意されてい
ます。
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オブジェクトプロパティ

オブジェクトのグループ化、レイヤー順序の変更、変形、拡大・縮小、オブジェク
トのスナップなどのためのコマンドが用意されています。

テキスト編集のトラック

テキスト編集のトラッキング、適用、拒否のためのコマンドが用意されています。

クイックエレメント

共通の構造化文書エレメントの挿入とラップを実行するコマンドが用意されてい
ます。

方向ツールバー

双方向の文書の作業に使用するコマンドが用意されています。

ツールバーおよびメニューからアクセスできるすべてのコマンドには、キーボードショ
ートカットも用意されています。キーボードショートカットの一覧については、「キー
ボードショートカット」を参照してください。

ツールバーのアイコン

FrameMakerには事前定義されたグレースケールアイコンセットが用意されています。
これらのアイコンのサイズは表示用機器の解像度に合わせて変更できます。

アイコンのカスタマイズ

FrameMakerに独自のアイコンを追加することもできます。

1) 自分のビューとモードに関連した toolbar.xmlファイルを探し、それを開きます。

2) すべてのアイコンファイルを AppData\Roaming\Adobe\FrameMaker\13\ に作成
して、格納します。

3) カスタマイズするアイコンに関するアクションエレメントを探します。動作エレメ
ントのコードは次のようになります。

<ACTION command="CenterPara">
<images base="P_TextAlignCenter_Md"/>

4) アイコンのベース名を画像エレメントのベース属性に追加します。
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5) アイコンの標準状態とロールオーバー状態に、少なくとも 2 つのアイコン画像を作
成します。

例えば、アイコン名がxyzの場合、画像名はxyz_C_S.pngおよびxyz_R_C_S.pngに
なります。（ここで、C=カラー、S=標準、R=ロールオーバーです。）ただし、
アイコンの環境設定が標準サイズの色付きのアイコンではなく、大きいアイコンま
たはグレースケールアイコンになるように設定されている場合は、アイコン名にM
およびLを使用します。

ベース名がxyzの以下の有効な環境設定の組み合わせには、8つの画像ファイルを含
めることができます。

6) 関連のエレメントにデータで属性を指定することにより、暗い標準や暗いロールオ
ーバーなどのアイコン状態のためのアイコンファイルをさらに追加できます。以下
に例を挙げます。

<ACTION command="CenterPara"> 
<images base="P_TextAlignCenter_Md" 
dark_normal=”<icon_name>.png” <!-- for regular sized icons--> 
dark_rollover=”<icon_name>.png” 
dark_normal_l=”<icon_name>.png”<!-- “_l” suffix for large sized icons--> 
dark_rollover_l=”<icon_name>.png”/>

スマートカタログ

スマートカタログをFrameMakerで使用可能なカタログの便利なショートカットとして
使用することができます。例えば、文書の段落書式を設定するには、スマートカタログ
を使用して必要な段落書式をすばやく検索して選択します。構造化文書では、必要なエ
レメントや属性を簡単に検索して、文書の特定の場所に挿入できます。

ビデオスマートカタログ。

環境設定 アイコン名

サイズ カラー 標準 ロールオーバー

大（L） 色付き（C） xyz_C_L.png xyz_R_C_L.png

グレースケール（M） xyz_M_L.png xyz_R_M_L.png

標準（S） 色付き（C） xyz_C_S.png xyz_R_C_S.png

グレースケール（M） xyz_M_S.png xyz_R_M_S.png

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_smartcatalogenhancements_jp
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スマートカタログを使用するには：

1) カーソルを文書の必要な場所に置きます。

例えば、文字書式や段落書式の場合は、カーソルを段落の中に置きます。構造化文
書のエレメントや属性の場合は、ポインターを構造図のエレメントを挿入する位置
に置きます。

2) スマートカタログのショートカットキーを押します。次の定義されたスマートカタ
ログのショートカットキーを参照してください。

スマートカタログダイアログが表示されます。

スマートカタログダイアログ

ポインターはダイアログの上部にあるテキストボックス内にあります。

3) 現在のカタログのアイテムを検索するには、アイテム名または説明のいずれかの入
力を開始します。入力すると、ダイアログのリストが絞り込まれます。

例えば、構造化文書に listエレメントを挿入する場合は、 listエレメントの名前を入
力できます（ul, ol、またはdl）。またエレメントリストの説明も入力することが
でき、ダイアログリストはエレメントカタログのすべての使用可能なリストアイテ
ムに絞り込まれます。

フィルターされたエレメント
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注 : ダイアログで表示されるアイテムのリストは10個までに制限されています。リス
トが10個を超える場合は、スクロールバーを使用してリストの上下に移動します。

スマートカタログのショートカットキー

ステータスバーのコントロール

FrameMakerのステータスバーには、ナビゲーション用コントロール、ページ情報、
ズームコントロールがすべて用意されています。

ステータスバーのナビゲーション用コントロール

A.ページフローおよびエレメントのブレッドクラム（構造化）または段落書式（非構
造化）B.先頭ページC.前D.ページ番号に移動しますE.次F.最終ページG.行番号に移
動しますH.挿入ポイントに移動します I.ズームコントロール

ショートカット スマートカタログ 適用先 ...

F8、Ctrl + 8 文字カタログ 構造化と非構造化

F9、Ctrl + 9 段落カタログ 構造化と非構造化

Ctrl+1 エレメントカタログ 構造化

Ctrl+2 エレメントのラップ 構造化

Ctrl+3 エレメントの変更 構造化

Ctrl+4 コンディションを適用 構造化と非構造化

Ctrl+5 コンディションを削除 構造化と非構造化

Ctrl+7 属性 構造化

Esc + q + o オブジェクトスタイルカタログ 構造化と非構造化
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ズームインとズームアウト

• テキストやオブジェクトの表示倍率を増減するには、ステータスバーの「+」（拡大）
または「 -」（縮小）ボタンをクリックします。FrameMakerは、挿入ポイントま
たは選択範囲のあるページの部分を、拡大または縮小します。文書内に挿入ポイン
トも選択範囲も含まれていない場合は、現在のページの中心が拡大表示されます。

• テキストやオブジェクトを特定の倍率で表示する場合は、ズームポップアップメニ
ューで％単位の表示倍率を選択します。

• 現在のウィンドウ内にページ全体を表示する場合は、ズームポップアップメニュー
の「ページをウィンドウに合わせる」を選択します。

• ページまたはテキスト枠をウィンドウに合わせるには、ズームポップアップメニュ
ーから「ウィンドウをページに合わせる」または「ウィンドウをテキスト枠に合わ
せる」を選択します。表示オプションが見開きページに設定されている場合、ウィ
ンドウは2ページ分を横に並べて表示できるサイズに変更されます。

• 使用可能なズーム設定を変更するには、ズームポップアップメニューから「設定」
を選択し、変更するパーセンテージを選択し、新しいパーセンテージの値を入力し
ます。25～1600%の範囲で値を入力できます。「設定」をクリックします。表示
倍率を初期設定の値に戻す場合は、「初期設定」をクリックします。

注 :初期設定のズームレベルは表示機器の解像度に応じて設定されます。

ページめくりとスクロール設定

ステータスバーにあるコントロールを使用すると、ドキュメントウィンドウ内を移動す
ることができます。

ページを上下左右にスクロールしたり、 2 ページずつ移動したりするときに、
FrameMakerのページの表示方法を定義することもできます。

表示している文書が現在開いているブックに含まれる場合は、ブック内の前の文書また
は次の文書を開くかどうかを尋ねる警告メッセージが表示されることがあります。例え
ば、文書の最初のページで「前ページ」をクリックし、警告メッセージで「はい」をク
リックすると、ブック内の前の文書が開き、その文書の最後のページが表示されます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 表示／オプションを選択します。
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3) ページのスクロールポップアップメニューから次のいずれかのオプションを選択し
ます。

• ページを上から下に表示するには（例えば、 2ページ目を 1ページ目の下に表
示する場合）、「縦」を選択します。

• ページを左から右へ表示するには（例えば、 2ページ目を 1ページ目の右に表
示する場合）、「横」を選択します。

• 2ページ分を左右に並べて表示する場合は、「見開き」を選択します。

• ウィンドウ内に収まるだけのページを左から右に並べて表示するには、「可変」
を選択します。

4) 「設定」をクリックします。

別のページに進む

次のいずれかの操作を行います。

• 次のページを表示するには、次ページボタンをクリックします。

• 前のページを表示するには、前ページボタンをクリックします。

• 文書内の最初のページを表示するには、「先頭ページへ」ボタンをクリックします。

• 文書内の最後のページを表示するには、「最終ページへ」ボタンをクリックします。

• 特定のページへ移動するには、ページ番号領域の中をクリックし、表示するページ
番号を指定します。

• 特定の行番号へ移動するには、行番号領域の中をクリックし、表示する行番号を指
定します。

• 挿入ポイントのあるページへ移動するには、「挿入ポイント」ボタンをクリックし
ます。

• ページをすばやく移動する場合は、縦方向にスクロールします。

ヒント :構造化文書の場合は、構造図をクリックまたは選択すると、対応するペー
ジがドキュメントウィンドウ内に表示されます。多くの場合、この方法が最も速く
目的のページを表示します。
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表示オプション

注 : 表示メニューの下にある境界線、制御記号、ルーラー、グリッド線、ホットス
ポット表示書式、エレメント境界、エレメント境界（タグ）、エレメントのバナー
テキストの各オプションは、現在のセッションで開かれているすべての文書に適用
されます。

素早くページを表示する

素早くページを表示するには：

• 取り込んだグラフィック、相互参照およびテキストインセットの更新を省略して文書
を開きます（参照を更新せずに文書を開くと、通常より短時間で文書を開くことがで
きますが、それぞれのページを表示する際には、速度が落ちる場合があります）。

• グラフィックを非表示にします。これを行うには、表示／オプションを選択し、
「グラフィック」オプションの選択を解除してから「設定」をクリックします。

重要 :「グラフィック」オプションの選択を解除してPDFを生成すると、グラフィ
ックはPDF内で表示されません。

• 小さいテキストをグレーのバーにして表示します。これを行うには、ファイル／環
境設定／一般を選択し、「グリーキングを行う最小フォントサイズ」ボックスにポ
イントサイズを入力してから「設定」をクリックします。これにより、指定したサ
イズよりも小さいポイントサイズのテキストは、画面上ではグレーのバーとして表
示されるようになります。

初期設定表示単位

ダイアログボックスに表示されるテキストボックスの中には、ユーザーが入力する値に
単位（ポイント、インチなど）が必要なものがあります。初期設定の単位を指定できる
のは、フォントサイズと行間に使用される単位（フォントサイズ単位）およびその他の
長さの単位（表示単位）の2つです。初期設定の単位は、テキストボックス内の値の後
に表示されます。テキストボックスに単位を指定せずに値を入力した場合は、初期設定
の単位が使用されます。

• 既定の単位を変更するには、そのウィンドウをアクティブにします。表示／オプシ
ョンを選択します。表示単位およびフォント単位の値を選択し、「設定」をクリッ
クします。
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• ボックスに別の単位を入力するには、そのウィンドウをアクティブにします。単位の
略称と数値を入力します：cmはセンチメートル、mmはミリメートル、"または in
はインチ、pc、piまたはpicaはパイカ、ptまたはpointはポイント、ddはdidot、
ccまたはciceroはシセロ、Qは級数（日本語の場合のフォントサイズと行間のみに
使用）。

ダイアログボックスでコマンドボタンをクリックすると、FrameMakerにより設定
済みの表示単位を使用した値に入力値が自動的に変換されます。例えば、表示単位
がパイカの文書で段落のインデントを1インチに設定する場合は、段落書式ウィン
ドウで「基本」属性を表示して、「インデント」オプションの「1行目」ボックス
に「1"」と入力します。「適用」をクリックすると、テキストボックスに表示され
る値は、1インチに相当するパイカの値に変わります。

ルーラーまたはグリッドの間隔

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 表示／オプションを選択します。ルーラーメニューまたはグリッドメニューから新
しい設定値を選択し、「設定」をクリックします。

行番号

FrameMakerにおける行番号は、コンテンツの特定の行を識別するのに役立ちます。
行番号は文書レベル（ .fmファイルの場合）で設定され、FrameMaker文書内に挿入さ
れた各行の前に表示されます。

行番号と改訂バーを使用しているときは、それらが重ならないことを確認してください。

FrameMakerファイルに表示される行番号と改訂バー



FrameMakerの基礎  2

 49

行番号の挿入

行番号を挿入するには、次の手順を行います。

注 : 表示／行番号を使用して、行番号を表示または非表示にすることもできます。

1) 書式／文書／行番号を選択します。

2) 行番号のプロパティダイアログで、「行番号を表示」を選択し、以下を指定します。

a) 幅：行番号と列との間の距離。テキストを含む列に対する相対距離です。

b) フォント：行番号のフォント

c) サイズ：行番号のサイズ

d) カラー：行番号のカラー

e) 各ページから再開：このオプションを選択すると、各ページで行番号を再開し
ます

f) 行番号を表示：このオプションを選択すると、行番号が表示されます。

行番号のその他の概要

1) 次の複数コラムと複数のフローを含む文書の書式をサポートしています。複数コラ
ムの書式を持つファイルの場合、行番号は各列のテキストに表示されます。複数の
フローを含む文書の場合、行番号はテキストフローに従って計算され、それに応じ
て続行します。

2) 再計算：行番号のある段落内にテキストを挿入すると、新しいテキストに対応する
ように行番号が再計算されます。
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3) 文書レベルのプロパティ：行番号は文書レベルのプロパティであるため、文書（ .fm
ファイル）のこの機能を有効 /無効にすることができます。行番号は、文書レベル
で設定して前ページから継続または各ページで再開することができます。

4) テキストフロー：複数のフローを含む文書の場合、行番号はテキストフローに続き、
テキストフローに従って継続します。

5) XML文書：行番号はXML文書に保持されません。ただし、アプリケーションのテ
ンプレートで行番号を有効にすることができます。

6) 印刷：行番号は印刷および「別名で保存」を使用して作成したPDFに表示されます。

ビジュアルガイド

ドキュメントウィンドウで次のビジュアルガイドのいくつかを表示できます。

• テキスト枠、グラフィック枠および取り込んだオブジェクトの範囲を示す境界線

• マーカー、段落改行など、テキスト文中に埋め込まれている各種記号

• ウィンドウの上部および左側に沿って配置されるルーラー

横線または縦線のグリッドを表示して、グラフィックの作成、サイズ変更および整列に
利用することもできます。すべてのビジュアルガイドはプリントされないので、プリン
ト時に非表示にする必要はありません。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。

2) 次の操作を行います。

• 境界線の表示設定を切り替える場合は、表示／境界線を選択します。

• 制御記号の表示設定を切り替える場合は、表示／制御記号を選択します。

• ルーラーの表示と非表示を切り替えるには、表示／ルーラーを選択します。

• グリッド線を表示または非表示にするには、表示／グリッド線を選択します。

• エレメント境界を表示するには、構造化FrameMakerで、表示／エレメント境
界またはエレメント境界（タグ）を選択します。FrameMakerはこれら2つの
オプションを自動的に切り替えます。

重要 :ビジュアルガイドは現在のセッションで開いているすべての文書に影響を与
えます。FrameMakerの以前のバージョンでは、ビジュアルガイドは選択した文書
にのみ適用されました。
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制御記号

メニューコマンド制限表示

表示されるメニューコマンドの数を制限した「ショートメニュー」と呼ばれるメニュー
を表示することができます。ショートメニューには、テキストの書式設定、グラフィッ
クの一部の外観の編集、マーカーや変数などの一部のオブジェクトの挿入に関するコマ
ンドは表示されません。

フルセットのメニューコマンドが表示されていない場合は、ショートメニューが表示さ
れていると思われます。

注 :構造化文書を使用している場合は、ロングメニューで使用可能なコマンドをア
プリケーション開発者が変更している可能性があります。

• ショートメニューを表示するには、表示／メニュー／ショートを選択します。

• ロングメニューを表示するには、表示／メニュー／ロングを選択します。

• メニューをカスタマイズするには、Adobe Webサイトhttp://www.adobe.com/
go/lr_FrameMaker_support_jpwww.adobe.com/go/lr_FrameMaker_support_jp
『Customizing FrameMaker』の説明を参照して、メニューやコマンドを追加、
移動、削除します。

制御記号 意味

段落の最後

フローの先頭または表セルの最後

タブ

アンカー枠および表アンカー

マーカー

強制改行

手動等式整列ポイント

ハードスペース

任意ハイフン

ハイフネーション禁止

にあるオンラインマニュアルの
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ハイコントラストワークスペース

FrameMakerは、ウィンドウの背景、テキスト、その他のグラフィックの描画にシステ
ムカラーを使用します。色や明度差を識別しにくいユーザーや視力の弱いユーザーは、
ハイコントラスト配色や、カスタムのテキスト色および背景色を設定できます。この設
定により、ユーザーインターフェイスに表示される情報が見やすくなります。

システムのアクセシビリティオプションを設定するには、Windowsのコントロールパネ
ルにある「ユーザー補助のオプション」を設定します。

注 :FrameMakerはすべてのアイテムの色を調整するわけではありません。これら
には背景色と、グラフィックオブジェクトの塗りの色などがあります。

環境設定ダイアログ

FrameMaker設定を変更するには、環境設定ダイアログ（編集／環境設定）を使用します。

• 一般環境設定 -環境設定を使用して次の設定を指定します。

– 製品のインターフェイス

– ファイルの保存、名前、バックアップ

– 埋め込みオブジェクトの取り扱い

– 右から左のオーサリング環境を処理するカーソルの移動
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• インターフェイスの環境設定 - FrameMakerでポッドを自動的にアイコン化する
のか、文書をタブとして常に開くのか、構造化ビューで移動するのかを指定する
には、このダイアログボックスを使用します。

• 警告 -これらの設定は、警告とコンテキストヒントの表示を制御します。

• ポッド - ポッド位置基準は、文書内の位置を指定して、ポッドリスト領域でインス
タンス用に何を表示するかを決定します。

• 起動 -起動環境設定を使用すると、 FrameMakerの起動時間を最適化できます。
起動環境設定を使用すると、クライアント、フォント、言語プロバイダー、起動ス
クリプトの読み込みを、自分の要件に合わせて最適化できます。

• Dropbox - Dropboxの環境設定では、FrameMakerと一緒に作業を行うDropbox
アプリケーションを設定します。

• Documentum - これらの環境設定を使用して、Documentum®ファイルのバージョ
ンを設定し、DFS SDKパスを指定し、カスタムCMSプロパティをDocumentum®
用FrameMakerへ追加します。

• SharePoint - 環境設定を使用して、Sharepointファイルのバージョンを設定し、
カスタムCMSプロパティをDocumentum用FrameMakerへ追加します。

• DITA交換 - これらの環境設定を使用して、DITA交換を設定します。

• Adobe Experience Manager - これらのオプションを使用して、AEMのチェック
インおよびチェックアウトの環境設定と、プロキシサーバーの設定を行います。

• 辞書 - これらの環境設定を使用して、さまざまな言語のスペル、ハイフン、類語の
ためのProximity辞書またはHunspell辞書を指定します。

• スペルチェックのオプション - これらの環境設定を使用してスペルチェックを設定
します。

• 簡易XML - これらの環境設定を使用して、簡易XMLの表示と警告メッセージの表
示オプションを有効または無効にします。詳しくは、「簡易 XML ユーザーインタ
ーフェイス」を参照してください。

• XML - これらの環境設定を使用して、FrameMakerのXMLコンテンツの構文カラ
ーと他の表示オプションを設定します。

• MathML - これらの環境設定を使用して、MathFlowエディターのインストールパ
スを設定し、ライセンスファイルのパスを指定します。このダイアログからスタイ
ルエディターや構造エディターも選択できます。
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コンテキストヒント

コンテキストヒント機能により、FrameMakerに導入された新機能または通常のタスク
を実行する代替方法を検索しやすくなります。現在実行中のタスクに関連する機能があ
る場合は、コンテキストヒント機能は、ヒントの形式で機能に関連する情報を表示し
ます。これらのヒントによりタスクを簡単かつ効率的に実行できます。

例えば、新しいドキュメントを最初に開く際は、ヒントがFrameMakerワークスペース
の右下隅に表示されます。

ヒントダイアログボックスには、次のボタンが表示されます。

• ?：このボタンの上にマウスを置くと、これらのヒントのオン /オフを切り替える方
法が表示されます。

• 表示：このボタンは、特定のヒントに対してのみ表示されます。このボタンをクリ
ックすると、ヒントで参照されているそれぞれのポッドが開きます。

• 詳細：このボタンをクリックすると、関連するヘルプコンテンツに移動します。

• X ：このボタンをクリックすると、ヒントを閉じます。メッセージをこれ以上表示し
ないようにする方法については、「コンテキストヒントの環境設定」を参照してく
ださい。

各ヒントは、特定のワークフローにつき一度だけ表示されます。例えば、次回にドキュ
メントを開いた際にヒントが表示されることはありません。ここでの目的は、煩雑さを
抑えつつ貴重な情報を提供することにあります。すなわち、ワークフローを実行した場
合は、FrameMakerではユーザーがヒントの情報を既に利用しているか、あるいはそう
した情報が不要なものとして見なされます。
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コンテキストヒントの環境設定

コンテキストヒントの環境設定をカスタマイズするには、編集／環境設定／グローバル／
警告を選択します。コンテキストヒントに関する次のオプションは、ダイアログボック
スの下部にあります。

コンテキストヒントを表示

メッセージをこれ以上表示しないようにするには、このオプションの選択を解除し
ます。すなわち、タスクを初めて実行する場合でも、ヒントやメッセージが表示さ
れなくなります。

コンテキストヒントをリセット

「コンテキストヒントをリセット」ボタンをクリックすると、ヒントの表示が再開
されます。これまでに実行したワークフローについても、再びヒントが表示され
ます。例えば文書の保存時にコンテキストヒントが表示される場合、このボタンを
クリックしてこのヒントを保持すると、次回文書を保存するときに、同じヒントが
再び表示されます。

開いているファイルの管理

開いているファイルポッドでは、開いている多数のファイルを管理および移動できます。
開いているファイルポッドを使用して、次のことが行えます。

1) 未保存の変更があるファイルを確認し保存する

2) 特定の名前を持つファイルまたは特定のフォルダーに保存されているファイルを検
索する

3) 様々なファイルをナビゲートする

4) 開いている様々なファイルのパスを確認する

5) 保存後または保存しないで特定のファイルを閉じる
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開いているファイルポッド

A.「すべて選択」、「未保存」または「保存済み」を選択して結果をフィルタリングし
ますB.ファイルを保存して開いたままにしますC.選択したファイルを保存して閉じます
D.選択したファイルを閉じます - 閉じようとしているファイル内に未保存の変更があ
る場合は、ファイルを保存ダイアログが表示されますE.検索 - 入力するにつれて、ポッ
ドはすべてのカラム内のエントリと検索条件を照合しますF.検索条件をクリアします
G.現在開いているすべてのファイルを選択します

現在開いているファイルポッドを表示するには、表示／ポッド／開いているファイルを
選択します。

次のビデオを参照してください。現在開いているファイルポッド

ファイルを閉じる・終了するときのファイルの保存

次のことを行おうとしたときに、 FrameMakerはファイルを保存ダイアログを表示し
ます。

• 次の方法でFrameMakerを終了する

– 「閉じる」ボタンをクリックする

– ファイル／終了を選択する

– キーボードでAlt+F4キーを使用する

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_openfilespod_jp
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• Shift+Fileを選択し、以下のオプションのいずれか1つを選択する

– 開いているすべてのファイルを閉じる

– ブック内の全ファイルを閉じる

– Ditamap内の全ファイルを閉じる
• 現在開いているファイルポッドでファイルを保存しないで閉じる

ファイルを保存ダイアログ

ファイルを保存ダイアログで、未保存の変更があるファイルをレビューおよび保存でき
ます。ファイルを選択解除し「保存」をクリックすることで、変更を破棄することもで
きます。

開いているファイルを保存して閉じる

現在開いているファイルポッドに、現在開いている文書のリストが表示されます。現在
開いているファイルポッドを使用して、ファイルおよび変更を選択し、保存または破棄
できます。

保存

1) 表示／ポッド／開いているファイルを選択します。

現在開いているファイルポッドが表示されます。未保存のファイルおよび未保存の
変更のあるファイルは、アスタリスク（ *）付きで表示されます。長いリスト内で
ファイルを見つけるには、検索ボックスに入力します。FrameMakerはファイル名
やパスのテキストを照合します。
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2) 保存するファイルを選択し、以下のいずれかを実行します。

• 「保存」をクリックする。

FrameMakerは、選択したファイルを保存します。FrameMakerは、ディス
クにまだ保存されていないファイルの名前とパスを指定するようにプロンプト
を表示します。

• 「保存」および「閉じる」をクリックする。

FrameMakerは選択したファイルを保存して閉じます。

• ファイルを閉じます。

FrameMakerは選択したファイルを閉じます。未保存の変更があるファイルを
閉じる場合、ファイルを保存ダイアログが表示されます。

最後のセッションを復元

FrameMakerでは、最後にFrameMakerを終了したとき、またはクラッシュしたときに
作業を行っていた最後のセッションを復元できます。クラッシュした場合、
FrameMakerを再起動すると、FrameMakerは最後のセッションを復元するかどうかを
選択するメッセージが表示されます。最後のセッションを復元することにより、最後の
セッションで行っていた以下の作業を再開できます。

• ビュー：XMLコード、WYSIWYG、または作成者

• ワークスペース

• フォーカスされた文書

• 最後のセッションで開いていたファイル（最後のセッションで CMS 接続経由で開
いていたファイルを除く）

• 異なる文書用にフォーカスされたページ番号

• マスターページ、ボディページおよびリファレンスページのスクロールスペース

• 文書のタブ順序

• パレット（数式、テンプレート、類義語ブラウザーなど）

• stuctapps.fm ファイル：最後に読み取られた structapps.fm ファイル（復元時に、
最後に読み取られた structapps.fmファイルが再度読み取られる）

次のビデオを参照してください：「クリック 1 つでセッションを復元する」。

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_singleclicksessionrestore_jp
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最後のセッションを復元するための条件

以下の条件にすべて一致する場合、最後のセッションを復元できます。

1) FrameMaker を終了したとき、またはクラッシュしたときに、開いていたファイル
がある。つまり、最後のセッションで復元するための何かが存在していたというこ
とです。ファイルを手動で閉じた後にFrameMakerを終了した場合は、復元するも
のはありません。

2) 最後のセッションを復元するときに、ファイルを何も開いていない。

3) FrameMakerの現在のモード（構造化または非構造化）が、FrameMakerの最後の
終了時のモードと同じである。

最後のセッションを復元する

FrameMakerの最後のセッションを復元するには、FrameMakerを起動し、以下のいず
れか1つを実行します。

• 開始画面で「最後のセッションを復元」をクリックする。

または

• ファイル／最近使用したファイルを開く／最後のセッションを復元を選択する。

または

• キーボードショートカットEsc r s。

• FrameMakerがクラッシュした場合、FrameMakerを再起動すると、FrameMaker
は警告メッセージを表示し、「はい」をクリックすると最後のセッションを復元で
きます。

FrameMakerは最後のセッションを復元します。復元できなかったファイルがある場合、
FrameMakerはエラーメッセージを表示し、コンソールポッドにそれらのファイルをリ
ストします。

復元時の警告の環境設定

環境設定ダイアログで、セッション復元時に所在不明のフォントや非決定の相互参照な
どに関する警告の表示または非表示の選択ができます。所在不明のグラフィックなどの
ユーザー操作を必要とする警告は、警告を無効化してある場合でも表示されます。
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リソースマネージャのビューの復元のサイズ

FrameMakerは、終了と再起動時に次のRMビューの寸法を記憶します。

• ブックのRMビュー

• CMSリポジトリブラウザーのRMビュー

• DitamapのRMビュー

RMビューを閉じて再び開くときに、FrameMakerはRMビューの寸法を記憶し、それ
らをRMビューのデフォルト寸法として使用します。

• ドッキングされていないRMビューの場合、FrameMakerは高さと幅を記憶します。

• ドッキングされているRMビューの場合、FrameMakerは幅のみを記憶します。

記憶される幅は、ドッキングされているRMビューとドッキングされていないRMビュ
ーでは異なります。ブックやDitamapなど様々なRMビューに対して、記憶される寸法
は同じです。

ユーザーインターフェイスの設定ヒント

ドキュメントウィンドウを結合する

現在のウィンドウ（フローティング、最小化、またはドッキング）をすべて連結す
るには、ドッキングしているドキュメントウィンドウのタブバーを右クリックし、
メニューから「すべてをここに結合」を選択します。

ドキュメントウィンドウをフローティングにする

上部のアプリケーションバーにある文書の整列アイコンをクリックし、「すべての
ウィンドウを分離」を選択します。これによりすべてのドキュメントウィンドウが
フローティングポッドとして重ねて表示されます。

文書を並べて表示する

文書の整列アイコンを使用して、ドキュメントウィンドウを水平または垂直に並べ
て表示します。この整列方法は、複数の文書を手動で比較したりそれらを左右に積
み重ねるときに特に便利です。
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非表示のポッドを前面に移動する

フローティングドキュメントウィンドウで作業をしているときや、ワークスペース
を切り替えたときなど、ポッドを前面に移動することが困難な場合があります。

• ポッドのタイトルバーを使用してポッドをドラッグすることでポッドのドッキ
ングを解除します。

• すべてのフローティングドキュメントウィンドウをドッキングします。ドッキ
ングしているタブバーを右クリックし、「すべてをここに結合」を選択するか、
フローティングドキュメントウィンドウをドラッグしてドッキングします。

ポッドをアイコンに最小化する

ポッドのタブバーを右クリックし、メニューから「アイコンに縮小」を選択します。
このオプションは、ポッドがフローティングになっていてドッキングされていない
場合にのみ使用できます。ドッキングしているポッドを縮小するには、タブバーの
どこかをクリックします。

ポッドを再び開く

表示／ポッドを選択し、任意のポッド名をクリックします。ポッドのグループ全
体が、ワークスペースの下部に開きます。

ポッドを再び開く

ウィンドウを選択し、ポッドを選択し、再び開くポッドを選択します。

開いているすべてのポッドグループをアイコン化する

ポッドグループのタブバーを右クリックし、「アイコンに縮小」を選択します。

フルスクリーンモードを終了する

ドキュメントウィンドウのテキストフレームの外側を右クリックし、「スクリーン
モードの切り替え」を選択します。

関連するリンク :
画面モード
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アクセシビリティ

FrameMakerには、視覚障害を持つユーザーによるアクセスを向上するための多数の機
能が含まれています。主な機能を次に示します。

• 視力が低いユーザー向けにハイコントラスト表示機能をサポートしています。

• FrameMakerファイルを変換してタグ付きAdobe PDFファイルを作成することに
よって、スクリーンリーダーソフトウェアを使用するユーザーは、文書を正しい順
序で読み取ることができます。FrameMakerの文書をタグ付きAdobe PDFファイ
ルに変換する方法について詳しくは、「タグ付き PDF 出力」を参照してください。

• Windows® プラットフォーム用スクリーンリーダーソフトウェアなどの支援技術を
サポートしています。

スクリーンリーダーは、画面上での操作を解釈してその情報を音声合成装置に送ります。
これを利用すると視覚障害を持つユーザーもコンピューターと対話することができます。
スクリーンリーダーの動作は、文書の論理構造に従って行われます。スクリーンリーダ
ーは、 FrameMaker で表示されている FrameMaker 文書、 Adobe Acrobat® または
Adobe Reader®で表示されているタグ付きPDFを読むことができます。スクリーンリー
ダーのインストールと、FrameMakerまたはAcrobatで表示されている文書の使用方法
については、スクリーンリーダーのマニュアルを参照してください。

Adobe AcrobatおよびAdobe PDF文書におけるアクセシビリティについて詳しくは、
AcrobatのオンラインヘルプとAdobe Webサイトを参照してください。

ソフトキーボードを起動する

1) スタートメニューからすべてのプログラム／アクセサリ／ユーザー補助／スクリー
ンキーボードを選択します。

2) 「OK」をクリックします。これで、スクリーンキーボードを使用できます。

関連するリンク :
ハイコントラストワークスペース
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文書

文書を作成する

FrameMakerには文書のベースにできるいくつかのテンプレートが用意されています。
または、所属組織によって定義されたテンプレートを使用することや、空の文書の作成
を選択できます。

初期設定では、FrameMaker文書の拡張子は .fm拡張子。

文書の作成にテンプレートを使用する

テンプレートから文書を作成することができます。所属組織は、異なるタイプの文書に
たいして既成のテンプレートを所有していることがあります。既成のテンプレートに基
づいて文書を作成するには次の操作を行います。

1) ファイル／新規／文書を選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

標準テンプレートを選択します。

a) 標準テンプレートを検索をクリックします。

b) 標準テンプレートダイアログでテンプレートを選択します。例えば、ユーザー
ガイド—法的を選択します。

c) 「作成」をクリックし、選択したテンプレートに基づいて文書を作成します。

注 : オプションとして、「サンプルを表示」をクリックし新規文書タブに
文書をプレビューさせることができます。このオプションで標準テンプ
レートのダイアログは閉じます。サンプルを閲覧した後にふたたびダイ
アログに戻るには、ファイル／新規／文書／標準テンプレートを検索を
選択します。

構造化テンプレートを選択する

a) 「構造化テンプレートを検索」をクリックします。

b) 構造化テンプレートダイアログでテンプレートを選択します。例えば、ビジネ
ス—メモを選択します。
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c) 「作成」をクリックし、選択したテンプレートに基づいて文書を作成します。

注 : オプションとして、「サンプルを表示」をクリックし新規文書タブに
文書をプレビューさせることができます。このオプションで構造化テン
プレートのダイアログは閉じます。サンプルを閲覧した後にふたたびダ
イアログに戻るには、ファイル／新規／文書／構造化テンプレートを検
索を選択します。

カスタムテンプレートを選択する

a) 新規文書にテンプレートとして使用したい文書まで移動します。

b) 「新規」をクリックします。

RTLのテンプレートを選択する

a) テンプレートフォルダーに移動します（Fm_Install_Location\Templates）。
b) RTLTemplate.fmファイルをクリックします。

c) 「新規」をクリックします。

注 : 方向が右から左に設定された空白の文書が作成されます。

3) 文書に内容を追加します。

空の文書の作成

所属組織または団体のためにテンプレートを定義するのであれば、空のFrameMaker文
書から始めることもできます。

1) ファイル／新規／文書を選択します。

2) 基本ページレイアウトを指定します。

• 標準的な 1コラムの文書を作成する場合は、「縦」または「横」をクリックし
ます。

• 用紙サイズ、コラムの数、コラムの余白、ページ設定などをカスタマイズした
文書を作成したい場合は、「カスタム」をクリックし、値を指定して「作成」
をクリックします。

文書の単位系を選択することもできます。ここで選択した単位は、
FrameMakerのダイアログボックスやドキュメントウィンドウのステータスバ
ーに表示されます。

3) 文書に内容を追加します。
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文書の方向を設定する

FrameMakerでは、左から右の表記（LTR）に加え、右から左の表記（RTL）（アラビ
ア語、ヘブライ語、ペルシア語など）による文書の作成に対応しています。ただし、現
在の文書の方向を変更することができます。

1) 書式／文書／方向を選択します。

2) 「方向」のサブメニューから、「左から右」、または「右から左」を選択します。

挿入ポイントの位置は、文書方向に基づいて変化します。

文書を開く

FrameMaker文書のほかに、テキストファイル、MIF（変換書式）ファイル、MML
（Maker Markup Language）ファイルおよびXML文書やSGML文書も開くことができ
ます。必要なフィルターがインストールされていると、Microsoft® Wordなど、他のア
プリケーションで作成したファイルを開くこともできます。FrameMaker文書以外のフ
ァイルを開いた場合でも、大部分の書式は保持されます。

FrameMaker 7以前を使用して作成されたファイルを開くには、それをMIFファイルと
して保存する必要があります。

ファイルを開く

1) ファイル／開くを選択します。

2) 文書を探し、開くをクリックします。

通常、参照して取り込んだグラフィック、テキストインセット、相互参照およびシステ
ム変数などがある場合は、文書を開くとそれらが更新されます。最近開いたファイルは、
ファイルメニューの下にリストで表示されます。

ファイルに問題があることを知らせるメッセージが表示されることもあります。「OK」
をクリックし、問題を後で解決することができます。

注 : Windowsエクスプローラーから、空のUI領域、ツールバー、メニューバーま
たはポッドへファイルをドラッグ＆ドロップして、ファイルを開くこともできます。
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テキストファイルを開く

テキストのみのファイルには、グラフィックや書式情報が含まれていません。テキスト
のみのファイルを開くときに、テキストファイルであることを確認するメッセージが表
示されます。

1) ファイル／開くを選択し、 .txt ファイルを開きます。不明なファイル形式ダイアロ
グボックスが表示されます。

2) 「テキスト」オプションを選択します。

3) 「変換」をクリックします。

4) 次のいずれかのオプションを選択します。

• 空白行のある位置でテキストを段落に分割する場合は、「各行末で改行しない」
を選択します。このオプションは、文書テキストを含むファイルのように、段
落を重視するテキストファイルで使用します。

• 各行末でテキストを段落に分割する場合は、「各行末で改行」を選択します。
このオプションは、コンピューターコードを含むファイルのように、行を重視
するテキストファイルで使用します。

• テキストを表に変換するには、「テキストを表に変換」を選択します。ソース
ファイルの内容が表形式になっている場合は、このオプションを使用します。

表に変換ダイアログボックスで、適切な表フォームでデータを取得するための
列数、セル区切り、見出し行など、追加オプションを選択します。

5) 目的のエンコード形式を選択します。初期設定では、ANSI（Windows）エンコー
ド形式が選択されています。

6) 「読み込み」をクリックします。特別なテンプレートから作成された文書内にテキ
ストが表示されます。テンプレートをカスタマイズして、テキストファイルから作
成された文書の書式を目的に合わせて調整することができます。

使用中の文書を開く

文書を開くたびに、ロックファイル（ *.lck）が作成されます。このロックファイルによ
り、他のユーザーは作業中のファイルに変更を加えることはできません。ロックファイ
ルは、元の文書と同じフォルダー内に作成され、文書を閉じると削除されます。ファイ
ルのロックをオフにすることができます。
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書き込み許可を持つ文書を開くときに、既にその文書が他のユーザーにより開かれてい
た場合はダイアログボックスが表示され、文書の名前、最後に文書を開いたユーザーの
名前とその日時および文書が開かれているコンピューターの名前が表示されます。文書
を編集しているときにシステムがクラッシュし、その後同じ文書を開いたときにも、この
ダイアログボックスが表示される場合があります。

ファイルを開き、次のいずれかの操作を行います。

• ファイルを見るだけで変更はしない場合は、「上書き禁止で開く」をクリックし、
「続行」をクリックします。文書が上書き禁止形式で表示されます。

• ファイルのコピーを編集する場合は、「コピーを開く（編集可能）」をクリックし
て、「続行」をクリックします。ファイルのコピーが開き、このファイルを保存す
るときに、新しいファイル名を指定するよう指示されます。

• 他のユーザーが使用していないことがわかっているファイルを編集する場合は、
「ロックを解除して開く」をクリックして、「続行」をクリックします。システム
がクラッシュした後、クラッシュ時に開いていた文書を編集する場合は、このオプ
ションを選択してください。

参照を更新しないで文書を開く

他のファイルとの相互参照の数が多い文書や大量のグラフィックを取り込んだ文書、
テキストインセットの多い文書などを開くと、ファイルを開く処理に時間がかかります。
取り込まれたグラフィック、相互参照およびテキストインセットの更新を省略すると、
文書をすばやく開くことができます。ただし、この方法で文書を開く場合は、見つから
ない項目や非決定の相互参照があっても警告が表示されないので注意してください。
このため、文書はときどき通常の方法で開くことをお勧めします。

1) ファイル／開くを選び、開くファイルを選択します。

2) Ctrlキーを押しながら「開く」をクリックします。

ファイルを開くと、FrameMakerにより必要に応じてページごとにグラフィックが取り
込まれて表示されます。相互参照とテキストインセットは、編集／参照を更新を選択し
て手動で更新できます。ページの表示が遅すぎる場合は、通常の方法で文書を開き直し
てください。

SGML、XML、MIFおよびMMLはすべてテキスト形式です。そのため、非構造化
FrameMaker内にテキストとして開きます。
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構造化 FrameMaker内の .xmlまたは .mifファイルの場合は、Ctrlキーを押しながら
「開く」をクリックするとファイルが開きます。テキストファイルを読み込むダイアログ
ボックスが表示され、テキストを読み込むオプションを指定するよう指示されます。これ
らのファイルをテキストとして開くことにより、マークアップを表示し、編集できます。

SGMLファイルのマークアップ

システムがクラッシュした後にファイルを再び開く

システムがクラッシュすると、次の状況の場合、ファイルは自動的に保存されます。

• 環境設定ダイアログボックスで「自動保存」を選択すると、指定した時間ごとに自
動保存ファイル（「 .auto」という拡張子が付いたファイル）が作成されます。この
ファイルは、ファイルを保存して閉じると削除されます。

• システムの状態が不安定になると、 FrameMakerは、最新の変更が反映された回復
ファイル（「 .recover」という拡張子が付いたファイル）の作成を試みます。

自動的に保存されたファイルのコピーには、そのファイルに加えられた最新の変更が含
まれています。

1) クラッシュ時に作業していたファイルを開きます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 回復ファイルが存在する場合、そのファイルを開くことを確認するメッセージ
が表示されます。回復ファイルを開き、最後に行った変更が反映されているか
どうかを調べます。変更が反映されている場合は、回復ファイルに元の文書と
同じ名前を付けて保存してから、回復ファイルを削除します。

• 回復ファイルが存在しない場合、自動保存されたファイルを開くことを確認す
るメッセージが表示されます。自動保存ファイルを開き、元の文書と同じ名前
を付けて保存します。自動保存ファイルには、最後の自動保存が行われるまで
に加えたすべての変更が保存されています。失われる作業の量は、設定した自
動保存時間の間隔と、システムがいつクラッシュしたかによって異なります。



FrameMakerの基礎  2

 69

所在不明のフォントに関するトラブルシューティング

文書を開く際に、その文書で所在不明のフォントが使用されていることを示す警告メッ
セージが表示されることがあります。フォントが所在不明になる理由は、次のようなこ
とが考えられます。

• その文書が別のシステムで編集され、そこで使用していたフォントがご自分のシス
テムにはインストールされていない。

• フォントが削除されているまたは破損している。

• システムのデフォルトプリンターが変更されました。

環境設定ダイアログボックスの「所在不明のフォント名を保持」を選択した場合は、
所在不明フォントの名前が保持されます。このオプションを選択すると、代替フォント
を使用して文書を保存した場合でも、そのフォントがインストールされているコンピュ
ーターで文書を開くと、元のフォントが再び表示されます。

所在不明のフォントの問題を解決するには、以下の方法を検討してください。

フォントが損傷していないかチェックする

FrameMakerで所在不明のフォントが、現在使用中のシステムにインストールされて
いるか、別のアプリケーションで使用できるかを調べます。FrameMakerで使用でき
ないフォントが別のアプリケーションで使用できる場合は、フォントが損傷している
可能性があります。この場合は、オリジナルのメディアからフォントを再インストー
ルしてください。フォントの問題に関するトラブルシューティング、損傷したフォン
トや破損したフォントフォルダーの切り分け、またはPostScriptフォントの再インス
トールについて詳しくは、アドビシステムズ社のWebサイトを参照してください。

所在不明のフォントを別のフォントにマッピングする

所在不明のフォントをインストールまたは再インストールできない場合は、該当す
る文書を開くときに警告メッセージが表示されないように、所在不明のフォントを
使用可能な別のフォントに永続的にマッピングすることもできます。所在不明のフ
ォントを他のフォントにマッピングするには、ファイルを開く前に環境設定ダイア
ログボックスで「所在不明のフォント名を保持」オプションの選択を解除します。
ただし、この操作を行うと、文書内で参照されている元のフォント情報が失われる
ことに注意してください。

プリンターを切り替える

FrameMakerは、プリンターに内蔵されているフォントをFrameMakerで使用可能
にするために、プリンタードライバーに保存されているフォント情報を読み込み
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ます。場合によっては、デフォルトプリンターを変更すると、FrameMakerで使用
可能なフォントをいくつか変更できます。

所在不明のフォントを入手して、インストールする

例えば、同一の文書を他のユーザーと共同で編集しているときに、他のユーザーと
同じフォントを使用したい場合は、そのフォントを購入してインストールすること
をお勧めします。

文書を保存する

文書の保存には、現在の保存場所に同じ名前でそのまま上書き保存するか、別の場所に別
の名前でコピーを保存する方法があります。Hypertext Markup Language（HTML）、
Extensible Markup Language（XML）、Portable Document Format（PDF）など、
様々な形式で文書を保存することができます。

文書またはブックに未保存の変更がある場合は、ステータスバーのページステータス表
示部分にアスタリスク（ *）が表示されます。

未保存の変更内容があることを示すアスタリスク

関連するリンク :
PDF 形式で保存
テンプレートから属性を取り込む

文書を保存する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 現在のファイル内の変更を保存するには、ファイル／保存を選択します。

• ファイルを別のフォルダーに保存したり、別の名前を付けて保存したりする場
合は、ファイル／別名で保存を選択します。

2) 「別名で保存」コマンドを選択する場合や、ファイルをまだ一度も保存していない
場合は、新しいファイル名と保存場所を指定します。ファイルを別の形式で保存す
る場合は、ポップアップメニューで形式を選択します。

3) 「保存」をクリックします。「テキストのみ」形式を選択した場合は、文書内のテ
キストと表の保存方法を指定してください。
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ブックを保存する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 現在ディスク上にあるファイルを上書きする場合は、ファイル／ブックを保存
を選択します。

• ファイルを別のフォルダーに保存したり、別の名前を付けて保存したりする場
合は、ファイル／ブックを別名で保存を選択します。

2) 「ブックを別名で保存」コマンドを選択した場合や、ファイルをまだ一度も保存し
ていない場合は、新しいファイル名と保存場所を指定します。

開いているすべての文書を保存する

Shiftキーを押しながら、ファイル／開いている全ファイルを保存を選択します。

文書を前回保存した状態に戻す

ファイル／前回保存した文書に復帰を選択し、「OK」をクリックします。

保存できるファイル形式

「別名で保存」コマンドを使用した場合は、次の形式でファイルを保存することができ
ます。

文書2017
FrameMaker文書またはブックを、FrameMakerで開いて編集することができる文
書またはブックとして保存します。

文書2015
FrameMaker文書またはブックを、FrameMaker（2015 release）で開いて編集す
ることができる文書またはブックとして保存します。

注 : FrameMaker（2015 release）文書をFrameMaker 9.0以前のバージョンの文書
として保存するには、その文書をMIF 7.0文書として保存し、このMIF 7.0文書を
FrameMaker 9.0以前のバージョンで開き、それを任意の形式で保存します。
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MIF 2017
すべてのテキストおよびグラフィックを記述したFrameMaker 2017構文を含むテ
キストファイルが生成されます。元の文書を上書きしない場合は、MIFファイルを
別の名前で保存してください（例えば、名前に「 .mif」というファイル名を追加し
ます）。MIFの情報については、『MIFリファレンスガイド』を参照してください。

MIF 7.0
すべてのテキストおよびグラフィックを記述したFrameMaker 7.0構文を含むテキス
トファイルが生成されます。元の文書を上書きしない場合は、MIFファイルを別の名
前で保存してください（例えば、名前に「 .mif」というファイル名を追加します）。
また、MIFについては、オンラインマニュアルの『MIF Reference』を参照してく
ださい。

テキストのみ

グラフィックおよび書式情報のないテキストファイルが生成されます。元の文書を
上書きしない場合は、テキストファイルを別の名前で保存してください（例えば、
名前に「 .text」という拡張子を追加します）。

PDF
Adobe Acrobat®やPortable Document Format（PDF）ファイルをサポートする
その他のアプリケーションで表示できるPDFファイルが作成されます。

SGML
指定する文書の内容、エレメントおよび属性を含むSGMLファイルが作成されます。

HTML
World Wide Webで表示できるHTML文書が作成されます。段落タグおよび文字タ
グとHTMLでの各種定義済み要素との対応を調整する方法については、「HTML マ
ッピングを設定・調整する」を参照してください。

注 :構造化FrameMaker文書をHTMLとして保存すると、エレメントごとに別の値
が属性に設定されていても、同じ名前の属性は、同じ値にマッピングされます。文
書を書き出した後で、これらの属性に別の値を設定するには、テキストエディター
を使用して書き出したファイルを編集します。

XML
World Wide Webでのデータ交換や表示に使用できるXML（Extensible Markup
Language）文書が作成されます。
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Microsoft RTF
リッチテキスト形式1.6（RTF）でファイルを作成します。このファイル形式は、
多くのワープロでサポートされており、他のアプリケーションでそのまま読むこと
ができます。この方法で保存すると、通常はワープロ形式に変換され、大部分の書
式は保持されます。

注 :「プリント」コマンドを使用すると、PostScript®ファイルを保存できます。

関連するリンク :
PostScript ファイルを作成する
「別名で保存」を使用して他の形式へ書き出す

HTML マッピングを設定・調整する

保存されるファイルのファイル名拡張子

Windowsで最初にファイルを保存するときに、FrameMakerは自動的に、文書には .fm、
ブックファイルには .book、MIFファイルには .mifという拡張子を付けます。これらの
拡張子により、ファイルはWindowsオペレーティングシステムによりFrameMakerフ
ァイルとして認識されます。

指定したファイル名の後に、これらの特殊な拡張子を付けたくない場合は、ファイル名
を二重引用符で囲んでください。Windowsはこれらの拡張子の付かないファイルを
FrameMakerファイルとしては認識しませんが、それでもこのファイルをFrameMaker
で開くことはできます。

別のアプリケーションで登録されている拡張子、例えば .docを割り当てた場合、その拡
張子はFrameMaker拡張子で置き換わることはありませんが、そのファイルをそのまま
FrameMakerで開くことができます。

テキストのみ形式で文書を保存する

文書を「テキストのみ」形式で保存すると、選択したテキストエンコード形式（ANSI
（Windows）またはASCII）でテキストファイルが作成されます。（日本語システムで
は、さらに「 JIS」、「シフト JIS」または「EUC」も選択できます。中国語や韓国語な
どのその他のアジア言語システムの場合は、各言語のシステムでサポートされているエ
ンコード形式を選択できます）。「テキストのみ」形式で保存した場合は、通常のテキ
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スト（テキスト枠内および表内のテキスト）だけが保存され、グラフィック、グラフィ
ックのキャプション、脚注および書式情報は保存されません。必要に応じて、ファイル
を保存する前に、行の長さと英文のハイフンの位置を調整してください。

選択したエンコード形式では表せない文字がある場合、テキストファイルでは別の文字
に置き換えられます。例えば、ANSI（Windows）またはASCIIエンコード形式を使
用して「テキストのみ」形式で文書を保存すると、各種のスペース（極細スペース、
enスペース、 emスペースおよび特殊スペースなど）がすべて通常のスペースに変換さ
れます。

1) ファイル／別名で保存を選択します。

2) ファイル名と保存場所を指定し、「テキストのみ」形式を選択します。

3) 「保存」をクリックします。

4) 次のいずれかの操作を行います。

• 各行で区切って独立した段落にする場合は、「各行末」をクリックします。この
オプションを選択すると、ファイルの元の改行位置と空白行が保持されます。
プログラムのソースコードのファイルのように、行を基本とするファイルでは、
このオプションを使用します。

• 連続する行を同じ段落にして、空白行に改行を挿入する場合は、「段落末のみ」
をクリックします。文書テキストを含むファイルのように、段落を基本とする
ファイルでは、このオプションを使用します。

5) 表のテキストを保存する場合は、「表セルからのテキストを含む」を選択してから、
次の操作を行います。

• 表セルの保存順序（行単位または列単位）を指定します。

• 各セルを区切る方法（タブまたは改行）をポップアップメニューで選択して指
定します。

6) 異なるエンコード形式を使用するプラットフォームで使用するテキストファイルの
場合は、エンコード形式ポップアップメニューで適切なエンコード形式を選択し、
「保存」をクリックします。

関連するリンク :
ハイフネーションを制御する

インデント、整列および間隔
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「別名で保存」を使用して非構造化文書からXMLを書き出す

構造化ファイルと非構造化ファイルは、ともにXMLに書き出すことができます。ソース
FrameMakerファイル内で各段落タグごとに何のエレメントを作成するかを指定するた
めのマッピングは、リファレンスページで定義します。書き出し機能はXMLファイルと
対応するカスケーディングスタイルシート（CSS）を作成するので、それを文書で使用
できます。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ファイル／XMLとして保存を選択します。

• ファイル／別名で保存を選択し、ポップアップメニューで「 XML 」を選択し
ます。ファイル名に「 .xml」という拡張子を付けます。

2) ファイルの保存場所を指定します。

3) 「保存」をクリックします。

自動的にバックアップと保存を行う

FrameMakerでは、編集中の文書を自動的にバックアップおよび保存することができ
ます。

1) 編集／環境設定を選択します。

2) 一般環境設定で、次の操作を行います。

• 文書を保存するたびにバックアップファイルを作成する場合は、「保存時にバ
ックアップを自動作成」を選択します。このオプションを選択すると、最新の
変更が保存される前にファイルのコピーが作成されます。バックアップファイ
ルが存在する場合、そのファイルは新しいバックアップファイルで上書きされ
ます（バックアップファイルの名前は「 .backup」という文字を含みます）。

• 定期的に自動保存ファイルを作成する場合は、「自動保存の間隔」を選択し、
分単位の保存間隔をボックスに入力します。このオプションを選択すると、
ファイル／保存を選択しなくても、ファイルのコピーが定期的に保存されます
（自動保存ファイルの名前は「 .auto」という文字を含みます）。自動保存フ
ァイルは、手動で保存を行ったときと、「前回保存した文書に復帰」コマンド
を使用して保存中の状態に文書を戻したときに削除されます。

3) 「OK」をクリックします。
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文書にメタデータを追加する

FrameMakerには、Extensible Metadata Platform（XMP）のサポート機能が組み込ま
れています。メタデータ（つまり、ファイル情報）とは、コンピューターによる検索と
処理が可能な記述情報です。メタデータを使用すると、文書の内容に関する情報を伝達
すると共に、文書に関する情報を保持し、その情報をAdobeの他のアプリケーションで
開くことができます。PDFにファイルを書き出すと、このメタデータのほとんどが
Acrobatで表示されます。

メタデータのタグは文書の内容を記述するもので、文書と共に移動します。メタデータ
タグを文書に埋め込むと、文書の追跡、管理および検索が容易になります。

注 :ブックファイル内のメタデータは、文書ファイル内のメタデータよりも優先さ
れる場合があります。ブックファイルに含まれている文書を使用する場合は、メタ
データを追加する前にブックファイルを開き、その文書を選択してください。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) ファイル／ファイル情報を選択します。

3) 該当するカテゴリまたはすべてのカテゴリの横のボックスに必要な情報を入力し
ます。

4) 「マーク付き」では、文書が著作権保護の対象になる場合は「はい」を選択し、一般
に公開する場合は「いいえ」を選択します。どちらか明確でない場合は、「不明」
を選択します。

5) 「設定」をクリックします。

開いている文書にテンプレートを適用する

開いている文書に対してテンプレートまたは別の文書から書式を取り込むことができま
す。取り込むことが可能な書式には、段落書式や表書式、変数定義、その他の属性が含
まれます。また、書式変更を保持したり削除したりすることもできます。例えば、段落
カタログに保存されていない段落書式の変更などが挙げられます。



FrameMakerの基礎  2

 77

FrameMakerのテンプレート

FrameMakerテンプレートには、文書間で再利用が可能な次のような属性を保存でき
ます。

1) 段落、文字、表書式

2) ページのコラム数と位置、ページヘッダーなどのバックグラウンドアイテムを定義
するページレイアウト

3) 頻繁に使用するグラフィックや書式情報を保存するリファレンスページ。例えば、
ヒントと注意のアイコン。

4) テキストのプレースホルダーとして使用する変数。例えば、<BookTitle>と
<CopyrightLine>。詳しくは、「変数」を参照してください。

5) 相互参照、数式、コンディショナルタグの書式情報

6) テキストとオブジェクトに適用する色の定義

7) 脚注設定、カスタムマーカーの種類、行間隔のフェザリングオプションなど、文書
全体に関する設定

8) 日本語システムを使用している場合の、和文フォントと欧文フォントの合成フォン
トの識別子

詳しくは、「ページレイアウトとテンプレート」を参照してください。

使用可能な設定の取り込みと更新

テンプレートから書式情報を取り込むと、その書式情報は文書内の書式情報と併合され
ます。元の情報を完全に置き換えるわけではありません。例えば、段落書式を取り込む
と、この書式が文書の段落カタログに追加されます。両方の文書に同じ名前の書式があ
る場合は、取り込んだ書式で元の書式が上書きされます。上書きされない書式は、すべ
て文書中に残ります。

書式名では大文字と小文字が区別されるため、「Body」と「body」は異なる書式とし
て見なされます。

段落書式：テンプレートの段落カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて
文書に適用されます。テンプレート中のPDFのしおり設定も文書中にコピーされます。

文字書式：テンプレートの文字カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて
文書に適用されます。
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ページレイアウト：テンプレートのマスターページが文書に追加され、マスターページの
変更がボディページに適用されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のマスターペ
ージがある場合は、テンプレートのマスターページで文書のマスターページが上書きされ
ます。改訂バーの属性、用紙サイズダイアログボックスおよびページダイアログボックス
のすべての設定、表示オプションダイアログボックスの大半の設定がコピーされます。

表書式：テンプレートの表カタログと罫線スタイルが文書に追加され、カタログ内の書
式がすべて文書に適用されます。

カラー定義：テンプレートのカラー定義とカラー表示が文書に追加されます。

文書の属性：テンプレートのカスタムのマーカーの種類と脚注属性が文書に追加され
ます。これらの属性は次を含みます：

• 文書内の巻、章、ページ、段落、脚注および表脚注の番号

• 番号属性ダイアログボックスのスタイル

• テキストオプションダイアログボックスの「改行前に使用可能な文字」の設定

• 行のレイアウトのダイアログボックスの「フェザリング」の設定

PDFのしおり以外の設定も文書に追加されます。

注 : また、日本語システムを使用している場合は、ルビ設定および組版ルールも文
書に追加されます。

リファレンスページ：テンプレートのリファレンスページは、FrameMathリファレンス
ページ以外のすべてが文書に追加されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のリ
ファレンスページがある場合は、テンプレートのリファレンスページで文書のリファレ
ンスページが上書きされます。FrameMathリファレンスページを取り込むには、「数式
定義」を選択します。詳しくは、「数式」を参照してください。

変数定義：テンプレートの変数定義が文書に追加されます。

相互参照書式：テンプレートの相互参照書式が文書に追加され、文書内の相互参照は更
新されます。

コンディショナルテキストの設定：テンプレートのコンディショナルタグおよび表示設
定が文書に追加され、コンディショナルテキストに適用されます。

数式の定義：テンプレートの数式のサイズとフォント設定、カスタム数式エレメント定
義およびFrameMathリファレンスページが文書に追加されます。リファレンスページを
追加するときに文書中のカスタム数式エレメントが削除された場合は、これらの数式エ
レメントが、疑問符（ ?）で囲まれたエレメント名で置き換えられます。
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合成フォント：日本語システムを使用している場合は、和文フォントと欧文フォントの合
成フォントが文書に追加され、合成フォントを使用しているテキストに適用されます。

書式を取り込む

開いているテンプレートまたは文書から書式を取り込むことができます。開いている文
書に対しては、次の操作を実行します。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、更新する文書を選択します。

2) 更新する文書またはブックで、ファイル／取り込み／書式を選択します。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 他の開いている文書から書式を取り込む場合は、取り込み元の文書ポップアッ
プメニューでソース文書を選択します。ポップアップメニューには、開いてい
る保存した状態の文書がすべてリストされます。

• 現在の文書の書式をもう一度適用する場合は、取り込み元の文書ポップアップ
メニューで「現在の文書」を選択します。

4) 「取り込み / 更新の設定」で、現在の文書に適用するオプションを選択します。
初期設定では、すべてのオプションが選択されています。

ヒント :オプションをすべて一度に選択解除または選択するには、「すべてを選択
解除」または「すべてを選択」をクリックします。変数定義や相互参照書式、数式
定義の更新時に、これらのアイテムのいずれかに文字書式が使用されている場合は、
「文字書式」も選択して文書に追加します。

5) それぞれの書式に適用した変更でカタログに保存されていないものを削除する場合
は、次の操作を行います。

• 段落カタログ書式で設定していない改ページを削除する場合は、「強制改
ページ」を選択します。

• 段落、文字、ページレイアウトおよび表の書式変更を削除する場合は、「その
他の書式 /レイアウトの変更」を選択します。

6) 「取り込み」をクリックします。
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文書の方向

FrameMakerでは、左から右の表記（LTR）に加え、右から左の表記（RTL）（アラビ
ア語、ヘブライ語、ペルシア語など）による文書の作成に対応しています。また、多方向
文書を作成することもできます。これは、他方向に記述された部分を含める特定方向の
文書を作成できることを意味します。例えば、英語などのLTR表記で作成した文書に、
アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語などのRTL表記で作成された段落（「段落書式」
を参照）や表（「表内のテキストの方向を変更します。」を参照）を含めることができ
ます。またはLTR言語のフロー（テキストフレーム）とRTL言語のフローを1つずつ含
む複数フローのドキュメントを作成できます。詳しくは、「フロー方向の設定」を参照
してください。

LTR（英語）表記とRTL（アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語）表記で作成されたテキストを含
む文書

文書のテキストに加えて、文書の方向に基づいて文書内の画像の方向（反転）も変更で
きます（「オブジェクトを含む文書の方向を変更する」を参照）。文書内の画像に、多方
向のテキスト行を追加することができます（「グラフィックにテキスト行を追加する」
を参照）。

LTRまたはRTLどちらの方向でも FrameMaker文書のミニ目次を定義できます。
LRT\RTLタイプの埋め込みのマークを挿入する、マークする、または変更するには、
文書の方向マーカーを使用します（挿入／方向マーカー）。

また、FrameMaker文書間でこのようなテキストをコピー&ペーストすることもできます
（「Microsoft Wordファイルを取り込む」を参照）。

注 : 特定の方向のテキストを FrameMakerの文書に取り込んだり、コピーしたりする
場合、コピー先（文書、表、または段落）でもテキストの向きが同じ方向に設定されて
いることを確認する必要があります。
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FrameMakerでは、非構造化文書（「文書の方向を設定する」を参照）およびDITAト
ピック（「テキスト方向を変更」を参照）の両方に対して、文書方向のサポートをすぐ
に使用することができます。ただし、他の構造化アプリケーションに基づく構造化文書
では、アプリケーション開発者はEDDにおけるdirプロパティを定義する必要があり
ます。詳しくは、「構造化アプリケーションリファレンスガイド」を参照してください。

デザインの継承

FrameMakerにおける文書の作成では、デザインの継承に基づいてテキストの方向が決
定されます。デフォルトでは、文書のオブジェクトは文書におけるテキストの方向を継
承します。例えば、RTL表記の文書に挿入された段落や表では、RTL表記が継承され
ます。FrameMakerでは、デザインの継承機能により、複数の方向が混在する文書を作
成することができます。

キャレットの位置と移動

RTL文書内のカーソルは入力時にデフォルトで右から左に移動します。FrameMakerは
現在、強い（プライマリ）キャレットと弱い（セカンダリ）キャレットのシステムを採
用しています。強いキャレットは、挿入された文字の方向がテキストの基本的な方向と
同じある場合、その文字が表示される位置を示します。弱いキャレットは、挿入された
文字の方向が基本的な方向と逆である場合、その文字が挿入される位置を示します。

キャレットの移動動作を変更するには：

1) 環境設定ダイアログ（編集／環境設定を選択）を開きます。

2) 「キャレット移動」グループで「論理的」を選択し、挿入された文字の論理的な順
序とキーの移動が一致するようにします。

「ビジュアル」を選択し、カーソルの移動がキーの方向と一致していることを確認
します。例えば、左のキーはカーソルを左方向に移動させます。
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アジア言語に関するサポート

FrameMakerでは、段落プロパティの和文コンポーザを指定することにより段落レベル
でレイアウトエンジンを選択できるオプションが設けられています。

段落書式から全角文字のエンコーディングがあるフォントを選択するか、CJK言語フォ
ントであるフォントを選択する場合は、「和文コンポーザを使用」オプションを必ず選
択する必要があります。

旧形式の文書を開くと、全角フォントやルビテキストを含むすべての段落に対してこの
プロパティが切り替えられ、和文のレイアウトエンジンが使用されます。

これら2つのレイアウトエンジンは異なる能力を持っているため、いずれのエンジンも
テキストを正しく処理できないといった事態が発生する可能性もあります。例えば、段
落にルビとアラビア語のテキストの両方が含まれている場合、いずれのエンジンも正し
く処理できません。

また、この警告が表示されないように選択し、自動的にアジア言語サポートに切り替え
るようFrameMakerに指示を与えることもできます。

1) 環境設定ダイアログ（編集／環境設定）を開きます。

2) グローバル／「警告」タブに移動します。

3) 「自動的に和文コンポーザに切り替える」チェックボックスを選択します。
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ページレイアウトとテンプレート

複数のコンポーネントがFrameMakerテンプレートを構成しています。このコンポーネン
トには、段落書式、文字書式、マスターページレイアウト、リファレンスページおよび相
互参照書式が含まれます。非構造化テンプレートか構造化テンプレートかにかかわらず、
テンプレートを作成する際には、あらかじめ注意深く計画・設計する必要があります。

書式

段落書式

段落書式には、テキストの外観および段落全体に適用される書式の設定が含まれていま
す。段落書式は、非構造化FrameMaker文書の文書書式の基盤であると同時に、構造化
FrameMaker文書の文書書式の基盤になることもできます。

段落書式ウィンドウ

段落書式ウィンドウは、段落書式を作成・管理するために使用されます。

段落書式ウィンドウ
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基本

インデント、間隔、配置、タブ位置、行間、および次に使用する段落書式などの段
落属性です。

フォント

フォントファミリー、サイズ、角度、太さ、背景色、言語などのフォント属性です。
言語ドロップダウンリストでは、英語、ドイツ語、タイ語など左から右に書く言語
のほか、アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語など右から左に書く言語を選択でき
ます。

ページ

連動などのページ属性、および「コラム内に表示」や「すべてのコラム」などの書
式属性です。

自動番号

自動番号書式を定義できる構成要素を使用します。

詳細

自動ハイフネーションや単語間隔などの属性です。

和文設定

日本語における文字間隔などのアジア言語設定を適用します。FrameMakerレイア
ウトエンジンを選択するための、「和文コンポーザを使用」のチェックボックが含
まれます（アジア言語に関するサポートを参照）。

表セル

表セルに適用される段落属性です。

方向

段落の方向を、「継承」（デフォルト）、「左から右」および「右から左」の中か
ら指定します。
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段落カタログには、文書で利用できる段落書式のすべてが一覧表示されます。段落タグ
を適用するには、テキストを選択して、段落カタログからタグを選択します。

段落カタログ

段落書式を作成する

1) 作成する書式と同じような書式を設定した段落内をクリックします。複数の段落を
選択しないように注意してください。

2) 段落書式ウィンドウを開いて、新しい書式の名前を「スタイル」テキストボックス
に入力します。

注 : 「スタイルを更新」ボタンが「スタイルを作成」に変わります。すべての新し
い段落書式は自動的に段落カタログに保存されます。

3) 「スタイルを作成」をクリックします。

4) 必要な属性を変更します。

段落書式の属性はすべて指定する必要があります

5) 「スタイルを更新」をクリックします。
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文字書式

文字タグを使うと、段落中の任意の数の文字や単語の書式を設定することができます。
文字タグを適用すると、段落全体の属性を取り消すことなく、テキストの書式を設定す
ることができます。文字タグを作成することは、書式一貫性を維持するだけでなく、書
式の変更をグローバルに適用するためにも役立ちます。また、文字タグは、相互参照書
式や変数のようなFrameMakerの他の機能の構成単位としても使用できます。

文字書式ウィンドウ

文字書式ウィンドウは、文字書式を作成・管理するために使用されます。文字書式すべ
て、文字カタログに一覧表示されます。

文字書式ウィンドウ

文字書式ウィンドウでは、新しい文字書式を作成することも、既存の文字書式を更新す
ることもできます。さまざまな文字書式オプションを使用して、必要に応じて文字書式
をデザインできます。

FrameMakerでは、PDF注釈は、テキスト背景色機能の実装によりハイライトを維持し
て読み込まれます。

文字書式および段落書式ウィンドウからテキスト背景色を設定します。
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文字カタログには、文書で利用できる文字書式のすべてが一覧表示されます。文字タグ
や文字スタイルを適用するには、テキストを選択して、文字カタログからタグを選択し
ます。

文字カタログ

文字書式を作成する

1) 作成する書式と同じような書式を設定した段落内をクリックします。複数の段落を
選択しないように注意してください。

2) 文字書式ウィンドウを開いて、新しい書式の名前を「スタイル」テキストボックス
に入力します。

注 : 「スタイルを更新」ボタンが「スタイルを作成」に変わります。すべての新し
い文字書式は段落カタログに自動的に保存されます。

3) 新しい文字書式に含める属性を変更します。

4) 「スタイルを作成」をクリックします。

書式の管理

FrameMakerには、様々な段落書式、文字書式、表書式をそれぞれの書式ウィンドウと
カタログから管理する機能があります。
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書式を更新する

書式属性を変更してから、それを利用して保存された書式とそのタグの付いたテキスト
の書式をすべて変更（更新）することもできます。

書式を更新するときは、すべての属性を更新するだけでなく、特定の属性だけを更新す
ることもできます。例えば、文書中のすべての書式のデフォルトフォントを変更して、
それ以外の属性はそのまま使用することもできます。

また、段落や文字フォントの取り込みは、ファイル／取り込み／書式コマンドによって
も可能です。

段落書式と文字書式を更新する

1) 段落書式を変更するには、次のいずれかの操作を行って、変更する範囲を示します。

• ある段落の属性グループが設定されている段落書式を更新するには、その段落
内をクリックするか、複数の段落を続けて選択します。

• すべての段落書式ではなく、複数の段落書式を更新するには、更新する書式を
使用している段落を続けて選択します。

2) 適切な書式ウィンドウを選択します。

3) 次のいずれかの操作を行って、属性を表示します。

• 上書きを含む任意の段落属性を表示するには、段落をクリックします。

• カタログに保存された書式の属性を表示するには、段落タグや文字タグ・ポッ
プアップメニューから書式を選択します。

4) 任意の属性を変更してから、「スタイルを更新」をクリックします。上書きを削除
するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。

ヒント :書式ウィンドウの属性を変更した後に書式の更新を取り消す場合は、テキ
ストをクリックすると属性が初期設定に戻ります。
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特定の書式属性または単一の属性グループを更新する

1) 次のいずれかを選択します。

• 特定の属性を更新する場合には、更新したい属性だけを変更します。

• 段落書式の単一の属性グループを更新している場合、書式／段落／書式を選択
して、段落タグボックスが空でない場合には、ボックスからタグを削除します。
タグを削除すると、ボックスが「そのまま」に設定されて、更新する書式のタ
グは変更されません。次に、プロパティグループを表示し、必要に応じてプロ
パティを変更します。

2) コマンドポップアップメニューから、「すべてを更新オプション」を選択します。

3) 「使用する段落書式ウィンドウの属性」セクションで現在の属性グループを選択し
ます。

4) 次のいずれかの操作を行います。

• 文書中の書式をすべて更新するには、「すべての段落と段落カタログ」または
「すべての文字と文字カタログ」を選択します。

• 選択範囲内の段落および文字と、同じタグの付いた段落および文字をすべて更
新するには、「選択範囲内のすべてのタグ」を選択します。

• 特定のタグの付いた書式を更新するには、「タグ名」を選択し、ポップアップ
メニューでタグを選択します。

5) 書式ダイアログボックスで「スタイルを更新」をクリックします。

書式を名前変更するか削除する

テンプレートを設計したりテンプレートからカタログを取り込むときに、場合によって
は書式の名前を変更したり削除したりする必要があることがあります。

カタログから書式を削除しても、同じタグを持つ段落や文字には影響はありません。その
ような段落や文字は、カタログの中にないタグを持つというだけです。

1) 書式ウィンドウを選択して、段落カタログまたは文字カタログで名前を変更するか
削除する書式を選択します。

この操作は、必要な書式が既に表示されている場合でも行ってください。この手順
により、属性が書式の上書きを含まないことが保証されます。
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2) 次のいずれかの操作を行います。

• 名前を変更するには、「スタイル」ボックスに新しい名前を入力し、「スタイ
ルを更新」をクリックします。

• 書式を削除するには、カタログから書式を選択して「削除」をクリックし、ス
クロールリストから書式を選択して「削除」をクリックします。「OK」をク
リックします。

• 未使用の書式をすべてカタログから削除するには、「削除」をクリックします。
そして、すべての書式が削除されるまで「削除」をクリックしてから、「OK」
をクリックします。ファイル／ユーティリティ／書式の適用と作成を選択し、
「続行」をクリックします。文書で使用中の段落書式または文字書式がすべて
カタログに追加されます。

文書中の上書きすべてに段落を作成することを避けるために、書式をテンプレート
から取り込みます。テンプレートから書式を取り込むと、段落タグや文字タグへの
変更は上書きされるので、新しいタグが文書に追加されることはありません。

書式の適用

段落書式は段落レベルで適用し、文字書式は文字または単語レベルで適用し、表書式は
表全体に適用します。

• 段落書式と表書式：段落または表の中にカーソルを置き、カタログから書式を選択
します。

• 文字書式：テキストを選択し、カタログから書式をクリックします。

新しい書式を作成するときのヒント

いままでに繰り返し使用されてきて安定しているテンプレートを使用する場合は、書式
を作成する必要はほとんどありません。ただし、新しいテンプレートをデザインしたり、
使用中のテンプレートが不完全な場合は、新しい書式を作成する必要がある場合があり
ます。書式を作成するには、既存の書式の属性を修正するのが一番簡単です。
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新しい書式を作成するときは、次の点に注意してください。

• 同じ種類の段落や段落内のテキストアイテムには、「Head1」「Head2」のような、
一貫した名前を付けてください。

• キーボードを使用して書式を適用するには、頻繁に使用する書式に独特な名前を付
けるか、「H1 Head2」や「H2 Head2」のような、リストの上の方に表示される
ような名前を付けます。

• 各書式には、覚えやすく、わかりやすく、入力しやすい名前を付けてください。ま
た、書式の外見ではなく、その用法に基づいてタグに名前を付けると（「斜体」で
はなく「強調」など）、後で書式属性を変更したときにタグ名を変更する必要がな
くなります。

• 英語のタグ名を使用する場合は、大文字・小文字の区別に注意します。タグ名では、
大文字と小文字が区別されます。また、「Body」と「BodyIndent」のような関連
するタグがカタログ内に並んで表示されるようにしたい場合もあります。

• 書式の数が多い場合は、書式名の始めにピリオド（ . ）を追加すると、頻繁に使用
される書式がカタログの先頭に配置されるので、カタログを頻繁にスクロールする
必要がなくなります。ほとんど使用しない書式名をカタログの最下部に配置するに
は、書式名の始めに「 z」やティルド（~）を付けます。

後続する段落の書式を指定する

うまく設計されたテンプレートでは、現在の段落に続く段落に自動的に書式が適用され
るように、書式が接続されています。

1) 段落内をクリックします。

2) 段落書式ウィンドウの「基本」属性を表示して、次の段落タグポップアップメニュ
ーからタグを選択します。このタグは、Returnキーを押して段落を作成した時点で
適用されます。

3) 「適用」をクリックします。
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段落書式へグラフィックを追加する

段落書式には、段落の上下に表示される直線またはその他のグラフィックを含むことが
できます。例えば、文書内のすべての最上位レベルの見出しの下に細長い線を描くこと
ができます。

1) リファレンスページ上で、リファレンス枠内にグラフィックを作成または取り込み
ます。または、使用するグラフィックを選択します。

2) 変更する段落内をクリックします。隣接する複数の段落の前後に線を配置するには、
それらの段落をすべて選択します。

3) 段落書式ウィンドウで「詳細」属性を表示し、段落の上に挿入ポップアップメニュ
ーまたは段落の下に挿入ポップアップメニューでリファレンス枠の名前を選択しま
す。ポップアップメニューにはすべてのリファレンス枠が表示されます。

4) 「適用」をクリックします。

ヒント :「段落の上に挿入」や「段落の下に挿入」設定を選択しても、段落の左右
にグラフィックを配置することはできないので、これらの設定を使用してテキスト
をボックスで囲むことはできません。テキストをボックスで囲むには、外枠に罫線
のある単一セルの表を利用してください。

書式カタログ

FrameMakerには、段落書式、文字書式、表書式を管理し適用するための拡張機能があ
ります。これはそれぞれのカタログで行えます。カタログには、デフォルトで現在の文
書内にあるすべての書式が表示されます。カタログに表示する書式を設定できます。カ
タログは書式を適用したり管理したりするためにも利用できます。

FrameMakerは使用されている書式にマークを付けてカタログ内に表示します。未使用
の書式にはマークが付きません。このような使用状況の情報は、文書内で書式を適用し
てもただちに更新されません。カタログにある「カタログを更新」をクリックすると、
使用状況の情報が更新されます。文書を開くと、使用状況も最新の情報に更新されます。

注 : 現在の文書で使用中の書式は、カタログ内でマークが付きます。これに対して、現在
の選択範囲に適用されている書式はステータスバーに表示されます。
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書式の表示

カタログ内に表示される書式とその表示順序を設定できます。

1) （段落、文字、または表）カタログを開き、「オプション」をクリックします。

2) 次のいずれかを選択します。

• 「すべて表示」 - 使用できるすべての書式が表示されます。

• 「使用を未使用の前に表示」 - カタログ内で、未使用書式の前に使用書式が表示さ
れます。

• 「使用されている書式のみを表示」 - カタログ内で未使用書式は隠されますが、
テンプレート内には保持されます。

• 「使用されていない書式のみを表示」 - カタログ内で使用書式は隠されますが、
テンプレート内には保持されます。

• 「使用されていない書式をすべて削除」 - テンプレートからすべての未使用書式が
削除されます。警告や確認メッセージは表示されません。

• 「カスタマイズされたリスト」 - 表示する書式とその表示順序を指定できます。

3) 現在の文書で使用中の書式は、カタログ内でマークが付きます。文書の編集時に
は、使用状況は自動的には更新されない場合があります。リストを更新するには、
「カタログを更新」をクリックします。

注 : 設定した表示オプションはワークスペースプロパティであり、自分のマシンで
開いたFrameMaker文書に適用されます。

書式の削除

書式はそれぞれのカタログから削除できます。

• カタログを開きます（まだ開いていない場合）。

– 段落カタログは、書式／段落／段落カタログから開きます。

– 文字カタログは、書式／文字／文字カタログから開きます。

– 表カタログは、表／書式／表カタログから開きます。

• 「削除」をクリックします。

• カタログから書式を削除ウィンドウで、書式を選択し削除します。

• 「 OK 」をクリックして書式を文書から削除するか、ウィンドウを閉じて操作を取
り消します。
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フォント

フォントポッドを使用してフォントを置換する

フォントポッドでは、開いている1つの文書または開いているすべての文書内で使用さ
れているすべてのフォントを特定できます。ポッドのリスト領域には、文書内で使用さ
れているすべてのフォントのリストが表示されます。フォントポッドを使用すると文書
内で使用されている任意のフォント（所在不明のフォントも）を置換できます。所在不
明のフォントは赤の×印で示されます。

フォントポッドには、開いている文書内で使用されているすべてのフォントのリストが表示されます。

A.文書内で使用されている所在不明のフォントのみまたはすべてのフォントを表示し
ます。B.フォントを置換するためのフォント置換ポッドを表示します。C.開いているす
べての文書または現在開いている文書を選択します。D.ポッドのリスト領域に表示され
ているフォントのリストを再表示します。E.赤の×印が付いている所在不明のフォント

所在不明のフォントを置換するには

1) リストからフォントを選択し、置換アイコンをクリックします。

2) フォント置換ポッドで、「置換」リストボックスから新しいフォントを選択し、
「適用」をクリックします。
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フォント置換ポッドには、選択したフォントが使用されている文書内のすべての段落がリストとし
て表示されます。

A.選択したフォントの名前。B.置換リストボックスには、システムにインストール
されているすべてのフォントが表示されます。C.場所リストには、選択したフォン
トが使用されている文書内のすべての段落がリストとして表示されます。D.リスト
内のアイテムをダブルクリックすると、選択したフォントが使用されている文書内
の場所にジャンプします。

手動によるフォントの変更

書式メニューのコマンドを使用して行った書式の変更は、すぐに適用されます。

フォント属性を変更するときは、以下に留意してください。

• 他のスタイル属性を解除するには、「標準」を選択します。

• 選択中のテキストのフォント属性を変更すると、後で段落全体の属性を更新した場
合でも、この属性は保持されます。

• 段落テキストと同じように、テキスト行ツールを使用して作成したテキストのフォ
ント属性も変更できます。

• Courierは使用しないでください。Adobe® Type Manager®がオフの場合やインス
トールされていない場合は、Courier®フォントを使用しないでください。ATMな
しにCourierフォントを使用すると、FrameMaker製品で適切に表示されないこと
があります。
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• Helvetica® Condensed BoldとHelvetica Condensed Blackのように1つのフォント
に 2種類以上の太さがある場合でも、書式メニューのスタイルサブメニューには
「太字」しか表示されません。他の太さを選択するには、代わりに段落書式ウィン
ドウの「フォント」属性か、文字書式ウィンドウを使用してください。

書式ウィンドウを使用したフォントの変更

段落全体のデフォルトフォント属性を変更するには、段落書式ウィンドウを使用します。
使用可能なフォント名とスタイルは、インストールされているフォントによって異なり
ます。

段落内の特定のテキストを変更するには、テキストを選択してから、文字書式ウィンド
ウを使用します。

他のワードプロセッサーアプリケーションにも見られる設定もたくさんありますが、初め
て見る設定もあるかもしれません。

特殊下線

文字のフォントやサイズに関係なく、単一のオフセット値と太さの下線を使用する
場合は、「特殊下線」を選択します。通常または特殊下線は、タブ文字に影響しま
せん。タブスペースにも下線を付ける場合は、ハードスペースをリーダーとして使
用するようにタブを設定してください。

特殊下線と通常の下線

改訂バー

テキストの隣に改訂バーを表示するには、「改訂バー」を選択します。

カラー

異なるカラーでテキストを表示するには、カラーポップアップメニューでカラーを
選択します。カスタムカラーもポップアップメニュー内に表示されます。
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文字間隔

文字と文字の間隔を拡大または縮小するには、「文字間隔」に比率を入力します。
文字間隔（トラッキング）は、emスペースの比率で表されます。通常の文字間隔
は0％です。

文字間隔： -10％（上）、0％（中）、10％（下）

文字幅

文字の幅を設定するには、「文字幅」に比率を入力します。

大文字に変更

すべての文字を大文字に変更し、小文字を小さめの大文字にするには、「スモール
キャップ」を選択します。

書式ウィンドウを使用してテキストに大文字・小文字のスタイルを適用する場合は、
そのテキストの外見だけが変更されます（小文字のテキストが大文字で表示される
など）。テキスト自体を変更するには、大文字・小文字の変更ダイアログボックス
を使用して、選択したテキストをすべて大文字、すべて小文字、または最初の1文
字を大文字のテキストに変更します。

言語

テキストの言語を変更するには、言語ポップアップメニューで選択します。言語を
変更すると、スペルチェックとハイフネーションだけでなく、システム変数内のテ
キストも変更されます。また、言語を「なし」に設定すると、選択したテキストに
対するスペルチェックが実行されなくなります。

ペアカーニング

1つの単語内の2つの文字の間隔を調整するには、「ペアカーニング」を選択します。
定義済みのカーニングペアは、フォントによって異なります。

ペアカーニング：オン /オフ
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詰め

和文字の間隔を狭めるには、「詰め」を選択します。かっこなどの可変幅の文字の
移動可能なスペースは、その文字のメトリックによって異なります。

上付き文字、下付き文字、スモールキャップのテキストを調整する

下付き文字、上付き文字（脚注参照も含む）およびスモールキャップの属性を変更すると、
その変更内容は文書内のすべてのテキストに適用されます。

1) テキストオプションダイアログボックスで、サイズ、オフセットおよび文字幅の比
率を指定します。

サイズとオフセットの値には、入力した比率と対象文字のポイントサイズの積が使
用されます。例えば、上付き文字のオフセット値を40％に指定すると、10 ptの文
字の場合は4 pt上に配置されます。

文字幅の比率で、文字幅の縮小または拡大率が決まります。

2) 「適用」をクリックします。

文字幅の拡張と縮小

文字幅を変更すると、より効果的になる場合があります。

文字幅を変更しないテキスト（上）と、75％縮小後のテキスト（下）

1) 段落全体を変更するのか段落内の特定のテキストを変更するのかに合わせて、以下
の1つを選択してください。

• 段落書式ウィンドウの属性ポップアップメニューの「フォント」。

• 文字書式ウィンドウ。

2) 「文字幅」ボックスに比率を入力します。値に 100 ％を指定すると、そのフォント
に定義されている幅が使用されます。100％より小さい値を指定すると文字幅が縮
小され、100％より大きい値を指定すると文字幅が拡大されます。
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3) 「適用」をクリックします。

ヒント :日本語の文書では、文字幅に100より大きい値を指定すると、「平体」（横に
引き延ばした文字）効果を得ることができます。また、100より小さい値を使用し
てテキストのポイントサイズを大きくすると、「長体」（縦に引き延ばした文字）
効果を得ることができます。

また、ドラッグでテキストを拡大することによってテキスト行の幅を変更することがで
きます。

1) 変更するテキスト行を選択し、テキストが任意の形に伸びるまでそのハンドルの 1つ
をドラッグします。コーナーハンドルをドラッグすると、文字幅とポイントサイズ
が変更されます。テキスト行を含むグループ化したオブジェクトも選択できます。

和欧文字を合成したフォントを作成または変更する

和文フォントには、日本語以外の文字と数字を入力できるように、かな文字以外に欧文
字のセットが含まれています。また、特定の欧文フォントと特定の和文フォントを組み
合わせた独自の合成フォントを定義することもできます。

和文テキストをサポートするシステムで作業し、合成フォントがテンプレートの一部と
して含まれている場合は、そのフォントは自動的に利用可能になります（このフォント
をインストールする必要があります）。文書とダイアログボックス内に日本語を入力で
きる場合、合成フォントは、フォントリストの最初に表示されます。

FrameMakerでは、日本語の半角カタカナ文字を合成フォントに使用できません。合成
フォントへの変更は文書全体に適用されます。

1) 合成フォントダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

• 新しい合成フォントを作成するには、「合成フォント名」ボックスにフォント
名を入力します。

• 合成フォントを変更するには、「合成フォント」リストでフォントを選択し
ます。

2) 次の操作を行います。

• 和文フォントを指定するには、「和文フォント」セクションのフォント名ポッ
プアップメニューでフォントを選択します。

• 欧文フォントを指定するには、「欧文フォント」セクションのフォント名ポッ
プアップメニューでフォントを選択します。
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• 欧文テキストの相対サイズとベースラインからのオフセット値を調整するには、
「サイズ」と「オフセット」に値を入力します。欧文フォントのサイズとオフ
セットの値は、和文フォントのポイントサイズに対する比率です。オフセット
値に負の値を入力すると、テキストがベースラインの下に移動します。

3) 「追加」または「変更」をクリックします。

4) 「OK」をクリックします。

注 :合成フォントを編集ダイアログボックスの「和文フォント」セクションで「太
字と斜体を使用」の選択を解除すると、欧文フォントには太字や斜体が適用されま
すが、日本語フォントには適用されません。

1) 合成フォントのセットをコピーするには、ファイル／取り込み／書式を選択し、
「合成フォント」を選択します。

背景カラー

以下のシナリオで、文書の一部の背景カラーを設定して、文書のセクションをハイライ
トできます。

• 段落の特定のテキスト部分に背景カラーを設定します。

テキストの背景色

• 段落のテキスト全体に背景カラーを設定します。

段落の背景カラー



ページレイアウトとテンプレート  3

 101

• 段落を囲む段落ボックスの背景カラーを設定します。

段落ボックスのカラー

段落内のテキストの背景カラーの設定

段落の一部のテキストに背景カラーを設定する場合は、この方法を使用します。

1) 段落のテキストを選択します。

2) 「文字書式」を開きます。

3) 「背景カラー」ドロップダウンリストで、色を選択して「適用」をクリックします。

背景カラーは段落の選択されたテキストにのみ設定されます。

段落のテキスト全体の背景カラーの設定

1) カーソルを段落内の任意の場所に配置します。

2) 「段落書式」を開いて「フォント」タブに移動します。

3) 「背景カラー」ドロップダウンリストで、色を選択して「適用」をクリックします。

背景カラーは段落のすべてのテキストに設定されます。

段落ボックスの背景カラーの設定

1) カーソルを段落内の任意の場所に配置します。

2) 「段落書式」を開いて「詳細」タブに移動します。

3) 「段落ボックス」ドロップダウンリストで、色を選択して「適用」をクリックし
ます。

背景カラーを段落を囲むボックス全体に設定します。

段落のテキストの背景カラーを設定すると、その色は段落のテキスト全体に適用されま
す。ただし、段落ボックスの場合は、テキストは左余白から右余白までの段落の実際に
使用している部分全体に適用されます。
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インデント、整列および間隔

段落の整列を変更する

段落の整列属性によって、テキストコラムの両端ではなく、設定した左右のインデント
間での段落の配置方法が決まります。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ルーラーを使用するには、インデント記号をルーラーの新しい位置にドラッグ
します。

A. 1行目B.左インデントC.右インデント

ヒント :ルーラーの目盛りにインデントを整列させるには、グラフィック／配
置／スナップを選択してスナップグリッドをオンにします。インデント記号を
ドラッグすると、対応するグリッドの位置にスナップします。

• インデント値を使用するには、段落書式ウィンドウで「基本」属性を表示しま
す。「1行目」、「左」および「右」の各ボックスにインデント値を入力し、
その後「適用」をクリックします

• 書式バーの整列ポップアップメニューまたは段落書式ウィンドウの「基本」属
性から整列の1つを選択します。

注 :均等配置された段落内でShift+EnterキーまたはShift+Returnキーを押し
て強制的に改行すると、その行のテキストは均等に配置されません。
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タブ位置を変更する

Tabキーを押しても挿入ポイントが移動しない場合は、タブ位置が定義されていません。

タブは、左揃え、中央揃え、右揃えおよび小数点揃えの中から選択できます。

A.左揃えB.中央揃えC.右揃えD.小数点揃え

また、タブとその次の文字の間に入力する文字パターン（リーダー）も指定できます。
リーダーは通常は、ピリオドの並びです。リーダーは、列間隔を広く設定した目次など
で使用すると便利です。

書式バーのタブを変更する

1) 段落書式ツールバーを表示します。選択された段落のすべてに共通なタブ位置だけ
が上部ルーラーで表示されます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• タブを追加するには、段落書式ツールバーからタブ記号をクリックし、上部ル
ーラーの下の希望する位置をクリックします。

• タブ位置を移動するには、新しい位置にドラッグします。

ヒント :ルーラーの目盛りにタブ位置を整列させるには、グラフィック／配置／ス
ナップを選択してスナップグリッドをオンにします。タブ記号をドラッグすると、
対応するグリッドの位置にスナップします。

• 等間隔で複数のタブ位置を追加するには、コピーする既存のタブを上部ルーラ
ー上でダブルクリックします。「繰り返し」ボックスにタブの間隔を入力して、
「編集」をクリックします。

• タブ位置を変更するには、変更するタブをダブルクリックして、「新しい
位置」ボックスに新しいタブ位置を入力してから、別の整列オプションを選
択しますコラムの左端からタブ位置までの距離をタブ位置として入力します。
次に、「編集」をクリックします。また、ルーラー上の既存のタブの上に新し
いタブをドラッグして、タブ位置を置き換えることもできます。
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• タブ位置を削除するには、上部ルーラーの下の方にタブをドラッグします。

• すべてのタブ位置を削除するには、タブ位置を1つクリックして「すべて削除」
をクリックします。

段落書式ウィンドウのタブを変更する

1) 段落書式ウィンドウで「基本」属性を表示します。

2) タブ位置領域の中で、該当する設定を選択して、作成、編集および削除します。

3) 「適用」をクリックします。

リーダーまたはピリオドのタブ文字を定義する

1) ルーラー上のタブ位置をダブルクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• ダイアログボックス内の「リーダー」セクションで既定のタブリーダーを 1つ
クリックするか、独自に定義した任意のリーダーを入力して、「編集」をクリ
ックします。

• 例えば、小数点文字（ヨーロッパ式の小数点の場合にはコンマ）を指定するに
は、「整列」セクションの中の「整列位置」ボックスに小数点文字を入力して、
「編集」をクリックします。
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段落と文字の間隔を変更する

縦方向の間隔は、段落や行の間の間隔です。横方向の間隔は、単語や文字の間の間隔で
す。間隔属性は、使用方法によって名前が異なります。通常、文字の間隔は「ペアカー
ニング」と呼ばれ、1行の文字間隔の調整は「文字間隔」または「トラッキング」と呼
ばれます。また、段落の行間（ベースラインから次の行のベースラインまでの距離）に
は「行送り」も含まれます。

縦方向の間隔を調整する

縦方向の間隔を調整するときは、以下に留意してください。

• 段落がコラムの先頭に位置する場合、「段落の前」の値は無視されます。段落がコ
ラムの一番下に位置する場合は、「段落の後」の値が無視されます。

• アンカー枠が現在の行の下にあり、アンカー記号が段落の最終行に表示されている
場合、通常、段落の後の間隔は枠と次の段落との間に適用されます。ただし、枠の
アンカー記号が連結段落内にある場合、段落の後の間隔設定は無視されます。枠が
連結枠で、アンカー記号が連結段落内にない場合、段落の後の間隔はアンカー記号
と枠の間に適用されます。

• 複数コラムのレイアウトでは、テキストを縦方向に均等配置（フェザリング）して、
コラム内の縦方向の間隔を調整することもできます。

段落の縦方向の間隔には、段落の上の間隔、段落の下の間隔、行間など複数の属性が影
響します。

1) 段落書式ウィンドウで「基本」属性を表示し、次のいずれかの操作を行います。

• 「段落の前」および「段落の後」の値を指定します。段落間隔には、最初の段
落の「段落の後」設定と2つめの段落の「段落の前」設定のうちで、大きい方
の値が使用されます。

• 行送りポップアップメニューで行送りの種類を選択するか、ボックスに値を入
力します。

2) 上付き文字、下付き文字、ルビおよび大きなフォントサイズを使用した場合に段落
内の行間が広がるように設定するには、「固定」の選択を解除します。

3) 「適用」をクリックします。
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横方向の間隔を調整する

FrameMakerでは、カーニングとトラッキングの設定に従ってテキスト行の文字間隔が
調整されます。単語間隔は、段落書式の一部として保存されている次の値に基づいてい
ます。

• 「最小」間隔は、単語間に設定できる最小の間隔です。

• 「最大」間隔は、単語間に設定できる最大の間隔です。この値を超えると、ハイフ
ンが挿入されるか、均等配置の段落では文字の間隔が広がります。

• 「最適」間隔は、自動設定される間隔です。

これらの値は、段落のデフォルトフォントに対する標準幅の文字の比率で表されます。
100％より小さい値を入力すると単語間隔が縮小し両端揃えの度合いが増し、100％より
大きい値を入力すると間隔が広がって右端がより不揃いになります。

1) 単語間隔を調整するには、間隔を変更する段落内をクリックするか、複数の段落を
選択します。

2) 段落書式ウィンドウで「詳細」属性を表示し、単語間隔の最小値、最適値および最
大値を指定します。

3) 「適用」をクリックします。

注 :均等配置の段落では、単語が1行内に収まらず、ハイフンの挿入もできない場合
に、単語間隔の最大値よりも大きいスペースが挿入されることがあります。これを
避けるには、「単語間隔」セクションで「文字間を自動調整」を選択して、文字間
隔を広げてください。

4) 文字書式ウィンドウで、ペアカーニングや文字間隔を適用するには、「ペアカーニ
ング」オプションを選択するか、「文字間隔」フィールドを入力します。

日本語文書の間隔を調整する

文書とダイアログボックス内に日本語を入力できる場合は、次のような間隔属性も調整
できます。

• 段落書式ウィンドウ内の属性の特殊なグループです。和文文字の間隔のいくつかの
面を制御します。

• 文書全体のルビのテキストのサイズ、間隔、整列です。

• 詰めフォント属性を選択した場合の和文の詰め文字の間隔です。
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文字と句読点（約物）の間隔を調整する

1) 段落書式ウィンドウで「和文設定」属性を表示します。

2) 次の操作を行います。

• 和欧文字の間隔を調整する場合は、ボックスの上部のグループを使用します。
日本語の文字の間隔を調整する場合は、ボックスの下のグループを使用します。
最小、最大、最適パーセンテージを入力します。

• 特別な句読点（約物）と文字の間の間隔を設定するには、句読点ポップアップメ
ニューで選択します。「必要に応じて縮める」を選択すると、約物が続くか行頭
や行末に来た場合など、必要に応じて約物の幅が調整されます。「縮めない」を
選択すると、約物の幅は調整されません。「常に縮める」を選択すると、約物
の幅は常に減少されます。

• 日本語テキスト内の文字間隔を 1つの間隔に固定するには、句読点ポップアッ
プメニューで「縮めない」を選択し、「詰め」の選択を解除します。

ルビのテキストサイズ、位置、間隔を調整する

ルビとは、親文字と呼ばれる文字の上に表示される小さな文字のことです（通常はかな
文字）。ここで行う設定は、文書全体に適用されます。

1) 式／文書／ルビ設定を選択し、ルビ設定ダイアログボックスで、サイズポップアッ
プメニューから値を選択するか、ボックスに値を入力します。入力する値は、下に
表示される親文字のポイントサイズに対する比率、ポイントサイズまたはQ単位な
どの任意の単位で入力できます。

2) 次の操作を行います。

• 親文字以外の文字の上にもルビを配置するには、「ルビを前後の文字にかけて
配置」を選択します。

• ルビが行頭または行末にある場合に、ルビと親文字の先頭または末尾を合わせ
るには、「行頭 /行末で親文字とルビの先頭 /末尾を整列」を選択します。

3) 「ルビの配置（和字が親文字）」または「ルビの配置（その他の親文字）」でオプ
ションをクリックします。ダイアログボックス内の図は、日本語の文字または日本
語以外の文字とルビの長さが異なる場合のルビの間隔と整列方法を示しています。

4) 「設定」をクリックします。
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リストと自動番号

番号リストやビュレットリストを作成する場合は、自動番号書式を定義した段落書式を
使用します。自動番号の付いた段落を文書に追加すると、適切な番号が自動的に割り当
てられ、必要に応じて既存の自動番号が変更されます。

自動番号を設定した段落には、テキストフロー内で連続した番号が付きます。文書内に
テキストフローが複数ある場合、各フローの自動番号を設定した段落には別々の番号が
付きます。

自動番号は、段落書式ウィンドウの「自動番号」属性で定義します。自動番号の書式は、
必ずしも段落番号を指定するとは限りません。構成要素なしで使用するときの自動のテ
キストや記号の挿入に便利です。自動番号の書式には、系列ラベル、カウンター、タブ
以外にも任意のテキストを設定できます。

系列ラベル

系列ラベルは、同一のテキストフロー内で様々な種類の自動番号を識別するために
使用します。例えば、図に表や見出しとは別の連続番号を付けるには、各書式アイ
テム（見出し、図、表）に異なる系列を指定します。

一方、節の番号を使用して表と図に番号を付ける場合は、表と図の系列ラベルを同
じものに設定する必要があります。

カウンター

カウンターとは、自動番号の番号または文字で置き換えるプレースホルダー（構成
要素）のことです。例えば、カウンター「<n+>」は段落の番号を1つずつ増加し
ます。段落が系列の2番目にある場合は、「<n+>」が数字の2と置き換わります。
書式内で複数のカウンターを使用することができます。

書式には、章の構成要素<$chapnum>や巻の構成要素<$volnum>も追加できます。

タブ、テキスト、句読点

自動番号書式には、タブ、テキスト、ビュレット、スペースまたは句読点を指定で
きます。
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テキストを番号リストとして書式設定する

番号リストの作成時には、リストの1つめのアイテム用にカウンターを1に戻す段落書式
を設定してから、残りのアイテム用にカウンターの数を増加する書式を別々に設定する
場合があります。例えば、リストの1つめのアイテムには「ステップ1」書式を適用し、
残りのアイテムには「次ステップ」を適用できます。また、テンプレートで書式を定義
し、番号リスト内のすべてのアイテムに単一の書式を適用できる場合があります。

1) 段落書式ウィンドウで「自動番号」属性を表示します。文書で複数の自動番号ラベ
ルを使用する場合は、「自動番号の書式」ボックスに系列ラベルを入力します。

系列ラベルは、プリント可能な1つの文字と半角コロンで構成されます（例えば、
S:）。系列ラベルを使用する場合は、書式の最初に系列ラベルを入力してください。

2) 自動番号書式で自動的に表示するテキストを入力します。「構成要素」スクロール
リストでタブやカウンターを選択することもできます。選択したアイテムは、「自動
番号の書式」ボックスの挿入ポイントの位置に入力されます。

3) 「文字書式」スクロールリストで自動番号の文字書式を選択します。書式を指定し
ないと、自動番号には段落のデフォルトフォントが使用されます。

4) 位置ポップアップメニューで自動番号の位置を選択します。数式書式以外で段落末
に自動番号を配置することはほとんどありません。

5) 「適用」をクリックします。

6) 手順2でタブ（ \t）を挿入した場合は、段落書式のタブ位置を設定します。

テキストをビュレットリストとして書式設定する

すべてのテキストフォントで使用できる通常のビュレット記号以外に、Zapf Dingbats®
などのインストールされているフォントの任意の文字も使用できます。

1) 1つの段落内でクリックするか、ビュレットリストにしたい隣接する複数の段落を選
択します。

2) 段落書式ウィンドウで「自動番号」属性を表示し、「構成要素」スクロールリスト
でビュレット記号とタブ記号（ \t）をクリックします。

3) 「適用」をクリックします。

4) 手順1でタブ（ \t）を挿入した場合は、段落書式のタブ位置を設定します。
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特殊なビュレット記号を指定する

特殊なビュレット記号を指定する前に、ビュレット記号のフォントで使用する文字書式
を作成してください。例えば、9 ptのZapf Dingbatsフォントを使用する場合は、そのフ
ォントを使用した文字書式を作成します。この書式には、「ビュレットフォント」のよ
うに、わかりやすい名前を付けます。

1) 段落書式ウィンドウで「自動番号」属性を表示し、「自動番号の書式」ボックスに
希望するビュレット記号に対応する文字を入力します。

例えば、Zapf Dingbatsフォントの四角ビュレットを使用する場合は、小文字で「n」
を入力します。この文字は、Zapf Dingbatsフォントでは■と表示されます。希望
のビュレット記号と一致する文字を見つけるには、そのフォントの文字セットを表
示します。

2) 「構成要素」スクロールリストでタブ記号（ \t ）をクリックするか、スペースを入
力します。

注 :場合によっては、ハードスペースやemスペースのような文字の入力に特殊コー
ドを使用する必要があります。

3) 「文字書式」スクロールリストで、作成したビュレット文字書式をクリックします。

4) 「適用」をクリックします。

段落から自動番号またはビュレットを削除する

1) 段落書式ウィンドウの「自動番号」属性で「自動番号書式」をオフにします。選択
を解除するには、チェックボックスを2回クリックしてください。1回しかクリック
しないと、「そのまま」に設定されます。

2) 「適用」をクリックします。
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自動番号書式のカウンター

カウンターは表示スタイルと増分値を囲む山形かっこ（< >）で構成されます。カスタム
自動番号付け機能では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされています。

A.表示スタイルB.増分値

表示スタイルには、次の文字のいずれかを含むカウンターを使用します。

自動番号の増加方法を示すには、次の例のように、増分値を含むカウンターを使用します。

初期設定では、各カウンターは最初に0に設定されます。カウンターは、現在の値を保
持することも、1つずつ増加させることも、異なる値にリセットすることもできます。
例えば、新しい番号ステップの開始番号を1に設定する書式では、<n=1>を使用します。

同じ値を保持して表示しないように設定するには、山形かっこの間に半角スペースを挿
入します（< >）。スペースを削除すると、山形かっこは自動番号書式の一部として表示
されます。

番号スタイル 使用するカウンター

番号（1、2、3、 ...） n

小文字のローマ数字（ i、 ii、 iii、 iv、 ...） r

大文字のローマ数字（ I、 II、 III、 IV、 ...） R

小文字のアルファベット（ a、b、 c、 ...、 aa） a

大文字のアルファベット（A、B、C、 ...、AA） A

タスク 使用するカウンター

同じ値を保持 <n>

値を1に設定するか、等号の後に入力した数に設定 <n=1>

カウンターの値を1つずつ増加 <n+>

同じ値を保持してその値を表示しない < >

値を0（または0以外の数）に戻して表示しない < =0>
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ブックコンポーネント番号を使用した自動番号

段落書式に<$volnum>、<$chapnum>、<$sectionnum>、<$subsectionnum>などの
構成要素を挿入できます。ブックコンポーネント番号は、番号属性ダイアログボックス
の設定によって決まります。

次の表に、章の構成要素と他の構成要素を組み合わせた例を示します。

節の番号を使用した自動番号

以下の表に示すように、すべての表と図の番号は、節内の同じ系列の自動番号である必
要があります。

節の番号を使用して番号を付けるには、各書式で同じ系列ラベルを使用して、1つの系
列内で自動番号書式を作成します。次の表は、自動番号書式の一例です。表に示されて
いる書式は、文字列内での各カウンターの位置がはっきりわかるように構成されてい
ます。カウンターの位置によって、カウンターの増加方法が決まります。

例 自動番号書式

巻3
第3章

巻<$volnum>
第<$chapnum>章

例 自動番号書式

節1.1
節1.1.1
図1-1
表1-1

S:節<$chapnum>.<n+><=0>
S:節<$chapnum>.<n>.<n+>
F:図<$chapnum>-<n+>
T:表<$chapnum>-<n+>

節の番号 図の番号 表の番号

節1
1.1
1.2

図1-1
図1-2

表1-1
表1-2

節2
2.1
2.2

図2-1
図2-2

表2-1
表2-2
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「節タイトル」というタグの付いた段落を使用するたびに節の番号が1つずつ増加し、
残りのカウンター値は0に戻ります。残りの書式内の「<n+>」カウンターは、それぞれ
別の項目を指します。したがって、カウンター値は個別に増加します。

「< >」カウンターを使用すると、カウンター値は0にリセットされません。

自動番号書式で複数のカウンターを使用する

自動番号書式には、複数のカウンターを設定できます。例えば、一連の見出しと小見出
しの自動番号には、それぞれ2つのカウンターを使用できます。

各書式のカウンターは、互いに独立しています。文字列内のカウンターの位置によって、
カウンターの表示と増加の方法が決まります。FrameMakerでは、同じフロー内で自動
番号を使用している直前の段落内の対応するカウンターを基にして、カウンターの値が
増加します。

段落書式 自動番号書式

節タイトル H:節 <$chapnum> < =0> < =0> < =0>

見出し1 H: <$chapnum> .<n+> < > < >

図タイトル H:図 <$chapnum> < > -<n+> < >

表タイトル H:表 <$chapnum> < > < > -<n+>

カウンター 書式 表示例

<$chapnum>.<n=0> 見出し1 1.0

<$chapnum>.<n+> 見出し2 1.1

<$chapnum>.<n+> 見出し2 1.2

<$chapnum>.<n=0> 見出し1 2.0
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次の例では、見出しと小見出し内の複数のカウンターを示しています。ピリオドの前に
あるカウンターは、ピリオドの後にあるカウンターに関係なく増加します。

次の例では、アウトラインスタイルの自動番号書式を使用しています。

「ファイルを開く」という見出しの自動番号が「A」にリセットされます。直前の段落
の書式の2つめのカウンターが自動番号を0にリセットします（表示はしません）。した
がって、「<A+>」でカウンターが1つ増加し、アルファベットの先頭文字であるAが表
示されます。

「見出し2」書式の「< >」カウンターは、最初のカウンターの値を保持したまま表示し
ないように設定されています。「< >」カウンターがこの位置にない場合は、「見出し2」
書式の「<A+>」は2つめのカウンターではなく、FrameMakerが最初のカウンターを
参照するので、次のように表示されます。

誤ったアウトラインスタイルの自動番号書式

例 自動番号書式 タグ

1.0はじめる前に
1.1インストール
1.2バックアップ

1.2.1エラー
1.3データの入力

<n+>.<n=0>\t
<n>.<n+>\t
<n>.<n+>\t
<n>.<n>.<n+>\t
<n>.<n+>\t

見出し1
見出し2
見出し2
見出し3
見出し2

例 自動番号書式 タグ

Iはじめに
Aインストール
Bバックアップ

IIデータの入力
Aファイルを開く
Bファイルの保存

<R+>< =0>\t
< ><A+>\t
< ><A+>\t
<R+>< =0>\t
< ><A+>\t
< ><A+>\t

見出し1
見出し2
見出し2
見出し1
見出し2
見出し2
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系列をリセットする

番号ステップなどの番号系列の中には、使用するたびに番号が1に戻るものがあります。
系列をリセットする方法が2つあります。

最初の例では、系列の番号を最初の番号に戻す方法が示されています。ここでは、系列
の最初のステップで「<n=1>」構成要素を使用し、次に、後続のステップで「<n+>」
を使用しています。

2つめの例では、カウンターを初期設定値に戻すもう1つの方法を示しています。この方
法では、番号リストの開始に特有の書式を使用する必要はありません。代わりに、リス
トの直前にある段落の書式で、カウンターを開始番号に戻すように設定します。

「ステップイントロ」書式の「< =0>」カウンターにより、「S」系列が0にリセットさ
れますが、数字は表示されません。

カウンターが増加する場合、系列内で右側にある省略カウンターはすべて0に戻ります。
例えば、次の2つの自動番号書式は同じものです。

S:<n+>< =0>\t

S:<n+>\t

例 自動番号書式 タグ

ステップ1.ソフトウェアを箱から取り出します。
ステップ2.バックアップを行います。
ステップ3.セットアップを実行します。
ステップ1.ファイルを保存します。

S:ステップ<n=1>.\t
S:ステップ<n+>.\t
S:ステップ<n+>.\t
S:ステップ<n=1>.\t

ステップ1
次ステップ
次ステップ
ステップ1

例 自動番号書式 タグ

ソフトウェアをインストールするには：
ステップ1.ソフトウェアを箱から取り出します。
ステップ2.バックアップを行います。
ステップ3.セットアップを実行します。

S:< =0>
S:ステップ<n+>.\t
S:ステップ<n+>.\t
S:ステップ<n+>.\t

ステップイントロ
ステップ
ステップ
ステップ
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日本語の番号オプションについて

自動番号書式内の以下のカウンターは、和文テキストと和文フォントで使用できます。

構成要素 意味 文字とその順序

<zenkaku a> 小文字のアルファベット（全角）

<zenkaku A> 大文字のアルファベット（全角）

<zenkaku n> アラビア数字（全角）

<kanji kazu> 標準的な漢数字（2桁以上の数字には、十や百など
の漢数字を使用）

<kanji n> 住所、電話番号、郵便番号などに使用される漢数字
（2桁以上の数字にも○～九の漢数字を使用）

<daiji> 金融関係の文脈や銀行などで使用される数字
（旧式の漢字を使用）

<hira gojuon> ひらがな（50音順）

<kata gojuon> カタカナ（50音順）

<hira iroha> ひらがな（いろは順、まれに使用）

<kata iroha> カタカナ（いろは順、まれに使用）
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RTL自動番号オプションについて

アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語などのRTL言語では、自動番号書式の次のカウン
ターを使用できます。書式について詳しくは、「自動番号書式のカウンター」を参照し
てください。

ペルシア語の言語スクリプトの場合

• <Farsi n>
• <Farsi n=1>
• <Farsi n+>
• <Farsi a>
• <Farsi a=1>
• <Farsi a+>

ヘブライ語の言語スクリプトの場合

• <Hebrew n>
• <Hebrew n=1>
• <Hebrew n+>
• <Hebrew a>
• <Hebrew a=1>
• <Hebrew a+>

アラビア語の言語スクリプトの場合

• <Alif Ba Ta n>
• <Alif Ba Ta n=1>
• <Alif Ba Ta n+>
• <Abjad n>
• <Abjad n=1>
• <Abjad n+>
• <Indic n>
• <Indic n=1>
• <Indic n+>



ページレイアウトとテンプレート

118

マスターページとリファレンスページ

ボディページ、マスターページ、リファレンスページについて

FrameMaker文書では、3種類のページを使用してページレイアウトを設定できます。

• マスターページでは、文書のページレイアウトとバックグラウンドテキスト（ヘッ
ダーやフッターなど）を指定します。

• 参照ページに、頻繁に使用されるグラフィック、フォーマット情報、ハイパーテキ
ストコマンド、HTML変換用マッピング、ボイラープレート要素などを含めること
ができます。

• ボディページには、対応するマスターページのバックグラウンドテキストとグラフ
ィックが表示され、文書の内容が含まれます。

A.マスターページ：先頭ページと右ページB.ボディページ：章の先頭ページと右ページ
C.リファレンスページ
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マスターページ

「マスターページ」を使用して文書のページレイアウトが統一されます。見開きの文書
のマスターページには、少なくとも左ページと右ページの2種類があります。片面の文
書では、右ページのマスターページだけが使用されます。カスタムマスターページを作
成して、特殊なページで使用することもできます。また、一時的に使用するレイアウト
は、「ボディページ」上で直接作成できます。

ページレイアウトが複雑な場合や、ページのヘッダーやフッターなどのデザイン要素を
追加する場合は、マスターページ上で作業を行います。マスターページでは、線やボッ
クス、会社のロゴなどのグラフィックの描画や取り込みを行えるだけでなく、グラフィ
ック上にテキストを入力することもできます。グラフィックとテキストは、マスターペ
ージで設定したとおりに、対応するボディページのバックグラウンドの一部として表示
されます。

マスターページとボディページ

マスターページには、次の種類のテキスト枠を含めることができます。

• 「テンプレート用テキスト枠」には、タグの付いたテキストフロー（名前の付いた
フロー）が含まれます。ボディページを追加すると、新しいページにテンプレート
用テキスト枠がコピーされます。本文テキストは、ボディページ上のテンプレート
用テキスト枠内に入力します。マスターページ上でテンプレート用テキスト枠内に
テキストを入力することもできますが、入力したテキストはボディページ上に表示
されません。

• 「バックグラウンド用テキスト枠」には、タグのないテキストフロー（名前のない
フロー）が含まれます。このテキスト枠の内容は対応するボディページ上に表示さ
れますが、マスターページ上でしか編集できません。バックグラウンド用テキスト
枠は、ページのヘッダーやフッターによく使用されます。
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マスターページ

A.バックグラウンド用テキスト枠（タグなし）B.テンプレート用テキスト枠

ボディページの文書にテキストやイラストを追加すると、必要に応じて、左または右の
マスターページのページレイアウトを使用したボディページが自動的に追加されます。

ボディページ上では、テンプレート用テキスト枠からコピーされたテキスト枠内にテキストを入力
します。
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リファレンスページ

リファレンスページを使用すると、ドキュメント全体を通して頻繁に使用するグラフィ
ックを保存し、必要に応じてボディページ上で使用することができます。「リファレン
ス枠」（リファレンスページ上にあるアンカーのないグラフィック枠）にグラフィック
を配置すると、その枠を段落書式の属性の1つとして使用できます。例えば、見出しの
下に直線を追加する場合は、リファレンス枠内に直線を引いて、見出しの段落書式にリ
ファレンス枠を含めます。

リファレンスページとボディページ

また、ボイラープレート用のグラフィックやクリップアート（警告や注意に使用する記
号など）をリファレンスページに保存しておいて、ボディページ上にコピー＆ペースト
することもできます。また、ハイパーテキスト用コマンド、生成したリストまたは索引
の書式情報、カスタム数式エレメントの定義およびXMLやHTMLへの変換時のマップ
情報などを、専用のリファレンスページに含めることができます。

文書では、通常、少なくとも1つのリファレンスページが使用されています。既存のリ
ファレンスページにグラフィックを追加したり、100ページまでのリファレンスページ
を追加したりできます。
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カスタムマスターページを作成する

文書中に、左右のマスターページとはレイアウトが異なるボディページを作成する必要
がある場合があります。例えば、文書の先頭ページで他のページとは異なるレイアウト
を使用したり、縦長の文書で横長のページを使用したりすることができます。このよう
な場合は、カスタムマスターページを作成します（100種類までのマスターページを作
成できます）。

カスタムマスターページを作成したら、コラムレイアウトを変更して、バックグラウン
ドテキストやグラフィックを追加します。次に、カスタムマスターページをボディペー
ジに適用します。

空白ページまたは他のマスターページのレイアウトを使用したカスタムマスターページを作成
する

1) 既存のマスターページを表示します。

2) 挿入／マスターページを追加を選択して、「名前」テキストボックスに新しいマス
ターページの名前を入力します。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 既存のマスターページと同じレイアウトでマスターページを作成する場合は、
コピーするマスターページポップアップメニューでマスターページを選択し
ます。

• 空白のマスターページを作成する場合は、「空白」をクリックします。

4) 「追加」をクリックします。

ボディページのレイアウトを使用したカスタムマスターページを作成する

1) ボディページ上でコラムレイアウトを変更します。

2) ボディページを表示して、書式／ページレイアウト／新規マスターページを選択し
ます。

3) 新しいマスターページの名前を入力して、「作成」をクリックします。

関連するリンク :
マスターページをボディページに適用する
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カスタムマスターページを並べ替え、回転または削除する

カスタムマスターページを並べ替える

カスタムマスターページを並べ替えると、右と左のマスターページは常に先頭に残り
ます。

1) マスターページを開いて、書式／ページレイアウト／カスタムマスターページを並
べ替えを選択します。

2) 「カスタムマスターページ」リストでマスターページを選択し、「上へ移動」また
は「下へ移動」をクリックして、ページを移動します。

3) 「設定」をクリックします。以前に表示されていたカスタムマスターページと異な
るマスターページが表示されます。

マスターページを回転する

カスタムマスターページでは、ボディページの表示方向を変更することができます。
例えば、幅の広い表を含むボディページに対して、回転したページの表示方向を作成
できます。

右ページは回転したマスターページを使用します。

1) マスターページ上で、他のマスターページのヘッダーやフッターと同じ方向（回転
していない方向）にするテキスト枠、バックグラウンドのテキストおよびグラフィ
ックを設定します。

2) 書式／レイアウトのカスタマイズ／ページ回転を選択します。ページの回転後は、
ページの一部が表示されなくなる場合があります。ページ内のできるだけ多くの範
囲が表示されるように、ウィンドウのサイズを調整してください。
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3) 回転して表示するテキスト枠、バックグラウンドテキストおよびバックグラウンド
グラフィックを作成します。

ヒント :回転したテキスト枠内には、そのままの状態でテキストを入力することも
できますが、ページの回転を解除すると、入力をすばやく行うことができます。ペ
ージの回転を解除するには、書式／レイアウトのカスタマイズ／ページ回転を解除
を選択します。テキストの入力が終わったら、ページを再び回転します。

関連するリンク :
バックグラウンド用テキスト枠の作成と修正

カスタムマスターページを名前変更または削除する

1) マスターページを表示して、書式／master page nameページを削除を選択します。

注 :「左」や「右」の名前が付けられたマスターページの名前変更はできません。
また、左右のマスターページおよびボディページで使用中のマスターページは削除
できません。

マスターページをボディページに適用する

いつでもマスターページをボディページに適用することができます。マスターページか
らのテンプレート用テキスト枠を使用して、バックグラウンド用テキストとグラフィッ
クが表示されます。

また、ボディページにマスターページを適用しないように設定することもできます。この
ようなボディページにはマスターページが関連付けられていないので、ヘッダー、フッタ
ーまたはバックグラウンドのテキストやグラフィックは含まれません（ボディページにテ
キスト枠があっても、マスターページの設定によるものではありません）。例えば、ブッ
ク中の各章のページ数を偶数に設定した場合に、章の最終ページに本文テキストがなけれ
ば、そのページにマスターページを使用せずに空白ページにすることができます。
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異なるマスターページを適用する

1) ボディページを表示して、書式／ページレイアウト／マスターページ設定を選択し
ます。

2) 「使用するマスターページ」セクションで、次のいずれかの操作を行います。

• 左または右のマスターページを適用する場合は、「 Right」（片面の文書）ま
たは「Right/Left」（見開きの文書）をクリックします。

• カスタムマスターページを適用する場合は、カスタムポップアップメニューで
ページ名を選択します。

• マスターページを適用しない場合は、カスタムポップアップメニューで「なし」
を選択します。

3) 「適用先」セクションで、次のいずれかの操作を行います。

• 現在のボディページに適用する場合は、「現在のページ」をクリックします。

• 指定範囲のページに適用する場合は、「ページ指定」テキストボックスに先頭
ページと最終ページの番号を入力します。

• 指定された範囲内で奇数または偶数のページだけに適用する場合は、「偶数」
または「奇数」を選択します。

• 指定した範囲内で、特定のマスターページを使用しているページだけに適用す
る場合は、指定のマスターページを使用中のページポップアップメニューで該
当ページを選択します。

4) 「適用」をクリックします。

注:ボディページ上にないテンプレート用テキストフローがマスターページに含まれて
いる場合は、そのフローを含むテキスト枠がボディページに追加されます。マスター
ページ上にないフローがボディページに含まれている場合、そのフローを含むテキス
ト枠は変更されません。このため、テキスト枠が重なってしまう場合があります。



ページレイアウトとテンプレート

126

指定の段落タグを含むページにマスターページを適用する

指定した段落タグを含むボディページにマスターページを適用することができます。
例えば、Title段落タグを含むすべてのページを、「First」という名前のカスタムマスタ
ーページを使用して書式設定する場合に、以下の方法で適用します。

リファレンスページマッピングテーブルを使用して、段落タグをマスターページにマッ
ピングします。「マスターページを適用」コマンドを選択すると、参照されている段落
タグが表示されたボディページにマスターページが適用されます。

この例では、「First」マスターページがTitle段落タグを含むボディページに適用されます。

1) 表示／リファレンスページを選択します。

2) 5列の表「UnstructMasterPageMaps」が表示されるまで、次ページボタンをクリ
ックします。

ヒント :マッピングテーブルがリファレンスページに表示されない場合は、書式／
ページレイアウト／マスターページを適用を選択します。

3) 「Book Update（Yes or No）」では、「Yes」または「No」と入力して、ブッ
クで「マスターページを適用」を選択したときに、指定したマスターページを適用
するかどうかを指定します。

4) 次の操作を行って、マッピングテーブルを編集します。

• 「Paragraph Tag Name」の列で、マスターページを適用する段落タグの名前
を入力します。マスターページを適用するには、この列に必ず入力してくださ
い。大文字小文字を区別して、段落タグの名前を正確に入力してください。

• 「Right-Handed Master Page」の列で、適用するマスターページの名前を入
力します。マスターページを適用するには、この列に必ず入力してください。
「Left-Handed Master Page」の列で別のマスターページを指定しない限り、
ここで指定したマスターページは、両面文書の左側のページも含めて、特定の
段落タグが表示されているすべてのボディページに適用されます。マスターペ
ージの名前は、大文字と小文字が区別されます。
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• 「Left-Handed Master Page」の列で、両面文書で段落タグが表示される左側
のボディページに適用するマスターページの名前を入力します。この列は、必
要に応じて入力してください。

• 「Range Indicator」の列で、マスターページの適用範囲を指定します。
「Single」と入力すると、各段落タグが表示されているボディページだけにマ
スターページが適用されます。「Span pages」と入力すると、段落タグの適
用範囲に含まれるすべてのページにマスターページが適用されます。「Until
changed」と入力すると、マッピングテーブルにリストされた別の段落タグを
含むボディページが出現するまで、すべてのページにマスターページが適用さ
れます。このセルが空白である場合、マスターページは個々のページに適用さ
れます。

• 「 Comments」の列に注記を追加します。この列に入力するテキストにより、
マスターページの適用方法が変わることはありません。

• 段落タグに追加のマスターページをマッピングするには、表の行を追加して入
力します。

5) 完了したら、表示／ボディページを選択します。

6) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブ
ックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

7) 書式／ページレイアウト／マスターページを適用を選択し、「 OK 」をクリックし
ます。これにより、手動で適用されたマスターページは変更されます。

Adobe FrameMakerは、「UnstructMasterPageMaps」で指定された各段落タグが最初
に出現するボディページを検索します。指定された段落タグを含むテキストが検索され
ると、特定のマスターページが適用されます。
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構造化文書のボディページへマスターページを適用する

構造化文書でエレメントを含むボディページにマスターページを適用するには、リファ
レンスページマッピングテーブルを使用して、エレメントをマスターページにマッピン
グします。マスターページを適用を選択すると、参照されたエレメントが表示されてい
るボディページにマスターページが適用されます。

1) 構造化FrameMakerでは、表示／リファレンスページを選択します。

2) 8 列の StructMasterPageMaps の表が表示されるまで、次ページボタンをクリック
します。

ヒント :以前のバージョンのFrameMakerで作成した文書で作業する場合は、書式／
ページレイアウト／マスターページを適用を選択して、リファレンスページにマッピ
ングテーブルを表示します。

3) 「Book Update（Yes or No）」の右側に、「Yes」または「No」と入力して、
ブックで「マスターページを適用」を選択したときに、指定したマスターページを
適用するかどうかを指定します。

4) 次の操作を行って、マッピングテーブルを編集します。

• 「Element/Paragraph Tag Name」の列で、有効な接頭辞（エレメントタグの
場合はE:、段落タグの場合はP:）を入力し、続けてマスターページの適用先
となるエレメントタグまたは段落タグの名前を入力します。有効な接頭辞が入
力されていない場合は、エレメントタグが指定されたものと見なされます。エレ
メントタグや段落タグの名前は、大文字と小文字を区別して、正確に入力してく
ださい。マスターページを適用するには、この列に必ず入力してください。

• 「Right-Handed Master Page」の列で、適用するマスターページの名前を入
力します。「Left-Handed Master Page」の列で別のマスターページを指定し
ない限り、ここで指定したマスターページは、両面文書の左側のページも含め
て、特定のエレメントタグや段落タグが使用されているすべてのボディページ
に適用されます。マスターページの名前は、大文字と小文字が区別されます。
マスターページを適用するには、この列に必ず入力してください。

• 「Left-Handed Master Page」の列で、両面文書でエレメントタグまたは段落
タグが表示される左側のボディページに適用するマスターページの名前を入力
します。この列は、必要に応じて入力してください。
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• マッピングコンテキストを詳しく定義するため、「Attribute Name」に有効な
属性名を入力します。

• マッピングコンテキストを詳しく定義するため、「Attribute Value」に有効な
属性値を入力します。

• マッピングコンテキストを詳しく定義するため、「 Context 」にエレメントの
コンテキストラベルの値を入力します。

• 「Range Indicator」の列で、マスターページの適用範囲を指定します。
「Single」と入力すると、各エレメントタグまたは段落タグが出現するボディ
ページだけにマスターページが適用されます。「Span pages」と入力すると、
エレメントタグや段落タグの適用範囲に含まれるすべてのページにマスターペ
ージが適用されます。「Until changed」と入力すると、マッピングテーブル
にリストされた別のエレメントタグまたは段落タグを含むボディページが出現
するまで、すべてのページにマスターページが適用されます。このセルが空白
である場合、マスターページは個々のページに適用されます。

• 「Comments」の列に注記を追加します。この列に入力するテキストにより、
マスターページの適用方法が変わることはありません。

• エレメントや段落タグに追加のマスターページをマッピングするには、表の行
を追加して入力します。

5) 表示／ボディページを選択します。

6) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

7) 書式／ページレイアウト／マスターページを適用を選択し、「 OK 」をクリックし
ます。これにより、手動で適用されたマスターページは変更されます。

マスターページマップテーブルの中で指定されたどのような要素または段落タグの最初
の発生でも各ボディページで検索します。指定したエレメントタグまたは段落タグを含
むテキストが検索されると、特定のマスターページが適用されます。
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マスターページを表示する

マスターページで作業する場合は、マスターページとボディページを切り替える必要が
あります。マスターページの表示中は、マスターページの名前と文書中のページ数がス
テータスバー上のページステータス表示部分に表示されます。

ステータスバーのページステータス表示部分

1) 表示／マスターページを選択します。現在のボディページで使用しているマスター
ページと、そのテキスト枠とコラムの境界線が表示されます。

マスターページの表示中に別のマスターページを表示する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 次ページへボタンまたは前ページへボタンをクリックします。

• Page UpキーまたはPage Downキーを押します。

• スクロールバーを使用します。

マスターページの表示からボディページに戻る

1) 表示／ボディページを選択します。最後に表示されていたボディページが表示され
ます。ボディページ上にレイアウトの上書きがある場合は、レイアウトの更新を確
認するメッセージが表示されます。

関連するリンク :
レイアウトの変更について
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リファレンスページを表示、作成、削除する

リファレンスページを表示する

1) 表示／リファレンスページを選択します。ステータスバー上のページステータス表
示部分に現在のリファレンスページ名が表示されます。

ページステータス表示部分

文書に既存のリファレンスページがない場合は、リファレンスページを追加ダイア
ログボックスが表示されます。ページ名を入力して「追加」をクリックすると、最
初のリファレンスページを作成できます。

リファレンスページの表示中にその他の参照ページを表示する

• 次ページボタン（ ）または前ページボタン（ ）をクリックします。

• Page UpキーまたはPage Downキーを押します。

• スクロールバーを使用します。

リファレンスページを作成する

1) リファレンスページを表示して、スペシャル／リファレンスページを追加を選択し
ます。

2) リファレンスページ名を入力して、「追加」をクリックします。

ボディページに戻る

1) 表示／ボディページを選択します。最後に表示されていたボディページが表示され
ます。
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リファレンスページを名前変更または削除する

リファレンスページの名前は変更できます。例えば、テンプレートからリファレンスペ
ージを取り込むときに、同じ名前のリファレンスページが上書きされないようにするこ
とができます。

段落書式で使用中のグラフィックを含むリファレンスページを削除すると、その段落書
式を使用する段落内にグラフィックが表示されなくなります。そのような場合は、段落
書式ウィンドウの「詳細」タブ  の、段落の上に挿入または段落の下に挿入ポップアッ
プメニューは、「そのまま」に設定されます。

1) リファレンスページを表示し、次のいずれかを実行します。

• ページの名前を変更するには、ステータスバー上のページ名をクリックし、
新しい名前を入力します。「設定」をクリックします。

• ページを削除するには、スペシャル／ページを削除を選択します。

リファレンスページ上でリファレンス枠を使用する

リファレンスページ上のリファレンス枠に含まれているグラフィックは、段落書式の一
部として使用できます。

リファレンス枠内のグラフィック

リファレンスページ上でリファレンス枠を選択すると、ステータスバー上の「枠」の後
にリファレンス枠名が表示されます。



ページレイアウトとテンプレート  3

 133

リファレンスページ上でリファレンス枠を作成する

1) ツールポッドでグラフィック枠ツール  をクリックし、ドラッグして枠を作成し
ます。正方形の枠を作成する場合は、Shiftキーを押しながらドラッグします。

2) 「枠名」テキストボックスに名前を入力して、「設定」をクリックします。段落書
式ウィンドウの「詳細」タブ  にある、段落の上に挿入または段落の下に挿入ポッ
プアップメニューに表示されたときにわかりやすい、短い名前を入力します。

3) 枠内にグラフィックを挿入します。グラフィックを作成したり、グラフィックファ
イルを取り込んだりできるだけでなく、作成したグラフィックと取り込んだグラフ
ィックを組み合わせて使用することもできます。

4) 必要に応じて、枠のサイズと形を調整します。リファレンス枠をボディページの段
落の上下で使用すると、リファレンス枠内のグラフィックだけでなく、枠全体がボ
ディページ上に表示されます。枠の高さによって、枠の上下にあるテキストの行間
が変わります。

5) テキスト行ツールを使用して、枠の上にリファレンス枠名を入力します。名前を入
力すると、リファレンスページを表示したときに枠を識別できます。この操作を行
っても、リファレンス枠名は変更されません。

リファレンス枠を名前変更する

1) リファレンス枠を選択して、ステータスバー上の枠名をクリックします。

2) 新しい名前を入力して、「設定」をクリックします。リファレンス枠の上にあるテ
キスト行にも新しい名前を入力します。段落書式で使用中のリファレンス枠名を変
更する場合は、新しい名前が使用されるように、段落書式を更新します。

リファレンス枠の他の属性を変更する

1) 枠を選択し、グラフィック／オブジェクトの属性を選択するか、ツールポッドのオ
プションを使用します。
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リファレンスページ上でボイラープレート用グラフィックを設定する

リファレンスページ上のアンカー枠内に余白記号などのボイラープレート用グラフィッ
クを設定し、そのアンカー枠をボディページにコピーできます。そうすることによって、
グラフィックがアンカー枠内の正しい位置に表示されます。

ボイラープレート用グラフィックをボディページにコピー＆ペースト

また、グラフィックを直接リファレンスページに保存して、ボディページにコピー＆ペ
ーストすることもできます。

1) グラフィックを表示するボディページと同じコラムレイアウトのリファレンスペー
ジを作成します。これで、ボディページにコピーしたグラフィックは、必ず正しい
位置に表示されます。コラムレイアウトを設定するには、ボディページのテキスト
枠をコピーして、リファレンスページ上にペーストします。

リファレンスページでは、ボディページで表示するとおりにアンカー枠を設定し
ます。

2) アンカー枠内にグラフィックを作成するか、ペーストまたは取り込みを行います。
グラフィックを識別しやすいように、アンカー枠の外にテキストを追加することも
できます。例えばこの図では、「Caution Symbol」というテキストでグラフィッ
クを識別しています。
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ページレイアウト

ボディページから文書の基本ページレイアウトに直接変更を加えることができます。左
右のマスターページが自動的に更新され、これらのマスターページを使用しているすべ
てのボディページのレイアウトも更新されます。ボディページのレイアウトを上書きす
る場合は、レイアウトの更新を確認するメッセージが表示されます。

文書の先頭ページなどで、左右マスターページ以外のマスターページを使用する場合、
レイアウトの変更はそのマスターページ上で行います。

用紙サイズを変更する

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブ
ックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／用紙サイズを選択します。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 用紙サイズポップアップメニューで標準サイズを選択します。「幅」と「高さ」
のテキストボックスに正確な値が表示されます。

• 「幅」と「高さ」のテキストボックスに値を入力します。ポップアップメニュ
ーに「カスタム」と表示されます。指定するカスタムの用紙サイズは、文書の
余白設定に応じて小さいサイズから、216×216インチ（約548×548 cm）まで
の大きいサイズを設定することができます。

4) 「設定」をクリックします。

注 :文書内でカスタムマスターページを使用している場合、指定したテキスト枠が
カスタムマスターページに収まらなくなるような用紙サイズに変更することはでき
ません。
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ページ設定を変更する

FrameMakerでは、文書の種類（片面または見開き）を変更できます。文書を見開きで
設定する場合は、開始ページ（左または右）を指定します。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／ページ設定を選択します。

3) 「ページ」セクションでオプションを選択します。「見開き」を選択する場合は
「最初のページ」（左または右）も指定します。ブック内でページ設定を適用して
いるときは、「ファイルから読み込む」を選択してファイルに指定されている設定
を使用したり、「次のページ」を選択して空白ページが追加されないようにするこ
ともできます。

選択したオプションに応じて、指定したページで開始するために、ブック内の前の
ファイルに空白ページが追加される場合があります。

4) 「設定」をクリックします。文書に上書きするカスタムマスターページまたはページ
レイアウトがある場合は、処理を続行する前に確認のメッセージが表示されます。

空白ページを追加または削除する

文書全体のページ数は偶数または奇数で指定できます。ページ数を合わせるために、
必要に応じて文書の最後に空白ページが追加されます。

また、テキストを削除または修正したために文書の最後に不要な空白ページが残る場合
があります。文書を保存またはプリントするときに、これらの空白ページが削除される
ように指定することもできます。

左または右のマスターページを使用していて、フローの開始がなく、レイアウトの変更
もない場合にだけ、空白ページは削除されます。空白の段落を含むページは、空白に見
える場合でも削除されません。

ドキュメントウィンドウでブックに含まれる文書のページの設定を変更した場合は、
ブックを更新したときにその設定が上書きされることがあります。ブックウィンドウで
文書の設定を変更すると、ブックのページ番号を正しく設定できます。
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1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／ページ設定を選択します。

3) 保存・プリント時ポップアップメニューでオプションを選択し、「設定」をクリッ
クします。

空白ページが期待どおりに追加または削除されない場合は、文書内のすべてのページが
自動連結されていることを確認します。

関連するリンク :
レイアウトの変更について

ページ余白とコラム数を変更する

余白とは、ページの端からテキスト枠までの距離のことです。片面の文書を作成する場
合は、テキスト枠の上、下、左および右の余白を設定します。見開きの文書では、上、
下、内側および外側の余白を設定すると、左右のページを対称にすることができます。

左右が対称でない余白を設定する場合は、マスターページ上でテキスト枠を変更します。
例えば、左右両方のページの左側の余白を大きく設定して、テキスト枠をページの右側
に配置することもできます。

テキスト枠は、幅と間隔の同じ複数のコラムに分けることができます。コラムの幅や間
隔が異なる複数コラムレイアウトを作成する場合は、1つのコラム内に1つのテキスト枠
を作成し、テキスト枠を1つずつ手動で配置します。テキスト枠は、1つずつ作成する以
外に、設定したテキスト枠を複製して作成することもできます。

1) メインテキストフロー内に挿入ポイントを置くか、ページの余白部分をクリックし
ます。ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／コラムのレイアウトを選択します。

左右のレイアウトが対称でない場合は（左右のマスターページのコラム数や内側と
外側の余白設定が異なる場合など）、処理の続行を確認するメッセージが表示され
ます。左右ページを対称にしない場合は、マスターページ上でレイアウトを変更し
ます。

3) 余白設定を変更するには、「余白」セクションに値を入力します。余白とコラム間
隔の値によって、各コラムの幅が決まります。
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4) コラム数やコラム間隔を変更するには、「コラム」セクションに値を入力します。

コラムの幅と、コラム間の間隔がすべて同じになります。

5) 「フロー全体を更新」をクリックします。設定したコラム幅が狭すぎて、文書中の
アンカー枠や表が収まらない場合は、処理の続行を確認するメッセージが表示され
ます。「OK」をクリックすると、表や枠のサイズを手動で変更できます。

関連するリンク :
特定ページのレイアウトの変更

マスターページにテンプレート用テキスト枠を追加する

ボディページへのテキスト枠の追加

ヘッダー、フッター、その他のバックグラウンドテキスト

ヘッダやフッタを設定するには、マスターページを表示してバックグラウンド用テキス
ト枠内にテキストを入力します。バックグラウンド用テキスト枠の内容はボディページ
上に表示されますが、編集はマスターページでのみ実行できます。ヘッダとフッタには、
ページ番号、日付、章の番号とタイトル、節の番号とタイトル、著者、改訂番号および
草稿番号（初稿、最終稿など）の情報を含めることができます。

マスターページ上のヘッダー用テキスト枠とフッター用テキスト枠

ヘッダーとフッターのテキストは、他の段落のテキストと同じように作成したり、編集し
たりできます。段落書式や文字書式を適用したり、タブ設定の追加や移動が可能になった
りするだけでなく、テキストの上下の線のようなグラフィックも追加したりできます。
また、ページ番号や日付などのシステム変数を追加したり、ヘッダーとフッターのテキ
スト枠のサイズや位置を変更したりすることもできます。マスターページ上でこれらの
テキスト枠を変更すると、そのマスターページを使用するボディページもすべて自動的
に更新されます。
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マスターページには、他のバックグラウンドテキストを追加することもできます。例え
ば、FrameMakerのFaxテンプレートでは、ヘッダー情報がマスターページ上のバック
グラウンド用テキスト枠内に含まれています。

バックグラウンド用テキスト枠

A.バックグラウンド用テキスト枠のヘッダー情報B.テンプレート用テキスト枠
関連するリンク :

ヘッダー情報やフッター情報の入力

バックグラウンド用テキスト枠の作成と修正

新規の空白文書を作成すると、左右のマスターページ上にヘッダーとフッターのバックグ
ラウンド用テキスト枠が作成されます。ヘッダー内とフッター内の情報を簡単に中央揃え
や右揃えに設定できるように、テキスト枠内の中央と右端に中央揃えと右揃えのタブ位置
が自動的に追加されています。バックグラウンド用テキスト枠を自分で作成してヘッダー
情報やフッター情報などのバックグラウンドテキストを追加することもできます。

注 :テキスト行ツールを使用してバックグラウンドテキストを挿入することもでき
ますが、このテキストに段落書式を適用したり変数を挿入したりすることはできま
せん。

マスターページへバックグラウンド用テキスト枠を追加する

1) テキスト枠ツールを使用してテキスト枠を作成します。

2) 新規テキスト枠を追加ダイアログボックスで「バックグラウンドテキスト（ヘッダ
ー、フッターなど）」を選択し、「追加」をクリックします。マスターページ上の
他のバックグラウンド用テキスト枠のように、追加されたテキスト枠にはタグが付
きません。

3) テキスト枠内をダブルクリックして挿入ポイントを置き、ヘッダーやフッターなど
のバックグラウンドテキストを挿入します。
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バックグラウンド用テキスト枠のサイズを変更または移動する

1) Ctrlキーを押しながらテキスト枠をクリックしてテキスト枠を選択します。

2) 次の操作のいずれかを行います。

• テキスト枠のサイズを変更する場合は、ハンドルをドラッグします。

• テキスト枠を移動する場合は、ハンドルではなく、テキスト枠の境界線をドラ
ッグします。

ヘッダー情報やフッター情報の入力

マスターページ上でヘッダーやフッターのテキスト枠内にテキストを入力すると、単純
なヘッダーやフッターを作成できます。さらに、現在の章とページ番号、文書全体のペ
ージ数、現在の日付などの項目を指定することができます。マスターページのヘッダー
またはフッター内にシステム変数が表示され、システム変数はそのマスターページを使
用する各ボディページで正しい値に置き換えられます。

また、ページごとに異なったテキストが表示されるヘッダーやフッターも作成できます。
次の図では、ヘッダーに現在の節の見出しが表示され、フッターにページ番号とバック
グラウンド用テキスト枠に入力したテキストが表示されています。

ページごとに異なるヘッダーとフッター

ページごとに異なるヘッダーとフッターを作成するには、マスターページ上でバックグ
ラウンド用テキスト枠にヘッダーとフッター用の変数を挿入します。
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テキスト、ページ番号、日付、その他の情報を入力する

1) マスターページ上で、情報を追加するヘッダーまたはフッター内をクリックします。

2) 次の操作のいずれかを行います。

• 固定テキストを挿入する場合は、文字列を入力します。

• システム変数を挿入するには、変数ポッドにアクセスして、「変数」スクロー
ルリストの中の変数名をダブルクリックします。以下のような任意のシステム
変数を挿入することができます。

ブックコンポーネント番号

巻番号、章番号、セクション番号、サブセクション番号

ページ番号

現在のページ番号またはページ数

日付情報

日付（年月日）、日付（年/月/日）、修正日（年月日時刻）、修正日（年／月／日）、
作成日（年月日）または作成日（年 /月 /日）

他の変数

章タイトル名、ファイル名（パスを含む）、ファイル名（パスなし）、表の続きま
たは表シート

• ユーザー変数を挿入するには、変数ポッドにアクセスして、「変数」スクロー
ルリストの中の変数名（定義済みの場合）をダブルクリックします。

ヒント : ヘッダーとフッター内の情報を中央揃えに設定するには、Tabキーを押し
て挿入ポイントを中央揃えタブ位置に移動します。右揃えに設定するには、もう一
度Tabキーを押して挿入ポイントを右揃えタブ位置に移動します。

関連するリンク :
変数
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特定ページのレイアウトの変更

対称でないレイアウトは、マスターページ上で直接テキスト枠を追加したり、変更した
りすると作成できます。例えば、左右のページの左の余白を右の余白よりも大きく設定
することができます。また、左ページにはコラムを1つだけ設定して、右ページにコラ
ムを2つ設定することもできます。各コラムに対してテキスト枠を1つずつ作成し、1つ
のページで複数のテキスト枠を作成すると、幅や間隔が異なる複数のコラムを含むレイ
アウトを作成できます。

レイアウトの変更について

マスターページに変更を加えると、そのマスターページを使用するすべてのボディペー
ジが自動的に更新されます。ボディページ上でレイアウト（コラム数、コラム間隔また
は余白設定など）を変更すると、マスターページのレイアウトを変更したことになりま
す。この場合は、次のいずれかの操作を行うことができます。

• 加えた変更でマスターページとそのマスターページを使用するすべてのボディペー
ジを更新します。

• ボディページの変更内容に基づいて、マスターページを作成します。

• どちらも行わないと、一度だけ使用するページレイアウトとして変更が残ります。

関連するリンク :
ボディページとマスターページのレイアウトの更新

カスタムマスターページを作成する

一時的に使用するページレイアウトの作成

特定ページの余白設定とコラムレイアウトを変更する

次の操作を行うと、コラムが1つしかないレイアウトまたは幅の同じ複数コラムのレイ
アウトが作成されます。

幅や間隔が異なるコラムを含む複数コラムのレイアウトを作成する場合は、1つのコラ
ムに1つずつテキスト枠を作成し、手動で配置します。

1) Ctrl キーを押しながらフレームをクリックして、余白を変更するテキスト枠を選択
します。

2) 書式／レイアウトのカスタマイズ／テキスト枠をカスタマイズを選択します。
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3) 次の操作を行います。

• 余白設定を変更する場合は、「サイズ」と「オフセット」のセクションでサイ
ズと位置を指定します。「上」と「左」には、それぞれ上と左の余白サイズを
指定します。テキスト枠の幅と高さの値に応じて、下と右の余白サイズが決ま
ります。

• コラム数またはコラム間隔を変更する場合は、「コラム」セクションの値を変
更します。

4) 「設定」をクリックします。

ヒント :余白は、テキスト枠を選択し、ハンドルをドラッグして変更することもで
きます。複数コラムのテキスト枠のサイズを変更すると、テキスト枠内に収まるよ
うにコラム幅が変更されますが、コラム間隔は変わりません。

関連するリンク :
マスターページにテンプレート用テキスト枠を追加する

ボディページへのテキスト枠の追加

マスターページにテンプレート用テキスト枠を追加する

マスターページに幅が異なるテキストコラムを複数作成する場合や、ニュースレターな
どの文書で記事が途中で中断されるレイアウトを設定する場合は、1つのコラムにテキ
スト枠を1つずつ作成します。例えば、幅の異なるコラムを2つ含むページには、2つ目の
テンプレート用テキスト枠を追加します。テンプレート用テキスト枠を追加するには、
新しいテキスト枠を作成するか、既存のテキスト枠をコピーします。

1) テキスト枠を作成するには、グラフィックツールバー上の「テキスト枠を配置」ツー
ルを使用します。複数のテキスト枠を作成する場合は、連結する順序で作成します。

2) 新規テキスト枠を追加ダイアログボックスで「ボディページのテキスト枠用テンプ
レート」を選択して、フロータグポップアップメニューでタグを選択します。複数
のフローを含む文書で別のフロー用にテキスト枠を設定する場合を除き、現在のフ
ロータグを選択してください。

3) 「コラム」セクションでテキスト枠内のコラム数を指定し、複数コラムレイアウト
の場合は、コラム間の間隔も指定します。コラム幅の異なる複数コラムのレイアウ
トの場合は、1つのコラム内にテキスト枠を1つ作成するので、コラム数は1に設定
します。
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4) 「追加」をクリックします。

5) 必要に応じて、テキスト枠を移動します。

ヒント :既存のテキスト枠をコピーするには、枠の境界線を選択して、編集／コピ
ーを選択し、編集／ペーストを選択します。テキスト枠とその内容および属性（フロ
ータグを含む）がコピーされます。

ボディページへのテキスト枠の追加

ボディページ上でテキスト枠を作成すると、コラムの数と間隔を尋ねるメッセージが表
示されます。ただし、フロータグの割り当ても、そのページ上の既存テキスト枠への連
結も行われません。追加したテキスト枠を文書のテキストフローの一部として使用する
には、フローを連結する必要があります。追加したテキスト枠がフローの最初のテキス
ト枠になる場合は、新しいページが自動的に追加されるように、「自動連結」も選択し
てください。

関連するリンク :
テキスト枠を連結する

ボディページとマスターページのレイアウトの更新

複数のマスターページでテンプレート用テキスト枠を変更し、それらのマスターページ
を使用するすべてのボディページを一度に更新できます。ただし、ボディページ上でコ
ラムレイアウトを変更した場合は、そのボディページで使用されているマスターページ
を先に更新しないと、そのマスターページを使用する他のボディページでは変更が反映
されません。

ボディページを更新する前に、ボディページにマスターページを上書きするコラムレイ
アウトがあるかどうかが調べられます。レイアウトを変更するボディページがある場合
は、変更を保存するかどうかを指定します。

マスターページの変更でボディページを更新する

1) マスターページ上でレイアウトの変更を行ってから、ボディページを表示します。

2) 警告メッセージが表示されたら、レイアウトの変更を保存するかどうかを指定して、
「続行」をクリックします。レイアウトの変更を保存すると、マスターページのバッ
クグラウンド用テキストとグラフィックの変更はボディページに適用されますが、
テンプレート用テキスト枠は更新されません。
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ボディページの変更でマスターページを更新する

1) 書式／ページレイアウト／コラムレイアウトを更新を選択します。更新するマスタ
ーページとボディページを確認するメッセージが表示されます。

2) 「更新」をクリックします。

3) 警告メッセージが表示されたら、更新中のページのレイアウトの変更を維持するか
どうかを指定して、「続行」をクリックします。

関連するリンク :
レイアウトの変更について

一時的に使用するページレイアウトの作成

文書中のボディページを1ページだけ指定して、そのレイアウトを変更することもでき
ます。例えば、ボディページ上のテキスト枠を拡大してテキストの行数を増やしたり、
逆に縮小して配置するグラフィック用のスペースを作成したりすることができます。マ
スターページを更新せずにボディページのコラムレイアウトを変更すると、そのページ
だけレイアウトが変更されます。

関連するリンク :
特定ページの余白設定とコラムレイアウトを変更する

ボディページへのテキスト枠の追加
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複数コラムにわたりテキストを整列する

複数コラムにわたりテキストを配分する

複数コラムのテキスト枠を使用するレイアウトでは、コラムの一部にテキストが表示さ
れていない場合に、複数のコラムにわたってテキストを均等に配分できます。例えば、
強制改ページの前で部分的に空白になっているページのコラムや、文書の最終ページの
コラムでこの方法を使用できます。複数コラムにわたるテキストの配分は、テキストフ
ロー全体だけでなく、個々のテキスト枠内でも指定できます。

テキストを配分のオフとオン

テキストフロー全体で複数コラムにわたりテキストを配分する

1) ドキュメントウィンドウがアクティブである場合は、メインテキストフロー内に挿
入ポイントを置くか、ページの余白部分をクリックします。ブックウィンドウがア
クティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／コラムのレイアウトを選択します。

3) 「テキストを配分」を選択して、「フロー全体を更新」をクリックします。

1つのテキスト枠内で複数コラムにわたりテキストを配分する

1) テキスト枠内をクリックして、書式／レイアウトのカスタマイズ／テキスト枠をカ
スタマイズを選択します。

「テキストを配分」を選択して、「設定」をクリックします。
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テキスト枠の最下部までテキストをフェザリングする

テキストをフェザリングする場合は、まず、設定された限界値内で段落間にスペースが
追加されます。さらに整列が必要な場合は、設定された限界値内で行間にスペースが追
加されます。グラフィックの周囲にテキストを配置するテキスト枠内では、テキストは
フェザリングされません。

フェザリング前とフェザリング後

複数コラムのテキスト枠で、段落、表、アンカー枠などによってコラムが連結されてい
る場合は、縦方向にスペースを追加して、隣接するコラムの最終行のテキストベースラ
インを連結部分の上で揃えます。

連結によるフェザリング前とフェザリング後

テキストをフェザリングすると、ページの表示速度が遅くなります。このため、フェザ
リングは、文書の編集を終了してから行ってください。

1) ドキュメントウィンドウがアクティブである場合は、メインテキストフロー内に挿
入ポイントを置きます。ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる
文書も選択します。

2) 書式／ページレイアウト／行のレイアウトを選択します。
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3) 「フェザリング」を選択して、行間に追加するスペースの最大値（「最大の行送り間
隔」）と段落間に追加するスペースの最大値（「最大の段落間隔」）を入力します。

間隔は、指定された限界値内で追加されます。指定された限界値内でのフェザリン
グが不可能な場合は、そのコラムではテキストはフェザリングされません。

4) 「フローを更新」をクリックします。

注 :フェザリングを行う場合は、該当する文字の有無にかかわらず、行で使用して
いる最大のフォントサイズの最大のディセンダ用のスペースが確保されます。コラ
ム内の最終行の位置が高すぎる場合は、他のテキストよりも大きいフォントの非印
字文字（アンカー記号など）がないことを確認してください。

ベースラインの整列

フロー内のテキストをベースラインで整列する場合は、テキスト枠内に見えないグリッ
ドが作成されて、指定された段落の1行目のベースラインがそのグリッドに合わせて整
列されます。また、アンカー枠の後の最初の行が整列され、各コラムの最初の行が整列
されます。

注 :同じフロー内でフェザリングとベースライン整列の両方を指定すると、フェザ
リングが優先されます。ただし、各コラムの1行目は揃って表示されます。

整列前と整列後

サイズの大きいフォントを使用した見出しはコラムの先頭に配置される場合が多いので、
最初の行の整列の限界値を指定することができます。見出しがコラムの先頭にある場合
は、見出しのデフォルトフォントがグリッドに収まらない場合でも、この限界値の設定
に応じて、見出しのベースラインが最初のグリッド線に揃えられます。見出しのベース
ラインを最初のグリッド線に揃えるには、前の図のように、見出しがコラムの上にはみ
出す場合もあります。指定の限界値よりもサイズの大きいフォントはベースラインで整
列されません。
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複数コラムにわたりベースラインを整列する

1) 整列する段落の書式で、デフォルトフォントのサイズと行間をすべて同じ値に設定
します。行間の「固定」を選択する必要があります。

2) 整列するフロー内をクリックして（または対象となるブック内の文書を選択して）、
書式／ページレイアウト／行のレイアウトを選択します。

3) 「ベースラインで整列」を選択し、「フェザリング」の選択を解除します。

4) 「整列」セクションで、「整列する段落の行送り間隔」ボックスにテキスト枠のグ
リッドの行間の値を入力します。この値には、整列する段落と同じ行間値を指定して
ください。他の値を指定すると、段落がテキスト枠のグリッドに揃わなくなります。

5) 「 1 行めの整列」テキストボックスに、コラムの上端で整列させる最大フォントサ
イズを入力します。例えば、本文段落の行間が12 pt、コラムのグリッドが12 pt、
見出しが18 ptの場合に、コラムの先頭に表示される見出しを整列させるには、テ
キストボックスに「18」と入力します。

6) 「フローを更新」をクリックします。コラムの最初の行の上にはディセンダがない
ので、最初のグリッドとコラムの上端の間隔は、指定した行間値の3分の2に設定さ
れます。

隣接するテキスト枠のベースラインを整列する

テキスト枠の上端がページの他の位置で異なる場合は、グリッドが揃うようにテキスト
枠の上端の位置を調整する必要がある場合があります。

1) 隣接するテキスト枠のサイズを変更してグリッドを揃えて、テキスト枠の上端間の
距離がグリッド間隔の倍数になるようにします。例えば、グリッドが12 ptの場合
は、隣接するテキスト枠の上端から144 pt（12×12 pt）下げた位置でテキスト枠を
開始することができます。

A.グリッド間隔B.グリッド間隔の倍数の距離



ページレイアウトとテンプレート

150

ヒント :スナップグリッドを使用すると、テキスト枠を正しく配置することができ
ます。そのためには、スナップグリッドの間隔をテキスト枠のグリッドと同じ値に
指定します。次に、上端がグリッドにスナップするまで、テキスト枠のサイズを変
更します。

複数のフローを含む文書

文書中にテキストフローをいくつか作成して、別々に連結させることもできます。例え
ば、2カ国語の文書では、原文と訳文を並べて表示することができます。

複数のフローを含む文書のテキスト枠にテキストが入りきらない場合でも、自動的に新
規ページが追加されないように設定できます。この場合は、自分でページを追加して、
連結を行います。自動番号付け機能を使用すると、フローごとに異なる方法で番号を付
けることができます。そのため、各フローで別々に、リスト、見出しおよび図のタイト
ルの番号を付けることができます。

複数のフローを含む文書を設定する

テキストフローとフロータグ

テキストフローとは、テキストを含む連結したテキスト枠を指します。ほとんどの場合、
文書には、先頭ページから最終ページまで続くテキストフローが1つあり、テキスト枠
は自動的に連結されます。文書中で複数のテキストフローを使用する場合は、テキスト
枠を手動で連結します。例えば、ニュースレターの作成中に、第一面の記事を他の記事
をスキップして後のページに続ける場合などは、この作業を行います。

テキスト枠のフロータグは、ステータスバー上のタグ表示部分に表示されます。

ステータスバーのタグ表示部分
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横に並んだテキストフローを設定する

テキストフローが横に並んだ文書を作成するには、マスターページ上でテキスト枠のレ
イアウトを行って連結します。テキスト枠の連結は文書全体を通して同じなので、通常、
ボディページ上で変更する必要はありません。

1) いずれかのマスターページ上でフローを設定します。1つのフローに1つのテキスト
枠を作成して、各テキスト枠に異なるフロータグを付けます。各フローの「自動連
結」を選択します。これで、テキストがフローの終わりに達すると、新しいボディ
ページが追加されます。

横に並んだフローの左右に位置するマスターページ

2) 他のマスターページについても手順 1 を繰り返します。すべてのマスターページの
フロータグは統一されている必要があります。各マスターページのフロータグが異
なると、ボディページの追加時に左右のマスターページが正しく適用されません。

重要 :テキストがテキスト枠の下端に達したときに新しいボディページが正しく作
成されるようにするには、現在のボディページ上にあるすべてのフロータグを対応
する左右のマスターページに設定する必要があります。フロータグが欠けている場
合は、現在のボディページで使用しているマスターページで新規ページが作成され
ます。

3) 各ボディページを表示して、マスターページの変更内容をボディページに適用し
ます。

関連するリンク :
マスターページにテンプレート用テキスト枠を追加する

フロータグまたは「自動連結」設定の変更
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ニュースレターや雑誌で使用するフローを設定する

ニュースレターや雑誌などで横に並ばない複数のフローを設定する場合は、マスターペ
ージ上でコラムレイアウトを作成します。この場合、マスターページは基本レイアウト
用のグリッドとしての役目しか果たしません。テキスト枠のサイズ変更、削除、連結お
よび切断はボディページで行って、適切に表示されるようにします。この方法を使用す
ると、文書全体のテキストフローを最も柔軟に決定できます。

注 :最初から最後まで連続して記事がフローしているニュースレターや雑誌を作成
している場合は、ここで説明するテクニックを使用する必要はありません。代わり
に、1つのテキストフローを使用することができます。グラフィックの周囲でテキ
ストを回り込ませたり、段落、表および枠を複数コラムにまたがって表示すると、
特別な効果を得ることができます。このテクニックの例については、FrameMaker
のニュースレターのテンプレートをご覧ください。

1) コラム数を決めて、その数のコラムを含むテキスト枠を各マスターページ上に配置
します。すべてのテキスト枠を1つのフロー内に含めます。これらのテキスト枠は、
テキストフローを含めるレイアウト用グリッドとして使用します。

先頭ページ用のマスターページ

同じフローの左右に位置するマスターページ

2) 「自動連結」の選択を解除して、ページが自動的に追加されないようにします。
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3) 各ボディページを表示して、マスターページの変更内容をボディページに適用し
ます。

4) 各ボディページ上で、必要に応じてテキスト枠のサイズ変更、切断および連結を行い
ます。ボディページを変更しても、マスターページの更新は行わないでください。

5) ニュースレターでテキストベースラインを整列させるには、テキスト枠を正しく配
置する必要があります。文書中に複数のテキストフローがある場合は、各フローの
ベースラインを整列させてください。

6) 必要に応じて、独立した新しいボディページを手動で作成します。

7) 必要に応じて、ページ間でテキスト枠を連結します。

関連するリンク :
マスターページにテンプレート用テキスト枠を追加する

テキストフローをコントロールする

フローの基本属性は「自動連結」設定とフロータグです。1つのフローまたは横に並ん
だフローを含む文書では、通常、「自動連結」を選択しておくと、フローのテキスト枠
にテキストが入りきらない場合に新規ページが自動的に追加されます。追加されたペー
ジでは、対応する（左または右の）マスターページのコラムレイアウトが使用され、新
規ページの各テキスト枠は自動的に既存ページのテキスト枠に連結されます。

横に並んでいない複数のフローを含む文書の場合は、通常、「自動連結」の選択を解除
します。これにより、独立した新しいボディページを手動で追加して、新規ページと既
存ページの連結をコントロールすることができます。「自動連結」の選択が解除されて
いて、テキストがテキスト枠内に入りきらない場合、テキストはフローの最後のテキス
ト枠の外にオーバーフローします。境界線を表示するように設定してある場合は、テキ
ストがオーバーフローしたテキスト枠の下端の境界線が実線で表示されます。

オーバーフローしたテキスト枠
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テキストがオーバーフローしたテキスト枠内にさらにテキストを入力しようとすると、
警告音が鳴ります。オーバーフローしたテキストは表示されていないだけで、削除され
たわけではありません。オーバーフローしたテキストを含むテキスト枠を別のテキスト
枠に連結すると、隠れていたテキストが次のテキスト枠内に表示されます。

横に並んだテキストフローを作成する場合など、フローにはいつでもタグを付けること
ができます。（新しく作成した空白の文書のメインフローには「A」というタグが付き
ます）。タグは、1つのフローに1つずつ付けます。その後は、テキスト枠をフローに連
結すると、テキスト枠にタグが自動的に付きます。フロー中の1つのテキスト枠のフロ
ータグまたは「自動連結」設定を変更すると、フロー全体に変更が反映されます。

フロータグまたは「自動連結」設定の変更

通常、フロータグと「自動連結」設定は、マスターページ上で変更します。2つのテキ
スト枠が連結されている場合は、先にテキスト枠を切断しないと、フロータグを変更で
きません。

1) フローのテキスト枠内をクリックします。

2) 書式／レイアウトのカスタマイズ／テキスト枠をカスタマイズを選択します。

3) 「フロー」セクションの「タグ」テキストボックスにフローのタグ名を入力します。
ステータスバー上のタグ表示部分に表示される別の情報が隠れないように、短いフ
ロータグ名を入力してください。現在のページ上で既に使用されているタグは使用
できません。

注 :同じページの2つのテキスト枠に同じフロータグを付ける場合は、テキスト枠を
連結してください。

4) ページ上の最後のコラムにテキストが入りきらないときにページが自動的に追加さ
れるようにする場合は、「自動連結」を選択します。

5) 「設定」をクリックします。

関連するリンク :
テキスト枠を連結する

テキスト枠を切断する



ページレイアウトとテンプレート  3

 155

新しい独立ページを追加する

通常、文書中にメインフローが1つ、または横に並んだフローが2つある場合は、独立ペ
ージを手動で追加するのではなく、連結したページが必要に応じて自動的に追加され
ます。「自動連結」の選択を解除した複数のフローを含む文書や、その他の特殊な文書
では、独立ページを新しく手動で追加することができます。その場合、テキストがテキ
スト枠の最後に達したときに、新規ページを追加してテキスト枠を連結します。

1) ボディページを表示して、スペシャル／独立ページを追加を選択します。

2) 追加するページの位置とページ数を選択します。

3) 使用するマスターページポップアップメニューでマスターページを選択して、「追
加」をクリックします。

独立ページを削除する

複数のフローを含む文書で独立ページを削除すると、そのページの内容も削除されます。

1) 削除するページ内をクリックして、スペシャル／ページを削除を選択します。

2) 削除する独立ページの番号（開始ページと終了ページの番号）を指定して、「削除」
をクリックします。1ページだけ削除する場合は、両方のテキストボックスにその
ページ番号を入力します。

テキスト枠を連結する

2つのテキスト枠が連結されている場合、テキストは1つのテキスト枠の最後から次のテ
キスト枠の先頭に移動します。マスターページ上のテキスト枠は、同じマスターページ
上の別のテキスト枠に連結でき、ボディページ上のテキスト枠は、任意のボディページ
上のテキスト枠に連結できます。また、フローの途中でテキスト枠を連結することもで
きます。

2つのテキスト枠を連結すると、最初のテキスト枠のフロータグが次のテキスト枠にも
割り当てられます。最初のテキスト枠にタグが付いていない場合は、2つ目のテキスト
枠のタグが使用されます。これで、連結したテキスト枠がすべて同じフローに含まれ、



ページレイアウトとテンプレート

156

同じタグが付きます。最初のテキスト枠にオーバーフローしたテキストがある場合は、
連結時に、そのテキストが2つ目のテキスト枠内に移動します。

1) 2 つのテキスト枠をフローする順に選択します。テキスト枠を選択するには、 Ctrl
キーを押しながらテキスト枠をクリックします。

2つのテキスト枠が異なるページにある場合、最初のテキスト枠の選択は次のテキ
スト枠の選択時に解除されますが、内では最初の選択が保持されます。

注 :フローの途中でテキスト枠を追加するには、追加するテキスト枠を選択して
から、その後に続くテキスト枠を選択します。

2) 書式／レイアウトのカスタマイズ／テキスト枠を連結を選択します。最初に選択し
たテキスト枠が表示中のページ上にない場合は、そのテキスト枠に連結するか確認
するメッセージが表示されます。

テキスト枠を切断する

ニュースレターで記事を特別な場所に配置する場合や、見出しの抜粋を作成する場合な
ど、独立したフローを複数作成するには、テキスト枠を切断します。コラムの途中で新
しいフローを開始する場合は、そのコラムを含むテキスト枠を2つに分割し、2つのテキ
スト枠の連結を切断します。

テキスト枠は、前のテキスト枠や後のテキスト枠、またはその両方から切断できます。
また、フローの途中でテキスト枠を削除することもできます。

テキスト枠を切断しても、フレーム内の既存テキストへの影響はありません。テキスト
を別のテキスト枠内に移動する場合は、テキスト枠の切断後に、テキストをカット＆ペ
ーストします。

注 :同じボディページ上にあるテキスト枠を切断すると、フロータグの付いていな
い独立したフローが作成されます。異なるボディページ上のテキスト枠の連結を切
断すると、同じフロータグの付いた独立したフローが作成されます。いずれの場合
も、各フローの「自動連結」が選択されていないニュースレタータイプの文書を作
成している場合は、フロータグは重要ではありません。FrameMakerは新しいペー
ジを自動的には作成しないので、テキスト枠の連結を行う必要はありません。

1) Ctrlキーを押しながらテキスト枠をクリックして、切断するテキスト枠を選択します。

2) 書式／レイアウトのカスタマイズを選択し、「前のコラムから切断」、「次のコラ
ムから切断」または「前後のコラムから切断」のいずれかを選択します。
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フローの途中でテキスト枠を削除する

1) 削除するテキスト枠の直前にあるテキスト枠を選択します。それには、 Ctrlキーを
押しながらテキスト枠をクリックします。

2) 削除するテキスト枠の直後にあるテキスト枠を選択します。

3) 書式／レイアウトのカスタマイズ／テキスト枠を連結を選択します。最初に選択し
たテキスト枠が表示中のページ上にない場合は、そのテキスト枠に連結するか確認
するメッセージが表示されます。

テキスト枠を分割または分割解除する

テキスト枠を2つに分割して、その連結を切断すると、新しいフローを開始できます。
例えば、テキスト枠の途中で、独自のフローの新しい記事を開始できます。

3つのテキスト枠のうちの2つ目のテキスト枠の分割、1つ目のテキスト枠からの連結の切断、タグ
の付け直し

テキスト枠を分割する

1) テキスト枠を分割したい位置で行をクリックし、書式／レイアウトのカスタマイズ／
テキスト枠を分割を選択します。挿入点を含む行の下のテキスト枠が分割され、別
個でも連結された2つのテキスト枠が作成されます。

2) Ctrlキーを押しながらテキスト枠をクリックして2つ目のテキスト枠を選択します。

3) 書式／レイアウトのカスタマイズ／前のコラムから切断を選択して、テキスト枠を
前のテキスト枠から切断します。フローにタグが付いていた場合は、フロータグが
削除されます。テキスト枠を切断する前に「自動連結」が選択されていても、分割
された2つのテキスト枠では選択が解除されます。

4) 必要に応じて、テキスト枠のサイズを変更します。
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テキスト枠を分割解除する

• テキスト枠の分割後に他の操作を行っていない場合は、編集／取り消しを選択し
ます。

• 他の変更を行ったけれども、 2 つのテキスト枠をまだ切断していない場合は、下の
テキスト枠を削除し、残ったテキスト枠のサイズを変更して分割前のサイズに戻し
ます。

• 2 つのテキスト枠を切断した場合は、下のテキスト枠のテキストをカットして、上の
テキスト枠の最後にペーストします。次に、下のテキスト枠を削除し、残ったテキ
スト枠のサイズを変更して分割前のサイズに戻します。「自動連結」を再び選択す
る場合や、テキストフローにタグを付け直す場合は、書式／レイアウトのカスタマ
イズ／テキスト枠をカスタマイズを選択します。

連結を切断したテキスト枠の相互参照

ニュースレターや雑誌の記事が別のページに続く場合は、相互参照を使用すると、記事
の続きや前の部分が表示されているページを示すことができます。

フローの続きがあるページと、フローの前の部分があるページ

1) 2 つのテキスト枠のサイズを変更して、相互参照を表示するスペースを作成します。
最初のテキスト枠の下端を上にドラッグして、続きのテキスト枠の上端を下にドラ
ッグします。

2) 最初のテキスト枠の下と、続きのページのテキスト枠の上に小さなテキスト枠を作
成します。このテキスト枠は、他のテキスト枠と連結しないでください。

3) 最初のページの空白のテキスト枠内に、記事の続きがあるページへの相互参照を挿
入します。

4) 続きのページの空白のテキスト枠内に、記事の最初のページへの相互参照を挿入し
ます。
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テキストフローの構成

文書中にフローが多数含まれている場合は、フローがどのように続いているか見失って
しまうことがよくあります。このような場合には、ズームアウトしてテキストフローを
見やすくするか、フローの次のテキスト枠に移動します。

1) 25％にズームアウトし、ウィンドウサイズを調整して、必要なページが表示される
ようにします。

2) 確認するフロー内をクリックして、編集／フロー内のすべてを選択を選びます。
フローがハイライトされて、文書中でのフローの構成がわかります。

3) フローの次のテキスト枠に移動するには、次のいずれかの操作を行います。

• 連結された次のテキスト枠を表示する場合は、テキスト枠内の最後の行をクリ
ックし、下向き矢印キーを押します。

• 連結された前のテキスト枠を表示する場合は、テキスト枠内の最初の行をクリ
ックし、上向き矢印キーを押します。

フロー方向の設定

テキストフレーム内のテキストの方向（LTRまたはRTL）を指定できます。つまり、両
方向のフローを含むドキュメントを作成できるということです。例えば、左側のフレー
ムではLTR言語（英語、ドイツ語など）のフローを採用し、右側のフレームではRTL言
語（アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語など）のフローを採用するなど、2つのフロ
ーが含まれた文書を作成できます。

1) テキストフレームを選択します。

2) 「グラフィック」メニューから「オブジェクトプロパティ」を選択します。

3) 「テキストフレーム」タブで、「方向」ドロップダウンから必要な方向を選択し、
「適用」をクリックします。
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テンプレート

テンプレートの作成時は、まずマスターページでレイアウトを設定し、書式の定義と適
用を行ってから、相互参照書式や変数などの特殊テキストを定義します。

ヒント :作成するテンプレート用に、テンプレートフォルダーには、関連のあるテ
ンプレートだけでなく、テンプレートの説明と使用方法を記載した文書も保存し
ます。

非構造化テンプレート

テンプレートとは、複数の場所で使用する属性を保存した文書です。テンプレート
から文書を作成することにより全テンプレート属性を設定することも、後でテンプ
レートから特定の属性を取り込むこともできます。テンプレートは、文書に一貫性
のあるレイアウトとフォーマットを提供します。

テンプレートには、次のような属性を保存できます。

• エレメント定義内の書式情報とともに作業する段落、文字および表書式

• ページのコラム数と位置、ページヘッダーなどのバックグラウンドアイテムを
定義するページレイアウト

• 繰り返し使用するグラフィックや書式情報を保存するリファレンスページ

• FrameMakerが更新するテキストのプレースホルダーとして使用する変数

• 相互参照、数式、コンディショナルタグの書式情報

• テキストとオブジェクトに適用する色の定義

• 脚注設定、カスタムマーカーの種類、行間隔のフェザリングオプションなど、
文書全体に関する設定

• 和文と欧文の合成フォントの指定（日本語システム上）

構造化テンプレート

構造化FrameMakerには、英文レター、メモ、ファックス、封筒、レポート、アウ
トライン、ニュースレター、ブック、FAQおよびシングルソースブックのための
構造化テンプレートが付属しています。
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構造化テンプレートには、次のような属性を保存できます。

• エレメントに使用できる内容、属性および書式を指定するエレメント定義

• エレメント定義内の書式情報とともに動作する段落および文字

• FrameMakerが更新するテキストのプレースホルダーとして使用する変数

• 相互参照とコンディショナルタグの書式情報

• テキストとオブジェクトに適用する色の定義

注 :構造化ファイルで作業している場合は、アプリケーション開発者が構造化アプ
リケーションとの双方向の変換を処理する特殊な文書を設定することができます。
このような文書には、構造化ファイルをFrameMaker内で書式設定するテンプレー
トが含まれている場合があります。このテンプレートは、構造化アプリケーション
からファイルを取り込むときに、自動的に適用されます。

ページレイアウトをデザインする

1) 文書を作成する。新しいカスタム文書を作成するか、既存の文書のコピーを使用し
ます。

ヒント :見開きページを確認しながらページレイアウトをデザインするには、両方
のページを横に並べて表示します。表示／オプションを選択して、ページのスクロ
ールポップアップメニューで「見開き」を選択します。必要に応じて、ドキュメン
トウィンドウを大きくしてからズームアウトし、両方のページをウィンドウ内に収
めます。

2) コラムレイアウトを定義します。カスタム文書を使用して作業を始めた場合は、余
白とコラム数は既に設定されています。既存の文書を使用している場合は、必要に
応じてコラムレイアウトを変更します。

3) 必要なカスタムマスターページを追加して、名前を入力します。

4) マスターページ上に、ヘッダーとフッターなどのバックグラウンドのテキストやグ
ラフィックを入力します。

ヘッダーやフッターに、章や節のタイトルのようなテキストまたは段落の自動番号が
含まれている場合、このヘッダーやフッターには、その段落を参照するヘッダー /フ
ッター変数が含まれています。これを設定するには、その段落のタグを決定します。

5) 番号やテキストオプションなどのカスタム文書の属性を定義して、表示オプション
を指定します。
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テキスト書式のデザイン

ページレイアウトをデザインしたら、テキストの書式を定義します。

• 他のコンピューターで文書を開いたりプリントしたりする場合は、一般的に使用さ
れるフォントを選びます。

• 段落書式はテキスト書式の基本になるので、文字書式の前に段落書式を設定します。

• 文字書式を作成する場合は、文字書式ウィンドウのオプションをすべて「そのまま」
に設定してから、変更する設定だけを指定します。これで、この文字書式はどの段
落書式でも使用できます。

• タグには、テキストの外見ではなく、用途を表す名前を付けます。例えば、テキス
トを強調する書式の名前を「太字」ではなく「強調」にします。そうすると、強調
テキストのスタイルを斜体に変更した場合に、テキストにタグを付け直す代わりに
「強調」書式の定義を変更するだけで済みます。

• また、わかりやすい名前を使用します。例えば、番号リストの書式には、「 st1 」
や「stn」ではなく、「手順1」や「次手順」という名前を付けます。または、キー
ボードを使用して段落のタグや文字のタグを適用するときは、タグに「st1手順1」
や「 stn次手順」という名前を付けます。このように名前を付けておくと、タグや
説明をキーボードから簡単に入力できます。

• テンプレートで自動番号の系列を複数使用する場合は、それぞれの自動番号の書式
に系列ラベルを追加します。例えば、手順の自動番号は「S:<n+>」（S:は系列ラ
ベル）と定義します。

• 段落書式では、「間隔」セクションの「段落の前」または「段落の後」を使用して
段落の間隔を統一します（段落の間隔では、「段落の前」と「段落の後」のうちで
大きいほうの値が適用されます）。

グラフィック、枠、表の統一

文書にグラフィック、枠または表が含まれる場合は、次のガイドラインを参考にして、
テンプレートを統一してください。

• 標準アイテムはまとめてリファレンスページ上に配置します。ここには、注意や警
告に付けるシンボルや、高さと幅を標準サイズに設定したアンカー枠のように、ユ
ーザーが頻繁に使用するグラフィックを含めます。ユーザーは、必要に応じてこれ
らのアイテムをコピーおよびペーストできます。
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• グラフィックの周りの間隔を一定に保つには、アンカー枠の段落書式を作成しま
す。例えば、「枠」という名前の段落書式を作成して、「段落の後」を「20 pt」、
「行間」を「0」に設定します。これで、「枠」タグが付いた空白の段落内にそれ
ぞれの枠をアンカーできます。また、セルが1つしかない表を作成して、表の中に
グラフィックを配置し、タイトル部分にキャプションを挿入することもできます。

• グラフィックのキャプションにテキスト枠を使用する場合は、キャプション用の段
落書式を作成します。また、キャプションにテキスト行を使用する場合は、文字書
式を作成します。（テキスト行に段落書式を適用することはできません）。

• カラーモデルを選択して、必要に応じてカラーとカラー表示の定義を変更します。

• 標準の表書式を作成します。表で使用するように設定した属性の一部は、別の文書
内に取り込むことができません。実際の表に含まれるテキストの幅などの属性は一
定ではないので、表の設定方法にかかわらず、一部の属性を調整する必要がありま
す。ここで書式を設定する表は、作成する表の基礎として使用します。

番号の設定

新しい文書のページ番号は「1から再開」に設定されます。ブック内の連続ページ番号
のためのテンプレートを作成するときは、テンプレート内のページ番号を「ブック内の
前ページから番号を続ける」に設定することができます。また、章番号も「ブック内の
前ファイルから番号を続ける」に設定することができます。

特殊テキストとフォントを定義する

特殊テキストアイテムを設定するには、次のような作業を行います。

• 脚注番号のスタイルや書式などの脚注属性を選択します。

• 相互参照の書式を定義します。相互参照書式は、できるだけ統一してください。例
えば、相互参照に「参照」というテキストを含める場合は、これを書式の定義に含
めます。

• 製品名や文書名など、プロジェクトの進行中に変更する可能性があるアイテム用に、
ユーザー変数を定義します。

• コンディショナルタグ、コンディションの表示方法、コンディショナルタグの表示
設定を定義します。

• 特別な索引を作成する必要がある場合は、マーカーの種類を定義します。
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• 文書中で数式を使用する場合は、数式のサイズとフォントを定義します。

• 文書に日本語テキストが含まれる場合は、使用する合成フォントを定義して、ルビ
の属性を設定します。

HTMLオプションを設定する

テンプレートを基に作成する文書をHTMLに変換する場合は、文書の変換方法を定義す
るマッピングと変換マクロを設定する必要があります。

• FrameMakerの段落書式と文字書式からHTMLタグへのマッピングを設定します。

• 相互参照書式をオンライン文書に適した書式に変換する変換マクロを作成します。

• その他に必要な変換マクロ（新しいすべての Web ページの上部にロゴを配置し
たり、HTML文書のタイトルを定義するマクロなど）を作成したりします。

生成ファイルのテンプレートを作成する

目次や索引などの生成ファイルを生成するときに、ソース文書やソースブックファイル
を含むフォルダー内に生成ファイルと同じ名前のファイルがある場合は、既存ファイル
の書式を使用します。既存ファイルから書式を取り込むので、既存ファイルが新しい生
成ファイルのテンプレートとしての機能を果たします。これを利用して、ページレイア
ウト、段落書式、文字書式およびリファレンスページ上の書式情報を含む生成ファイル
のテンプレートを作成します。

テンプレートから書式を取り込んで、生成ファイルの書式を更新することもできます。
ただし、書式の設定をすべて確認するには、書式を取り込んだ後にファイルを生成する
必要があります。

1) 目次や索引などの生成ファイルのソース文書やソースブックファイルを開きます。

2) ファイルを生成します。

3) 生成ファイルの書式を設定します。このファイルがテンプレートになります。

4) 生成ファイルを保存します。生成ファイルのテンプレートは、新しい生成ファイル
の作成に使用する文書やブックファイルのあるフォルダー内に保存します。

関連するリンク :
テンプレートまたは文書から書式を取り込む
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コンディショナルタグ設定を変更するテンプレートを作成する

ブック内のコンディショナル文書の表示を頻繁に変更する場合は、それぞれの表示で使
用するテンプレートを作成すると便利です。これで、該当するテンプレートからコンデ
ィショナルタグ設定をブックファイル内に取り込んで、ブック内の全ファイルの表示を
一度に変更することができます。

コンディショナルタグを含む1つの文書の表示を変更する場合は、文書の表示設定を変
更するほうが簡単です。

1) すべてのコンディションとコンディショナルタグを表示するように設定したコンデ
ィショナル文書の基本テンプレートを作成します。文書を編集する前に、このテン
プレートからコンディショナルタグ設定を取り込みます。

2) 表示するコンディションを組み合わせたテンプレートをそれぞれ作成します。これらの
テンプレートを使用して文書の特定のバージョンを表示またはプリントします。また、
テンプレートを使用して、特定の表示に特有な変数定義を変更することもできます。

白紙ページや空白のテキストファイルのテンプレートを変更する

白紙ページのカスタムテンプレートを変更して、必要な書式を含めることができます。
このテンプレートには、ページレイアウトを除いて、他のテンプレートと同じ情報を含
めることができます。マスターページレイアウトやコラム数および余白設定は、白紙の
文書を作成するときに指定します。

また、テキストファイルを開くときに使用するカスタムテンプレートも変更できます。

注 :白紙文書を作成するときやテキストファイルを開くときに使用するファイル名
を変更できます。

白紙ページのテンプレートを変更する

1) 文書を変更して、必要な書式や設定を含めます。既存のマスターページは空白にし
ておきます。カスタムマスターページも作成しません。

2) 片面の文書でも、左右両方のマスターページからテキスト枠をすべて削除します
（片面の文書では、書式／ページレイアウト／ページ設定を選択し、「見開き」を
選択してから「設定」をクリックします。次に、マスターページのテキスト枠を選
んで削除します）。
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3) スペシャル／ページを削除を選択して、ボディページをすべて削除します。

4) FrameMakerの fminitフォルダー内に「Custom」という名前で文書を保存します
（フォルダーまたはデスクトップの状況依存メニューで新規作成／Adobe
FrameMaker文書を選択するときは、Shellnew.fmファイルが使用されます）。

テキストファイルのテンプレートを変更する

1) 文書を変更して、必要な書式や設定を含めます。例えば、ヘッダーとフッター、
段落カタログおよびマスターページグラフィックなどを設定できます。

2) ボディページ上のテキストをすべて削除します。

3) 1ページ上の空白のテキスト枠内をクリックして、すべてのテキストに適用する段落
書式のタグを付けます。初期設定のテンプレートでは、「本文」段落書式が使用さ
れます。

4) FrameMakerの fminitフォルダー内に「 txttmplt」という名前で文書を保存します。

テンプレートまたは文書から書式を取り込む

段落書式や表書式、変数定義などの属性は、別の文書（通常はテンプレート）から取り
込むことができます。また、段落カタログに保存されていない段落書式の変更のような
文書中の書式変更を保持したり削除したりすることもできます。

書式を取り込む

1) 取り込む書式が含まれている文書を開きます。

2) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、更新する文書を選択します。

3) 更新する文書またはブックで、ファイル／取り込み／書式を選択します。

4) 次のいずれかの操作を行います。

• 他の文書から書式を取り込む場合は、取り込み元の文書ポップアップメニュー
でソース文書を選択します。ポップアップメニューには、開いている保存済み
の文書がすべてリストされます。

• 現在の文書の書式をもう一度適用する場合は、取り込み元の文書ポップアップ
メニューで「現在の文書」を選択します。
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5) 「取り込み / 更新」セクションで、現在の文書に適用するオプションを選択します。
初期設定では、すべてのオプションが選択されています。オプションをすべて一度
に選択解除または選択するには、「すべてを選択解除」または「すべてを選択」を
クリックします。変数定義や相互参照書式、数式定義の更新時に、これらのアイテ
ムのいずれかに文字書式が使用されている場合は、「文字書式」も選択して文書に
追加します。

6) それぞれの書式に適用した変更でカタログに保存されていないものを削除する場合
は、次の操作を行います。

• 段落カタログ書式で設定していない改ページを削除する場合は、「強制改ペ
ージ」を選択します。

• 段落、文字、ページレイアウトおよび表の書式変更を削除する場合は、「その
他の書式 /レイアウトの変更」を選択します。

7) 「取り込み」をクリックします。

関連するリンク :
レイアウトの変更について

設定の取り込みと更新について

テンプレートから書式情報を取り込むと、その書式情報は文書内の書式情報と併合され
ます。元の情報を完全に置き換えるわけではありません。例えば、段落書式を取り込む
と、この書式が文書の段落カタログに追加されます。両方の文書に同じ名前の書式があ
る場合は、取り込んだ書式で元の書式が上書きされます。上書きされない書式は、すべ
て文書中に残ります。

注 :書式名では大文字と小文字が区別されるので、「Body」と「body」は異なる
書式として見なされます。

段落書式

テンプレートの段落カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて文書に
適用されます。テンプレート中のPDFのしおり設定も文書中にコピーされます。

文字書式

テンプレートの文字カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて文書に
適用されます。



ページレイアウトとテンプレート

168

ページレイアウト

テンプレートのマスターページが文書に追加され、マスターページの変更がボディ
ページに適用されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のマスターページが
ある場合は、テンプレートのマスターページで文書のマスターページが上書きされ
ます。改訂バーの属性、用紙サイズダイアログボックスおよびページダイアログボ
ックスのすべての設定、表示オプションダイアログボックスの大半の設定がコピー
されます。

表書式

テンプレートの表カタログと罫線スタイルが文書に追加され、カタログ内の書式が
すべて文書に適用されます。

カラー定義

テンプレートのカラー定義とカラー表示が文書に追加されます。

文書の属性

テンプレートのカスタムマーカーの種類および脚注の属性、番号属性ダイアログボ
ックスの巻、章、ページ、段落、脚注、および表脚注の番号のスタイル、テキスト
オプションダイアログボックス内の「改行前に使用可能な文字」設定に含まれる文
字、行のレイアウトダイアログボックスの「フェザリング」の設定が文書に追加さ
れます。PDFのしおり以外の設定も文書に追加されます。また、日本語システムを
使用している場合は、ルビ設定および組版ルールも文書に追加されます。

リファレンスページ

テンプレートのリファレンスページは、FrameMathリファレンスページ以外のす
べてが文書に追加されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のリファレンス
ページがある場合は、テンプレートのリファレンスページで文書のリファレンスペ
ージが上書きされます。FrameMathリファレンスページを取り込むには、「数式
定義」を選択します。

変数定義

テンプレートの変数定義が文書に追加されます。

相互参照書式

テンプレートの相互参照書式が文書に追加され、文書内の相互参照は更新されます。
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コンディショナルタグの設定

テンプレートのコンディショナルタグおよび表示設定が文書に追加され、コンディ
ショナルタグに適用されます。

数式の定義

テンプレートの数式のサイズとフォント設定、カスタム数式エレメント定義および
FrameMathリファレンスページが文書に追加されます。リファレンスページを追
加するときに文書中のカスタム数式エレメントが削除された場合は、これらの数式
エレメントが、疑問符（ ?）で囲まれたエレメント名で置き換えられます。

合成フォント

日本語システムを使用している場合は、和文フォントと欧文フォントの合成フォン
トが文書に追加され、合成フォントを使用しているテキストに適用されます。
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内容の編集

FrameMakerはコンテンツを作成する様々なオプションが利用できます。テキストのほ
かに、グラフィック、画像、表およびリンクを文書で追加できます。複雑な数式やQR
コードを含めることもできます。

テキストと特殊文字

オーサリング環境として、FrameMakerはテキスト（特殊文字を含む）を文書に簡単に
追加できるツールを提供します。テキストが文字や数字などの標準文字のみから構成さ
れている場合でも、タブ、ビュレット記号、数学記号を入力できます。

テキストと特殊文字を入力する

挿入ポイントは、テキストの入力または編集を行う場所を示します。挿入ポイントの位
置により、段落書式コマンドを適用する段落が決まります。

スペシャルメニューから相互参照、脚注、変数およびマーカーなどの特殊テキストアイ
テムも挿入できます。相互参照、変数またはテキストインセットなどの特殊なテキスト
アイテムは、クリックするとアイテム全体が選択されます。

テキスト内や横に挿入ポイントを置けない場合は、次のような理由が考えられます。

• テキストがマスターページ上に入力されたバックグラウンド用テキストである可能
性があります。この場合は、そのテキストを含むマスターページを表示して、その
ページ上のテキストに挿入ポイントを配置してください。

• テキストは段落の自動番号、相互参照、ヘッダーやフッターのように自動的に生成
されました。

関連するリンク :
タブ位置を変更する

検索
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特殊文字

標準文字以外にも、ビュレット、ハイフン、固定幅スペース、数学記号、外国語文字、
他の特殊文字などを入力できます。

注 :FrameMakerでは、文字（ALT）シーケンスはDingbatsとSymbolフォントに
は適用されません。これらのフォント用のコードページ1252に該当するUnicodeが
デフォルトで用意されているからです。文字（ALT）シーケンスはMakerRoman
フォントファミリーにのみ適用されます。

SymbolおよびZapf Dingbatsフォントに含まれる文字のリストと標準文字セットに含ま
れるアクセント記号のリスト、ユーロ通貨記号について詳しくは、オンラインマニュア
ルの『FrameMakerの文字セット』を参照してください。

ダイアログボックスでは、一部の特殊文字の入力方法や表示方法が異なります。
Windowsでは、円記号（ \）に続けて文字シーケンスを入力します。これらのシーケン
スについては、ダイアログボックスを参照してください。

タブ

Tabキーを押すたびに、テキストにタブ記号（）が埋め込まれます。この記号はプリン
ト時には表示されず、制御記号が表示される画面に表示されます。

現在の段落にタブ設定がある場合は、Tabキーを押すたびに、挿入ポイントとテキスト
が次のタブ位置へ1つずつ移動します。タブ設定がない場合は、Tabキーを押しても挿入
ポイントとテキストは移動しません。Tabキーを押す回数がタブ設定の数を超えると、
タブ記号が重なって表示されます。段落に後からタブ位置を追加すると、タブ設定の位
置にテキストが正しく配置されます。

FrameMakerでは、相対的ではなく絶対的なタブ設定が使用されます。相対タブの場合
は、Tabキーを押すたびに挿入ポイントが次のタブ位置に移動します。絶対タブの場合
は、Tabキーを行でn回押すと、挿入ポイントはn個目のタブ位置に移動します。タブ設
定の位置が挿入ポイントの左側にある場合、挿入ポイントは移動しません。

特殊スペース

スペースバーを押すと、相対スペース（スペースの隣にある文字によって幅が決定する
スペース）が挿入されます。また、固定幅の特殊スペースを挿入して、2つの単語の間
隔を広げることもできます。単語間に特殊スペースを挿入すると、その2つの単語は常
に同じ行に配置されます。
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次のような特殊スペースを使用できます。

• emスペースの幅は、使用するフォントのポイントサイズと同じです。例えば、10–pt
のフォントを使用している場合は、 emスペースの幅も10 ptになります。

• enスペースの幅は、 emスペースの半分です。

• 特殊スペースの幅は、フォントのゼロ（ 0 ）文字の幅と同じです。通常、数字の幅
はすべて同じです。このスペースは、タブを使用せずに列で数値を揃える場合に便
利です。

• 極細スペースの幅は、emスペースの12分の1です。数字と単位の間や、「/)」のよう
にスペースがないと詰まって見える文字の間などにも極細スペースが使用されます。

• 非分離スペースの幅は、フォントの初期設定のスペースと同じです。

スペースの自動調節の選択中は、同じ行に複数の相対スペースを入力することはできま
せん。ただし、複数の固定幅のスペースは入力できます。

引用符の自動調節

引用符の自動調節の選択中に、、 、または  キーを押すと常に左または右の曲線引用
符に変換されます。直線引用符を使用する場合は、引用符の自動調節を解除します。

引用符の自動調節は、ダイアログボックス内のテキストには適用されません。ダイアロ
グボックスでの引用符およびアポストロフィの入力方法は、オンラインマニュアルの『
FrameMakerの文字セット』を参照してください。

1) 自動調整を設定するには、ブックウィンドウで対象の文書を選択します。

2) 書式／文書／テキストオプションを選択します。

3) 「スペースの自動調節」または「引用符の自動調節」オプションを変更し、「適用」
をクリックします。

ヒント :「引用符の自動調節」を選択しても、文書に既に存在する引用符は置換さ
れません。直線引用符とアポストロフィを検索して曲線型のものに置き換える場合
は、スペルチェックまたは「検索・置換」コマンドを使用します。
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テキストをコピー、移動、削除する

ペーストしたテキストの文字書式属性は保持されます。ペーストしたテキストに段落記
号（ ）が含まれている場合は、各段落に関連する段落書式もペーストされます。段落記
号が含まれていない場合は、ペースト先の段落の段落書式がペーストしたテキストに適
用されます。

クリップボードを使用せずにテキストをすばやくコピーすることもできます。ただし、
この方法は、元のテキストと新しい位置が表示されており、同じ文書内にある場合に限
られます。文書間でテキストをコピーおよびペーストするには、クリップボードを使用
する必要があります。

注 :新しい文書にペーストされたテキストは、元の文書の文字や段落のタグが適用
された状態のままです。テキストのタグが現在の文書に対応しない場合は、ペース
トしたテキスト内にカーソルを移動すると、ステータスバーのそのタグ名の横にア
スタリスクが表示されます。

1) クリップボードを使用せずにテキストをコピーするには、コピーするテキストの挿入
先に挿入ポイントを置き、Altキーを押しながら、コピーするテキストを選択します。

テキストのドラッグ＆ドロップ

FrameMakerでは、テキストをドラッグ＆ドロップすることができます。テキストのド
ラッグ＆ドロップは、複数のFrameMaker文書間や、ドラッグ＆ドロップ機能をサポー
トしている他のアプリケーションとの間で行えます。

さらに、FrameMakerではエレメントをドラッグ＆ドロップすることもできます

• エレメントをコピーするには、 CTRLキーを押しながらエレメントを新しい場所に
ドロップします。

• ドロップできない場所にエレメントをドロップしようとすると、カーソルが「？」
に変わり、その場所は無効であることが示されます。

表の行や列をドラッグ＆ドロップすることもできます。

• 表内で、行全体または列全体を移動するには、行または列を選択してから、ALTキ
ーを押しながらそれを別の場所にドロップします。

• 表内で、行全体または列全体をコピーするには、行または列を選択してから、
CTRLキーとALTキーを押しながらそれを別の場所にドロップします。
注 : ALTキーを押さないで列または行をドラッグした場合は、列または行のコンテ
ンツのみがコピーされます。
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ファイルの取り込みとリンク

Adobe FrameMakerには、別のソースからコンテンツを読み込んで、リンクする各種の
オプションがあります。

取り込みとリンクの方法

他のAdobe FrameMaker文書、別のアプリケーションで作成した文書、テキストファイ
ルおよびグラフィックファイルを取り込むことができます。また、SWFファイルおよび
3DオブジェクトをFrameMaker文書に取り込むこともできます。取り込まれたオブジェ
クトを文書に簡単にコピーすることも可能です。さらに、参照によって取り込む場合な
どに、ソースと連動して簡単に更新できるようリンクを作成することもできます。

関連するリンク :
テキストを取り込む

グラフィックを取り込む

オブジェクトを埋め込む

クリップボードを使用する

テキストやグラフィックを取り込む最も簡単な方法は、クリップボードを使用してコピー
＆ペーストすることです。この方法を使用するときは、次のことに留意してください。

1) コピーするオブジェクトまたはテキストを選択し、編集／コピーを選択します。
内容がクリップボードにコピーされます。

2) 内容をペーストする文書に挿入ポイントを配置し、編集／ペーストを選択します。

この方法を使用するときは、次のことに留意してください。

• タブ区切りテキストを表に変換するには、表／表に変換コマンドを使用できます。

• 別のFrameMaker文書にペーストする場合を除き、テキストの書式は失われます。

• 編集／特殊ペーストを選択すると、さらにオプションが表示されます。例えば、テ
キストをRTF形式でペーストしたり、または埋め込みのMicrosoft Word文書とし
てペーストしたりできます。FrameMakerの書式を適用する場合は、クリップボー
ドの内容をテキストとしてペーストしてください。グラフィックの場合は、クリッ
プボードの内容を、埋め込みビットマップ、デバイス非依存のビットマップ、また
はメタファイルとしてペーストできます。
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• FrameMaker文書に特定の方向（ LTRまたはRTL）のテキストをコピー&ペース
トする場合は、ペースト先（文書、表、または段落）のテキストの方向が同じ方向
に設定されていることを確認する必要があります。

ドラッグ＆ドロップの使用

取り込みおよび書き出しの操作は、オブジェクトを新しい場所へドラッグすることがで
きる場合には、非常に簡単になります。

FrameMakerでは、次のようなドラッグ＆ドロップの操作がサポートされています。

• グラフィックを開いている FrameMakerドキュメントウィンドウから別の場所にド
ラッグして、移動します。Ctrlキーを押しながらドラッグしてコピーしたり、また
は右マウスボタンを押しながらドラッグしてドロップしてコンテキスト（ショート
カット）メニューを表示したりすることもできます。

• FrameMaker のドキュメントウィンドウと、ドラッグ＆ドロップ操作をサポートし
ている他のアプリケーションの間で、グラフィックをドラッグします。

• フォルダーまたはデスクトップからグラフィックファイルを、開いているドキュメ
ントウィンドウにドラッグします。

• 1 つ以上の文書ファイルをアプリケーションウィンドウにドラッグして文書ファイ
ルを開くか、または1つのファイルをドキュメントウィンドウにドラッグしてその
ファイルを埋め込むことができます。

ファイル／取り込み／ファイルコマンドを使用する

ファイル／読み込み／ファイルコマンドを使用してコンテンツを読み込むことができる
2つの方法があります。

コピーで取り込む

コピーして取り込むと、ある場所から別の場所へ内容を簡単に移動できますが、文書サ
イズが大きくなります。さらに、ソースの内容を変更した場合は、再度取り込んで文書
を最新バージョンに更新する必要があります。

1) ファイル／取り込み／ファイルを選択し、コピーするファイルを選択し、「文書内
にコピー」を選択します。
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参照して読み込む

参照による取り込みでは、取り込んだテキストやグラフィックはソースファイルへのリ
ンクが保持されます。FrameMakerでは、ソースファイルへのパスが文書内に保持され
ます。文書を開くたびに、FrameMakerはそのファイルをディスク上で探して表示しま
す。ソースファイルが改訂された場合、文書は最新バージョンに更新されます。参照し
て取り込むと、取り込まれた画像やテキストの内容をFrameMaker文書内に保存するこ
となく、様々な場所にある同じ内容を使用できるので、合計のファイルサイズを小さく
することができます。参照によって取り込まれたテキストはテキストインセットと呼ば
れています。

1) ファイル／取り込み／ファイルを選択し、コピーするファイルを選択し、「参照し
て読み込む」を選択します。

参照による取り込み時のパスの保持の詳細については、参照して取り込む場合のパスの
使用を参照してください。

ファイル／取り込み／オブジェクトコマンドを使用する

OLEを使用する主な利点は、FrameMaker以外のプログラムで作成したデータをビジュア
ル表示できることです。ファイル／取り込み／オブジェクトオプションは、取り込んだオ
ブジェクトをその作成に使用したプログラムに関連付けるので、元のソフトウェアでオブ
ジェクトを編集することができます。例えば、Microsoft Excelを使用して作成した円グラ
フをFrameMaker文書に挿入することができます。挿入したオブジェクトをダブルクリッ
クするたびに、FrameMakerは編集用にMicrosoft Excelでオブジェクトを開きます。

注 : コンピューターに元のソフトウェアがインストールされていないオブジェクト
を埋め込んだり、リンクしたりすることはできません。例えば、ファイル／取り込
み／オブジェクトでPhotoshopの画像を埋め込んだ文書を開く場合、この画像を編
集するにはコンピューターにPhotoshopがインストールされている必要があります。

テキストやグラフィックを参照して取り込むか、OLEを使用してテキストやグラフィック
を埋め込んだりリンクしたりするかを決定する際には、以下の事項を検討してください。

• 含めるアイテムが別の FrameMaker文書で作成されたものである場合は、「参照し
て読み込む」を使用します。この場合には、多数の取り込みオプションが用意され
ています。

• 文書内のファイルの完全な内容を表示する代わりに、リンクされたファイルをアイ
コンで表す場合には、OLEリンクを使用します。
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• 含めるアイテムがFrameMakerで開けない書式である場合は、OLEを使用します。

• 複数のプラットフォームで文書を編集したり表示したりする場合は、「参照して読
み込む」を使用します。OLEはWindowsのみで動作します。

• 含めるテキストやグラフィックがOLEをサポートしていないアプリケーションで作
成されたものである場合は、「参照して読み込む」を使用します。

参照して取り込む場合のパスの使用

ファイル／取り込み／ファイルを選択し、参照して読み込むと、テキストやグラフィッ
クのパスは絶対または相対パスのいずれかになります。相対パスは現在のフォルダーま
たは1つ上の階層のフォルダーから始まり、その場所からファイルの位置を指定します。
絶対パスはファイルシステムのルート（最上階層のフォルダー）から始まり、その場所
からファイルの位置を完全に指定します。次に、絶対パスの2つの例を示します。
• d:\Graphics\Mountain.gif
• \\DocServer\Graphics\Mountain.gif

FrameMakerでは、同じ相対位置を保ったまま、文書とソースファイルの両方を移動し
た場合にも取り込んだファイルを検索できるように、可能な限り相対パスが保存されて
います。別のフォルダーに文書を保存すると、それに応じて取り込んだファイルのパス
が調整されます。ただし、取り込んだファイルのパスがファイルシステムのルート（最上
階層のフォルダ）を横断する場合には、ルートから始まる絶対パスが使用されます。

FrameMaker相対パスを確実に使用するには、ルートを横断してファイルを検索する必
要がないことを確認します。

テキストを取り込む

ファイル／取り込み／ファイルコマンドを使用すると、すべてのプラットフォームでテ
キストを取り込むことができます。この方法は、クリップボードを使用するよりも柔軟
性があります。

ただし、1つのプラットフォームで作業している場合、プラットフォーム固有の手法を
使用することがあります。詳しくは、オブジェクトを埋め込む。

取り込むテキストの書式を設定したり、しなかったりすることができます。書式設定され
ていないテキストには、フォント、インデント、行間、自動番号などの情報がなく、単語
のみが含まれています。書式設定されたテキストには、3種類の情報が含まれています。
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書式設定されているテキストを取り込む

以下のソースから書式設定されたテキストをFrameMaker文書に取り込むことができます。

• 同じ文書の別の部分からのテキストフロー

• 別のFrameMaker文書からのテキストフロー

• MIF（変換書式）ファイルである別のFrameMaker文書からのテキストフロー

• フィルターがインストールされているMicrosoft Wordなどの他のアプリケーショ
ンで作成したファイル

別のFrameMaker文書からテキストを取り込む場合、相互参照、脚注、変数、マーカー、
表およびアンカー枠も取り込めます。さらに、フロー内のコンディショナルタグも取り
込めます。別のアプリケーションからテキストを取り込むと、別のアプリケーションの
機能および使用されているフィルターによっては、これらの特殊なアイテムの一部が取
り込まれる可能性があります。

1) テキストを挿入する場所をクリックし、ファイル／取り込み／ファイルを選択します。

2) 取り込むフローおよび取り込み方法を含むファイルを指定します。

3) 「取り込み」をクリックします。

4) 不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示されたら、ファイルの種類を選択
して「変換」をクリックします。次に表示されるダイアログボックスは、手順2で選
択した取り込み方法によって決まります。参照してテキストフローを取り込むダイ
アログボックスには、取り込むフローの更新方法を指定する設定が含まれています。
ボディページフローまたはリファレンスページフローを選択します。通常、テキス
トはボディページから取り込みます。リファレンスページには、ボディページで使
用するボイラープレート用のテキストまたはグラフィックを含むことができます。

5) 次のいずれかの操作を行って、取り込むテキストの書式を設定する方法を指定します。

• タグが一致するたびに取り込むテキストに現在の文書の書式を適用するには、
「現在の書式に変更」をクリックします。タグが一致しない場合、取り込むテ
キストの書式設定は影響を受けません。通常は、取り込むテキストが同じタグ
を持つ現在の文書のテキストのように表示されるように、強制改ページおよび
その他の書式変更（フォント属性やタブ設定など）を削除するオプションも選
択します。
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• 取り込むテキストから書式設定を削除して、挿入ポイントの位置で使用する文
字および段落の書式設定を適用するには、「標準テキスト形式に変更」をクリ
ックします（表またはアンカー枠内のテキストでは、ソース文書で設定されて
いた書式が保持されます）。

• ソース文書の書式設定を保持するには、「元の書式を保持」をクリックします。
取り込むテキストの書式は、現在の文書の書式カタログには追加されません。
後で現在の文書の書式を変更する場合、現在の文書と取り込むテキストのタグ
が一致する場合でも、取り込むテキストの書式は影響を受けません。

6) 参照してテキストを取り込んでいる場合には、次のいずれかの操作を行って、テキ
ストインセットの更新方法を指定します。

• 文書を開くたびにテキストインセットを更新するには、「自動」をクリックし
ます。

• 指定した場合のみ更新するには、「手動」をクリックします。

7) 「取り込み」をクリックします。テキストは参照して取り込むと、テキストインセッ
トとして表示されます（テキストインセットはソース文書にリンクされているので、
ソース文書外では編集できません）。

書式設定されていないテキストを取り込む

書式設定されていないテキストファイルからテキストを取り込む場合には、コピーによ
って取り込むか、参照によって取り込むかを指定し、テキストファイル内の行の処理方
法を指定します。取り込むテキストには、挿入ポイントの位置で使用されている文字お
よび段落の書式設定が採用されます。

1) テキストを挿入する挿入ポイントを配置し、ファイル／取り込み／ファイルを選択
します。

2) 取り込むテキストファイルおよび取り込み方法を指定します。

3) 「取り込み」をクリックします。表示されるテキストボックスは、選択した取り込
み方法（「参照して読み込む」または「文書内にコピー」）によって異なります。

4) 次のいずれかの操作を行って、取り込むテキストの書式を処理する方法を指定し
ます。

• 空白行のある位置でテキストを段落に分割する場合は、「各行末で改行しない」
をクリックします。このオプションは、文書テキストを含むファイルのように、
段落を重視するテキストファイルで使用します。
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• 各行末でテキストを段落に分割する場合は、「各行末で改行」をクリックし
ます。このオプションは、コンピューターコードを含むファイルのように、
行を重視するテキストファイルで使用します。

• 取り込んだテキストを表に変換するには、「表に変換」をクリックします。表書
式とその他の設定を指定します。このオプションは、データベースプログラムか
ら出力されたテキストなど、区切りテキストを含むファイルのみで使用します。

5) 参照してテキストを取り込んでいる場合には、次のいずれかの操作を行って、テキ
ストインセットの更新方法を指定します。

• 文書を開くたびにテキストインセットを更新するには、「自動」をクリックし
ます。

• 指定した場合のみ更新するには、「手動」をクリックします。

6) 必要に応じて、エンコード形式ポップアップメニューから文字のエンコード形式を
選択します。事前に選択されているエンコード形式が不適切であることが分かって
いる場合のみ、この操作を行います。不適切なエンコード形式を強制すると、文字
の置換が行われ、一部の文字が疑問符で表示されることがあります。

7) 「取り込み」をクリックします。テキストは参照して取り込むと、テキストインセ
ットとして表示されます

グラフィックを取り込む

Adobe® Photoshop®、JPEG 2000、SVGおよびAdobe® Illustrator®ファイルをFrameMaker
に取り込むことができます。グラフィックの読み込み」コマンドを使用して、ファイル /
読み込み /ファイルまたは Insert（挿入） /Image（画像）。

グラフィックは、アンカーグラフィック枠またはアンカーのないグラフィック枠の中、
境界線ボックスとして機能する長方形の中または直接ページ上に取り込むことができま
す。長い文書やHTML変換用の文書内のグラフィックのように、文書を編集しながらテ
キストと一緒にグラフィックを移動する場合は、グラフィックをアンカー枠の中に取り
込みます。レターヘッド上のロゴなどのように、グラフィックを配置する場所に固定す
る場合は、ページ上に取り込んで必要な場所に配置します。

グラフィックを取り込むときに、グラフィックの書式に基づいて取り込みフィルターを
指定することができます。ビットマップ画像を取り込む場合は、1インチあたりのドッ
ト数（dpi）で解像度も指定します。dpiの値が大きくなると、ページ上のグラフィック
のサイズは小さくなります。
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文書に画像をコピーするか、参照によってコピーする場合、グラフィックを取り込む
HTTPパスを指定することができます。HTTPパスは、XMLラウンドトリップに保持さ
れます。

グラフィックはまた、Windowsエクスプローラーから文書にドラッグ＆ドロップして取
り込むこともできます。画像はアンカー枠内に追加されます。構造化文書の場合には、
関連の画像エレメントは挿入された画像に適用されます。

関連するリンク :
参照して取り込む場合のパスの使用

グラフィックを取り込む

1) 次のいずれかの操作を行って、グラフィックの位置を指定します。

• グラフィック枠に取り込んだグラフィックを配置するには、既存の枠を選択す
るか、テキスト枠内に挿入ポイントを置きます。

• 取り込んだグラフィックをページ上に直接配置するには、ページの余白部分を
クリックします。

• 作成した長方形を使用して取り込んだビットマップグラフィックのサイズを定
義するには、既存の長方形を選択するか、作成します（アンカー枠またはアン
カーのない枠を選択しないでください）。取り込み時に「選択枠に合わせる」
オプションが選択されている場合、長方形はグラフィックで上書きされます。
ただし、グラフィックの縦横比は変更されません。

• 既存のグラフィックを上書きするには、そのグラフィックを選択します。

2) ファイル／取り込み／ファイルを選択します。

または ,

挿入／画像を選択します。

3) 取り込むグラフィックファイルを選択するか、取り込むグラフィックファイルの
HTTPパスと取り込み方法を指定します。

4) 「取り込み」をクリックします。

注 : 画像を置き換えると、置換を参照します。コメントの追加は、 Insert（挿入） /
Image（画像）を選択した場合は、読み込みの代わりにインサートボタンが表示さ
れます。
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5) 不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示されたら、スクロールリストでフ
ァイルの種類を選択して「変換」をクリックします。

6) 読み込みのグラフィックの拡大縮小時のダイアログボックスが表示された場合は、
選択された長方形を選択して、 [Populate収まるようスケーリングオプションかを
選択します。

ヒント :最良の印刷結果を得るには、使用するプリンターまたは組版の解像度で割
り切れる（または小さな剰余のみが残る）dpi値を選択します。最良の画面表示を
得るには、画面の解像度で割り切れるdpi値を選択します（通常、Windows画面の
解像度は96dpiです）。

関連するリンク :
取り込みとリンクの方法

取り込んだグラフィックのサイズを変更する

オブジェクトを埋め込む

JPEG 2000ファイルを取り込む

FrameMakerでは、 JPEG画像圧縮形式のバージョンである JPEG 2000がサポートされ
ます。

JPEG 2000ファイルを取り込むときは、フィルターによって、サポートされているカラ
ーモード（RGB、CMYK、グレースケールおよびLab）が変換され、インデックスな
どサポートされていないモードは削除されます。このフィルターでは、チャネルあたり
16ビットの画像はサポートされません。

1) ファイル/読み込み/ファイルまたはInsert（挿入）/Image（画像）を選択します。

2) 取り込むファイルを指定し、「参照して読み込む」または「文書内にコピー」を選
択します。

3) 「取り込み」をクリックします。不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示
されたら、「 JPC、 J2C、 JPX、 JPF、 J2Kまたは JP2」を選択し、「変換」をク
リックします。
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SVG画像を取り込む

Scalable Vector Graphic（SVG）を取り込むときに、SVGを取り込むダイアログボッ
クスで、画像のラスター品質を選択できます。ラスター品質が向上すると、印刷または
PDFバージョンの画質が鮮明になります。ただし、ラスター化が進むと、画像のファイ
ルサイズが大きくなり、取り込み時間が長くなります。

FrameMakerでは、Encapsulated PostScript（EPS）を使用して、画像をベクターグラフ
ィックとして描画し、Scalable Vector Graphic（SVG）画像をPostScriptプリンターでプ
リントします。PostScript以外のプリンターでは、FrameImage形式が使用されます。

さらに、SVG画像を含む文書からPDFファイルを作成すると、画像はベクターとして表
示され、Acrobatでの外観が向上します。また、ピクセレーションを発生させることな
くズームインすることができます。

注 :埋め込みSVG画像のアニメーションは、FrameMakerでは機能しません。

1) ファイル/読み込み/ファイルまたはInsert（挿入）/Image（画像）を選択します。

2) 「取り込み」をクリックします。

3) 取り込むファイルを指定し、「参照して読み込む」または「文書内にコピー」を選
択します。

4) 「取り込み」をクリックします。

5) SVGを取り込むダイアログボックスで、ラスター品質を指定します。

6) 初期設定のサイズと異なる場合は、画像のサイズを指定します（このダイアログボ
ックスで縦横比を固定した拡大・縮小はできません）。

7) 「設定」をクリックします。

注 :ラスター化の品質と使用できるメモリによっては、SVG画像の取り込みに数分
がかかる場合があります。

Adobe Photoshopファイルを取り込む

FrameMakerでは、Adobe Photoshop（PSD）ファイルの取り込みがサポートされます。
PSDファイルはネイティブのFrameImage形式になり、カラースペース（Photoshop
RGB、CMYK、Lab、インデックス、グレースケールまたはビットマップ）がRGBに
変換されます。

PSDファイルは、その他の種類のグラフィックと同様に取り込みます。
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Adobe Illustratorファイルを取り込む

Adobe IllustratorファイルをFrameMakerに取り込むと、ファイルはグラフィックとし
て扱われます。一度に取り込むことができるのは1ページのみです。このファイルはコ
ピーまたは参照して取り込むことができます。プロセスとスポットカラーの両方を表示
してプリントすることができます。

注 :透明を使用するグラフィックは、PostScriptレベル1またはPostScript以外のプ
リンターでは期待どおりにプリントされない場合があります。オプション-noapi
（./maker.exe -noapi）を使用してFrameMakerを実行する場合、PDFファイ
ルを取り込むことができません。

1) FrameMaker でファイル／取り込み／ファイル、または挿入／画像を選択し、取り
込む Illustratorファイルを指定します。

2) 「参照して読み込む」または「文書内にコピー」のいずれかを選択します。

3) 「取り込み」をクリックします。

4) ファイルに複数のページが含まれている場合は、ページ番号をボックスに入力して
ページ番号を指定します。

5) 「選択」をクリックします。

Illustratorファイルが、ファイルのページサイズで取り込まれます。アンカー枠のサイ
ズを変更して、画像から余分な空白をトリミングします。

所在不明のグラフィックを探す

参照して取り込んだグラフィックファイルを含む文書を開くと、FrameMakerは参照先
のグラフィックファイルを検索します。グラフィックファイルを検出できない場合、ダ
イアログボックスが表示されます。

FrameMakerが見つけられないグラフィックを探す

1) 所在不明のファイルダイアログボックスが表示される場合、以下の操作のいずれか
を行います。

• グラフィックを検索して表示するには、スクロールリストを使用してグラフィ
ックを選択し、「文書を更新して新しいパスを使用」をクリックします。文書
が開かれている間は、FrameMakerは引き続き新しいパスを使用して、他の所
在不明のファイルを検索しようとします。つまり、グラフィックファイルをす
べて新しい場所に移動する場合は、一度だけ新しいパスを指定します。
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• グラフィックファイルをスキップするには、「このファイルをスキップ」をク
リックします。スキップされたグラフィックはドキュメント内にグレーの長方
形で表示されます。次回に文書を開くと、FrameMakerがファイルを再度検索
しようとします。

• 他のグラフィックファイルを検出できない場合にスキップするには、「すべて
の所在不明のファイルを無視」をクリックします。

2) 「続行」をクリックします。

取り込んだグラフィックのファイル名を表示する

1) 参照して取り込んだグラフィックを選択して、グラフィック／オブジェクトの属性
を選びます。グラフィックの名前とパスはオブジェクトのプロパティポッドに表示
されます。

取り込んだグラフィックエレメントを構造化文書に挿入する

エレメントと共にグラフィックを取り込むために、いくつかのグラフィックエレメントが
あらかじめ定義されています。エレメントを挿入すると、取り込みのダイアログボック
スが表示されます。取り込んだグラフィックは、アンカー記号と共に行の下のアンカー
枠に表示され、アンカー枠のサイズはグラフィックに合わせて自動的に変更されます。

アンカー枠に取り込まれたグラフィック

エレメントを挿入したら、移動、サイズ変更などによって枠を編集できます。

既存のアンカー枠にグラフィックを取り込むこともできます。例えば、文書の空白の枠
内に配置したグラフィックエレメントを使用した場合などです。

グラフィックエレメントを取り込むときは、文書の一部とするか（コピーして取り込み）、
元のアプリケーションまたは文書へのリンクを保持する（参照して取り込み）ことがで
きます。
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グラフィックはまた、Windowsエクスプローラーから文書にドラッグ＆ドロップして取
り込むこともできます。画像はアンカー枠内に追加されます。

エレメントではない、取り込んだグラフィックの挿入（非構造化フローでのみ可能）に
関する情報について詳しくは、グラフィックを取り込むを参照してください。

関連するリンク :
アンカー枠を塗りおよび編集する

取り込みとリンクの方法

取り込んだグラフィックエレメントを挿入する

1) 枠を固定する位置をクリックします。

2) 取り込んだグラフィックエレメントをエレメントカタログで選択し、「挿入」をク
リックします。

ファイル／取り込み／ファイル、または挿入／画像を使用して、エレメントを挿入
することもできます。ファイルを選択し、「取り込み」をクリックします。取り込
んだ複数のグラフィックエレメントを使用できる場合は、次に表示されたダイアロ
グボックスのエレメントタグポップアップメニューから適切なエレメントを1つ選
択します。

3) 取り込むグラフィックファイルを選択し、コピーによって取り込むか参照して取り
込むかを指定します。

4) 「取り込み」をクリックします。

5) 不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示されたら、スクロールリストでフ
ァイルの種類を選択して「変換」をクリックします。

6) 読み込みのグラフィックの拡大縮小時のダイアログボックスが表示された場合は、
選択された長方形を選択して、 [Populate収まるようスケーリングオプションかを
選択します。dpiの値が大きいほど、ページ上のグラフィックは小さくなります。

取り込んだグラフィックを持つアンカー枠がドキュメントウィンドウに表示され、挿入
ポイントにアンカー記号  が表示されます。<GRAPHIC>というテキストスニペットを
含んだブロックが構造図に表示されます。

指定した位置で取り込んだグラフィックエレメントが有効ではない場合、無効なエレメ
ントを使用することもできます。エレメントを挿入した後、エレメントをその位置で有
効にするための方法を開発者に問い合わせてください。
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関連するリンク :
コピーで取り込む

構造化文書で使用可能なエレメント範囲を変更する

取り込んだ無効なグラフィックエレメントを使用する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 文書の別の部分で有効なエレメントを使用するには、エレメントを有効な位置
に挿入してから移動するか、「すべてのエレメント」の設定を使用して、エレ
メントをすべて使用可能にしてから希望の場所に挿入します。

• 初期設定のタグ「 GRAPHIC 」の付いた無効なエレメントを挿入するには、
ファイル／取り込み／ファイル、または挿入／画像を使用して、グラフィック
を取り込みます。（定義済みの取り込んだグラフィックエレメントが使用でき
ない場合は、エレメントには初期設定タグが付きます）。

取り込んだグラフィックを既存のアンカー枠に追加する

1) 枠を選択し、ファイル／取り込み／ファイル、または挿入／画像を使用して、グラ
フィックを取り込みます。

ムービー、SWFファイルおよび3Dオブジェクトを取り込む

SWFファイル（例えば、Adobe Captivateデモ）は、コピーまたは参照して
FrameMaker文書に取り込むことができます。

また、3Dオブジェクト（U3D形式）は、コピーまたは参照して文書に取り込むことも
できます。3Dオブジェクトについては、初期設定表示、レンダリングモード、背景カラ
ーおよび照明法などのパラメーターを設定することもできます。アンカー枠またはアン
カーのない枠内に3Dオブジェクトを描画する選択もできます。

FrameMakerオーサリングでのリッチメディアの使用に関する一連のチュートリアルや
デモが、Adobe TVのテクニカルコミュニケーションチャンネルでご覧になれます。
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ムービーを取り込む

メディアファイルを埋め込むことで、ムービーを文書に追加できます。FrameMakerで
は、次のメディア形式をサポートしています。

• AIF/AIFF（Audio Interchange File Format）WMV

• ASF（Advanced Systems Format File）

• AU（Audio File）

• AVI（Audio Video Interleave File）

• FLV（Flash Video File）

• IVF（ Indeo Video Format File）

• KAR（Karaoke MIDI File）

• M1V（MPEG-1 Video File）

• M3U（Media Playlist File）

• MID（MIDI File）

• MOV（Apple QuickTime Movie）

• MP2（MPEG Layer II Compressed Audio File）

• MP3（MP3 Audio File）

• MP4（MPEG-4ビデオファイル）

• MPA（MPEG-2 Audio File）

• MPE（MPEG Movie File）

• MPEG（MPEG Movie）

• MPG（MPEG Video File）

• QT（Apple QuickTime Movie）

• WAV（DTS-WAV File）

• WMV（Windows Media Video File）

詳しくは、「オブジェクトを埋め込む」を参照してください。
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QuickTimeムービーを含む文書をプリントすると、その動画のタイトルのみがプリント
されます。

注 : 取り込み時に「文書内にコピー」オプションを使用した場合でも、元の
QuickTimeムービーファイルを移動したり、削除しないでください。このオプショ
ンを使用しても、QuickTimeムービー全体が文書にコピーされるわけではありま
せん。

SWFファイルを取り込む

注:SWFファイルを再生するため、Adobe® Flash® Playerをコンピューターにインス
トール済みであることを確認してください。

注 : PDF文書内に埋め込まれたSWFファイルは、Adobe Flash Playerがなくても再
生できます。Acrobat ProおよびAcrobat Readerはこれらのファイルを再生できま
す。

1) 文書内でSWFファイルを表示する場所に挿入ポイントを置きます。

2) ファイル /読み込み /ファイルまたは Insert（挿入） /Image（画像）。

3) 挿入するSWFファイルを参照して選択します。

4) 「文書内にコピー」オプションまたは「参照して読み込む」オプションを選択し
ます。

5) 「取り込み」をクリックします。

6) グラフィックを拡大・縮小ダイアログボックスが表示されたら、目的のDPIを選択
し、「設定」をクリックします。

「設定」をクリックすると、SWFファイルの最初のフレームが文書に表示されます。フ
ァイルを参照して取り込んだ場合は、最初のフレームをダブルクリックすると、別の
Adobe Flash PlayerウィンドウでSWFファイルが再生されます。SWFファイルを文書
にコピーした場合は、最初のフレームのビットマップ画像が表示されます。フレームを
クリックしてSWFファイルを再生します。最初のフレームが空白の場合、SWFファイ
ルを含むアンカー枠は空白で表示されます。

注 :FrameMaker文書では、SWFファイルでグラフィック操作を使用することはで
きません。FrameMakerでは、SWFやFLVファイルはRichMediaオブジェクトと
してPDFで保存されます。
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3Dオブジェクトを取り込む

1) 文書内で、3Dオブジェクトを表示する場所に挿入ポイントを置きます。

2) ファイル /読み込み /ファイルまたは Insert（挿入） /Image（画像）。

3) 取り込むU3Dファイルを参照して選択します。

4) 「文書内にコピー」オプションまたは「参照して読み込む」オプションを選択し
ます。

5) 「取り込み」をクリックします。

6) プロンプトが表示されたら、目的のDPIを選択し、「設定」をクリックします。

「設定」をクリックすると、3Dオブジェクトのビットマップが文書に表示されます。
3Dオブジェクトをコピーして取り込むと、U3Dファイルがデバイスに依存しないビッ
トマップ（DIB）として文書に取り込まれます。3Dオブジェクトを参照して取り込んだ
場合、元のU3Dファイルにリンクされたビットマップ画像が文書に挿入されます。3D
ファイルの取り込み方法にかかわらず、ファイルは文書にDIBファセットとして描画さ
れます。

3Dオブジェクトを文書に取り込み、PDF形式またはXML形式で保存すると、3Dオブ
ジェクトに関するすべての情報が保持されます。

3Dオブジェクトを含む文書を保存する

3Dオブジェクトを含む文書は、PDF形式およびXML形式で保存できます。

1) ファイル／開くを選択し、 3Dオブジェクトを含む FrameMakerブックまたはファ
イルを開きます。

2) ファイル／PDF形式で保存を選択します。

3) 必要に応じて保存場所とファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

4) 初期設定値で PDFを生成するには、 PDF設定ダイアログボックスの「設定」をク
リックします。または、追加オプションを設定し、「設定」をクリックします。ブ
ックまたはファイルに取り込んだU3Dファイルが、すべてのビューと共に保存され
ます。PDFを開くと、文書で3Dオブジェクトに対して最後に選択していたビュー
が、PDFに表示されます。

注 :初期設定では、FrameMakerはPDFで3Dオブジェクトを埋め込むように設定
されています。ただし、このオプションは無効にできます。
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PDFで3Dオブジェクトをクリックすると3Dツールバーが表示され、3Dオブジェクト
のインタラクティブ機能が有効になります。Adobe Acrobat 3Dツールバーは、PDFの
各3Dオブジェクトの上に表示され、3Dデザインのズーム、パン、回転および分析がで
きます。

3Dオブジェクトを含む文書をXML形式で保存する

3Dオブジェクトを含むFrameMakerファイルをXML形式で保存することができます。
XMLファイルをFrameMakerで開くと、3DオブジェクトはXMLラウンドトリップを
使用して保存されます。3Dオブジェクトは抽出され、独立したU3Dファイルとして、
XMLファイルと共に保存されます。もう一度ファイルをFrameMakerで開くと、3Dオ
ブジェクトは挿入した場所に表示されます。

ラウンドトリップ中にXMLファイルで3Dオブジェクトに対して行った変更を保持する
には、オフセッ トやDPIのような他の属性と併せ、insetdataと呼ばれる新しい属性と
DTDファイル内のグラフィックセクションにある次のプロパティを追加します。
insetdata CDATA #IMPLIED

同様に、XSDファイルに次の行を追加する必要があります。
<xsd:attribute name="insetdata" type="xsd:string" use="optional"/>

注 :insetdata属性は、読み書き属性をサポートしません。

DTDファイルとXSDファイルを変更しない場合でも、U3DファイルをXMLに書き出
すことができます。ただし、FrameMakerでのU3Dファイルへの変更は、ラウンドトリ
ップ中に保持されません。

1) ファイル／開くを選択し、3Dオブジェクトを含むFrameMakerファイルを開きます。

2) ファイル／XMLとして保存を選択します。

3) 必要に応じて保存場所とファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

注 :3D互換XMLエディターでXMLファイルを開くと、関連するグラフィックエレ
メントには、U3Dファイルのファイル名と場所と共に、U3Dファイルへの参照が
含まれます。FrameMakerでXMLファイルを開くと、3Dオブジェクトがビットマ
ップ画像として表示されます。
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3Dオブジェクトを含むFrameMakerファイルをプリントする

3Dオブジェクトを含む文書はプリントすることができます。3Dオブジェクトはビット
マップ画像としてプリントされます。

1) 3Dオブジェクトを含む文書を開きます。

2) ファイル／プリントを選択します。

3) 必要に応じてその他のプリントオプションを設定し、「プリント」をクリックし
ます。

FrameMakerに取り込んだ3Dモデルを設定する

文書に取り込んだ3Dモデルは設定することができ、背景カラー、照明法、ビューの変更
およびレンダリングモードを設定できます。

3Dオブジェクトの背景カラーを設定する

3Dオブジェクトの背景に表示されるカラーは変更できます。初期設定の背景カラーは白
です。

1) 3Dオブジェクトを選択します。

2) グラフィック／3Dメニューオプション／背景カラーを選択します。

3) カラーを選択し、「OK」をクリックします。

3Dオブジェクトの照明法を設定する

様々な光源を使用して3Dオブジェクトに光を投げかけるための、幅広い3D照明法を選
択することができます。すべての3Dオブジェクトの初期設定の照明法は、「ファイルか
らの光」です。

1) 3Dオブジェクトを選択します。

2) グラフィック／3Dメニューオプション／照明を選択し、ファイルからの光、光なし、
白色光、昼光、明るい光、原色の光、夜間照明、青い光、赤い光、キューブの光、
CADに最適化された光、またはヘッドランプの、いずれかの光源を選択します。
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FrameMakerにおける3Dオブジェクトの表示を設定する

文書に取り込む3Dオブジェクトには、あらかじめ定義したビューを含むことができます。
オブジェクトに設定されたビューは変更でき、選択したビューは文書が保存されたとき
に描画されます。このFrameMaker文書をPDFに変換すると、3Dオブジェクトの定義
済みのすべてのビューは、PDFで使用できるようになります。保存する前に文書で選択
していた最後のビューが、PDFの初期設定のビューになります。

1) 3Dオブジェクトを選択します。

2) グラフィック／ 3D メニューオプション／既存のビューを表示を選択し、ダイアロ
グボックスに表示されるリストからビューを選択し、「OK」をクリックします。

注 :文書をPDF形式で保存すると、U3Dオブジェクトのすべてのビューは、変換し
た文書で使用できるようになります。

文書内で3Dオブジェクトをレンダリングする

3Dオブジェクトのレンダリングモードは、ワイヤフレーム、実線、透明な境界線ボック
スの順に変わります。初期設定のレンダリングモードは実線です。

1) 3Dオブジェクトを選択します。

2) グラフィック／ 3D メニューオプション／レンダリングモードを選択し、境界線ボッ
クス、透明な境界線ボックス、透明な境界線ボックスのアウトライン、頂点、塗り
つぶされた頂点、ワイヤフレーム、塗りつぶされたワイヤフレーム、実線、透明、
実線ワイヤフレーム、透明なワイヤフレーム、イラストレーション、実線アウトラ
イン、塗りつぶされたイラストレーション、または非表示のワイヤフレームの、い
ずれかのレンダリングモードを選択します。
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メディアファイルのポスターファイル

取り込んだメディアファイルにポスターファイルを設定できます。SWFファイルを
FrameMakerに読み込むと、SWFファイルの先頭フレームがSWFファイルのポスター
として表示されます。

先頭ﾌﾚｰﾑがポスターとなっているSWFファイル

先頭フレームが読み取れないSWFファイルの場合、およびその他すべてのメディアタイ
プの場合、FrameMakerは適当なプレースホルダー画像を表示します。

構造化文書の場合、グラフィックオブジェクトに対してposterfileという名前でDTD
内に属性が定義されていると、この属性がアンカー枠のポスタープロパティに自動的に
マッピングされます。読み書くファイル内でルールを使用して、任意の属性をポスター
にマッピングすることもできます。属性で参照されたファイルがポスターになります。

ポスター画像の設定

FrameMakerは、選択した画像をポスターとして設定します。ポスターとして設定され
た画像が存在しない場合は、FrameMakerは特別の画像をポスターとして設定します。

1) 挿入されたメディアファイルを右クリックします。

2) 「ポスターを設定」を選択します。

3) 画像ファイル（ JPEG、PNG、BMP、またはGIF）を選択し、「OK」をクリッ
クします。

ポスター画像のリセット

1) 挿入されたメディアファイルを右クリックします。

2) 「デフォルトポスターを設定」を選択します。
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その他のファイルを取り込む

FrameMakerに取り込むことができるのは、PageMaker、QuarkXPress、PDF、RTF、
MIF、Microsoft WordおよびMicrosoft Excelの各ファイルです。ファイル／取り込み／
ファイルを使用してこれらのファイルを取り込みます。

注 : FrameMakerでは、PageMaker 6.5または7.0およびQuarkXPress 3.3または
4.1の文書を取り込むことができます。

PageMakerファイルおよびQuarkXPressファイルを取り込む

1) FrameMaker でファイル／開くを選択し、取り込む PageMaker ファイルまたは
QuarkXpressファイルを指定します。

2) 不明なファイルの形式ダイアログボックスで、適切なファイルの種類を選択します。

• PageMakerファイルを取り込む場合は、「PageMaker [バージョン ]文書また
はPageMaker [バージョン ]テンプレート」を選択します。

• QuarkXPressファイルを取り込む場合は、「QuarkXpress文書（ 3.3-4.1x）」
を選択します。

3) 「変換」をクリックします。所在不明のファイルダイアログボックスが表示される
場合、所在不明のファイルが含まれているフォルダーに移動し、ファイルの名前を
クリックして、「続行」をクリックします。

FrameMakerでは、PageMakerおよびQuarkXPressファイルの主要なコンポーネントが
取り込まれます。

マスターページ

FrameMakerでは、取り込む文書のマスターページごとに、新しいマスターページ
が追加されます。すべてのマスターページアイテムが、FrameMakerの対応するマ
スターページに配置されます。PageMakerに任意の名前のマスターページがある場
合、FrameMakerでも同じ名前が使用されます。

QuarkXPress文書の場合、FrameMakerではマスターページ上のすべてのテキスト
オブジェクトがテキストフローとして取り込まれ、すべてのボディページの変更が
保持されます。ボディページ上の他のオブジェクトの変更は削除されます。
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セクション

FrameMakerではセクションは無視され、その内容のみが取り込まれます。

レイヤー

FrameMakerでは、取り込んだ文書のすべてのレイヤーが1つのレイヤーとして扱
われます。ページアイテムはページ上のスタック順に従って表示されます。マスタ
ーページ上のアイテムが最初に表示され、次にボディページ上のアイテムが表示さ
れます。

文字スタイル

FrameMakerでは、取り込む文書の文字スタイルとして新しい文字書式が作成され
ます。文字スタイルの名前がFrameMakerの文字書式と同じである場合、文字書式
の属性は、取り込んだファイルの対応する属性で置き換えられます。FrameMaker
では、 FrameMaker でサポートされていない PageMaker 文字属性または
QuarkXPress文字属性は取り込まれません。

段落スタイル

FrameMakerでは、取り込む文書の段落スタイルとして新しい段落スタイルが作成
されます。段落スタイルの名前がFrameMakerの段落書式と同じである場合、段落
書式の属性は、取り込んだファイルの対応する属性で置き換えられます。
FrameMakerでは、FrameMakerでサポートされていないPageMaker段落属性ま
たはQuarkXPress段落属性は取り込まれません。

元の文書のローカル変更を持つ段落も、FrameMakerで変更として扱われます。

PageMakerからタグの付いたテキストを取り込むと、FrameMaker文書で実際のタ
グ名が表示されます。テキストのみを取り込み、タグ名を取り込まない場合は、
PageMakerのテキストの書き出しダイアログボックスで「タグの書き出し」の選択
を解除します。

段落ルール

FrameMakerでは、段落ルールはリファレンスページで定義されている1行の枠と
して取り込まれます。行のカラー、行のスタイルなど、ルールに適用されるその他
すべての設定は取り込まれません。
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オブジェクトの描画

FrameMakerでは、すべての描画オブジェクトが取り込まれます。塗りのカラーと
ストロークのカラーが異なる場合、塗りのカラーが塗りとストロークの両方に使用
されます。回り込みの設定は削除されます。

プリントされないオブジェクト

FrameMakerでは、プリントされないオブジェクトは取り込まれません。

縦中横

FrameMakerでは縦書きのテキストはサポートされないので、縦中横は横書きのテ
キストとして扱われます。

カラー定義

FrameMakerでは、カスタムカラーまたはPageMakerファイルやQuarkXPressフ
ァイルで定義されたカラーライブラリのカラーに合わせるために、カラー定義が作
成されます。ただし、同じ名前のカラー定義が既にFrameMakerに存在する場合、
FrameMakerのカラーが使用され、新しいカラーは作成されません。

グラフィック

FrameMakerでは、リンクされた（参照された）グラフィックファイルを取り込む
のにフィルターを使用します。適切なフィルターがない場合、グラフィックファイ
ルは取り込まれません。埋め込みグラフィックの場合、画像データを使用してグラ
フィックが取り込まれます。

固定していないグラフィックの場合、グラフィックは元のファイルと同じ位置に配
置されます。インライングラフィックを取り込む場合、元のファイルと同じテキス
ト位置のテキストフローにグラフィックが配置されます。

OLEオブジェクト
FrameMakerは、OLEをサポートしています。FrameMakerでグラフィック形式が
サポートされているものであれば、OLEオブジェクトは取り込まれます。

グループ化したオブジェクト

FrameMakerでは、オブジェクトの階層グループ化がサポートされます。
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ハイパーリンク

FrameMakerでは、ハイパーリンクがサポートされます。PageMaker文書の場合、
FrameMakerではオブジェクトとページアイテムの枠が相互参照として取り込まれ
ます。

目次

FrameMakerでは、QuarkXPressまたはPageMakerで生成された目次が、通常の
テキストとして取り込まれます。

ペーストボード

FrameMakerでは、すべてのペーストボードオブジェクトは、対応するアンカー枠
内にインラインで取り込まれます。また、取り込まれるペーストボードオブジェク
トのリファレンスページに、別のセクションが作成されます。

索引

FrameMakerでは、すべての索引エントリマーカーが取り込まれますが、索引は通
常のテキストとして扱われます。

PDFファイルを取り込む

PDFファイルをFrameMaker文書に取り込むと、PDFファイルがグラフィックとして処
理されます。一度にFrameMaker文書に取り込めるのは、PDFファイルの1ページだけ
です。プロセスとスポットカラーの両方を表示してプリントすることができます。

透明を使用するグラフィックは、PostScriptレベル1またはPostScript以外のプリンター
では期待どおりにプリントされない場合があります。

1) グラフィックの位置を指定します。

2) ファイル／取り込み／ファイルを選択します。

3) 取り込むPDFファイルを選択して、「取り込み」をクリックします。

4) PDF ファイルに複数のページが含まれている場合、 PDF ページの選択ダイアログ
ボックスでページ番号を指定します。スライダーを使用して必要なページのサムネ
ール画像を表示し、「選択」をクリックします。
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MIFファイルを取り込む

MIFファイルは、FrameMakerと他のアプリケーションとの間で情報を交換することが
できるテキスト形式です。すべての種類の書式およびページレイアウトの情報は、MIF
コマンドに変換されます。FrameMakerでは、MIFファイルのコマンドが解釈され、書
式とレイアウトの属性に変換されます。

FrameMakerファイルと同様に、MIFファイルの指定されたフローのテキストを取り込
むことができます。コピーして取り込むと、すべての参照およびマスターページがボデ
ィページと同様に取り込まれます。ボディテキストは独立したページに表示されます。
MIFについては、オンラインマニュアルの『MIF Reference』を参照してください。

関連するリンク :
テキスト枠を連結する

書式設定されているテキストを取り込む

Microsoft Wordファイルを取り込む

FrameMaker文書にMicrosoft Word（ .doc、 .docx）文書を取り込むこともできます。

Microsoft Word文書をWord 97-2003の形式で保存した場合、Microsoft Wordまたは
Microsoft Word 2007フィルターを使用して取り込むことができます。ただし、
Microsoft Word 2007文書を取り込む場合には、Microsoft Word 2007フィルターを使
用する必要があります。不明なファイルの形式ダイアログボックスでMicrosoft RTF 1.6
フィルターを使用すると、RTFファイルを取り込むことができます。

注 : FrameMaker文書に特定の方向のWord文書（LTRまたはRTL）を取り込む場
合、取り込み先（文書、表、または段落）のテキストの向きが同じ方向に設定され
ていることを確認する必要があります。

1) テキストを挿入する文書に挿入ポイントを配置し、ファイル／取り込み／ファイル
を選択します。

2) 取り込むファイルを指定し、「参照して読み込む」または「文書内にコピー」を選
択して、「取り込み」を選択します。

取り込む文書に応じて、不明なファイルの形式ダイアログボックスでMicrosoft
WordまたはMicrosoft Word 2007フィルターのいずれかが選択されます。

http://help.adobe.com/en_US/framemaker/mifreference/mifref.pdf
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3) 「変換」をクリックします。コピーしてテキストフローを取り込むダイアログボッ
クスまたは参照してテキストフローを取り込むダイアログボックスが表示されます。

注 :Word文書内のしおりは相互参照マーカーになります。Word文書内の注釈は参
照して取り込むと、コンディションが「コメント」のコンディショナルタグになり
ます。Word文書内の表示されないテキストは取り込むと、コンディションが「非
表示」のコンディショナルタグになります。

「参照して取り込む」を選択するか「文書にコピー」を選択するかによって、次のいず
れかの手順に従います。

参照別に取り込み

上記の手順2で「参照して取り込む」を選択した場合：

1) 「取り込むフロー」セクションで、「ボディページのフロー」または「リファレン
スページのフロー」を選択します。

2) 「取り込んだフローの書式」セクションで、次のいずれかのオプションを選択しま
す。

• 「強制改ページの削除」オプションおよび「その他の書式変更」オプションを
選択するには、「現在の書式に変更」をクリックします。

• 取り込むコンテキストを標準テキストに変換して文書内に挿入するには、「標
準テキスト形式に変更」をクリックします。

• 元の書式を保持したままで取り込むコンテキストを文書内に挿入するには、「
元の書式を保持」をクリックします。

3) 参照してテキストフローを取り込むダイアログボックスの「取り込んだフローの更
新」セクションで、次のいずれかのオプションを選択します。

• 取り込んだフローのセクションを自動的に更新するには、「自動」をクリック
します。

• 取り込んだフローのセクションを手動で更新するには、「手動」をクリックし
ます。

4) 「取り込み」をクリックします。
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文書内にコピー

上記の手順2で「文書にコピー」を選択した場合：

1) .docx文書の取り込みを選択した場合、 .docx形式のWord文書を取り込むと、デー
タが失われる恐れがあるという内容の警告が表示されます。そのまま .docx文書を
取り込むことも、手順を取り消し、最初にWordで .docxから .docへ変換すること
もできます。

FrameMaker は Word 文書で段落スタイルと文字スタイルを分析し、現在の
FrameMakerテンプレートで定義されている段落スタイルと文字スタイルにこれら
をマッピングします。

「Wordの取り込み」ダイアログには、取り込み先のFrameMakerテンプレートの
スタイルに一致する取り込み元のWord文書のスタイルを示すメッセージが緑で表
示されます。一致する FrameMaker のスタイルが見つからない場合は、
FrameMakerの文書の形式には元のWordスタイルが適用されます。
重要 :スタイルマッピングはWordおよびFrameMaker文書で検出されたスタイル
の名前に基づいて行われます。マッピングはスタイルの形式定義には基づきません。

FrameMaker 文書形式リストでは、各 Word のスタイルごとに、代わりの
FrameMakerスタイルを選択することができます。

2) ドロップダウンリストでは、取り込み先の文書で対応する Word スタイルに
FrameMakerに適用したいFrameMakerスタイルを選択します。

FrameMakerテンプレートにマッピングスタイルが含まれる場合、ドロップダウン
にデフォルトでFrameMakerスタイルが表示されます。このスタイルを使用するか、
またはドロップダウンから別のテンプレートスタイルを選択することもできます。

3) Wordスタイルに FrameMakerのマッピングスタイルがデフォルトで見つからない
場合、FrameMakerはWordのスタイルの書式設定を適用します。ただし、ドロッ
プダウンから代わりのFrameMakerスタイルを選択することもできます。

4) Wordスタイルに対応するFrameMakerスタイルが含まれている場合は、Wordのス
タイルの書式設定を使用するために「Wordの書式設定を維持」をクリックします。

5) 各スタイルのマッピングでは、デフォルトオプションの <新規書式を追加 >をその
まま保持する場合、または「Wordの書式設定を維持」オプションを選択する場合
は、Wordスタイルの定義がFrameMakerに取り込まれます。ただし、Wordで段
落スタイルまたは文字スタイルにインラインスタイルが含まれる場合は、
FrameMaker文書にインラインスタイルを追加するために「Word文書のインライ
ンスタイルとリスト形式を取り込む」を選択します。
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6) Word文書の表ごとに、Word文書で定義されたように表スタイルを使用するか、
表ドロップダウンリストからFrameMaker表スタイルを選択します。

7) 詳細設定ダイアログボックスでは、Word 文書に含まれる自動改ページがある場合
は、それを削除することができます。

また、Word文書に含まれる空の段落がある場合は、それを含まないよう選択する
こともできます。

8) 「プリセットファイルを保存する」をクリックし、プレセットファイルへ、段落、
文字、表スタイルのマッピング設定など現在の設定を保存します。

後ほど、類似するスタイルを使用した別の文書を取り込み、同じスタイルマッピン
グを使用する必要がある場合は、「開く」ボタンをクリックし、保存したプリセッ
トファイルを使用します。

Microsoft Excelファイルを取り込む

XLSまたはXLSXの拡張子が付いているMicrosoft Excel文書をFrameMaker文書に取り
込むことができます。

Microsoft Excel文書をExcel 97-2003のワークブック形式で保存した場合、Microsoft
ExcelまたはMicrosoft Excel 2007フィルターを使用して取り込むことができます。ただ
し、Microsoft Excel 2007文書を取り込む場合には、Microsoft Excel 2007フィルターを
使用する必要があります。

1) ファイルを挿入する場所をクリックし、ファイル／取り込み／ファイルを選択し
ます。

2) 取り込むファイルを指定し、「参照して読み込む」または「文書内にコピー」を選
択して、「取り込み」をクリックします。

取り込む文書に応じて、不明なファイルの形式ダイアログボックスでMicrosoft
ExcelまたはMicrosoft Excel 2007フィルターのいずれかが選択されます。

3) 「変換」をクリックします。コピーしてテキストフローを取り込むダイアログボック
スまたは参照してテキストフローを取り込むダイアログボックスが表示されます。

4) 「取り込むフロー」セクションで、「ボディページのフロー」または「リファレン
スページのフロー」を選択します。
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5) 「取り込んだフローの書式」セクションで、次のいずれかのオプションを選択し
ます。

• 「強制改ページの削除」オプションおよび「その他の書式変更」オプションを
選択するには、「現在の書式に変更」をクリックします。

• 取り込むコンテンツを標準テキストに変換して文書内に挿入するには、「標準
テキスト形式に変更」をクリックします。

• 元の書式を保持したままで取り込むコンテキストを文書内に挿入するには、「
元の書式を保持」をクリックします。

6) 参照してテキストフローを取り込むダイアログボックスの「取り込んだフローの更
新」セクションに表示される次のいずれかのオプションを選択します。

• 取り込んだフローのセクションを自動的に更新するには、「自動」をクリック
します。

• 取り込んだフローのセクションを手動で更新するには、「手動」をクリックし
ます。

7) 「取り込み」をクリックします。

書式属性を取り込む

書式を取り込む

様々な書式情報（ページレイアウト、段落書式、表書式、変数とカラー定義、スタイル
としてのオブジェクトプロパティ、およびコンディショナルタグ設定など）を取り込む
ことができます。ソース文書でコンディショナル式が作成されている場合、これらの式
とその「式どおりに表示」ステータスもターゲット文書に取り込まれます。同様に、構造
化文書で、定義したすべての「属性によるフィルターの適用」設定も取り込まれます。

1) 書式を含むテンプレートを開きます。テンプレートは名前を付けて保存する必要が
あります。

2) 更新する文書またはブックを開きます。ブックウィンドウがアクティブである場合
は、更新する文書を選択します。

3) 更新する文書またはブックで、ファイル／取り込み／書式を選択します。
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4) 取り込み元の文書ポップアップメニューからテンプレートを選択します。このメニ
ューには、開いている名前の付いた文書がすべて表示されます。

現在の文書を選択して、その文書に既に含まれている書式を再適用することもでき
ます。この操作は、手順6で説明した書式変更を削除する場合などに便利です。

5) 「取り込み /更新」セクションで、現在の文書に適用するオプションを選択します。

• 相互参照書式、数式定義、変数定義を更新している場合で、これらのアイテム
が文字書式を使用している場合にも、「文字書式」を選択して新しい書式を文
書に追加してください。

• HTMLマッピングを修正した場合は、「リファレンスページ」を選択します。

6) カタログ書式に保存されていない書式変更を削除するには、次の操作を行います。

• 段落書式の一部ではない改ページを削除するには、「強制改ページ」を選択し
ます。

• 段落、文字、ページレイアウトおよび表の書式変更を削除する場合は、「その
他の書式 /レイアウトの変更」を選択します。

重要 :エレメント定義で書式変更が使用されている場合があるので、例外的な場合
を除いて、構造化文書で「その他の書式 /レイアウトの変更」を選択しないでくだ
さい。

7) 「取り込み」をクリックします。

書式設定

書式を取り込むと、新しい書式情報が文書に追加されます。例えば、表書式を取り込ん
だ場合は、その表書式が表カタログに追加されます。取り込んだ書式と同じ名前の書式
が既にカタログ内にある場合は、既存の書式が取り込んだ書式に置き換えられます。上
書きされない書式は、すべてカタログ中に残ります。

段落書式

テンプレートの段落カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて文書に
適用されます。

文字書式

テンプレートの文字カタログが文書に追加され、カタログ内の書式がすべて文書に
適用されます。
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ページレイアウト

テンプレートのマスターページが文書に追加され、マスターページの変更がボディ
ページに適用されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のマスターページが
ある場合は、文書のマスターページがテンプレートのマスターページに置き換えら
れます。FrameMakerは、改訂バーの属性、用紙サイズダイアログボックス「ペー
ジ設定ダイアログボックス内のすべての設定、およびオプションの表示ダイアログ
ボックス内のほとんどの設定をコピーします。

表書式

テンプレートの表カタログと罫線スタイルが文書に追加され、カタログ内の書式が
すべて文書に適用されます。

カラー定義

テンプレートのカラー定義とカラー表示が文書に追加されます。

文書の属性

テンプレートのカスタムマーカーの種類および脚注の属性、番号属性ダイアログボ
ックスの巻、章、ページ、段落、脚注、および表脚注の番号のスタイル、テキスト
オプションダイアログボックス内の「改行前に使用可能な文字」設定に含まれる文
字、行のレイアウトダイアログボックスの「フェザリング」の設定が文書に追加さ
れます。PDFのしおり以外の設定も文書に追加されます。また、日本語システムを
使用している場合は、ルビ設定および組版ルールも文書に追加されます。

リファレンスページ

テンプレートのリファレンスページ（FrameMath™リファレンスページを除く）が
文書に追加されます。テンプレートと文書の両方に同じ名前のリファレンスページ
がある場合は、文書のリファレンスページがテンプレートのリファレンスページに
置き換えられます。FrameMathリファレンスページを取り込むには「数式定義」
を選択します。

変数定義

テンプレートの変数定義が文書に追加されます。

相互参照書式

テンプレートの相互参照書式が文書に追加され、文書内の相互参照は更新されます。
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コンディショナルタグの設定

テンプレートのコンディショナルタグと「表示／隠す」の設定が文書に追加され
ます。

数式の定義

テンプレートの数式のサイズとフォント設定、カスタム数式エレメント定義および
FrameMathリファレンスページが文書に追加されます。リファレンスページを結
合するときにカスタム数式エレメントが削除された場合は、数式内の数式エレメン
トが、疑問符で囲まれた数式エレメントの名前に置き換えられます。

注 : FrameMakerの数式では、「数式エレメント」という用語は式の一部を指し
ます。数式エレメントは構造エレメントではありません。

合成フォント

日本語システムでは、合成フォントの指定が文書に追加されます。

オブジェクトスタイル

画像、アンカー枠、グラフィック、数式、およびテンプレート内で使用可能なその
他のオブジェクトのプロパティは文書に結合されます。

書式の変更について

文書の書式情報は、エレメント定義内の書式ルールによって設定される場合と、カタロ
グに保存されている定義済みの書式によって設定される場合があります。文書では、こ
のどちらの情報ソースにも変更を加えることができます。

• 書式ルール変更は、テキストエレメントの書式ルールに対する変更です。例えば、
書式ルールでエレメントに段落書式が指定されている場合に、別の書式を適用した
り、書式ルールで太字のテキストが指定されていたりする場合に、テキストを斜体
に変更すると、エレメントの書式ルールを変更することになります。

• 書式変更は、テキストまたは表のカタログ書式に対する変更です。例えば、段落書
式でフォント名としてTimesを指定しているとします。この書式を使用しているテ
キストを（書式の変更を保存せずに）Palatinoフォントに変換した場合は、書式を
変更することになります。書式ルールでは、しばしば複数のカタログ書式を使用し、
カタログ書式に対する書式変更を指定することで、多数の様々な書式を記述します。
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一般に、構造化文書ではいずれのタイプの変更も使用することを避けてください。文書
で自動的に書式を処理し、書式属性を変更したい場合は、アプリケーションの開発者に
相談してください。

文書に変更がある場合、取り込み／更新時に一度に文書全体の変更を削除できます。

重要 :文書から両方の種類の変更を削除する場合、まず書式を取り込み、書式の変
更を削除してからエレメント定義を取り込み、書式ルールの変更を削除します。ル
ールの変更を最後に削除することで、エレメントがその書式ルールに確実に一致す
るようにします。

上書きの検索と削除

段落、文字、および表書式レベルで、「検索」オプションを使用して書式の上書きを検
索して削除できます。

1) 編集／検索を選択します。

2) 検索ポップアップメニューから、段落、文字、または表書式の上書きを選択します。

3) 置換ポップアップメニューから、「上書きを削除」を選択します。

4) 「検索」をクリックします。

5) 書式上書きの各インスタンスごとに、「置換」をクリックして上書きを削除します。

テンプレートから属性を取り込む

FrameMaker文書から別の文書にエレメント定義やその他の属性を取り込むことができ
ます。一般的に取り込み元のファイルとなるのは、取り込み先の文書の作成に使用した
のではないテンプレートです（適切なテンプレートから文書を作成した場合は、属性を
取り込む必要はありません。文書は必要な属性を既に備えています）。

文書のテンプレートを改訂した場合は、テンプレートをもう一度取り込んで文書を更新
します。

ブック内のすべてのファイルに一度に属性を取り込むこともできます。

関連するリンク :
書式をブックファイルに取り込む
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数式

数式の配置と表示

数式は、段落テキスト内に配置したり、独立した段落に表示することができます。どち
らの場合も、FrameMakerにより、数式のアンカー枠が作成されます。既存のグラフィ
ック枠内に他のオブジェクトと一緒に数式を配置することができます。例えば、グラフ
ィックに注釈を付けることができます。数式を含むグラフィック枠は、アンカー枠にす
ることも、アンカー枠にしないこともできます。

A.インラインB.グラフィックに他のオブジェクトとともにC.を表示

構造化文書のインライン数式と表示数式

数式エレメントを使用すると、枠に数式オブジェクトが表示されます。このオブジェク
トには、数式を入力できます。グラフィックのアンカー枠と同様に、数式の枠は、テキ
ストの特定の位置にアンカー記号が表示されます。

数式エレメントは、段落テキスト内に挿入したり、独立した段落に表示したりすること
ができます。
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A.インライン数式B.表示数式

ページ上の数式の位置にかかわらず、数式エレメントは、文書構造内のテキストのアン
カー記号が付いた位置に表示されます。構造図では、数式エレメントは<数式>というス
ニペットを使用した四角形のブロックで表示されます。数式自体は構造の一部ではあり
ません。

数式エレメント

SGMLまたはXMLに書き出す場合は、FrameMakerにより、数式が別のグラフィック
ファイルに書き込まれます（CGM形式）。そして、SGMLまたはXMLファイルから数
式を参照するエンティティが追加されます。

読み取り /書き込み規則を使用して、数式の書式を変更できます。MIFに対してファイ
ル書式を変更した場合、FrameMakerは数式とそれぞれのファイル名を記憶します。数
式を複数回保存しても、数式は1つのファイルのみに保存されます（FrameMaker 9では
複数のファイルが作成されました）。

以下に例を挙げます。

新しい動作 古い動作

数式1は、例えばeq1.mifに保存されます。
FrameMakerコンテンツを編集しファイルを保存
すると、数式1は同じeq1.mifに保存されます。
FrameMakerは、同じ数式を保存するときに毎回
新しいファイルを作成することはありません。

数式1は、例えばeq1.mifファイルに保存されます。
FrameMakerコンテンツを編集しファイルを保存す
ると、この数式1に対してeq2.mifという新しいフ
ァイルが作成されます。
FrameMakerは、同じ数式を保存するときに毎回新
しいファイルを作成します。
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構造化文書のグラフィック枠内の数式

グラフィック用に既に挿入されたアンカー枠に、数式を配置することもできます。これ
は、数式をグラフィックオブジェクトと結合する場合に実行します。アンカー枠がエレ
メントである場合は、このエレメントは文書構造の一部になります。ただし、数式を含
め、枠の内容は構造内には表示されません。

グラフィックが含まれているアンカー枠内の数式をSGMLやXMLに書き出すと、望ま
しくない結果が生じる可能性があります。通常、SGMLやXMLに書き出す場合、枠の
中にはオブジェクトを1つだけ入れます。

数式ポッドの概要

数式ポッドには、数式を作成し、変更するコマンドが含まれています。また、数式に挿
入する記号、演算子、関数などの数式エレメントなども含まれています。ポッドを表示
するには、ドキュメントウィンドウの右上隅にある数式ボタン（ ）をクリックします。

A.それぞれのページに数式ポップアップメニューが表示されます。B.ポッドのこの部分
はページごとに異なります。C.現在のページ名が、現在のページがハイライトされた状
態で表示されます。

数式ポッドには、9ページにわたる数式エレメントとコマンドが含まれています。ペー
ジを表示するには、ポッドの上部にあるページ名をクリックします。

記号

ギリシャ文字、原子記号、分音符号、文字列

演算子

ルート、指数、符号、下付き文字、上付き文字、論理記号

ラージ

和、積、積分、交差、和集合
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区切り文字

かっこ、角かっこ、中かっこ、かっこの切り替え

関係演算

等号、小なり、大なり、～に相似、～の部分集合、～の超集合、～に比例

微積分

積分、微分、偏微分、勾配、極限

行列

行列、行列コマンド

関数

三角関数、双曲線関数、対数関数、演算コマンド、ルールの作成と適用のためのコ
マンド

配置

式の位置およびその周囲の間隔を調整するコントロール、整列を指定するコマンド、
強制改行を設定および解除するコマンド

数式を作成する

数式を作成するには、まず文書に数式オブジェクトを挿入し、数式に数式エレメントを
挿入します。

ヒント :数式を使用して作業するときは、読みやすい大きさになるまでズームイン
します。

インライン数式を作成する

1) テキスト内で数式を挿入する位置をクリックします。テキストが回転したテキスト
枠内にある場合は、まず回転したテキスト枠を選択し、Escキー、gキー、0（ゼロ）
キーを順に押して枠の回転を解除します。

2) 挿入／数式を選択するか、ドキュメントウィンドウの右上隅にある数式ボタン を
クリックします。

3) 数式パネル上で、数式ポップアップメニューから新規数式コマンドの 1 つを選択し
ます。小、中、大は、新しい数式で使用されるフォントサイズです。
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新規数式オブジェクトが、挿入ポイントのある行の下に固定された枠の中に、疑問
符として表示されます。数式エレメントを挿入すると、疑問符プロンプトがそのエ
レメントで置き換えられます。

新規のインライン数式

4) エレメントを入力するか、数式ポッド上のアイテムをクリックして、数式エレメン
トを数式に挿入します。

挿入したエレメント

5) 数式ポップアップメニューから「数式枠の縮小」を選択します。このオプションを
使用すると、数式の周りの枠が縮小され、数式がテキスト行にあるアンカー記号に
配置されます。

枠を縮小したインライン数式

6) 数式がどちらかの側のテキストに近すぎる場合は、枠の前または後にスペースを挿
入します。FrameMakerは、インラインの数式を含んでいる枠を文字として扱い、
そのまわりに余分なスペースを置きません。

7) 数式の高さが行に対して高すぎる場合は、行の上または下のスペースを広げます。
書式バーの行間ポップアップメニューを使用して、固定行間隔をオフにします。
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独立した段落にある数式（表示数式）を作成する

1) 空白の段落内をクリックします。

2) 段落カタログの段落書式を適用するか、独自の書式を設定します。段落書式を使用す
ると、数式を含む段落の整列、縦方向への均等配置および自動番号を定義できます。

ヒント :ブックやレポートのテンプレートから文書を作成した場合は、数式の段落
書式を使用します。この書式を作成文書にコピーすることもできますが、その場合
はデフォルトフォントや行間などに多少の変更を追加する必要があります。

3) ドキュメントウィンドウの右上隅にある数式ボタン（ ）をクリックします。

4) 数式パネル上で、数式ポップアップメニューから新規数式コマンドの 1 つを選択し
ます。小、中、大は、新しい数式で使用されるフォントサイズです。

新規数式オブジェクトが、空白段落の下に固定された枠の中に疑問符として表示さ
れます。数式エレメントを挿入すると、疑問符プロンプトがそのエレメントで置き
換えられます。

アンカー枠内の新規数式

5) エレメントを入力するか、数式ポッド上のアイテムをクリックして、数式エレメン
トを数式に挿入します。

挿入したエレメント
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6) 数式ポップアップメニューから「数式枠の縮小」を選択します。このオプションを
使用すると、数式の周囲の枠が縮小されて、数式が空白段落内に配置されます。

枠を縮小して独立した段落内に配置した数式

グラフィック枠内に他のオブジェクトと共に数式を作成する

1) ドキュメントウィンドウの右上隅にある数式ボタン（ ）をクリックします。

2) グラフィック枠またはグラフィック枠内のオブジェクトを選択します。

3) 数式パネル上で、数式ポップアップメニューから新規数式コマンドの 1 つを選択し
ます。小、中、大は、新しい数式で使用されるフォントサイズです。

新規数式オブジェクトが、疑問符として枠内に表示されます。数式エレメントを挿
入すると、疑問符プロンプトがそのエレメントで置き換えられます。

新規数式オブジェクト

4) エレメントを入力するか、数式ポッド上のアイテムをクリックして、数式エレメン
トを数式に挿入します。

5) 目的の位置に正確に数式を配置するには、 Ctrlキーを押しながらクリックして、最
初に数式を選択します。

6) 次のいずれかの操作を行って、数式を移動します。

• マウスを使用してドラッグします。

• 矢印キーで移動します。

• グラフィック／オブジェクトの属性を選択して正確に配置します。
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関連するリンク :
オブジェクトを移動する

数式ポッドを使用して数式を作成する

数式エレメントを挿入する

数式には、数式ポッド上の文字、テキスト文字列、演算子、およびその他の数学的なエ
レメントなどの数式エレメントから成る式が含まれます。

A.英数字B.テキスト文字列C.式D.演算子

数式オブジェクトの作成後、数式エレメントを入力するか、数式ポッド上でそれらのエ
レメントをクリックして数式エレメントを挿入します。キーボードからアイテムを挿入
するときに、数式ポッドを閉じることができます。

注 :数式では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされます。

演算の範囲について

数式に数式エレメントを挿入すると、FrameMakerによって数学的構文が調整されます。
結果は、選択または挿入ポイントの位置などの「演算の範囲」により異なります。例え
ば、分数に「x」を挿入する場合、分子、分母または分数全体のどれが選択されている
かによって異なります。

xを掛けた場合 結果

または

または
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最初の例では、7のみがx倍になります。2番目の例ではによってかっこが追加されてい
ます。これは2y + 7の式全体がx倍になることを示しています。最後の例では、分数全体が
x倍になります。最初と最後の例にある挿入ポイントの大きさは、範囲を示しています。

数式の誤りのほとんどは、エレメントの挿入時に選択した演算の範囲が小さすぎたり大
きすぎるなど不正確であることが原因です。エレメントを挿入する前に、必要な範囲を
慎重に選択します。

数式エレメントを挿入する

1) 式を選択するか、数式内に挿入ポイントを置きます。

2) 次の操作のいずれかを行います。

• 数式ポッドを使用して数式エレメントを挿入するには、エレメントをクリック
します。

• キーボード上にある英数字や記号を挿入するには、該当するキーを押します。
かっこ、角かっこ、プラス記号、等号などを入力できます。開くかっこを入力
すると、閉じかっこが自動的に挿入されます。

• バックスラッシュシーケンスを入力して数式エレメントを挿入するには、バッ
クスラッシュ（ \）とエレメントを示す文字列を入力してReturnキーを押しま
す。例えば、無限大の記号 \無限大を入力し、Returnキーを押します。

• カスタム数式エレメントを挿入します。

エレメントが1つ以上のオペランドを必要とする場合、各オペランドに疑問符プロ
ンプト（ ）が表示されます。オペランドが必要ない場合は、挿入ポイントが表示
されます。別のオペランドに移動するにはTabキーを押します。

テキスト文字列を挿入する

テキスト文字列とは、1つの単位と解釈される一連の文字列です。式を構成する文字と
は異なり、テキスト文字列内の文字は通常は斜体では表示されず、乗算されません。

A.テキスト文字列
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FrameMakerでは、テキスト文字列には数学的な意味はありません。例えば、演算コマ
ンドを実行すると、 tan関数の数値は計算されますが、文字列「 tan」は計算されません。

1) 数式ポッドの記号ページ上で「数式を開始」をクリックします。二重引用符が 2 つ
（ " "）表示されます。アポストロフィ（ '）または二重引用符（ "）を入力して文字
列を開始することもできます。

2) 文字列のテキストを入力します。引用符が消えて、入力どおりにテキストが表示さ
れます。文字列の一部としてアポストロフィや二重引用符を挿入するには、Ctrlキ
ーを押しながら実際のキーを押します。

3) 記号ページ上の「数式を終了」をクリックするか、Returnキーを押します。

水平配置または垂直配置の数式を挿入、追加、編集する

数式オブジェクトには、数式や式が通常1つ含まれていますが、複数の式を含む水平配
置または垂直配置の数式オブジェクトを設定できます。配置を選択する場合、配置内の
式はすべて1つのオブジェクトとして選択されます。

A.水平配置B.等号に沿って整列した垂直配置

FrameMakerでは、配置内で式が自動的に整列します。配置を移動する場合、式はすべ
て相対的な位置を保持します。

1) 配置の最初のアイテムにする式か、配置に追加する式を選択します。

2) 数式ポッドの演算子ページ上で、水平配置エレメント（ ）または垂直配置エレメ
ント（ ）をクリックします。数式エレメントを追加するには、エレメントを入力
するか数式ポッドのエレメントをクリックします。水平配置または垂直配置の式が
表示されます。選択した式が配置内の最初の項として表示されます。2つめの項は
疑問符プロンプトとして配置内に表示されます。
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最初の例では水平配置の式が挿入され、2つめの例では垂直配置の式が挿入されていま
す。また、選択した式が配置内の最初の項になります。最後の例では、垂直配置の式が
より大きい式の一部として挿入されます。

記号の挿入

数式ポッド上の記号ページには、ギリシャ文字、その他の記号、および分音符号が含ま
れています。

記号ページには、大文字のアルファ（A）のような、アルファベットにもあるギリシャ
文字は含まれていません。次に、記号ページ上で  をクリックした例を示します。

分音符号は挿入ポイントの位置の左にあるエレメントに、または選択した式に表示され
ます。挿入する点や主な分音符号ごとに該当するボタンを一度クリックします。

注 :和や積や偏微分のエレメントを数学的に処理するには、ラージページまたは微
積分ページからエレメントを挿入します。記号ページからは挿入しないでください。
記号ページからのエレメントは演算されません。

クリック前 クリック後

クリック前 クリック後
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演算子を挿入する

数式ポッドの演算子ページには、一般的に使用される演算子、ルート、指数、記号、下
付き文字、上付き文字、論理記号など含まれています。

演算子を挿入する際に式が選択されると、式は最初のオペランドになります。次の例は、
演算子ページ上のプラス記号（ ）または除算の演算子（ ）をクリックした結果を示
しています。

除算の演算子は、スラッシュ（ /）やダッシュ（ ）、または除算記号（ ）で表記で
きます。

FrameMakerでは、指数を数学的に演算することができますが、上付き文字の演算はで
きません。

A.上付き文字B.指数

クリック前 クリック後
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ラージエレメントを挿入する

数式ポッド上のラージページには、和、積、積分、交差および和集合が含まれています。

ラージエレメントを挿入するときに数式が選択されると、その数式が最初のオペランド
になります。次の例は、ラージページ上の合計記号（ ）をクリックした結果を示して
います。

ラージページから数式エレメントを挿入した後で、オペランドを加えることができます。

区切り文字を挿入する

区切り文字ページには、かっこ、角かっこおよび中かっこのような区切り文字が含まれ
ています。

1対の区切り文字を挿入するときに式を選択すると、その式は区切り文字の内側に置か
れます。次の例は、区切り文字ページ上のかっこをクリックした結果を示しています。

かっこを角かっこ（ [ ]）や中かっこ（ { }）にすることもできます。

クリック前 クリック後

クリック前 クリック後
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関係演算記号を挿入する

関係演算記号ページには、=、<、>、 、 、 、 、 などの関係演算記号があります。

2進法の等号  を除く関係演算記号は、すべて挿入ポイントの位置の左側か右側の文
字または選択範囲に適用されます。乗算したエレメントの間に関係演算記号を挿入する
場合は、挿入ポイントの両側にあるエレメントに適用されます。

2進法の等号  は現在の式の右側に表示されます（2つめの例を参照してください）。
挿入ポイントまたは選択範囲が上付き文字か下付き文字にある場合、等号は上付き文字
か下付き文字に表示されます。

挿入ポイントに2進法の等号を挿入する

1) Escキー、mキー、=キーを順に押します。

クリック前 クリック後

クリック前 クリック後
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微積分エレメントを挿入する

微積分ページには積分、微分、偏微分、勾配、および極限関数があります。

微積分エレメントの挿入時に式を選択すると、その式が最初のオペランドになります。
次の例は、微積分ページ上の積分記号（）をクリックした結果を示しています。

オペランドの位置の変更や追加を行うことができます。

行列を挿入する

行列ページには、1×1から3×3までの行列エレメントが含まれています。行列の作成後
に、行や列を追加できます。

行列エレメントの挿入時に式を選択すると、その式が行列で最初のセルになります。

クリック前 クリック後

クリック前 クリック後
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関数を挿入する

関数ページには、三角関数、双曲線関数、対数関数、符号関数、極限関数、一般関数が
含まれています。

FrameMakerにより、関数は挿入ポイントまたは選択範囲に配置されます。数式が選択
されると、極限値と一般関数（ ）および（ ）以外の、関数の引数になります。次の
例は、関数ページ上の sin関数をクリックしたときの結果を示しています。

カスタム数式エレメントを挿入する

FrameMakerに組み込まれている数式エレメントの挿入に加えて、文書に定義されてい
るカスタム数式エレメントを挿入できます。

FrameMakerでは、カスタム数式エレメントには数学的な意味がありません。例えば、
演算子用のカスタムの数式エレメントは数式内の演算子として処理されます。しかし、
FrameMakerはそのエレメントを演算できません。

1) 数式ポッドの数式ポップアップメニューから「数式エレメントを挿入」を選択し
ます。

2) エレメント名を選択して「挿入」をクリックします。

クリック前 クリック後
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数式枠を縮小または拡大する

数式を縮小すると、周りのアンカー枠が数式に合わせて縮まります。この操作により、
枠のアンカー位置が「挿入ポイントの位置」に変更され、枠の後に挿入ポイントが置か
れます。

縮小前

縮小後

数式での作業を完了し、最小のスペースにし、周辺のテキストのベースラインと整列す
るように数式枠を縮小します。編集を容易にするためには、数式枠を拡大してアンカー
枠を広げます。

1) 数式の中をクリックするか、その枠を選択します。

2) 数式ポッド上で、数式ポップアップメニューから「数式枠の縮小」または「数式枠
の拡大」を選択します。縮小済みの数式枠の縁が画面上に表示されない場合があり
ます。しかし、プリントされた文書には表示されます。
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数式を編集する

テキストを編集するように、数式も編集することができます。例えば、数式エレメントの
追加、変更、並べ替え、削除、カット、コピーおよびペーストなどの編集ができます。
数式を編集すると、その構文が必要に応じて調整されます。

行列を変更することができます。行数や列数の追加や削除、大かっこの削除、および行
の高さや列の幅の変更などができます。また、かっこのような数式エレメントの一部は、
いくつかの表記方法の中から選択することもできます。オペランドを積分や和分などに
追加することもできます。

数式枠が縮小されている場合は、編集前に数式枠を拡大します。アンカー枠が再び標準
サイズになり、操作をするスペースが大きくなります。

注 :回転した数式を編集するには、まずEscキー、gキー、0（ゼロ）キーを順に押
して、数式またはテキスト枠の回転を解除し、元の位置に戻す必要があります。

キーボードを使用して選択箇所を拡張する

1) スペースバーを押します。選択範囲が拡大して次に高い式を含めることができます。
次の例は、スペースバーを繰り返し押したときの結果です。

選択範囲を変更する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 選択範囲を右側にある次の副式に変更するには、右向き矢印キーを押します。

• 選択範囲を左側にある次の副式に変更するには、左向き矢印キーを押します。

• 選択範囲を次の疑問符プロンプトに変更するには、Tabキーを押します。

元の選択範囲

1回押した結果。

2回押した結果。
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数式エレメントか数式を置換または削除する

1) 削除するエレメントを選択し、Deleteキーを押します。エレメントが疑問符プロン
プトで置き換えられます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• エレメントを置換するには、数式ポッドをクリックするか、置換部分を入力し
て挿入します。

• エレメントを削除するには、再びDeleteキーを押します。また、FrameMaker
では、プラス記号やかっこのように、不要なエレメントも削除されます。

• Ctrlキーを押しながらクリックして数式を選択し、Deleteキーを押します。

区切り文字を削除する

数式の入力または編集を終了後、かっこ、中かっこおよび角かっこなどの余分な区切り
文字が追加されることがあります。余分な区切り文字を削除できます。後で演算コマン
ドを使用すると、FrameMakerは区切り文字がまだ存在するかのように数式を演算しま
す。

• すべての区切り文字を削除するには、式を選択します。数式ポッドの区切り文字ペ
ージ上で、「かっこを削除」をクリックします。

• 区切り文字を削除するには、区切り文字の右側に挿入ポイントを置いてDeleteキー
を押します。区切り文字が対になっている場合は、例えば、aとbの間にある左側の
かっこなどの、対の一方の区切り文字も削除されます。

クリック前 クリック後

前 後
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エレメント書式を切り替える

数式エレメントを表す方法がいくつかあります。例えば、区切り文字を 、 、  と
して表示できます。除算を 、 または  と表記できます。

1) 数式全体を選択します。

2) 数式ポッドの演算子、ラージ、区切り文字または微積分ページ上で「書式を切り替
え」をクリックします。コマンドは4ページとも同じで、複数の書式を含むすべて
のエレメントに機能します。時には2回以上クリックして希望の書式を開きます。

数式エレメントにオペランドを追加する

根号、勾配記号、対数には1つまたは2つのオペランドを使用できます。ラージページと
微積分ページ上の積分と他の記号には1～3つのオペランドを使用できます。

オペランド

やり直しせずに、これらのエレメントにオペランドを追加することができます。

1) エレメントを含む式の任意の場所をクリックまたは選択します。

2) ラージまたは微積分ページ上の「オペランドを追加」をクリックします。新しいオ
ペランドを指定する位置に疑問符プロンプトが表示されます。

行列を変更する

行列内の行数や列数を変更したり、行列の周囲の角かっこを追加、削除することができ
ます。内容に従って、列幅を列ごとに変更することも、すべての列を同じ幅に指定する
こともできます。同様に、行ごとに行の高さも変更できます。



内容の編集

228

また、行列を転置したり行列代数を実行することもできます。

• 行や列を追加する場合は、行列内に挿入ポイントを置きます。数式ポッドの行列ペ
ージ上で、行列コマンドポップアップメニューから「行を追加」または「列を追加」
を選択します。

「行を追加」では、一番下に行が追加され、「列を追加」では、一番右側に列が追
加されます。

• 行または列を行列から削除するには、行または列を選択して、 Delete キーを押し
ます。

• 行列の周囲の角かっこを追加、削除するには、行列全体を選択します。数式ポッド
の行列ページ上で、「大かっこを追加／削除」をクリックします。

• 行列内で行の高さまたは列の幅を変更するには、行列を選択します。数式ポッドの
行列ページ上で、行列の高さポップアップメニューまたは行列の幅ポップアップメ
ニューから「均等」または「比例」を選択します。

「均等」の行高（左）と「比例」の行高（右）

「比例」を選択した場合、すべての行は行内で最も高いセルを保持できる高さとなりま
す。各列は、列内で最も幅の広いセルを保持できる幅になります。「均等」を選択した
場合、すべての行は行列全体で最も高いセルを保持できる高さとなります。各列は、行
列全体で最も幅の広いセルを保持できる幅になります。

列の追加前 列の追加後
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数式エレメントを作成し定義する

数式ポッドに表示されない数式エレメントが必要な場合は、新しい演算子（  など）の
ようなカスタムエレメントを作成できます。しかし、FrameMakerは、カスタム数式エ
レメントを数学的に演算できません。

数式ポッドにあらかじめ含まれているエレメントを別の形で作成文書に表示するには、
エレメントを再定義します。例えば、sin–1と表示されるようにasin（逆サイン）関数を
再定義します。組み込みエレメントの外見は再定義できますが、その種類を変更するこ
とはできません。

また、別の文書から数式エレメントの定義を取り込むこともできます。

カスタム数式エレメントは、「FrameMath」という名前で始まる1つ以上のリファレン
スページ上に保管されます。各定義はアンカーのないグラフィック枠内にテキスト行で
示され、エレメント名と同じ名前が付いています。

A.グラフィックフレームB.テキスト行

関連するリンク :
テキストをグラフィックに追加する

リファレンスページ上でリファレンス枠を使用する

文書中の数式フォントを変更する
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数式エレメントの種類

数式エレメントの種類は、エレメントがその周囲の他のエレメントに関してどのように
機能するかを表します。例えば、プラス記号（+）は挿入辞という種類に属します。挿
入辞には、オペランドが2つあり、1つは左に、もう1つは右に配置されます。

次の種類のカスタム数式エレメントを定義できます。

種類 例 オぺランド数

原数 なし

区切り文字 1

関数 1、エレメントの右

挿入辞 2、エレメントの左右

ラージ 3つまで、エレメントの上、下、右

極限値 2つまで、エレメントの下、右

接頭辞 1、エレメントの左

接尾辞 1、エレメントの右

垂直配置 2、縦に整列（カスタムの垂直配置を定義するテキスト
行は、配置項目間の区切りとして使用されます）
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次の種類のカスタムの数式エレメントは定義できません。

カスタム数式エレメントを定義する、または組み込み数式エレメントの定義を変更する

1) 表示／リファレンスページを選択し、 FrameMath リファレンスページを表示し
ます。

文書にFrameMathリファレンスページがない場合は、リファレンスページを表示
してから、挿入／リファレンスページを追加を選択します。新しいページに
FrameMath1という名前を付けます「F」と「M」はこのとおりに大文字で入力し
ます。

2) グラフィック枠ツールを使用して、ページ上にアンカーのないグラフィック枠を作
成します。

3) 枠名ダイアログボックスで数式エレメント名を入力します。組み込みのエレメント
を再定義する場合は、そのエレメント名を入力します。

種類 例

微分

分音符号

水平配置

行列

ルート

スクリプト

代入

除算バー（縦）
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4) テキスト行ツールを使用して、グラフィック枠にテキスト行を追加します。

5) 次のガイドラインを使用して、テキスト行に数式エレメントを作成します。

• テキスト行にはすべての文字を入力でき、文字書式の変更もできます。微調整
のショートカットを使用して文字を移動させることもできます。

• 区切り文字を除くすべての数式エレメントでは、テキスト行は単なる数学記号
であり、オペランドではありません。数式にエレメントを後から挿入する場合、
数式エレメントの種類に基づいて、オペランドが的確に配置されます。例えば、
合計または積分符号のようなラージエレメントにはオペランドが最大3つ使用
され、符号の上、下および右に配置されます。

• 組み込みの区切り文字に2つまたは3つのオペランドが含まれる場合でも、カス
タムの区切り文字にはオペランドを1つしか使用できません。オペランドの位
置を示すには、テキスト行にスペースを挿入します。テキスト行にスペースを
挿入しない場合は、2つの区切り文字の間にオペランドが配置されます。

A.区切り文字の文字B.スペースはオペランドを指す

• FrameMakerはカスタムの数式エレメントの枠内にある最初のテキスト行を使
用します。枠内に1つのテキスト行しかないことを確認してください。

6) グラフィック枠を選択します。

7) 数式ポッド上で、数式ポップアップメニューから「カタログに定義を追加」を選択
します。

8) カスタムの数式エレメントを定義している場合、ポップアップメニューからエレメ
ントの種類を選択して、「追加」をクリックします。
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数式エレメントの名前を検索する

1) 数式内に挿入ポイントを配置します。

2) 数式ポッドの数式ポップアップメニューから「数式エレメントを挿入」を選択し
ます。

3) 「カスタムのみ表示」の選択を解除して、必要なエレメント名が見つかるまでスク
ロールします。

4) 「キャンセル」をクリックします。

カスタムの数式エレメントの定義を作成または削除する

1) 次のいずれかの操作を行い、数式エレメントを含む FrameMath リファレンスペー
ジを表示します。

• カスタムの数式エレメントが数式に表示される場合は、エレメントを選択して
数式ポッドの数式ポップアップメニューから「定義を更新」を選択します。次
に、「枠へ移動」をクリックします。

• 数式にまだカスタムの数式エレメントを挿入していない場合は、表示／リファ
レンスページを選択します。次に、必要なFrameMathリファレンスページを
表示します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 数式エレメントを定義するテキスト行を編集します。ボディページを再表示す
ると、修正した定義が使用されて、数式がもう一度縮小されます。

• グラフィック枠を削除します。エレメントが数式に表示される場合、
FrameMakerではエレメント自体ではなくエレメント名が表示され、そのエレ
メント名の前後に疑問符が表示されます。
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数式内で数式エレメントを配置する

FrameMakerでは、数式の数学的な意味合いに従って数式エレメントが配置されます。
場合によっては、エレメントを微調整して、数式内で他のエレメントと近づけたり離し
たりなど、エレメントの位置を変えることもできます。

微調整の実行前と実行後

また、エレメントの両側の空白スペースを制御することができます。

A.デフォルトの間隔B.左右に追加されるスペースC.左右から削除されるスペース

1) 数式ポッドの配置ページで、次のいずれかの操作を行います。

• 選択された式を配置するには、微調整矢印をクリックします。必要な回数をク
リックします。1回クリックするごとに、式は画面上で1ピクセルずつ移動し
ます。正確性を向上させる場合はズームインします。

微調整の矢印

• 微調整を削除するには、「微調整」セクション（ ）の中央のボタンをクリッ
クします。
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• 配置オフセットを検査し、数値で調整するには、「位置の設定」をクリックし
ます。正確なオフセットは数式エレメントの位置設定ダイアログボックスの
「オフセット」セクションに表示されます。位置を調整するには、「オフ
セット」セクションに値を入力して「設定」をクリックします。

• 余白を調整するには、プラス符号（ +）をクリックして追加し、マイナス記号
（ -）をクリックして削除します。必要な回数をクリックします。1回クリッ
クするごとに間隔が1ピクセルずつ増減します。正確性を向上させる場合はズ
ームインします。

注 :挿入辞、接頭辞、接尾辞または区切り文字などの数式エレメントの周囲の間隔
を変更するには、そのエレメント自体ではなく、隣接した数式エレメントの周囲の間
隔を調節します。例えば、a+bという式のプラス記号の両側の間隔を広げるには、
aを選択。その右側に空白を追加します。次にb.その左側に空白を追加します。

• スペースの値を調整するには、「位置の設定」をクリックします。正確な間隔
が数式エレメントの位置設定ダイアログボックスの「間隔設定」セクションに
表示されます。間隔を調整するには、「間隔設定」セクションに値を入力して
「設定」をクリックします。初期設定のスペースの値に戻すには、「間隔設定」
セクション（ ）の中央のボタンをクリックします。

数式エレメントの表示位置と無関係なスペースの値を調整する

新しい間隔で、挿入辞、接頭辞、接尾辞、ラージ、スクリプト、および除算バーなどの
数式エレメントの定義を更新することができます。この場合、FrameMakerでは、文書
中の表示位置にかかわらず、エレメントの周囲の間隔を調整して数式を再び縮小します。

また、文字間隔を小、中、大のすべての数式で一律に変更することができます。

1) 数式内のエレメントの周囲の間隔を調整してからエレメントを選択します。

2) 数式ポッドの数式ポップアップメニューから「定義を更新」を選択します。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 文書中のエレメントの間隔を更新するには、「更新」をクリックします。

• 初期設定の間隔に戻すには、「初期設定」をクリックします。
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改行の設定と数式の整列

数式が数行にわたる場合の数式の整列や、配置、行列内の項の整列をコントロールでき
ます。また、別のアンカー枠内にある数式も整列させることができます。

等号の左側に整列

他のオブジェクトと同様に数式を操作できます。数行にわたる数式の垂直配置や行のア
イテムの整列を自動または手動でコントロールできます。手動整列の基準点は自動整列
よりも優先されます。

左揃えおよび手動整列の基準点での整列

上下またはベースラインに沿って水平配置の数式の項を整列することができます。

ベースライン揃え
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上下またはベースラインに沿って行列の各行のセルを整列することもできます。左右、
中央、または等号に合わせて、各列のセルを揃えることもできます。

整列の基準：

A.ベースラインB.中央

関連するリンク :
オブジェクトをコピーして整列する

水平配置または垂直配置の数式を挿入、追加、編集する

数式の改行を変更する

数式が数行にわたる場合、数式全体が単一のアンカー枠に留まります。数式が自動的に
改行する位置を設定できます。改行幅を変更する場合、数式は新しい幅に再設定されま
す。

元の数式

1.25インチで改行設定した数式

数式内の特定の位置で強制的に改行することもできますが、別の数式を作成するには、
手動で改行する代わりに、垂直配置の式を挿入します。
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改行を変更する方法がいくつかあります。

• 自動改行の幅を変更するには、数式内でクリックするか、その部分を任意に選択し
ます。グラフィック／オブジェクトの属性を選択します。「自動改行する位置」ボ
ックス内の値を編集し、「設定」をクリックします。値は数式の枠の幅にあらかじ
め設定されています。

• 手動改行を挿入するには、数式を 2 行に分けたい位置をクリックします。数式ポッ
ドの配置ページで、行間隔ポップアップメニューから「手動で設定」を選択します。
制御記号の表示中は改行記号（）が挿入ポイントの位置に表示されます。

手動改行

• 手動改行を削除するには、改行記号がある数式の部分を選択します。数式ポッドの
配置ページで、改行ポップアップメニューから「手動で解除」を選択します。

数式の表示を整列する

数式が含まれている段落の書式は、数式表示の整列（左、中央、右）を制御します。

中央揃えの段落

1) 数式が含まれている段落内（数式内ではない）をクリックします。

2) 書式バーの整列ポップアップメニューまたは段落書式ウィンドウから整列の 1 つを
選択します。
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垂直配置の数式または複数行の数式に自動整列を設定する

1) 数式または配置をクリックします。

2) 数式ポッドの配置ページ上で、左／右ポップアップメニューからオプションを選択
します。「Left Of =」または「Right Of =」を選択すると、行は等号の片側に沿っ
て整列します。等号のない行はその左側に沿って揃います。

複数行の数式や垂直配置の数式の項に手動整列の基準点を設定する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 整列する複数行の数式の最初の行でクリックします。

• 配置内の他の項と整列させる垂直配置の数式の項をクリックします。

2) 数式ポッドの配置ページ上で左／右ポップアップメニューから「手動で設定」を選
択します。制御記号の表示中は手動整列記号（ ）が挿入ポイントの位置に表示され
ます。複数行の数式の後続の行は、手動整列の基準点で左揃えになります。垂直配
置の数式の項は、手動整列の基準点で配置内の他の項と整列します。

手動整列の基準点を解除する

1) 手動整列の基準点を含む数式の一部を選択します。

2) 数式ポッドの配置ページ上で左／右ポップアップメニューから「手動で解除」を選
択します。別の設定を行っても手動整列の基準点を解除できます。

水平配置の数式の項を整列する

1) 配置内をクリックします。

2) 数式ポッドの配置ページ上で、上／下ポップアップメニューからオプションを選択
します。

行列内でセルを整列する

1) 行列内をクリックします。

2) 数式ポッドの配置ページ上で、上／下ポップアップメニューまたは左／右ポップアッ
プメニューからオプションを選択します。「左／右」コマンドおよび「上／下」のコ
マンドは行列全体に影響します。個別のセルを整列するには、微調整を行います。
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水平配置や垂直配置、または行列の整列設定を確認する

1) 配置または行列全体を選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• 配置または行列をドラッグします。

• 行列内に挿入ポイントを配置し、スペースバーを数回押します。

2) 数式ポッドの配置ページ上で、「位置の設定」をクリックします。

枠内で数式を左揃え、中央揃え、右揃えする

他のオブジェクトを揃えるように、グラフィック枠内でいくつかの数式オブジェクトを整
列することができます。また、オブジェクトが別々のグラフィック枠にある場合でも、
手動整列の基準点に沿って複数の数式オブジェクトを整列することができます。

手動整列の基準点で整列した数式

数式を編集するときに、FrameMakerは数式オブジェクトの整列を維持します。例えば、
2つの数式が左揃えの場合、拡大または縮小しても数式は左揃えのままです。

1) 最初の数式はCtrlキーを、他の数式はCtrl+Shiftキーを押しながらクリックして、
整列させる数式を選択します。

最後に選択した数式が整列させる数式であることを確認してください。

2) グラフィック／配置／整列を選択します。

3) 目的の整列を選択して、「OK」をクリックします。
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基準点に沿って数式を整列する

1) 整列させる数式の1つに手動整列の基準点を設定します。

手動整列の基準点を設定しない場合は、数式は左揃えになります。

2) 数式をクリックして、グラフィック／オブジェクトの属性を選択します。

3) 整列ポップアップメニューから「手動」を選択し、「整列の基準点からのオフセッ
ト」セクションで整列の基準点の位置を指定します。左のオフセットは枠の左端か
ら手動整列の基準点までの距離です。

正確に上部のオフセットを指定する必要はありません。他のオブジェクトと同様に、
後から数式を上下に移動できます。

4) 「設定」をクリックします。

5) 整列させるそれぞれの数式について、1から4の手順を繰り返します。各数式に左端
から同じ距離を使用しますが、枠内で数式を縦に配置するには、上のオフセットを
変更します。整列した数式が異なるアンカー枠にある場合は、左端を同じ位置に揃
えてあるか確認してください。

数式でフォント設定を変更する

文書にはすべての数式に適用されるフォント設定が含まれています。これらの設定では、
小、中、大の数式のフォントサイズと間隔を決定します。また、ギリシャ文字や記号、
関数、数、記号列および変数などの文字書式を決定します。

数式全体の既定サイズを変更することができます。また、個々の数式エレメントの文字
書式を変更し、例えば、色や特殊なフォントを使用することもできます。

文書内のすべての数式に使用されているフォントサイズや文字書式も変更可能です。
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個々の数式の文字書式を変更する

エレメントの文字間隔、文字幅、上付き文字、下付き文字、下線、上線、打ち消し線、
改訂バー、またはペアカーニングの属性は変更できません。また、個々のギリシャ文字
や記号、何種類かの演算子のフォントも変更できません。

• 数式の既定のサイズや色を変更するには、数式をクリックし、グラフィック／オブ
ジェクトの属性を選択して、次のいずれかの操作を行います。

– 数式のサイズを変更するには、サイズポップアップメニューから適切なサイズ
を選択して「設定」をクリックします。数式の枠が縮小された場合は、
FrameMakerによってもう一度ラップされます。

– 数式のカラーを変更するには、カラーポップアップメニューから適切なカラー
を選択して、「設定」をクリックします。

• 文字書式を変更するには、そのエレメントまたは数式を選択し、任意にテキストを
変更します。

• 上付き文字または下付き文字を作成するには、適切な演算子を挿入します。

• 文字の間隔を変更するには、数式ポッドの配置ページを使用して、微調整します。

• 式の上または下に線を置くには、数式ポッドの記号ページの分音記号を使用します。

文書中の数式フォントを変更する

文書中のすべての小、中、大の数式のフォントサイズや間隔を変更できます。フォント
を一括変換すると、FrameMakerにより、文書内のすべての縮小された数式がもう一度
フォーマットされてラップされます。

数式内のギリシャ文字や記号は通常、記号フォントで表示されます。Mathematical Pi
やUniversal Greekがシステムにインストールされている場合は、これらのフォントを使
用できます。

関数、数、および文字列は、通常Times New RomanまたはTimesフォントで、変数は
斜体で表示されます。これらの種類のエレメントのそれぞれの文字書式は変更できます。
例えば、すべてのエレメントをHelveticaで表示し、関数を斜体で、変数を太字で表示す
ることもできます。日本語版の場合は、FrameMakerではインストールディレクトリの
「maker.ini」ファイル、FrameMaker+SGMLでは「 fmsgml.ini」ファイルの中の
「DefaultJapaneseFamily=」で指定されているフォントになります。
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注 :数式エレメントの文字書式の指定に使用している書式は、文字カタログから削
除しないでください。これらの文字書式を削除すると、文書内のすべての数式の書
式がデフォルトフォントで再設定されます。

数式ポッドの数式ポップアップメニューから「数式サイズ」を選択し、以下を変更します。

• 文書全体の数式フォントを変更するには、次のいずれかの操作を行います。

– フォントサイズと文字間隔を指定し、「設定」をクリックします。文字間隔は
フォントサイズのパーセントで示されます。正の値でエレメントの周囲の間隔
が広がり、負の値で狭くなります。

– 「初期設定」をクリックします。

• ギリシャ文字と記号用のフォントを変更するには、数式記号ポップアップメニュー
から適切なフォントを選択して、「設定」をクリックします。

• 関数、数、文字列、変数のいずれかの文字書式を変更するには、まず希望の文字書
式を作成します。それから関数、数、記号列または変数のいずれかのポップアップ
メニューから文字書式を選択し、「設定」をクリックします。ポップアップメニュ
ー内に作成した書式が表示されます。

数式の演算

式や数式の作成後に、数学的な表示方法を変更して変換できます。例えば、多項を展開、
因数分解、式を簡略化および分数を加算することができます。

元の選択範囲

展開

項の展開

項の再展開
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また、値を代入したり、計算して数式を演算できます。

式を変換または数値を求める

1) 式または式の一部を選択します。

2) 数式ポッドの行列ページまたは関数ページ上でコマンドを選択します。例えば、式
を選択した後、関数ページ上の乗算ポップアップメニューから「項の展開」を選択
します。

3) 数式の変換または演算を行うには、行列ページの行列コマンドポップアップメニュ
ー上のコマンドと、関数ページの6つのポップアップメニュー上のコマンドを使用
します。

関連するリンク :
行列を変更する

行列コマンドポップアップメニュー

行列の転置

選択した行列の行数と列数を入れ替えます。

元の選択範囲

展開

置換された値

計算結果

選択した行列 転置後
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行列代数

行列乗算と加算を行い、選択した行列内の点と交差の積を演算します。

行列代数を実行後、「簡略化」コマンドを使用して項のように結合することができ
ます。

選択した行列 行列代数の適用後
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加算ポップアップメニュー

分数の加算

選択した分数を加算し、単独の分数として結果を表示します。このコマンドも項の
ように組み合わせます。

選択した式に2つ以上の分数の和が含まれている場合、「分数の加算」は最初の2つ
のみを加算します。すべての分数を加算するには、このコマンドを繰り返し使用し
ます。

降べき順

選択した変数の指数を減じる場合に多項式を調整します。

選択した分数 加算後

選択した式

1回加算

2回加算

適用前 適用後
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昇べき順

選択した変数の指数を加算する場合に多項式を調整します。以下の例では、「昇べ
き順」を選択する前に、x—任意のx—を選択します。

乗算ポップアップメニュー

項を因数分解したり、式を展開したり、加算に乗算と除算を分配するには、関数ページ
上の乗算ポップアップメニューを使用します。

因数分解

積から選択した項を因数分解します。

部分的因数分解

選択した項を含む項のみを因数分解します。

適用前 適用後

因数分解前 因数分解後

因数分解前 因数分解後
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項の展開

選択した式を簡略化し、加算に乗算を分配し、正の整数乗で表されている選択した
項を展開します。

「簡略化」コマンドでも選択した式を簡略化できます。

項の一次展開

選択した式の左側の因数の最初の一対を展開します。

このコマンドを数回使用すると結果は別の形で表示されます。

分配

次の例のように、選択する式によって様々な演算を実行します。

• 加算に除算を分配します。

逆算を行うには、「分数の加算」コマンドを使用します。

選択した式 展開後

選択した式 展開後

選択した式 分配後
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• 加算に乗算を分配します。

逆算を行うには「因数分解」コマンドを使用します。

• 根号や指数を含む積や商を、累乗となった単式に変換します。

逆算を行うには「簡略化」コマンドを使用します。

均等に分布

等号の両側で同じ演算を実行します。

選択した式 分配後

選択した式 分配後

選択した式 分配後
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除算ポップアップメニュー

長除算

多項の分子や分母を含む分数の長除算を実行します。

以下の例では、「長除算」を選択する前に、x—任意のx—を選択します。最初の
結果の分数にある「x」を選択してもう一度「長除算」を選択すると、2つめの結果
が得られます。

指数変換

分母の正の指数を負に、負の指数を正に変更し、選択した式で除算を乗算に変換し
ます。

負の指数を除算の演算子に変換するには、「分数変換」コマンドを使用します。

除算前

1回除算

2回除算

選択した式 指数変換後
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一次指数変換

「指数変換」コマンドと同様に、除算を乗算に変換しますが、第1レベルの演算子
にのみ適用されます。

第1レベルの負の指数を除算の演算子に変換するには、「一次分数変換」コマンド
を使用します。

分数変換

乗算と除算を、除算と乗算を反対に入れ替えることで選択した式で、負の指数を正
に変換します。

選択した式 指数変換後

選択した式 分数変換後
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一次分数変換

「分数変換」コマンドと同様に、負の指数を正に変換しますが、第1レベルの指数
にのみ適用されます。選択した式に第1レベルの負の指数がない場合は、このコマ
ンドは無効です。

演算ポップアップメニュー

浮動小数点変換

選択した式で整数を浮動小数点数に変更し、式の数値を求めます。

浮動小数点数で小数第15位まで示すには、「全桁表示」コマンドを使用します。

選択した式 分数変換後

（変化なし）

選択した式 浮動小数点変換後
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「不動小数点変換」は、不定値になる演算の場合のNaN（数でない）を表示します。
計算結果が膨大な値になる演算の場合に無限大を表示します。極小数はゼロとして
計算される場合があります。

全桁表示

浮動小数点数を最後の桁まで正確に表示します。

演算

選択した式の数値を求めます。次の例に示すように、実行される演算は選択した式
の種類によって異なります。

• 指数が20未満の累乗式を積に書き換えます。

• 整数の階乗を計算します。結果が大きすぎて計算できない場合は、無限大とし
て表示されます。

選択した式 浮動小数点変換後

選択した数 全桁表示後

選択した式 演算後

選択した式 演算後
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• 1×1または2×2の行列を計算します。

• 和または積から項を引き出します。

• 「代入」コマンドと同様に置換を演算します。

• 差の演算子を差に書き換えます。

• 積の対数を対数の和に、累乗の対数を対数の積に書き換えます。

• 対数を自然対数に書き換えます。

選択した式 演算後

選択した式 演算後

選択した式 演算後

選択した式 演算後

選択した式 演算後
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• 選択関数を階乗で表した式に書き換えます。

代入

特定の置換を行ってから式を簡略化します。差の演算子を選択すると、このコマン
ドにより式が差の形式に書き直されます。

積分

選択した積分を多項の被積分関数に書き換えます。このコマンドは、定積分を上限
から下限の間で演算される不定積分に変換します。多項式を完全に積分するには、
「積分」を数回使用します。

選択した式 演算後

選択した式 演算後

選択した式

演算を1回実行

演算を2回実行
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微分

選択した微分係数を演算し、必要に応じて連鎖を複雑な式に適用します。すべての
依存関係が明示的に記述されている場合のみ、部分微分を実行します。

このコマンドにより、エレメントは、微分変数に依存しているかのように、全体微
分で処理されます。「微分」コマンドを使用して演算を実行する前に、「演算」コ
マンドを使用してn番目の微分係数を展開します。

一次微分

選択した微分のうち、第1レベルの微分係数のみを演算します。

ルールポップアップメニュー

式を変換するルールを保存して適用するには、関数ページ上のルールポップアップメニ
ューを使用します。

例えば、「ルールを登録」を使用してa = a + 3のようなルールを保存します。それから
「ルールを適用」を使用して、別の式でaをa + 3に置換します。

ルールを登録

ある式を別のものに置き換えるルールを保存します。「ルールを登録」を選択する
前に、ルールとして保存する式を選択します。1回に保存できるのは、1つのルール
だけです。

前 後

前 後
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ダミー変数の指定

選択した項をダミー変数に指定します。ルールでダミー変数を使用すると、ルール
の左側にある明示的に指定された変数だけでなく、任意の変数と右側の式を置き換
えることができます。ダミー変数は太字で表示されます。例えば、x=a - 2というル
ールの中のxをダミー変数として指定すると、 a - 2 を、xだけでなく式の中の任意
の変数と置き換えることができます。

「ダミー変数の指定」を選択する前に、ダミー変数にする項を選択し、「ルールを
適用」コマンドを使用して選択した式をダミー変数に割り当てられている式と置き
換えます。

ルールを適用

「ルールを登録」コマンドで保存されたルールを使用して、選択した式の中の項ま
たは項のセットを置き換えることができます。

ダミー変数を含むルールを適用する前に、変数に置き換える項を選択します。次の
例では、ルールの「x」がダミー変数です。

登録したルール

選択した式

ルールの適用後

登録したルール

ルールの適用前

ルールの適用後
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その他の訂正ポップアップメニュー

簡略化

選択した式を簡略化します。無限大またはゼロによる除算に関する分数の数値を求
めるには、「簡略化」の代わりに「浮動小数点変換」を使用します。

次の例に示すように、実行される演算は選択した式の種類によって異なります。

• 整数計算を実行します。

結果が大きすぎて計算できない場合は、無限大として表示されます。

• 項を和や積にグループ化します。

選択した式 簡略化の実行後

選択した式 簡略化の実行後
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• 約分します。

結果から負の指数を変換するには、「分数変換」コマンドを使用します。

• ギリシャ文字のイオタ（ ）で示される複素数「 i」を解釈します。

• 乗算と除算に指数を分配します。

 xを簡略化すると  となり、  とはなりません。

選択した式 簡略化の実行後

選択した式 簡略化の実行後

選択した式 簡略化の実行後
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その他の簡略化

「簡略化」コマンドと同様に、選択した式を簡略化しますが、分数の乗算は行いま
せん。

項の分離

等号の片側の選択した式を分離します。このコマンドは項を結合したり、選択した
式を解いたりすることはありません。

初項を展開

選択した和分や積の初項を展開します。

選択した式 簡略化の実行後

選択した式 項の分離後

選択した式 展開後
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すべての項を展開

選択した和や積のすべての項を展開します。

マーカー

FrameMakerのマーカーは、文書にマークを付けることができる複数の方法を示します。
著者、注釈、コンディショナルタグ、コンテキスト文字列、相互参照、数式、用語集の
ような定義済みのマーカーの中から選択するか、カスタムマーカーを作成することがで
きます。

マーカーポッドを使用すると、長い文書ファイルやブックファイルにある数百のマーカ
ーの操作やトラブルシューティングを簡単に行うことができます。現在の文書、開いて
いるすべての文書、選択したファイルまたはブック内のすべてのマーカーを表示するこ
とができます。

選択した式 展開後
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マーカーを追加する

例えば、注釈型のマーカーを追加するには：

1) 注釈を挿入する文書の位置にカーソルを置きます。

2) まだ表示されていない場合は、表示／ポッド／マーカーを選択して、マーカーポッ
ドを表示します。

3) 挿入アイコンをクリックします。

4) マーカーの種類ボックスから注釈を選択します。

5) 「マーカーテキスト」テキストボックスに注釈を入力し、「新規マーカー」をクリ
ックします。

6) ドキュメントを保存します。

注 :「 \t」または16進コードの「 \x08」を入力すると、マーカーテキストにタブ文
字を入力できます。ただし、マーカーリストを生成した場合は、16進コードで入力
したタブだけが表示され、マーカーの索引を生成した場合は、「 \t」で入力したタ
ブだけが表示されます。

マーカーを構造化文書に追加するには

1) 挿入 /マーカーを選択します。

2) エレメントカタログでマーカーエレメントを選択し、「挿入」をクリックします。

3) ポップアップメニューでマーカーの種類を選択します。コンディショナルタグ以外
の任意の既定のマーカータイプを使用できます。独自のマーカータイプを定義する
こともできます。

注 :構造化文書の場合は、マーカーの種類を変更する前に開発者に相談してくださ
い。文書によっては、必要となるマーカーごとに個別のエレメントが定義されてい
る場合があります。

4) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されるときは、マーカーエレメン
トの属性値を入力し、「エレメントを挿入」をクリックします。

目的の場所で使用できるマーカーエレメントがないときは、一時的に無効なエレメ
ントを使用することも可能です。無効なエレメントを挿入してから、挿入場所でそ
のエレメントを有効にすることについては開発者にお問い合わせください。
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マーカーのリストを生成する

例えば、注釈マーカーのすべてのリストを生成するには：

1) 「挿入 /List Of/マーカー」を選択します。

2) マーカーのスタンドアロンリストを作成するか、ブックに追加するかどうかを選択
します。

3) マーカーダイアログボックスの「設定」リストで、右側のポップアップメニューか
らコメントマーカータイプを選択し、左向き矢印をに転送するには、ここをクリッ
クして、左側のリストが含まれます。

4) 「ハイパーテキストリンクを作成」チェックボックスをチェックします。

5) 「 OK 」をクリックします。すべての注釈型マーカーが、別のウィンドウに表示さ
れます。

マーカーを削除する

1) マーカーポッドからマーカーを選択し、削除アイコンをクリックします。マーカー
が文書から削除されます。

カスタムマーカーを作成する

また、単一ソースまたは自動化用にカスタムマーカーを定義することができます。例え
ば、カスタムマーカーを使用して、別のリファレンスガイドに抽出できるテキストにマ
ークを付けることができます。フォーマット変換のような特殊な処理が必要なグラフィ
ックオブジェクトにマークを付けることができます。次に、スクリプトを使用して、さ
らに処理するためにカスタムマーカーが付いているすべてのグラフィックを自動的に抽
出することができます。

1) 表示／ポッド／マーカーを選択します。

2) 挿入アイコンをクリックします。

3) 「マーカーの種類」コンボボックスから、「編集」を選択します。

4) 「カスタムマーカーの種類を編集」ボックスで、カスタムマーカーの名前を入力し
ます。

5) 「追加」をクリックし、「完了」をクリックします。新しいマーカーの種類がマー
カーのリストに追加されます。
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カスタムマーカーを文書に追加する

1) マーカーポッドから、「挿入」をクリックします。

2) カスタムマーカーの種類を選択します。

3) マーカーテキストを入力し、「新規マーカー」をクリックします。カスタムマーカ
ーが文書に追加されます。

パブリッシュのオプション

FrameMakerのマルチチャネル公開機能を使用すると、スムーズにオンラインヘルプを
公開できるいくつかのオプションが使用できるようになります。

改ページマーカーによるページ割り付け

「パブリッシュのオプション」メニューのオプションを使用することで、従来の方法で
ページ設定やトピックの命名用のカスタムマーカーを定義する必要がなくなります。改
ページマーカーを追加して個別のヘルプトピックとして変換したいトピックを指定した
り、そのトピック名を定義したりすることができます。

改ページマーカーを追加

1) 見出しテキストをクリックし、挿入／マーカーをパブリッシュ／改ページマーカー
を適用を選択します。

2) 改ページマーカーダイアログボックスで、トピックタイトルを入力します。ファイ
ル名は、入力したタイトルテキストに基づき、自動的に入力されます。

例えば、トピックタイトルをFrameMaker Publish optionsと入力すると、フ
ァイル名はFrameMaker_Publish_options.htmと命名されます。
ただし、「ファイル名」テキストボックスでファイル名を変更することもできます。

改ページ禁止マーカーを適用

マーカーを適用して、ページが定義した位置で改行しないように強制設定することもで
きます。例えば、同一ページの2つの密接に関連した見出しを保持する必要があるとし
ます。この場合、「改ページ禁止マーカー」を2番目の見出しの上部に指定します。

1) 2番目の見出しの見出しテキストをクリックします。

2) 挿入／マーカーをパブリッシュ／改ページ禁止マーカーを適用を選択します。
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新しく作成されたマーカーのマーカーテキストは<NoSplit>です。これは、選択した見
出しが以前の見出しと同じページに表示されることを示します。

すべての改ページマーカーを削除

文書内のすべての改ページマーカーを削除できます。

1) すべての改ページマーカーを削除する必要のある文書を開きます。

2) 挿入／マーカーをパブリッシュ／すべての改ページマーカーを削除を選択します。

状況依存ヘルプマーカー

状況依存ヘルプを作成するには、製品開発者が製品の対応する部分からリンクできる文
書のマーカーを追加する必要があります。FrameMakerのCSH（状況依存ヘルプ）マー
カー機能を使用して、文書のTopicAliasマーカーを適用できます。CSHマーカーは発行
物によって使用され、発行出力にアンカーを追加します。発行物は製品開発者が文書の
アンカーにリンクするために使用するマップファイルも作成します。

注 : 最良の結果を得るには、ページ割り付けのために特定した見出しスタイルに、
マップ IDを適用してください。

状況依存ヘルプマーカーは次の発行出力形式で使用します。

• Responsive HTML5

• Microsoft HTML Help

状況依存ヘルプマーカーを適用

1) マウスカーソルを段落テキストの冒頭でクリックして配置し、状況依存ヘルプマー
カーを挿入します。

2) 「挿入 /発行のマーカー /CSHマーカーを適用します。

3) マップ IDを入力し、「OK」をクリックします。

文書のCSHマーカーを作成すると、FrameMakerはユーザが指定するマップ IDのマー
カーテキストを含むTopicAliasマーカーを作成します。

重要 :You cannot use whitespaces or the following special characters for the
marker text of a CSH marker: ~!@#$%^&*()+-={}|[]\\:\";'<>?,./
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状況依存ヘルプマップファイルの作成と使用

CSHマーカーを適用してFrameMaker文書中のコンテクスト固有のヘルプの場所を特定
します。次に、hの拡張子の付いたヘルプマップファイルを作成する必要があります。
アプリケーション開発者は、マップファイルを使用して対応するヘルプトピックにアプ
リケーションの特定の部分（例えば、ダイアログボックスまたはメニューアイテム）を
フックします。

1) FrameMakerソースのCSHマーカーを追加します。

2) 任意のテキストエディターでテキストファイルを作成し、次のようにファイルに名
前を付けます。

< ソースブックまたは文書名>.h
3) FrameMakerのソースフォルダーにマップファイルを配置します。

4) 文書で適用する各CSHマーカーの場合、マップファイルに次のように1行の項目を
作成する必要があります。

#define <map ID> <map number>

マップ ID
CSHマーカーに対して特定する名前

マップ番号

アプリケーション開発者によって提供される一意の数字ID。ただし、プレースホル
ダーとしてランダムな数字を設定できます。

参考までに、FrameMakerの発行手順ではサンプルマップファイルも作成されます。

a) 文書の発行手順を実行します。

b) Windows Explorerを使用して出力フォルダーに移動します。

ソースコンテンツに定義済みのCSHマーカーがある場合は、<ソースブックま

たは文書名>_Generated.hファイルが出力フォルダーと同じフォルダーレベ
ルに作成されます。

例：framemaker-publisher.bookという名前のブックを出力する場合は、
マップファイルはframemaker-publisher_Generated.hになります。

この_Generated.hファイルを参照用として使用し、マップファイルを作成できます。

この_Generated.hファイルと同じ書式でマップファイルを作成する必要があります。
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重要 :<ソースブックまたは文書名>_Generated.hファイルが出力フォルダーと同じ
フォルダーレベルに作成され、出力フォルダー内には作成されません。

5) すべてのCSHマーカーをマップファイルに追加後、マップファイルを製品開発チー
ムに渡します。

製品開発チームはファイルに含めた一意のIDを使用できます。または、製品チーム
は IDを変更して、必要に応じて更新されたファイルを戻せます。

6) 更新されたマップファイルをFrameMakerのソースフォルダーにコピーします。

ファイル名が< ソースブックまたは文書名>.hであることを確認します。
7) 発行手順を実行します。

CSHマーカーは発行済み出力のアンカーとして含まれています。製品の状況依存ヘ
ルプ機能をテストできます。

アプリケーションの状況依存ヘルプを実装するには、文書のCSHマーカーを上記のとお
りに含める必要があります。また、製品チームもアプリケーションに機能を追加する必
要があります。アプリケーションに状況依存ヘルプ機能を含める方法についての詳細は、
『RoboHelpの使用ガイド』の「開発者用状況依存ヘルプ情報」を参照してください。

索引マーカーを適用

1) 索引マーカーを挿入する段落テキストをクリックします。

2) 「挿入 /発行のマーカー /索引マーカーを適用します。

3) 索引エントリを入力し、「ＯＫ」をクリックします。

ダイナミックHTMLエフェクトを作成

FrameMaker文書の中でドロップダウンテキストや拡張テキストのようなダイナミック
HTMLエフェクトを作成することができるので、公開されたオンラインヘルプフォーマ
ットの中にこのようなオプションを持たせることができます。

ドロップダウンテキストエフェクトは、代わりのタスクオプションや基本的な概念トピ
ックを提供したり、FAQの質問を要約したり、入れ子になった手順を短くするために使
います。ドロップダウン本文として印をつけたテキストがコンディショナルタグの適用
に表示されます。ただしテキストがオンラインで表示されるのは、ユーザーがヘルプペ
ージでこのドロップダウンテキストキャプションをクリックしたときのみです。

http://help.adobe.com/ja_JP/robohelp/2015/robohtml/#t=book%2Frob_createhelp_ch%2Frob_createhelp_ch-11.htm
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同じように、拡張テキストDHTMLエフェクトは、拡張定義や、重要な用語や、段落に
埋め込まれた概要トピックへのリンクを表示するために利用できます。拡張テキストに
は、リンクを含む拡張テキストキャプションと、ユーザーが拡張テキストリンクをクリ
ックしたときに表示される拡張テキスト本文が必要です。拡張テキスト本文は、PDFで
は表示されません。これは、ユーザーが拡張テキストリンクを含むテキストをクリック
したときにのみ、ヘルプページに表示されます。

このようなDHTMLエフェクトには、キャプションと本文の2つのコンポーネントが必
要です。ドロップダウンテキスト効果は段落に適用し、拡張テキストは文字に適用しま
す。ドロップダウンテキストエフェクトを作成すると、 DropDownCaption と
DropDownBodyの2つの段落書式がFrameMaker文書に追加されます。展開テキストの
効果が作成されると、2文字の書式ExpandingTextCaptionとExpandingTextBodyが追
加されます。これらの書式は、FrameMaker文書を取り込んだときにRoboHelpプロジェ
クトに取り込まれます。これらの効果は作成されたHTMLトピック内で表示されます。

生成されたHTMLトピックに含まれているのがキャプションだけで、本文書式がない場
合には、リンクが生成されてHTMLトピックの中に表示されます。生成されたHTML
トピックに含まれているのがテキスト本文だけで対応するキャプションがない場合には、
リンクは生成されません。また、ドロップダウンテキスト本文書式が適用される段落が、
変換設定の中で自動番号リストに変換されるように指定されている場合、リストの変換
は無視されます。

FrameMaker文書でドロップダウンテキストを作成する

1) ドロップダウンテキストキャプションを配置したいテキストや段落を選択します。

2) 「挿入 /発行 /DHTMLドロップキャプション導入されています。

3) オンラインヘルプページの中にドロップダウンテキストとして表示するテキストを
選択します。

4) 「挿入 /発行 /DHTMLドロップの本文導入されています。

FrameMaker文書で拡張テキストを作成する

1) 拡張テキストキャプションを配置したい用語やフレーズを選択します。

2) 「挿入 /発行 /DHTML拡張テキストキャプション導入されています。

3) オンラインヘルプページの中に拡張テキストとして表示するテキストを選択します。

4) 「挿入 /発行 /DHTML拡張テキスト本文導入されています。
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ハイパーテキストコマンド

FrameMaker文書中のハイパーテキストコマンドは、文書中のアクティブ領域を定義し
ます。上書き禁止FrameMaker文書でアクティブ領域、またはPDFやHTMLなどの出
力をクリックすると、関連付けられたハイパーテキストコマンドが実行されます。

文書内でハイパーテキストコマンドを作成し、リーダーにインタラクティビティを提供
できます。詳しくは、文書にハイパーテキストコマンドを追加する。

ハイパーテキストコマンドを使用すると、Webページを開く、アラートを表示する、現
在の文書の特定のページ（最初、最後、ページ番号など）に移動する、外部アプリケー
ションを開くまたは閉じるなど、様々なタスクを実行できます。「使用可能なハイパー
テキストコマンド」を参照してください。

上書き禁止文書やPDFとして文書を保存したり、FrameMakerマルチチャネル公開ソリ
ューションを使用して文書を公開できます。

注 : PDFおよびHTML出力では、ハイパーテキストコマンドの動作が異なります。
詳しくは、「PDFおよびHTML：ハイパーテキストコマンドのサポート」を参照
してください。

FrameMakerに追加された画像でハイパーテキストコマンドを使用し、1枚の画像で複
数のクリック可能な領域を定義する画像マップを作成ことができます。

文書にハイパーテキストコマンドを追加する

文書にハイパーテキストコマンドを追加するには、まず文書内でアクティブ領域を定義
するし、ハイパーテキストコマンドをアクティブ領域に関連付ける。

文書内でアクティブ領域を定義する

文書内のテキストまたは画像にハイパーテキストコマンドを関連付けることができます。
アクティブ領域をクリックすると、その領域がハイライトされてコマンドが実行され
ます。

文書内でテキストのアクティブ領域を作成する

単語、フレーズ、段落または隣接する複数の単語をアクティブ領域として定義できます。
FrameMakerは、テキストの文字の書式設定を使用してテキストのアクティブ領域を識
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別します。これは、テキストのアクティブ領域の文字の書式設定が周囲のテキストの書
式設定と異なる必要があることを示しています。文字の書式設定が周囲のテキストの文
字の書式設定と同じ場合、その段落内のすべてのテキストがアクティブ領域として設定
されます。

単語またはフレーズのアクティブ領域を定義する

1) 単語またはフレーズを選択します。

選択した単語またはフレーズの文字の書式設定を変更する必要があります。

2) 書式メニューで、文字サブメニューに移動します。

3) 文字サブメニューでは、現在の文書カタログで使用可能なデフォルトの文字の書式
設定一覧から選択できます。

または、文字書式カタログを開いてカスタムの文字の書式設定を適用します。

注 : 以下の文字の書式設定変更を使用してテキストのアクティブ領域を定義するこ
とはできません。ペアカーニング、スプレッド、伸縮、変更バー、言語および大文
字・小文字。

ヒント :アクティブ領域内のテキストを周囲のテキストと同じように表示したい場
合、周囲のテキストと同一の書式設定を使用します。周囲のテキストの文字の書式
設定を別名で保存し、それをアクティブ領域に適用します。

段落のアクティブ領域を定義する

同じ文字の書式設定が段落全体に適用されていることを確認します。

隣接する単語またはフレーズに対する別のアクティブ領域を定義する

異なる、または同じ文字の書式設定を単語やフレーズに適用することで、段落内の隣接
する単語やフレーズに異なるハイパーテキストコマンドを割り当てることができます。
ただし、それらの単語やフレーズの文字の書式設定が周囲の段落テキストの文字の書式
設定と同一でないことを確認する必要があります。詳しくは、「単語またはフレーズの
アクティブ領域を定義する」を参照してください。この後、ハイパーテキストコマンド
を隣接する各単語や各フレーズに関連付けることができます。詳しくは、「ハイパーテ
キストコマンドのマーカーを挿入する」を参照してください。
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画像のアクティブ領域を定義する

文書内の画像のアクティブ領域を定義することができます。画像をクリックすると、関
連付けられたハイパーテキストコマンドが実行されます。

1) テキスト枠を作成して文書内の画像を覆います。

グラフィックにテキストの回り込みが設定されていないことを確認します。

画像の上にテキスト枠を配置するには：

a) グラフィックツールバー（表示／ツールバー／グラフィックツールバー）を開
きます。

b) グラフィックツールバーでテキスト枠をクリックし、テキスト枠を作成して画
像を覆います。

2) テキスト枠の塗りパターンと境界パターンを「なし」に設定します。

テキスト枠の属性を設定するには：

a) テキスト枠を右クリックし、「オブジェクトの属性」を選択します。

アンカー枠の属性ダイアログでの操作方法：

b) 「ストローク」タブに移動し、「境界パターン」オプションのチェックを解除
します。

c) 「塗り」タブに移動し、「パターン」オプションのチェックを解除します。

3) テキスト枠が画像の上に配置されていることを確認します。

テキスト枠を配置後に画像を配置した場合は、グラフィック／前面へ出すを選択し
てグラフィックの前にテキスト枠を配置します。

文書内の複数のページでアクティブ領域を作成する

文書のマスターページでアクティブ領域を作成する場合、その領域はその文書のすべて
のページでアクティブになります。例えば、文書のヘッダーにテキストを追加して、ヘ
ッダー内のテキストにアクティブ領域を作成できます。
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ハイパーテキストコマンドをアクティブ領域に関連付ける

文書内でアクティブ領域を定義するした後、ハイパーテキストコマンドをその領域に関
連付ける必要があります。リーダーが文書内のアクティブ領域をクリックすると、ハイ
パーテキストコマンドが実行されます。

上書き禁止のFrameMaker文書は、すべてのFrameMakerハイパーテキストコマンドお
よびハイパーテキスト文書のPDF、HTML出力をサポートしていますが、サポート対象
外のものもあります。詳しくは、「PDFおよびHTML：ハイパーテキストコマンドのサ
ポート」を参照してください。

ハイパーテキストコマンドのマーカーを挿入する

1) アクティブ領域に挿入ポイントを配置します。

単語またはフレーズ

単語またはフレーズの文頭。「単語またはフレーズのアクティブ領域を定義する」
を参照してください。

段落

段落の文頭。詳しくは、「段落のアクティブ領域を定義する」を参照してください。

複数の隣接する単語またはフレーズ

各単語や各フレーズの文頭。詳しくは、「隣接する単語またはフレーズに対する別
のアクティブ領域を定義する」を参照してください。

画像

囲みテキスト枠。詳しくは、「画像のアクティブ領域を定義する」を参照してくだ
さい。

2) ハイパーテキストダイアログを開きます。挿入／ハイパーテキストを選択します。

3) 以下に対してハイパーテキストダイアログを使用します。

Element Tag
構造化文書内でハイパーテキストコマンドを追加する場合は、必要なハイパーテキ
ストエレメントタグを選択します。

注 : これは、構造化文書の作成に使用している構造化アプリケーションによっ
て異なります。
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コマンド

現在のハイパーテキストコマンドが関連付けられているアクティブ領域をクリック
したときに実行するハイパーテキストコマンドを選択します。

「使用可能なハイパーテキストコマンド」の現在のセットを参照してください。

コマンド構文のテキストボックス

コマンドパラメーターを入力します。

ハイパーテキストコマンドには、常に小文字を使用します。パラメーターでは大文
字と小文字が区別され、その両方を使用できます。コマンド全体では255文字まで
可能です（日本語フォントの文字は2文字として数えます）。

注 : 現在の文書と同じフォルダー内にないファイルのファイル名パラメーター
を入力する場合は、文書のパスを指定してください。

注 : ハイパーテキストマーカーはUnicodeテキストエンコード規格をサポート
しています。

「使用可能なハイパーテキストコマンド」の現在のセットを参照してください。

コマンド挿入時にチェック

文書にコマンドが挿入されると、FrameMakerはすぐに構文を検証します。

上書き禁止

現在の文書を上書き禁止にします。

このオプションを使用して文書に挿入するハイパーテキストコマンドを送信するこ
ともできます。

4) 「新規ハイパーテキストマーカー」をクリックします。

ハイパーテキストマーカーが文書に挿入されます。

注 : テキストインセット内にハイパーテキストコマンドを挿入する場合は、テキス
トインセットソース文書にコマンドを挿入してください。

注 : 相互参照がハイパーテキストコマンドと同じテキスト範囲内に設定されている
場合は、相互参照がハイパーテキストコマンドよりも優先されます。
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ハイパーテキストコマンドを編集、削除する

文書内の既存のハイパーテキストコマンドを編集または削除できます。

ハイパーテキストコマンドの編集

1) ハイパーテキストダイアログを開き、検索・置換ダイアログを使用して編集するハ
イパーテキストコマンドを検索します。

検索ドロップダウンリストで、「任意のマーカー」を選択します。

ハイパーテキストダイアログにマーカーが表示されます。

2) コマンドに必要なオプションを変更し、「ハイパーテキストマーカーを編集」をク
リックします。

ハイパーコマンドテキストの削除

1) ハイパーテキストダイアログを開き、検索・置換ダイアログを使用して編集するハ
イパーテキストコマンドを検索します。

検索ドロップダウンリストで、「任意のマーカー」を選択します。

ハイパーテキストダイアログにマーカーが表示されます。

2) 削除キーを押してマーカーを削除します。
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使用可能なハイパーテキストコマンド

このセクションは、次の目的のために使用可能なハイパーテキストコマンドを示してい
ます。

• 警告メッセージを表示する

• 名前の付いたリンク先に移動する

• 指定ページに移動する

• 戻る

• 文書を開く

• ボタン行列

• 指定URLへ移動

• 外部アプリケーションおよび外部ファイルを開く

• FrameMakerとFrameMaker文書を閉じる

警告メッセージを表示する

警告およびタイトル付き警告コマンド

注 : PDF出力では、警告メッセージがタイトルなしで注記として表示されます。

警告

警告メッセージを表示します。

構文：

alert メ ッセージ

例：
alert Hello world
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警告メッセージ付きのカスタムタイトルを表示するには：

1) 表示／リファレンスページから、現在の文書のリファレンスページを開きます。

2) リファレンスページにテキスト枠を配置し、テキスト枠内にカスタムタイトルを入
力します。

3) テキスト枠を右クリックし、「オブジェクトの属性」を選択してテキスト枠の属性
ダイアログを表示します。

4) 「テキスト枠」タブに移動し、フロー／タグをAlertTitleに設定します。

タイトル付き警告

ユーザー定義のタイトルの付いた警告ボックスを表示します。

構文：

alerttitle タイ トル: メ ッセージ

例：
alerttitle Message to the World:Hello world

名前の付いたリンク先に移動する

現在のFrameMaker文書または別のFrameMaker文書内の特定のリンク先に移動できま
す。これを行うには、名前付きのリンク先を指定コマンドを使用します。その後、以下
のいずれかのコマンドを作成するときにこのリンク先を選択します。

• 名前の付いたリンク先へジャンプ

• 名前の付いたリンク先にジャンプしてページに合わせる

• 文書を開く

• 文書を開いてページに合わせる

注 : 「名前の付いたリンク先を指定」コマンドを省略した場合は、「名前の付いた
リンク先へジャンプ」コマンドと「文書を開く」コマンドでファイル名を参照して
いるのでなければ、これらのコマンドは機能しません。この場合は、別のファイル
が開いてその先頭ページが表示されます。
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名前付きのリンク先を指定

名前付きのリンク先の場所を指定します。

構文：

newlink リンク名

例：
newlink available_hypertext_commands

注 : 名前の付いたリンク先の名前は大文字と小文字の区別があり、スペースは使用
できません。

名前の付いたリンク先へジャンプ

名前付きのリンク先を指定。現在のFrameMaker文書または別のFrameMaker文書で
は、名前の付いたリンク先を選択できます。

構文：

gotolink ファイル名: リンク名

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
gotolink available_hypertext_commands

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
gotolink hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :.fmなど、リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

名前の付いたリンク先にジャンプしてページに合わせる

名前付きのリンク先を指定。現在のFrameMaker文書または別のFrameMaker文書で
は、名前の付いたリンク先を選択できます。次に、リンク先文書のページに合うように
ウィンドウのサイズが調整されます。

構文：

gotolinkfitwin ファイル名: リンク名

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
gotolinkfitwin available_hypertext_commands
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別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
gotolinkfitwin 
hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :.fmなど、リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

文書を開く

名前付きのリンク先を指定。リンク先が異なる文書の場合、新しいウィンドウで開きま
す。

構文：
openlink file_name:linkname

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
openlink available_hypertext_commands

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
openlink hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

文書を開いてページに合わせる

名前付きのリンク先を指定。リンク先が異なる文書の場合、新しいウィンドウで開き
ます。次に、表示される文書のページに合うように新しいウィンドウのサイズが調整さ
れます。

構文：
openlink file_name:linkname

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
openlink available_hypertext_commands

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
openlink hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。
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指定ページに移動する

現在のFrameMaker文書または別のFrameMaker文書では、特定のページに移動でき
ます。

先頭ページ／最終ページへジャンプ

現在の文書または別の文書の先頭／最終ページを表示します。ページはアクティブウィ
ンドウ内に表示されます。

構文：
gotolink filename:firstpage

gotolink filename:lastpage

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
gotolink firstpage

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
gotolink hypertextcommands.fm:lastpage

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

指定ページへジャンプ

現在の文書または別の文書中の指定ページを表示します。ページはアクティブウィンド
ウ内に表示されます。

構文：

gotopage ファイル名:ページ番号

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
gotopage 7

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
gotopage hypertextcommands.fm:7

重要 :文書中で実際に使用されているページ番号を使用します。例えば、リンク先
の「MyDoc」文書でページ番号にローマ数字を使用していてvページから始まる場
合、3ページ目を表示するには「open page MyDoc.fm:vii」と指定します。
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前ページ／次ページへジャンプ

現在の文書の前のページまたは次のページを表示します。ページはアクティブウィンド
ウ内に表示されます。

構文：
previouspage

nextpage

例：
previouspage

nextpage

ヒント :前ページおよび次ページのハイパーテキストコマンドを文書のマスターペ
ージに追加して、これらのコマンドを文書の各ページに表示します。

戻る

リーダーが現在のページに到達する前に閲覧していたページに戻れるように、クリック可
能なハイパーテキストコマンドをページに配置できます。この動作は、お使いのWebブラ
ウザーの戻るボタンの機能と似ています。例えば、あるページにアクティブなテキスト領
域を作成した後、文書の別のページに移動する場合です。リンク先のページで、戻るまた
は戻ってページに合わせるハイパーリンクコマンドを配置することができます。

注 : 記録されているリンクがない場合にファイル名とリンク名を指定しないと、現在
のページがそのまま表示されます。

戻る

前のページに戻ります。ページはアクティブウィンドウ内に表示されます。

構文：

previouslink ファイル名: リンク名

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
previouslink available_hypertext_commands
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別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
previouslink hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

戻ってページに合わせる

前のページに戻ります。ページはアクティブウィンドウ内に表示されます。次に、表示
される文書のページに合うように新しいウィンドウのサイズが調整されます。

構文：

previouslinkfitwin ファイル名: リンク名

現在の文書における名前の付いたリンク先の例：
previouslinkfitwin available_hypertext_commands

別のFrameMaker文書（ .fm）における名前の付いたリンク先の例：
previouslinkfitwin 
hypertextcommands.fm:available_hypertext_commands

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

文書を開く

新しいFrameMaker文書（新規文書を開く）として、文書の先頭または最終ページを開
く、（文書の先頭ページ／最終ページを開く）、または文書の特定のページ番号を開く
ことができます。（文書の指定ページを開く）。

新規文書を開く

名称未設定の新しい文書（ファイル名引数で定義）を開きます。文書は新規ウィンドウ
内に表示され、アクティブウィンドウはそのまま表示されます。

構文：

opennew ファイル名

例：
oopennew hypertextcommands.fm

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。
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文書の先頭ページ／最終ページを開く

文書の先頭／最終ページを開きます。別の文書のページが表示される場合にだけ新規ウ
ィンドウ内にページが表示されます（アクティブウィンドウはそのまま表示されます）。

構文：

openlink ファイル名:firstpage
openlink ファイル名:lastpage

例：
oopenlink hypertextcommands.fm:firstpage

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

文書の指定ページを開く

文書の指定ページを開きます。別の文書のページが表示される場合にだけ新規ウィンド
ウ内にページが表示されます（アクティブウィンドウはそのまま表示されます）。

構文：

openpage ファイル名:ページ番号

例：
oopenpage hypertextcommands.fm:7

重要 :リンク先のファイル拡張子を指定する必要があります。

ボタン行列

画像中で連続するクリック可能な領域を定義し、ハイパーテキストコマンドを各領域に
関連付けます。

例えば、アプリケーションでツールバーをスクリーンキャプチャし、ハイパーテキストコ
マンドをツールバー上の各ボタンに割り当てます。ハイパーテキストコマンドは、ツール
バー画像上の関連付けられたボタンの対応するヘルプにリーダーをナビゲートします。

構文：

matrix 行 列 リファレンスページフロー名

例：
matrix 1 3 button_matrix_flow
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行

ボタンの行数

列

行内のボタン数

リファレンスページフロー名

行列内の各ボタンに対するハイパーテキストコマンドを定義した文書のリファレン
スページで作成されたテキスト枠。

ボタン行列を定義する

ボタン行列を定義して、以下の画像中の3つのアイコンを、対応する3つのハイパーテキ
ストコマンドにマッピングします。

ボタン行列の画像

1) 現在の文書のリファレンスページ（表示／リファレンスページと移動）に移動し
ます。

2) リファレンスページでテキスト枠を定義し、フロータグの値をbutton_matrix。
フロータグの値は、画像のテキスト枠（ステップ1）をリファレンスページのテキ
スト枠にマッピングするために使用されます。

a) テキスト枠の属性を開きます。

テキスト枠を右クリックし、「オブジェクトの属性」を選択します。

b) テキスト枠タグに移動し、タグフィールドに「button_matrix」を入力します。

3) テキスト枠で、各ボタン行列に対するハイパーテキストコマンドを入力します。

例えば、名前の付いたリンク先へジャンプコマンドを使用すると、行列内のボタン
をクリックした時に、リーダーを名前の付いたリンク先にナビゲートすることがで
きます。

gotolink first_button_help 
gotolink second_button_help 
gotolink third_button_help 
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4) 上の図をFrameMaker文書に追加し、画像のアクティブ領域を定義する。

5) テキスト枠で、次のボタン行列ハイパーテキストコマンドを追加します。

matrix 1 3 button_matrix
画像には1行に並んだアイコンおよび3つの列が含まれます。また、リファレンスペー
ジにあるテキスト枠のフロータグはbutton_matrix（手順2）として定義されます。

リファレンスページのテキスト枠の各行で定義されたハイパーテキストコマンド（ス
テップ3）は、画像上の各ボタンに対して実行されるコマンドに対応します（ステッ
プ4）。

これは、次のボタン行列ハイパーテキストコマンドに対して、リファレンスページ
のテキスト枠（button_matrix_flow）は6行のハイパーテキストコマンドを含
める必要があります :

matrix 2 3 button_matrix_flow

6) 名前付きのリンク先を指定する必要があります。

7) ボタン行列をテストするには、ハイパーテキストダイアログで「上書き禁止」をク
リックします。

ボタン行列を含むFrameMaker文書のPDFまたはHTML出力を作成する場合は、PDF
およびHTML：ハイパーテキストコマンドのサポート。

指定URLへ移動

ブラウザーを起動し、指定されたWebページを表示します。

構文：
message URL url

例：
message URL http://www.adobe.com

外部アプリケーションおよび外部ファイルを開く

ハイパーテキストコマンドを使用して外部アプリケーションおよび外部ファイルを開く
ことができます。
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構文：
message system application name or path, window state

注 : ウィンドウの状態の引数は、SW_SHOWNORMALに設定されます。この引数
を省略すると、外部アプリケーションは最後に終了した状態で開きます。

例：

Microsoft Paintを最大化したウィンドウの状態で開くには：

message system mspaint, SW_MAXIMIZE

例：

Microsoft Wordを最小化したウィンドウの状態で開くには：

message system winword, SW_MINIMIZE

例：

特定のPDF文書を開くには、文書への完全パスを指定します。

message system c:/hypertextdocuments.pdf

PDFがデフォルトのアプリケーションで開きます。

ファイルを開くためのアプリケーションを指定するには：

message system acrobat c:/hypertextdocuments.pdf

上の例ではアプリケーション名が指定されています。アプリケーション .exeファイルへ
の完全パスを指定することもできます。例えば、インストールされたアプリケーション
のバージョンが複数ある場合、通常、最新バージョンがデフォルトになります。バージョ
ンの .exeファイルへの完全パスを指定すれば、前のバージョンを開くことができます。

例：

アプリケーション .exeへの完全パスを指定してアプリケーションを開くには：

message system "C:\Program Files (x86)\Adobe\
AdobeFrameMaker2015\FrameMaker.exe"

注 : パスにスペースが含まれる場合は、二重引用符を使用します。
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ウィンドウの状態

次の表は使用可能なウィンドウの状態のオプションを示します。

「ウィンドウの状態」の値の指定を省略すると、ウィンドウの状態は
SW_SHOWNORMALに設定されます。ウィンドウの状態について詳しくは、
Windowsソフトウェア開発キットのマニュアルを参照してください。

状態 定義

SW_HIDE ウィンドウを隠し、別のウィンドウをアクティブ化

SW_MAXIMIZE 指定のウィンドウを最大表示

SW_MINIMIZE 指定のウィンドウを最小表示し、Alt+Tabキーの順で次のウ
ィンドウをアクティブ化

SW_RESTORE ウィンドウをアクティブにして表示（ウィンドウの最大また
は最小表示中は、元のサイズと位置で表示）

SW_SHOW ウィンドウをアクティブにして現在のサイズと位置で表示

SW_SHOWDEFAULT アプリケーションを開始したプログラムによって
CreateProcess機能に送られた、STARTUPINFO構造で指定
されたSW_flagに基づいて表示状態を設定

SW_SHOWMAXIMIZED ウィンドウをアクティブにして最大表示

SW_SHOWMINIMIZED ウィンドウをアクティブにして最小表示

SW_SHOWMINNOACTIVE ウィンドウを最小表示（アクティブなウィンドウはアクティ
ブのまま表示）

SW_SHOWNA 現在の状態でウィンドウを表示（アクティブなウィンドウは
アクティブのまま表示）

SW_SHOWNOACTIVATE 最近使用したサイズと位置でウィンドウを表示（アクティブ
なウィンドウはアクティブのまま表示）

SW_SHOWNORMAL ウィンドウをアクティブにして表示（ウィンドウの最大また
は最小表示中は、元のサイズと位置で表示）
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FrameMakerとFrameMaker文書を閉じる

ハイパーテキストコマンドを使用して現在の文書を閉じたり（現在の文書を閉じる）、
開いているすべての上書き禁止文書を閉じることができます（すべてのハイパーテキス
トウィンドウを閉じる）。また、ハイパーテキストコマンドを使用してFrameMakerを
終了（FrameMakerを終了する）することができます。

現在の文書を閉じる

現在アクティブなFrameMaker文書を閉じます。

構文：
quit

すべてのハイパーテキストウィンドウを閉じる

開いているすべての上書き禁止FrameMaker文書を閉じます。

構文：
quitall

FrameMakerを終了する

FrameMakerの現在のインスタンスを終了します。

構文：
exit

PDFおよびHTML：ハイパーテキストコマンドのサポート

上書き禁止のFrameMaker文書は、すべてのハイパーテキストコマンドをサポートして
います。

ハイパーテキスト文書のPDF、HTML出力についてはサポートされないものもあります。

次の表はPDFおよびHTMLサポートについて説明します。
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コマンド PDF HTML

警告、タイトル付き警告 タイトルなしで注記として
表示

いいえ

名前の付いたリンク先へジャンプ はい はい

名前の付いたリンク先にジャンプして、ペー
ジに合わせる

記載のとおりに機能します
が、ページに合わせること
はしません

記載のとおりに機能します
が、ページに合わせること
はしません

先頭ページへジャンプ、最終ページへジャ
ンプ、指定ページへジャンプ、前ページへ
ジャンプ、次ページへジャンプ

はい いいえ

戻る、戻ってページに合わせる いいえ いいえ

文書を開く はい はい

文書を開いてページに合わせる、新規文書を
開く、文書の先頭ページを開く、文書の最終
ページを開く、文書の指定ページを開く

記載のとおりに機能する
が、ページに合わせたサイ
ズの変更は行われず、別の
ウィンドウも表示されない

記載のとおりに機能する
が、ページに合わせたサイ
ズの変更は行われず、別の
ウィンドウも表示されない

ポップアップメニュー いいえ いいえ

ボタン行列 いいえ 記載のとおりに機能する
が、ただしコマンドを含む
テキスト枠がメインテキス
トフローのアンカー枠内に
ある場合に限る

メッセージURL PDFをブラウザーで開いた
場 合 は 機 能 す る が 、
Acrobatではリンクは機能
しない

はい

メッセージクライアント いいえ いいえ

現在のウィンドウを閉じる、すべてのハイ
パーテキストウィンドウを閉じる、アプリ
ケーションを終了

いいえ いいえ
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画像マップを作成

ハイパーテキストコマンドを使用すると、単一の画像中でクリック可能な異なる領域を
作成できます。次の手順では、以下のフローチャート内にある長方形の周りにクリック
可能な3つの領域を作成します。

クリック可能な画像マップ

1) 画像のアクティブ領域を定義する画像のアクティブ領域を定義します。

2) 各画像のアクティブ領域のテキストフレームに名前の付いたリンク先へジャンプの
ハイパーテキストコマンドを挿入します。

3) 3つのクリック可能な領域それぞれの3つのリンク先で名前付きのリンク先を指定ハ
イパーテキストコマンド使用します。

4) FrameMakerで画像マップをテストするには、「上書き禁止」をクリックします。

この例では、名前の付いた出力先のハイパーテキストコマンドがクリック可能な領域ご
とに定義されます。どんな組み合わせの使用可能なハイパーテキストコマンド。

注 : 使用可能なハイパーテキストコマンドはすべてFrameMaker上書き禁止文書で
機能します。ただし、FrameMakerでPDFまたはHTML出力を作成する場合は、
PDFおよびHTML：ハイパーテキストコマンドのサポート。
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複数の取り消し／やり直し機能

FrameMakerでは複数の操作の取り消しまたはやり直しができます。例えば、 .fmファ
イルを .mifファイルとして保存すると操作の履歴は消去されません。しかし、操作によ
っては元に戻せず、その操作の確認が求められます。例えば、空白ページを文書から削
除すると元に戻せません。

取り消しおよびやり直しコマンド

やり直しアイコン  はツールバーの取り消しアイコン  の横に表示されます。このボタ
ンをクリックすると、現在の文書で最後に取り消した操作をやり直すことができます。

「やり直し」コマンドは、「取り消し」コマンドの編集メニューと状況依存メニューで
も表示され、現在の文書でやり直しが可能な最新のコマンドを示します。

編集メニューには、最後に使用したコマンドと、最後に取り消したコマンドが表示されます。

現在の文書で「取り消し」または「やり直し」できる操作がない場合は、対応するメニ
ューオプションとツールバーボタンは利用不可になります（灰色表示されます）。

「取り消し履歴」コマンドを選択するとコマンド取り消し履歴ポッドが開き、最新の操
作だけではなく、後続の操作すべてを取り消しまたはやり直すことができます。
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文書レベルのコマンド履歴

取り消しが可能なコマンドの履歴が保持されるので、取り消しまたはやり直すことがで
きるコマンドを1つか複数選択することができます。

コマンド履歴は、編集メニューおよび状況依存メニューから使用できます。コマンド履
歴は、文書ごとに個別に保持されるので、1つの文書で操作を取り消しまたはやり直し
ても、他の開いている文書の取り消し機能は影響を受けません。

カーソルの移動およびオブジェクトの選択操作は取り消すことができませんが、以前の
状態を回復すると、カーソルの位置およびオブジェクトの選択の状態は元に戻ります。

外部ファイルに影響を与えるコマンド（ユーザー辞書を更新するスペルチェックなど）
は、取り消すことができません。

最後の操作を繰り返す

FrameMakerには、FrameMaker文書での作業時に、前回実行した操作を簡単に繰り返
すことのできる強力な「最後の操作を繰り返す」という機能があります。

「最後の操作を繰り返す」は、次の場所において文書に対して実行できます。

• 現在の挿入ポイント

• 現在のテキスト選択範囲

• 現在のオブジェクト選択範囲

繰り返し操作を実行するには、FrameMakerメニューから、編集／ [操作 /オブジェクト
名 ]繰り返すを選択します。

さらに、FrameMakerメニューから表示／取り消し履歴を選択することで、履歴バッフ
ァーが表示できます。

リスト内のエントリをクリックすると、それが実行されます。そのエントリをもう一度
クリックすると、その操作が取り消されます。
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「最後の操作を繰り返す」は、文書の次の操作に対して実行できます。

• 文字入力：「最後の操作を繰り返す」の履歴リストは、キー入力された最後の文字
列を記憶しています。次の場合にはキー入力のシーケンスが終了します。

• ユーザーが文書内をクリックしたとき。

• ユーザーがタブ文書間を切り替えたとき。

• ペースト：「最後の操作を繰り返す」操作は、クリップボード内にあるテキストお
よびグラフィックオブジェクトに対して、現在のカーソル位置に最後のペースト操
作を繰り返すことができます。「最後の操作を繰り返す」によってペーストできるグ
ラフィックオブジェクトには次のようなものがあります。アンカー枠、円弧、楕円、
グループ、インセット、線、数式、多角形、ポリライン、長方形、角丸長方形、テキ
スト枠、テキストライン、非アンカー枠。

注 : コピー操作は繰り返すことはできません。

• 削除：「最後の操作を繰り返す」操作は、テキストおよびグラフィックオブジェク
トの削除を繰り返すことができます。

注 : 複数の文字を削除してから、「最後の操作を繰り返す」を使用した場合は、1文
字のみが削除されます。文字削除操作とオブジェクト削除操作は互換性がありま
す。文字を削除してから「最後の操作を繰り返す」をグラフィックオブジェクトに
対して実行した場合、グラフィックオブジェクトも削除されます。

• 文字書式の変更の適用：「最後の操作を繰り返す」は、最後に適用された文字書式
のプロパティを、新しいテキスト選択範囲に再適用できます。

• 段落書式の変更の適用：「最後の操作を繰り返す」は、最後に適用された段落書式
のプロパティを、新しい段落選択範囲に再適用できます。

• グラフィックオブジェクトの挿入：「最後の操作を繰り返す」は、最後に挿入され
たグラフィックオブジェクトを、現在のカーソル位置に再び挿入できます。この操
作は文書間で機能します。

挿入できるグラフィックオブジェクトには次のようなものがあります。

アンカー枠、円弧、楕円、グループ、インセット、線、数式、多角形、ポリライン、
長方形、角丸長方形、テキスト枠、テキストライン、非アンカー枠。



内容の編集  4

 293

• 表の挿入：「最後の操作を繰り返す」は、最後に挿入した表を現在のカーソル位置
に再挿入できます。

• オブジェクトプロパティの設定：「最後の操作を繰り返す」コマンドを適用してオ
ブジェクトプロパティを設定するときは、FrameMakerは最後に指定したオブジェ
クトプロパティを新しいオブジェクトに適用します。

• テキストプロパティの設定：「最後の操作を繰り返す」は、標準、太字、斜体、下
線、整列など、最後に選択したテキストプロパティを現在選択されているテキスト
または段落に繰り返すことができます。

• 脚注 /アンカー枠の挿入：「最後の操作を繰り返す」は、前回挿入した脚注 /アンカ
ー枠を現在のカーソル位置に挿入できます。

• 検索・置換：「最後の操作を繰り返す」コマンドを検索・置換手順に適用すると、
FrameMakerは最後の検索・置換操作を、以降に現れる指定テキストに対して実行
します。

• コンディショナルテキストの適用：「最後の操作を繰り返す」は、最後に適用した
コンディショナルタグを、現在選択されているテキストに適用します。

最後の操作の繰り返しのためのショートカットキーはF6です。最後の操作の繰り返しは
セッションに関するもので、文書に関するものではありません。

最後の操作の繰り返しは、maker.iniファイルを編集することでオフにできます。次の
エントリを編集します。

• RepeatTypingEnabled：デフォルトでは、このエントリは「ON」に設定されてい
ます。キー入力繰り返し操作を無効にするには、このエントリを「OFF」に設定し
ます。

• RepeatEnabled：デフォルトでは、このエントリは「ON」に設定されています。
最後の操作の繰り返しを無効にするには、このエントリを「OFF」に設定します。

注 : iniファイルを編集するときは注意して行ってください。
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ヒストリーのポッド

編集／取り消しまたはやり直しを選択すると、最新のコマンドが表示されますが、完全
なコマンドの履歴は、表示／取り消し履歴を選択すると表示される取り消し履歴ポッド
にあります。このポッドにより、取り消すかやり直すための操作を選択できます。コマ
ンド履歴はアクティブな文書でのみ表示されます。

取り消し履歴ポッドでは、最新のコマンドがハイライトされます。最新のコマンドの上
に表示されるコマンドは取り消しが可能なコマンドです。最新のコマンドの下に表示さ
れるコマンドはやり直しが可能なコマンドで、アスタリスク（*）付きで表示されます。

ヒストリーのポッド

操作の取り消しおよびやり直しは、実行された元の順序でのみ実行が可能です。取り消
すコマンドを選択すると、それ以降のすべてのコマンド（選択した操作に影響されるコ
マンド）も取り消されます。また、FrameMakerは選択したコマンドとそれ以降のすべ
てのコマンドを「やり直し」リストに移動します。同様に、コマンドをやり直すと、そ
れ以降のコマンドが「取り消し」リストに戻されます。
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検索

「検索・置換」機能を使用すると、文書、ブック、マップ内の項目（テキスト以外も含
む）を検索できます。検索機能を使用してテキストやその他の構造化オーサリング。

文書内を検索する場合（編集／検索・置換）、検索は挿入ポイントの位置から文書全体
を対象にして行われます。ただし、検索が行われるのは、挿入ポイントのあるページの
種類（例えばボディページ、マスターページ、リファレンスページ）のみです。文書末
まで検索を終了すると、文書の先頭に戻って続行されます。メインテキストフローの検
索が終了すると、文書内の他のテキストが検索されます。検索はページ単位ではなくフ
ロー単位で行われるので、検索時に文書内をジャンプしているように見える場合もあり
ます。

ブック全体を検索する場合、アクティブな文書（ドキュメントウィンドウを開いていな
い場合はブック内の最初の文書）から検索が行われ、ブック内のすべての文書が検索さ
れます。文書を開くことができない場合は、その文書の処理は省略され、ブックエラー
ログにメッセージが出力されます。

注:ブック、ブックマップまたはDITAマップ全体を検索する場合、マスターページ
やリファレンスページを検索することはできません。

検索・置換ダイアログ

検索・置換ダイアログを開くには、編集／検索・置換を選択します。
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検索

検索するFrameMakerの項目の種類を選択します。テキストやその他の構造化オー
サリング。

注 : 検索したあらゆるテキストは「検索」ドロップダウンリストに保存されます。
検索履歴はFrameMakerのセッション間で保持されます。

簡易検索

検索フィールドに入力されたテキストを検索します。

ワイルドカード

検索フィールドで定義されたワイルドカードのルールに基づいて検索します。

注 : ワイルドカード検索を実行する際、ワイルドカードとして特別の意味を持つ文
字そのものを検索する場合はバックスラッシュ（ \）を使用します。例えば、 \*は
文字としての *（アスタリスク）を検索します。

ワイルドカード 説明 サンプル

* アスタリスク。任意の数の文字 *ormは、formまたはinformの検索をします。

| パイプ。スペース／句読点

. ピリオド。1文字 fo.mは、formまたはfoamの検索をします。

^ キャレット。行頭

$ 行末

[ab] かっこ内の文字のいずれか f[ao]rmは、farmまたはformの検索をします。

[^ab] かっこ内以外の文字のいずれか f[^ao]rmは、fの後にa、o以外の文字が続き、
rmと続く場合の検索をします。

[a-f] 指定範囲の文字のいずれか f[b-e]rmは、farmまたはform、ただし例えば
fermなどを除く場合の検索をします。
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正規表現

検索フィールドで定義された正規表現のルールに基づいて検索します。

注 : 正規表現検索を実行する際、正規表現で特別の意味を持つ文字そのものを検
索する場合はバックスラッシュ（ \）を使用します。例えば、 \*は文字としての*
（アスタリスク）を検索します。

正規表現 説明 サンプル

* アスタリスク。0以上のインス
タンス

*ormのは、form、informまたはfrmの検索を
します。

. ピリオド。1文字 fo.mは、formまたはfoamを検索をします。

+ プラス。1文字 fo.mは、formまたはfoamの検索をします。

? 次に指定した文字に検索を制限 fo.+?mは、foの後に一文字以上続き、mと続く
場合の検索をします。

\d 数字 \d+は、1桁または2桁の数字を検索します。

{n} インスタンスの特定の数字 so{1}nは、son、ただしsoonではない場合の検
索をします。

{n、m} インスタンスの範囲 so{1-2}nは、sonやsoon、ただしsooonでは
ない場合の検索をします。

{n,} 中括弧内のnからmの範囲 so{1-2}nは、sonやsoon、ただしsooonでは
ない場合の検索をします。

^ キャレット。行頭

$ 行末

[ab] かっこ内の文字のいずれか f[ao]rmは、farmまたはformの検索をします。

[^ab] かっこ内以外の文字のいずれか f[^ao]rmは、fの後にa、o以外の文字が続き、
rmと続く場合の検索をします。

[a-f] 指定範囲の文字のいずれか f[b-e]rmは、farmまたはform、ただし例えば
fermなどを除く場合の検索をします。
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大文字・小文字を区別

大文字・小文字を区別する検索

単語単位

単語単位で検索します。例えば、soという単語単位の検索は、soを検索しますが、
soonは検索しません

逆方向へ検索

デフォルトでは、検索機能は文書やブックの最初から最後まで検索します。逆方向
に検索するには、このオプションを選択します。

変換

項目の種類を選択して検索した項目を変更します。

正規表現の変更にはキャプチャグループ機能が含まれます。例えば、文書中の日付
を検索してその書式をdd-mm-yyyyからmm-dd-yyyyに変更するには、次の正規表
現を使用します。

(\d{2})-(\d{2})-(\d{4})

正規表現の日、月、年の部分の丸括弧はキャプチャグループです。各キャプチャグ
ループは正規表現変数\1、\2、\3など

月グループを日グループと交換するには：

\2-\1-\3

注 : 文書でテキストが選択されていないときに「置換」または「置換して検索」を
クリックすると、挿入ポイントの位置にある置換アイテムが挿入または適用されま
す。

大・小文字をオリジナルに合わせる

変更されたアイテムが項目と同じ大文字小文字の区別に従っていることを確認して
ください。例えば選択された「大・小文字をオリジナルに合わせる」でsoを探し、
soonに変えると、soはsoonへ、SoはSoonへ変わります。

検索場所

ブック、マップ、文書、または現在の選択箇所で検索する項目を選択します。



内容の編集  4

 299

検索項目の種類

テキストのほか、選択範囲内、文書内またはブック全体の次のアイテムも検索できます。
また、リソースマネージャーからマップ内を検索することもできます。

テキスト書式とタグ

文字書式属性、または特定の段落タグや文字タグ構造化FrameMakerでは、エレメ
ントはテキストのすぐ後ろに表示されるので、エレメントタグ、属性名、属性値、
またはこれらすべてを検索することができます。

a) 検索する文字書式を含むテキストをコピーします。クリップボードにコピーさ
れた文字の最初の126文字のみが使用されます。

b) 編集／検索・置換を選択します。検索・置換ダイアログボックスの検索ポップ
アップメニューで「クリップボードのテキストと文字書式」を選択します。「
検索」ボックスには、検索するテキストを入力しません。

c) 「検索」をクリックします。

検索したテキストに属性を適用しない場合は、属性を「そのまま」に設定します。

ヒント :変換ダイアログボックスで文字書式を変更した後に、Ctrl+Shift+F9キーを
押して、ダイアログボックスを初期設定に戻し、現在のテキストの書式に合わせる
ことができます。

マーカー

FrameMakerでは、相互参照、索引およびその他の目的でマーカーを使用します。
任意の種類のマーカーで検索したり、指定した種類のマーカーのみを検索したりで
きます。制御記号の表示中は、記号（ ）がマーカーを表します。

FrameMakerでは、特定のマーカーテキストを含むマーカーも検索できます。

検索・置換ダイアログボックスを使用してマーカーテキストを変更することはでき
ません。指定したマーカーテキストが検索された場合、「置換」ボックスに異なる
テキストを入力して「置換」をクリックしても、マーカーテキストではなくマーカ
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ーが「置換」ボックスのテキストと置換されます。マーカーテキストを変更する場
合は、挿入／マーカーを選択します。

a) 検索・置換ダイアログボックスで、

• 文書中の任意のマーカーを検索する場合は、検索ポップアップメニューの「任
意のマーカー」を選択し、「検索」ボックスを空白にしておきます。

• 特定の種類のマーカーを検索する場合は、検索ポップアップメニューの「マー
カーの種類」を選択し、「検索」ボックスにマーカーの種類を入力します。

• 特定のテキストを含むマーカーを検索する場合は、検索ポップアップメニュー
の「テキストのマーカー」を選択し、「検索」ボックスにマーカーテキストを
入力します。

b) 「検索」をクリックします。マーカーダイアログボックスが開いている場合（
挿入／マーカー）、検索されたマーカーのマーカーテキストがダイアログに表
示されます。

重要 :検索されたマーカーのテキストを置換する場合は、マーカーダイアログボッ
クスを使用してマーカーテキストを編集します。検索・置換ダイアログボックスを
使用すると、マーカーテキストではなくマーカーが置換されます。

相互参照

書式にかかわらず任意の相互参照、特定の書式を使用する相互参照、または非決定
の相互参照（FrameMakerで更新できない相互参照）。非決定の相互参照が検索さ
れると、相互参照のマーカーテキストが「検索」ボックスに表示されます。

テキストインセット

参照して取り込んだテキスト。非決定のテキストインセット（ソースから更新でき
ないインセット）も検索できますが、引用グラフィックやOLEリンク中のオブジェ
クトは検索できません（OLEリンクをリストする場合は、編集／リンクを選択しま
す）。

変数

変数名にかかわらず任意の変数、または特定の変数

ルビテキスト

和文フォントがシステムにインストールされている場合の任意のルビテキスト。
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アンカー枠

グラフィックを含むアンカー枠を検索して、グラフィックを検索。アンカー枠以外
に配置されたグラフィックは検索できません。

脚注

任意のテキストまたは表の脚注。

表

表書式のタグにかかわらず任意の表、または特定のタグを含む表。

コンディショナルテキスト

コンディショナルタグにかかわらず、すべてのコンディショナルテキスト、または
特定のコンディショナルタグを含むテキスト、および非コンディショナルテキスト。
コンディショナル設定された表の行や、表示されていないコンディショナルテキス
トは検索できません。

特定のコンディショナルタグを含む表示中のテキストを検索できます。
FrameMakerで表示されているコンディショナルテキストが検索されると、そのコ
ンディショナルタグを使用する隣接のテキストもすべて選択されます。

FrameMakerでは、コンディショナルを設定した表の行は検索できません。

a) 検索するコンディショナルタグを含むテキストを表示します。

b) 検索・置換ダイアログボックスの検索ポップアップメニューで「コンディショ
ナルテキスト」を選択します。

c) 次の操作を行います。

• 特定のコンディショナルタグを含むテキストを検索する場合は、コンディショ
ナルタグを「設定」スクロールリストに移動します。

• 特定のコンディショナルタグを含まないテキストを検索する場合は、タグを
「設定しない」スクロールリストに移動します。

• 検索するテキストに特定のタグを含めるかどうかを問わない場合は、タグを
「そのまま」スクロールリストに移動します。

• コンディショナルテキストをすべて検索する場合は、すべてのタグを「その
まま」スクロールリストに移動します。
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• 非コンディショナルテキストを検索する場合は、「コンディショナル設定を解
除」を選択します。

注 :スクロールリスト間でコンディショナルタグを移動するには、タグを選択
して矢印をクリックするか、タグをダブルクリックします。1つのスクロール
リストから別のスクロールリストにタグをすべて移動するには、リスト内のタ
グを1つ選択して、Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。

d) 「設定」をクリックしてから「検索」をクリックします。

自動ハイフン

自動的にハイフネーションされた単語。

クリップボード内のテキストおよび文字書式

クリップボード内のテキスト、大文字・小文字および文字書式と一致するテキスト。

Unicodeテキスト検索

FrameMakerでは、UTF-8エンコード形式を使用します。したがって、Unicodeでエン
コードされたテキストを含む .fm文書またはXML文書のすべての文字は、複数バイトを
使用します。その結果、「検索」フィールドに入力した文字列のみを使用して、検索操
作が実行されます。

範囲指定の検索はUnicode文字に対してのみ使用でき、ユーザーはBasic Multilingual
Plane（BMP）に属する任意の文字を検索できます。Unicodeコードポイントは、検索
および置換操作の実行にも使用できます。例えば、 \uXXXXと入力して、コードポイン
トがXXXXである文字を検索できます。したがって、コードポイントがu+0041である
文字「A」を検索するには、検索・変更ダイアログボックスで \u0041と指定できます。

コードポイントはUnicodeコードスペース内の任意の値で、0～10FFFF16の範囲の整数
です。この特定の範囲は、Unicode標準のみでコードスペースに対して定義されていま
す。他の文字エンコード形式標準では、他のコードスペースが使用されている場合があ
ります。

また、Unicodeテキストの検索では、ワイルドカード文字を使用できます。

注 :マルチバイト文字を含むアジア言語の文書では、角かっこ [ ]をワイルドカード
として使用できません。
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特殊文字と非印刷記号の検索

1文字のテキストや、熟語やキーボード上にない特殊文字を含むテキストも検索でき
ます。バックスラッシュのシーケンスを入力する必要があります。

例えば、 \P\p（段落の最初の直後に段落の最後）を検索すると、空白の段落を検索でき
ます。

これらのシーケンスのほとんどは、検索および置換に使用できます（例えば強制改行を
段落末に置き換えます）。ただし、フローの最後、段落の先頭、単語の最初または単語
の最後のシーケンスで置き換えることはできません。

正規表現の設定

FrameMaker はRegexにBoost エンジンを使用します。Boostについて詳しくは、
http://www.boost.org/

次の構文を使用して、正規表現を記述できます。

• Perl（デフォルト）：「Perl doc - 正規表現」を参照してください。

• Grep：「Grep - 正規表現」を参照してください。

• Egrep：Egrep - 正規表現を参照してください。

デフォルトでは、Perlの正規表現を使用してFrameMakerで正規表現を記述します。
ただし、GrepまたはErgrepのいずれかの正規表現構文を使用するには、maker.iniの正
規表現構文フラグを更新する必要があります。

スペルチェック

スペルチェックは、間違ったつづり、同じ単語の繰り返し、ハイフンまたは大文字・小
文字の誤用、句読点エラー、直線引用符の誤用（曲線引用符の使用が必須の場合）、余分
な空白をチェックします。

http://perldoc.perl.org/perlre.html#Regular-Expressions
http://www.gnu.org/software/findutils/manual/html_node/find_html/egrep-regular-expression-syntax.html
http://www.robelle.com/smugbook/regexpr.html
http://www.boost.org/
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スペルチェックを実行する

現在のページ、開いている文書、ブック全体、ブックマップまたはDITAマップ、ブッ
ク内の選択したファイルなどのスペルをチェックできます。

注 : スペルチェックは、マスターページやボディページなど、表示しているページ
に対してのみ行われます。

注 : テキスト内のスペルをチェックするには、テキストインセットを開き、スペル
チェックを使用します。

1) 編集／スペルチェックを選択します。

スペルチェックダイアログが表示されます。

2) 「チェック開始」をクリックします。

アクティブな文書の挿入ポイントの場所、またはブックウィンドウがアクティブな
場合は、ブックの最初の文書からスペルチェックが開始されます。

エラーが発生する場合、その単語またはフレーズが辞書にない単語フィールドに表
示されます。

FrameMakerは選択可能なオプションから代替オプションを検索します。

修正フィールドには使用可能な最初の代替オプションが表示されます。

3) 入力エラーを修正するには、使用可能リストから正しい代替オプションを選択し
ます。

リストで修正テキストが使用できない場合、修正フィールドに代替オプションを入
力できます。

4) 「修正」をクリックします。

5) チェッカーによりフラグされた修正を無視することもできます。



内容の編集  4

 305

登録

フラグされたテキストをユーザー辞書に追加します。追加されたテキストはチェッ
カーによってフラグされなくなります。別の文書を開いたりFrameMakerを再起動
した場合、その単語はフラグされません。

FrameMakerのスペルチェックオプションダイアログボックスの「大文字・小文字
の誤用」が選択されているときに、大文字を含む単語をユーザー辞書または文書辞
書に追加すると、それ以外の大文字を使用した単語はスペルミスと見なされます。
例えば、FrameMakerで「Trinidad」という単語を登録すると、「trinidad」とい
うスペルがエラーと見なされます。ただし、「 trinidad」とすべて小文字で登録す
ると、どのような大文字の使用でもエラーと見なされません。

文書内で許可

フラグされたテキストを文書辞書に追加します。追加されたテキストは、現在の文
書に対しては、チェッカーによってフラグされなくなります。

6) チェッカーがフラグした現在のインスタンスを無視する場合は、「チェック開始」
をクリックします。

注 : FrameMakerのスペルチェックでは、上付き文字または下付き文字のテキス
トや、手動でオフセットしたテキスト（手動でベースラインから移動したテキス
トなど）はチェックされません。

ブックやマップのスペルチェックを行っている場合、ブック内のすべての文書がチェッ
クされるまでFrameMakerはチェックを続けます。文書を開くことができない場合は、
その文書の処理は省略され、ブックエラーログにメッセージが出力されます。

注 : ブックまたはマップ全体のスペルをチェックする場合、マスターページやリフ
ァレンスページのスペルチェックを行うことはできません。

次の文書に進む前に、文書の保存を尋ねる警告メッセージが表示されます。ブック内の
最後の文書のチェックが終了すると、「スペルOK」または「スペルチェックが終了し
ました」というメッセージが表示されます。

ブックまたはマップ内の特定の文書をスペルチェックする場合は、リソースマネージャ
ー表示内でその文書を選択し、それから「選択範囲」を選択してそのファイルのみをス
ペルチェックします。ブックまたはマップ全体をスペルチェックする場合は「ブック」
または「マップ」を選択します。
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FrameMakerは、スペルミスを示すために辞書に登録されていない単語には赤の波線を
付けます。句読点ミスに対しては、緑の波線を付けます。修正するには、波線でハイラ
イトされた単語を右クリックし、オプションを選択します。

注 : 緑の波線でハイライトされた単語に対しては、それを辞書に追加するオプショ
ンが適用できないので、このオプションは使用できなくなっています。

スペルチェックを設定してテキストをスキップする

文書の特定の部分のスペルチェックをしないように設定できます。例えば、プログラム
のソースコードの段落に対してスペルチェックを行わないようにします。

特定のテキストを無視するには、文字書式ウィンドウで言語属性を「なし」に変更し
ます。

注 : テキストの言語を「なし」に設定すると、そのテキストに対してハイフネーシ
ョンが行われなくなります。

スペルミスを自動修正する

スペルミスや入力ミスを含む単語が検索された場合に、FrameMakerで自動修正するこ
とができます。プログラムを終了するか、修正の停止を指示するまで、FrameMakerは、
エラーの検索と自動的な訂正を続けます。

特定のスペルミスや入力ミスを自動的に変更する前に、変更を確認してください。例え
ば、連続している単語の修正に「自動修正」オプションを使用すると、FrameMakerで
は連続している単語が正しい場合でも（had hadなど）すべて修正されてしまいます。
同様に、thstがtestおよびthatのスペルミスの場合、いずれか一方の単語に自動的に変更
するのは望ましくありません。

1) 編集／スペルチェックを選択し、「チェック開始」をクリックします。

2) 単語ミスまたは入力ミスが検索されたら、「置換」をクリックします。
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スペルチェックのオプションを変更する

FrameMakerの文書のスペルチェックでは、スペルに関連のないエラー（連続している
単語、余分なスペースや置き間違えたスペース、大文字・小文字の誤用など）もチェッ
クされます。チェックする入力ミスの種類を指定できます。

また、特定の種類の単語を無視するようにスペルチェックを限定することもできます。
例えば、数字を含む単語を無視したほうがいい場合があります。

1) 編集／スペルチェックを選択し、「オプション」をクリックします。

または、スペルチェックダイアログで「オプション」をクリックします。

自動スペルチェック

入力と同時に文書内のスペルチェックが実行されます。スペルが間違っていると、
単語の下に赤の波線が表示されます。

注 : 自動スペルチェックはセッション単位で設定されるもので、文書単位では
ありません。同じ文書を別のマシンで開いた場合は、自動スペルチェックの設
定が異なる場合があります。
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グループを検索する

「検索」グループで、検索する入力ミスの種類を指定します。例えば、大文字の位
置が誤っている単語（GReenなど）。

グループを無視する

無視する種類の単語を指定します。例えば、数字を含む単語を無視する例：場合は、
「数字を含む単語」を選択します。

注 : FrameMakerで無視する単語数が多くなるほど、文書にスペルミスのある
単語が含まれる可能性が高くなります。例えば、ピリオドを含む単語を無視す
るように設定すると、前の文のピリオドの後にスペースなしで始まる文が見逃
されてしまいます。

初期設定

スペルチェックのオプションを変更した後で初期設定のオプションに戻す場合は、
「初期設定」をクリックします。初期設定のオプションをリセットせずに、
FrameMakerを終了すると、現在の設定が初期設定のオプションになります。

2) 「設定」をクリックします。

FrameMakerは、前回のチェックの後に編集された段落のみを再チェックします。文書
のスペルチェック後にオプションを変更した場合は、全段落を再チェックするように指
定してから、スペルチェックをもう一度実行してください。

異なる言語でスペルチェックする

文書内のすべてのテキストには、言語が割り当てられています。文書のスペルチェック
を行う場合、FrameMakerはテキストに割り当てられた言語のメイン辞書を使用します。
テキストに割り当てられた言語を変更することで、テキストのスペルチェックに使用す
る言語を変更できます。FrameMakerのユーザー辞書に、Unicode（UTF-8）でエンコ
ードされた単語を追加することもできます。
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FrameMakerには、サポートしている全言語の辞書が含まれています。ただし、標準イ
ンストールした場合は、単一言語の1つの辞書しか含まれません。

1) 文書内のテキストの言語を変更するには、段落書式ウィンドウのデフォルトフォン
ト属性の言語属性を使用して、以下の言語の1つを変更します。

• 1つの段落または文書内のすべての段落。

• 段落内のテキストの範囲またはテキスト行の言語。

アジアの言語文書については以下に注意してください。

• 欧文テキストの場合とは異なり、マルチバイト文書で作業を行う場合は、スペルチ
ェックダイアログボックスに表示されない文字があります。例えば、バックスラッ
シュは円記号として表示され、非分離ハイフンは空白として表示されます。

• アジア言語の文書に英数字が含まれている場合は、スペルチェックダイアログボッ
クスの「直線引用符」オプションの選択を解除し、スペルチェックが正しいスペル
の単語で停止しないようにします。

ハイフネーションを制御する

単語をユーザー辞書に追加すると、FrameMakerはハイフネーションポイントを提示し
ます。単語を追加する前にそのハイフネーションを変更できます。また、単語に常にハ
イフネーションを行ったり、一切ハイフネーションをしないように指定したりすること
もできます。例えば、heavy dutyという単語は常にハイフネーションを行い、会社名で
は一切ハイフネーションを行わないように指定できます。

ハイフネーションを変更した後、文書のハイフネーションを再実行してください。

ヒント :ハイフネーションを厳密に制御するために（例えば、ブックの最終稿をプ
リントする前など）、FrameMakerが自動的に挿入したすべてのハイフンを文書で
検索するようにしてください。検索・置換ダイアログボックスの検索ポップアップ
メニューで「自動ハイフネーション」を選択します。

単語のハイフネーションを変更する

1) 単語のハイフネーションポイントを表示する

2) ハイフネーションを調整して、「登録」をクリックします。必要に応じて、ハイフ
ンを追加および削除できます。



内容の編集

310

FrameMakerによる単語のハイフネーションを禁止する

1) 「修正」ボックスに単語を入力します。

2) 「ハイフネーションを表示」をクリックします。

3) 単語からすべてのハイフンを削除します。

4) 単語の先頭にハイフンを挿入します。

5) 「登録」をクリックします。

文書全体のハイフネーションを再実行する

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。

2) 編集／スペルチェックを選択します。

3) 「辞書」をクリックします。

4) ハイフネーションを再実行を選択して、「 OK 」をクリックします。このオプショ
ンは開いている文書に対して機能します。

ブックファイルの場合は、「ブックのすべてのファイルにハイフネーションを再実
行」を選択し、「OK」をクリックします。

辞書

FrameMakerでは、ユーザー用にユーザー辞書、文書ごとに文書辞書が自動的に作成さ
れます。「スペルチェッカー」または「自動スペルチェック」オプションを使用してこ
れらの辞書に単語を追加・削除したり、これらの辞書を直接管理したりすることができ
ます。辞書を直接操作すると、その内容の確認と編集や、他の辞書への取り込みが可能
になります。複数のユーザー辞書を作成して、別々に使用できます。

ユーザー辞書または文書辞書を変更した場合は、全段落を再チェックするように指定し
てから、もう一度文書のスペルチェックを行います。

辞書機能ダイアログボックスで以下のような様々な操作を行います。

FrameMakerのスペルチェックでは、テキストのスペルミスを調べるためにいくつかの
辞書が使用されます。文書のスペルチェックでは、FrameMakerは文書中の各単語を次
の辞書の単語と比較します。
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メイン辞書

メイン辞書には標準辞書の単語が含まれています。この辞書では、単語を追加した
り削除したりできません。

初期設定のサイト辞書

初期設定のサイト辞書には専門用語が含まれています。この辞書には、サイトまた
はワークグループで共通して使用する単語（会社名や製品名など）を追加できます。
サイト辞書は通常、FrameMakerのdictフォルダー内の site.dictファイルです。

ユーザー辞書

ユーザー辞書には頻繁に使用する単語が含まれています。文書のスペルチェックで
は必ずこの辞書が使用されるので、文書やサイトに固有でない単語（ユーザー名な
ど）にこの辞書を使用します。この辞書には単語を追加、削除したり、複数のユー
ザー辞書を作成して、切り替えて使用することもできます。

文書辞書

文書辞書には特定の文書の単語が含まれています。この辞書は、文書の編集者に関
係なく使用されます。この辞書には単語を追加したり、削除したりできます。文書
辞書は他の辞書とは異なり、別ファイルではなく文書の一部になります。

FrameMakerの辞書について

辞書機能ダイアログ

機能ダイアログを開くには、編集／スペルチェックで、スペルチェックダイアログボッ
クスの「辞書」をクリックします。
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ユーザー辞書

ドロップダウンメニューから：

なし：ユーザー辞書を使用しないで文書中の単語のスペルをチェックします。

ファイルに書き出す：辞書の内容のコピー先となるファイルを指定します。このフ
ァイルを編集し、新規の辞書として使用できます。

注 : このコマンドを選択したときにブックウィンドウがアクティブである場合は、
文書辞書は1つのファイルにコピーされます。
ファイルから統合：現在の辞書と結合するファイルを選択します。

辞書を読み込む：使用するユーザー辞書を含むファイル名を参照、または指定し、
「使用」をクリックします。

文書辞書

ドロップダウンメニューから：

消去：文書辞書の内容を削除します。

ファイルに書き出す：辞書の内容のコピー先となるファイルを指定します。このフ
ァイルを編集し、新規の辞書として使用できます。

注 : このコマンドを選択したときにブックウィンドウがアクティブである場合は、
文書辞書は1つのファイルにコピーされます。
ファイルから統合：現在の辞書と結合するファイルを選択します。

すべての不明な単語をファイルに書き出す

現在の文書でミススペルのあるすべての単語を辞書に追加します。

自動修正単語を消去

次にFrameMakerを開くときにFrameMakerがスペルミスをスペルミスを自動修正
するときに、スペルを自動的に修正する。

すべての段落を再チェック

FrameMakerは、前回のチェックの後に編集された段落のみを再チェックします。
文書のスペルチェック後にオプションを変更した場合は、全段落を再チェックする
ように指定してから、スペルチェックをもう一度実行してください。

ハイフネーションを再実行

文書またはブック全体のハイフネーションを再実行する
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他の言語の辞書

FrameMakerでは、辞書、ハイフネーション、類語辞典、Unicodeを使用できます。

FrameMakerには、ブルガリア語、カタロニア語、クロアチア語、チェコスロバキア語、
デンマーク語、オランダ語、エストニア語、フィンランド語、ギリシャ語、ハンガリー語、
イタリア語、ラトビア語、リトアニア語、ノルウェー語、ニーノシク語、ポーランド語、
ポルトガル語、ルーマニア語、ロシア語、スロバキア語、スロベニア語、スペイン語、
スウェーデン語、トルコ語の辞書とハイフネーションが用意されています。

注 : 初期設定では、FrameMakerでサポートされるすべての言語の辞書がインスト
ールされます。

日本語、韓国語、中国語（繁体字および簡体字）用に、完全なオーサリングのサポート
（辞書なし、ハイフネーションなし）が拡張されています。

また、英語（アメリカ）、フランス語、デンマーク語、オランダ語、ドイツ語、イタリ
ア語、ノルウェー語、スウェーデン語、ドイツ語（スイス）、フランス語（カナダ）お
よび英語（英国）用に、完全なオーサリングのサポート（言語ルール、辞書、ハイフネ
ーション、類語辞典を含む）が拡張されています。

別のユーザー辞書を作成する

1) 文書内に各ハイフネーションポイントにハイフンを付けた単語を置きます。文書の
最初の行に、「<MakerDictionary 3.0>」と入力します。

2) ファイルの保存時に、「テキストのみ」形式を選択して「保存」をクリックします。
「段落末のみ」を選択して「保存」をクリックします。

サイト辞書を変更する

プロジェクトごとに異なるサイト辞書を指定できます。サイト辞書を直接編集すること
もできます。

ネットワーク全体でFrameMakerを使用している場合、システム管理者がサイト辞書を
管理するのが一般的です。

1) maker.iniファイル内の辞書を指定します。

注 : iniファイルを編集するときは注意して行ってください。
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辞書ファイルを編集する

文書辞書、ユーザー辞書およびサイト辞書には、単語の追加や削除、単語のハイフネー
ションの変更などの編集上の設定を行うことができます。異なる辞書を選択したり、1
つの辞書を別の辞書に取り込んだり、辞書を編集・削除することもできます。

1) ユーザー辞書または文書辞書を編集している場合は、 FrameMakerを使用して辞書
の内容をファイルに書き出します。

2) ファイルを編集します。辞書の編集に FrameMakerを使用している場合は、次の操
作を行います。

• ファイルを開くときに、テキストファイルの読み込みダイアログボックスの「
各行末で改行」を選択し、「読み込み」をクリックします。

• ファイルの保存時に、「テキストのみ」形式を選択して「保存」をクリックし
ます。「段落末のみ」を選択して「保存」をクリックします。

3) 辞書ファイルを別の辞書に取り込みます。辞書から単語を削除した場合は、ファイ
ルを取り込む前に元の辞書を削除します。これを行わないと、削除した単語が辞書
に残ります。

不明な単語を辞書へ追加する

スペルが正しくてもFrameMakerでエラーと見なされる単語が文書中に多く含まれてい
る場合は、スペルチェックを開始する前に別の方法でこれらの単語を辞書に追加すると、
スペルチェックをすばやく行うことができます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。

2) 編集／スペルチェックを選択します。

3) 「辞書」をクリックします。

4) 「すべての不明な単語をファイルに書き出す」を選択して、「 OK 」をクリックし
ます。

5) 辞書ファイルにファイル名を指定し、「 OK 」または「保存」をクリックします。
結果の辞書ファイルには、連続する単語、大文字・小文字の誤用、余分なスペース
などの入力ミスは含まれません。

6) テキストエディターまたは FrameMakerを使用して辞書ファイルを編集します。ス
ペルミスがある単語など、辞書に追加しない単語が削除されます。
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7) スペルチェックダイアログボックスの「辞書」をクリックします。

8) ユーザー辞書または文書辞書ポップアップメニューの「ファイルから作成」を選択
し、「OK」をクリックします。単語を複数の文書で使用する場合は、単語をユー
ザー辞書に取り込むか、ブック内のすべてのファイルに取り込みます。

9) 辞書ファイルに名前を付けて保存します。

注 : いくつかの単語を辞書に追加するには、右クリックメニューから「単語を学
習」を選択できます。多くの単語に赤の波線が付いている場合は、この方法が便利
です。

ハイフンの付いた複合語をユーザー辞書へ追加する

時には、文書にハイフン付きの複合語が含まれています。スペルチェックの初期設定で
は、FrameMakerはハイフンの付いた複合語をまとめてチェックするのではなく、複合
語の中の単語ごとにチェックします。例えば、「heavy-dutyをチェックする場合、
FrameMakerはheavyを最初にチェックし、続いてdutyをチェックします。初期設定を
変更すると、ハイフンの付いた複合語を1つの単語としてスペルチェックしたり、ユー
ザー辞書に追加したりできます。

1) 編集／スペルチェックを選択し、「オプション」をクリックします。

2) 「ハイフンの誤用」を選択して、「設定」をクリックします。

3) スペルチェックダイアログボックスの「単語」ボックスで、ユーザー辞書に追加す
るハイフンの付いた複合語を入力します。複合語の先頭にハイフンを入力し、個々
の単語をつなぐハイフンの前にバックスラッシュ（ \）を入力します。

例えば、heavy-dutyという単語を追加する場合は、「 -heavy\-duty」と入力し
ます。

4) 「登録」をクリックします。
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類語辞典

指定した単語の同義語、関連語および反意語を調べるには、類語辞典を使用します。類
語辞典を使用すると、文書内の単語を最適化したり、挿入する正しい単語を検索したり
できます。

これらの単語の中の最初の結果の1つを選んで、その単語の同義語、関連語および反意
語をさらに調べることができます。FrameMakerでは調べた類語の履歴を10語まで維持
します。

さらに多くの類語がある場合は、ダイアログボックスの下部の矢印ボタンを使用して、
追加情報を見ることができます。FrameMakerは、探す単語の大文字使用と一致する同
義語、反意語および関連した単語を表示します。

1) 類語辞典で単語またはフレーズを検索するには：

• ドキュメントウィンドウ内に表示されている単語を探すには、その単語を選択
し、編集／類語辞典を選択します。

• ドキュメントウィンドウ内に表示されていない単語を探すには、テキストが選
択されていないことを確認してから、編集／類語辞典を選択します。単語を入
力し、「検索」をクリックします。

• 句を探すには、テキストが選択されていないことを確認し、編集／類語辞典を
選択します。類語辞典ダイアログボックスにハイフンを含めた句を入力して、
「検索」をクリックします。

注 :ドキュメントウィンドウで句を選択して指定すると、最初に選択した単語
だけが調べられます。

• 類語ダイアログボックスに表示された同義語、関連語および反意語を調べるに
は、その単語をクリックします。同義語、関連語、反意語が太字で表示されま
す。

• 再び単語を探すには、類語ダイアログボックスの単語ポップアップメニューか
ら単語を選択します。
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2) 言語ドロップダウンリストで、別の言語を選択します。

FrameMakerでは、現在のテキストの言語が使用されます。単語が選択されていな
い場合、または挿入ポイントが段落内にない場合は、FrameMakerのインストール
時に選択したインターフェイスの言語が使用されます。カスタム文書用に独自のテ
ンプレートを作成すると、新規文書の初期設定言語を無効にすることができます。

注 : 使用する言語の辞書のみでなく、その言語の類語辞典もインストールされます。

3) 文書で使用する単語を選択するには、同義語または「See Also」リストから該当す
る単語を選択し、「置換」をクリックします。

類語辞典ダイアログを開くときに単語を選択した場合、その単語はダイアログで選択し
た単語と置換されます。単語を選択しなかった場合、ダイアログで選択した単語は現在
の挿入ポイントに配置されます。

テキストとグラフィックを書き出す

テキストとグラフィックを書き出すには、次の方法を使用できます。

• ファイルとアプリケーション間でコピーとペーストを行います。

• 文書を別の形式で保存します。

• プリントオプションを使用して、 PostScriptファイルまたはEPSファイルを作成し
ます。

• Portable Document Format（PDF）ファイルを作成します。

• HTML 形式で保存します。この場合、文書のグラフィックを GIF 、 PNG または
JPEG形式で変換できます。

• XMLとしての保存

• 電子メールの添付ファイルとして文書を送信します。

• ドラッグ＆ドロップを使用します。



内容の編集

318

関連するリンク :
PostScriptファイルを作成する
Adobe Illustratorファイルを取り込む
HTML文書について
ドラッグ＆ドロップの使用

グラフィック変換の指定

「別名で保存」を使用して他の形式へ書き出す

FrameMaker文書は、別の形式で保存して、他のアプリケーションに書き出すことがで
きます。文書をワープロ形式で保存すると、ほとんどの書式を保持しながら、そのアプ
リケーションで文書を使用できます。使用できる形式は、使用中のプラットフォームと、
インストールされているフィルターによって異なります。

変換書式には、リッチテキスト形式（RTF）および変換書式（MIF）の2つのテキスト
ベースのファイル形式があります。これらの書式は他のプログラムでも幅広く認識され
るので、多くの場合、FrameMakerからネイティブ形式を認識しないアプリケーション
への橋渡しとなります。

MIFファイルの保存

FrameMakerファイルは、MIF 7.0（MIF-Classic）またはMIF 2017（MIF-Unicode）
形式で保存できます。FrameMaker文書をMIFファイルで保存するときは、MIF 7.0オ
プションまたはMIF 2017オプションを選択できます。

MIF-Classic
この形式を選択すると、元の形式と似たMIFが生成されます。この形式には前方互
換性があります。以前の形式で表すことができないすべてのUnicodeコンテンツは、
設定ファイル（maker.ini）を使用して設定できる文字に置き換えられます。

注 : iniファイルを編集するときは注意して行ってください。

MIF-Unicode
この形式を選択すると、Unicode文字列を含むMIFが生成されます。すべての文字
列データはUTF-8形式になります。

HTMLファイル、XMLファイルまたはPDFファイル形式で文書を保存することも
できます。
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ファイルを電子メールで送信する

メッセージアプリケーションプログラミングインターフェイス（MAPI）互換のメール
システムがコンピューターにインストールされている場合は、文書を電子メールの添付
ファイルとして送信することができます。コンピューターでMAPIの設定を行っていな
い場合、最初に文書を送信しようとするときに、Windowsの一連のダイアログボックス
によって操作手順が案内されます。ヘルプが必要な場合は、ネットワーク管理者に問い
合わせてください。

注 :電子メールの送信メニューとショートカットを使用できるのは1つの文書のみで
あり、ブックファイルでは使用できません。電子メールを使用してブックファイル
を送信することはできません。

1) ファイル／送信を選択します。

2) プロファイルの選択ダイアログボックスで、使用する電子メールプロファイルを選
択し、「OK」をクリックします。

3) 電子メールフィールドに入力し、通常どおりメッセージを送信します。

SWFファイルを含む文書をPDF、HTMLおよびXMLファイルとして保存する

SWFファイルを含む文書は、PDF、HTMLおよびXMLの各形式で保存できます。
また、 SWFファイルを含む文書をプリントすることもできます。

SWFファイルを含む文書をPDFとして保存する

1) ファイル／開くを選択し、 SWFファイルを含む FrameMakerブックまたはファイ
ルを開きます。

2) ファイル／PDF形式で保存を選択します。

3) 必要に応じて保存場所とファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

4) 初期設定値で PDFを生成するには、 PDF設定ダイアログボックスの「設定」をク
リックします。または、追加オプションを設定し、「設定」をクリックします。
SWFファイルはブックまたはファイルに取り込まれて保存されます。コンピュータ
ーにFlash Playerをインストールしている場合は、PDFを開き、SWFファイルを
再生できます。

注 :初期設定では、FrameMakerはPDFでSWFファイルを埋め込むように設定され
ています。ただし、このオプションは無効にできます。
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SWFファイルを含むPDFを開くと、マルチメディアコンテンツの信頼管理ダイアログボ
ックスが表示されます。「マルチメディアコンテンツを1回のみ再生」オプションまた
は「マルチメディアコンテンツを再生し、この文書を信頼済み文書のリストに追加」オ
プションを選択し、「再生」をクリックします。SWFファイルを含む、生成されたPDF
を表示するため、Adobe Reader® 8以降またはAdobe Acrobat 3D version 8以降がイン
ストール済みであることを確認します。

読み込まれたメディアファイルがPDFとして保存され再生されるときに、Acrobatは独
自のメディアプレーヤーを使用してSWFおよびFLVファイルを再生します。その他すべ
てのメディアファイルの再生は、それぞれのコーデックがシステムにインストールされ
ている場合にのみ可能です。

SWFファイルを含む文書をHTMLとして保存する

SWFファイルは文書に取り込み、HTMLファイル形式で保存することができます。そ
のときに、CSSファイルが自動的に生成されます。非構造化文書にコピーしてSWFファ
イルを取り込んだ場合、SWFファイルはHTMLファイルと共にGIFとして保存されま
す。構造化文書にコピーしてSWFファイルを取り込んだ場合、SWFファイルは別個に
保存されます。HTMLファイルを開いたら、SWFコンテンツをクリックすると再生さ
れます。

1) ファイル／開くを選択し、 SWFファイルを含む FrameMakerブックまたはファイ
ルを開きます。

2) ファイル／HTML形式で保存を選択します。

3) 必要に応じて保存場所とファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

SWFファイルを含む文書をXMLとして保存する

SWFファイルを含むFrameMakerファイルをXML形式で保存することができます。
XMLファイルをFrameMakerで開くと、SWFファイルはXMLラウンドトリップを使用
して保存されます。SWFファイルのラウンドトリップを確実に行うには、ファイルを
XML形式で保存する前に、正しい読み書きルールがXMLファイルに含まれていること
を確認します。

注 :SWFファイルを取り込む前に、グラフィックエレメント定義を含むXMLファイ
ルを作成または開いていることを確認します。
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1) ファイル／開くを選択し、SWFファイルを含むXMLファイルを開きます。

2) ファイル／XMLとして保存を選択します。

3) 必要に応じて保存場所とファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

SWFコンテンツがFrameMakerファイルに埋め込まれている場合および文書がXMLと
して保存されている場合、SWFコンテンツは独立したSWFファイルとして保存されま
す。さらに、SWFファイルへの参照は、XMLで作成されます。

SWFファイルを含むFrameMakerファイルをプリントする

SWFファイルを含むFrameMaker文書はプリントすることができます。SWFファイル
はフレームとしてプリントされます。最初のフレームに画像が含まれている場合、画像
のビットマップがプリントされます。

1) SWFファイルを含むFrameMaker文書を開きます。

2) ファイル／プリントを選択します。

3) 必要に応じてその他のプリントオプションを設定し、「プリント」をクリックしま
す。その他のオプションについて詳しくは、プリントオプションを参照してくださ
い。

構造化文書をSGMLまたはXMLで保存する

構造化FrameMaker文書は、SGMLまたはXMLとして保存することができます。ただ
し、文書の内容、エレメントおよび属性は保存されますが、書式は保存されません。
SGMLをXMLに保存するというように、元の文書とは別のタイプの構造化文書に保存で
きますが、DTDの相違によってエラーが発生する場合があります。

UnicodeのコンテンツをXMLファイルとして保存するときは、Adobe製品X.0がエンコ
ード形式を自動的に指定します。初期設定では、Adobe製品X.0はUTF-8エンコード形
式を使用します。

文書をSGMLまたはXMLとして保存する前に、文書を検証してエレメントと属性のエ
ラーを修正する必要があります（文書を検証する）。この作業を行わないと、マークア
ップが無効になる可能性があります。
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構造化XML文書を保存する場合は、XMLエレメント名が小文字で始まっていること、
XMLエレメント名に英数字、ピリオドおよびハイフン以外の文字が含まれていないことを
確認してください。スペース、下線およびその他の文字は、使用する位置に関係なくXML
のエレメント名では無効であり、ハイフン（-）に変換されるか、エラーが生成されます。

XMLの書き出しでは、見出し、表、リファレンスページは使用されず、初期設定のタグ
名がそのまま書式名になります。

構造化文書を書き出すときには、初期設定のエンコード形式として、SGMLの場合は
ISO-8859-1、XMLの場合はUTF-8が使用されます。ただし、取り込んだSGMLファイ
ルまたはXMLファイルが構造化文書である場合には、初期設定のエンコード形式の代わ
りに、元のファイルで設定されていたエンコード形式が使用されます。

1) ファイル／別名で保存を選択します。

2) ファイル名と保存場所を指定します。ファイル名には、必要に応じて適切な拡張子
（ .sgmや .xmlなど）を指定します。

3) ポップアップメニューから「 SGML」または「 XML」を選択し、「保存」をクリ
ックします。文書に関連付けられたアプリケーションがある場合は、文書が保存さ
れます。

4) 構造化アプリケーションを設定ダイアログボックスが表示された場合は、構造化ア
プリケーションを設定ポップアップメニューからアプリケーション名を選択し、「
続行」をクリックします。次のいずれかの操作を行います。

• 文書にアプリケーションを関連付ける場合は、アプリケーションの名前を選択し
ます。

• 初期設定のマッピングを使用し、読み書きルールを使用しない場合は、「 < アプリ
ケーションなし>」を選択します。

文書の保存時に構造エラーが検出された場合は、表示専用のエラーログにエラーメッセ
ージが書き込まれます。メッセージがFrameMaker文書内のエラーを指示している場合
は、そのメッセージに文書へのリンクが設定されています。大部分のエラーでは、メッ
セージをクリックすれば、問題がある場所に移動できます。

エレメント定義は、これらの構造化文書を開いたときに取り込みます。多くの場合、構
造に若干の修正を加える必要があります。

関連するリンク :
構造化ブックにエレメント定義を取り込む
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多言語オーサリング

Unicodeサポート

Unicodeについて

Unicodeは、世界中のほとんどの言語でテキストを交換、処理、表示できる標準の文字
コードシステムです。UTF-8、UTF-16、UTF-32のような異なる文字エンコードで実
行されます。FrameMakerではこの3つのエンコードがサポートされますが、ファイル
はUTF-8で保存されます。UTF-16またはUTF-32でエンコードされたファイルを取り
込むと、自動的にUTF-8に変換されます。

テキストを処理するときに、Unicodeは原語の各文字に固有の番号つまりコードポイント
を使用します。標準Unicodeは各文字の書体や画像出力を指定しません。画像出力は、
数千のUnicode文字を表示する機能が含まれるUnicodeフォントにより処理されます。
そのため、多言語文書に単一の書体を使用できます。

Unicodeを有効にする

Unicode標準は、世界中のすべての言語やキャラクターセットでテキストを交換、処理、
表示できるように設計された文字コードシステムです。Unicodeによるエンコード形式
を使用すると、複数のキャラクターセットの文字を含む文書を作成したり、地理的また
は言語的に異なる地域の間で文書を共有したりすることが可能になります。

FrameMakerはUnicodeテキストエンコード形式をサポートしているので、複数の言語
を使用した文書を作成、編集、保存、出版したり、多言語文書を作成したりできます。
Unicodeテキストは、FrameMakerのマーカー、カタログエントリ、およびダイアログ
でサポートされています。PDFの書き出しは、Unicodeのテキスト、しおり、タグ、お
よび注釈をサポートしています。Unicodeのコンテンツを他のアプリケーションから取
り込んだりコピーしたりできます。

Unicodeでは、使用する言語やコンピューターの種類にかかわらず、すべての文字に一
意の番号が割り当てられています。

可搬性

ワークステーション間でファイルを移動しても文字や数字は変わりません。文書に外
国語を追加しても混乱が起きません。外国語の文字は独自の割り当て番号を持ってい
るので、同じプロジェクト内での他の言語からのエンコード形式と競合しません。
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堅牢性

Unicode準拠のフォントはより多数の文字を提供しているので、特殊文字がただち
に利用できます。

柔軟性

Unicodeサポートにより、プロジェクト内で書体を変更しても、文字そのものが変
わってしまうことがありません。Unicode準拠のフォントであれば、どの書体を使
用してもgはgとして表示されます。

このような特徴があるので、例えばフランスの企業が韓国の顧客とビジネスを行い、
米国にあるパートナー企業に仕事を引き継がせるといったことが、テキストの混乱な
しに行えます。ライターやデザイナーは、オペレーティングシステムで正しい言語を
有効にし、外国語フォントを読み込み、プロジェクトを続ける必要があります。

a) 英語以外の言語でコンテンツを作成できるようにコンピューターを設定するに
は、コンピューターをUTF-8ロケールで起動してください。

b) 辞書を有効にしたり、類語辞典を開くには、Input Method Editor（IME）の
言語バーから目的の言語を選択します。

c) 選択した言語でコンテンツの入力を開始します。

検索と変更、マーカー、ハイパーテキストおよびカタログエントリなどの一部の機
能では、Unicodeがサポートされます。Unicodeのしおり、タグ、注釈などを付け
てPDFに書き出すことができます。Unicodeコンテンツを他のアプリケーションと
の間で取り込んだり、書き出したりできます。辞書を追加すれば、より多くの言語
でコンテンツをオーサリングできるようになります。

関連するリンク :
Unicodeサポート

多言語テキストを追加する

文書にUnicodeの文字を入力する方法がいくつかあります。コンピューターで地域の言
語またはロケールを設定し、キーボード入力に必要な言語を追加できます。また、サー
ドパーティ製プラグインによるソフトキーボードレイアウトを設定して使用することも
できます。
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キーボードレイアウトではすべての文字に単純なキーの組み合わせを使用できません。
その代わりに、FrameMakerでは、2つの入力方法を使用してUnicode文字全体にアク
セスできます。まず、16進数パレットを使用して、任意の3つのUTFエンコードでコー
ドポイントを指定できます。もう1つは文字マップを使用する方法です。文字マップは、
選択したフォントで使用できるすべてのUnicode文字の一覧表です。

Microsoft Windows XP Service Pack 2（SP2）およびWindows Vista®オペレーティン
グシステムには、「地域と言語のオプション」設定があります。これらのオプション設
定を使用して、キーボード入力用の言語を追加します。これらの言語および音声の設定
は、デスクトップ上の言語バーに表示されます。言語を選択し、ローカライズされたキ
ーボードを設定した後、文書内で必要なテキストの入力を開始できます。キーボードレ
イアウトはMicrosoftによって定義されています。

選択した言語で語句を入力したり、適切なUnicode文字を入力することができます。

入力言語を設定する

1) コンピューターでコントロールパネルを開き、地域と言語のオプションアイコンをダ
ブルクリックします。地域と言語のオプションダイアログボックスが表示されます。

2) 「言語」タブをクリックします。

3) 「詳細」ボタンをクリックします。テキストサービスと入力言語ダイアログボック
スが表示されます。

4) 「設定」タブの「追加」ボタンをクリックします。入力言語の追加ダイアログボッ
クスが表示されます。

5) 入力言語リストから言語を選択します。

6) 「 OK 」をクリックします。インストールされているサービスリストに選択した言
語が追加されます。

7) 「既定の言語」の一覧で目的の言語を選択します。

8) 「適用」をクリックし、「 OK 」をクリックして設定を保存し、テキストサービス
と入力言語ダイアログボックスを閉じます。

9) 「地域オプション」タブをクリックし、既定の言語リストで選択した言語を選択し
ます。

10) 「適用」をクリックして設定を保存し、「 OK 」をクリックして地域と言語のオプ
ションダイアログボックスを閉じます。コンピューターのシステムトレイに言語バ
ーまたは Input Method Editor（ IME）が表示されます。



内容の編集

326

11) FrameMaker を開き、コンテンツを入力します。選択した言語でテキストが表示さ
れます。

注 :「既定の言語」の一覧および「地域オプション」タブで言語を変更した場合、
言語バーで選択した言語も自動的に更新されます。

サードパーティ製キーボードレイアウトソフトウェアの使用

Windowsでは、様々な言語で多数のサードパーティ製キーボードレイアウトソフトウェ
アアプリケーションを使用できます。これらのレイアウトをアクティブにすると、
FrameMakerは、サードパーティ製ソフトウェアで設定されているキーボードマッピン
グに従って入力を受信します。FrameMakerではキー定義は変更されません。

文字パレットの使用

文字パレットに、すべてのUnicode文字が3つの文字セットでリストされます。

文字パレット

A.フォントを選択B.選択したフォントで文字をスクロール
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1) 文書内の文字を挿入する位置にカーソルを置きます。

2) ファイル／ユーティリティ／文字パレットを選択します。

3) 入力する言語をサポートするフォントを選択します。文字パレットには、選択した
フォントで使用できる文字が表示されます。

4) 挿入する文字が含まれているボックスをクリックします。必要に応じて、スクロー
ルバーを使用して文字パレット内を探します。

各文字のUTF-32、UTF-16およびUTF-8のコードポイントは文字パレットの下部
に表示されています。

5) 文書に挿入した文字が選択したものと一致しない場合は、文書のフォントが文字パ
レットで選択したフォントと同じかどうかを確認してください。

6) 文字パレットの外をクリックしてパレットを閉じます。

16進数入力パレットの使用

16進数入力パレットを使用して文字のコードポイントを指定することにより、文書に
Unicode文字を入力できます。

16進数入力パレット

A.入力領域B.表示領域C. UTF-32をクリックして、デフォルトのエンコードを変更しま
すD.矢印をクリックして記号を探します

1) 文書内の文字を挿入する位置にカーソルを置きます。

2) ファイル／ユーティリティ／ 16進数入力を選択して 16進数入力パレットを表示し
ます。

3) 挿入する文字のUnicode数を入力します。対応する文字が右側に表示されます。

4) Unicode文字セット間を切り替えるには、「UTF 32」をクリックします。
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5) 挿入したい文字が見つからない場合は、矢印キーをクリックして探すか、文字をク
リックして文字パレットを表示します。

また、文字パレットから適切なフォントを選択したことを確認します。同じ16進値
の文字でも、選択したフォントにより変わります。

6) 16進数入力パレットの外をクリックしてパレットを閉じます。

アジア言語に関するサポート

Adobe® FrameMaker® は、中国語（簡体字）、中国語（繁体字）、韓国語の機能をサポ
ートしています。中国語と韓国語のテキストは表示、入力、プリント、検索・置換、読
み込みおよび書き出しのみできます。これらの中国語と韓国語の機能を使用するには、
中国語または韓国語のオペレーティングシステムに英語版のFrameMaker製品をインス
トールします。FrameMaker 7.0では、中国語および韓国語に対して、翻訳されたイン
ターフェイスや翻訳された文書は提供されません。

以下の節では、中国語と韓国語の機能について詳しく説明します。アジア言語のフィル
ターについては、オンラインマニュアル『フィルターの使用』を参照してください。日
本語の文字の使用については、『FrameMakerユーザーガイド』を参照してください。

文字セットとエンコード方式

中国語（簡体字）

FrameMakerは、GB2312-80文字セットの超集合であるGBK文字セットをサポートし
ています。中国語（簡体字）版のWindowsシステムはGBKをサポートしています。
UNIXおよびMacintoshはGB2312-80文字セットをサポートしています。Windowsで
は、GBK文字セット内の文字は0x8140と0xFEFEのコード範囲でエンコードされます。
MacintoshおよびUNIXでは、0xA1A1と0xFEFEの範囲内でエンコードされます。
0xA1A1と0xFEFEの間の文字はすべてのプラットフォームにおいて同一であるため、文書
はプラットフォーム間で互換性があります。ただし、GBKで拡張文字を使用する場合、
MacintoshおよびUNIXでは拡張文字は無意味の文字として表示されます。
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中国語（繁体字）

FrameMakerはBig5文字セットをサポートしています。これらの文字は、Windowsお
よびMacintoshでは0xA140と0xFEFEの間でエンコードされます。中国語のUNIXは
より大きな文字セット（CNS11643-1992）を7つのコードプレーンでサポートします。
最初の2つのコードプレーンには、コードマッピングは異なりますが、Big5の文字セッ
トと同じ文字が含まれます。UNIXでは、FrameMakerは最初の2つのコードプレーン
のみサポートしています。3番目またはそれ以上のコードプレーンに文字を入力すると、
それらの文字はFrameMakerではスペースとして表示されます。中国語（繁体字）版の
UNIXオペレーティングシステムはEUC-CNSエンコードを使用します。FrameMaker
はBig5とEUC-CNSの間のコード変換を提供します。

Korean

FrameMakerはKSC 5601-1992文字セットをサポートしています。Windows、
Macintosh、UNIXでは、これらの文字は0xA1A1と0xFEFEのコード範囲でエンコード
されます。このエンコード方式はWansungエンコードと呼ばれています。Windowsの
ほとんどのバージョンには追加のハングル文字（Windowsコードページ1361）があり、
Johab文字と呼ばれています。Johab文字は一般的には使用されず標準文字ではないため、
FrameMaker製品はJohab文字をサポートしていません。Johab文字を入力すると、2つ
に分かれた無意味の半角文字になる場合があります。

インライン入力

中国語と韓国語の文字セットには、標準的なキーボードには収まりきらない何千もの文字
が含まれています。これらの文字を標準的なキーボードで入力するには、 Input Method
Editor（ IME）としても知られるフロントエンドプロセッサー（FEP）を使用します。

発音を構成したり、漢字のストロークやピクチャを構成したりするために、ローマ字が
使用されます。韓国語の文字は通常、基本のハングルのJamoと呼ばれる構成要素を組み
合わせてインラインで構成されます。FrameMakerはすべてのテキストに対して、イン
ライン入力（on-the-spot）方式をサポートしています。そのため、中国語や韓国語のテ
キストを文書またはダイアログボックスに直接入力できます。

数式エディターでインライン入力方式は使用できません。ボトムラインまたはルートウ
ィンドウ入力方式を使用してアジア言語のテキストを入力することができます。数式に
文字列を挿入する方法については、『FrameMakerユーザーガイド』の数式についての
章を参照してください。
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組版ルール

FrameMakerは、MIFファイルの組版表で中国語と韓国語のテキストの組版ルールを定
義します（詳細はオンラインマニュアル『MIF Reference』を参照）。組版の仕様は、
日本語の改行ルールや文字間のスペースルールを定義します。FrameMakerは中国語や
韓国語の文書に対しても同様のルールを実装しました。

アジア言語のハイフネーション

組版表では、特定の文字で行が始まったり、終わったりすることを防ぐルールが定
義されています。MIFでこの表を修正することで組版表をカスタマイズできます。
詳細はオンラインマニュアル『MIF Reference』の組版表の節を参照してください。

アジア言語の句読点の間隔設定

アジア言語における句読点や括弧などの間隔の設定は、段落書式ウィンドウの和文
設定の「句読点」テキストボックスで定義されます。

欧文／アジア言語の単語の間隔とアジア言語テキストの間隔

これらの設定は段落書式ウィンドウの和文設定で定義できます。間隔および句読点
設定について詳しくは、『FrameMakerユーザーガイド』を参照してください。

アジア言語フォントと欧文フォントの合成フォント

合成フォントは2つのコンポーネントフォントを1つの合成フォント名に割り当てます。
このように割り当てられるのは、アジア言語フォントと欧文フォントをあたかも1つの
フォントファミリーであるかのように扱うためです。合成フォントでは、アジア言語フ
ォントが基本フォントとなり、ローマ字フォントが欧文フォントです。詳しくは、『
FrameMakerユーザーガイド』を参照してください。

• 異なるアジア言語または西洋言語を使用するシステムで合成フォントが使用された
アジア言語の文書が開かれている場合、合成フォントが入ったすべてのテキストに
対して欧文コンポーネントフォントが使用されます。アジア言語コンポーネントフ
ォントを使用したテキストは読み込めません。文書を保存し、その文書の元の言語
のシステムで再び開くと、欧文テキストは正しく表示されますが、元のアジア言語
のテキストに関する情報は失われます。

• 異なるアジア言語にわたって文書を移動したい場合は、段落タグ、文字タグ、合成
フォント名に対してアジア言語を使用しないでください。使用した場合、予期しな
いデータの損失が起こる場合があります。
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• 新規文書を作成するとき、新規文書には 2 つの合成フォントが事前定義されていま
す。韓国語ではFMMyungjoとFMGothic、中国語（簡体字）ではFMSongTiと
FMHeiTi、中国語（繁体字）ではFMSungTiとFMHeiTiとなります。最も頻繁に
使用されるローマ字フォントとアジア言語フォントは各合成フォントのコンポーネ
ントフォントとして割り当てられています。

テキストの読み込みと書き出し

中国語と韓国語の文書にフィルターを適用できます。詳しくは、オンラインマニュアル
『フィルターの使用』を参照してください。

日付と時間

日付と時間を表す変数に特別な構成要素はありません。曜日と午前／午後が中国語また
は韓国語で表示されます。年、月、日、時間、分の単位は標準テンプレートで翻訳され
ます。単位をカスタマイズするには、『FrameMakerユーザーガイド』の変数の章を参
照してください。

自動番号

以下のように、全角のアルファベット文字（アジア言語で全角の欧文アルファベットを
使用した場合）、アラビア数字および漢数字が段落の自動番号、ページ番号、脚注番号
に対してサポートされています。

• <full-width a>は全角小文字のアルファベットを示します。

• <full-width A>は全角大文字のアルファベットを示します。

• <full-width n>は全角アラビア数字を示します。

• <chinese n>は漢数字を示します。

索引のソート

中国語（簡体字）

中国語（簡体字）の索引ソートは、欧文アルファベット文字を使用したピンイン方式の
中国語のスペルに基づいています。この表音方式はマンダリン（標準中国語）に基づい
ています。ピンインにはおよそ400の音があります。6つの母音に4つのアクセント記号
（四声）を配置でき、四声は番号（1、2、3、4）で置き換えることもできます。
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以下はピンインソートの例です。

FrameMaker製品は各中国語の文字に最も頻繁に使用されるピンインの音を割り当てま
す。割り当てが正しくない場合、索引マーカーテキストの中国語の文字の後に正しいピ
ンインを括弧に入れることで正しいピンインを指定できます。次の例にあるように、ア
クセント記号を表す番号を使用する必要があります。

[hang2lie4]

新しい索引キーワード「 <$pinyin> 」は、「 IX 」リファレンスページにある
SortOrderIX段落に追加されます。ソート順序を再定義することはできません。

索引エントリのグループタイトルは、「 IX」リファレンスページにあるGroupTitlesIX
段落で定義されます。中国語（簡体字）の文書では、デフォルトのグループタイトルは
欧文テキスト（記号、番号、A～Zまでの文字）のグループタイトルと同じです。

中国語（繁体字）

FrameMakerでは、中国語（繁体字）の索引ソートには部首の画数によるソート方式が
使用されています。この方式では、画数が主な基準として使用され、部首の種類は二次
的なソートキーとして使用されます。部首のソート順序は康煕字典に基づいています。

新しい索引キーワード「 <$stroke> 」は、「 IX 」リファレンスページにある
SortOrderIX段落に追加されます。ソート順序を再定義することはできません。

索引エントリのグループタイトルは、「 IX」リファレンスページにあるGroupTitlesIX
段落で定義されます。中国語（繁体字）の文書では、デフォルトのグループタイトルは
以下のとおりです。

ソートされた中国語の単語 アクセント記号付きのピンイン 数字をピンイン

línbíé lin2bie2

línzhong lin2zhong1

lìngwaì ling4wai4
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Korean

韓国語はハングル（表音文字）および漢字を使用します。ハングルは、基本子音、中間
母音、末子音（ない場合もある）を組み合わせてできる単音節語です。ソートは、これ
らのエレメントが起こる順番に基づいています。

ハングルの子音のソート順序は以下のとおりです。

ハングルの母音のソート順序は以下のとおりです。

ハングルで使用する漢字のソート順序は発音で決まります。ハングルで使用する漢字の
ソートを指定するには、索引マーカーテキストで、ハングルで使用する漢字の後に括弧
でハングル文字を追加します。以下はその例です。

索引エントリのグループタイトルは、「IX」リファレンスページにあるGroupTitlesIX段落
で定義されます。韓国語の文書では、デフォルトのグループタイトルは以下のとおりです。

新しい索引キーワード「<$hangul>」は、索引が作成されると「IX」リファレンスペー
ジにあるSortOrderIX段落に自動的に追加されます。「<$hangul>」を実際の文字に置
き換えることで、ハングル文字のソート順序を自分の好きな順序に指定できます。

アジア言語

Windowsで生成した「 IX」ファイルを開いてUNIXでグループタイトルを編集する場
合など、別のプラットフォームで作成した索引ファイルでグループタイトルを修正し、
その索引ファイルを再度生成する場合、修正したグループタイトルは新しい索引ファイ
ルでは反映されません。この問題を解決するには、索引作成中は索引ファイルを開いた
ままの状態にするか、索引生成元の文書を開く前に環境設定ダイアログにある「所在不
明のフォント名を保持」オプションをオフにしておきます。

マルチバイト文字の表示に同じコード値が使用されるため、アクセント記号のある欧文
文字や記号は中国語または韓国語の文字と併用することはできません。

索引の生成について詳しくは、『FrameMakerユーザーガイド』の目次の章および索引
の章を参照してください。
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中国語、韓国語、日本語の文書をHTMLまたはXMLに書き出す

HTMLまたはXMLに書き出す文字エンコードは、HTMLまたはXMLのリファレンス
ページにあるオプション表中のExport Encoding and CSS Export Encoding設定によっ
て決定されます。最良の結果を得るには、これらの両方のオプションの設定が同じであ
る必要があります。XML機能におけるアジア言語と西洋言語の使用について詳しくは、
『FrameMakerユーザーガイド』の構造化文書での作業の章を参照してください。

デフォルトのエンコード設定は以下のとおりです。

• 日本語：Shift_JIS

• 韓国語：EUC-KR

• 中国語（簡体字）：EUC-CN

• 中国語（繁体字）：Big5

• その他の言語： ISO-8859-1

デフォルトのエンコードの他にも、 ISO-8859-1（西洋言語システム）やUTF-8
（Unicodeをサポートするブラウザーの場合）を指定できます。

マッピングテーブルを使用すると、FrameMaker（中国語（繁体字）にはEUC-CNS、
中国語（簡体字）にはGB）、構造化FrameMaker（日本語にはJIS8_EUC、中国語（簡
体字）にはGB8_EUC、韓国語にはKSC8_EUC）、MIME文字セット属性（日本語には
EUC-JP、中国語（繁体字）にはEUC-TW）で使用された名前をエンコードできます。

日本語の標準テンプレートは、いくつかのブラウザーでは認識されない日本語のタグ名
のあるCSSを作成します。この問題を解決するには、UTF-8ではなく、デフォルトの
Shift_JISエンコードでファイルを保存し、英語の段落タグ名または文字タグ名を使用し、
可能ならば日本語フォントに英語のフォント名を使用します。中国語と韓国語のテンプ
レートを修正して中国語と韓国語の段落タグおよび文字タグを使用すると、同様の問題
が起こります。この問題を解決するには、適切なデフォルトのエンコードを使用しなが
ら日本語の場合と同じ手順に従います。

Navigator™ 4.xでHTMLファイルを開いているときに JavaScriptのエラーメッセージが
表示されるのを回避するには、中国語、日本語、韓国語のオペレーティングシステムで
はデフォルトのエンコードを使用します。

通常、マルチバイト文字を使用したファイル名はHTMLファイルおよびXMLファイル
では推奨されません。
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構造化FrameMaker

構造化FrameMakerでは中国語と韓国語のSGMLファイルおよびXMLファイルの読み
込みと書き出しができます。以下に注意してください。

• 属性名およびエレメント名にマルチバイト文字を使用することはできません。

• 変数名中のマルチバイト文字は、 SGMLおよび XMLでエンティティに正しく変換
されない場合があります。

• （UNIXのみ）構造図でアジア言語の文字を表示できますが、編集するにはドキュ
メントウィンドウを使用する必要があります。

詳しくは、『FrameMakerユーザーガイド』の構造化文書での作業の章を参照してくだ
さい。

MIT文とキーワード

中国語や韓国語のシステムでMIF文を書く際に使用したエンコードを指定するために、
中国語および韓国語のMIFファイルの上部にMIFEncoding文が追加されています。

• 中国語のシステムにおいて、この文は繁体字または簡体字のいずれかのエンコード
を示します。

エンコーディング： <MIFEncoding「」> #元は中国語（繁体字）で書かれた
もの（Big5／EUC-TW）

または

<MIFEncoding‘ ’>#元は中国語（簡体字）で書かれたもの

文中の中国語の2文字は「中国語」を意味します。この2文字をそれぞれ16進数で
表すと、Big5ではA4A4 A4E5、EUC-TWではC4E3 C5F3、EUC-CNではD6D0
CEC4となります。

• 韓国語のシステムでは、以下のとおりです。

<MIFEncoding ‘ ’> #元は韓国語で書かれたもの

文中の韓国語の3文字は「韓国語」を意味します。16進法で表すと、C7D1 B1B9
BEEEとなります。中国語および韓国語のシステムでは、4つのMIFキーワードを
使用して自動番号書式の番号付けのスタイルを指定します。
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• <FWLCAlpha>は全角小文字の欧文アルファベット文字を示します。

• <FWUCAlpha>は全角大文字のアルファベット文字を示します。

• <FWArabic>は全角のアラビア数字を示します。

• <ChineseNumeric>は漢数字を示します。

対応する構築ブロックについては、自動番号を参照してください。

その他の注意事項

中国語および韓国語テキストのPDF書き出しはこのバージョンのFrameMakerではサポ
ートされていません。

ルビとは、単語のすぐ上に表音文字列で単語の発音を表示する日本語のシステムです。
中国語および韓国語のテキスト構成においてほとんど使用されることはありませんが、
これらの言語でもこの機能を使用できます。

1つの文書の中で複数のアジア言語を使用することはできません。

中国語や韓国語の文書を新規作成する場合、またはファイル／開くコマンドを使用して
中国語や韓国語のテキストファイルを開く場合、フォントおよび言語設定はこれらの言
語に対して適切に定義されています。ただし、このファイルから生成された文書（例え
ば、Document Compare、索引、目次、SGMLエラーログレポートなど）は英語の設
定を使用し、アジア言語の文字を正しく表示しない場合があります。この問題を解決す
るには、生成された文書が編集可能な場合、英語のフォントをアジア言語のフォントに
変更します。

ソース文書が合成フォントを使用している場合、引用符を含むテキストの付いた相互参
照を挿入しないでください。引用符は意味のない文字になり、検索・置換を使用して合
成フォントで引用符の付いた相互参照を検索するときに、FrameMakerがクラッシュす
る可能性があります。



内容の編集  4

 337

HTML出力

FrameMakerはマルチチャネルパブリッシング機能を使用して、ブックやFMファイル
を複数の形式で保存することができます。FrameMakerで変換とページ割り付け設定を
定義し、ブック全体または文書をHTMLやサポートされる他の形式として保存できます。
作成されたHTML出力は、ソース文書から作成されたリンクによりナビゲートできます。

EclipseHelpやAdobe AIRベースのヘルプなど、HTML以外のオンラインヘルプ形式に
作成されたコンテンツを公開する場合は、公開ツールとしてRoboHelpを使用できます。
また、企業レベルの公開の場合は、FrameMaker Publishing Serverを使用してコンテン
ツを複数のチャネルやデバイス用に公開できます。

HTMLに変換する文書の作成

HTMLでは、文書の各部分の用途を表すエレメントのセットが提供されます。例えば、
P（段落）エレメントは標準の本文段落、H1エレメントは第1レベルの見出しを表します。

HTMLエレメントは、Adobe FrameMakerの書式に似ています。例えば、HTML文書
には本文段落エレメントと見出しエレメントがあり、FrameMaker文書には本文段落と、
見出し用の書式を使用する段落が含まれます。

ただし、HTMLエレメントは、次の点でFrameMaker書式と異なります。

• HTML 文書では標準のエレメントのセットを使用しますが、 FrameMaker 文書で
使用する書式の数や書式名には制限がありません。

• HTMLエレメントは、文書の書式ではなく、構造を記述します。Netscape Navigator
やMicrosoft Internet ExplorerなどのWebブラウザーでは、各エレメントが定義済
みの書式で表示されます。この2つのブラウザーでは、同じエレメントでも表示方
法が異なる場合があります。

HTML文書には、同じファイル内の別の位置や、インターネットやイントラネット上の
別のファイルを指すハイパーテキストリンクを含めることができます。FrameMakerの
ほとんどのハイパーテキストコマンドは、HTML形式で文書を保存すると自動的に
HTMLのハイパーテキストコマンドに変換されます。



内容の編集

338

HTML文書について

HTMLでは、文書の各部分の用途を表すエレメントのセットが提供されます。例えば、
P（段落）エレメントは標準の本文段落、H1エレメントは第1レベルの見出しを表します。

HTMLエレメントは、Adobe FrameMakerの書式に似ています。例えば、HTML文書
には本文段落エレメントと見出しエレメントがあり、FrameMaker文書には本文段落と、
見出し用の書式を使用する段落が含まれます。

ただし、HTMLエレメントは、次の点でFrameMaker書式と異なります。

• HTML 文書では標準のエレメントのセットを使用しますが、 FrameMaker 文書で
使用する書式の数や書式名には制限がありません。

• HTMLエレメントは、文書の書式ではなく、構造を記述します。Netscape Navigator
やMicrosoft Internet ExplorerなどのWebブラウザーでは、各エレメントが定義済
みの書式で表示されます。この2つのブラウザーでは、同じエレメントでも表示方
法が異なる場合があります。

HTML文書には、同じファイル内の別の位置や、インターネットやイントラネット上の
別のファイルを指すハイパーテキストリンクを含めることができます。FrameMakerの
ほとんどのハイパーテキストコマンドは、HTML形式で文書を保存すると自動的に
HTMLのハイパーテキストコマンドに変換されます。

関連するリンク :
PDFおよびHTML：ハイパーテキストコマンドのサポート

HTML変換の概要

HTMLは、特定の種類の表現に最適なオンライン用の形式です。例えば、HTMLでは2
つのコラムのレイアウトを簡単に作成できないため、 HTML 文書の外見は元の
FrameMaker文書と必ずしも同じにはなりません。FrameMaker文書の書式アイテムに
相当するものがHTMLにない場合は、HTMLではなくPDFに変換します。詳しくは、
PDF形式で保存。
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変換内容

HTML形式で文書を保存すると、メインテキストフロー（「A」というタグが付いたフ
ロー）の内容だけが変換されます。変換するテキストが間違いなくフローAに含まれて
おり、すべてのフローAが連結されていることを確認します（詳しくは、テキスト枠を
連結するを参照してください）。

ヒント :文書中に保持するフローが複数ある場合は、PDFとして文書を保存します
（コンディショナルタグの適用を参照。）PDFとして保存すると、個々のフローを
Acrobatアーティクルスレッドに変換できます。

フロー内のアンカー枠の内容は、アンカー枠内のテキストも含めて、グラフィックに変
換されます。メインフローにないグラフィックとテキストは、マスターページ（ヘッダ
ーやフッターなど）またはボディページ（ページ上に直接配置されたグラフィックなど）
に直接含まれていてもHTMLには変換されません。ヘッダーを複製してすべての
HTML文書の一番上にテキストまたはグラフィック（ロゴのテキストまたはナビゲート
ボタンなど）を表示する場合は、マクロを使用します。

FrameMakerハイパーテキストコマンドの中には、対応するHTMLリンクに変換可能な
ものもあります。

HTMLの書き出しの問題

HTML形式での書き出しでは、次の点に注意してください。

• アンカー枠内のベクターグラフィックとテキスト枠はビットマップに変換されます。
変換されたグラフィック内のテキストがグリーキング表示される場合は、環境設定
ダイアログボックスで、「グリーキングを行う最小フォントサイズ」の設定を変更
します。

• 参照で取り込んだ GIFグラフィックを拡大 /縮小したり、トリミングしたりした場
合、文書をHTML形式に変換すると、それらの設定が失われます。

• FrameMaker で作成した HTML ファイルをメモ帳で開くと、改行が表示されませ
ん。HTMLファイルを正しく表示するには、FrameMaker、ワードパッドまたは
ソースコードを表示できるブラウザーを使用してください。

• 文書中にアクセント記号が付いた文字を含む段落タグ名や文字タグ名が使用されて
いると、一部のブラウザーでそれらの文字を正しく表示できないことがあります。
この問題を回避するには、段落タグと文字タグの名前を、アクセント記号を含まな
いものに変更するか、HTMLファイルと共に作成されるカスケーディングスタイル
シート（ .css）ファイルを削除します。
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HTMLにマッピングするテンプレートの使用

HTML 形式で文書を保存した場合に必要となる微調整を最小限に抑えるには、
FrameMakerに付属しているテンプレートを使用して文書を作成します。これらのテン
プレートの書式は、対応するHTMLの書式に簡単にマッピングされます。

HTMLに変換する前と後の章のテンプレートの見本

Webに適したカラーの使用

オンラインカラーライブラリには、216種類の「Webに適した」カラーが用意されてお
り、どのプラットフォームのWebブラウザーで表示しても、同じように表示されます。

関連するリンク :
ハイパーテキストコマンド

色
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スタイルシートを使用してFrameMakerの体裁を保持する

HTMLは、書式設定用の言語ではなく、文書の構造（意味）を表す手段として設計され
ています。ただし、文書の意味だけでなくその書式も重要で、通常のHTMLエレメント
だけでは対応できないFrameMaker文書の外観を保つ必要がある場合もあります。

例えば、章の最初の文字に青の20 ptの書体を使用している文書があるとします。
HTMLスタイルシートを使用すると、このように独特な書式設定を保持できます。

HTMLカスケーディングスタイルシートは、メインのHTMLファイルと名前は同じで
すが、拡張子が「 .css」になっています。これは標準化されたファイル形式で、多くの
Webブラウザーで使用したり、解釈したりできます。「 .css」スタイルシートには、元
の文書のフォント、スタイル、サイズ、インデント、間隔および余白を複製できる書式
設定が含まれています。

HTMLファイルには、「 .css」スタイルシートへの参照が含まれています。ブラウザー
でスタイルシートが検出されると、その情報を使用してWebページの書式が設定されま
す。ブラウザーがスタイルシートをサポートしていない場合は、各HTMLエレメントに
対して定義されている組み込み書式のみが使用されます。

1) 文書をHTMLとして保存します。「 .css」ファイルがHTMLファイルと同じフォ
ルダーに自動的に作成されます。

2) HTMLスタイルシート（「 .css」ファイル）をWebサーバのHTMLファイルと同
じフォルダ内にコピーします。

注 :スタイルシートの書式ルールは、別のスタイルシート（変換後の文書を表示す
る他のユーザーが設定した独自のスタイルシートなど）のルールと重ね合わせるこ
とができるため、「カスケード」とも呼ばれます。FrameMakerが作成するスタイ
ルシートは、他のスタイルシートに優先します。

関連するリンク :
構造化文書をHTML形式で保存

書式の上書き

書式の上書きとして追跡される変更

FrameMakerは、定義から異なるテキスト、文字、表のプロパティにおける変更を、上
書きとして扱います。また、現在の文書が書式の定義を持っていない場合、例えば他の
文書からテキストをコピーしてペーストしたときは、上書きと見なされます。
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次の事例は上書きと見なされます。

• ツールバーを使用して書式を適用したとき（例えば、太字、下線、または斜体を適
用など）。

• 段落、文字、表の書式を書式設定ウィンドウで編集し、書式定義を更新しないでそ
れを選択範囲に適用したとき。

• 異なるテンプレートを持つ別の文書からコンテンツをコピーしたときに、コピーさ
れたコンテンツは書式を保持しますが、定義は現在の文書に存在しないとき。

例えば、テキストカラーが赤、太さがそのままであるような、Errorという名前の文字
書式を考えてみます。このテキストカラーを赤から黒に変更すると、これは上書きとな
ります。ただし、太さが「標準」から「太字」に変更された場合、これは上書きではあ
りません（定義からの逸脱ではありません）。ただし、そのままとして設定されている
プロパティを持っていた書式が変更された場合、これは上書きとして追跡されません。

注 : 表／書式／任意の罫線・塗りから表セルのプロパティが変更された場合、これ
は表書式の上書きとしてフラッグが付けられません。

コンテンツ変換のための書式上書きの管理

正確な変換を行うには、FrameMaker文書で使用する書式の一貫性が保たれている必要
があります。カタログに保存された定義済みの書式の代わりに、変更された書式が使用
されていると、文書が正確に変換されません。例えば、通常の段落と見出しの両方に本
文書式を使用している文書は、HTMLに正確に変換されません。文書で上書きを多用し
た場合は、次のいずれかのことを行ってください。

書式上書きを検索して削除する

ブックまたは文書内で、段落、文字、および表の書式上書きを検索して削除できます。

1) 編集／検索を選択し、検索ポップアップメニューから、書式上書きタイプを選択し
ます。

2) 置換ポップアップメニューで、「上書きを削除」を選択します。

3) 「検索」をクリックし、書式上書きの各インスタンスごとに「置換」をクリックし
ます。
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上書きに基づいた新しい書式セットを作成し適用する

FrameMakerに自動的に文書の書式上書きを分析させ新しい書式を作成させることがで
きます。文書で使用されている書式でカタログに保存されていないものがカタログに追
加されます。また、変更された書式が文書で使用されている場合は、変更が反映された
別の書式がカタログに追加されます。

例えば、文書内の本文段落（左インデントなど）が変更されている場合、その段落には
本文1というタグが付きます。本文に別の変更（デフォルトフォントの変更など）があ
ると、その書式を使用する段落にはすべて「本文2」というタグが付きます。書式の名
前はわかりやすいように変更することをお勧めします。例えば、「本文1」を「本文イ
ンデント」などに変更します。

1) ファイル／ユーティリティ／書式の適用と作成を選択し、「続行」をクリックし
ます。

URLへのリンクを追加する

Uniform Resource Locator（URL）は、インターネットやイントラネット上の文書の場
所を示します。HTMLまたはPDFとして文書を保存するときは、URLにリンクする特
殊なマーカーをFrameMaker文書に埋め込むことができます。

1) URLにリンクするテキストを選択し、文字書式を適用します。例えば、「詳細はこ
こをクリックしてください。」という行に下線書式を適用します。

2) 書式設定した部分をクリックし、挿入／ハイパーテキストを選択します。

3) コマンドポップアップメニューで「メッセージクライアント」を選択し、「シンタ
ックス」テキストボックスに「message URL url_name」と入力します。

メッセージURL url_name

url_nameはリンク先のURLです。例えば、アドビシステムズ社のホームページに
リンクする場合は、次のように入力します。

message URL http://www.adobe.com

4) 「新規ハイパーテキストマーカー」をクリックします。HTML、XMLまたはPDF
に文書を変換してから、書式設定したテキストをクリックすると、URLで指定され
た場所が表示されます。

関連するリンク :
文書内でアクティブ領域を定義する
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目次をシミュレートするリンクを作成する

サイズの大きいファイルを、1つの親文書にリンクされた一連の小さいHTMLサブ文書
に変換できます。その場合の親文書は、サブ文書のリンクされた目次として機能するこ
とができます。

FrameMaker文書とWebページでシミュレートした目次

サブ文書には、自動的に順番に名前が付けられます。例えば、「MyDoc」をHTML形式で
保存すると、親文書は「MyDoc.html」となり、1つ目のサブ文書は「MyDoc.1.html」、
2つ目のサブ文書は「MyDoc.2.html」となります。ファイル名を変更するとリンクが無
効になるため、変更しないでください。

サブ文書の見出しレベルの階層は、Headings表で設定します。

1) 新規ファイルが見出しから始まるように文書のマッピングを調整します。そのため
には、HTML設定ダイアログボックスの「新しいWebページを開始」オプション
を使用します

注 :見出しを選択するときには、その内容が適度な量であるかどうか確認してくだ
さい（ジャンプ先のページが大き過ぎて何度もスクロールが必要な場合や、ジャン
プ先のページが1段落のみの場合は、ユーザーの混乱を招きます）。また、リンク
先の見出しの一覧では、最初の見出しの前に何らかの説明を追加するようにします。
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2) EndOfSubDocまたは StartOfSubDocシステムマクロを定義して、リンクしたサブ
文書から親文書に戻りやすいようにします。このマクロで定義したテキストまたは
グラフィックは、次の例のように、リンクされた各Webページの最後または最初に
表示されます。

3) HTML形式でファイルまたはブックを保存します。親文書には、リンクされた目次
が含まれます。

関連するリンク :
HTMLマッピングを設定・調整する

画像マップのリンクの設定

Webページ上の画像マップとは、リンクとして定義した領域が含まれるグラフィックの
ことです。画像マップを使用すると、単純なテキストだけの場合より視覚的効果の高い
Webページへのリンクを作成できます。

FrameMaker文書をHTMLまたはXMLに変換すると、メインテキストフローに含まれ
るグラフィックは、正しく設定されていれば、自動的に画像マップに変換されます。グ
ラフィックは、次のような場合に画像マップに変換されます。

• アンカー枠内のグラフィックの上にテキスト枠が存在し、テキスト枠内に有効なハ
イパーテキストマーカーがある場合。

• アンカー枠にあるグラフィックの上に長方形のリンクの行列がある場合。

グラフィック変換の指定

HTML形式で文書を保存すると、アンカー枠内にコピーして取り込んだグラフィックフ
ァイルは、すべて別の形式で保存されるように指定しない限り、GIF形式に変換されま
す。各グラフィックは、個別のファイルに保存されます。アンカー枠内のテキストも
GIF形式に変換されます。

マクロ名 置換

EndOfSubDoc <HR><P><A HREF=”<$parentdoc>”> Return to main page</A></P> 
<P><A HREF=”<$prevsubdoc>”> Go to previous page</A></P> 
<P><A HREF=“<$nextsubdoc>”> Go to next page</A></P>
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参照して取り込んだグラフィックファイルは、コピーが作成されるように指定しない
限り、元の場所に残ります。その場合、形式がチェックされて、必要に応じて変換され
ます（グラフィックのdpi解像度は保持されます）。新しいファイルは、HTML文書と
同じフォルダー内に作成されます。

変換後のグラフィックファイルの形式を指定する

1) ファイル／ユーティリティ／HTML設定を選択し、「オプション」をクリックし
ます。

2) グラフィックファイルの形式を指定します。次の形式から選択できます。

• 256色以内の写真以外の画像にはGIF形式が最適です。

• 24ビットの写真などの広範囲にわたるカラーが含まれる画像には JPEG形式が
最適です。

• PNG形式は、Webで一般的に使用されているパブリックドメイン形式です。
GIF形式と同様に256色以内の画像に最適です。

3) 「OK」をクリックします。

参照して取り込んだグラフィックをコピーおよび変換するように指定する

1) ファイル／ユーティリティ／HTML設定を選択し、「オプション」をクリックし
ます。

2) 「参照して取り込んだファイルをコピー」を選択します。

HTMLマッピングを設定・調整する

次のHTMLマッピングを調整できます。

• 段落レベルの書式（本文の段落や見出しの書式など）を定義するためのHTMLエレ
メントへの段落書式マップ

• 文字レベルの書式（太字または強調などの文字修飾）を定義するためのHTMLエレ
メントへの文字書式マップ

• HTMLでの相互参照の表示方法を指定するための HTML変換マクロへの相互参照
書式マップ

文書をHTML形式で保存してから、マッピングを調整します。

注 :変更できないマップもいくつかあります。例えば、FrameMakerの表は常に
HTMLの表に変換され、アンカー枠は常に IMGタグ付きの画像になります。
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HTMLマッピングを設定または変更する

1) ファイル／ユーティリティ／ HTML設定を選択します。現在のマッピングが HTML
設定ダイアログボックス内に読み込まれるか、またはマッピングが設定されていな
い場合は初期設定のマッピングが使用されます。

2) マッピングポップアップメニューで、マッピングする書式の種類（段落、文字また
は相互参照）を選択します。

3) マップ元ポップアップメニューで FrameMaker書式を選択し、マップ先ポップアッ
プメニューでHTMLエレメントまたはマクロを選択して、マッピングを指定します。

ヒント :文書内をクリックすると、調整する書式を選択できます。クリックした書
式の現在のマッピングが、HTML設定ダイアログボックスに表示されます。

4) 次のいずれかのオプションを選択します。

• 段落書式をマッピングするときに、変換後のテキストに段落の自動番号を含め
るには、「自動番号を含める」をクリックします。（リスト内のアイテムに自
動番号を含める必要はありません。）

• 見出し（自動レベル）にマッピングするときに、この書式が検出されるたびに
新しいWebページを開始するには、「新しいWebページを開始」をクリック
します。

長いFrameMaker文書を複数のHTMLファイルに分割し、各HTMLファイル
を1つのファイルにリンクする場合に、このオプションを使用します。指定の書
式が検出されるたびに、元のファイル（親ファイル）の見出しを残したまま、
その見出し書式で開始して、その書式が次に出現するまでの内容を含むサブ文
書にリンクします。この設定を使用した目次のシミュレーションについては、
目次をシミュレートするリンクを作成するを参照してください。

• ビュレットリストまたは番号リストのリストアイテムエレメントにマッピング
するときに、アイテムのレベルの深さ（通常、アイテムのインデントの度合い）
を指定するには、「リストのインデント」の値を入力します。

5) 「変更」をクリックしてマッピングを適用します。

6) 必要に応じて、手順2～5を繰り返します。

7) マッピングの指定が完了したら、ダイアログボックスを閉じ、HTML形式で文書を
保存します。
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HTMLリファレンスページ上のマッピングテーブルを編集するには、まずHTML設定
ダイアログボックスを閉じてください。このダイアログボックスが開いていると、ペー
ジ上で表を編集しようとした場合にエラーが表示されます。

見出しの自動レベルマッピング

HTMLでは、6つのレベルの見出しをサポートしています。FrameMakerの段落書式を
見出し（自動レベル）にマッピングすると、FrameMakerのすべての段落書式を見出し
に変換できます。この特殊なマッピングを使用すると、見出しの相対レベルおよびファ
イルの最上位レベルのマッピングに基づいて、文書中の見出しがH1、H2というように
マッピングされます。この方法の利点は、文書が複数のHTMLファイルに分割されてい
る場合に、各HTMLファイルにはH1にマッピングされている見出しが必ず存在し、H1
の下に適切な見出しの階層ができることです。

例えば、FrameMaker文書で「タイトル1」、「タイトル2」および「タイトル3」とい
う書式を使用しているとします。この文書をHTMLに変換するときに、文書を2つのフ
ァイルに分割して2つ目のファイルに「タイトル2」と「タイトル3」だけを含めるとい
う場合があります。自動レベル機能を使用すると、「タイトル2」が最初のファイルで
はH2にマッピングされますが、2つ目のファイルではH1にマッピングされます。

文書を複数のHTMLファイルに分割するときの自動レベル見出しの機能について詳しく
は、Headingsリファレンスページを使用するを参照してください。

自動レベルの方法を調整して（自動レベル機能の設定を変更して）特定の見出しのレベ
ルにマッピングするには、FrameMaker文書のリファレンスページにある特殊な表を編
集する必要があります。詳しくは、HTML Mapping Tableを編集するを参照してくださ
い。

リストのマッピング

FrameMakerでは、ビュレットリストは番号のないHTMLリストに、番号リストは通し
番号付きのHTMLリストにそれぞれ自動的にマッピングされます。このような自動マッ
ピングを変更するには、FrameMaker文書のHTMLリファレンスページにある表を編集
する必要があります（HTML Mapping Tableを編集するを参照）。

HTML設定ダイアログボックスで「リストのインデント」に値を入力すると、リストの
レベルを指定できます。ブラウザーでは通常、異なるレベルの見出しが、インデントの
量を変えて表示されます。
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「自動番号を含める」を選択すると、変換後のテキストにFrameMakerの自動番号を含
めることができます。ただし、通常、ブラウザーにはリスト用の独自のビュレット文字
や番号が用意されているので、リストの変換時にこのオプションを使用する必要はほと
んどありません。

次の表に、段落ベースのHTMLエレメントを示します。

HTML設定ダイアログ
ボックスでのマップ名

対応するHTML
エレメント

適切な使用方法およびWeb
ブラウザーでの一般的な表示

見出し（自動レベル） H1 、 H2 、 H3 、
H4、H5、H6

6つのレベルの見出し（H1が最大で最高のレベル）

段落 P 通常の本文段落

プリフォーマット PRE 改行や行間隔が元の文書と一致するテキスト（通常、
複数のスペースと固定幅のフォントを使用）

アドレス ADDRESS 電子メールのアドレスなどを示すテキスト（通常、
インデントしたり斜体にする）

引用 BLOCKQUOTE 、
BQ

インデントされた引用

リストアイテム LI 番号なしリスト（UL）の一部の場合はビュレット文
字に続くアイテムで、番号リスト（OL）の一部の場
合は通し番号に続くアイテム

リストアイテム（続き） P リスト内の本文段落（前にビュレットも番号も付き
ません）

データ用語 DT DDエレメントで定義するアイテム（用語集の中の用
語など）

データ定義 DD 用語集の用語などの、用語の定義（DT）

データ定義（続き） P データ定義内の本文段落

含めない なし HTMLへの変換時に削除
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次の表に、文字ベースのHTMLエレメントを示します。

HTML設定ダイアログ
ボックスでのマップ名

対応するHTML
エレメント

適切な使用方法およびWeb
ブラウザーでの一般的な表示

点滅（Netscape） BLINK 点滅テキスト（Netscape以外のブラウザーでは機能
しない場合があります）

引用文 CITE 引用文（通常、斜体または下線付きで表示）

コード CODE コンピューターのプログラムコード（通常、Courier
などの固定幅フォントで表示）

定義 DFN 用語の定義（通常、斜体で表示）

強調 EM 強調テキスト（通常、斜体または下線付きで表示）

キーボード KBD ユーザーが入力するテキスト（通常、Courierなどの
固定幅フォントで表示）

サンプル SAMP Courierなどの固定幅フォントで表示されるテキスト

ショート引用（ Intl） Q 通常、引用符などで囲まれて表示される段落全体に
満たない引用（ブラウザーによっては認識されない
場合があります）

スパン（CSS） SPAN スタイルシートを認識するブラウザーでHTMLスタ
イルシートでの指定どおりに表示されるテキスト、
またはその他のブラウザーで表示される特殊な書式
設定のないテキストで、他のマッピングが不適切な
場合に使用（ドロップキャップなど）

強調 STRONG 強調テキスト（太字で表示）

タイプライター TT Courierなどの固定幅フォントで表示されるテキスト

変数 VAR 特殊用語またはプログラムで使用する変数名（斜体
または太字斜体で表示）

標準テキスト なし 前の文字マッピングを取り消すテキスト（段落マッ
ピングに適した書体で表示）

含めない なし HTMLへの変換時に削除
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相互参照書式のマッピング

プリントした文書にある「詳しくは、8ページの「シンタックス」を参照してください。」
などの典型的な相互参照は、ページ番号を使用しないHTML文書では意味を失ってしま
います。この理由により、相互参照は初期設定で「See Also」という定義済みの相互参
照変換マクロにマッピングされます。See Alsoマクロは、ページ番号ではなく段落テキ
ストを参照するように相互参照を変更します（例：詳しくは、「シンタックス」を参照
してください）。元の文書の相互参照テキストは、使用されている書式にかかわらず変
換後の文書ではHTMLリンクになります。

See Alsoマクロを変更したり、独自のマクロを作成して、相互参照書式をマッピングで
きます。

相互参照を初めてマッピングする場合、HTML設定ダイアログボックスのマップ先ポッ
プアップメニューにはSee Alsoマクロだけが表示されます。他の変換マクロを作成する
と、そのマクロもこのメニューに表示されます。相互参照マクロの作成および編集方法
については、HTML変換マクロを使用するを参照してください。

マップ先ポップアップメニューで次のいずれかを選択すると、See Alsoマクロ以外の方
法で相互参照をマッピングできます。

• 「元の相互参照書式」を選択すると、相互参照のテキストが変更されずにそのまま
残ります。

• 「含めない」を選択すると、相互参照のテキストが削除されます。

リファレンスページの編集によるマッピングの調整

FrameMakerの2つの特殊なリファレンスページ（HeadingsページとHTMLページ）
にある表を編集すると、HTML変換に関する微調整を行うことができます。ブックを変
換する場合は、「BookHeadings」と「BookHTML」がリファレンスページになりま
す。（ブックをHTMLファイルに変換するを参照）。リファレンスページの一般的な情
報については、リファレンスページを参照してください。

注 :HTMLコードについて十分に理解している場合を除き、HTMLリファレンスペ
ージの情報は編集しないでください。このページの表の編集は、ほとんどの場合、
必要ありません。

リファレンスページの表は、HTML形式で初めて文書を保存するとき、または、ファイ
ル／ユーティリティ／HTML設定を初めて選択するときに自動的に設定されます。
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Headingsリファレンスページには、Headings Tableという表だけがあります。HTML
リファレンスページには次の表があります。

• HTML Mapping Table（HTML Mapping Tableを編集するを参照）。

• オプションダイアログボックスでの設定内容が含まれるHTML Options Table（グ
ラフィック変換の指定を参照してください）。

• System Macros、Cross-Reference MacrosおよびGeneral Macros（HTML変換
マクロを使用するを参照）。

• Character Macros（特殊文字を入力するを参照）。

表が大きい場合、HTMLリファレンスページは必要なページ分だけ続きます。

Headingsリファレンスページを使用する

HeadingsリファレンスページのHeadings Tableは、見出しに使用するタグとその階層
を示しています。

見出しの相対的な階層を設定するHeadings Table

この表を使用すると、見出しとその相対レベルのマッピングを変更できます。

見出し書式をわかりやすくするために、文書の本文ページに見出しが表示されるときと
同じフォントおよびポイントサイズでテキストが表示されます。
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Headings Tableを編集する

1) 表示／リファレンスページを選択し、Headingsページを表示します（文書をHTML
形式で保存するかファイル／ユーティリティ／HTML設定を選択するまで、
Headingsページは作成されません）。

2) 次の操作を行って、表を編集します。

• 見出しレベルに異なる段落書式をマッピングするには、 2つ目の列の段落タグ
を変更し、見出しレベル番号は変更しません。例えば、「ヒント」書式がレベ
ル6の見出しにマッピングされている場合、代わりに「警告」書式をレベル6
にマッピングするには、2列目の「ヒント」を「警告」に変更します。

• 見出しの相対レベルを変更するには、「Heading Level」の列の番号を変更し
ます。例えば、「警告」書式の見出しレベルを上げるには、「Heading Level」
の列の番号を6から5に変更します（この場合、行の順序を変える必要はあり
ませんが、表を見やすくするために変更することもできます。）

• 複数の書式を1つのレベルの見出しにマッピングするには、「Heading Level」
の列の番号が同じになるようにします。例えば、次のHeadings Tableの「注
意」と「警告」の書式はいずれもレベル6の見出しです。

• Headings Tableに書式を追加するには、Control+Returnキーを押して行を追
加し、「Heading Level」と「Paragraph Format」の各列に値を入力します。

3) Headings Tableで書式を削除または追加した場合は、HTML Mapping Tableのマ
ッピングも変更します。例えば、HTML Mapping Tableの「小見出し」書式のエ
レメントをH*からPに変更します。このテーブルの編集についての詳細は、次の節
を参照してください。

Heading Level Paragraph Format コメント

6 注意

6 警告
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HTML Mapping Tableを編集する

HTMLリファレンスページのHTML Mapping Tableには、HTML設定ダイアログボッ
クスで設定したマッピング情報が表示されます（見出しのマッピング情報は、Headings
TableだけでなくHTML Mapping Tableにも表示されます）。通常、このテーブルを直
接編集する必要はありませんが、次のような場合にはテーブルを編集します。

• 見出しの自動レベルのマッピングを行わずに、H1やH2などの見出しレベルに明
示的に書式をマッピングする場合（見出しの自動レベルマッピングを参照してく
ださい）。

• 編集／検索・置換を使用して、多くのマッピングをすばやく、または一括して変更
する場合

• ビュレットリストを番号リストに、またはその反対に変更する場合

• HTML設定ダイアログボックスで使用できないHTMLエレメントを使用する場合

• テーブルの「Comments」の列に、マッピングに関する説明を記入する場合

Mapping Tableの最初の列に表示されている、FrameMakerのソースアイテムの先頭に
付いている英字は、アイテムの種類を示しています。「P」は段落書式、「C」は文字
書式、「X」は相互参照書式を示しています。2列目にはHTMLエレメント名または
HTML変換マクロ名が表示されています。

HTMLリファレンスページのHTML Mapping Table

マクロの定義について詳しくは、HTML変換マクロを使用するを参照してください。



内容の編集  4

 355

HTML Mapping Tableを使用してマッピングを編集する

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLページを表示します。

2) 表示されたページでMapping Tableを見つけて、マッピングを変更する書式を確認
します。

3) 必要に応じて、次の変更を加えます。

• 「 Element」の列に、書式をマッピングするHTMLエレメントまたは変換マ
クロの名前を入力します。正確なHTMLエレメント名がわからない場合は、
リストのマッピングの表を参照してください。自動レベルの見出しにマッピン
グする場合は、「H*」と入力します。

• 該当の書式が検出された場合に別のHTML文書を作成するには、「New Web
Page?」の列に「Y」と入力します。それ以外の場合は、「N」と入力します。

• 変換時に、該当の書式の完全な自動番号テキストが含まれるようにするには、
「 Include Auto#」の列に、「Y」または「Yes」と入力します。それ以外の
場合は、「N」または「No」と入力します。

• 「 Comments 」の列に、マッピングの用途や例外などに関する説明を入力し
ます。この列は、空白でも構いません。

編集後の行は、次のようになります。

特殊文字を入力する

FrameMakerの文字セットは、HTMLおよびWebで使用される文字セットとは異なり
ます。そのため、HTMLへの変換時に一部の文字は置換文字にマッピングされます。一
部のマッピングは、エンティティと呼ばれる特殊なHTMLコードに基づいて内部的に実
行されます（例えば、曲線引用符は、直線引用符のエンティティに変更されます）。そ
の他の置換については、Character Macrosテーブルで指定します。例えば、emダッシ
ュが2個のハイフンに置換されるよう指定します。マッピングが存在しない場合、文字
は無視されます。

FrameMaker
ソースアイテム

HTML
エレメント

新規Web
ページ 自動番号の挿入 コメント

P:Fnote FOOTNOTE N N 一部のブラウザーで
は機能しません。
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次の表に示す文字には、特殊なマッピングが既に定義されているか、特殊な処理が実行
されます。

Character Macrosテーブルのエントリを追加または編集すると、文字のマッピングを追加
または変更できます。前の表で示しているように、テキストまたはHTML文字参照やエン
ティティ参照（先頭がアンパサンドで最後がセミコロン）に文字をマッピングできます。

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLページのCharacter Macrosテーブル
を表示します。

2) マッピングを編集するか、新しい行を作成して（ Control+Return キー）、新しい
マッピングを入力します。

最初の列での特殊文字の入力方法が不明な場合は、各キーストロークを参照してください。

例えば、ダガー文字、商標記号およびae合字のマッピングを設定するには、次の行を追
加します。

文字 初期設定のマッピング 定義される場所

…（省略記号） ...（3個のピリオド） Character Macrosテーブル

（ emダッシュ） --（2個のハイフン） Character Macrosテーブル

（ enダッシュ） -（1個のハイフン） Character Macrosテーブル

¢（セント） &#162;（HTML文字参照） Character Macrosテーブル

©（著作権） &#169;（HTML文字参照） Character Macrosテーブル

®（登録） &#174;（HTML文字参照） Character Macrosテーブル

°（度を表す記号） &#176;（HTML文字参照） Character Macrosテーブル

<および >（山形かっこ） &lt;と&gt;（HTMLエンティティ） 内部

 および （曲線引用符） &quot;（ "のHTMLエンティティ） 内部

&（アンパサンド） &amp;（HTMLエンティティ） 内部

文字 置換 コメント

† * ダガー記号

™ (tm) 商標記号

æ &aelig; ae記号のHTMLエンティティ参照へマッピング
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文書をHTML形式で保存する

FrameMaker文書をHTML文書に変換するには、HTML形式でファイルに保存します。
HTML形式で保存すると、個々のFrameMakerの書式をHTMLエレメントに変換また
はマッピングするための定義が設定されます。ブック全体をHTML形式で保存すること
もできます（ブックをHTMLファイルに変換するを参照）。

最初にHTML形式に変換するときに、HTMLエレメントへの書式のマッピングが自動
的に作成されますが、変換マクロを作成し調整すると、さらに細かくカスタマイズする
ことができます。詳しくは、HTMLマッピングを設定・調整するおよびリファレンスペ
ージの編集によるマッピングの調整を参照してください。

変換を調整する場合でも、最初に文書をHTML形式で保存してください。保存後、自動
マッピングを必要に応じて調整できます。

1) ファイル／別名で保存を選択し、ポップアップメニューで「HTML」を選択します。

2) ファイル名に拡張子「 .html 」を付け、ファイルの保存場所を指定して「保存」を
クリックします。変換後のファイルは、指定した場所に保存されます。

3) Web ブラウザーで HTML ファイルを開き、変換後のファイルを確認します。正し
く保存されていれば、作業は完了です。

一部のマッピングを調整するには、「HTMLマッピングを設定・調整する」に記載され
た手順に従って調整を続行してください。

HTML変換マクロを使用する

HTMLリファレンスページの次の表を使用すると、HTML変換マクロを定義できます。

• Webページの先頭または最後で特殊機能の実行に使用できる 8個の定義済みのマク
ロ名が含まれたSystem Macrosテーブル

• FrameMakerの相互参照用の置換テキストが含まれたCross-Reference Macrosテ
ーブル

• ユーザーが定義する汎用マクロ（変換後の文書のタイトルなど）が含まれた
General Macrosテーブル

注 :HTML設定ダイアログボックスでシステムまたは汎用のHTMLマクロを変更す
ることはできません。
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マクロを定義後、他のマクロで名前を指定して使用したり、HTML Mapping Tableで他
のマクロにマッピングしたりできます。マクロ名はHTML設定ダイアログボックスのマ
ップ先ポップアップメニューに表示されるので、Mapping Tableを直接編集せずに書式
をマクロにマッピングすることができます。

HTML変換マクロの例については、FrameMakerで提供されているテンプレートのリフ
ァレンスページを参照してください。

HTML変換マクロを作成または編集する

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLページを表示します。

2) 表内のマクロを編集するか、行を作成して（ Control+Return キー）、マクロ名で
開始する新規マクロを入力します（HTML System Macrosテーブルにはマクロを
追加できず、置換テキストの編集だけが可能です）。

置換テキストには、テキスト、HTMLコードおよびFrameMakerの構成要素を混在させ
て含めることができます。FrameMakerではHTMLのシンタックスがチェックされない
ので、必ず有効なHTMLコードを入力してください。

HTML変換マクロで構成要素を使用する

HTML変換マクロで次の構成要素を使用して、特殊なテキストを含めることができます。

構成要素 説明

<$paratext>
<$paratag>
<$paranum>
<$paranumonly>

詳しくは、「相互参照にソース情報を含める」および「相互参照に
ソース情報を含める」を参照してください。

<$variable[varname]> 変数のテキストを含む

<$defaulttitle> 現在の文書に表示される最初の見出しのテキストを含む

<$nextsubdoc> 次のHTMLサブ文書のURLを含む

<$prevsubdoc> 前のHTMLサブ文書のURLを含む

<$parentdoc> 親HTML文書のURLを含む
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構成要素は、山形かっこ（< >）で囲まれ、ドル記号（$）で開始しています。これらの
構成要素は小文字で入力します。

注 :General Macrosテーブルには、「見出し」という列があります。タイトルを指
定する場合や、HTML文書に関する特殊な詳細情報（検索エンジンで使用されるキ
ーワードなど）を含める場合は、この列を使用します。この列に入力するには、
HTML文書のHEADセクションで使用できるHTMLエレメントを把握しておく必
要があります。

HTMLシステムマクロの再定義

HTMLシステムマクロは、その他のマクロと異なり、再定義はできますが新規追加はで
きません。

特に、文書を複数のHTMLファイルに分割するときなどには、HTMLシステムマクロ
を使用すると便利です。例えば、StartOfSubDocマクロを定義し、すべての新しいWeb
ページの先頭に会社のロゴを表示したりできます。

以下の表では、最初のWebページのことを親文書と呼んでいます。また、親文書にリン
クされた文書のことをサブ文書と呼んでいます。

システムマクロ 使用するカウンター

StartOfDoc 最上位のWebページの先頭にテキストを挿入

EndOfDoc 最上位のWebページの最後にテキストを挿入

StartOfSubDoc 最初と最後のサブ文書を除く各サブ文書の先頭にテキストを挿入

EndOfSubDoc 最初と最後のサブ文書を除く各サブ文書の最後にテキストを挿入

StartOfFirstSubDoc 作成した最初のサブ文書の先頭にだけテキストを挿入

EndOfFirstSubDoc 最初のサブ文書の最後にだけ置換テキストを挿入

StartOfLastSubDoc 作成した最後のサブ文書の先頭にだけ置換テキストを挿入

EndOfLastSubDoc 最後のサブ文書の最後にだけ置換テキストを挿入
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タイトルをカスタマイズする

HTML文書のタイトルは、ウィンドウのタイトルバーに表示されます。そのページにし
おりを追加すると、HTML文書のタイトルはしおりリストにも表示されます。初期設定
では、タイトルに<$defaulttitle>構成要素が使用され、HTMLファイルの最初の見出し
がそのファイルのタイトルとして使用されます。通常、初期設定のタイトルで十分です
が、HTMLリファレンスページのマクロ表を編集して異なるタイトルを指定することも
できます。

システムマクロと汎用マクロでは、2組の置換テキスト（コードの本文に表示するもの
と見出し部分に挿入するもの）を定義できます。

初期設定のタイトルを変更したり、削除して独自のタイトルを設定したりできます。

初期設定のタイトルを変更する

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLリファレンスページを表示します。

2) System Macrosテーブルで、初期設定のタイトルを設定する4つのシステムマクロ
を探します。初期設定では、これらのマクロは<$defaulttitle>という構成要素を使
用して、ファイルの最初の見出しをタイトルとして割り当てます。これらのマクロ
を変更できます。

3) 「見出し」列の初期設定のマクロを変更します。例えば、次のマクロでは、タイト
ルのテキストが固定テキストに変更されます。

マクロ名 置換 見出し コメント

StartOfDoc <TITLE><$defaulttitle></TITLE>

マクロ名 置換 見出し コメント

StartOfDoc <TITLE> My Book </TITLE>



内容の編集  4

 361

独自のタイトルを設定する

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLリファレンスページを表示します。

2) System Macrosテーブルから4つの初期設定のタイトルの置換テキストを削除します。

3) General Macrosテーブルの3列目（「ヘッド」列）で、<TITLE> HTMLエレメントを
使用するマクロを「置換」列で定義します。例えば、次のマクロでは、段落の自動番
号とテキストがタイトルに使用され、文書内の段落テキストとしても使用されます。

4) HTML文書を分割している書式にマクロをマッピングします。

HTMLコードを挿入する

文書に特殊なHTMLコード（ Javaアプレットを定義するコードなど）を挿入することも
できます。

1) 表示／リファレンスページを選択し、HTMLリファレンスページを表示します。

2) General Macrosテーブルで、内容がHTMLコードであるマクロを定義します。

3) 表示／ボディページを選択し、HTMLコードの挿入位置に挿入ポイントを置きます。

4) 挿入／マーカーを選択し、マーカーの種類ポップアップメニューから「 HTML
マクロ」を選択します。

5) マーカーテキストとして汎用マクロ名を入力し、「新規マーカー」をクリックします。

例えば、次の Javaコードをマクロ定義として入力できます。

このアプレットの挿入位置に、マーカーの種類が「HTMLマクロ」で、マーカーテキス
トが「MyCode」であるマーカーを挿入します。

マクロ名 置換 見出し コメント

MyTitle <P><$paranum><$paratext></P> <TITLE><$paranum><$paratext>
</TITLE>

マクロ名 置換

MyCode <applet code="Bullets.class" width="600" height="6" codebase="classes/bullets/" >
<param name="bgColor" value="White"> </applet>
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ブックをHTMLファイルに変換する

1つの文書を保存するときと同じ基本手順に従って、HTML形式でブックを保存できま
すFrameMakerでブック内のファイルをマッピングすると、ブック内の最初のファイル
に追加されたリファレンスページのマッピングが保存されます。個々の文書のリファレン
スページにある表を編集するのと同じ方法で、リファレンスページの表を編集できます。

HTML形式でブックを保存すると、ブック内のファイルが個別のファイルに残されない
場合があります。ブックファイルを個別のHTMLファイルに分割するには、「新しい
Webページを開始」オプションを使用します。

1) ブックファイルを開き、ファイル／ブックを別名で保存を選択します。

2) ポップアップメニューで「HTML」を選択します。

3) ファイル名に「 .html 」という拡張子を追加して「保存」をクリックします。ブッ
クの変換後のファイルが指定した場所に保存されます。

4) Webブラウザーで変換後のファイルを開いてチェックします。正しく保存されてい
れば、作業は完了です。

5) 一部のマッピングを調整するには、ブックファイルの最初のファイルを開き、
「BookHeadings」または「BookHTML」リファレンスページを表示して、一連
の表を編集しますファイルを保存し、HTML形式でブックファイルを再び保存し
ます。

ヒント :文書のマッピングを調整してブック全体に使用するには、ブックファイル
の最初のファイルで「BookHeadings」および「BookHTML」リファレンスペー
ジの表を削除します。文書の「Headings」および「HTML」リファレンスページ
の表をコピーし、「BookHeadings」および「BookHTML」リファレンスページ
にペーストします。

関連するリンク :
構造化文書をHTML形式で保存
目次をシミュレートするリンクを作成する

リファレンスページの編集によるマッピングの調整
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HTML変換のトラブルシューティングとヒント

HTMLへの変換を円滑に行うには、次のガイドラインに従ってください。

• ブックを変換するときには、処理を開始する前にすべての文書を開きます。このよ
うにすると、変換処理を妨げるようなエラーメッセージが表示されなくなります。

• 使用する表書式で、少なくとも 1 つのボディ行に対して通常の罫線が定義されてい
ることを確認します。そうでないと、HTML表のセルの周囲に線が表示されなくな
ります。

• 文書をHTML形式で保存する前に、文書に未解決の相互参照が含まれていないこと
を確認します。未解決の相互参照は、HTMLに変換したときにリンクとして機能し
ません。

• テキストまたはグラフィックが適切に変換できない場合は、テキストまたはグラフ
ィックがマスターページではなくボディページ上に存在し、メインテキストフロー
（フローA）に含まれており、アンカー枠内に入っていることを確認します。

• ある文書から別の文書にHTML変換設定を取り込む場合は、ファイル／取り込み／
書式を選択してリファレンスページをコピーします。

関連するリンク :
相互参照を決定する

テンプレートまたは文書から書式を取り込む

構造化文書をHTML形式で保存

構造化文書をHTML形式で保存する手順は、マッピングを除き、非構造化文書の場合と
同じです。構造化文書では、すべてのマッピングが、文字、段落および相互参照の書式で
はなく、エレメントや属性に基づいて行われます。構造化FrameMakerのエレメントは、
コンテナの書式を定義するために、HTMLエレメントにマッピングされます。また、構
造化FrameMakerの属性は、相互参照、カスケードスタイルシート、言語および画像の
代替テキストなどを定義するために、HTMLの属性にマッピングされます。
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オンライン出力書式の公開オプション

FrameMaker文書をFrameMakerからHTMLとして保存できることのほかに、Adobe
によって提供されているいずれかの企業クラスの公開オプションを使用することもでき
ます。

• RoboHelpを使用して、FrameMakerコンテンツをFrameMakerのマルチチャネル
パブリッシングでサポートされている形式以外にも様々な形式でパブリッシュしま
す。そのような形式には、EclipseHelp、Oracle Help、Adobe AIRベースのヘル
プなど、RoboHelpでサポートされているその他の様々な形式が含まれています。
この方法では、スタイルマッピングやその他の変換設定を定義し、FrameMakerコ
ンテンツをRoboHelpプロジェクトに取り込みます。この後で、RoboHelpの機能
を使用して、必要なオンライン出力形式を公開できます。「Adobe RoboHelp のヘ
ルプ」を参照してください。

• FrameMaker Publishing ServerおよびRoboHelp Serverを使用して、マルチチャネ
ル、マルチデバイス出力形式に企業レベルで自動公開できます。

http://help.adobe.com/ja_JP/robohelp/2015/robohtml/
http://help.adobe.com/ja_JP/robohelp/2015/robohtml/
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表

表について

表書式

表書式には、表をどのように表示するかを示す設定が含まれています。表を作成するに
は、表の書式と外観（例えば、罫線幅、網掛け、見出し、表とタイトルなど）を定義す
る必要があります。

表のスタイルは書式によって決まります。表に適用される書式の属性には次の種類があ
ります。

• 表の位置、セルの余白設定、標準の罫線と塗り、タイトルの有無など、表書式ウィ
ンドウで設定する属性。

• 3 種類の初期設定の属性（ボディ行・ヘッダー行・フッター行の行数、列数、タイ
トルおよび各列のヘッダーセル・フッターセル・ボディセルの段落書式）。表を挿
入した直後は、この3種類の初期設定属性がすべて設定されています。初期設定の
書式属性を変更しても、その書式を既に使用している表のスタイルは変わりません
が、新しい表を挿入すると、その表のスタイルには変更後の属性が適用されます。

新しい表の作成は常に書式内に存在する書式から開始します。段落書式や文字書式と同
じように、表書式は、新しい表の出発点であると同時に、新しい表書式のための構成要
素でもあります。表を作成した後、セルを連結または回転したり、選択したセルに特殊
な罫線や塗りを適用したりして、書式を大幅にカスタマイズできます。カスタマイズし
た書式は表書式の一部として保存されないため、表書式を変更または再適用するときに
保存されます。

ヒント :表を右マウスボタンでクリックすると、表の状況依存メニューが表示され
ます。クイックアクセスバーを使用して、表に関する一般的な作業を行うこともで
きます。
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挿入した表は、挿入ポイントの位置に固定されます。制御記号の表示中は、その位置に
表のアンカー記号（ ）が表示されます。

A.表タイトルB.表の見出しC.表の本文D.表のフッター

関連するリンク :
ツールバー

構造化文書での表

構造化した表は、構造化されていない表とほとんど同じように使用できます。表の構造
は、表のエレメント定義によって決まります。表を挿入するとき、行エレメントとセル
エレメントも必ず挿入されるので、すぐに内容を入力することができます。

構造化した表と表パーツのエレメント

表およびそのパーツ（タイトル、行およびセルなど）は、それぞれエレメントとして表
示されます。これらのエレメントは、構造図で表示および編集することができます。

表エレメントと表パーツエレメント
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表エレメントを挿入すると、いくつかの表パーツが自動的に挿入されます。表の残りの
部分を作成するには、エレメントカタログを使用してください。表パーツを追加した場
合、これらの表パーツも初期構造を持つことができます。例えば、新しい行エレメント
にはセルエレメントが含まれています。エレメントの初期構造は、表エレメントと表パ
ーツエレメントの内容ルールによって決まります。

表は、空白のままになるよう定義されたセルを持つことができます。このようなセルには、
有効なエレメントを挿入したり、テキストを入力することはできません。空のセルエレメン
トのタグは、「空白ヘッダー」や「スペースセル」など、そのセルの用途を表しています。

構造化した表の書式設定

構造化した表のスタイルは、表書式、表メニューの様々な設定、およびテキストの段落
書式によって決まります。

表書式

表書式を使用して、コラム内の表の間隔、インデントおよび整列方法、ページ上の
開始位置、タイトルの位置、セルの余白の初期設定、セル内の自動番号の方向、罫
線と塗りの初期設定を指定します。文書の表書式は表カタログに保存されます。

表エレメントの書式ルールは、特定の表書式を提案しています。いつでも表に別の書
式を適用することができます。この変更は、書式ルールの変更とは見なされません
（ただし、表の内容ルールではタイトルの追加が許可されていないにもかかわらず、
適用した書式によってタイトルが追加された場合、その表は無効になります）。

表メニューのコマンド

表メニューには、セルを回転または連結するコマンド、セルの高さや改ページの設
定を変更するコマンド、行や列を追加するコマンドおよびセルに任意の罫線や塗り
を適用するためのコマンドがあります。これらの設定を特定のセルに適用した場合
は、表書式に優先します。

構造化した表には、表メニューのすべてのコマンドを使用できます。これらのコマ
ンドは書式ルールの変更ではありません。また、「行 /列を追加」以外のコマンド
は表の構造には影響しません。

段落書式

段落書式では、フォントや行間隔、セルおよびタイトルのテキストに関する様々な
属性を指定します。表パーツエレメントでは段落書式を指定できます。
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表のDITAサポート

DITAトピックは2つのタイプの表をサポートしています。<table>エレメントは
OASIS交換表モデル（以前はCALS表モデルと呼ばれていました）を使用します。
OASIS表は、特別なレイアウトや組織のニーズのために複数行または列のまたがりをサ
ポートし、データの表示プロパティおよび表構造そのものに対して様々なコントロール
を提供しています。

<table>エレメントは表情報の任意複合関係を編成します。この標準表マークアップで
は、列または行の連結と表のキャプションまたは説明が可能です。表エレメント内でオ
プションのタイトルが可能なので、表を説明するキャプションとして使用できます。

DITA表はOASIS交換表モデルに基づいており、DITA属性の引数を持つので、特殊化、
conref、およびその他のDITA処理が可能です。また、表はdescエレメントを含むので、
図の説明と平行な表の説明が可能です。

DITA表では、他のDITAエレメントで使用されている expanse属性の代わりに、
pgwide属性を使用してOASIS交換表モデルに準拠しています。この属性は同じような
セマンティック（1=ページ幅、0=ゲラまたは列にリサイズ）を持っています。

注 : scale属性はスタイルに関するマークアッププロパティを現すもので、従来との互換
性のために表内に（現時点では）保持されています。外部スタイルシートを使用するこ
とで、この属性にあまり依存しなくてすみます。トピック内では scale属性を控えめに使
用するようにしてください。

DITAには<simpletable>と呼ばれるもう1つの表構造があります。名前が示すように、
これはOASIS表よりも構造が複雑ではなく、書式を詳細にコントロールする必要のない単
純な標準の表として使用できます。 simpletableの主な利点は、標準の見出し（例えば、
電話帳リスト、ディスプレイアダプター設定データ、またはAPIプロパティなど）でデ
ータのリストが記述できることです。
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表を挿入、移動、削除する

表を挿入する

空白の新しい表を挿入する場合は、その表で使用する書式を選択します。表書式は、段
落書式や文字書式と同様にカタログに保存されます。セル内のどの段落にもそれぞれ異
なる書式を適用できます。また、段落の書式を変更することもできます。

1) 表を固定する位置のテキスト行をクリックします。表は、脚注以外であればどこに
でも挿入できます。

2) 表／表を挿入を選択します。

3) 必要に応じて、列数、行数、ヘッダー行数またはフッター行数を変更します。

4) 表の書式を選択します。必要な書式がリストにない場合は、別の文書から書式を取
り込むことができます。

5) 挿入する表の変数タイプ（「継続」または「シート」）を選択します。表の変数の
詳細については、継続テキストを入力するを参照してください。

6) 「挿入」をクリックします。

制御記号の表示中は、挿入ポイントの位置にアンカー記号（ ）が表示されます
（アンカー記号を削除すると、表が削除されます）。

注 :複数コラムのページレイアウトでは、複数のコラムにまたがるように表を配置
できます。この場合、段落の連結によって表の位置が変わる場合があります。

表エレメントを挿入する（構造化文書）

表は、テキスト内の特定の位置に固定されます。テキストを編集すると、それに応じて
文書内で表が移動します。ドキュメントウィンドウでは、表を固定した位置にアンカー
記号（ ）が表示されます。

表を挿入するとき、表のアンカー位置を指定します。例えば、「Para」エレメントの中
に子エレメントとして表を配置できます。また、「Section」エレメントの中で「Para」
やセクション内の他のエレメントの兄弟として表を配置することもできます。どちらに
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配置するかは、エレメントが文書に対してどのように定義されているかによって決定さ
れます。

1) 表を挿入する位置をクリックします。

2) エレメントカタログで表エレメントを選択して「挿入」をクリックします。

注 :その他の表パーツエレメントを表に追加するには、エレメントカタログを使用
します。

3) 必要に応じて、列数、行数、ヘッダー行数またはフッター行数を変更します。

4) 表書式を変更するには、スクロールリストから書式を選択します。あらかじめ書式
が選択されている場合も、書式の変更は可能です。これは書式ルールの変更とは見
なされません。

表書式を変更する前に、開発者に相談してください。必要となる書式ごとに、個別
のエレメントをあらかじめエレメントカタログに定義できます。

5) 挿入する表の変数タイプ（「継続」または「シート」）を選択します。表の変数の
詳細については、継続テキストを入力するを参照してください。

6) 「挿入」をクリックします。挿入ポイントにアンカー記号（ ）が表示され、定義
済みの下位レベル（ディセンダント）エレメントと共に表が挿入されます。構造図
には、新しいエレメントを表すブロックが表示されます。

7) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されたら、表エレメントの属性値
を入力し、「エレメントを挿入」をクリックします。

ヒント :表のセルを選択して右マウスボタンをクリックすると、セルを編集するた
めの状況依存メニューが表示されます。クイックアクセスバーを使用して、表コマ
ンドを適用することもできます。

指定した場所に挿入できる表エレメントが定義されていない場合は、無効なエレメント
を使用することができます。その位置でこのエレメントを有効にするには、開発者に相
談してください。
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無効な表エレメントを使用する

• 文書の別の部分では有効な表を使用するには、有効な位置に表を挿入してから移動
するか、「すべてのエレメント」設定を使用し、その表を文書全体で使用できるよ
うに設定した後で、目的の場所に挿入します。

• 無効な表を初期設定タグと共に挿入するには、表／表を挿入を選択し、エレメント
タグポップアップメニューから「Table」を選択します（このオプションは、文書
で表エレメントが定義されていない場合に表示されます）。表と表パーツには、
「TABLE」、「HEADING」および「ROW」などの初期設定タグが定義されてい
ます。表を有効な表で置き換えた後で、表パーツを有効なエレメントに変更します。

ヒント :初期設定タグが付いた無効な表を有効な表に変更するにはかなりの作業が
必要です。定義済みの表を使用して作業することをお勧めします。

関連するリンク :
構造化文書で使用可能なエレメント範囲を変更する

表を表セル内に配置する

1) 表をネストするセルをクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／アンカー枠を選択します。

– 非構造化文書の場合、このコマンドによりアンカー枠が作成され、現在の行の
下に配置されます。アンカー枠の幅と高さは、挿入する表の幅と高さより少し
大きくなるように設定してください。

– 構造化文書の場合、このコマンドによりエレメントが挿入されます。アンカー
枠ポッドで、エレメントタグポップアップメニューからフレームエレメントを
選択します。

• （構造化文書）エレメントカタログで、空白のアンカー枠を作成するためのグ
ラフィックエレメントを選択して「新規枠」をクリックします。

3) アンカー枠がセルより大きい場合は、列のサイズを修正します。

4) ツールポッドのテキスト枠ツールを使用して、アンカー枠内にテキスト枠を作成し
ます。

5) テキスト枠内をクリックし、表／表を挿入を選択します。
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重要 :アンカー枠の内容は構造化メインフローの一部ではないので、SGMLまたは
XMLに文書を書き出すとき、アンカー枠の内容が失われる可能性があります。文
書をSGMLまたはXMLに書き出すときに枠に配置した表のデータが失われないよ
うにするには、アプリケーション開発者に相談してください。

関連するリンク :
アンカー枠

行および列のサイズを変更する

表をコピー、移動、削除する

構造化していない表を構造化フローにコピーまたは移動すると、その表には「TABLE」、
「HEADING」、「ROW」などのデフォルトのエレメントを持つ基本構造が割り当て
られます。構造化した表を構造化していないフローにコピーまたは移動した場合、その
表の構造が無効になることがあります。

1) Ctrl キーを押しながらセルをトリプルクリックして表全体を選択するか、または構
造図内の表ブロックをクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 表をコピーするには、編集／コピーを選択します。

• 表を移動するには、編集／カットを選択します。ダイアログボックスが表示さ
れたら、「セルを表から削除」をクリックし、「OK」をクリックします。次
に、表の移動先の位置をクリックして、編集／ペーストを選択します。表を正
しい位置にペーストするために、ペーストを行う前にエレメントカタログを参
照するようにしてください。

• 表を削除するには、Deleteキーを押します。この場合、削除した表はクリップ
ボードには保存されません。

ヒント :構造図で、表ブロックをドラッグすることで表を移動することができます。
また、Altキーを押しながら表ブロックをドラッグすることで表をコピーすること
ができます。
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表内のテキストとグラフィック

表セル内のテキストの書式は、通常のテキストコラムの段落と同じように、段落書式や
文字書式などを使用して設定します。

各表セルには、テキストとアンカー枠を入れることができます（さらに、アンカー枠に
は、グラフィックや他の表を含めることができます）。セルにテキストを入力したり、
アンカー枠を挿入したりすると、セルの高さが必要に応じて拡張されます。

表には、テキストの他に、相互参照、表脚注、変数およびマーカーを挿入できます。表
セルでは、タブ文字を入力するときだけは特別な方法を使用します。

文書内の一般的なテキストやグラフィックと同様に、セルの内容もコピー、カットおよび
ペーストすることができます。表が複数ページにわたる場合は、特殊なシステム変数を使
用して、継続を示すテキストを表のタイトルやヘッダー行に表示することができます。

構造化文書の場合は、エレメントカタログに「<TEXT>」が表示されているときは、現
在のセルにテキストを入力できます。脚注や相互参照、その他のテキストに関連するエ
レメントもセルに挿入できます。エレメントカタログを使用してください。

表内のテキストまたはセルを選択する

関連するリンク :
表のナビゲート

表セルに挿入ポイントを置く

1) セル内をクリックするか、構造図でセルのテキストスニペットの左側をクリックし
ます。

注 : 矢印キーを使用して必要なセルを動かすことができます。また、矢印キーを使
用して表に入ったり出たりすることができます。
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セルの内容を選択する

1) セル内をクリックし、Escキー、 tキー、hキー、 aキーを順に押すか、構造図内の
セルのブロックをダブルクリックします。セル内の段落が1つだけの場合は、セル
をトリプルクリックします。

1つのセルを選択する

• Ctrlキーを押しながらセルをクリックします。

• （構造化文書）セルの境界内を左右にドラッグするか、構造図内のセルのブロック
をクリックします。

複数のセルを選択する

• すべてのセルを含めるようにドラッグしてから、選択したものの中の最後のセルを、
Shiftキーを押しながらダブルクリックするか、または（構造化文書の場合）Shift
キーを押しながらクリックします。

• 行全体を選択するには、Escキー、 tキー、hキー、 rキーを順番に押すか、行内の
セルを含めてドラッグするか、または構図図で行のブロックをクリックします。

ヒント:構造図で表パーツエレメントの間（2つの行の間など）をクリックした場合、
構造図には挿入ポイントが表示されますが、ドキュメントウィンドウには表示され
ません。ドキュメントウィンドウで連続するセルを選択しても、構造図では連続す
るブロックとして表示されない場合があります。

• 列全体を選択するには、Escキー、 tキー、hキー、 cキーを順に押すか、ヘッダー
セルから最初のボディセルまでドラッグします。

• 表全体を選択するには、Escキー、 tキー、hキー、 tキーを順に押します。
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表タイトルを追加または削除する

表タイトルは表の上または下に表示され、表が複数ページにわたる場合はすべてのペー
ジに表示されます。表タイトルの有無やタイトルの書式は、表書式で定義します。

タイトルの付いた表を挿入すると、タイトル用に空白のテキスト枠が表示されます。表
タイトルの段落書式に自動番号書式が定義されている場合は、自動番号テキストが表示
されます。

表の下、中央揃えのタイトル（左）と表の上、左揃え、自動番号付きのタイトル（右）

構造化文書の場合は、表のエレメント定義により、表がタイトルを持つべきかどうかを
指定される場合があります。どの表にもタイトルを付けることは可能ですが、テーブル
内でタイトルが無効ではないことを構造図で確認してください。タイトルエレメントは、
タイトルの表示位置にかかわらず、常に構造化した表の最初の子エレメントとなります。

1) 表内部をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 表書式ウィンドウの「基本」属性グループで、タイトルポップアップメニューから
オプションを選択します。

3) 「間隔」ボックスで表とタイトルの間隔を指定します。

4) 「適用」をクリックします。自動番号の表示が定義されている場合は、「表 1 」の
ような番号がタイトルセルに表示されます。タイトルのテキストを入力します。

ヒント :表が複数ページにわたる場合に、最初のページだけにタイトルを表示する
には、タイトル位置を「タイトルなし」に設定し、本文の段落をタイトルとして使
用します。表とタイトルが離れないようにするため、アンカー記号がタイトルテキ
スト内にあり、表の「開始位置」が「任意の位置」に設定されていることを確認し
てください。

関連するリンク :
アンカー枠
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継続テキストを入力する

表が複数ページにわたる場合、タイトル、見出し、フッター列に特殊な「継続」テキス
トを含むことができます。継続テキストの表示に使用できる変数エレメントが文書に定
義されていることがあります。一般に、「（続き）」というテキストを表示する変数や、
表のシート数を表示する変数を使用します。

A.およびC.表シートの変数B.「表の続き」の変数

選択したテーブルに継続テキストを追加する

1) 表の最初のページで、変数または変数エレメントを挿入する位置（タイトル、ヘッ
ダーまたはフッター）をクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 変数ポッドの「表の続き」または「表シート」をダブルクリックします。

• （構造化文書）エレメントカタログで、継続テキストの変数エレメントを選択
して「挿入」をクリックします。

表の最初のページに、改行しないスペースとして変数が表示されます 。次のペー
ジ以降では、変数のテキスト（「（続き）」など）が表示されます。

文書内の複数の表に継続テキストを追加する

1) 表の続きおよび表シートを現在の文書内の複数の表に含めるには、表／表変数を導
入を選択します。

2) 表変数ダイアログで、挿入する表変数のタイプ（続きまたはシート）を選択します。

また、表書式を選択すると、現在の文書内でその書式に該当する表すべてに表変数を挿
入できます。
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表セルにグラフィックを配置する

グラフィックを配置する

これらの手順を応用して、異なる方法でアンカー枠を配置したり、テキストを含むセル
にグラフィックを挿入したりできます。

注 :表のヘッダーセルやフッターセルでは、トリミングしたアンカー枠を使用しな
いでください。このような枠は、同じセルが次のページに続く場合にトリミングさ
れない場合があります。

1) グラフィックを配置するセル内の段落をクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 描画できるアンカー枠を作成するには、挿入／アンカー枠を選択して、挿入ポ
イントの位置にアンカー枠を作成します。

• グラフィックを取り込むためのアンカー枠を作成するには、ファイル／取り込
み／ファイル、または挿入／画像を選択して、グラフィックを取り込みます。

3) アンカー枠がセルより大きい場合は、列のサイズを修正します。

ヒント :セル内に挿入ポイントを置いてEscキー、 tキー、wキーを順に押すと、セ
ルの内容に合わせて列幅をすばやく調整できます。

4) 必要に応じて、グラフィック／配置／整列を選択し、枠の中央にグラフィックを配
置します。

構造化文書内にグラフィックを配置する

グラフィックエレメントを挿入できるように表セルが定義されている場合、そのセル内
にグラフィックを描画したり、取り込んだりすることができます。新しく挿入されるグ
ラフィックエレメントは、グラフィックを描画できる空白のアンカー枠またはグラフィ
ックが取り込まれたアンカー枠のどちらかです。

1) セル内のグラフィックを配置する位置をクリックします。

2) エレメントカタログで、グラフィックエレメントを選択して「挿入」をクリックし
ます。どちらのダイアログボックスが表示されるかは、エレメント定義によって異
なります。
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3) 次のいずれかの操作を行います。

• アンカー枠ダイアログボックスが表示された場合は、アンカー枠の位置ポップ
アップメニューから「挿入ポイントの位置」を選択して「新規枠」をクリック
します。

• ファイルを取り込むダイアログボックスが表示された場合は、取り込むファイ
ルを選択して「取り込み」をクリックします。

セルにアンカー枠が表示され、構造図には「グラフィック」というテキストスニペ
ットと共にブロックが表示されます。

4) アンカー枠がセルより大きい場合は、列のサイズを修正します。

ヒント : 列のサイズを内容に合わせて変更するには、列を選択して、Escキー、
tキー、wキーを順に押します。

5) 必要に応じて、グラフィック／配置／整列を選択し、枠の中央にグラフィックを配
置します。

関連するリンク :
アンカー枠

行および列のサイズを変更する

テキストと表を変換する

文書内の既存のテキストを表に変換できます。また、テキストファイルを開くときや取
り込むときに、テキストを表に変換することもできます。構造化文書では、テキストは
表エレメントと表パーツエレメントの構造にラップされます。

テキストを表に変換した後、表を編集できます。例えば、空白セルを削除したり、複数
のセルに分割されたテキストを再結合したりします。ほとんどの場合、文書内で表を直
接編集できます。ただし、参照によって取り込まれたテキストを変換した場合、テキス
トの編集は元のファイル内で行う必要があります。

FrameMaker内で表をテキストに変換したり、表をテキストとして他のアプリケーション
にコピーしたりできます。また、文書内のすべての表を一度に変換することもできます。

構造化文書では、表をテキストに変換する場合、セル以外のすべての「Table」エレメ
ントと表パーツエレメントはラップ解除されます。文書の構造を修正するには、セルを
他のエレメントに変更するなどの修正が必要です。
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テキストを表に変換する

1) 変換するテキストを選択します。

2) 表／表に変換を選択します。

3) 構造化文書で作業している場合は、エレメントタグポップアップメニューから
「Table」エレメントを選択します。

4) 表の書式を選択します。

注 :構造化文書では、「Table」エレメントの書式が既に選択されている場合でも、
書式を変更することができます。この変更は、書式ルールの変更とは見なされま
せん。

5) 次のいずれかの操作を行って、段落の変換方法を指定します。

• 情報がタブで区切られているテキストを変換する場合は、「タブ」を選択し
ます。

• 情報がスペースで区切られているテキストを変換する場合は、｢スペース」を
選択し、セルの区切りを示す最小スペース数を入力します。

• その他の文字で情報が区切られているテキストを変換する場合は、「その他」
を選択し、セルの区切りに使用する文字を入力します。

• 段落（ビュレットリストの段落など）をそれぞれセルに変換する場合は、
「セル」を選択し、表の列数を入力します。

6) 「ヘッダー行」ボックスに、表のヘッダーの行数を入力します。変換する段落にヘッ
ダーが含まれていない場合、ヘッダーを後で入力するには、「ヘッダー行を空白に」
を選択します。

7) 「変換」をクリックします。

注 :構造化文書で作業している場合は、新しいエレメントを表すブロックが構造図
に表示されます。新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されたら、表エ
レメントの属性値を入力し、「エレメントを挿入」をクリックします。
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テキストファイルを開く際にテキストを表に変換する

1) ファイル／開くを選択し、開くテキストファイルを選択します。

2) 不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示されたら、「 Text」を選択して
「変換」をクリックします。

3) 「表に変換」をクリックし、「読み込み」をクリックします。

4) 前述の「テキストを表に変換するには」の手順 3 以降の説明に従って、テキストを
表に変換します。

テキストファイルを取り込む際にテキストを表に変換する

1) ファイルの取り込み先となる位置をクリックします。

2) ファイル／取り込み／ファイルを選択し、取り込むファイルと取り込み方法を選択
します。

3) 「表に変換」を選択して、「取り込み」をクリックします。

4) 前述の「テキストを表に変換するには」の手順 3 以降の説明に従って、テキストを
表に変換します。

ヒント :テキストファイルを既存の表に結合する場合は、テキストファイルを取り
込んで表に変換してから、行をコピーして既存の表にペーストします。

変換した表を修正する

• 複数の行に分割されたテキストを連結するには、下のセル内のテキストをカットし
て上のセルにペーストしてから、余分な行を削除します。

ヒント :隣接するセルのテキストを連結するには、セルを選択し、表／セル連結を
選択します。次に、表／セル連結を解除を選択します。その後に空白の行や列を削
除できます。

• 半分だけ空白の列を修正するには、テキストを正しい位置にカットおよびペースト
して、余分な列を削除します。

• 変換結果に大きな問題がある場合は、必要に応じて編集／取り消しを選択してから、
元のテキストに戻すことができ、余分なタブや強制改行を削除するなど、テキスト
を編集した後で、再び表に変換できます。
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FrameMaker内で表をテキストに変換する

1) テキストに変換する表をクリックします。

2) 表／段落に変換を選択します。

3) 「行方向」または「列方向」を選択し、「変換」をクリックします。

表からテキストへの変換

A. 1行ずつB. 1列ずつ

他のアプリケーションに表をテキストとしてコピーする

1) 表をクリップボードにコピーします。

2) コピー先のアプリケーションで、編集／ペーストを選択します。表は行方向にペース
トされます。表のセルはタブで区切られ、各行の終わりに段落改行が付加されます。

文書内のすべての表をテキストに変換する

1) 文書を「テキストのみ」形式で保存し、表の変換方法を指定します。

関連するリンク :
表を表セル内に配置する

書式設定されていないテキストを取り込む
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表の周囲にテキストを回り込ませる

テキストコラムに直接配置した表ではテキストの回り込みはありませんが、アンカー枠
またはメインフローから独立したテキスト枠に配置した表では、テキストを回り込ませ
ることができます（構造化文書の場合は、開発者がこのアプリケーションをこのように
設定したかどうかを調べてください）。

アンカー枠内の表は、表を固定した位置のテキストと共に移動します。独立したテキス
ト枠内の表は、他のテキストが回り込んでもページ上の位置は変化しません。表は、メイ
ンフロー内の表で自動番号付けしません。

重要 :アンカー枠や独立したテキスト枠の内容は、文書の構造化メインフローには
含まれません。したがって、通常はSGMLへは書き出されません。SGMLに書き出
す場合に表内のデータが失われないようにするには、開発者に相談してください。

アンカー枠内の表と独立したテキスト枠内の表

アンカー枠内の表の周りにテキストを回り込ませる

1) 挿入／アンカー枠を選択し、アンカー枠の位置を「段落内」に設定してアンカー枠
を作成します。

2) アンカー枠内にテキスト枠を作成し、その中に表を配置します。

アンカー枠内の表の周りにテキストを回り込ませる（構造化文書）

1) テキスト内の、表を固定する位置をクリックします。

2) エレメントカタログで、空白のアンカー枠を作成するためのグラフィックエレメン
トを選択し、「挿入」をクリックします。

挿入／アンカー枠を使用してエレメントを挿入することもできます。アンカー枠ポッ
ドで、エレメントタグポップアップメニューからフレームエレメントを選択します。
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3) アンカー枠の位置ポップアップメニューから「段落内」を選択し、枠の幅と高さを
設定して「新規枠」をクリックします。枠のサイズは、表のサイズより多少大きく
設定してください。

4) アンカー枠内にテキスト枠を作成します。表示／ツールバー／グラフィックツール
バーを選択し、「テキスト枠を配置」 ツールをクリックします。ドラッグして枠
を作成し、表示されたダイアログボックスの「設定」をクリックします。

5) テキスト枠内をクリックし、表／表を挿入を選択して、構造化していない表を挿入
します。

ページ上で固定された表の周りにテキストを回り込ませる

1) ページ内に直接テキスト枠を作成し、適切な位置にドラッグします。このようなテ
キスト枠は、メインフローには連結されません。

2) グラフィック／テキスト回り込み属性を選択し、「境界ボックスで回り込み」をク
リックして「設定」をクリックします。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 非構造化文書の場合は、テキスト枠に表を挿入します。

• 構造化文書の場合は、テキスト枠内をクリックし、表／表を挿入を選択します。

セル内でテキストを配置し自動番号を付ける

表を挿入すると、表書式に基づいてセルの余白（セルの端からセルのテキスト枠までの
距離）が設定されます。セル内のテキストのインデント（セルの余白から測定）属性は、
テキストの段落書式の一部です。

A.左のセルの配置B.段落の左インデント
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初期設定のセルの余白を設定する

1) 変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 表書式ウィンドウの「基本」属性グループで、「初期設定のセルの余白」セクショ
ンに、上、下、左および右の余白の値を入力します。

3) 「適用」をクリックします。

ヒント :テキストを縦方向に中央揃えで表示するには、上の余白を下の余白より大
きく設定します。例えば、上余白を5 pt、下余白を3 ptに設定します。

セルの余白またはテキスト揃えをカスタマイズする

セルの余白やテキストの整列を変更し、後でその表に別の書式を適用した場合、これら
の変更は、新しい表書式の初期設定によって上書きされることはありません。

セルの余白とテキストの整列は段落書式の一部なので、通常は、表カタログ書式の一部
としては保存されません。ただし、最初のタイトル段落の段落書式および各列のヘッダー
行、ボディ行、フッター行の最初の段落の段落書式は保存されます。これらの段落の整列
をカスタマイズし、この表書式をカタログに保存することができます。これ以降、この表
書式を使用する表は、このカスタム設定を初期設定として使用することになります。

セルの余白をカスタマイズする

1) 余白設定をカスタマイズするセルの最初の段落をクリックします。

2) 書式／段落／段落書式を選択して、段落書式ウィンドウを表示します。

3) 属性ポップアップメニューから「表セル」を選択します。

4) 「セルの余白」セクションで次のいずれかの操作を行って、カスタマイズする余白
を指定します。

• 表書式に設定されているセルの余白に対して相対的な余白を設定するには、ポッ
プアップメニューから「表書式」を選択し、表書式のセル余白を基準とするプ
ラスまたはマイナスの値を入力します。

• セルの端から測定して固定の余白を作成するには、ポップアップメニューから
「任意」を選択して、値を入力します。

5) 「適用」をクリックします。
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セル内のテキストの縦方向整列をカスタマイズする

1) カスタマイズするセルをクリックします。

2) 書式／段落／段落書式を選択して、段落書式ウィンドウを表示します。

3) 属性ポップアップメニューから「表セル」を選択し、セル内容を縦方向に整列ポッ
プアップメニューから「上揃え」、「中央揃え」または「下揃え」を選択します。

4) 「適用」をクリックします。

注 : セルに適用した縦方向の整列は、表書式ウィンドウで別の表書式を適用した後
も有効です。

表の自動番号を付ける方向を指定する

表を挿入すると、表書式によりセル内の自動番号の方向（行方向または列方向）が決ま
ります。この属性により、表脚注の自動番号方向も設定されます。

1) 変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 表書式ウィンドウの「基本」属性グループで、番号ポップアップメニューから「行を
最初」または「列を最初」を選択します。

3) 「適用」をクリックします。

表内のテキストの方向を変更します。

デフォルトでは、表内のテキストは現在の文書の方向（LTRまたはRTL）を継承します。
ただし、文書内の各表の方向は変更できます。

1) 表の中をクリックします。

2) 「表」>「形式」>「表書式」を選択し、「方向」タブに移動します。

3) 方向ドロップダウンリストで「方向」を選択します。

4) 選択した表でテキストの方向を変更するには、「適用」をクリックします。

また、現在の表の書式における表すべてでテキストの方向を変更するには、「スタ
イルを更新」を選択します。
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表の書式設定

表書式ウィンドウ

表書式ウィンドウと表メニューのコマンドを使用して、表の外観を変更し新しい表書式
を作成したり、文書内の書式を一括変更したりできます。

表書式ウィンドウでは、表のインデント、セルの余白、間隔、整列、罫線および塗りな
どの設定を変更できます。また、表のタイトル位置、番号および開始位置も調整できま
す。表の上下の間隔および表の整列とインデントは表書式によって決まりますが、配置
に関するその他の属性（連結と表とテキストの回り込み）は表ごとに設定できます。

表書式ウィンドウには、表書式を作成、修正および変更するためのコマンドがあります。
表書式ウィンドウにはいくつかの属性グループがあり、1グループずつ表示されます。
次の図では、「基本」グループの表属性が表示されています。

表書式ウィンドウ
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基本

インデント、間隔、整列などの段落属性です。

罫線

ヘッダー、フッター、区切り、行の罫線プロパティ。

塗り

ヘッダー、フッター、本文の塗り属性。

方向

表のテキストの方向を「そのまま」、「継承する（デフォルト）」、「右から左」、
「左から右」へ指定します。

表書式ウィンドウの表スタイルフィールドから、表書式を選択し、次に属性グループを選
択します。表書式ウィンドウの下半分で、表の属性を変更します。変更を行った後に、
「適用」をクリックすると表の表示が変更されます。「すべて適用」をクリックすると、
書式の定義が変更され、この書式を使用しているすべての表の表示がグローバルに変更
されます。

表書式ウィンドウでの書式の変更内容が表の定義済み書式に一致しない場合は、書式変
更と見なされます。定義済みの書式を表に再適用すると、書式変更は失われます。表メ
ニューのコマンドを使用して変更した書式は失われません。

表からすべての書式上書きを削除するには、表内にカーソルを置き、表カタログから目
的の表書式をクリックします。

関連するリンク :
書式の管理

書式カタログ

表の位置と間隔

表書式ウィンドウと属性グループを表示する

1) 表／表書式を選択します。

2) 属性ポップアップメニューから属性グループを選択するか、タブをクリックします。



表

388

属性の変更を適用する

1) 「適用」をクリックします。書式の変更内容が表の定義済み書式と一致しない場合
は、書式変更と見なされます。

注 :「スタイルを更新」をクリックする必要があるのは、一括変更（表書式および
その書式を使用している文書内のすべての表を変更）を行うときだけです。「スタ
イルを更新」を行うと書式が再定義されるので、注意してください。

表書式ウィンドウで属性を変更後にそれらをリセットする

• 書式変更も含め、現在の表に合わせて属性を再設定するには、その表をクリックす
るか、表書式ウィンドウで「リセット」をクリックします。

• 保存されている表書式に合わせて属性を再設定するには、表スタイルポップアップ
メニューから使用する書式を選択します。「表スタイル」ボックスに目的のタグが
既に表示されている場合でも、この操作を行ってください。

表カタログ

表カタログは、段落カタログや文字カタログと同じように機能します。表を書式設定する
コマンド、表書式ウィンドウ、および表カタログは、表／書式からアクセスできます。

表書式を適用または変更する

• 次のいずれかの操作を行います。

• 表の中にカーソルを置きます。

• 表の1つまたは複数のセルを選択します。

• 表カタログが開いていない場合は、表／書式／表カタログをクリックします。

• カタログで必要な書式をクリックします。
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表書式を作成、編集、削除する

テンプレートを設計するときに、表書式の名前を変更したり表書式を削除したりできま
す。また、カタログ全体をテンプレートからコピーするときに書式が変更されないよう
にする場合にも、表書式の名前を変更できます。

カタログに存在しない書式は表に保存されているので、カタログから書式を削除しても
同じタグを持つ表には影響しません。これらの表の書式を変更する場合には、表にタグ
を付け直します。

関連するリンク :
行と列

表の位置と間隔

表タイトルを追加または削除する

罫線と塗り

表について

構造化文書での表

表書式を作成する

1) 作成しようとする書式に似た書式が使用されている表をクリックします（表の書式
が定義する書式に似ているほど、加える変更が少なくてすみます）。

2) ボディ行、ヘッダ行およびフッタ行を追加または削除し、必要に応じて列を調整し
ます。

3) 表書式ウィンドウを使用して、次の表属性を修正します。

表書式の属性はすべて指定する必要があります（設定されていない属性がある場合は
警告メッセージが表示されるので、前に戻って「そのまま」の属性を変更します）。

4) 段落書式ウィンドウを使用して、最初のタイトル段落の段落書式と、各列のヘッダ
行、本文、フッタ行の最初の段落などの、段落書式を作成または変更します（これ
らは、表書式の一部として保存されています）。

5) 表のスタイルを確認して、この新しい表書式の名前を「スタイル」ボックスに入力
します。

6) 「スタイルを作成」をクリックします。
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表書式を編集する

1) 書式を編集したい表をクリックします。

2) 表書式ウィンドウの表スタイルポップアップメニューで、変更するタグを選択し
ます。

変更するタグが既に表示されている場合も、必ずこの手順を行ってください。ポッ
プアップメニューからタグを選択することにより、書式変更ではなく、保存されて
いる書式属性が確実に表示されます。

3) 「スタイルを更新」をクリックします。

表書式を削除する

1) 表カタログ内で「削除」をクリックします。

2) スクロールリストから書式を選択し、「削除」をクリックします。必要に応じて、
他の書式も削除します。

3) 「OK」をクリックします。

異なる表書式を適用する

表に別の表書式を適用するとき、変更されるのは表書式に関連する属性だけです。つま
り、列幅、行数、列数および表メニューでの設定項目など、表に対するカスタマイズの
内容には影響しません。

表エレメントの書式ルールで、特定の表書式を使用することを指示しますが、別の書式
を適用することもできます。これは、表の挿入時もその後も可能で、書式ルールの変更
とは見なされません。文書内で書式ルールの変更を削除した場合でも、表が元の書式に
戻ることはありません。必要な書式を構造化文書が持っていない場合は、書式の再定義
や新規作成について、開発者に相談してください。

重要 :表の内容ルールではタイトルの使用が許可されていない場合、新しい表書式
によってタイトルが追加されると、そのタイトルは無効となります。
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元の書式（左）と新しい書式（右）の表、カスタマイズによるセルの回転は保持されています

1) 表の中をクリックします。

2) 表／書式／表書式を選択します。

3) 表スタイルポップアップメニューから書式を選択し、「適用」をクリックします。

複数の表に書式を適用する

文書内のすべての表、選択範囲内のタグ（書式名）が指定されているすべての表、また
は特定のタグが指定されたすべての表に書式を適用できます。例えば、現在「書式A」
が割り当てられているすべての表に「書式B」を適用できます。

1) 次のいずれかの操作を行って、表を選択します。

• 文書内のすべての表に書式を適用する場合は、任意の表をクリックします。

• すべての表ではなく一部の表に書式を適用する場合は、連続する表または表エ
レメントを選択します（複数の表を選択するには、それぞれのアンカー記号を
選択してください）。

2) 表／書式／表書式を選択します。

3) 表スタイルポップアップメニューから適用する書式を選択し、コマンドポップアッ
プメニューから「すべてを更新オプション」を選択します。

4) 次のいずれかの操作を行って、書式を設定する表を選択します。

• 文書内のすべての表のタグを再設定する場合は、「すべての表と表カタログ」
をクリックします。

• 選択範囲内の表と、それらの表と同じタグを持つすべての表のタグを再設定す
る場合は、「選択範囲内のすべてのタグ」をクリックします。

• 特定のタグが指定されたすべての表のタグを再設定する場合は、タグ名ポップ
アップメニューからタグを選択します。
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5) 「属性を使用」セクションで「すべての属性」を選択し、「スタイルを更新」をク
リックします。

表書式を再定義する

表書式を変更するには、表の属性を変更してから、対応するカタログ書式を表に合わせ
て変更します。

カタログ書式に適用される属性には、表書式ウィンドウで設定される属性と、このウィ
ンドウで設定されない初期設定の書式（初期設定の段落書式など）があります。また、
表書式ウィンドウで設定された属性は、文書内の同じタグを持つ既存の表に適用されま
す（ただし、表書式ウィンドウで変更されない初期設定の属性は適用されません）。

ヒント :表書式ウィンドウで属性を変更しても実際には書式を更新しない場合は、
テキストをクリックすると、変更を取り消して属性を元に戻すことができます。

表書式を再定義する

1) 書式の定義を変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。クリック
した表に書式変更がある場合は、カタログ書式の定義ではなく、書式変更の内容が
表書式ウィンドウに表示されます。

2) 書式変更を除いてカタログ書式を基に書式を変更するには、表スタイルポップアッ
プメニューから書式タグを選択します（そのタグが既に「表スタイル」ボックスに
表示されている場合も選択してください）。

3) 次の操作を行います。

• 表書式ウィンドウを使用して、基本属性、罫線属性または塗り属性の設定を変
更します。

• 行と列の数、列幅、タイトルの段落書式、各列の最初の段落の段落書式などの
初期設定の属性を変更します。これらの属性は、空白の表を新たに挿入すると
きに適用されます。

4) 「スタイルを更新」をクリックします。更新する表に書式変更が含まれている場合
は、書式変更を削除するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。
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複数の表書式の属性の変更

複数の表書式の特定の属性を同時に変更できます。例えば、すべての表書式を中央揃え
から左揃えに変更できます。

1) 次のいずれかの操作を行って、書式の定義を変更する表を選択します。

• 1 つの表書式または文書内のすべての表書式を再定義する場合は、任意の表を
クリックします。

• 文書内のすべての表書式ではなく、一部の表書式だけを再定義する場合は、定
義を変更する書式を使用している表を順番に選択します（複数の表を選択する
には、アンカー記号を選択します）。

2) 表書式ウィンドウで、適用する属性が含まれている属性グループを表示します。

3) （構造化文書）「表スタイル」ボックスが空白でない場合は、このボックスからタ
グを削除します。タグを削除すると、ボックスが「そのまま」に設定されて、更新
する書式のタグは変更されません。

4) 必要に応じて属性を変更します。

5) コマンドポップアップメニューから、「すべてを更新オプション」を選択します。

6) 属性を適用する表書式を選択します。

7) 使用する属性のセクションで現在の属性グループをクリックし、「更新」をクリッ
クします。更新する表に書式変更が含まれている場合は、書式変更を削除するかど
うかを尋ねるメッセージが表示されます。

指定した表カタログ書式および文書内の同じタグを持つすべての表に属性が適用され
ます。

罫線と塗り

表を挿入するとき、標準の罫線と塗りは表書式によって決まります。表書式ウィンドウ
を使用すると、その表書式を使用する表の罫線と塗りの属性を変更できます。

カスタマイズした罫線と塗りは、行全体または列全体に限定されず、表書式の一部でも
ありません。表の罫線または塗りをカスタマイズすると、後で表に別の書式を適用する
とき、カスタマイズした罫線や塗りが新しい書式の設定によって変更されることはあり
ません。



表

394

通常使用する罫線と塗りを設定する

1) 変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 次のいずれかを行います：

• 表書式ウィンドウの「罫線」属性グループで、列、ボディ行、ヘッダー行とフ
ッター行および外枠の罫線を指定します。

• 表書式ウィンドウの「塗り」属性グループで、ヘッダー行およびフッター行の
塗りと、ボディ行またはボディ列の塗りを指定します。

3) 「適用」をクリックします。

罫線スタイルを管理する

新しい罫線スタイル（二重線、太線または細線など）を作成したり、既存の罫線スタイ
ルを編集したり削除したりできます。罫線スタイルを編集すると、そのスタイルを使用
する標準の罫線と任意の罫線の両方に変更内容が適用されます。

ヒント :罫線スタイルを編集するときは、高い倍率にズームすると、線の太さのわ
ずかな違いが分かります。

罫線スタイルを作成または変更する

1) 表／書式／罫線・塗りを選択します。

2) スクロールリストから編集するスタイルを選択します。スタイルを作成する場合は、
作成しようとしているスタイルに似たスタイルを選択します。

3) 「罫線スタイルを編集」をクリックします。

4) 幅を入力し、スタイルのカラーと境界パターンを選択します。

5) 「単線」または「二重線」をクリックして、単線または二重線を指定します。
「二重線」をクリックした場合は、線の間隔の値を指定します。

6) スタイルを作成する場合は、「名前」ボックスに名前を入力し、「設定」をクリッ
クします。



表  5

 395

罫線スタイルを削除する

1) 表／書式／罫線・塗りを選択します。

2) 削除するスタイルを選択します。

3) 「罫線スタイルを編集」をクリックして、「削除」をクリックします。削除したス
タイルが表の標準の罫線で使用されていた場合、そのスタイルが適用されている部
分では罫線が引かれなくなります。削除したスタイルが任意の罫線で使用されてい
た場合は、その表の標準の罫線が復元されます。

任意の罫線・塗りを管理する

表のカスタマイズした塗り（任意の塗り）は、表書式の一部として保存されるものでは
ないので、標準の設定と任意の設定に矛盾がある場合は、任意の設定が優先します。

1) カスタマイズするセル、行または列を選択します。

2) 表／書式／罫線・塗りを選択します。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 塗りの比率とカラーを指定します。

• カスタム罫線スタイルを選択します。スクロールリストには、その文書で定義
済みの罫線スタイルが表示されます。

• 任意の塗りを削除するには、「表から」を選択します。

4) 間違って変更してしまわないようにするために、「任意のセル罫線」または「任意
のセル塗り」を無効にし、「適用」をクリックします。

セルの罫線と塗りの設定を表示する

1) 罫線と塗りの属性を表示するセル、行または列を選択します。

2) 表／罫線・塗りを選択して「現在の設定を表示」をクリックします。

ダイアログボックスに表示される「混合」とは、選択したセルで、任意の罫線スタイル、
塗りまたはカラーが複数使用されていることを示しています。「表から」とは、選択し
たセルで、表書式ウィンドウで設定した標準の罫線または塗りが使用されていることを
示します。



表

396

行と列

クリップボードを使用またはドラッグ操作を行うことで、行や列を簡単に追加、削除、
コピー、移動、またはサイズ変更できます。数字または文字で行と列をソートします。
表にテキストとして日時情報が入力されている場合は、日時でソートできます。

行と列を追加および削除する

注 :構造化文書の場合は、行や列を追加すると表の構造が無効になる場合がありま
す。例えば、列数が3に制限されている表に4つ目の列を追加すると、その表は無効
になります。表のヘッダーやフッターの行数が定義されていることもあるので、ヘッ
ダー行やフッター行を追加するときはエレメントカタログを使用することをお勧め
します。

行または列を追加する

1) 行または列を追加する位置の隣の表セルをクリックします。

2) 表／行 / 列を追加を選択し、追加する行または列の数およびその挿入位置を指定し
ます。

3) 「追加」をクリックします。

新しい行または列は、現在の行または列と同じ属性を持ちます。

エレメントカタログを使用して行を追加する（構造化文書）

1) 構造図で、行を追加する位置をクリックします。次に、エレメントカタログで行エ
レメントを選択して「挿入」をクリックします。

現在の行の下に行を追加する

1) Ctrl+Enterを押します。

新しい行には、前の行と同じ属性が適用されます。

挿入ポイントが最後の行の最後のセル内である場合は、Tabキーを押すと、表の最
後に新しい行が作成されます。
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行または列を削除する

1) 削除する行または列を選択します。このとき、必ず行全体または列全体を選択して
ください。行または列全体を選択しないと、確認のメッセージを表示せずに選択し
たセルの内容が削除されます。

2) Deleteキーを押し、「セルを表から削除」を選択して「OK」をクリックします。

行または列のコピー、移動または並べ替えを行う

行や列をコピーまたは移動する

編集メニューを使用する

1) 行または列を選択し、次のいずれかの操作を行います。

• コピーするには、編集／コピーを選択します。

• 移動するには、編集／カットを選択して「セルを削除」を選択し、「OK」を
クリックします。

2) 行または列を挿入する位置の隣をクリックし、編集／ペーストを選択します。現在の
行または列の隣へ挿入することも、現在の行または列を置き換えることもできます。

表内の行または列を上書きする場合は、クリップボードのセルは次のルールに従って現
在の行または列を置換します。

• クリップボード上の行数または列数が、選択されている行数または列数と等しい場
合は、内容がそのまま置き換えられます。

• クリップボード上の行数または列数が、選択されている行数または列数より多い場
合は、選択されている行数または列数の分だけがペーストされます。

• クリップボード上の行数または列数が、選択されている行数または列数より少ない
場合は、選択されている範囲の最後までクリップボードの内容が繰り返しペースト
されます。

ヒント :表を分割して新しい表を作成するには、行または列を表からカットし、新
しい位置にペーストします。2つの表を結合するには、一方の表から行と列をカッ
トし、もう一方の表にペーストします。
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ドラッグ＆ドロップを使用する

1) 移動する1つ以上の行またはコラムを選択します。

2) 行または列を移動先までドラッグします。

行または列をコピーするには、Ctrlキーを押しながらドラッグします。

3) 移動またはコピーする行または列をドロップします。

行をドラッグ＆ドロップすると、下の行が置き換えられます。同様に、列をドラッ
グ＆ドロップすると、右側の列が置き換えられます。

4) 下または右側の列を維持するには、 Shiftキーを押しながらドラッグ＆ドロップし
ます。

ヒント :構造図で、行のブロックをドラッグすることでその行を移動することもで
きます。また、Altキーを押しながらブロックをドラッグすることで行をコピーす
ることができます。

行または列を並べ替えます。

1) 表で行または列を選択し、並べ替えを行います。

2) Shiftキーを押しながら、行または列を表内の別の場所へドラッグ&ドロップします。

行および列のサイズを変更する

ドラッグにより列サイズを変更する

• 列幅を変更するには、列内のセルを 1 つ選択し、そのハンドルをドラッグして幅を
調節します。複数の列を選択してサイズを一括変更します。

• 2 つの列の間の境界線を動かして一方の列を広くし、もう一方の列を狭くするには、
Altキーを押しながら選択ハンドルをドラッグします。この場合、表全体の幅は変
わりません。

ヒント :列の境界線をスナップグリッドに揃えるには、幅を変更する前にグラフィ
ック／配置／スナップを選択します。
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正確な列幅を指定する

1) サイズを変更する列のセルを選択して（サイズを変更するのが 1 列だけの場合は、
その列をクリックします）、表／書式／列のサイズを変更を選択するか、右クリッ
クして「列のサイズを変更」を選択します。

注 : 構造化FrameMakerの作成者 /簡易XMLビューを使用している場合は、表のセ
ルを右クリックし、表／書式／列のサイズを変更を選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 幅の値を指定するには、「列幅で指定」を選択し、値を入力します。

• 元の幅に対する比率を指定して設定するには、「比率で指定」をクリックして、
比率を入力します。

• 表の他の列と同じ幅にするには、「列番号で指定」をクリックして、列番号を
入力します。

• 幅の合計を均等に分けるには、「幅の合計を均等に分ける」をクリックし、
合計幅を入力します。

• 各列の比率を保持しながら合計幅を指定するには、「合計幅で指定（比率
保持）」を選択して、合計幅を入力します。

• 選択したセルの中の最も広い段落または枠に合わせて幅を設定するには、
「選択セルの内容に合わせる」をクリックして、最大幅を入力します。

3) 「サイズ変更」をクリックします。

列幅をコピー＆ペーストする

1) 幅をコピーする列をクリックします。

2) 編集／特殊コピー／表の列幅を選択します。

3) 変更する列をクリックし、編集／ペーストを選択します。ペーストされるのは列幅
だけで、セルの内容は変わりません。
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行の高さを調節する

行の高さはセルの内容に合わせて自動的に変更されますが、必要に応じて高くすること
ができます。

注 :構造化文書では、行の高さを調整しても表の構造は変わらず、書式ルールの変
更とは見なされません。

1) 高くする行をクリックし、表／書式／行書式を選択します。

2) 行の高さの最大値と最小値を入力し、「設定」をクリックします。

すべての行を同じ高さにする

1) 表内の最も高い行の高さを調べます（Altキーと Shiftキーを押しながら、行の周囲
に選択範囲を描きます）。

2) ステータスバーに表示される高さをメモしておきます。

3) 表全体を選択し、表／書式／行書式を選択します。

4) ステータスバーで確認した値を行の高さの最小値として指定し、「設定」をクリッ
クします。

行と列をソート

数字でソートする場合、通貨記号は無視されますが、マイナス記号は認識されます。例
えば、昇順でソートする場合、-9や（9）は9の前に並べられます。数字に表示されるコ
ンマおよび小数点は、システムで数値および通貨に対して設定されている「地域」オプ
ションに従って処理されます。

テキストは常に数字の後にソートされます。表内のテキスト文字列は、初期設定のシス
テムロケールに基づいてソートされます。

ヒント :日付や時間は、テキストとして入力され、書式が統一されており、先行ゼロ
が含まれている場合に限りソートできます。例えば、dd/mm/yyおよびhh:mm:ss
という書式を使用している場合は、04/12/2017、09:30:25と入力します。

1) 文書を保存します。これは、ソートの結果が期待と異なる場合に、最後に保存した
バージョンに復帰可能にするためです。

2) 表示されていないコンディショナル行が表に存在しないことを確認します（表示／
ポッド／コンディショナルタグを選択）。
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3) 次のいずれかの操作を行います。

• 表のすべての列または行をソートするには、表の中をクリックします。

• 特定の行だけをソートする場合は、ソートする行のセルを選択します。

4) 表／ソートを選択します。

5) すべての行または列をソートする場合は、「すべてのボディ行を選択」をクリック
します。

6) 次の操作のいずれかを行います。

• 表の行をソートするには、「行をソート」を選択します。ボディセルの他に、
ヘッダーセルやフッターセルが行に含まれている場合は、ボディセルだけがソ
ートされます。

• 表の列をソートするには、「列をソート」を選択します。

• 小文字と大文字を区別してソートするには、「大文字・小文字を区別」を選択
します。

7) 「ソート優先順位 1 」ボックスで最優先のソートキーを選択し、「昇順」または「
降順」を選択します。

ソートキーとして使用する行または列内に連結セルが収まる場合にのみ、連結セル
をソートできます（表／セル連結を解除を使用して再びソートを行います）。

8) 必要であれば、「ソート優先順位2」および「ソート優先順位3」で、2番目と3番
目のソートキーを選択します。

9) 「ソート」をクリックします。

注 : ()+-,.$などの特殊記号の後に続く数字は正しくソートされます。ただし、セル
内でこれらの特殊記号をいくつか組み合わせたものが使用されていると、正しくソ
ートされないことがあります。例えば、「-2」と入力されている表セルは「-1」と
「 -3」の間に正しく配置されますが、「 -2+3」と入力されているセルはここには
配置されません（「 -23」と解釈されます）。

注 :表のソート機能では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされます。
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表の位置と間隔

表の位置と間隔を指定する

通常、表はアンカー記号を含むテキスト行の下に表示されますが、表が必ずページやコ
ラムの先頭から始まるように設定することも、位置を固定しないように設定することも
できます。

固定されていない表がアンカーされているテキストコラムが小さすぎて表が入りきらな
い場合、表はそれを収容できる最初のテキストカラムに移動します。ただし、表のアン
カー記号が含まれるテキスト行は移動しません。表が次のテキストコラムに移動すると、
アンカー記号が含まれる行の下のスペースにはテキストが入ります。

表とその上の段落との間隔は、表の上の間隔設定または段落の下の間隔設定の、いずれ
か大きい方の値が適用されます。表とその下の段落との間隔は、表の下の間隔設定また
は段落の上の間隔設定の、いずれか大きい方の値が適用されます。表がコラムの一番上に
ある場合、表の上の間隔設定は無視されます。同様に、表がコラムの一番下にある場合、
表の下の間隔設定は無視されます。

1) 変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 表書式ウィンドウの基本属性で、次のいずれか1つまたは複数のことを行います。

• 左と右のボックスにインデント値を入力します。

• 上と下のボックスに間隔値を入力します。

• 整列ポップアップメニューから整列を指定します。

• 開始位置ポップアップメニューから位置を指定します。

3) 「適用」をクリックします。

ヒント :表の前にテキストを配置しないでページの先頭から表を開始する場合は、
その前のページに表を配置して、表の位置を固定しないように設定します。表の位置
を常に固定しないようにする場合は、表の孤立設定を200などの大きい値にします。

コラムの先頭に配置する表のアンカー記号が連結段落の下に表示されている場合、表は
次のコラムの先頭ではなく、連結段落のすぐ下に表示されます。
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連結段落の下に配置されたコラム先頭の表

関連するリンク :
ページまたはコラムの最小行数を設定する

表およびセルを連結または連結を解除する

複数コラムのレイアウトでは、複数のコラムにまたがるように表を配置できます。また、
連結段落によって表の位置が変わる場合があります。これは表の構造には影響せず、書式
ルールの変更とは見なされません。

表の連結

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 連結段落に表を配置します。連結段落に配置した表は、表の幅の設定にかかわ
らず、常にテキスト枠の幅いっぱいに表示されます。

• 構造化文書の場合は、複数のコラムにまたがるように書式設定された段落エレ
メントに表を固定します。表の幅が広い場合は、コラムの幅全体に表が表示さ
れます。表の幅が十分でない場合にも、あたかも表がコラムをまたいだかのよ
うに、空白の部分がテキストコラム内に現れます。

連結段落に配置した表
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• 表の幅を、本文の 2番目のコラムまで拡張します。横見出し用スペースと本文
の両方にわたるように表を配置する場合は、表の幅を横見出し用スペースにも
拡張します。

すべてのコラムにまたがる表と、横見出し用スペースにまたがる表

表のセル連結を解除する

• 連結した段落または段落エレメントに配置した表の連結を解除するには、非連結の
段落または非連結のエレメントにアンカーを移動します。

• 連結されていない段落または段落エレメントに配置した表の複数コラムにまたがる
設定を解除するには、テキストコラムに合わせて表の列幅を変更します。

セルを連結または連結解除する

空ではないセルを連結した場合、それらのセルの内容も結合され、結合されたセルごと
に段落が作成されます。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 連結するセルを選択し、表／セル連結を選択します。

• 連結解除するセルを選択し、表／セル連結を解除を選択します。連結セルの内
容は、連結前の元のセルではなく、左上の新しいセルに表示されます。

重要 :アンカー枠や独立したテキスト枠の内容は、文書の構造化メインフローには
含まれません。したがって、通常はSGMLへは書き出されません。SGMLに書き出
す場合に表内のデータが失われないようにするには、開発者に相談してください。

関連するリンク :
行と列

行および列のサイズを変更する
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セルと表を回転する

表内のセルを回転した場合でも、他のセルと同じようにテキストを入力できます。

アンカー枠内に表を配置して、アンカー枠を回転すると、表全体を回転することもでき
ます。（構造化文書の場合は、開発者と相談して、アプリケーションが回転した表に設
定されているかどうかを調べてください。）回転した表は、テキストを回転していない
ページのアンカー枠または回転したページ（回転したマスターページを使用しているペ
ージ）に配置できます。表だけでなく、バックグラウンドアイテム（ヘッダーやフッタ
ーなど）や本文テキストも回転する場合は、表を回転するのではなく、回転したページ
に表を配置します。回転したページ上の表を編集することはできません。

セルまたは表を含むページを回転しても、表の構造には影響しません。また、これは書
式ルールの変更とは見なされません。

注 :構造化文書の場合、アンカー枠内の回転した表は、文書の構造化メインフロー
には含まれません。したがって、通常はSGMLへは書き出されません。SGMLへ書
き出す計画がある場合は、単に表ではなくページを回転することを検討してくださ
い。表だけを回転する必要がある場合は、表のデータが失われないようにする方法
について、開発者に相談してください。

回転したページ上の表（左）、通常のページ上の回転した表（右）

回転したセル
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関連するリンク :
マスターページを回転する

マスターページをボディページに適用する

行および列のサイズを変更する

アンカー枠を作成する

テキストをグラフィックに追加する

表を挿入、移動、削除する

セルを回転する

1) 回転するセルを選択し、グラフィック／回転を選択します。

注 : 構造化FrameMakerの作成者ビューを使用している場合は、表のセルを右クリ
ックし、表／回転を選択します。

2) セルの回転方向を指定し、「OK」をクリックします。

ヒント :回転したセルにテキストを入力するとき、テキストの長さに合わせてセル
の高さが変化するので、テキストが折り返すことはありません。回転したセルの高
さを制限すると、その高さに達したときにテキストが折り返すようになります。

テキストを回転していないページに、回転した表を挿入する

1) アンカー枠を挿入し、その中にテキスト枠を作成します。

2) テキスト枠に表を挿入します。

3) テキスト枠を選択して、グラフィック／回転を選択し、テキスト枠を反時計回りに
回転します。テキスト枠またはアンカー枠のサイズを調節して、表全体が表示され
るようにできます。

テキストを回転していないページに、回転した表を挿入する（構造化文書）

1) テキスト内の、表を固定する位置をクリックします。

2) エレメントカタログで、空白のアンカー枠を作成するためのグラフィックエレメン
トを選択して「挿入」をクリックします。

3) アンカー枠の位置ポップアップメニューから「現在の行の下」を選択し、枠の幅と
高さを設定して「新規枠」をクリックします。枠のサイズは、表のサイズより多少
大きく設定してください。



表  5

 407

4) アンカー枠内にテキスト枠を作成します。表示／ツールバー／グラフィックツール
バーを選択して、ツールポッドの「テキスト枠を配置」 をクリックします。ドラッ
グして枠を作成し、表示されたダイアログボックスの「設定」をクリックします。

5) テキスト枠内をクリックし、表／表を挿入を選択して、構造化していない表を挿入
します。

6) グラフィック／回転を選択して、テキスト枠を回転します。テキスト枠またはアン
カー枠のサイズを調節して、表全体が表示されるようにできます。

他に回転したテキストがあるページに、回転した表を作成する

1) 回転したマスターページを作成して、表を配置するボディページにそれを適用し
ます。

文書を編集することにより表が別のページに移動してしまう場合は、マスターペー
ジを再び適用する必要があります。

回転した表を編集する

1) テキスト枠の回転を解除して、表を編集します。その後、もう一度回転します。

表内に改ページを挿入する

表のすべての行が1つのテキストコラムに収まらない場合は、一部の行が次のページま
たはコラムに移動します。ページ間またはコラム間で表をどのように分割するかを設定
できます。例えば、1ページまたは1コラムに表示する最小行数を設定したり、2つの行
が常に同一ページまたは同一コラムに表示されるように指定したりできます。また、表
の任意の行で強制的に改ページを行うこともできます。

表を挿入するとき、表書式によって 1ページまたは 1コラムの最小行数が決まります。
この値は、表書式ウィンドウで変更できます。

2つの行を常に一緒に表示したり、強制的に改ページするための設定は、表書式の一部
ではなく任意の設定なので、個別に設定します。表に別の書式を適用しても、これらの
設定は変更されません。
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ページまたはコラムの最小行数を設定する

表が1ページまたは1コラムに収まらない場合、その表に対して指定された孤立行数に応
じて改ページの位置が決まります。孤立行属性によって、同じページまたはコラムに表
示する必要のあるボディ行の最小行数を指定します。

注 :構造化文書で作業している場合は、改ページの設定を変更しても表の構造は変
わりません。この変更は、書式ルールの変更とは見なされません。

1) 変更する表をクリックし、表／書式／表書式を選択します。

2) 表書式ウィンドウの「基本」属性グループで、「孤立行」ボックスに行数を入力し
ます。数値の範囲は1～255です。

3) 「適用」をクリックします。

ヒント :孤立行の設定を99などの大きい値にすると、複数のコラムまたはページに
表が分割されるのを避けることができます。

複数の行を一緒に表示する

1) 次の行または前の行と連動させる行を選択し、表／書式／行書式を選択します。

2) 「連動」セクションで「次の行」または「前の行」を選択し、「設定」をクリック
します。

表に改ページを追加または削除する

表や段落を常にページまたはコラムの先頭から開始するのと同様の設定を、表の特定の行に
ついても行うことができます。改ページが不要な場合は、後で削除することもできます。

1) 変更する行をクリックし、表／書式／行書式を選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 選択した行が強制的に次のコラムの先頭に表示されるようにするには、開始行
ポップアップメニューから「コラムの先頭」またはページの先頭に表示するオ
プションのいずれかを選択します。

• 改ページを削除するには、開始行ポップアップメニューから「任意の位置」を
選択します。

3) 「設定」をクリックします。
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グラフィックとオブジェクト

グラフィックの作成

グラフィックとオブジェクトについて

イラストレーションの操作

FrameMakerでは、直線や曲線だけでなく、長方形や楕円、多角形も作成できます。様
々なオブジェクトを組み合わせて複雑なイラストレーションを作成したり、イラストレ
ーションの中にテキストを挿入したりすることもできます。また、オブジェクトの属性
（塗りパターン、線幅およびカラーなど）を指定したり、オブジェクトのサイズ変更、
変形、回転および並べ替えなどを行うこともできます。

イラストレーションは、ページ上に直接配置できるだけでなく、テキストと一緒に移動
するアンカーグラフィック枠内や、イラストレーションの端をトリミングするアンカー
のないグラフィック枠内に配置できます。

• テキスト枠は文書テキストの位置を決定します。

• グラフィック枠は、必要に応じてアンカーを付けて、グラフィックの位置と外見を
設定します。

• アンカー枠は特定のテキストに関連のあるグラフィックを含み、テキストの編集時
にテキストと一緒に移動します。

• アンカーのない枠は、ページ上の特定の位置に固定されたグラフィックをトリミン
グする場合に使用します。アンカーのない枠を使用して参照アートを保持すること
もできます。アンカーのないグラフィック枠の描画は、ツールポッドのグラフィッ
ク枠ツールで行えます。

注 :アンカーのないグラフィック枠に配置したグラフィックは、HTML、Wordま
たはRTF形式で書き出すことができません。

ロゴやブリードタブのように、ページ上の特定の位置にグラフィックを表示する場
合は、グラフィックをページ上に直接作成するか、取り込みます。グラフィックを
トリミングしたり、リファレンスアートとしてリファレンスページ上に含めたりす
る場合は、アンカーのないグラフィック枠を使用します。
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A.ページに描画されたグラフィックB.テキスト行C.アンカー枠D.文書テキストの
テキスト枠

テキスト枠は、キャプションのように、グラフィックと一緒に使用することもでき
ます。また、アンカー枠内でテキスト枠を使用すると、サイドバーのような効果を
作成することもできます。グラフィック内にテキスト行を含める場合は、テキスト
行ツールを使用します。

ツールパレットの概要

ドッキング可能なツールポッドは、描画ツールの選択と属性の適用に使用します。ツー
ルポッドを表示するには、グラフィック／ツールまたは表示／ツールバー／グラフィッ
クツールバーを選択します。

グラフィックツールバー

A.選択ツールB.描画ツールC.ホットスポットモードD.描画属性
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パスについて

オブジェクトのパスは、オブジェクトの境界線の中央にある線ですが、実際には存在し
ません。パスは、オブジェクトを描くときにアウトラインとして表示されます。

A.境界線B.パス

FrameMakerでは、パスを使用してオブジェクトの位置を決定します。例えば、「整列」
コマンドを使用してオブジェクトを整列する場合、オブジェクトは境界線の外側ではな
くパスを基準にして整列します。スナップグリッドを選択して描画すると、パスがスナ
ップグリッドに整列します。

オブジェクトはパスを基準にして整列します。

構造化文書のグラフィックエレメントについて

構造化文書で作業を行う場合は、特別なエレメントを使用してグラフィックを配置しま
す。グラフィックエレメントでは、グラフィックオブジェクトを保持するアンカー枠が
提供されます。枠は、テキスト内の特定の場所に配置されます。テキストを編集すると、
枠とその内容はテキストと共に文書内を移動します。エレメントは文書の構造で表示さ
れますが、グラフィックまたは数式自体は構造の一部ではありません。
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新規のグラフィックエレメントは、空のアンカー枠または取り込んだグラフィックを持
つアンカー枠のいずれかです。エレメントを挿入すると、その書式ルールにより、枠の
設定またはグラフィックファイルの取り込みに使用するダイアログボックスを表示する
かを決定します。

• 空のアンカー枠の場合、枠のサイズ、アンカー枠の位置、および位置揃えなどの書
式属性を指定します。描画、ペースト、またはアンカー枠へのグラフィックオブジ
ェクトの取り込みにより、枠内への入力を行います。

• エレメントが取り込んだグラフィックを含む枠の場合は、取り込むファイルを指定
します。グラフィックは、行の下に枠の大きさに合わせて表示され、アンカー記号
が付けられます。

グラフィックエレメントを挿入した後は、アンカー枠内に別の内容を入れたり、枠のサ
イズを変更したり、枠を別の方法で編集したりできます。このような変更により、書式
ルールが上書きされることはありません。

構造化文書のグラフィックエレメントを揃える場合、文書内の属性エディターを使用す
るか、EDD（文書に関連付けられている構造化アプリケーション）で配置を定義できま
す。文書にグラフィックエレメントを追加し、 "整列 "を、デフォルト設定しなければ、
FrameMakerは文書のグラフィックを中央に揃えます。

画像の拡大 /縮小

高さ、幅、または拡大・縮小のいずれかの属性を変更することにより、画像をサイズ変
更できます。DITAトピックで、オブジェクトの属性ダイアログまたは属性ダイアログ
から、高さ、幅、拡大・縮小の属性にアクセスできます。

オブジェクトの属性ダイアログで画像サイズの属性を変更するときは、次の点に考慮し
ます。

• 高さ、幅、またはその両方を変更する場合、変更内容を有効にするには「適用」ボ
タンをクリックする必要があります。

• 高さ、幅、拡大・縮小の属性を変更する場合、高さおよび幅の属性の値は、拡大・
縮小の属性の値よりも優先されます。

• 拡大・縮小の属性のみを指定する場合、画像の高さおよび幅は相対的に調整されま
す。また、高さおよび幅の属性は、拡大・縮小の倍率に従って更新されます。
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属性ダイアログで画像サイズの属性を変更するときは、次の点に考慮します。

• 高さまたは幅の属性の値を指定してフォーカスを別の属性に移動すると、画像はす
ぐにサイズ変更されます。

• 画像を拡大・縮小するには、高さおよび幅の属性の値をすべて削除してから、拡大・
縮小の属性の値を指定する必要があります。

• 高さまたは幅の属性に値が指定されているとき、拡大・縮小の属性を変更した場合、
画像は拡大・縮小されません。高さと幅の属性で指定される値は、スケーリング属
性で指定された値よりも優先されます。

関連するリンク :
アンカー枠を作成する

複数の取り消し／やり直し機能

アンカー枠

グラフィックをトリミングまたはマスクする

リファレンスページ上でリファレンス枠を使用する

テキストをグラフィックに追加する

オブジェクトを描画する

オブジェクトの描画中は、マウスポインターが十字型（ ）に変わります。通常は、描
画を終了すると、オブジェクトの選択時に使用する矢印（ ）か、テキストの選択時や
入力時に使用する Iビーム（ ）に戻ります。他のオブジェクトを描く場合は、もう一度
描画ツールをクリックします。

オブジェクトをページ上に直接作成した場合、テキストをオブジェクトに回り込ませる
ことはできますが、テキストと一緒にオブジェクトを移動することはできません。オブ
ジェクトのアンカーをその周囲のテキストに付ける場合（テキストと一緒にオブジェク
トも移動するように設定する場合）は、アンカー枠内にオブジェクトを作成するか、ペ
ージ上に作成したオブジェクトをアンカー枠内に移動します。

オブジェクトを作成するときは、ツールポッドで選択されている描画属性を使用します。
オブジェクトが選択されているので、属性を簡単に変更できます。
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関連するリンク :
描画属性を適用・変更する

グラビティとグリッドを使用してオブジェクトを整列させる

オブジェクトをサイズ変更・変形する

直線を描画する

1) 線ツールをクリックします。

2) 直線の始点と終点をクリックします。また、直線の始点から終点までドラッグして
直線を描くこともできます。方向を水平や垂直、または45度に固定して直線を描く
場合は、Shiftキーを押しながらクリックまたはドラッグしてください。

ヒント :接触する複数の直線を描く場合は、折れ線ツールを使用します。このツー
ルを使用すると、連結した複数の直線が1つのオブジェクトとして扱われます。ま
た、線ツールを使用して複数の直線を描いてから、グラビティ機能を使用して複数
の直線を連結することもできます。

折れ線または多角形を描画する

1) 折れ線ツールまたは多角形ツール。

2) 各頂点を順にクリックします。方向を水平や垂直、または45度に固定してセグメン
トを描く場合は、Shiftキーを押しながらクリックしてください。

3) 最後の頂点をダブルクリックします。

各頂点をクリックして、最後の頂点をダブルクリックします。
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弧線を描画する

1) リンクツールのドロップダウン矢印をクリックし、弧線ツールを選択します。

2) 弧線の始点にマウスポインターを置いてから、弧線のパスに沿ってドラッグします。
円弧を描く場合は、Shiftキーを押しながらドラッグします。

ドラッグしてマウスボタンを放します。

作成した弧線の形を変更する場合（凸状の弧線を作成するのに凹状の弧線が作成された
場合など）は、マウスボタンを放さずにドラッグして始点に戻り、必要な弧線のパスに
沿ってもう一度ドラッグします。

弧線の角度は、最初は90度に設定されています。

フリーハンドの曲線を描画する

1) 多角形ツールのドロップダウン矢印をクリックし、フリーハンド曲線ツールを選択
します。

2) フリーハンド曲線の始点にマウスポインターを置いて、曲線のパスに沿ってドラッグ
します。フリーハンド曲線の場合、始点以外の位置ではスナップグリッドが無視され
ますが、曲線を描く場合はスナップグリッドを解除した方が作業しやすくなります。

ドラッグしてマウスボタンを放します。

マウスボタンを放すと、マウスポインターの通った跡に沿った曲線が作成されます。また、
曲線を変形できるように、変形ハンドルとコントロールポイントが表示されます。
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ヒント :フリーハンド曲線をより正確に作成する場合は、折れ線や多角形を作成し
てスムーズ化します。

長方形、角丸長方形、楕円を描画する

1) 長方形ツールをクリックするか、ドロップダウン矢印から楕円ツール、または角丸
長方形ツールを選択します。

2) オブジェクトを表示する部分を斜めにドラッグします。正方形や円を描く場合は、
Shiftキーを押しながらドラッグしてください。

ドラッグしてマウスボタンを放します。

ヒント :グラフィックの周囲に境界線を作成する場合は、塗りパターンを「なし」
に設定して、グラフィックの外に長方形を作成します。

正多角形を描画する

1) 作成する正多角形よりも少し大きめの円や正方形を作成します。長方形や楕円から
正多角形を作成することはできません。

2) オブジェクトを選択して、グラフィック／変形／多角形設定を選択します。

3) 辺の数と多角形の開始角度を指定して、「設定」をクリックします。

元のオブジェクトと正多角形（辺の数= 3、開始角度= 45°）
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ツールを何度もクリックせずに同じ種類のオブジェクトを複数描画する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• テキスト行を除くすべてのオブジェクトの場合は、 Shift キーを押しながらツ
ールをクリックします。ツールの使用を終了する場合は、ツールポッドにある
別の描画ツールをクリックするか、選択ツールのいずれかをクリックします。

• テキスト行の場合は、テキスト行の最後で Return キーを押してから入力を続
行します。

オブジェクトを選択する

同じページまたは同じグラフィック枠内にあるオブジェクトを選択できます。グラフィ
ック枠を選択すると、既に選択されていたオブジェクトの選択がすべて解除されます。
オブジェクトを選択すると、周りにハンドルが表示されます。

自動選択ツール

自動選択ツールを使用すると、マウスポインターがテキスト上にある場合は、挿入
ポイントの配置やテキストが選択され、マウスポインターがオブジェクト上にある
場合は、オブジェクトが選択されます。自動選択ツールがアクティブのときは、そ
の位置に応じてマウスポインターの形が変わります。マウスポインターは、テキス
トの上にあるときは Iビーム（ ）になり、オブジェクトの上にあるときは白抜きの
矢印（ ）になります。通常、作業中は自動選択ツールを使用してください。

オブジェクト選択ツール

オブジェクト選択ツールは、テキスト枠を移動したりサイズを変更したりする場合
のように、テキスト行やテキスト枠をオブジェクトとして扱う場合に使用します。
オブジェクト選択ツールがアクティブな状態でテキストをクリックするときは、テ
キストに挿入ポイントを配置するよりも、テキスト行やテキスト枠をオブジェクト
として選択します。

注 : オブジェクトの描画が終わると、自動選択ツールに戻ります。オブジェクトの
描画後にもオブジェクト選択ツールのままにしておく場合は、ツールポッドでShift
キーを押しながらツールをクリックします。
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オブジェクト（1つまたは複数）を選択します。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトを選択するには、それをクリックします。オブジェクトが透明な
場合（塗りパターンが「なし」に設定されている場合）は、境界線をクリック
します。重なっているオブジェクトをクリックすると、最前面のオブジェクト
が選択されます。

• 複数のオブジェクトを選択するには、選択するオブジェクトの外側からオブジ
ェクトを完全に囲むように、斜めにドラッグして選択範囲を作成します。選択
するすべてのオブジェクトを完全に選択範囲内に含めてください。

ドラッグして複数のオブジェクトを選択します。

注 :選択範囲の作成時にマウスポインターがオブジェクト上にあるために、選
択範囲を作成する代わりにオブジェクトが移動する場合は、すぐに編集／取り
消しを選択してください。次に、Shiftキーを押しながらドラッグして選択境
界線を作成します。

• グラフィック枠内のすべてのオブジェクトを選択する場合は、枠または枠内の
オブジェクトを選択して、編集／枠内のすべてを選択を選びます。

• ページ上のすべてのオブジェクトを選択するには、ページ上のオブジェクトや
テキストの外をクリックして、編集／ページ上のすべてを選択を選びます。

オブジェクトを選択解除する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトの選択を解除するには、そのオブジェクトの外をクリックします。

• 選択された複数のオブジェクトの1つを選択解除する場合は、Shiftキーを押し
ながら（ハンドルではなく）オブジェクトをクリックします。Ctrlキーを押し
ながらオブジェクトをクリックすることもできます。
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• 選択されているオブジェクトをすべて選択解除するには、ページを任意のオブ
ジェクトからドラッグ＆ドロップして離します。

• 周囲にある複数のオブジェクトの選択を解除する場合は、すべてのオブジェク
トの外にマウスポインターを置いて、Shiftキーを押しながら斜めにドラッグ
して選択範囲を作成します。マウスボタンを放すと、選択範囲内に完全に含ま
れているすべてのオブジェクトの選択が解除されます。ドラッグを開始したと
きに選択していなかったオブジェクトが選択範囲内に含まれると、そのオブジ
ェクトは選択されます。

描画属性を適用・変更する

オブジェクトの描画属性には、塗りパターン、境界パターン、線幅、線端、カラーおよ
び線種（実線または破線）などが含まれます。描画属性の変更は、ツールポッド上のポッ
プアップメニューを使用して行います。

描画属性は、オブジェクトを作成する前に変更できるだけでなく、既に作成したオブジェ
クトを選択してその属性を変更することもできます。属性を変更すると、それが現在の
描画属性になり、この後で作成するすべてのオブジェクトにその属性が適用されます。
例えば、線幅を1 ptに変更すると、別の線幅を選択するかFrameMakerを終了するまで
は、新しく作成するオブジェクトの線幅がすべて1 ptに設定されます。

同じ属性を別のオブジェクトにも適用すると、外見の似たオブジェクトを作成できます。

カラーポップアップメニューでカラーを変更したり、ツールポッドに表示されている次
のオプションをカスタマイズすることもできます。

• 線幅ポップアップメニューに表示される線幅の値

• 矢じりのない線の外見を決定する線端スタイル

• 線種ポップアップメニューで破線を選択したときに使用するパターン（ポップアッ
プメニューに表示されるパターンは変わりませんが、実際には新しいパターンが使
用されます。）

線幅の設定を変更すると、次に変更するまで同じ設定が使用されます。線幅以外の新し
い設定は、次に変更するかFrameMakerを終了するまで使用されます。

ここで説明した変更は、既存のオブジェクトに自動的に適用することはできませんが、新
しいオブジェクトと既存のオブジェクトの両方に新しい設定を適用することはできます。
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注 :線が特に太かったり、鋭角であったり、線端がラウンドまたは突出の場合、破
線パターンや折れ線が実線として表示およびプリントされることがあります。この
問題を解決するには、線端オプションの設定をバットに変更するか、線幅を細くす
るか、または別の線を使用してオブジェクトを作成し直します。

関連するリンク :
線幅の設定を変更する

オブジェクトのカラーを操作する

フォント

選択中のオブジェクトに塗りパターンや境界パターンを適用する

1) 塗りパターンポップアップメニュー（ ）または境界パターンポップアップメニュ
ー（ ）でパターンを選択します。線、テキスト行および数式以外のオブジェクト
はすべて塗りつぶすことができます。

A.境界パターンB.塗りパターン

8種類のグレーの塗りパターンおよび境界パターンは次のパーセント値になってい
ます：100、90、70、50、30、10、3、および0（インクなし、通常は白）。

ヒント :オブジェクトを透明にする場合（背面のオブジェクトが見えるように設定
する場合）は、塗りパターンを「なし」に設定します。オブジェクトに境界線を付
けない場合は、境界パターンを「なし」に設定します。境界パターンと塗りパター
ンの両方を「なし」に設定したオブジェクトの境界線を表示する場合は、表示／境
界線を選択します。

線やオブジェクトの境界線の線幅を選択する

1) 「線幅を設定」ポップアップメニューで線幅を選択します。 テキスト行以外のオ
ブジェクトはすべて線幅を変更できます。
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弧線、直線、折れ線、フリーハンド曲線の線端を変更する

1) 線端スタイルを設定ポップアップメニュー（ ）で線端を選択します。矢じりをまっ
たく付けないか、始点、終点、またはその両方に矢じりを付けることができます。

線やオブジェクトの境界線の種類（実線または破線）を変更する

1) 「破線パターンを設定」ポップアップメニューで実線または破線スタイルを選択し
ます  。

オブジェクトの描画属性を確認したり、属性を別のオブジェクトに適用したりする

1) 確認またはコピーする属性を持つオブジェクトを選択します。

2) Shiftキーを押しながら、グラフィック／オブジェクトの属性を選択を選びます。選
択中のオブジェクトの属性が、ツールポッド上の現在の属性になります。以後描画
したオブジェクトには、この属性が適用されます。

3) この属性を別のオブジェクトに適用する場合は、変更するオブジェクトを選択しま
す。ツールポッドで、選択中のオブジェクトに適用する現在の描画属性をクリック
します。

線幅の設定を変更する

1) ツールポッド上の「線幅を設定」ポップアップメニューから変更します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 線幅を変更するには、スライダーをドラッグします。

• 線幅を変更するには、「設定」をクリックして新しい線幅を入力します。値の
入力順は決まっていません。「設定」をクリックすると、線幅が自動的に小さ
いものから大きいものへと並び替わります。ポップアップメニューに表示され
る線幅は変更されません。

• 線幅をFrameMakerの初期設定に戻すには、「初期設定」をクリックします。
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線端スタイルを変更する

1) ツールポッドで、線端スタイルを設定ポップアップメニューから「設定」を選択し
ます。

2) 線端スタイルを選択して、「設定」をクリックします。

線端スタイルは、次の図に示すように線の先端のスタイルを設定します。

A.バットB.ラウンドC.突出

破線スタイルを変更する

1) ツールポッドで、破線パターンを設定ポップアップメニューから「設定」を選択し
ます。

2) パターンを1つクリックして、「設定」をクリックします。

カスタムの破線パターンを作成することもできます。

ヒント :丸い点を使用した点線を作成する場合は、短い破線と丸い線端の破線パタ
ーンを使用してください。

矢印スタイルを変更する

矢印は、既定の矢印スタイルの中から選択できます。矢印のスタイルは、底辺の角度、
先端の角度および長さで決まります。

A.底辺B.先端の角度C.長さ
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ここで説明した変更は、既存のオブジェクトに自動的に適用することはできませんが、
新しいオブジェクトと既存のオブジェクトの両方に新しい矢印スタイルを適用すること
はできます。

1) ツールポッドで、線端スタイルを設定ポップアップメニューから「設定」を選択し
ます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 既定の矢印スタイルをクリックして、「設定」をクリックします。

• 底辺の角度や先端の角度、長さおよびスタイルを指定して、「設定」をクリッ
クします。カスタムオプションでは次のような値を使用できます。

スティックスタイルを使用する場合、「底辺の角度」オプションは無視されます。
指定した長さは、線幅が1 ptのオブジェクトに適用されます。線幅を太く設定する
と、矢じりが長くなります。

次の表は、カスタムの矢印とその設定の例を示しています。

オプション 値

底辺の角度 10～175°（先端の角度よりも5°以上大きい値を設定）

先端の角度 5～85°

長さ 0～255 pt

スタイル
塗りつぶし 

白抜き 

スティック 

矢印 底辺の角度 先端の角度 長さ

70° 30° 10 pt

80° 30° 10 pt

70° 15° 10 pt

70° 30° 5 pt

120° 30° 5 pt
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テキストをグラフィックに追加する

グラフィックには、テキスト行やテキスト枠を追加することができます。

A.テキスト行B.テキスト枠

テキスト行とは、他のテキストとは別に処理されるテキストの行を指します。テキスト
行の長さはテキストの編集に応じて変化しますが、テキストが次の行に折り返されるこ
とはありません。通常、テキスト行はキャプションに使用して、他のオブジェクトと同
じようにサイズを変更することができます。

テキスト行には、文字書式やスペルチェック用の言語を指定することができますが、段
落書式を割り当てたり、アンカー枠、マーカー、変数、相互参照またはコンディショナ
ルテキストを含めたりすることはできません。

テキスト行とは異なり、テキスト枠には、複数行のテキストを含めることができます。
テキスト枠は、複数行にわたるキャプションやテキスト段落など、行を自動的に折り返
して表示するすべてのテキストに使用できます。テキスト枠内でグラフィックとテキス
トが重なる場合は、テキストをグラフィックに回り込ませることもできます。

ヒント :テキスト枠ツールで作成したテキスト枠のサイズを変更してもフォントサ
イズは変更されませんが、テキスト行ツールで作成したテキスト行のサイズを変更
すると、フォントの高さと幅がテキスト行のサイズに比例して変更されます。

関連するリンク :
オブジェクトをサイズ変更・変形する

書式ウィンドウを使用したフォントの変更

インデント、整列および間隔
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グラフィックにテキスト行を追加する

1) ツールポッドの「テキスト枠を配置」ポップアップメニューで行テキストを選択し
ます。

マウスポインターをドキュメントウィンドウ内に移動すると、マウスポインターが
横線の付いた Iビーム（ ）に変わります。 Iビーム上に表示される短い横線は、テ
キストのベースラインの位置を示します。

2) 挿入ポイントを置く文書内の位置をクリックし、テキストを入力します。文書内で
最後に入力または選択した文字書式が適用されます。

テキスト行は、整列の基準点（クリックした位置）で左揃えで整列します。

1) 複数のテキスト行を作成する場合は、テキスト行の行末でReturnキーを押して、別
の行を作成します。必要に応じて、テキスト行を別々に選択したり、移動したりす
ることができます。

ヒント :テキスト行に入力したテキストの文字書式を変更する場合は、書式メニュ
ーのフォントコマンドか、文字書式ウィンドウを使用します。複数のテキスト行の
フォントを一度に変更する場合は、そのテキスト行をオブジェクトとして選択して
から書式を変更します。

テキスト行のテキストの方向（LTRまたはRTL）は、文書の方向を継承します。ただし、
文書内でテキスト行のテキスト方向を変更することはできます。テキスト行のテキスト
の方向を変更するには：

1) 次のいずれかの操作を行います。

グラフィック／オブジェクトの属性／テキスト行。

グラフィック／オブジェクトスタイルデザイナー／テキスト行。

2) 方向ドロップダウンリストで、テキスト行の方向を変更します。

テキスト枠を追加する

1) ツールポッドの「テキスト枠を配置」ポップアップメニューでブロック体を選択し
ます。

2) テキスト枠を作成する範囲を斜めにドラッグします。

3) 「新規テキスト枠を作成」ダイアログで、それらの間の列数をおよび間隔を指定し、
「設定」をクリックします。

4) テキスト枠内をダブルクリックして挿入ポイントを配置して、テキストを入力し
ます。
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オーバーフローしたテキスト枠を修正する

入力テキストがテキスト枠内に入りきらない場合は、挿入ポイントが枠の下端の下に表
示され、新しい入力テキストは表示されません。境界線の表示中は、テキスト枠の下端
の境界線が実線で表示されます。

オーバーフローしたテキスト枠

このような場合は、テキストが枠内に含まれるように枠を広げるか、テキスト枠のフロ
ーを別の枠と連結することができます（テキスト枠を切断するを参照してください）。
また、テキストのフォントサイズを小さく設定することもできます。

1) Ctrlキーを押しながらテキスト枠をクリックして選択します。

2) ハンドルをドラッグして、テキスト枠を広げます。

テキスト枠内で反転テキストを作成する

FrameMakerでは、テキストの一部を強調するために、テキストを反転（暗いバックグ
ラウンドに対してテキストに明るいカラーを使用）して表示することができます。反転
テキストは、テキスト枠とテキスト行の両方で作成できます。

1) テキスト枠の塗りパターンとカラーを設定します。

2) テキスト枠の境界パターンを「なし」に設定します。

3) 文字書式ウィンドウまたは段落書式ウィンドウでテキストのカラーを変更します。

4) 必要に応じて、段落書式ウィンドウでテキストのインデント設定や整列方法を変更
します。
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オブジェクト上に反転テキスト行を作成する

1) テキストのバックグラウンドとして使用するオブジェクトを作成します。一般に、
このオブジェクトは黒で塗りつぶすと最適な効果を得ることができます。

2) バックグラウンドオブジェクトの外にテキスト行を作成して、テキストを入力し
ます。

3) Ctrlキーを押しながらテキスト枠をクリックして選択します。

4) テキスト行の一部がバックグラウンドオブジェクトの外に表示されるようにテキス
ト行を移動します。

オブジェクトとテキスト行の作成後、テキスト行を移動して一部表示

5) ツールポッドで、カラーポップアップメニューから明るいカラーを選択します。テ
キストの一部がカットアウトされた状態でバックグラウンドオブジェクト上に表示
されます。

テキストがオブジェクトの前面に表示されない場合は、グラフィック／配置／前面へ
出すを選択します。それでも表示されない場合は、文書の現在のカラー表示で、テキ
スト行のカラーが「カットアウト」リスト内に含まれていることを確認します。

6) すべての文字がバックグラウンドオブジェクト内でカットアウト表示されるまでテ
キスト行を移動します。

明るいカラーを選択して、テキスト行を完全に移動
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タイトルをイラストレーションに追加する

テキスト行やテキスト枠は、グラフィック内にタイトルとして含めることができます。
また、アンカー枠の上または下にある段落をグラフィックのタイトルとして使用するこ
ともできます。ただし、タイトルを付ける場合は、表コマンドを使用すると簡単です。

下にタイトルの付いた単一セルの表

また、複数のセルを含む表を作成すると、グラフィックとテキストを使用して様々な効
果を得ることができます。例えば、次の例では、2つのセルを含む表を使用しています。
最初のセルには、自動番号の付いた段落が複数含まれていて、2つめのセルにはイラス
トレーションが挿入されています。

2つのセルを含む表

このガイドラインを使用して、イラストレーションのタイトルやキャプションに単一セ
ルの表を使用する場合の段落書式や表書式およびアンカー枠を設定します。

1) 表／表を挿入を選択して、イラストレーションを挿入できる幅で単一セルの表を作
成します。

2) 表／表書式コマンドを使用して、タイトルの位置を指定します（表タイトルを追加
または削除するを参照してください）。

3) タイトルを入力します。
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4) 表タイトルの書式を設定します。

5) 表タイトルの書式を段落カタログ内に保存します（段落書式を作成するを参照して
ください）。

6) セルの段落書式を変更して行間の固定を解除し、アンカー枠のサイズが段落の行間
に反映されるように設定します。

7) セル内の挿入ポイントの位置にアンカー枠を作成します（アンカー枠を作成するを
参照してください）。また、必要に応じてセルの高さが調整されて、作成した枠全
体がセル内に含まれます。

8) アンカー枠内にグラフィックを挿入して、枠のサイズを調整します。

9) 枠の幅がセルよりも大きい場合は、列の幅を変更します。表のセルを選択してハン
ドルをドラッグするか、表／列のサイズを変更を選択して、列の幅を調整します
（行および列のサイズを変更する）。

10) 表書式を表カタログに保存します（表書式を作成、編集、削除するを参照してくだ
さい）。

11) イラストレーションとそのタイトルで使用する表を追加する場合は、表／表を挿入
を選択するか、表をコピー＆ペーストします。

グラフィックの周囲にテキストを回り込ませる

テキスト枠内のテキストは、グラフィックに回り込ませることができます（ただし、テキ
スト行や数式での回り込みは設定できません）。グラフィックをページ上やアンカーの
ない枠内に直接配置した場合は、テキストがグラフィックの輪郭に沿って回り込むよう
に設定したり、画面には表示されないグラフィックの境界ボックスのエッジに沿ってテ
キストを整列したりすることもできます。

輪郭に沿って回り込ませたテキストと境界ボックスに沿って配置したテキスト



グラフィックとオブジェクト

430

また、段落の先頭に小さいグラフィックやドロップキャップを配置するときのように、
テキストをアンカー枠に回り込ませることもできます。

テキスト枠内のテキストをグラフィックに回り込ませる場合、枠内でテキストのフェザ
リングを行うことはできません。

1) ページ上にグラフィックを作成または配置します。マスターページ上に配置したグ
ラフィックは、関連するすべてのボディページ上にバックグラウンドグラフィック
として表示されます。関連するすべてのボディページ上のテキストをそのグラフィ
ックに回り込ませることができます。

グラフィックの取り込みやペーストを行う前に、そのページの余白部分をクリック
してください。この操作を行わないと、文書中に挿入ポイントが含まれるので、グラ
フィックがアンカー枠内に配置されてしまう場合があります。

2) グラフィックを選択します。グラフィックに複数のオブジェクトが含まれる場合は、
オブジェクトをすべて選択します。

3) 取り込んだグラフィックの輪郭に沿ってテキストを回り込ませる場合は、グラフィ
ックをテキスト枠の背面に配置します。この操作を行うには、グラフィックを選択
して、グラフィック／配置／背面へ送るを選択します。

4) グラフィックのテキスト回り込み属性が適切でない場合は、グラフィック／テキス
ト回り込み属性を選択して、次のいずれかの操作を行います。

• テキストをグラフィックに回り込ませる場合は、その方法を選択して、間隔を
入力します。

• テキストをグラフィックに回り込ませないようにする場合は、「回り込みしな
い」を選択します。

注 :テキスト回り込み属性が異なるグラフィックを複数選択すると、テキスト回り
込み属性ダイアログボックスの「スタイル」の設定が「そのまま」と表示されます。

5) 「設定」をクリックします。

ヒント :属性の設定で必要な効果を得られない場合は、境界パターンと塗りパター
ンを「なし」に設定したオブジェクトをグラフィックの近くに追加すると、テキス
トを回り込ませる輪郭を調整できます。

関連するリンク :
段落内のアンカー枠

テキスト枠の最下部までテキストをフェザリングする
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オブジェクトをコピーして整列する

クリップボードを使用してオブジェクトをカット、コピー、ペーストする

1) オブジェクトを選択して、編集／カットまたは編集／コピーを選びます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• ページ上にオブジェクトをペーストする場合は、ページの余白部分をクリック
します。

• 既存のグラフィック枠内にオブジェクトをペーストする場合は、枠の境界線を
クリックして枠を選択します。

• テキスト内にオブジェクトをペーストする場合は、テキスト内でオブジェクト
をペーストする位置をクリックします。

3) 編集／貼り付けを選択します。コピーまたはカットするオブジェクトの含まれてい
るグラフィック枠やページのサイズがペースト先のサイズと同じ場合は、オブジェ
クトが同じ相対位置に配置されます。そうでない場合は、オブジェクトは中央に配
置されます。

オブジェクトをテキスト内にペーストする場合は、オブジェクトが挿入されるアンカー
枠が自動的に作成されて、オブジェクトはその枠の中央に配置されます。制御記号の表
示中は、挿入ポイントの位置にアンカー記号（ ）が表示されます。

ドラッグしてオブジェクトをコピーする

1) オブジェクトを選択します。

2) オブジェクト上にポイントを置き（ハンドル上以外）、 Alt キーを押しながらオブ
ジェクトの複製をドラッグするか、またはマウスの右ボタンでオブジェクトをドラ
ッグしてメニューから「ここにコピー」を選択します。コピーしたオブジェクトの
移動を垂直方向または水平方向に固定する場合は、Shiftキーを押しながらドラッグ
します。
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オブジェクトを削除する

1) オブジェクトを選択してDeleteキーを押します。

オブジェクトを移動する

1) オブジェクトを選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 移動する方向にオブジェクトをドラッグします。

• 垂直方向または水平方向に固定してオブジェクトを移動する場合は、 Shift キー
を押しながらドラッグします。

• グラフィック枠内にオブジェクトを移動する場合は、マウスポインターが枠内
に入るまでオブジェクトをドラッグします。

• グラフィック枠外にオブジェクトを移動する場合は、マウスポインターが枠外
に出るまでオブジェクトをドラッグします。ドラッグ中は、オブジェクトが一
時的に枠の境界線でトリミングされて表示される場合があります。

オブジェクトのドラッグ時は、オブジェクトの左上角と、ページ（オブジェク
トがグラフィック枠内にある場合は枠）の左上角の距離がステータスバー上に
表示されます。ルーラーの表示中は、ルーラー上にオブジェクトの位置を示す
線が表示されます。スナップグリッドの選択中は、オブジェクトが表示されな
いグリッドにスナップされます。

ヒント : オブジェクトを移動しても画面に正しく表示されない場合は、
Control+l（小文字のL）キーを押して画面を再表示します。

• オブジェクトを少しずつ移動したい場合は、 Alt キーを押しながら矢印キーを
押すと1 pt移動し、Alt+Shiftキーを押しながら矢印キーを押すと6 pt移動し
ます。ただし、数値キーの矢印キーを使用しないでください。

ここでの距離は、100％の画面表示を前提にしています。実際に移動する距離
はズーム設定に応じて異なるので、表示倍率を上げるとさらに細かい調整を行
うことができます。例えば、200％での表示中は移動距離が半分になり、50％
での表示中は移動距離が倍になります。
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• オブジェクトの正確な位置を指定するには、オブジェクトを選択し、グラフィッ
ク／オブジェクトの属性を選択し、次のいずれかを行って、変更を適用します。

– テキスト行や数式以外のすべてのオブジェクトの場合は、ページやグラフィッ
ク枠の左上角からの距離を「オフセット」で指定します。

A.左からのオフセットB.上からのオフセット

– テキスト行と数式の場合は、「整列の基準点からのオフセット」セクションで
距離を指定します。

左揃えのテキスト行

A.左からのオフセットB.上からのオフセット

オブジェクトの積み重ね順を変更する

作成またはペーストしたオブジェクトは、そのページ上またはグラフィック枠内のオブ
ジェクトの最前面に配置されます。オブジェクトのスタック順は、オブジェクトを前面
に出したり背面に送ったりして調整できます。

前面に配置された円と背面に配置された円



グラフィックとオブジェクト

434

1) オブジェクトを1つ選択して、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトを最前面に出す場合は、グラフィック／配置／前面へ出すを選択
します。

• オブジェクトを最背面に送る場合は、グラフィック／配置／背面へ送るを選択
します。

ヒント :ドロップシャドウを作成する場合は、2つのオブジェクトをわずかにずらし
て配置します。

グラビティとグリッドを使用してオブジェクトを整列させる

オブジェクト同士（グラフィック枠を除く）を、水平線に沿って整列（上揃え/下揃えを
指定）したり、垂直線に沿って整列（左揃え /右揃えを指定）したりできます。

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／配置／整列を選択します。グラフィック
枠内の左端に揃えるときのように、グラフィック枠内やページ上の1つのオブジェ
クトを整列させる場合は、そのオブジェクトだけを選択します。

2) 必要な整列方法を選択して、「 OK」をクリックします。オブジェクトを 1つの方
向に整列させる場合、別の方向は「そのまま」に設定します。

これで、最後に選択したオブジェクトに合わせてオブジェクトのパスが整列します。例
えば、「上揃え」を選択すると、最後に選択したオブジェクトを基準にして選択したオ
ブジェクトが整列されます。アンカー枠内で現在一番上にあるオブジェクトが基準にな
るわけではありません。

選択範囲をドラッグしてオブジェクトを選択した場合は、前面のオブジェクトが基準に
なります。

グラビティは、オブジェクトのパス上とコーナーにあります。長方形と楕円の場合は、
中心にもグラビティがあります。1つのオブジェクトの中でも、グラビティの位置によ
って引き付ける強さが異なります。例えば、三角形では、角の方が辺よりも強い度合い
でマウスポインターを引き付けます。

グラビティを選択すると、オブジェクトの近くでオブジェクトの作成、サイズ変更また
は変形を行ったときに、マウスポインターがオブジェクトに引き付けられます。グラビ
ティの設定は、オブジェクトの移動時には適用されません。
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グラビティは、ズーム設定とは関係なく、画面上で同じ範囲に影響を及ぼします。表示
倍率を大きく設定するとオブジェクトやオブジェクト間の間隔が大きく表示されるので、
オブジェクトにマウスポインターを引き付けずにオブジェクトの近くまでハンドルを
ドラッグしたり、オブジェクトの近くに別のオブジェクトを作成したりすることがで
きます。

グラビティを使用してオブジェクトを整列させる

グラビティ機能を使用すると、オブジェクト同士を簡単に接触させることができます。
グラフィックメニューの「スナップ」と「グラビティ」の両方が選択されている場合は、
グラビティが優先されます。

1) グラビティがまだ選択されていない場合は、グラフィック／配置／グラビティを選
択します。

2) 連結するオブジェクトの近くまで別のオブジェクトのハンドルをドラッグするか、
その近くに別のオブジェクトを作成します。オブジェクトの近くにドラッグすると、
ハンドルがジャンプして、2つのオブジェクトが連結します。

グラビティを使用すると完全な整列が実現できます。

オブジェクトをグリッドに整列する

グリッドを表示すると、画面上では縦と横の線として表示されますが、プリントはされ
ません。グラフィック枠内には、枠の左上角から開始する別のグリッドが表示されます。

スナップグリッドを表示しなくても、オブジェクトは引き付けられます。オブジェクト
を作成、回転、サイズ変更またはドラッグしたり、ルーラー上のインデントやタブ記号
をドラッグしたりすると、オブジェクトは表示されないグリッドにスナップされます。

注 :グラフィックメニューの「スナップ」と「グラビティ」の両方が選択されてい
る場合は、グラビティが優先されます。
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• グリッドの表示と非表示を切り替えるには、表示／グリッドを選択します。グリッ
ドがテキスト枠内に表示されない場合は、枠の塗りパターンを「なし」に変更して
ください。

• スナップグリッドをオン / オフするには、グラフィック／配置／スナップを選択し
ます。

• グリッド間隔を変更するには、表示／オプションを選択し、次のいずれかの操作を
行い、「設定」をクリックします。

– 表示中のグリッドの線と線の間隔を設定するには、グリッドポップアップメニ
ューで間隔を選択します。

– スナップグリッドの間隔を設定するには、「グリッド間隔」テキストボックス
に間隔を入力します。

– オブジェクトの回転時に適用されるスナップ間隔を設定するには、「回転角度
のスナップ」テキストボックスに角度を入力します。

ヒント :両方のグリッドを一緒に使用する場合は、グリッドの間隔をスナップグリ
ッドの間隔の倍数に設定すると作業しやすくなります。例えば、スナップグリッド
の間隔を5 mmに設定した場合は、グリッドの間隔を5 mm、10 mmまたは15 mm
のように設定できます。

テキスト行を整列する

テキスト行を作成すると、整列の基準点（クリックした位置）で左揃えで配置されます。
整列を中央揃えや右揃えに変更することもできます。テキストを挿入したときに、テキ
スト行の整列が維持されます。

1) テキスト行を選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選択します。

2) 整列ポップアップメニューで新しい整列方法を選択して、「整列」をクリックし
ます。
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オブジェクトを分布する

FrameMakerでは、複数のオブジェクトを移動（分布）して、それぞれの間隔が等しく
なるように設定できます。オブジェクトは、横方向と縦方向に分布できます。

分布する前と後のオブジェクト（間隔は0）

オブジェクトの中心を等間隔にした配置と端を等間隔にした配置

オブジェクトの間隔（オブジェクトの端と端の間隔）を正確に指定すると、左端または
上端のオブジェクトを除くすべてのオブジェクトが移動します。オブジェクトを等間隔
に配置するときの基準を中心または端に指定した場合は、左右の端または上下の端のオ
ブジェクトは移動せず、その他のオブジェクトが移動します。

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／配置／分布を選択します。

2) 間隔を選択して「 OK」をクリックします。オブジェクトを 1つの方向に分布する
場合は、他の方向を「そのまま」に設定します。

間隔に大きい値を指定すると、オブジェクトがページの外にはみ出して表示されなくな
る場合があります。このような場合は、すぐに編集／取り消しを選択してください。
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線を滑らかに交差させる

線幅が同じで線端が突出している2本の線が直角に交わっている場合、交差部分は滑ら
かになりますが、線端が突出していても、直角に交わっていない直線の交差部分は滑ら
かになりません。異なる3つの線端スタイルを使用して作成した場合の交差部分の違い
に注目してください。

A.突出B.バットC.ラウンド

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 線が直角に交わらない場合は、両方の線の線端にラウンドを選択します。

• 線幅の異なる 2本の線が線端で交わっている場合は、細い幅の線の線端にバット
を選択し、T字に交わっているときは、T字の軸の線端にバットを選択します。

線端スタイルの変更については、線端スタイルを変更するを参照してください。

関連するリンク :
描画属性を適用・変更する

オブジェクトをグループ化する・グループ解除する

グラフィックがグラフィック枠を除く複数のオブジェクトで構成される場合は、オブジ
ェクトをグループ化することができます。グループ化したオブジェクトは、1つのオブ
ジェクトとして編集や配置を行うことができます。

グループ化したオブジェクトを別のオブジェクトと組み合わせて、さらに大きいグルー
プを作成することもできます。FrameMakerでは、オブジェクトのグループ化とグルー
プ解除は階層的に行われるため、グループと別のオブジェクトを含むグループを解除し
ても、最初にグループ化したオブジェクトはグループのまま残ります。
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• オブジェクトをグループ化するには、オブジェクトを選択し、グラフィック／配置／
グループを選択します。グループの周りにハンドルが表示されます。

オブジェクトを選択してグループ化

• オブジェクトをグループ解除するには、グループを選択し、グラフィック／配置／
グループ解除を選択します。グループを解除すると、各オブジェクトのハンドルが
表示されます。グループの中にさらにグループ化したオブジェクトが含まれていた
場合、すべてのオブジェクトのグループを解除するには、「グループ解除」を数回
選択してください。

直線および曲線を連結する

FrameMakerの描画ツールを使用して別々に作成した直線や折れ線、弧線およびスムー
ズ化した折れ線などを連結すると、複雑なアウトラインを作成することができます。連
結を行うと、1つの曲線が作成されます。作成した曲線には、線幅、境界パターン、塗
りパターン、カラーなどの属性を設定できます。

オブジェクトを作成して位置を調整および選択

オブジェクトを連結して塗りパターンを追加
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1) 線端が接触するようにオブジェクトを配置します。直線や曲線の線端は互いに 1 pt
以内の位置に配置されていないと、それらのオブジェクトはグループ化できません。
必要に応じて、グラフィック／配置／グラビティを選択し、ズームインを行います。

2) オブジェクトを選択し、グラフィック／配置／連結を選択します。連結された新し
い曲線では、連結時に最後に選択したオブジェクトの属性（線幅や境界パターン、
カラーなど）が使用されます（イラストレーションでは、連結時に最後に選択した
オブジェクトは弧線です）。

注 :誤って直線や曲線を連結した場合は、すぐに編集／取り消しを選択してくださ
い。グループ化したオブジェクトのグループを解除できるのとは異なり、連結して
作成したオブジェクトは連結を解除できません。

オブジェクトを反転・回転する

FrameMakerでは、オブジェクトを上下または左右に反転すると、鏡像を作成すること
ができます。

数式とグラフィック枠を除き、すべてのオブジェクトを必要な角度で回転できます。
グラフィック枠と数式は、90度単位で回転できます。

数式とグラフィック枠以外のオブジェクトは、すべてその中心を基準にして回転します。

数式とテキスト行は、整列の基準点を中心に回転します。

整列や分布などのオブジェクトの編集は、回転していない状態で行う方が簡単です。回
転したオブジェクトも、回転前の状態に戻してから編集し、もう一度回転します。

注 :取り込んだPICT画像や、そのような画像を含むページを回転すると、画像が正
常にプリントされない場合があります。プリント画質を向上するには、画像を
TIFFまたはEPSに変換してから取り込んでください。

関連するリンク :
オブジェクトを分布する
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オブジェクトを反転する

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／左右反転、またはグラフィック／上下反
転を選択します。オブジェクトに含まれているテキストは反転されません。例えば、
テキスト行を反転した場合、テキスト自体は反転されませんが、テキスト行の整列
位置が逆になります。

A.オリジナルB.上下反転C.左 /右反転

線対称のオブジェクトを作成する

1) オブジェクトの半分を作成して、コピーします。

作成してコピーします。

2) コピーしたオブジェクトを反転して、元のオブジェクトと接触するまで移動します。

反転して移動します。

コピーしたオブジェクトを元のオブジェクトの位置まで移動する代わりに、間隔を「0」
に設定して「分布」コマンドを実行すると、オブジェクトを正確に整列できます。
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ドラッグしてオブジェクトを回転する

1) オブジェクトを選択します。

2) Altキーを押しながらハンドルをドラッグします。

スナップグリッドがオンになっていれば、オブジェクトは、オプションを表示ダイ
アログボックスで指定されている角度の倍数にスナップします。角度を45度単位で
回転する場合は、Shiftキーを押しながらドラッグします。

オブジェクトを正確に回転する

1) オブジェクトを選択して、次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトの現在の位置から回転するには、グラフィック／回転を選択し、方向
と回転量を指定し、「回転」をクリックします。この操作を行ってグループ化して
いない複数のオブジェクトを回転すると、各オブジェクトがそれぞれの中心点を基
準にして回転します。

注 : この方法は、数式やグラフィック枠にも適用できます。

• 角度を指定してオブジェクトを回転するには、グラフィック／オブジェクトの属性
を選択し、回転角度を入力して「設定」をクリックします。

グラフィックをトリミングまたはマスクする

グラフィックの端を切り取る（トリミングする）場合は、アンカーグラフィック枠また
はアンカーのないグラフィック枠の中にグラフィックを配置します。アンカーグラフィ
ック枠は、周囲のテキストと一緒に移動しますが、アンカーのないグラフィック枠は、
編集中に周囲のテキストが移動しても、ページ上の位置に固定されます。

グラフィック枠内のトリミング前と後のグラフィック
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グラフィックの一部をマスクする場合（特に、マスクする部分がグラフィックの中央に
ある場合）は、境界線のないオブジェクトを使用してその部分を覆うことができます。

関連するリンク :
アンカー枠を作成する

グラフィック枠の端をトリミングする

1) 次のいずれかの操作を行って、グラフィック枠を作成します。

• アンカーのない枠を作成する場合は、ツールポッドで「グラフィック枠を配置」
ツールをクリックし、ドラッグして枠を作成します。正方形の枠を作成する場
合は、Shiftキーを押しながらドラッグします。

• アンカー枠を作成する場合は、挿入／アンカー枠を選択します。

2) 次のいずれかの操作を行って、枠内にグラフィックを挿入します。

• グラフィックを枠の中にドラッグします。

• グラフィックを選択して、編集／コピーまたは編集／カットを選びます。枠の
境界線を選択して、編集／ペーストを選びます。

3) グラフィックを囲む枠のサイズを変更します。

グラフィック枠の一部をマスクする

1) マスクする部分で、塗りパターンと境界パターンを白に設定した長方形や多角形な
どのグラフィックオブジェクトを前面に配置します。

オブジェクトのサイズと位置を測定する

イラストレーションの中のオブジェクトの位置やサイズを変更するときに、オブジェク
トのサイズや正確な位置を表示することができます。

オブジェクトのサイズは、そのオブジェクトのパスに外接するボックスのサイズを指し
ます。位置は、ページやグラフィック枠の左上角からの距離で表されます。
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オブジェクトのサイズと位置

オブジェクトを測定する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトを選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選びます。オ
ブジェクトの属性ダイアログボックスの「サイズ」セクションにオブジェクト
の幅と高さが表示されます。

• スナップを解除してオブジェクトを選択し、ハンドルの 1つにマウスポインタ
ーを合わせてマウスボタンを押すと、ステータスバー上にオブジェクトのサイ
ズが表示されます。誤ってマウスを移動したためにオブジェクトのサイズが変
わってしまった場合は、すぐに編集／取り消しを選択してください。

オブジェクトの位置を表示する

1) オブジェクトを選択します。

2) グラフィック／オブジェクトの属性を選択します。数式およびテキスト行を除くす
べてのオブジェクトについて、ページやグラフィック枠の左上角からオブジェクト
の左上のポイントまでの距離が「オフセット」セクションに表示されます。数式と
テキスト行の場合は、ページやグラフィック枠の左上角からテキスト行または数式
のベースライン上の整列の基準点までの距離が「整列の基準点からのオフセット」
セクションに表示されます。

オブジェクトの移動中に位置を表示する

1) ステータスバーを確認します。ページやグラフィック枠の左上角からオブジェクト
までの距離がステータスバー上に表示されます。ルーラーの表示中は、ルーラーに
表示されるガイドラインでオブジェクトの位置を確認することもできます。
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ページ上の距離を測定する

1) 距離を測る部分の始点にマウスポインターを置きます。

2) Shift+Ctrl キーを押しながらドラッグして、選択範囲の境界線を表示しますが、
マウスボタンを放さないように注意してください。

3) 距離を測る部分に選択範囲を移動して、ステータスバー上のサイズを確認します。

サイズがステータスバー上に表示

この例では、高さ（2つの三角形の底辺の距離は35 pt）を確認しています。

オブジェクトをサイズ変更・変形する

グラフィックの微調整を行うときには、オブジェクトのサイズや形を変更することがで
きます。変形機能を使用すると、自由に形を変えることができます。例えば、折れ線や
多角形にコーナーを追加したり、コーナーを移動して形を変えたり、折れ線をスムーズ
化してフリーハンド曲線を作成することができます。

元の多角形とコーナーを追加した多角形

コーナーを移動してスムーズ化
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テキスト行を含むすべてのオブジェクトのサイズを変更できます。テキスト枠ツールで
作成したテキスト枠のサイズを変更しても、テキストのサイズは変更されません。テキ
スト行ツールで作成したテキスト行のサイズを変更すると、フォントの高さと幅がテキ
スト行のサイズに比例して変更されます。

サイズ変更の前と後のテキスト行（テキスト枠ではない）

直線、折れ線、多角形、曲線および弧線は、次のように変形できます。

• 直線、折れ線または多角形は、コーナーを 1つずつ移動すると変形できます。また、
コーナーの追加や削除を行うこともできます。

• 曲線は、その形と位置を定義する変形ハンドルと、曲線の丸みを調整するコントロ
ールポイントの位置を変更すると変形できます。また、変形ハンドルの追加や削除
を行って、曲線を定義するポイントの数を変更することもできます。

A.変形の処理B.コントロールポイント

• 弧線は、線端をドラッグするか、円に対する比率を変更すると変形できます。
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ドラッグしてオブジェクトのサイズを変更する

1) オブジェクトを選択して、次のいずれかの操作を行います。

• 幅または高さを変更する場合は、サイドハンドルをドラッグします。

• 幅と高さの両方を変更する場合は、コーナーハンドルをドラッグします。

• 縦横比を固定してサイズを変更する場合は、 Shift キーを押しながらコーナー
ハンドルをドラッグします。

ドラッグ中は、ステータスバー上にオブジェクトのサイズが表示されます。

オブジェクトのサイズを正確に変更する

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／拡大・縮小を選びます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 縦横比を固定してサイズを変更する場合は、倍率を入力して「OK」をクリッ
クします。ここでは、オブジェクトの現在のサイズの相対比率を入力します
（「100％」と入力すると何も変更されません）。

• 正確なサイズを指定する場合は、サイズを入力して「OK」をクリックします。
表示されるダイアログボックスのテキストボックス内にあるサイズは、回転さ
れていないオブジェクトの現在のサイズです。

取り込んだグラフィックのサイズを変更する

取り込んだグラフィックを元のサイズに戻すことができます。また、取り込んだビット
マップグラフィックのサイズを変更することもできます。

取り込んだグラフィックのサイズを100％に戻す

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選びます。

2) 拡大比率で100%を選択し「設定」をクリックします。
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ビットマップグラフィックのサイズを変更する

幅または高さ、dpi値または拡大・縮小の倍率を変更すると、ビットマップグラフィッ
クのサイズが変化します。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ビットマップを選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選び、幅また
は高さを設定します。グラフィックのアスペクト比は自動的に調整されます。

• ビットマップを選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選び、「 dpi
を設定」をクリックします。

• ビットマップを選択して、グラフィック／拡大・縮小を選び、拡大・縮小の倍
率を指定します。

• Shiftキーを押しながらコーナーハンドルをドラッグします。ドラッグ時に Shift
キーを押さえていると、グラフィックの縦横比が維持されます。

注 :グラフィックがTIFFファイル（またはdpi設定を使用する他の書式）である場
合、オブジェクトの属性を使用して拡大・縮小を行い、拡大・縮小ダイアログで拡
大・縮小するときにdpi値が失われないようにする必要があります。

折れ線や多角形のコーナーを移動する

1) オブジェクトを選択して、グラフィック／変形／変形を選択します。オブジェクト
上に、選択ハンドルの代わりに変形ハンドルが表示されます。

2) ハンドルをドラッグします。ハンドルを水平方向または垂直方向に移動する場合は、
Shiftキーを押しながらドラッグします。

コーナーや変形ハンドルを追加または削除する

1) 直線、折れ線、多角形または曲線を選択して、グラフィック／変形／変形を選択し
ます。

2) Ctrl キーを押しながら変形ハンドル（またはコーナー）を追加する位置をクリック
するか、Ctrlキーを押しながら削除するハンドルをクリックします。
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曲線を変形する

1) 曲線を選択して、グラフィック／変形／変形を選択します。曲線を定義する位置に
変形ハンドルが表示されて、1つのハンドルの周りにコントロールポイントが表示
されます。

2) 必要な位置にコントロールポイントが表示されていない場合は、曲線を変更する位
置のハンドルをクリックします。クリックしたハンドルの両側に、そのハンドルに
対応するコントロールポイントと最も近いハンドルに対応するコントロールポイン
トが2つずつ表示されます。

3) ハンドルをドラッグして曲線上のハンドルの位置を変更するか、コントロールポイ
ントをドラッグまたは回転して湾曲率を変更します。ドラッグを開始すると、ハン
ドルの位置で曲線に接する線が表示されます。この線に沿ってドラッグしたり、線
を回転したりすると、様々な効果を得ることができます。

「変形」を選択してハンドルをドラッグ

コントロールポイントをドラッグ

変形ハンドルをドラッグするとコントロールポイントも一緒に移動するので、曲線の滑
らかさが維持されます。また、コントロールポイントをドラッグした場合も、ハンドル
の両側の曲線の湾曲率が変化するので、曲線の滑らかさを維持できます。
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曲線を折れ曲げる

1) 曲線を選択して、グラフィック／変形／変形を選択します。

2) 必要な位置にコントロールポイントが表示されていない場合は、曲線を変更する位
置の変形ハンドルをクリックします。

3) 右マウスボタンでハンドルまたはコントロールポイントをドラッグします。

折れ曲がった曲線

弧線を変形する

1) 弧線を選択して、グラフィック／変形／変形を選択します。オブジェクト上に、選
択ハンドルの代わりに変形ハンドルが表示されます。

2) ハンドルをドラッグします。ドラッグ中は、弧線の開始角度と終了角度、および円
周に対する円弧の比率がステータスバー上に表示されます。

ドラッグして弧線を変形

弧線を正確に変形する

1) 弧線を選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選びます。

2) 「開始角度」と「終了角度」に新しい値を入力して、「設定」をクリックします。
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角丸長方形の角の半径を変更する

角丸長方形の角の半径は、長方形のコーナーに内接する、表示されない円の半径を指定
すると定義できます。半径が長いほど、角が丸くなります。

半径（ r）= .125"と半径（ r）= .25"の角丸長方形

角の半径を指定すると、現在の描画属性も変更されます。このため、「オブジェクトの
属性」コマンドを使用して半径を変更するか、FrameMakerを終了するまでは、新しく
作成する角丸長方形にも指定した半径が適用されます。

1) 角丸長方形を選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選びます。

2) 角の半径を入力して、「設定」をクリックします。半径には、長方形の短い辺の 2分
の1の値まで入力できます。例えば、2インチ×4インチの長方形の場合は、半径に
1インチ（2インチの2分の1）まで指定できます。

オブジェクトのスムーズ化とスムーズ解除

折れ線、多角形、長方形および角丸長方形は、スムーズ化することができます。折れ線、
多角形または長方形のスムーズ化を行うと、角が滑らかな曲線になります。曲線のスム
ーズ化を解除すると、元の角度に戻ります。

スムーズ化の前と後のオブジェクト
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角丸長方形をスムーズ化するたびに、角の湾曲率（角の半径）が増加します。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトをスムーズ化するには、オブジェクトを選択し、グラフィック／
変形／スムーズを選択します。多角形や折れ線をスムーズ化すると、変形ハン
ドルとコントロールポイントが表示されるので、曲線を変形できます。

• オブジェクトをスムーズ解除するには、オブジェクトを選択し、グラフィック／
変形／スムーズ解除を選択します。オブジェクトをもう一度スムーズ化すると、
スムーズ化を解除する前の形と多少異なる形になる場合があります。
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色

カラーとカラーモデル

概要

印刷して出版するかWebに掲載するかどうかにかかわらず、枠やオブジェクトの色づけ
はごく一般的に行われています。FrameMakerに付随するカラーライブラリを使用して、
カラーの製造元が提供する定義済みのカラーを選択することができます。使用している
カラーモデルを調整するか、カラーモデルに基づくカラーライブラリから定義済みのイ
ンクを選択することにより、カラーを定義し、修正します。

カラーを文書に適用する前に、以下のように準備してください。

文書の出力形式を決める

カラー文書の最終出力がカラーの決定に大きく影響する可能性があります。

• 画面表示に使用する場合は、カラーモデルにRGBまたはHLSを使用します。
文書を画面上で表示したときの外観に基づいて、カラーを修正します。

• コンピューターから直接プリントする場合は、 CMYK モデルを使用してカラ
ーを定義し、実際のプリンターでテストを行ってプリント結果を確認します。

• 印刷業者に最終的なプリントを依頼する場合は、その印刷業者がサポートして
いるライブラリのカラーを使用します。ライブラリカラーについては、画面上
のカラーで判断せずに、色見本を参照して判断してください

媒体の限界

使用しているモニタやプリンターで表現できるカラーの範囲を考慮する必要があり
ます。例えば、256色の表示に設定されているシステムでは、濃淡が16％未満のカ
ラーをFrameMakerで正確に表示することはできません。

初期設定では、Adobe PDFとしてプリントするか保存するときに、FrameMakerは
CMYKの値をパブリッシュします。PDFとして保存するときにRGB値を使用する場合
は、FrameMakerは色の値をRGBに変換し、それに相当するRGB値で色分解を作成し
ます。ただし、EPSグラフィックは、EPSグラフィック自体で指定されているカラー値
に従って分解されます。
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CMYKカラー、RGBカラー、グレースケール、スポットカラー、デバイスに依存しな
いカラー（CIE L*a*bなど）などを含む、Encapsulated PostScript（EPS）グラフィッ
クオブジェクト内で指定されたすべてのカラー値が保持されます。EPSファイルのグラ
フィカル情報は、Windows GDI処理がまったく行われずに、PostScriptの出力ストリ
ームに直接渡されます。EPSグラフィックオブジェクトは、テキスト、ベクターグラフ
ィック、またはAdobe PostScriptでサポートされているタイプの画像から作成できます。
この機能を利用して、様々なAdobeアプリケーションおよびサードパーティ製アプリケ
ーションプログラムにEPSグラフィックを保存したり、書き出したりできます。

カラーモデル

カラーモデルを使用してカラーを定義する場合は、純粋な赤の量や彩度など、カラーの
各成分を手動で調整します。

カラーモデルには、CMYK、RGBおよびHLSのいずれかを選択できます。

CMYK

CMYKモデルは、4色のプロセスカラープリント用に色分解を作成するために使用
します。シアン（C）、マゼンタ（M）、イエロー（Y）およびブラック（K）の
4色のインクを組み合わせてカラーを作成します。色分解では、カラーの各成分は
希望のカラーに合わせて様々な濃度で別々の分版にプリントされます。

RGB

RGBモデルは、オンラインマニュアルなどの画面表示用の文書のカラーに使用し
ます。カラーは、赤（R）、緑（G）および青（B）の光を組み合わせて作成され
ます。

HLS

HLSモデルは、カラーホイールを使用する作業に慣れているユーザーに適したモデ
ルです。このモデルは、パレットで絵の具を混ぜるのと似ており、ソフトウェアの
カラーピッカーに使用されます。カラーは、色相、明度および彩度を調整して作成
します。色相では赤、緑、黄および青などの色量を調整します。明度ではカラーの
明るさを調整します。彩度では混合するグレーの量を調整します。
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カラーライブラリを管理する

カラーマッチングシステム（カラーライブラリ）を使用すると、カラーの製造元が提供
する定義済みのカラーを選択することができます。印刷業者は、カラーの製造元が提供
する色見本とまったく同じカラーでプリントできます。

ライブラリ内のすべてのカラーは、スポットカラーまたはプロセスカラーとして定義さ
れています。スポットカラーは、単一の分版を使用して、混合済みのインクで刷版にプ
リントされます。プロセスカラーは、別々の分版のシアン、マゼンタ、イエローおよび
ブラック（CMYK）の網点を重ね合わせることにより刷版にプリントされます。

カラーライブラリのカラーを選択する場合は、印刷業者がサポートしているライブラリ
のリストをあらかじめ入手します。最良の出力結果を得るには、画面上に表示されたカ
ラーで判断しないで、色見本を見てカラーを選択します。

FrameMakerには次のライブラリが含まれています。

Crayon

Crayonライブラリは、アドビシステムズ社が開発したカラーライブラリで、一般
的なRGBカラーを一般的な名前で50音順に並べてあります。Crayonのカラーはス
ポットカラーとして使用しないでください。

DIC

DICカラーガイドはスポットカラーを提供しています。これは、日本でよく使用さ
れているカラーライブラリです。

FOCOLTONE

FOCOLTONE®カラーシステムは、860色のプロセスカラー（CMYKカラー）を提
供します。

Grays

Graysライブラリは、アドビシステムズ社が開発したカラーライブラリで、1％単
位のグレースケールでプロセスカラーとスポットカラーを提供します。

MUNSELL

Munsellシステムは、RGBモデルで定義したカラーを提供します。
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Online
オンラインカラーライブラリには、Webブラウザー上で表示したときにすべてのプ
ラットフォーム上で同じように表示される、216種類の「Webに適した」カラーが
用意されています。

PANTONE

PANTONE® MATCHING SYSTEMのほとんどのライブラリは、スポットカラー
用です。プロセスカラーを選択できるPANTONEプロセスライブラリも2つありま
す。コート紙および未コート紙にプリントするカラーには別々のPANTONEライ
ブラリを利用できます。PANTONE ProSim Euroライブラリでは、ヨーロッパで
普及しているプリントシステムに対応した同じカラー定義が使用されています。

TOYO

TOYO Color Finderは、日本でプリントに一般的に使用されるインクを基本として、
1000色を超えるカラーを提供しています。

TRUMATCH

TRUMATCH® 4-Color Selectorは、CMYKの可視カラースペクトルで等間隔に表
現される、2000色を超えるプロセスカラーを提供します。

カラーライブラリのカラー定義を表示する

1) 表示／カラー／定義を選択し、カラーライブラリポップアップメニューでライブラ
リを選択して、「詳細」をクリックします。

FrameMakerで使用するカラーライブラリを追加する

ASCII Color Format（ .acf）バージョン2.1以前、またはBinary Color Format（ .bcf）
バージョン2.0に準拠しているライブラリファイルはすべて追加できます。FrameMaker
で .bcfライブラリファイルは保存できません。

1) ライブラリファイルを fminit\colorフォルダー内に入れ、 FrameMakerを再起
動します。
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オブジェクトのカラーを操作する

カラーまたはその明るさを変更したカラー（濃淡）を適用する方法は、現在選択してい
るアイテムによって異なります。カラーポップアップメニューに表示されるカラーは、
FrameMakerのテキストやオブジェクトに適用できます。FrameMakerには16色の標準
カラーが設定され、ユーザーが必要に応じて追加することができます。

FrameMakerで適用できる濃淡には次の2種類があります。

• カラーレベルの濃淡は、表示／カラー／定義を使用して定義し、名前を付けた濃淡
です。

• オブジェクトレベルの濃淡はオブジェクトに適用する濃淡で、パーセント値で濃淡
を指定してオブジェクトの元のカラーを明るくします。

注 : TIFFファイルの色づけはできません。

関連するリンク :
書式ウィンドウを使用したフォントの変更

書籍設定機能を使用して、テキストやオブジェクトにカラーまたは濃淡を適用する

1) カラーまたは濃淡を適用するテキストまたはオブジェクトを選択します。

2) 書籍設定機能を使用して、段落、選択中のテキスト、グラフィック、テキスト行およ
び数式にカラーを適用します。この機能には、段落カタログ、文字カタログまたは書
式ウィンドウ、ツールポッド上の濃淡ポップアップメニュー、カラーポップアップメ
ニューなどがあります。次の表は、様々なタスクに使用される機能の一覧です。

カラーまたは濃淡の指定対象 使用するカウンター

テキスト枠 ツールポッドで塗りポップアップメニューを使用して、枠内の塗
りパターンを「なし」以外に変更します。それから、カラーポッ
プアップメニューまたは濃淡ポップアップメニューを使用してカ
ラーを指定します。

表の中のセル 罫線・塗りダイアログボックスまたは表書式ウィンドウのカラー
ポップアップメニューを使用します。

改訂バー 改訂バーの属性ダイアログボックスのカラーポップアップメニュ
ーを使用します。
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塗りパターンを使用してオブジェクトに濃淡を適用する

1) 濃淡を変更するオブジェクトを選択します。

2) ツールポッドの塗りポップアップメニューから、最初の8つの塗りパターンのうち1
つを選択します。それぞれの塗りパターンは、次のパーセント値でオブジェクトの
現在のカラーに適用されます。

コンディショナルテキスト コンディショナルタグを編集ダイアログボックスのカラーポップ
アップメニューおよび「新規カラー」ボタンを使用します。

すべての描画オブジェクトお
よびテキスト

ツールポッドのカラーポップアップメニュー（Shift+Altキーを
押しながらカラーを選択）。

カラーまたは濃淡の指定対象 使用するカウンター

塗りパターン 濃淡パーセント

100%

90%

70%

50%

30%

10%

3%

0％（用紙のカラー）
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カラーと濃淡を定義および変更する

カラーや濃淡の作成または変更を行うには、モデルのカラーの成分を調整するか、カラ
ーライブラリから定義済みのインクを選択します。これによって、新しいカラーおよび
濃淡が、カラーポップアップメニューやカラースクロールリストに表示されます。

また、コンディショナルタグを追加ダイアログボックスおよびコンディショナルタグを編
集ダイアログボックスの「新規カラー」ボタンを使用して、コンディショナルタグに固有
のカラーを選択することもできます。独自の色により他のタグと容易に区別できます。

ヒント :16色の標準カラーは、「プリント時」およびオーバープリントの属性以外
は変更できません。ただし、標準カラーに異なる名前（ブラック、ブルーなど）を
指定して、任意の設定に変更することができます。Crayonライブラリにはこれら
のカラーが独自の定義で含まれており、別の名前でカラーを使用したり再定義した
りできます。

すべての定義手順では、適切なドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウがアク
ティブであり、さらに表示／カラー／定義を選択しておく必要があります。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 新しいカラーを定義する場合は、「カラー名」ボックスに新しい名前を入力し
ます。

• 既存のカラー（元のカラー）を変更する場合は、「カラー名」ボックスの右の
ポップアップメニューからその名前を選択します。または、カラー名を入力し
て必要なカラー定義を表示します。

2) プリント時ポップアップメニューで次のいずれかのオプションを選択して、カラー
のプリント方法を指定します。

色かぶり補正

濃淡は、元のカラーと同じ方法で、同じ分版上に表示またはプリントされます。カ
ラーの成分も元のカラーによって決まります。

スポット

スポットカラーを定義します。

プロセス

CMYKインクでプリントするカラーを定義します。
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どちらでもない

プリントされないカラーを定義します。

3) カラーモデルを変更するには、モデルポップアップメニューから別のカラーモデル
を選択します（濃淡のカラーモデルは、元のカラーによって決まります）。

4) スライダーをドラッグしたり、値を入力したりしてカラーの成分を調整します。濃淡
を定義する場合は、元のカラーポップアップメニューのカラーを選択し、パーセン
ト値を設定します。ここで変更した内容をすべて初期設定に戻すには、「現在のカ
ラー」ボックスをクリックします。

注 :定義したカラーや濃淡が画面上では正確に表現されない場合があります。例え
ば、元のカラーの濃度値が10％未満だと、画面上（または、一部のプリンター）で
正確なカラーが表現されない場合があります。

5) 色分解をプリントするときに、新しく定義したカラーを他のカラーの上に配置する
には、オーバープリントポップアップメニューから「オーバープリント」を選択し
ます。

6) カラーを作成する場合は、「追加」（または「新規カラー」ボックス）をクリック
します。現在のカラーを変更する場合は、「変更」をクリックします。

7) 必要に応じて追加のカラーを定義または修正し、最後に「OK」をクリックします。

カラーライブラリのカラーを定義する

1) カラーライブラリポップアップメニューでライブラリを選択します。

2) 定義済みのカラーライブラリのカラーを選択します。カラーの名前がわかっている
場合は、名前を入力すると目的のカラーを直接選択することができます。

3) 「 OK 」をクリックします。選択したカラーがカラー定義ダイアログボックスの「
インク名」に表示されます。

注 :ほとんどの場合、カラーライブラリのカラーには設定済みのカラーモデルおよ
びカラーの種類があります。このため、カラーを選択すると、カラーモデルまたは
カラーの種類が自動的に更新される場合があります。普通は、この設定やライブラ
リカラーのカラー定義を変更しません。ライブラリカラーのカラー定義を変更する
と、カラー成分がカラーライブラリの製造元が定義したものと一致しなくなり、イ
ンク名が表示されなくなります。元の定義に戻すには、ライブラリから再びカラー
を選択して「変更」をクリックします。
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4) 色分解をプリントするときに、新しく定義したカラーを他のカラーの上に配置する
には、オーバープリントポップアップメニューから「オーバープリント」を選択し、
「追加」をクリックします。

5) 必要に応じて追加のカラーを定義または修正し、最後に「OK」をクリックします。

ヒント :オペレーティングシステムのカラーピッカーを使用してカラーを定義する
場合は、「標準」を選択します。これらのカラーピッカーは、他のアプリケーショ
ンで使用する場合と同じように使用できます。

カラーまたは濃淡を削除する

1) カラー名ポップアップメニューでカラーまたは濃淡を選択します（16色の標準カラ
ーは削除できません）。

2) 「削除」をクリックします。選択したカラーが使用されている場合は、このカラー
を使用しているアイテムを黒に変更するかどうかを確認するメッセージが表示され
ます。濃淡の元のカラーを削除すると、濃淡は黒のパーセント値になります。

3) 他にも削除するカラーがある場合は同じ操作を繰り返し、最後に「 OK 」をクリッ
クします。

注 :カラー定義名ではUnicodeテキストエンコード規格がサポートされています。

オブジェクトのカラーを指定する

1) カラーメニューでカラーを選択します。

2) カラーの濃淡を使用する場合は、濃淡メニューで濃度値を選択します。必要な値が
メニューに表示されない場合は、メニューで「その他」を選択し、濃度値を入力し
てから「設定」をクリックします。

オブジェクトのカラーを指定した後にオブジェクトが表示されなくなった場合は、現在
のカラー表示の定義ダイアログボックスで、指定したカラーが「表示しない」スクロー
ルリストに含まれていないことを確認してください。

また、文書中のすべてのオブジェクトに同じカラーを指定することもできます。

注 :オブジェクトとその背面にあるオブジェクトの表示方法（オーバープリントま
たはノックアウト）は、オーバープリントポップアップメニューで設定します。詳し
くは、ノックアウトとオーバープリントのカラーを参照してください。
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カラー表示を設定・表示する

カラー表示では、表示するカラーを指定できます。例えば、黒とスポットカラーを使用
する文書を編集している場合、1つの表示では黒とスポットカラーの両方を表示し、別の
表示ではスポットカラーだけを表示できます。

両方のカラーの表示と1つのカラーの表示

それぞれの表示では、表示するカラー、カットアウトするカラーおよび表示しないカラ
ーを指定できます。カットアウトにより、異なるカラーのオブジェクトが重ねると白で
表示されます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 表示／カラー／表示を選択します。

3) 表示番号を選択し、各カラー名を適切なスクロールリスト内に移動します。このダイ
アログボックスに濃淡は表示されません。濃淡は元のカラーと一緒に表示されます。

カラーを移動するには、カラー名を選択してから矢印をクリックするか、カラー名
をダブルクリックします。すべてのカラーを移動するには、カラーを1つ選択し、
Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。変更をすべて初期設定に戻すには、
「初期設定」をクリックします。

ヒント :「表示1」は変更しないで、白以外のすべてのカラーを「標準」スクロール
リストに残しておきます。現在は表示されない設定になっているカラーを使用して
オブジェクトを描画すると、自動的に「表示1」に切り替わります。

4) 設定する各表示について手順 3 を繰り返し、最後に「設定」をクリックします。現
在選択されている表示を使用して文書が画面上に表示されます。
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アンカー枠

アンカー枠について

イラストレーションを特定の文書テキストと共に配置できます。配置する場合は、アンカー
枠（テキストにアンカーされたグラフィック枠）にイラストレーションを挿入します。テキ
ストの編集中は、枠とその中のオブジェクトが自動的にテキストと一緒に移動します。

アンカー枠はテキストコラム内にあるイラストレーションに使用でき、アンカー記号（ ）
を含む行の下や、コラムの先頭または最後に挿入できます。段落テキストの行に表示さ
れるサイズの小さいグラフィック（インライングラフィック）や、コラムの間やページ
の余白部分のアートにもアンカー枠を使用できます。

また、アンカー枠を使用して特殊な効果を出すこともできます。例えば、段落上部の角
にアンカー枠を配置して、段落テキストがアンカー枠を回り込むように設定することも
できます。

A.段落上端のグラフィックB.テキストコラム内のイラストレーションC.マージンアート
D.テキスト行上の小さいサイズのグラフィック

レターヘッド上のロゴなど、イラストレーションをページの特定の位置に固定する場合
は、アンカー枠を使用しないでください。テキストに挿入ポイントを置かずに、直接ボ
ディページやマスターページにイラストレーションの描画、ペースト、または取り込み
を行ってから、挿入する位置まで移動します

初期設定ではアンカー枠に境界パターンや塗りパターンが設定されていないため、境界
線の表示中を除いて、アンカー枠はページ上には表示されません。

関連するリンク :
マスターページを表示する
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アンカー枠を作成する

挿入ポイントの位置にグラフィックをペーストしたり取り込んだりすると、自動的にア
ンカー枠が作成されます。アンカー枠に指定された属性は、保持または変更できます。

挿入／アンカー枠を選択してアンカー枠を作成する場合は、枠の挿入位置やサイズと位
置を指定します。また、枠の位置次第で、他の属性も指定できます。例えば、行内の挿
入ポイントの位置に枠を挿入する場合は、テキストのベースラインからの距離を指定で
きます。テキストコラム内に枠を挿入する場合は、その整列を指定できます。枠の位置
など、すべての枠の属性は、いつでも変更できます。

アンカー枠を作成するときは、オブジェクトの属性を使用して、アンカーに独自のタグ
を設定できます。これらのタグにより、文書のレイアウト構造が作成され、PDF形式の
タグにマッピングする枠のエレメントを独自に定義できます。

文書にタグを付ける場合は、各文書の属性にも名前を付けます。タグを使用して、内容
を変更せずに、文書の外見を簡単に変更できます。

アンカー枠を自動的に作成する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• オブジェクトをカットまたはコピーして、アンカー記号を挿入するテキストの
位置をクリックしてから、編集／ペーストを選択して、オブジェクトをテキス
トの挿入ポイントの位置にペーストします。

• テキストをクリックして、ファイル／取り込み、または挿入／画像を選択し、
取り込むグラフィックファイルを選択して、グラフィックをテキストに取り込
みます。また、プラットフォームによっては、別の方法でもグラフィックを取
り込むことができます。取り込みとリンクの方法を参照してください。

ペーストしたり取り込んだりしたオブジェクトは、現在の行の下に中央揃えに設定
したアンカー枠の中に表示されます。枠の作成後、その属性を変更できます。
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特定のオプションでアンカー枠を作成する

1) テキスト内でアンカー記号を挿入する位置をクリックし、挿入／アンカー枠を選択
します。アンカー枠はテキスト枠内や表セル内に作成できますが、テキスト行内に
は作成できません。

2) アンカー枠の位置を選択し、その属性を指定します。アンカー枠ダイアログボック
スに表示される属性は、アンカー枠の位置によって異なります。

3) 「新規枠」を選択します。制御記号の表示中は、挿入ポイントの位置にアンカー記
号（ ）が表示されます。

インラインアンカー枠

キーキャップのように小さいサイズのグラフィックを挿入する場合など、段落テキストの
行にアンカー枠を挿入するには、アンカー枠ダイアログボックスの「アンカー枠の位置」
で「挿入ポイントの位置」を選択します。アンカー枠の前または後にスペースを入れる
と、枠は文書の編集時に（前の単語か後の単語について移動するのではなく）1つの単
語のように行間を移動します。

枠をドラッグするか、アンカー枠ダイアログボックスの「ベースラインからの距離」オ
プションに値を指定して、テキストのベースラインからの距離で、枠の位置を上下に調整
できます。値を「0」に指定すると、枠の下端がテキストのベースラインに揃います。
正の値を指定すると枠が上に移動し、負の値を指定すると下に移動します。

距離に0と負の値を入力
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枠がその上または下の行のテキストに重なる場合は、「行送りを固定」を解除して、行の
高さが行の内容に応じて変わるように設定します。

「行送りを固定」が設定されている場合と解除されている場合

ヒント :内容のサイズに合わせてアンカー枠を縮小し、アンカー記号がある行に挿
入するには、その枠または枠内のオブジェクトを選択し、Escキー、mキー、pキー
を順に押します。アンカー枠を拡大してアンカー記号がある行の下に挿入するには、
その枠または枠内のオブジェクトを選択して、Escキー、mキー、 eキーを順に押
します。

関連するリンク :
横方向の間隔を調整する

テキストコラム内のアンカー枠

アンカー枠の位置をテキストコラム内に設定するには、アンカー枠ダイアログボックス
の「アンカー枠の位置」オプションで「現在の行の下」、「コラムの先頭」、「コラム
の最後」のいずれかを選択します。

「現在の行の下」と「コラムの先頭」
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コラムの先頭または最後に配置されたアンカー枠は、アンカー記号を別のコラムに移動
した場合に移動します。

重要 :段落内見出しがある行の下にアンカー枠を挿入するには、段落内見出しでは
なく、ボディの段落内にアンカー記号を挿入します。このようにしないと、段落内
見出しの下にあるテキストが、アンカー枠の下に隠れてしまいます。

「現在の行の下」、「コラムの先頭」または「コラムの最後」からアンカー枠の位置を
選択すると、次の属性を設定できます。

横方向の整列

整列ポップアップメニューで「横方向の整列」を選択します。枠は左、中央、また
は右に整列できます。見開きの文書では、アンカー枠を中心からの距離で調節し、
整列できます。

外側

トリミング

幅の広い枠がコラムの端を越えないようにするには、「トリミング」オプションを
使用します。

「トリミング」のオン /オフ
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フローティング

「フローティング」オプションを使用すると、枠とアンカー記号が同じコラムに収
まらない場合、その枠が収まる次のコラムに枠をフローティングさせることができ
ます。

「フローティング」のオン /オフ

「フローティング」がオフの場合は、枠とアンカー記号が収まる最初のコラムに移
動します。余白がコラムの下部に残ります。「フローティング」がオンの場合は、
アンカー記号はそのままですが、枠は収容可能な次のコラムにフローティングしま
す。アンカー記号と枠の間のスペースには、次のコラムのテキストが入ります。

複数コラムレイアウト内のアンカー枠

複数コラムのテキスト枠内では、アンカー枠を複数のコラムにわたって連結することが
できます。この場合の位置は、連結した段落によって変わります。

連結した段落内

連結した段落内で枠がアンカーされた場合、枠は段落と同じようにコラムに連結さ
れます。

コラムより幅が広い枠

トリミングされていないアンカー枠がボディの次のコラムにかかる場合、アンカー
枠はボディ内のコラムに連結されます。同様に、横見出しにかかるアンカー枠は横
見出しに連結されます。
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横見出しとすべてのコラムに連結するアンカー枠と、コラムのみに連結するアンカー枠

トリミングされているアンカー枠は、連結した段落にアンカーが付いている場合に、
コラムと連結されます。

コラムの先頭または最後

コラムの先頭にあるアンカー枠のアンカー記号が連結した段落よりも下にある場合、
アンカー枠はコラムの先頭ではなく連結した段落のすぐ下に表示されます。

コラムの先頭、および最後にあるアンカー

コラムの最後にあるアンカー枠のアンカー記号が連結した段落より上にある場合も、
同様に配置されます。

アンカー枠をコラムに連結させて、強制的にコラムの先頭や最後（連結した段落の
上部または下部）に枠を表示することもできます。これには、アンカー枠ダイアロ
グボックスで「トリミング」を解除し、アンカー枠が別のコラムにかかるように枠
のサイズを拡大します。
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テキストコラムの外側にあるアンカー枠

アンカー枠をテキストコラムの外に配置するには、アンカー枠ダイアログボックスのア
ンカー枠の位置ポップアップメニューで「コラムの外」を選択します。アンカー枠が複
数コラムの文書の場合でも常にページの余白部分に表示されるようにアンカー枠を配置
する方法については、マニュアルを参照してください。

アンカー枠の位置として「コラムの外」を選択すると、次のような属性を設定できます。

コラムの右 /左
アンカー枠は、コラムの右側か左側、またはページ端から外側か内側に設定でき
ます。

コラムの左側、および右側にあるアンカー

見開きの文書では、アンカー枠を内側か外側に設定することもできます。

外側
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ベースラインからの距離

枠をドラッグするか、アンカー枠ダイアログボックスの「ベースラインからの距離」オ
プションに値を指定して、テキストのベースラインに対して相対的に、枠の位置を上下
に調整できます。値を「0」に指定すると、枠の下端がテキストのベースラインに揃い
ます。正の値を指定すると枠が上に移動し、負の値を指定すると下に移動します。

0、および負の値に設定したベースラインからの距離

アンカー枠の位置をテキスト枠の上端より上や、下端より下に設定することはでき
ません。アンカー枠の位置がテキスト枠の上か下になるように設定すると、自動的
に最高の位置、または最低の位置に枠が配置されます。アンカー記号がテキスト枠
の上、または下にならないようにテキストを編集すると、アンカー枠は自動的に調
整されます。

コラムからの距離

枠をドラッグするか、アンカー枠ダイアログボックスの「コラムからの距離」オプ
ションに値を指定して、コラムの端に対して相対的にアンカー枠の位置を左右に調
節できます。値を「0」に指定すると、アンカー枠の端がコラムの端に揃います。
正の値を指定すると枠がコラムから離れて移動し、負の値を指定するとコラムの中
に移動します。

コラムからの距離が0と正の値の場合



グラフィックとオブジェクト

472

アンカー枠の距離は、常にコラムの端からの距離に相対的に変わります。したがっ
て、複数コラムのページではコラムの間に枠が表示されることがあります。ページ
余白とコラムレイアウトを変更して、枠が収まるようにコラムの間隔を拡張できま
す。構造化文書で作業する場合は、開発者に連絡してアンカー枠が収まるようにコ
ラムの間隔を拡張します。

関連するリンク :
ページ余白とコラム数を変更する

特定ページの余白設定とコラムレイアウトを変更する

ページの余白にあるアンカー枠

アンカー枠が常にページの余白部分に配置されるように（複数コラムレイアウトの場
合も）設定するには、アンカー枠ダイアログボックスのアンカー枠の位置ポップアップ
メニューで「テキスト枠の外」を選択します。前の節にあるようにオプションを指定で
きますが、この場合に指定する距離はテキスト枠からの距離であり、複数コラムページ
で指定したテキストコラムの端からの距離とは異なります。

ページの外側と内側

コラムが1つしかないレイアウトでは、「テキスト枠の外」オプションと「コラムの外」
オプションを選択したときの効果はまったく同じです。
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段落内のアンカー枠

アンカー枠が段落の上の角に配置されるように（コラム内の段落テキストが枠を回り込
むように）設定するには、アンカー枠ダイアログボックスのアンカー枠の位置ポップアッ
プメニューで「段落内」を選択します。例えば、小さいサイズのグラフィックやドロッ
プキャップなどを段落の先頭に設定できます。

アンカー枠の高さが段落よりも高い場合は、そのアンカー記号を含む段落が連結してい
る場合を除き、次の段落のテキストがアンカー枠を回り込みます。

複数の段落にかかる枠と連結する段落内の枠

アンカー枠の位置ポップアップメニューの「段落内」を選択すると、次の属性を設定で
きます。

整列

アンカー枠は段落の左または右に整列できます。見開きの文書の場合は、「内側」
か「外側」の選択もできます。

内側
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アンカー枠が段落の左側にある場合はその段落の左インデントに整列し、段落の右側
にある場合はその段落の右インデントに整列します。段落が1行目でインデントされ
ている場合に、アンカー枠によってインデントの位置が変わることはありません。

1行目のインデント位置を越えるグラフィック

1行目のインデント位置を越えないグラフィック

1行目のインデントを保持する場合は、その段落の1行目のインデント設定をアンカ
ー枠の幅より大きく設定します。構造化文書で作業する場合は、開発者に連絡して、
その段落の1行目のインデント設定をアンカー枠の幅より大きく設定します。

間隔

アンカー枠とそれを回り込む段落テキストの間隔を指定することができます。

関連するリンク :
インデント、整列および間隔
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構造化文書でアンカー枠を入力する

構造化文書では、グラフィックエレメントによりグラフィックオブジェクトを保持する
ためのアンカー枠が提供されます。枠は、テキスト内の特定の場所に配置されます。テキ
ストを編集すると、枠とその内容はテキストと共に文書内を移動します。

グラフィックエレメントを挿入するときには、エレメントの枠を配置する場所を指定し
ます。例えば、「Para」エレメント内に枠を配置したり（これによりグラフィックが
「Para」エレメントの子エレメントになります）、「Para」および「Section」エレメ
ント内のその他のエレメントの兄弟として「Section」エレメント内に枠を配置します。
どちらに配置するかは、エレメントが文書に対してどのように定義されているかによっ
て決定されます。設定する書式属性は、エレメントの書式ルールから独立しているため、
これらのルールを上書きすることはありません。

ドキュメントウィンドウでは、表示／制御記号を選択すると、テキスト内に配置された
アンカー記号が表示されます。枠は、テキスト文中、段落の横や下、または余白部分を
含む、ページ上の様々な場所で表示できます。アンカー記号に対して相対的なアンカー
枠の位置を指定します。

アンカー枠の位置

グラフィックエレメントは、ページ上での枠の位置に関係なく、文書の構造内でエレメ
ントがテキストに配置されている場所に表示されます。構造図では、<GRAPHIC>とい
うスニペットの付いた角のあるエレメントブロックでエレメントが表示されます。

グラフィックエレメント
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アンカー枠エレメントを挿入する

1) 枠を固定する位置をクリックします。

2) エレメントカタログでアンカー枠エレメントを選択し、「挿入」をクリックします。

挿入／アンカー枠を使用してエレメントを挿入することもできます。複数のエレメ
ントを使用できる場合は、アンカー枠ポッドのエレメントタグポップアップメニュ
ーから、希望するエレメントを選択します。

3) 枠の配置位置を選択して、サイズと書式属性を指定します。ダイアログボックスに
表示される属性は、選択した配置位置により決定されます。詳細は、「インライン
アンカー枠」を参照してください。

4) 「新規枠」を選択します。アンカー枠は、表示／制御記号を選択すると、ドキュメン
トウィンドウの挿入ポイントにアンカー記号（ ）で表示されます。<GRAPHIC>と
いうテキストスニペットを含んだブロックが構造図に表示されます。

希望する位置で使用可能なアンカー枠エレメントがない場合は、無効なエレメントを使
用することもできます。エレメントを挿入した後、エレメントをその位置で有効にする
ための方法を開発者に問い合わせてください。

無効なアンカー枠エレメントを使用する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 文書の別の部分で有効なエレメントを使用するには、エレメントを有効な位置
に挿入してから移動するか、「すべてのエレメント」の設定を使用して、エレ
メントをすべて使用可能にしてから希望の場所に挿入します。

• デフォルトのタグの付いた無効なアンカー枠エレメントを挿入するには、
挿入／アンカー枠を選択して、エレメントタグポップアップメニューから
「GRAPHIC」を選択します。（このオプションは、定義された枠エレメン
トが使用できない場合にメニューに表示されます）。
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アンカー枠を塗りおよび編集する

アンカー枠内にグラフィックを作成したり、同じ文書の別の部分からグラフィックをド
ラッグまたはペーストしたりできます。または別の文書やアプリケーションからグラフ
ィックを取り込んだりペーストすることもできます。アンカーが付いていないグラフィ
ック枠およびアンカー枠にグラフィックやテキストを配置する場合は、この方法を使用
します。

アンカー枠にグラフィックを配置して、アンカー枠内のテキスト枠やテキスト行を図の
タイトルとして使用することもできますが、セルが1つの表に図を挿入して、表のタイ
トルを図のタイトルとして設定すると、図のタイトルの配置や自動番号を統一すること
ができます。

アンカー枠の内容が枠の境界線にかかったり、境界線を越える場合は、内容がクリップ
されます。フレームの境界線をクリックして表示します（境界線が見えない場合は、表
示／境界線を選択します）。

A.枠の境界線B.トリミングされた図形C.トリミングされた吹き出し

アンカー枠を作成したときに設定した枠のサイズ、位置および属性は変更することがで
きます。構造化文書で作業する場合は、これらの変更はエレメントの書式ルールから独
立しているため、文書の構造が影響を受けることはありません。

また、アンカー枠は、他のオブジェクトと同じように操作できます。例えば、枠の図形
属性（境界線の幅など）の変更や、複製、削除、移動またはサイズ変更もできます。
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関連するリンク :
タイトルをイラストレーションに追加する

テキストをグラフィックに追加する

オブジェクトを描画する

オブジェクトをサイズ変更・変形する

オブジェクトを反転・回転する

オブジェクトを移動する

構造化文書でのアンカー枠への入力

構造化文書では、アンカー枠内にグラフィックを作成したり、同じ文書の別の部分から
グラフィックをドラッグやペーストしたり、または別の文書やアプリケーションからグ
ラフィックを取り込んだりペーストすることもできます。グラフィックエレメントは文
書の構造の一部ですが、枠に入力する内容は構造の一部ではありません。

サイドバー内のテキストなど、テキストを保持するためにアンカー枠を使用することが
できます。テキストを保持するためには、アンカー枠内にテキスト枠を作成します。た
だし、テキストは文書の構造の一部ではない点に注意してください。

枠の内容は、XMLまたはSGMLへ書き出すときに保存されます。FrameMakerでは、
内容を別のファイルに書き込み、XMLまたはSGMLからエンティティ参照を追加します。

重要 :XMLまたはSGMLへ書き出す際に最良の結果を得るためには、各枠に入れる
グラフィックを1つだけにします。グラフィックがビットマップの場合は、表示の
ビット深度を1ビットまたは24ビットではなく、8ビットにリセットしてください。
枠の内容が完全に保存されるよう、アプリケーション開発者にその他のアドバイス
を求めてください。

枠にグラフィックを入力した後は、線幅の変更、塗りの色の適用、複数のオブジェクトの
整列、スタック、またはグループ化など、様々な方法でグラフィックを編集できます。
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グラフィックやテキストをグラフィック枠内に配置する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• グラフィックを作成またはテキストを追加する場合は、ツールポッド上のツー
ルを使用します。

重要 :オブジェクトの作成は、必ず枠内で開始してください。枠外で開始する
と、オブジェクトは枠内ではなく、ページ上に配置されます。

• グラフィックを枠内に移動する場合は、ポインターが枠の境界線の中に入るま
でグラフィックをドラッグします。枠の境界線を通過すると、オブジェクトが
枠の中に配置されます。

• クリップボードからグラフィックを枠内にペーストする場合は、枠を選択して
から編集／ペーストを選択します。

• グラフィックを枠内に取り込む場合は、枠を選択してからファイル／取り込み／
ファイル、または挿入／画像を選択します。また、プラットフォームによって
は、別の方法でもグラフィックを取り込むことができます。

注 :アンカー枠内に見えるグラフィックが、周りのテキストの編集時に枠と一緒に
移動しない場合、枠の中ではなく、枠の前面にグラフィックが挿入されている可能
性があります。これは枠内ではなく、ページ上にグラフィックをペーストしたため
です。このような場合は、一旦グラフィックをドラッグして枠から離してから、も
う一度枠の中にドラッグしてください。

アンカー枠内の内容のクリップを防ぐ

1) 次のいずれかの操作を行います。

• アンカー枠の外側に余裕がある場合は、枠を拡大します。

• アンカー枠の内側に余裕がある場合は、オブジェクトを枠の端から移動します。

• 内容が境界線の幅だけクリップされている場合は、ツールポッドを使用してア
ンカー枠の境界線の幅を細くするか、境界パターンを「なし」に変更します
（描画属性を適用・変更するを参照してください）。

• 枠とその内容がテキストコラムの端でクリップされている場合は、挿入／アン
カー枠を選択し、「トリミング」を解除して「枠を編集」ボタンをクリックし
ます。
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枠のアンカーの位置と描画属性を変更する

1) 枠を選択して、次のいずれかの操作を行います。挿入／アンカー枠を選択します。

• 枠のアンカーの位置を変更する場合は、挿入／アンカー枠を選択します。設定
を変更して、「枠を編集」をクリックします。

• 描画属性を変更する場合は、枠を選択し、ツールポッドを使用して必要な属性
を指定します。例えば、枠の境界パターンを変更して枠の境界線をプリント可
能にしたり、塗りパターンを変更して、枠内を塗りつぶすことができます。

アンカー枠のサイズを変更する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• アンカー枠のサイズをすばやく大まかに変更する場合は、枠を選択して、ハン
ドルの1つをドラッグします。ドラッグ中はサイズがステータスバーに表示さ
れます。

• アンカー枠のサイズを正確に変更する場合は、枠を選択し、グラフィック／オ
ブジェクトの属性、グラフィック／拡大・縮小、または挿入／アンカー枠コマ
ンドを選択して、サイズを指定します。

• 枠内のオブジェクトに合わせてアンカー枠のサイズを変更するには、 Escキー、
mキー、pキーを順に押します。

• アンカー枠内のグラフィックのサイズを変更する場合は、オブジェクトを選
択し、ハンドルの１つをドラッグするか、グラフィック／拡大・縮小を選択
して、寸法を入力します。

アンカー枠をコピー、移動、削除する

アンカー枠のコピーと移動をする場合は、コピーとペースト機能を使用します。

1) 枠を選択して、編集／コピーまたは編集／カットを選択します。アンカー記号を選
択する必要はありません。

2) テキスト内で枠を挿入する部分をクリックし、編集／ペーストを選びます。制御記
号の表示中は、挿入ポイントの位置にアンカー記号が表示されます。構造化文書で
作業する場合は、ペーストする前にエレメントカタログを参照して、その位置がグ
ラフィックエレメントに有効かどうかを確認します。
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アンカー記号が移動しても、枠の位置が変更されない場合もあります（枠がコラムの先
頭や最後に配置されている場合など）。回転されたテキスト枠やコラムの外側にあるア
ンカー枠の再配置が難しい場合は、テキスト枠の回転を解除し、アンカー枠を配置して
からテキスト枠を回転します。

ヒント :構造化文書で作業する場合は、構造図内の枠のブロックをドラッグして枠
を移動するか、またはブロックをAltキーを押しながらドラッグして、枠をコピー
します。

アンカー記号を移動せずにアンカー枠を移動する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• すばやく大まかに位置を変更する場合は、枠をドラッグします。

• 正確に位置を変更する場合は、矢印キーを使用して枠を少しずつ移動します。

• 最も正確に位置を変更するには、挿入／アンカー枠を選択して、枠の位置を指
定します。

アンカー記号を移動しないと移動できないアンカー枠もありますが、挿入ポイントの
位置やテキストコラムの外側、またはテキスト枠の外側にアンカーがある場合は、
上下に枠を移動することができます。コラムやテキスト枠の外側にアンカーがある
場合は、テキスト枠の上端より上、または下端より下に枠を移動することはできま
せん。

注 :枠をコラム内に移動する場合、コラム内のテキストは枠を配置するための自動
調整は行いません。アンカー枠の位置ポップアップメニューで「段落内」を選択し
て、枠が完全にコラムの中に入るように移動し、テキストが自動的に枠の外側を回
り込むようにします。また、段落のインデントを変更して、枠を配置する余裕を作
ることもできます。

枠のアンカー記号を移動する

1) 枠を選択します。アンカー記号を選択する必要はありません。

2) 編集／カットを選択し、テキスト内でアンカー記号を挿入する位置をクリックして、
編集／ペーストを選択します。制御記号の表示中は、挿入ポイントの位置にアンカ
ー記号が表示されます。

枠がテキストコラムの先頭や最後に配置されている場合など、アンカー記号が移動し
ても、枠の位置が変更されない場合もあります。
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アンカー枠を削除する

1) 枠を選択して、Deleteキーを押します。

タグ付きPDFにオブジェクト属性を追加する

文書をタグ付きPDFまたはXMLに書き出す場合、アンカー枠のオブジェクト属性情報
を含めることができます。

代替テキストは、グラフィックや標準テキストとは異なります。代替テキストは、通常、
スクリーンリーダーでの音声による画像説明などに使用されます。実テキストは、ドロッ
プキャップなどから実際のテキストを読み出すために使用します。例えば、作成者が
「Adobe」という言葉の「A」の記述にドロップキャップを使用し、スクリーンリーダー
には「dobe」ではなく「Adobe」と読ませたい場合、実テキストでこれを指定します。
この属性は、タグ付きPDFおよびXML内の代替テキストや実テキストに保存されます。

アンカー枠上に代替テキスト属性を提供する場合、対応するPDF内の図エレメントおよ
びXML内のグラフィックエレメントにも「代替テキスト」属性が提供されます。「実テ
キスト」属性は、タグ付きPDFに対してのみ生成され、XMLへの書き出しでは、この
属性は無視されます。

注 :オブジェクト属性では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされます。

1) 枠を選択し、挿入／アンカー枠を選択します。

アンカー枠ダイアログが表示されます。

2) 「オブジェクト属性」をクリックします。

3) 「テキスト属性」セクションで、代替テキストおよび実テキストを追加し、「設定」
をクリックします。

注 :代替テキストがある場合は、スクリーンリーダーで実テキストが無視される可
能性があります。



グラフィックとオブジェクト  6

 483

オブジェクトを埋め込む

OLEでテキストとグラフィックを埋め込む

OLEを使用して、テキストまたはグラフィックをFrameMaker文書内に埋め込むことが
できます。埋め込まれたアイテムでは、そのアイテムを作成したアプリケーションとの
関連が保持されます（ソース文書への動的なリンクは保持されません）。このため、埋
め込まれたオブジェクトをダブルクリックすると、そのオブジェクトを作成したアプリ
ケーションでオブジェクトが開かれます。埋め込むオブジェクトを作成するサーバーと
してOLEをサポートしているアプリケーションを使用してください。

また、ビデオやムービーファイル（ .aviまたは .movファイル）、サウンドファイル
（ .wavファイル）などのマルチメディアオブジェクトを埋め込むこともできます。

注 : 埋め込みオブジェクトとしてファイルを取り込むとき、HTTPファイル名を指
定すると、ファイルが存在しないことを示すエラーが表示されます。オブジェクト
としてファイルを取り込む前に、コンピューターにファイルを保存することをお勧
めします。

OLEでファイルの一部のみを埋め込む

1) 独自のアプリケーションでファイルを開き、埋め込む部分をコピーします。

2) FrameMaker で、テキストまたはグラフィックを埋め込む部分をクリックし、編集／
特殊ペーストを選びます。

3) 「ペースト」をクリックして、オブジェクトの書式を選択し（「埋め込まれた」で
始まる書式を検索）、「OK」をクリックします。

OLEでファイル全体を埋め込む

1) テキストまたはグラフィックを埋め込む場所をクリックし、ファイル／取り込み／
オブジェクトを選択します。新しい空のファイルを埋め込むか、既存のファイルを
指定することができます。
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OLEでドラッグして埋め込む

1) ドラッグ＆ドロップ機能をサポートしているアプリケーションで次のいずれかの操
作を行います。

• テキストまたはグラフィックをFrameMaker文書に移動するには、オブジェク
トをドラッグします。

• 移動ではなく、オブジェクトのコピーを作成するには、 Controlキーを押しな
がらオブジェクトをドラッグします。

• マウスのボタンを離すときに移動またはコピー間で選択するには、右マウスボ
タンでオブジェクトをドラッグします。

OLEでテキストまたはグラフィックオブジェクトにリンクする

文書内のテキストまたはグラフィックのOLEオブジェクトにリンクすると、オブジェク
トを作成したアプリケーションの情報だけでなく、ソース文書との動的な関係も維持さ
れます。ソース内容を変更すると、FrameMaker文書内の表示は同様に更新されます。
リンク先のオブジェクトを作成するサーバーとしてOLEをサポートしているアプリケー
ションを使用してください。

元のソース文書を編集して、リンクされたテキストまたはグラフィックを編集すること
ができます。

ファイルの一部にリンクする

1) 独自のアプリケーションでファイルを開き、リンク先となる部分をコピーします。

2) FrameMaker で、リンクされたテキストまたはグラフィックを配置する部分をクリ
ックし、編集／特殊ペーストを選びます。

3) 「リンクのペースト」をクリックして、オブジェクトの書式を選択（「リンクさ
れた」で始まる書式を検索）し、「OK」をクリックします。

ファイル全体にリンクする

1) リンクするファイルを配置する場所をクリックし、ファイル／取り込み／オブジェ
クトを選択します。「ファイルから作成」を選択して、「リンク」を選択します。

2) リンクするファイルを選択して、「OK」をクリックします。
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OLEオブジェクトを編集する

最初にオブジェクトを作成したアプリケーションを使用して、OLEオブジェクトを編集
します。編集を完了するときに、FrameMakerウィンドウに変更点が表示されます。

埋め込まれたOLEオブジェクトを編集する

1) 埋め込まれたOLEオブジェクトをダブルクリックします。オブジェクトを編集でき
る作成アプリケーションに、オブジェクトが表示されます。

リンクされたOLEオブジェクトを編集する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• OLE オブジェクトをダブルクリックします。オブジェクトを作成したアプリ
ケーションの新しいウィンドウまたは作成アプリケーションのメニューと一時
的に結合するFrameMakerウィンドウのメニューのいずれかに、オブジェクト
が表示されます。どちらの場合も、変更点は元の文書に反映されます。

• FrameMakerではない、元の文書を作成したアプリケーションで編集します。

OLEリンクの更新をコントロールする

OLEリンクオブジェクトをソース文書から更新する方法と時期をコントロールすること
ができます。例えば、自動更新または手動更新のいずれかを指定したり、文書内で1つ
のリンクオブジェクトまたは複数のリンクオブジェクトを手動で更新したりすることが
できます。

埋め込まれたオブジェクトと元の文書との間のリンクは動的ではないので、OLE埋め込
みオブジェクトの更新は指定できません。

リンクされたOLEオブジェクトの更新を変更する

1) オブジェクトを選択して、編集／リンクを選びます。

2) リストからリンクされたソースを選択して、更新の種類として自動または手動のい
ずれかをクリックし、「OK」をクリックします。
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リンクされたOLEオブジェクトを更新しないようにする

1) 編集／参照を更新を選択します。

2) コマンドポップアップメニューから「自動更新しない」を選択して、自動的に更新
しないアイテムを選択します。

3) 「設定」をクリックして、「OK」をクリックします。

1つのOLEリンクオブジェクトを手動更新する

1) 編集／リンクを選択して、更新するソースファイルを選択し、「更新」をクリック
します。

OLEリンクをキャンセルする

OLEリンクを切断すると、テキストまたはグラフィックが文書内に残りますが、ソース
変更時に更新されなくなります。テキストが編集できるようになります。

1) オブジェクトを選択して、編集／リンクを選び、「リンクの切断」をクリックし
ます。

構造化文書にテキストを取り込む

構造化FrameMaker文書には、次のソースからテキストを取り込むことができます。

• 文書の別の部分、別の構造化FrameMaker文書またはMIFファイルからのテキスト
フロー。フロー内のコンディショナルタグ、相互参照、表、マーカー、脚注、変数
およびアンカー枠が取り込まれます。

• 取り込みフィルターがシステムにインストール済みの、別のアプリケーションで作
成されたファイル。アプリケーションおよび使用されているフィルターによっては、
相互参照や表などの特殊なアイテムも取り込むことができます。

取り込むテキストが構造化されている場合は、構造を保持するか削除できます。テキス
トが書式設定されている場合は、書式を保持する、書式を削除する、または現在の文書
の書式情報を使用してテキストの書式を変更することができます。

取り込んだテキストは文書にコピーできます。これはコピー＆ペーストコマンドを使用す
るのと同じです。または、テキストインセットとして参照して取り込むことができます。
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この場合、ソースファイルへのリンクが保持されます。参照して読み込む場合、テキス
トインセットはドキュメントウィンドウに表示されますが、編集可能ではありません。
テキストインセットが構造化されている場合、その構造は構造図ウィンドウに表示され
ますが、編集可能ではありません。

テキストインセットではソース文書へのリンクが保持されます。

1) テキストを挿入する位置をクリックします。

2) ファイル／取り込み／ファイルを選択します。

3) 取り込むテキストが含まれたファイルを選択し、コピーによって取り込むか参照し
て取り込むかを指定します。

4) 不明なファイルの形式ダイアログボックスが表示されたら、ファイルの種類を選択
して「変換」をクリックします。

次に、手順 3で選択した取り込み方法に応じて、ダイアログボックスが表示され
ます。参照してテキストフローを取り込むダイアログボックスには、取り込んだフ
ローを更新する設定が含まれています。
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取り込んだテキストフローの書式を設定して更新する方法を指定します。

5) ポップアップメニューからボディページのフローまたはリファレンスページのフロ
ーを選択します。ほとんどの場合は、ボディページのテキストフローを取り込みま
す。リファレンスページは、ボディページで使用するボイラープレートテキストを
持つフローを含むことができます。

6) 次の操作を行って、取り込んだテキストの構造と書式を処理する方法を指定します。

• フローの構造を保持し、現在の文書の書式とエレメントの書式ルールをテキス
トに適用するには、「現在の書式に変更」を選択します。2つの文書のエレメ
ントタグが一致しない場合、取り込んだテキストの書式は変更されません。通
常は、改ページやその他の書式変更を削除し、取り込んだテキストを現在の文
書のテキストのようにするオプションを選択します。

• テキストから構造と書式を削除し、挿入ポイントで使用されている書式を適用
するには、「標準テキスト形式に変更」を選択します（表またはアンカー枠内
のテキストでは、ソース文書で設定されていた書式が保持されます）。

• 構造を削除するが書式は保持する場合は、「元の書式を保持」を選択します。
取り込んだテキストに使用されている書式は、現在の文書のカタログには追加さ
れません。後で現在の文書の書式を変更しても、取り込んだ書式に影響はありま
せん。現在の文書のタグと取り込んだテキストが一致する場合でも同様です。
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7) 参照して取り込む場合は、以下のいずれかの操作を行って、テキストインセットを
更新する方法を指定します。

• 文書を開くたびにテキストインセットを更新するには、「自動」を選択します。

• 指定するときのみ更新するには、「手動」を選択します。

8) 「取り込み」をクリックします。

関連するリンク :
テキストを取り込む
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ドキュメントのオブジェクトの方向を変更します。

グラフィックオブジェクト、アンカー付きフレーム、またはテキスト枠を含むドキュメ
ントの方向（RTL <-> LTR）を変更すると、ドキュメント内のオブジェクトは縦方向に
反転します。これは、オブジェクトが左マージンから10ピクセルの場所にある場合、方
向を反転することによって、オブジェクトが右マージンから10ピクセルの場所になるこ
とを意味します。ただし、オブジェクトの方向は変更されません。

ドキュメントの方向を変更した場合、移行するグラフィックオブジェクトの方向も変更
することができます。

グラフィックオブジェクトの方向を反転して変更する場合、次のmaker.iniがオンになっ
ていることを確認してください。

TranslateObjectOnDirectionChange=On
FlipObjectOnDirectionChange=On

方向が変更された際に、ドキュメントのオブジェクトを反転しない場合は、次のフラグ
をオフにして下さい。

TranslateObjectOnDirectionChange=Off
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ホットスポット

ホットスポットは、文書の別の領域、別の文書、またはURLにリンクできる、ドキュメ
ント内のアクティブ領域です。ホットスポットを次のオブジェクトに適用することがで
きます。

1) グラフィックオブジェクト

2) 画像

3) アンカー枠

4) グラフィックフレーム

5) テキスト枠

6) テキスト行

7) 数式

FrameMakerは次のホットスポット用シェイプをサポートしています。

1) 線

2) 円弧

3) 折れ線

4) フリーハンド曲線

5) 長方形

6) 角丸長方形

7) 楕円

8) 多角形

グラフィックオブジェクト内にホットスポットを作成し、同一または他の文書内のテキ
ストオブジェクトにリンクすることができます。表示されないホットスポットを画像上
にスーパーインポーズし、文書内の関連テキストや詳細にリンクすることができます。

ホットスポットを使用すると、グラフィックを独立したパーツに分割することなく、グラ
フィックの異なるパーツに複数のリンクを追加することができます。例えば、世界地図
で、文書内、他の文書内、Webアドレスでのその国に関する詳細情報にリンクする各国
のホットスポットを作成できます。
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グラフィック内のホットスポット

ホットスポットは、マスターページを含むFrameMaker文書のどの場所でもサポートさ
れています。マスターページでのホットスポットの使用事例として、URLに移動するド
キュメントのすべてのページでクリック可能なロゴがあります。

ホットスポットはその他のグラフィックオブジェクトに似ています。編集モードでは、
ホットスポットを選択したり、ホットスポットのプロパティを編集することができます。
表示モードでは、ホットスポットの上にマウスを置いたときに、カーソルが変わり、アク
ティブでクリック可能な領域であることを示します。

ある文書のホットスポットを別の文書にリンクすることができます。PDFは長方形のホッ
トスポットのみをサポートしています。他のシェイプのホットスポットは、PDFを作成す
るときに長方形のホットスポットに変換されます。HTMLなどの他の出力は、楕円などの
他のシェイプのホットスポットをサポートしています。アンカー枠の付いたホットスポッ
トを拡大・縮小、回転、変換する場合は、アンカー枠の付いたホットスポットをグループ
化します。XMLを保存するときに、FrameMakerはホットスポットを含むグラフィック
をMIFファイルに保存します。XMLファイルを再度開いたときに、FrameMakerはホッ
トスポット情報をMIFファイルからFrameMakerファイルに戻します。ホットスポットを
サポートする他の出力タイプは、HTMLおよびMultiscreen出力です。

ホットスポットポッドは、文書または開いているすべての文書で使用可能なホットスポッ
トを表示します。ホットスポットポッドを使用すると、存在するホットスポットを編集、
削除、リンクを削除することができます。

ホットスポットプロパティを使用したホットスポットの作成

1) 「名前の付いたリンク先」タイプのハイパーテキストマーカーを挿入します。「名前
の付いたリンク先」マーカー以外にも、ホットスポットをURLにリンクすることが
できます。

2) オブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューで「ホットスポットのプロパ
ティ」を選択します。

3) ホットスポットを作成ダイアログで、次のいずれかの操作を行います。

a) リンクのターゲット文書を指定します。FrameMakerは、選択した文書内の使
用可能なマーカー（「名前の付いたリンク先を指定」コマンドのインスタンス）
を表示します。適切なインスタンスを選択します。



グラフィックとオブジェクト  6

 493

b) ターゲットURLを入力します。URLの長さは 1011バイトまでです。 1011バ
イトには、英語の場合は1011個の半角文字、ギリシャ語の場合は506個の全角
文字を含めることができます。

4) ツールヒントを指定します。ツールヒントの長さは 1023バイトまでです。 1023バ
イトには、英語の場合は1023個の半角文字、ギリシャ語の場合は511個の全角文字
を含めることができます。ツールヒントはオプションです。

5) 「保存」をクリックします。

Ctrl+Altを押しながらホットスポットをクリックしてリンクをテストできます。
PDFまたは他の出力を生成することができます。

グラフィックツールバーを使用したホットスポットの作成

1) グラフィックツールバーで、「ホットスポットモード」を選択します。

2) グラフィックオブジェクトを作成します。

FrameMakerはホットスポットダイアログを起動します。

3) ホットスポットダイアログで、次のいずれかの操作を行います。

a) リンクのターゲット文書を指定します。FrameMakerは、選択した文書内の使
用可能なマーカー（「名前の付いたリンク先を指定」コマンドのインスタンス）
を表示します。適切なインスタンスを選択します。

b) ターゲットURLを入力します。URLの長さは 1011バイトまでです。 1011バ
イトには、英語の場合は1011個の半角文字、ギリシャ語の場合は506個の全角
文字を含めることができます。

4) ツールヒントを指定します。ツールヒントの長さは 1023バイトまでです。 1023バ
イトには、英語の場合は1023個の半角文字、ギリシャ語の場合は511個の全角文字
を含めることができます。ツールヒントはオプションです。

5) 「保存」をクリックします。

Ctrl+Altを押しながらホットスポットをクリックしてリンクをテストできます。
PDFまたは他の出力を生成することができます。
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ホットスポットのリンクの削除

ホットスポットのリンクを削除してグラフィックオブジェクトからホットスポット情報
を削除します。

• ホットスポットポッドで、ホットスポットエントリを選択し、「リンクを削除」を
クリックします。

または

ホットスポットを選択し、グラフィックメニューから「ホットスポットのリンクを
削除する」を選択します。

または

ホットスポットを右クリックし、ポップアップメニューから「ホットスポットのリ
ンクを削除する」を選択します。

ベクターグラフィックでのホットスポットの作成

ベクターグラフィックで、FrameMaker文書に読み込まれたCGMファイルなどの複数
のホットスポットを作成することができます。CGMグラフィックの各部は、異なるホ
ットスポットにすることができます。
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オブジェクトスタイル

頻繁に使用するオブジェクトの属性をスタイルとして保存することができます。一貫し
たサイズや外観のために、画像、アンカー枠、テキスト枠などの各種オブジェクトにオ
ブジェクトのスタイルを適用できます。例えば、オブジェクトスタイルを作成して文書
内または文書間のすべてのアンカー枠に適用し、同じサイズにすることができます。

オブジェクトスタイルには、次の属性が含まれます。

• 位置およびサイズ（幅、高さ、上、左、角度）

• 塗り（塗のパターン、濃淡、カラー）

• ストローク（線種および矢印スタイル、線幅、境界パターン）

• テキスト行（整列）

• テキストフレーム（フロー属性および列属性）

• アンカー枠（アンカー枠の位置および関連属性）

• グラフィック（拡大比率および解像度）

• 数式（整列、サイズ、および自動改行）

• テキスト回り込みタイプおよび幅

オブジェクトスタイルは、FrameMakerの次のオブジェクトに関連します。

• 画像

• アンカー枠

• グラフィックオブジェクト

• テキスト枠

• テキスト行

• 数式
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オブジェクトスタイルデザイナー

A.オブジェクト属性のリストB.全ての属性をデフォルトに設定するC.オブジェクトスタ
イル属性を更新するD.オブジェクトスタイル名を選択するE.全てを更新するF.適用



グラフィックとオブジェクト  6

 497

オブジェクトスタイルカタログ

A.カタログに表示されるスタイルのリストを更新B.スタイルをカタログに表示するため
のオプションC.スタイルを文書から削除D.オブジェクトスタイルの名前E.そのスタイル
が現在の文書に適用されていることを示すチェックマーク

オブジェクトスタイルの作成

1) グラフィック／オブジェクトスタイルデザイナーを選択します。

オブジェクトデザイナーが、すべての属性値が空白の状態で表示されます。

2) オブジェクトデザイナーダイアログで、オブジェクトスタイルの名前を入力します。

3) 属性値を編集し、「保存」をクリックします。

オブジェクトの属性からのオブジェクトスタイルの作成

1) 作成するオブジェクトスタイルに基づいてオブジェクトを選択します。

2) グラフィック／オブジェクトスタイルデザイナーを選択します。

オブジェクトスタイルデザイナーは選択したオブジェクトに関連する属性を表示し、
選択したオブジェクトからこれらの属性の値を入力します。
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3) オブジェクトデザイナーダイアログで、オブジェクトスタイルの名前を入力します。

4) 必要に応じて属性値を編集し、「保存」をクリックします。

オブジェクトスタイルの適用

1) グラフィック／オブジェクトスタイルカタログを選択します。

2) スタイルを適用するオブジェクトを1つ以上選択します。

3) オブジェクトスタイルカタログで、適用するオブジェクトスタイルの名前をクリッ
クします。

別の文書からオブジェクト書式を取り込む

1) ファイル／取り込み／書式を選択します。

2) 書式を取り込むダイアログで、「オブジェクトスタイル」を選択します。

3) 「取り込み」を選択します。

3Dおよびマルチメディアオブジェクト

リンクを挿入して、PDF出力内の埋め込みU3D（ユニバーサル3D）、FLV、および
SWFオブジェクトを対話的に制御できます。リンクを3Dおよびマルチメディアオブジ
ェクトの様々な機能を設定するリンクを3Dおよびマルチメディアオブジェクトに挿入で
きます。

• 表示：3Dおよびマルチメディアオブジェクトの各種表示を呼び出します。
（3Dのみ）

• パーツ： 3D およびマルチメディアオブジェクトの各種表示にフォーカスします。
（3Dのみ）

• アニメーション： 3D およびマルチメディアオブジェクトのアニメーションを呼び
出します。（3Dのみ）

• JavaScript™：カスタム JavaScript™コードをリンクに添付します。
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表示、パーツ、アニメーションタイプの3Dおよびマルチメディアオブジェクトのマルチ
メディアリンク表も作成することができます。例えば、パーツタイプのマルチメディア
リンク表には、3Dおよびマルチメディアオブジェクトの別のパーツにフォーカスするリ
ンクが含まれます。

ビデオが再生されていない時に、SWF、FLV、MP4ファイルに表示するポスターを設
定することもできます。

リンクを3Dオブジェクトへ挿入する

1) 文書に3Dオブジェクトを挿入します。

2) リンクを作成するテキストを入力します。

3) グラフィック／マルチメディア／グラフィックへのリンクを作成を選択します。

4) マルチメディアリンクの作成ダイアログで、次を指定します。

a) オブジェクトタイプを選択：「U3D」を選択します。

b) オブジェクトを選択：リンクに挿入するオブジェクトの名前を選択します。選
択したオブジェクトタイプのオブジェクトが1つのみの場合は、FrameMaker
はそのオブジェクト名を自動的に選択します。

c) ハイパーテキストエレメントタグ：構造化 FrameMakerで作業している場合
は、リンクのハイパーテキストにエレメントタグを指定します。

d) リンクタイプ：U3Dの場合、 JavaScript™、表示、パーツ、アニメーションを
選択できます。「詳細」フィールドで「 JavaScript™」を選択する場合、ハイ
パーテキストをクリックしたときに実行する JavaScript™コードを追加します。
そうでない場合は、「詳細」は選択したリンクタイプに関連するオプションを
表示します。オプションを1つ選択します。

5) 「挿入」を選択します。
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3Dオブジェクトの部分リンク

3Dオブジェクトのパーツを文書のテキストオブジェクトにリンクするには、3Dオブジ
ェクトの部分リンクを使用します。3Dオブジェクトの部分リンクの追加を使用すると、
各部分の説明にリンクできます。

A.選択した3Dオブジェクト各部分のリストB. 3Dオブジェクトの各部分でリンク先を選
択できるマーカーのリスト
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3Dリンクを作成する

3Dオブジェクトのリンクを作成し、このリンクを「名前付きのリンク先を指定」コマン
ドまたはURLにリンクすることができます。

1) 文書に「名前付きのリンク先を指定」ハイパーテキストがあることを確認してくだ
さい。「名前付きのリンク先を指定」ハイパーテキストは、同一または他の文書の
いずれかに存在することができます。

2) 「3Dオブジェクト」を右クリックして、3Dメニュー／テキストにリンクを選択し
ます。

3) テキストにリンクダイアログで、次の操作を実行します。

a) リンクを挿入するには、 3D オブジェクトの一部を選択し、「マーカー」を選
択し、「テキストにリンクを挿入」をクリックします。

b) リンクを削除するには、マーカーにリンクされたパーツ名を選択して「テキス
トにリンクを削除」をクリックします。

c) リンクを変更するには、マーカーにリンクされたパーツ名を選択して「テキス
トにリンクを更新」をクリックします。

d) リンクしたパーツを表示するには、「リンク先パーツのみを表示」を選択しま
す。リンクしたパーツをを選択すると、リンクしたマーカーが選択されます。

4) 「OK」をクリックします。

リンクをSWFファイルへ挿入する

1) 文書にSWFファイルを挿入します。

2) リンクを作成するテキストを入力します。

3) グラフィック／マルチメディア／グラフィックへのリンクを作成を選択します。

4) マルチメディアリンクの作成ダイアログで、次を指定します。

a) オブジェクトタイプを選択：「SWF」を選択します。

b) オブジェクトを選択：リンクに挿入するオブジェクトの名前を選択します。選
択したオブジェクトタイプのオブジェクトが1つのみの場合は、FrameMaker
はそのオブジェクト名を自動的に選択します。
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c) ハイパーテキストエレメントタグ：構造化 FrameMakerで作業している場合
は、リンクのハイパーテキストにエレメントタグを指定します。

d) リンクタイプ：SWFの場合、 JavaScript™、再生、停止を選択できます。

5) 「リンクタイプ」で「 JavaScript™」を選択した場合は、「詳細」に JavaScript™コ
ードを追加します。

6) 「挿入」を選択します。

リンクをFLVファイルへ挿入する

1) 文書にFLVファイルを挿入します。

2) リンクを作成するテキストを入力します。

3) グラフィック／マルチメディア／グラフィックへのリンクを作成を選択します。

4) マルチメディアリンクの作成ダイアログで、次を指定します。

a) オブジェクトタイプを選択：「FLV」を選択します。

b) オブジェクトを選択：リンクに挿入するオブジェクトの名前を選択します。選
択したオブジェクトタイプのオブジェクトが1つのみの場合は、FrameMaker
はそのオブジェクト名を自動的に選択します。

c) ハイパーテキストエレメントタグ：構造化 FrameMakerで作業している場合
は、表のリンクのハイパーテキストにエレメントタグを指定します。

d) リンクタイプ：FLVの場合、次を選択できます。

• 再生：FLVビデオを再生します

• 一時停止：ビデオを一時停止します

• 巻戻し：ビデオを開始ポイントまで巻戻します

• 次のキューポイント：ビデオを次のキューポイントまで移動させます

• 前のキューポイント：ビデオを前のキューポイントまで移動させます

• 検出：検出を使用すると、定義済みのポイントを作成する他のオプションを選
択するのに役立ちます。
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5) 「リンクタイプ」で「検出」を選択した場合は、次のいずれかの操作を行います。

a) 定義済みのポイント：このオプションを使用すると、ビデオ自体に埋め込まれ
たキューポイントを使用することができます。

b) ポイントを作成：このオプションを使用すると、ビデオに検出ポイントを作成
することができます。このオプションを選択した後、ビデオを再生してビデオ
ウィンドウの「リンクを作成」をクリックし、検出ポイントを挿入します。

6) 「挿入」を選択します。

SWF、FLV、MP4ファイルにポスターを設定する

ビデオが再生されていない時に、SWF、FLV、MP4ファイルに表示するポスターを設
定できます。

1) SWF、FLV、MP4ファイルを選択します。

2) ファイルを右クリックし、ポップアップメニューから「ポスターを設定」を選択し
ます。

3) FLV、SWF、MP4ファイルの場合、ポスターを設定ダイアログが表示されます。

a) 「メディアから」を選択し、「再生」をクリックします。

b) ビデオの再生中、適切なタイミングで「ポスターにフレームをキャプチャ」を
クリックします。

c) 「別名で保存」をクリックし、ポスターファイル（ .dib）をディスクに保存し
ます。

d) 「適用」をクリックします。
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3Dオブジェクトのポスターを設定する

ビデオが再生されていない時に、U3Dファイルに表示するポスターを設定できます。

1) 3Dオブジェクトを選択します。

2) オブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューから「ポスターを設定」を選
択します。

ポスターファイルを選択ダイアログボックスが表示されます。

3) ポスターファイル（ .jpeg、 .png、 .gif、 .dib、または .bmpフォーマット）に移動
してそれを選択します。

マルチメディアリンク表を挿入する

マルチメディアリンク表をU3DおよびFLVファイルに追加できます。

1) グラフィック／マルチメディア／グラフィックへのリンクテーブルを作成を選択し
ます。

注 : グラフィックのリンク表を作成コマンドが無効な場合は、文書のテキスト領域
にカーソルを置きます。

2) マルチメディアリンク表を挿入ダイアログで、次を選択します。

a) オブジェクトタイプを選択：「U3D」または「FLV」を選択します。

b) オブジェクトを選択：リンクに挿入するオブジェクトの名前。

c) 表書式：リンク表の表書式を選択します。

d) テーブルエレメントタグ：構造化FrameMakerで作業している場合は、リンク
表にエレメントタグを指定します。

e) ハイパーテキストエレメントタグ：構造化 FrameMakerで作業している場合
は、表のリンクのハイパーテキストにエレメントタグを指定します。

f) テーブルタイプの選択：マルチメディアリンクのアクションタイプを選択しま
す。U3Dの場合、オプションは表示、パーツ、アニメーションです。FLVの
場合、検出を選択できます。

3) 「挿入」を選択します。
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マルチメディアリンク表を編集する

マーカーポッドを使用してマルチメディアリンクを編集できます。

1) 表示／ポッド／マーカーを選択します。

2) マーカーポッドで、マルチメディアのタイプのハイパーテキストマーカーをダブル
クリックします。

3) マルチメディアリンクの編集ダイアログで、必要に応じてオプションを変更し、
「保存」をクリックします。

カスタム JavaScript™を3Dオブジェクトに添付する

カスタム JavaScript™を3Dオブジェクトに添付してこれを設定します。

1) 「3Dオブジェクト」を右クリックして、3Dコンテキストメニューで3Dメニュー／
JavaScript™を選択を選択します。

2) JavaScript™ファイルを選択ダイアログで、 JavaScript™ファイルに移動して「選択」
をクリックします。

注 : 3Dオブジェクトをコピー＆ペーストする場合は、3Dオブジェクトに添付され
た JavaScript™もオブジェクトの新しいインスタンスにコピーされます。

JavaScriptでオブジェクトハンドルを使用する™

FM_接頭辞を使用してJavaScript™の3D、SWF、またはFLVオブジェクト名を参照でき
ます。

次の JavaScript™の例は、FM_接頭辞をオブジェクト名に使用しています。この例の
JavaScript™コードは、関連するオブジェクトを透明化します。

1) FrameMaker にオブジェクトを挿入して、このオブジェクトに 3D メニューのプロ
パティでmy3dという名前を付けます。
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2) 次の JavaScript™コードをオブジェクトに添付します。オブジェクト my3dは、この
コードではFM_my3dとして参照されます。

var i,count,tempObj; 
count=FM_my3d.context3D.scene.meshes.count; 
var selObj; 
for( i=0;i<count;i++){ 
selObj=FM_my3d.context3D.scene.meshes.getByIndex(i); 
tempObj=FM_my3d.context3D.scene.nodes.getByName(selObj.name); 
tempObj.renderMode="transparent"; 
}

3) PDFを作成してリンクをクリックします。3Dオブジェクトが透明になります。

デフォルトで3D/マルチメディアオブジェクトをアクティブ化する

PDFを開く場合、PDFの3D/マルチメディアオブジェクトはデフォルトではアクティブ
化されません。オブジェクトをクリックしてアクティブ化します。デフォルトでPDFの
3D/マルチメディアオブジェクトをアクティブ化するには、次の手順を行います。

1) FLV 、 SWF 、または 3D オブジェクトを右クリックしてコンテキストメニューで
PDF表示のオプション／デフォルトでアクティブ化を選択します。

ポップアップウィンドウで3D/マルチメディアオブジェクトを表示する

関連するリンクをクリックすると、ポップアップで3D/マルチメディアオブジェクトを
表示するよう選択できます。このオプションは、リンクと3D/マルチメディアオブジェ
クトが別のページにある場合に便利です。

1) FLV、SWF、または3Dオブジェクトを右クリックして、コンテキストメニューで
PDF表示のオプション／ポップアップウィンドウで開くを選択します。

注 : ポップアップウィンドウの右上隅にある十字をクリックして、ポップアップを
閉じることができます。
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QRコード

FrameMakerでQRコードを生成して、そのコードをFrameMaker文書に挿入できます。
QR（Quick Response）コードは光学機械読み取り式の二次元バーコードです。このコ
ードは、コードで指定した情報を抽出（およびこれに従って使用）できるスマートフォ
ンなどのデバイスでスキャンできます。

次のビデオを参照してください：QRcodes。

QRコードの生成と挿入

1) 「スペシャル」メニューから、「QRコードを生成」を選択します。
QRコードビルダーダイアログが表示されます。

2) ファイル名を指定してQRコードファイル（ .png）を作成します。
デフォルトの画像寸法は186ピクセルです。

3) 画像の寸法を変更するには、「画像サイズ」ドロップダウンリストから画像の寸法
の選択肢を選択します。

4) 符号化する情報のタイプを指定するには、「タイプ」ドロップダウンリストからオ
プションを選択します。

SMS：
符号化されたテキストを使用して、SMSを符号化された電話番号に送信します

URL：
符号化されたURLを開きます

電話：

符号化された電話番号に電話をかけます

電子メール：

電子メールを指定されたメールアドレスに送信します

テキスト：

符号化されたテキストを読み上げます

5) 各情報タイプには、該当する情報を入力して「挿入」をクリックします。

指定された情報を持つQRコードが生成され、文書に挿入されます。

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_qr_jp
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QRコードの編集

文書の既存のQRコードを編集するには、QRコードビルダーを使用します。また、
FrameMakerでは、外部アプリケーション（Adobe Photoshop、Adobe Illustratorなど）
でファイルを編集することもできます。

QRコードビルダーでQRコードを編集するには：

1) 文書でQRを選択して編集します。

2) 「スペシャル」メニューから、「QRコードを編集」を選択します。

QRコードビルダーダイアログが表示されます。

既存のQRコード上でQR Code Builderダイアログを開くために、ドキュメント内
のQRコードをダブルクリックすることもできます。あるいは、QRコードを右クリ
ックし、状況依存メニューから「QRコードを編集」を選択します。

3) 該当するコード詳細を編集して「保存」をクリックします。

情報が更新されたQRコードが .pngファイルに保存され、文書で更新されます。

外部アプリケーションでQRコードを編集するには：

1) 文書でQRを選択して編集します。

2) QR コードを右クリックし、次を使って編集メニューアイテムから、コードを編集
するアプリケーションを選択します。

• Adobe Captivate

• Illustrator

• Photoshop

• RoboScreenCapture

重要 :ご使用のコンピューターに現在インストールされているアプリケーションの
みを選択できます。

3) QRコードファイルは、選択したアプリケーションで表示されます。

4) 外部アプリケーションで .pngファイルを変更し、変更内容を保存します。

変更内容を保存して .pngファイルを更新したらすぐに、文書内のQRコードに変更内容
が反映されます。



グラフィックとオブジェクト  6

 509

RoboScreenCaptureの使用

RoboScreenCaptureは、画像のキャプチャと編集に使用できる画面キャプチャツール
です。オンラインチュートリアル、マニュアル、研修教材、プレゼンテーション、営業
資料、Webページなどのヘルプシステムで、これらの画像を使用することができます。

FrameMakerにRoboScreenCaptureを統合すると、以下を実行できます。

• FrameMakerからRoboScreenCaptureを開く。

• RoboScreenCaptureで作成した画像をFrameMakerに挿入する。

• RoboScreenCapture を使用して参照で FrameMaker に読み込んだ画像を編集する。
RoboScreenCapture で右クリック編集オプションを使用して画像を起動し、
RoboScreenCaptureで画像を編集することができます。

RoboScreenCaptureで画像を保存し、閉じた後で、画像に行った変更がFrameMakerに
反映されます。

注 : このオプションは、RoboScreenCaptureがサポートしている画像形式だけに使
用できます。

RoboScreenCaptureを使用して次の作業を実行することができます。

• Adobeフリーハンド、仮想画面および複数の範囲など、10のモードで画面を取り
込む。

• ドロップダウンメニューを使用して画面を取り込み、独自のキーボードショートカ
ットを割り当て、音声コマンドでRoboScreenCaptureを制御する。

• DirectX、Direct3D、 3Dfx、Voodoo、Glideモードのゲームなど、キャプチャ
しにくい画面をキャプチャする。

• 長いWebページなど、画面に表示されていない部分もキャプチャします。

• 画像の編集

• 20種類以上の画像形式でスクリーンキャプチャを保存します。

• 画面キャプチャを自動的に画像ファイルに保存します。

• 画像スタンプ、フレーム、ドロップシャドウなどを簡単に追加します。
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• 画像の色の変更、画像のフリップまたは回転、小さいサイズへの画像のトリミング
を行います。

• 企業名、ロゴなど、識別スタンプを各スクリーンキャプチャに追加します。

• キャプチャの特定の領域に模様、シャドウ効果などを適用します。

画像のキャプチャと挿入

FrameMakerからRoboScreenCaptureを使用すると、コンピューターで動作しているア
プリケーションからスクリーンショットをキャプチャして、RoboScreenCaptureに保存
することができます。次に、開いているFrameMaker文書にファイルを取り込むことが
できます。

1) 画像を挿入するFrameMaker文書を開きます。

2) ファイル／RoboScreenCaptureを起動を選択します。RoboScreenCaptureアプリ
ケーションが起動します。

3) RoboScreenCaptureからキャプチャメニューの各種のオプションを使用して、目的
のアプリケーションのスクリーンショットを取り込みます。

4) ファイルを保存し、RoboScreenCaptureを閉じます。

5) Adobe FrameMakerで、ファイル／取り込み／ファイル、または挿入／画像を選択
します。取り込みダイアログボックスが表示されます。

6) RoboScreenCaptureで作成したファイルを選択します。

7) 取り込みダイアログボックスで「参照して読み込む」を選択します。

8) 「取り込み」をクリックします。
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取り込んだ画像の編集

RoboScreenCaptureを使用すると、参照でFrameMaker文書に挿入した画像を編集する
ことができます。

1) FrameMakerを開きます。

2) ファイル／開くを選択し、編集する画像がある文書を開きます。

3) 編集する画像を選択します。

4) 画像を右クリックし、「RoboScreenCaptureで編集」を選択します。
RoboScreenCaptureアプリケーションが開き、画像が編集用に開きます 。

5) 画像を編集します。

6) ファイル／上書き保存を選択します。

7) ファイル／終了を選択して、RoboScreenCaptureアプリケーションを閉じます。

編集した画像がFrameMakerで更新され、文書で使用可能になります。

Adobe Illustratorによる編集

Adobe Illustratorを使用してFrameMakerに取り込んだグラフィックを編集できます。

注 : この機能を使用するには、Adobe IllustratorがAdobe FrameMakerと同じシステム
にインストールされている必要があります。

• FrameMakerを開きます。

• ファイル／開くを選択し、編集する画像がある文書を開きます。

• 編集する画像を選択します。

• 画像を右クリックし、「 Illustratorで編集」を選択します。 Illustratorアプリケー
ションが開き、画像が編集用に開きます。

注 : 次のタイプの画像が Illustratorで編集できます。
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• 画像を編集します。

• ファイル／保存、またはファイル／書き出し（画像の種類に応じて異なります）を
選択して編集した画像を保存します。

• ファイル／終了を選択して、 Illustratorアプリケーションを閉じます。

編集した画像がFrameMakerで更新され、文書で使用可能になります。

Photoshop画像の挿入

ネイティブのAdobe Photoshop画像を文書に挿入できます。公開時に、PSDファイルは
ラスタライズされ、属性（Photoshopのフィルター、レイヤー、表示など）は保持され
ます。Photoshopファイルを挿入するには、次の操作を行います。

ファイル／取り込みを選択し、PSDファイルを参照して指定します。

ファイルタイプ 直接保存、または書き出して保存

EPS 直接保存されます。ファイル／ Illustratorから
保存を選択してファイルを保存します。

AI

AIT

SVG

PNG Illustratorからファイルを書き出します。ファ
イル／ Illustratorから書き出すを選択し、正し
いファイルタイプを選択して保存します。

BMP

DXF

EMF

JPG

PSD

PCT

TIF

WMF
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Photoshopグラフィックの編集

ネイティブのAdobe Photoshop（PSD）ファイルを文書に取り込むことができます。そ
の後これらのグラフィックは、FrameMaker内から開いて編集でるようになります。
FrameMakerはレイヤーをサポートしており、複数のレイヤーを持つグラフィックを文
書に取り込めます。

グラフィックを編集するには、次の手順を実行します。

1) 取り込んだグラフィックをクリックして選択します。

2) 右クリックして「Photoshopで編集」を選択します。

3) 選択したアプリケーションでグラフィックが開きます。グラフィックを編集し、保
存します。

グラフィックは文書内で更新されます。

Adobe Captivateデモの挿入

Adobe Captivateデモを文書に含めて、確実にリッチで魅力的なコンテンツを作成でき
ます。既存のAdobe CaptivateプロジェクトをSWFファイルとして公開し、このSWFフ
ァイルを文書に取り込みます。マルチメディアデモのためのポスター画像を指定するこ
ともできます。

1) ファイル／取り込み／ファイルを選択します。

2) 読み込みダイアログボックスのファイルの種類リストで SWF（ *.swf）オプション
を選択します。

3) 文書に挿入するSWFファイルを参照して選択します。

4) 「取り込み」をクリックします。

5) 読み込まれたグラフィックの拡大・縮小ダイアログボックスで、 SWF ファイルを
挿入するDPIを選択し、「設定」をクリックします。

SWFコンテンツが文書に配置されます。
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プロジェクト、ブックと長い文書

プロジェクト

FrameMakerでは、プロジェクトは、単一または複数のヘルプシステムにおいてリソー
スをシングルウィンドウ表示します。プロジェクト管理機能によって、プロジェクトを
作成し、プロジェクトに関連するすべてのリソースを1か所で管理することができます。
プロジェクトを作成して、ファイルシステム上の別の場所からそのプロジェクトに関連
するすべてのリソース（ファイルやフォルダーなど）を追加することができます。リソ
ースをファイルシステムからプロジェクトウィンドウに簡単にドラッグ＆ドロップして、
プロジェクトに追加できます。

プロジェクト管理機能により、生産性の向上につながる以下の操作を簡単に行えます。

• プロジェクトに関連するすべてのファイルとフォルダーをシングルウィンドウ表示

• Windows エクスプローラーからコンテンツをドラッグ＆ドロップして、コンテン
ツをプロジェクトに追加

• コンテンツをある場所から別の場所にドラッグ＆ドロップして、プロジェクト内の
コンテンツを整理

• 画像をプロジェクトウィンドウからドラッグし、ドキュメントにドロップして簡単
に挿入

• ファイルおよびフォルダーの名前の変更

次のセクションでは、プロジェクトで実行できるタスクのリストを表示します。

プロジェクトの作成

1) ファイル／新規／プロジェクトを選択します。

2) プロジェクトの名前を入力します。

注 : デフォルトでは、プロジェクトの名前が付いた新しいフォルダーが、プロジェ
クトの作成を選択した場所に作成されます。プロジェクトまたはプロジェクトフォ
ルダーに別の名前を付けることも可能です。
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場所を追加し、プロジェクトを保存します。

プロジェクトを作成したら、プロジェクトにリソースを追加する必要があります。通常、
プロジェクトに関連するすべてのファイルはファイルシステムの様々な場所に保存され
ています。これらすべての場所をプロジェクトに追加することで、プロジェクトの全体
像を把握できます。

プロジェクトに場所を追加するには、次の手順を実行します。

1) プロジェクトウィンドウで「場所を追加」をクリックします。

2) プロジェクトリソースが保存されている場所を参照して選択します。

注 : デフォルトでは、場所の名前には移動先フォルダーの名前が割り当てられます。
場所には別の名前を指定することもできます

3) （オプション）場所の名前を指定します。

4) 「OK」をクリックします。

場所がプロジェクトに追加されます。プロジェクトウィンドウで、追加された場所
にあるすべてのリソースを確認できます。

注 : 場所は、Windowsエクスプローラーからプロジェクトウィンドウにドラッグす
ることでも追加できます。

5) プロジェクトに必要な変更を加えた後、「保存」（画像）アイコンをクリックして
変更を保存します。
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プロジェクトを開く

1) ファイル／開くを選択します。

2) プロジェクトファイルを選択して、「開く」をクリックします。

注 : プロジェクトファイルの拡張子は fxpr.です。

場所を削除

プロジェクトで不要になった場所を削除する場合は、次の手順を実行します。

1) 削除したい場所を右クリックします。

2) 状況依存メニューから「削除」を選択します。

場所はプロジェクトから削除されます。ただし、ファイルシステムからは削除され
ません。

リソースを削除

プロジェクトウィンドウに、ファイルシステムのリソース（ファイルおよびフォルダー）
が表示されます。リソース（ファイル）が不要になった場合は、プロジェクトから削除
できます。

重要 :ファイルをプロジェクトから削除すると、ファイルシステムからも削除され
ます。したがって、この機能は注意して使用してください。

リソースをプロジェクトから削除するには、次の手順を実行します。

1) 削除したいリソースを右クリックします。

2) 状況依存メニューから「削除」を選択します。

確認ポップアップで「OK」をクリックします。

リソースはプロジェクトから削除され、ファイルシステムからも削除されます。
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プロジェクトウィンドウを使用

次の図は、プロジェクトウィンドウを示しています。

A（場所を追加）
プロジェクトに場所を追加します。

B（フォルダーを作成）
プロジェクトでフォルダーまたはサブフォルダーを作成します。プロジェクトウィ
ンドウから作成したフォルダーは、ファイルシステム内にも作成されます。ファイ
ルシステム内に新しいフォルダーまたはファイルを手動で作成すると、
FrameMakerはリストを自動的に更新して変更をプロジェクトウィンドウに反映さ
せます。

C（保存）
現在開いているプロジェクトを保存します。

D（削除）
プロジェクトからファイルまたはフォルダーを削除するには、削除ボタンを使用し
ます。プロジェクトウィンドウからファイルまたはフォルダを削除すると、ファイ
ルシステムからも削除されますので注意してください。ただし、場所を削除する場
合は、プロジェクトから削除されるだけでファイルシステムからは削除されません。

E（ファイル /フォルダーのパスを表示）
プロジェクト内でフォルダーのパスまたはリソースの名前を表示するには、「ファ
イル /フォルダーのパスを表示」および「ファイル /フォルダーの名前を表示」を切
り替えます。



プロジェクト、ブックと長い文書

518

プロジェクトウィンドウの追加機能

状況依存メニューから次の追加操作を実行するには、プロジェクトリソース（位置、
フォルダー、またはファイル）を右クリックします。

編集

編集のためにファイルを開きます。ファイルが有効なFrameMakerファイルの場合
は、FrameMaker自体で編集用に開かれます。ファイルをFrameMakerで認識でき
ない場合、ファイルは関連するプログラムで編集用に開かれます。

エクスプローラー

Windowsエクスプローラーで、選択されたリソースの親フォルダーを開きます。

名前を変更

プロジェクト内のあらゆるリソースの名前を変更することができます。

削除

プロジェクトから選択した場所を削除、または選択したファイルを削除します。
詳しくは「場所を削除」および「リソースを削除」を参照してください。
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ブックと長い文書

ブックファイルには、ブックを構成する文書（章や付録のほかに、目次や別のブックな
どの生成ファイルなど）のファイル名が含まれています。各ファイルのファイル名と位
置がブックファイルに追加され、リンクがファイルとブック間に作成されます。

また、フォルダーとグループを使用して、ブックを関連文書の階層設定に組み込むこと
ができます。フォルダーは、ブック内の階層レベルによって、章、節またはサブセクシ
ョンとして機能します。ブック内にさらに関連ブックを含めて、複雑な文書セットを構
築することもできます。

ブック内の各ファイルのページや番号付けの設定もブックファイルに含まれています。
ブックの更新中に、FrameMakerはブック全体の番号の値を更新します。ファイルを作
成し、生成されたファイルを更新することもできます。

ブックに .mifや .txtファイルなどの非FrameMaker文書を含めることはできますが、
その処理は .fmファイルとは異なります。

ブック構築のワークフロー

1) ブックファイルを作成し、それにファイルを追加します。ファイルとして .fm 、
.xml、 .mifまたは .bookファイルを使用できます。

2) 必要に応じて、ファイルをフォルダーまたはグループに組み込みます。

3) 巻、章、ページ、および段落の番号を設定します。

4) 目次、表や画像などのリスト、索引などの生成ファイルを追加します。

5) ブックを更新します。この手順により、目次と索引が作成されます。

6) 壊れているリンクを直し、番号と相互参照を修正します。

7) エラーの修正後、再びブックを生成し、更新します。

注 : FrameMakerブックファイルは、ブックに含まれるファイルを参照します。
したがって、 1つのファイルを複数のブックに含めることができます。
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階層式のブックを設定する

FrameMakerでは、フォルダーやグループにまとめた複数のブックとファイルを含める
ことができる階層構造ブックを作成することができます。

FrameMaker混成階層化ブック

A.ブックにファイルを追加するB.ブックにフォルダーを追加するC.ブックにグループを
追加するD.ブックファイルを保存するE.ブックからファイルを削除するF.ブックを更新
するG.矢印キーでブックコンポーネントを移動するH.ファイル見出しテキストを表示す
るクリックするとアイコンが表示ファイル名に変わる I.ブック内を検索する J.ブックの
完全パスおよびブック名K.生成される FrameMakerファイル -TOC L. .fmファイル
M.フォルダーN.ブックに含まれる .xmlファイルO.ファイルのグループP.グループ内
の .mifファイルQ.フォルダーの複数のサブレベルR.ブック用のステータスバー
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ブックを作成する

ブックの作成

1) ファイル／新規／ブックを選択します。文書がアクティブの場合は、その文書をブ
ックに追加するかどうかを確認するメッセージが表示されます。新しいブックウィ
ンドウにブックの内容が表示されます。

2) ファイル／ブックを別名で保存を選択します。 .book 拡張子がファイル名に追加さ
れます。

ブックにファイルを追加する

1) ブックウィンドウで、挿入／ファイルを選択するか、  をクリックします。

2) ブックに追加する文書ファイルを1つか複数選択して、「追加」をクリックします。

ファイルをブックウィンドウ内にドラッグしてファイルを追加することができます。

注: また、ブックにファイルを追加ダイアログボックスでHTTPパスとファイル名を指定
してファイルを追加することもできます。このときに、正しいパスとファイル名を指定
したことを確認してください。誤って指定すると、ファイルの書式が認識されず、編集
できないダミーのファイルがブックに追加されるというメッセージが表示される場合が
あります。

構造化アプリケーションをXMLファイルに関連付ける

ブックのなかに含まれている .xmlファイルに構造化アプリケーションを関連付けること
ができます。

1) ブックウィンドウ内の .xmlファイルを右クリックし、プロパティを選択します。

2) 構造化アプリケーションを使用するリストボックスから構造化アプリケーション名
を選択し、続行をクリックします。
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ブックに生成ファイルを追加する

1) ブックウィンドウを開き、生成ファイルを追加する位置の前または後のファイルを
選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／スタンドアロン目次を作成を選択するか、挿入／リストを選択し、メニ
ューからリストの種類を選択します。

• 挿入／索引（標準）を選択するか、挿入／索引を選択し、作成する索引の種類
を選択します。

注 : また、ブック内で個々のファイル用の目次、リストおよび索引を作成すること
ができます。例えば、挿入／図のリストを選択して、現在の文書用の図のスタンド
アロンリストを作成します。また、現在のファイルのコピーとそれに対応する生成
ファイルによってブックを作成するように設定できます。生成ファイルは常にソー
スファイルと同じフォルダー内に作成されます。

フォルダーを追加する

フォルダーをブックに追加して、関連する文書をブック内で整理することができます。
FrameMakerは、フォルダーを論理コンテナと見なします。ディスク上に物理フォルダ
ーは作成されません。フォルダーには、1つ以上のフォルダー、グループ、またはファ
イルを入れることができます。

フォルダーを追加するレベルによって、フォルダーを章、節、サブセクションなどのよ
うに使用できます。フォルダーとフォルダー内のすべての内容のために、特殊な番号付
けスタイルを設定することができます。また、状況依存メニューから「除外」を選択し
て、ファイルを発行から除外するように選択することができます。

ブック内のファイルを選択し別のファイルを追加すると、この新しいファイルは、選択
したファイルの下にそれと同じレベルで追加されます。フォルダーを選択しファイルを
追加すると、この新しいファイルはフォルダー内のファイルの最後に追加されます。
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A. One.fmを選択しFour.fmを追加するB. Folder1を選択しA.fmを追加する

注 : ブック内にファイルがすでに存在している場合は、それをフォルダー内に再び
追加することはできません。

フォルダーの名前を変更する

1) フォルダーを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

2) タイトルボックスに新しいフォルダー名を入力し、「設定」をクリックします。

テンプレートをフォルダーに関連付ける

テンプレートをフォルダーに関連付けて、フォルダー内のファイルのための表紙を発行
します。フォルダーに関連付けられたテンプレートはすべて、ブック内の他のファイル
と同じように発行されます。<$chaptertitlename>変数を使用して、フォルダーに関連
付けられているテンプレート内にフォルダー名を含めます。この変数はブック内のすべ
てのレベルでのフォルダーに対して使用できます。

1) フォルダーを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

2) 「テンプレートパス」チェックボックスを選択し、テンプレートのファイル名を参
照して選択し、「開く」をクリックします。

3) 「設定」をクリックします。フォルダーのアイコンが変わり、テンプレートがフォ
ルダーに関連付けられていることを示します。

重要 :フォルダーに関連付けられているテンプレートは、ブック内の他のファイル
のように、PDF内に発行されます。
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フォルダーに関連付けられているテンプレートを開くには、フォルダーを右クリックし、
「開く」を選択します。このテンプレートファイルを含むフォルダー内のすべてのファ
イルが開きます。

フォルダーテンプレートのファイル情報を追加する

フォルダーに関連付けられているテンプレートのためにファイル情報（例えば著者名、
ファイルタイトル、キーワード）を指定できます。

1) テンプレートが関連付けられているフォルダーを右クリックし、「ファイル情報」
を選択します。

2) ファイル情報を指定し、「設定」をクリックします。

グループを追加する

ブックファイルの中にグループを作成することができます。フォルダーと同様、グルー
プもブックファイル内の論理コンテナです。ディスク上には存在しません。グループと
フォルダーの違いは、グループ内のファイルの階層が変化しないことです。また、グル
ープ用の番号付けスタイルも設定できません。

例えば、章がグループ内にある場合、章番号は順番に増えていきます。ファイルをフォ
ルダーにまとめると、章番号はそのまま残り、節番号を順番に増やすことができます。
ファイルはフォルダーから章番号属性を継承するので、フォルダー内のファイルの章番
号を明示的に変更することはできません。
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子ブックを追加する

また、ブックの中にブックを追加することができます。これらは、非構造化ブックファ
イルまたはDITAマップになります。1つのブック内の複数のレベルに複数の子ブックを
含めることができるようになりました。

1) 子ブックを追加する親ブックを開きます。

2) ブックウィンドウで、挿入／ファイルを選択するか、  をクリックします。

3) 子ブックとして追加する .book ファイルを探して選択し、「追加」をクリックしま
す。子ブックをダブルクリックすると、それが別のリソースマネージャーポッドで
開きます。

注 : ファイルの追加ダイアログボックスの「URLの参照」ボタンをクリックすると、
WebDAVサーバー上のブックを選択できます。

子ブックは、親ブックの中のプレースホルダーとして取り扱われます。親ブック表示で、
子ブックを編集することはできません。すべてのメンテナンス作業は、別々に子ブック
で実行する必要があります。例えば、親ブックに対するブック全体の操作（スペルチェ
ックや検索／置換など）は、親ブックのファイルに対してのみ実行され、子ブックのフ
ァイルには適用されません。別々に子ブックを検索し、更新する必要があります。

同様に、親ブックのページ番号や相互参照を更新する場合は、必ず、最初に子ブックを
更新してから親ブックを更新してください。これは、番号付け情報とページ情報がブッ
クレベルで保存されるからです。子ブック内のファイルが閉じている場合、親ブックを
更新しても、子ブック内のファイル内のページ番号付けには影響しません。

ただし、子ブック内のファイルが既に開いている場合、ファイルは更新されますが、保
存されません。ブック更新コマンドの後またはブック全体が対象となるコマンドを適用
した後では、必ず、開いているすべてのファイルを明示的に保存してください。

親ブックファイルをPDFとして保存する場合、FrameMakerは、親ブックに属するファ
イルの情報だけを更新します。子ブックを含めて情報が正しくPDFに表現されているこ
とを確認するには、次のいずれかを実行します。

• ブックファイルをPDFとして保存する前に、最初にすべての子ブックを更新し、次
に親ブックを更新します。

• 親ブックファイルをPDFとして保存する前に、子ブック内のファイルを含めてすべ
てのファイルを開きます。PDFを作成した後で、更新を保持するために、開いてい
るすべてのファイルを保存したことを確認します。
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ブックの方向

ブックを作成し文書を追加する場合、ブックの方向（LTRまたはRTL）は、ドキュメン
トの最初の非生成章または非生成コンポーネントの方向によって異なります。例えば、
ブックの中にRTL表記の文書とLTR表記の文書が混在している場合、ブックの方向は、
最初の非生成文書と同じになります。

また、リスト（ミニ目次）と書籍の索引の方向は、ブックの向きに基づいています。

ブックを管理する

ブックファイルを管理する

ブックウィンドウでファイル名または見出しテキストを表示する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ヘッダーテキストを表示アイコンをクリックします  。

• ファイル名を表示アイコン  をクリックします。

ブックのコンポーネントを出力から除外する

1) 除外するブックコンポーネントを右クリックし、「除外」を選択します。

フォルダーやグループを除外すると、そのフォルダーまたはグループ内のすべての
ファイルが出力から除外されます。ブックを更新すると、除外ファイルを考慮に入
れて自動的に番号が更新されます。

ブックコンポーネントを選択する

すべてのブックコンポーネントを選択する

編集／選択／すべてを選択します。

ブック内のすべての生成ファイルを選択する

編集／選択／生成ファイルを選択します。
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ブック内のすべての生成ファイル以外を選択する

編集／選択／生成ファイル以外を選択します。

FrameMakerファイルのみ（ .fm、 .book、 .mifファイル）を選択する
編集／選択／FrameMakerファイルを選択します。

すべての除外ファイルを選択する

編集／選択／除外されたコンポーネントを選択します。

除外されなかったすべてのファイルを選択する

編集／選択／除外されなかったコンポーネントを選択します。

階層の第1レベルにあるすべてのブックコンポーネントを選択する
編集／選択／章コンポーネントを選択します。

階層の第2レベルにあるすべてのブックコンポーネントを選択する
編集／選択／節コンポーネントを選択します。

階層の第3レベルにあるすべてのブックコンポーネントを選択する
編集／選択／サブセクションコンポーネントを選択します。

ファイルを再構成・削除する

構造化ブックを使用するときは、構造図のエレメントブロックを使用してファイルを並
べ替えたり削除したりすることができます。ブックを更新した後で、テキストスニペッ
トがファイルを識別します。

更新した構造化ブックからファイルを削除する場合、そのファイルはブックから継承し
た構造情報の一部を保持することもあります。この情報をファイルから削除して、スタ
ンドアロン文書に戻してください。

1) ブックウィンドウで、 1 つ以上のファイルを選択します。次のいずれかの操作を行
います。

• ブックウィンドウで、選択したファイルを目的の位置までドラッグします。

• 編集／削除を選択します。ブックウィンドウからファイル名が削除されますが、
ファイルはディスク上に残ります。
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ファイル名の変更

ブック内のファイルの名前を変更すると、FrameMakerはディスク上の対応ファイルの
名前を変更し、ブック内の他のファイル内にある相互参照、ハイパーテキストリンク、
テキストインセットリンクを更新します。

ブックに追加した生成ファイル（目次や索引など）の名前は、ブックファイル名に基づ
いて付けられます。生成ファイルのファイル名が初期設定のままの場合は、ブック名を
変更するとブック内のファイル名は変更されますが、ディスク上では変更されません。
生成ファイルの名前に初期設定以外のファイル名を指定した場合は、ブック名を変更し
ても生成ファイルの名前は変更されません。

例えば、New.bookの中にデフォルトでNeTOC.fmという生成ファイルがあるとします。
ブック名をSamples.bookに変更すると、ブックウィンドウでは生成ファイルの名前も
SamplesTOC.fmに変更されますが、ディスク上のファイル名は変更されません。ただ
し、生成ファイルの名前をContents.fmに変更し、ブックの名前を変更すると、生成さ
れるTOCの名前は、ブックウィンドウでも、ディスク上でも、Contents.fmのまま残り
ます。

1) 名前を変更するファイルを選択し、編集／名前の変更を選択するか、右クリックし
て「名前の変更」を選択します。

2) 新しいファイル名を入力し、 Enter キーを押します。警告メッセージが表示された
場合は、「OK」をクリックしてブック内の他のファイルの名前も更新します。

前回保存したバージョンに復帰する

この手順により、ファイルの追加または削除を解除したり、ブック内の文書に適用され
た番号、ページ、カラー定義およびファイル設定などの変更を元に戻したりできます。
文書の内容は変更されません。

1) ファイル／前回保存したブックに復帰を選択します。

注 : このコマンドは、コマンドの履歴を消去します。選択したコマンドのみを元に
戻すには、「前回保存したブックに復帰」の代わりに取り消し履歴ポッドを使用し
ます。
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ファイルを開く、閉じる、または保存する

ブックウィンドウでは、ブック内の各ファイルを開いたり閉じたりできるだけでなく、
保存やプリントも行うことができます。また、ブック内の全ファイルを対象として、こ
れらの操作と書式の更新を行うこともできます。

ブックウィンドウでFrameMaker以外の文書を開くと、該当するアプリケーションが起
動します（そのアプリケーションが利用可能な場合のみ）。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• ブックまたはマップ内のファイルを 1つ開くには、そのファイルだけが選択さ
れていることを確認してから、ファイルをダブルクリックします。

• ブック内の複数のファイルを開くには、ファイルを選択し、 Enterキーを押し
ます。

• ブック内の全ファイルを開くには、 Shift キーを押しながらファイル／ブック
内の全ファイルを開くを選択します。

注 :更新が必要な相互参照やテキストインセットがファイル内に数多くある場合、
「ブック内の全ファイルを開く」を使用すると時間がかかることがあります。編集／
参照を自動更新しないを選択し、該当するチェックボックスを選択して「設定」を
クリックすると、相互参照またはテキストインセットの自動更新は行われなくなり
ます。自動更新が設定されている文書を開くときは、相互参照とテキストインセッ
トが更新されます。

• ブック内の全ファイルを閉じるには、 Shift キーを押しながらファイル／ブッ
ク内の全ファイルを閉じるを選択します。

• ブック内の全ファイルを保存するには、 Shift キーを押しながらファイル／ブ
ック内の全ファイルを保存を選択します。ブックファイルも保存されます。

文書の比較

FrameMakerでは、文書の2つのバージョンを比較して、変更部分を表示することがで
きます。 FrameMakerは 2つのバージョンのテキストを比較するだけでなく、脚注、
マーカー、アンカー枠、テキストインセット、変数、相互参照も比較します。

注:構造化文書の場合、FrameMakerはさらに2つの文書の構造を比較し、オプショ
ンとしてこれらの構造内の属性を比較できます。
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1) 文書の両方のバージョンを開きます。

2) 新しいバージョンのドキュメントウィンドウで、ファイル／ユーティリティ／文書
比較を選択します。

3) 比較する古いバージョンの文書を指定します。

4) レポート形式を選択します。概要文書またはコンポジット文書のいずれかを得られ
ます。

概要文書は、ファイルの相違点のレポートです。統合文書（「CMP」という接尾
辞が付いています）には、ファイルの相違点が並んで表示されます。

5) 比較のオプションを設定するには、「オプション」をクリックします。以下のよう
なオプション画面が表示されます。

比較オプション

注 : 構造内の属性を比較するには、「エレメントの属性を比較する」を選択します。
このオプションが選択されてない場合は、構造内の属性は比較されません。

6) 「比較」をクリックします。選択されたレポート形式で結果が表示されます。

7) 変更履歴ではすべての差異が表示されます。必要に応じて変更を承認または拒否し
ます。
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ブック対象コマンドを適用する

FrameMakerのコマンドの多くは、ブック内の一部の文書または全文書に使用できます。
例えば、ブック内で選択したファイルの表示オプションの変更、スペルチェックおよび
ページレイアウトの変更を行うこともできます。

ブックに関連付けられた文書が開いている場合は、その文書にコマンドが適用されます
が、文書は保存されず開いたままになります。したがって、開いている文書の場合、閉
じる前に変更を明示的に保存する必要があります。

ブックに関連付けられた文書が閉じている場合は、自動的に、その文書が開き、コマン
ドの適用後、文書が保存されて閉じます。選択したファイルにコマンドを適用するとき
に、FrameMakerでファイルを開けない場合や、その他の問題が発生した場合は、ブッ
クエラーログにメッセージが表示されます。

1) ブックウィンドウで、変更するファイルを選択します。

2) 編集／スペルチェッカーのような目的のコマンドを選択します。

ヒント :.mifファイルおよび .xmlファイルの場合は、ファイルを開いてからブック
対象のコマンドを適用します。

構造化文書では、ブック内で属性を編集したり、使用可能なエレメントを設定したり、
ブック内の新規エレメントのオプションを設定したりすることができます。

ブックと文書にメタデータを追加する

メタデータのタグは文書の内容を記述するもので、文書と共に移動します。PDFにファ
イルを書き出すと、このメタデータのほとんどがAdobe® Acrobat®で表示されます。

メタデータ（つまり、ファイル情報）とは、コンピューターによる検索と処理が可能な
記述情報です。メタデータを使用すると、文書の内容に関する情報を伝達すると共に、
文書に関する情報を保持し、その情報をAdobeの他のアプリケーションで開くことがで
きます。PDFにファイルを書き出すと、このメタデータのほとんどがAcrobatで表示さ
れます。

メタデータタグを文書に埋め込むと、文書の追跡、管理および検索が容易になります。

注 :ブックファイル内のメタデータは、文書ファイル内のメタデータよりも優先さ
れる場合があります。ブックファイルに含まれている文書を使用する場合は、メタ
データを追加する前にブックファイルを開き、その文書を選択してください。
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1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) ファイル／ファイル情報を選択します。

3) 該当するカテゴリまたはすべてのカテゴリの横のボックスに必要な情報を入力し
ます。

4) 「マーク付き」では、文書が著作権保護の対象になる場合は「はい」を選択し、一般
に公開する場合は「いいえ」を選択します。どちらか明確でない場合は、「不明」
を選択します。

5) 「設定」をクリックします。

文書とページ番号

番号について

ブック内の各ファイルには、独自の番号システムを指定できます。例えば、ページ番号
がタイトルページでは「 i」から始まり、第1章では「1」から、第2章以降では前の章
から続くように通し番号を付けることができます。また、「2-1」ページの「第2章」の
ように、ページ番号に巻、章、節およびサブセクション番号を接頭辞として付けること
もできます。文書のすべてのボディページで同じ番号スタイルが使用されます。

ブックの番号属性を変更すると、そのブックに属する文書の番号属性も変更されます。
ブック内のページ番号を設定する場合は、個々の文書で番号属性を変更せず、ブックウ
ィンドウで文書を選択して番号属性を変更します。

文書内の巻、章、節、サブセクション、ページ、段落、脚注および表脚注の番号の設定
を変更できます。

ブック内で番号付けを設定した後、巻番号、章番号、節番号、サブセクション番号および
現在のページの#変数をページのヘッダーとフッターに追加することができます。また、
相互参照の書式、段落の自動番号および生成ファイルで<$volnum>、<$chapnum>、
<$sectionnum>、<$subsectionnum>および<$pagenum>などの構成要素を使用するこ
ともできます。
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フォルダー内のファイルの自動番号

フォルダー内のファイルの自動番号は、ブック内でのそのフォルダーのレベルによって
も変わります。第1レベルのフォルダー内のファイルの場合、章番号は親ブックから継
承されるので、編集はできません。ファイルの節番号のみを設定できます。第1レベル
のフォルダー内のファイルの場合、章タブは自動番号プロパティダイアログボックス内
では無効になっています。

同様に、第2レベルのフォルダー内のファイルは章番号と節番号を継承しますが、サブ
セクション番号を設定できます。

子ブック内のファイルの自動番号

ブック内の別のブックがある場合、番号設定は、子ブックが含まれているレベルによっ
て変わります。例えば、第1レベルにある子ブック内のすべてのファイルは、親ブック
から章番号を継承しますが、節番号は子ブック内の各ファイルごとに増加します。

注 : 子ブックを持つ親ブックの生成ファイル（目次ファイルや索引ファイルなど）は、子
ブックに対してカスタム自動番号設定は反映しません。例えば、子ブック内のファイル
用の番号付けがRoman [XIV]に設定されている場合でも、親ブックのTOCにNumeric
[14]ページ番号が表示されます。

関連するリンク :
階層構造を持つブックでの自動番号

番号を設定する

1) 文書がブックの一部である場合は、ブックを開き、ブックウィンドウでその文書を
選択します。

2) 書式／文書／番号属性を選択します。

3) ポップアップメニューからオプションを選択します。

4) オプションを設定します。

注 :ダイアログボックスを開いたときにブックウィンドウがアクティブであった場
合は、「ファイルから読み込む」を選択すると、関連する文書で指定されている番
号の値を使用できます。ブックウィンドウで複数のファイルを選択した場合は、
「そのまま」を選ぶと、選択した文書で指定されている番号の値を使用できます。

5) 「設定」をクリックします。

http://www.adobe.com/go/learn_fm_numbering_hierarchical_book_jp
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相互参照にブックコンポーネント番号を挿入する

1) 巻、章、節またはサブセクション番号の構成要素を含む相互参照書式を作成します。
例えば、相互参照書式は次のようになります。
See page <$chapnum><$sectionnum><$subsectionnum><$pagenum>–

ヒント :章番号とページ番号を同じ行に表示するには、相互参照書式内で非分離ハ
イフンを使用してください。

ヘッダーおよびフッターにブックコンポーネント番号を挿入する

章ごとにページ番号を付けるには、「章番号」（または「巻番号」）変数を使用するか、
または章番号のヘッダー /フッター変数を使用することができます。また、Section
NumberまたはSub Section Number変数を使用できます。ブックを更新すると、番号は
自動的に更新されます。

1) ヘッダーまたはフッターを含むマスターページを表示します。

2) 番号を追加するヘッダーまたはフッター内に挿入ポイントを置き、変数ポッドから
追加する変数をダブルクリックします。

3) ハイフンやピリオドなどの適切な記号を挿入します。

4) ページ番号を追加する場合は、挿入／ヘッダー/フッター／ページ番号を選択します。

ヘッダーまたはフッターはボディページで次のように表示されます。

A.章番号の変数（<$chapnum>）B.「現在のページ番号」変数
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ヘッダーまたはフッターにブックの合計ページ数を挿入する

ヘッダーやフッターに、ブックの合計ページ数を表示することもあります。例えば、
200ページあるブックの4ページ目に「4/200」と表示します。

ファイルのヘッダーやフッターに「ページ数」変数を使用してページ数を挿入すると、
ヘッダーやフッターには、ブック全体ではなく、そのファイルだけのページ数が表示さ
れます。ブック全体のページ数を表示するには、特殊な段落を作成して、その段落への
相互参照を作成します。

1) ブック内のファイルのページ番号を通し番号に設定します。

2) ブックに含まれている最後のファイルの最終ページで使用しているマスターページ
を表示し、ヘッダーまたはフッター内に挿入ポイントを置きます。

3) 挿入／ヘッダー /フッター／ページ数を選択して、「ページ数」変数を挿入します。

別の段落内の「ページ数」変数

4) ページ数を含む段落用の段落書式を作成して、段落カタログ内に保存します。この
段落に固有の書式を設定すると、この段落への相互参照を定義する操作が簡単にな
ります。

5) 挿入した位置にページ数が表示されないようにするには、テキスト枠のサイズを変
更してページ数を隠すか、段落のカラーを白に設定します。

6) ブック内の他のファイルのマスターページに、ページ数が含まれる段落への相互参
照を挿入します。相互参照の書式には、必ず<$paratext>構成要素を使用します。

7) ブック内の各ファイル（最後のファイルも含む）のすべてのマスターページで、ヘ
ッダーまたはフッターに相互参照を挿入します。

関連するリンク :
番号を設定する
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ブックファイルをプリントする

構造化文書では、エレメント境界線（角かっことタグのいずれか）は印刷可能な文字と
して扱われます。印刷する前にこれらの境界を隠します。

1) ブックからファイルを印刷する前にブックを更新する

2) ブックウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

• プリントするファイルを選択し、ファイル／選択ファイルをプリントを選びます。

• ファイル／ブックをプリントを選択します。

3) プリントオプションを指定して、「プリント」をクリックします。

関連するリンク :
文書をプリントする

PostScriptファイルを作成する

「PostScriptファイル」（「プリントファイル」とも呼ばれます）という記述文書を作
成することができます。文書を後でPostScriptプリンターにダウンロードするときや、
文書をサービスプロバイダーに送信して組版してもらうときに、PostScriptファイルを
使用することがあります。

1つの文書から1つのプリントファイルを作成する

1) ファイル／プリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、テキストボックスにプリントファイルのパスとファ
イル名を入力するか、「参照」をクリックして、プリントファイルのフォルダーと
ファイル名を指定します。

ブックのための1つのプリントファイルを作成する

1) ブックウィンドウで、ファイル／ブックをプリントを選択するか、出力する文書を
選択し、ファイル／選択ファイルをプリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、テキストボックスにプリントファイルのパスとファ
イル名を入力するか、「参照」をクリックして、プリントファイルのフォルダーと
ファイル名を指定します。

3) 次に、ブックを別名で保存ポップアップメニュー（または、選択したファイルを別
名で保存ポップアップメニュー）から「単一ファイル」を選択します。最後に「プ
リント」をクリックします。
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ブックを一連のプリントファイルに出力する

1) ブックウィンドウで、ファイル／ブックをプリントを選択するか、出力する文書を
選択し、ファイル／選択ファイルをプリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、プリントファイルのパスとファイル名をテキストボ
ックスに入力するか、「参照」をクリックし、プリントファイルのフォルダーを選
択して、ファイル名を入力します。

3) 次に、ブックを別名で保存ポップアップメニューまたは選択したファイルを別名で
保存ポップアップメニューから、「単一ファイル」または「文書ごとに異なるファ
イル」を選択します。最後に「プリント」をクリックします。

書式を変更したり取り込んだりする

1つのファイルで書式を変更した後に、更新後のファイルからこれらの書式を取り込む
ことで、ブック内のすべてのファイルを更新できます。ブック内の一部のファイルの書
式を変更するには、ブックウィンドウでファイルを選択し、選択したファイルに書式を
適用することができます。

重要 :1つのファイルで使用するカタログ書式の数をできるだけ少なくするために、
エレメント定義の書式ルールで書式変更が指定されていることがあります。通常は、
構造化ブックに書式を取り込むときに書式変更を削除しないでください。

FrameMakerは、既存の情報を置き換えず、新しい書式情報を文書に結合します。

開いていないファイルはディスク上で更新されます。開いているファイルは、コンピュ
ーターのメモリ上だけで更新され、ディスク上では更新されません。したがって、更新
を保持するにはファイルを保存する必要があります。

書式をブックファイルに取り込む

1) 使用する書式が含まれているファイルを開くか、作成します。ファイルは名前を付
けて保存されている必要があります。

2) ブックウィンドウで、ファイルまたは変更するファイルを選択し、ファイル／取り
込み／書式を選択します。

3) 取り込み元の文書ポップアップメニューから、取り込む書式が含まれているファイ
ルまたはテンプレートを選択します。
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4) 取り込みと更新の設定を選択します。文字書式を使用する相互参照書式、数式定義
または変数定義を更新している場合にも、「文字書式」を選択します。

5) カタログに保存されていない書式変更を削除する場合は、次の操作を行います。

• 段落書式の一部ではない改ページを削除するには、「強制改ページ」を選択し
ます。

• 段落、文字、ページレイアウトおよび表の書式変更を削除する場合は、「その
他の書式 /レイアウトの変更」を選択します。

一般に、エレメント定義で書式変更が使用されている可能性があるので、構造化ブ
ックでは「その他の書式 /レイアウトの変更」は選択しないでください。ただし、
非構造化ブックでは、「その他の書式／レイアウトの変更」を選択してさしつかえ
ありません。

6) 「取り込み」をクリックします。

関連するリンク :
書式の変更について

構造化ブックにエレメント定義を取り込む

エレメント定義は、ブックやその他のファイルのエレメントカタログに保存されます。
以下のような場合には、エレメント定義を取り込む必要があります。

• 非構造化ブックに構造を追加する場合。定義を取り込んだ後は、ブックファイルに
エレメントを挿入できます。

• ブックやブック内のファイルのエレメント定義を更新する場合。アプリケーション
開発者によってテンプレートの定義が修正される場合は、必ず定義を更新します。

• ブックとブック内のすべてのファイルに同じエレメント定義を適用する場合。ブッ
ク内のファイルがそれぞれ異なるテンプレートから作成されたものであるときは、
ブックを更新することをお勧めします。

エレメント定義をブックに取り込むと、FrameMakerによってブックとブック内の全フ
ァイルの定義が新しい定義で置き換えられ、新しい定義を基に書式ルールが再度適用さ
れます。また、ブックファイルが有効かどうかの検証も行われます。

1) 更新するブックと取り込む定義が含まれているテンプレート、文書またはブックを
開きます。

2) ブックウィンドウで、エレメント定義の取り込み先のファイルを選択し、ファイル／
取り込み／エレメント定義を選択します。
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3) 取り込み元の文書ポップアップメニューから、テンプレートまたは文書を選択しま
す。このメニューには、開いている保存済みの文書とブックがすべて表示されます。

4) ファイル内の書式ルール変更を削除するには、「更新時に削除」の「変更された書
式ルール」を選択します。この設定は、エレメントのテキストまたは段落の書式を
変更した後で、エレメント定義に記述されている書式に戻す場合に使用します。

5) 「取り込み」をクリックします。ブックファイルおよび「更新」スクロールリスト
に表示されているファイルの中のエレメント定義が更新されます。

マスターの目次や索引を作成するためにブックファイルを設定する

相互に関連する複数のブックを作成する場合は、すべてのブックをまとめたマスターの
目次や索引を作成することができます。

1) すべてのブックのファイルを順に含む新規ブックファイルを作成します。

元のブックで生成したファイルは、文書ファイルとして新規ブックに追加します。
生成ファイルの更新が必要な場合は、マスターブックファイルではなく、元のブッ
クファイル内で更新します。

2) 目次や索引などの生成ファイルを新規ブックファイルに追加します。この生成ファ
イルがマスターファイルになります。

3) ブックウィンドウを使用して、マスター生成ファイルに各文書の巻番号、章番号お
よびページ番号を表示する方法を指定します。

注 :「ファイルから読み込む」を選択していない場合、ブックを更新すると、ブッ
クの自動番号のオプションによって文書の自動番号のオプションが変更されます。

4) ブックウィンドウを使用して、適切なページおよびページレイアウトのオプション
を指定します。

5) ファイルを生成および更新します。

関連するリンク :
目次およびその他のリスト

文書とページ番号

ページレイアウト
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ブックを生成・更新する

ブックを設定し、ブック内の各ファイルのページ番号や段落番号を指定した後に、ファ
イルの生成と更新を行う必要があります。ブックの生成と更新は一回で行いますが、この
2つはまったく別のプロセスです。

「生成」によって、ブックファイルの目次、その他の生成リストおよび索引が作成され
ます。リストや索引を初めて生成するとき、ブック内の最初の非生成ファイルのページ
レイアウト（マスターページ）とリファレンスページが使用されます。

「更新」によって、ページ番号や段落番号が修正され、新しいページ番号や段落番号を
反映するように相互参照が修正され、テキストインセットが再度取り込まれ、必要に応
じて、空白ページが追加または削除されます。構造化文書の場合、ファイル内の情報を
基にブックのエレメントタグが修正され、ブックのエレメント定義を基に書式ルールが
再び適用されます。

文書またはブックファイルに次のような変更を行う場合は、必ずブックの生成と更新を
行ってください。

• ページ番号に影響する編集、例えばコンテンツの追加

• ブック内のファイルの並べ替え、追加、除外、または削除

• テキスト設定またはインジケーターの変更

• 生成ファイルに影響する編集、例えば章タイトルの変更、構造化文書内でのセクシ
ョンエレメントの追加など

• 文書または生成ファイルの設定の変更

• 生成ファイルのリファレンスページでの特殊テキストフローの書式情報の変更

• 新規カラーの追加（正確な色分解を行うため）

• 新規または修正済みエレメント定義の取り込み（構造化文書）

• ブック内のファイルの最上位エレメントの変更（構造化文書）
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ブックを更新する

1) ブックウィンドウで、編集／ブック更新を選択するか、ブック更新アイコンをクリ
ックします  。

2) ページ番号、相互参照、テキストインセット、または目次や索引などの生成ファイ
ルを更新するかどうかを選択します。

3) 生成するファイル名を「生成する」スクロールリストに移動します。

スクロールリスト間でファイル名を移動するには、ファイル名を選択して矢印をク
リックするか、ファイル名をダブルクリックします。スクロールリスト内のファイ
ルをすべて別のスクロールリストに移動するには、Shiftキーを押しながら矢印をク
リックします。

注 :ファイルが表示されない場合、ブックには生成ファイルはありません。リスト
にファイルが表示されない場合や、すべてのファイルを「生成しない」リストに移
動する場合でも、次の手順に進んで、ブックのページ設定、ページ番号、テキスト
インセットおよび相互参照を更新してください。

4) 「更新」をクリックします。

5) 開いているファイルを保存して変更を保持します。開いているファイルは、コンピ
ューターのメモリ上では更新されていますが、ディスク上では更新されていません。
開いていないファイルは、上書き禁止形式の場合も、ディスク上で更新されます。

子ブックやXMLファイルを持つブックを更新する

親ブックを更新しても、子ブックのファイルは自動的には更新されません。子ブックの
ファイル内の自動番号や相互参照の情報を更新するには、すべての子ブックのファイル
が開いていることを確認してから、親ブックを更新してください。子ブックのファイル
への更新は保存されないので、これらのファイルを閉じるときに変更を保存するかどう
かのメッセージが表示されます。

同様に、 .xmlファイルがすでに開いている場合、FrameMakerは自動番号を更新します
が、変更の保存はしません。したがって、このXMLファイルを閉じるときに、変更を保
存するかどうか尋ねてきます。
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子ブックからの生成ファイル（目次ファイルや索引ファイルなど）は、発行する出力に
は含まれません。これは、親ブック内で生成されるファイルには、子ブックのファイル
の情報も含まれるからです。また、ブック全体に対する操作は、各ブックごとに別々に
実行してください。

構造化ブックを更新する

構造化ブックを初めて更新する前は、ブック内の各ファイルは「BOOK-COMPONENT」
というエレメントとして表示されます。ブックを更新すると、各構造化ファイルのエレ
メントは、そのファイルの最上位エレメントのタグ（一般に、ファイル全体を表す
「Chapter」などのタグ）に変更されます（ファイルに複数のフローがある場合は、フ
ローAの最上位エレメントのタグが使用されます）。

ブック内の構造化されていないファイルのエレメントは、「BOOK-COMPONENT」
のままです。「BOOK-COMPONENT」をエレメントタグに変更するには、ファイル
に構造を追加し、再度生成と更新を行います。

構造化ファイルから継承された情報を削除する

ブックを生成および更新するとき、ブック内のファイルはブックファイルから構造情報
を継承します。ファイルのエレメントカタログでは、ブックから継承した情報を含める
か除外するかが定義されていることがあります。また、ファイル内の他の継承情報がテ
キストエレメントの書式に影響することがあります。

ブックから削除したファイルをスタンドアロン文書として使用する場合は、そのファイ
ルのエレメント定義を再適用して、ブックから継承した構造情報をすべて削除します。
ファイルのテキスト書式がこの構造情報によって影響を受けた場合は、定義を再適用し
て元の書式に復帰します。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブ
ックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) ファイルで、ファイル／取り込み／エレメント定義を選択します。

3) 取り込み元の文書ポップアップメニューで「現在の文書」が選択されている状態で、
「更新時に削除」の「ブック内の情報」を選択して、「取り込み」をクリックし
ます。
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ブック構造を編集・検証する

新規ブックファイルの構造には、「NoName」という最上位エレメントと、個々の文書
およびブックに追加された生成ファイルを表す「BOOK-COMPONENT」エレメント
が含まれています。ブックを更新すると、構造化ファイルのエレメントはそのファイル
の最上位エレメントのタグに変更されます。

ほとんどの場合、ブックファイルの更新後に構造を多少変更する必要があります。例え
ば、「NoName」エレメントを、ブックに定義した最上位エレメントに変更します。ま
た、「BOOK-COMPONENT」のままのファイルエレメントがある場合は、そのファ
イルを構造化してから再度生成と更新を行います。

ブックのエレメント定義によっては、「FrontMatter」、「Body」および「Appendixes」
などの上位エレメントを使用してエレメントをグループ化する必要がある場合もあり
ます。

ブックファイルの一般的な構造

ヒント :ファイルを開くには、構造図のブロックをダブルクリックします。

ブックの構造は、文書の場合とほとんど同じ方法で編集できます。例えば、エレメント
の挿入、ラッピング、変更、結合と分割、構造図でのブロックのドラッグと削除などを
行うことができます。ただし、ファイルを表すエレメントを結合または分割することは
できません。また、初期設定以外の構造が含まれている構造化ブックでは、カットやペ
ーストの取り消しを行うことはできません。
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構造を検証する

ブックを検証するとき、ブック全体（ブック内のファイルを含む）、ブックファイルの
みまたはブックファイル内の現在のエレメントのみのいずれかを範囲として指定できま
す。ブック全体を検証する場合、ブックと各ファイルの構造は、ブックのエレメントカ
タログと照合されます。

1) 構造／検証を選択します。

2) 「文書全体で」、「現在のフローに対して」または「現在のエレメント」を選択し
て検証範囲を指定します。

3) 所在不明のエレメントや属性値を検索から除外するには、「所在不明のエレメント
を無視」または「所在不明の属性値を無視」を選択します。

これらの設定を選択すると、必要な子エレメントや属性値の所在が不明な場所では
検索は行われません。まだブックが完成していない場合は、これらの設定を選択す
ることをお勧めします。

4) 「チェック開始」をクリックします。

5) FrameMaker によってエラーが検出された場合は、エラーをそのまま残すかどうか
を指定し、再度「チェック開始」をクリックします。

エレメント検証ダイアログボックスの上部には、エレメントのタグと、問題に関す
る短いメッセージが表示されます

6) エラーが検出されなくなるまで、手順5までの操作を繰り返します。

関連するリンク :
構造化ブックにエレメント定義を取り込む

すべての特殊ケースを解除する

1) 構造／検証を選択します。

2) 「特殊ケースを解除」をクリックします。ダイアログボックスで選択した範囲（ブ
ック全体、ブックファイルのみまたは現在のエレメントのみの）いずれかの特殊ケ
ースがFrameMakerによって解除されます。

関連するリンク :
ブックを生成・更新する
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目次およびその他のリスト

生成ファイルについて

生成ファイルとは、FrameMakerが、1つのソース文書からまたはブック内の複数の文
書から段落やマーカーテキストを抽出することで生成するファイルです。生成ファイル
を更新すると、ソース文書の現在のテキストによって、すべての段落やマーカーテキス
トが更新されます。このようにして、FrameMakerは目次や索引などの生成ファイルを、
最新の状態に保ちます。

目次や標準索引の他に、様々なタイプのリストや索引を生成できます。例えば、段落か
らのテキストやテキストに挿入したマーカーからのテキストを含むリストや索引を生成
できます。このようにすると、見出し段落に基づいた目次や、図タイトルに基づいた図
一覧、または特別の著者のマーカーに基づいた索引を生成できます。ほとんどのリスト
や索引は次の3つのカテゴリに分類されます：段落リスト（または構造化文書内のエレ
メント）、マーカーリスト、およびマーカー索引。4つ目のカテゴリとして、参照のリ
ストや索引がありますが、これはあまり使用されていません。

目次や他のリストについて

Adobe FrameMakerでは、目次（TOC）や図などのリストは、文書内で指定した段落
のテキストを基にして生成されます。また、索引は文書内に挿入したマーカーに基づい
て生成されます。

目次などの生成リストは、ソースの内容に基づいて生成されます。ソースとして使用す
るのは、1つの文書か、ブック内の一連の文書です。通常は、希望どおりの結果になる
ように、ソース文書を準備する必要があります。

段落リスト

段落リストには、指定された段落（ユーザー指定のタグが付いた段落）のテキストが含
まれ、段落（または構造化文書のエレメント）ごとに1つのエントリが表示されます。
次のような段落（または構造化文書のエレメント）のリストが作成できます。

• 目次には、指定したレベルの見出しが含まれ、ソース文書内と同じ順序で見出しの
リストが表示されます。
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• 図、表、段落（またはエレメント）のリストには、図の説明、表のタイトルまたは指
定した段落のテキストが含まれ、これらがソース文書内と同じ順序で表示されます。

• 段落（またはエレメント）のアルファベット順（50音順）リストには、他のリスト
と同じ情報が含まれ、これらがアルファベット順（50音順）に表示されます。

注 :目次およびリストでは、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされてい
ます。

マーカーのリスト

マーカーのリストには、ソース文書のボディページに挿入されたマーカーに対応するエ
ントリが含まれます。マーカーをソース文書のボディページに手動で挿入（通常は、構
造化文書のマーカーエレメントとして挿入）すると、生成リストにマーカーテキストが
表示されます。例えば、編集途中の文書に対する校閲者のコメントのリストを作成する
には、「コメント」という種類のマーカーのリストを生成します。標準のマーカーリス
トには、各アイテムがソース文書またはブックと同じ順序でリストされますが、マーカ
ーのアルファベット順（50音順）のリストを生成することもできます。

マーカーの索引

マーカーの索引には、標準索引や著者およびタイトル別の索引、その他の種類のマーカ
ーの索引などがあります。マーカーをソース文書のボディページに手動で挿入すると、
索引にマーカーテキストが表示されます。マーカーテキストのシンタックス（構成要素）
を使用して、索引レベルおよび特別なページ番号の指定、ソートの設定および書式の指
定を行います。各エントリはアルファベット順（50音順）にソートされ、テキストに同
じエントリが複数ある場合、これらは複数のページを参照する1つのエントリとしてま
とめられます。

相互参照マーカーの索引
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参照のリストと索引

参照のリストと索引により、特別な情報を分類することができます。例えば、コンディ
ショナルタグ、外部相互参照、非決定の相互参照、フォント、テキストインセット、非決
定のテキストインセット、取り込んだグラフィックなどのリストと索引を生成できます。

目次やリストを生成する

目次や他の段落リストを生成する前に、次のことを行って生成リストで問題が発生しな
いようにします。

• タグやエレメントが正しく一貫して適用されていることを確認します。例えば、
Heading1はすべての第1レベルの見出しのみに使用します。

• リストに含める各アイテムを1つの段落にします。例えば、2行の見出しの各行が別
の段落に分割されている場合、希望どおりの結果は得られません。

• 構造化文書を検証して、構造エラーがないことを確認します。

注 :フォントや非決定の相互参照のリストなどの参照用リストは、通常ユーザーが
文書で作業中に参考用に生成するものです。このような参照のリストを生成する場
合、事前に文書を準備する必要はありません。

ブックから目次またはリストを生成する

1) ブックウィンドウを開き、目次またはリストを生成するファイルを選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／スタンドアロン目次を作成を選択します。

• 挿入／リストを選択し、メニューからリストの種類を選択します。

ダイアログボックスに表示されるアイテムは、生成するリストの種類によって異な
ります。

3) ファイル名に接尾辞を入力するか、初期設定の接尾辞をそのまま使用します。接尾
辞は、生成ファイルの種類を示します。例えば、目次の接尾辞には、通常TOCを
使用します。

注 :接尾辞はファイル名の拡張子とは異なります。接尾辞は、生成されたリストの
段落タグと共に使用され、「UserGuideTOC.fm」のように生成ファイルのファイ
ル名に挿入されます。
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4) 設定ダイアログボックスの「ファイルの追加」ドロップダウンリストで、生成した
リストを現在の文書の前に追加するか、後に追加するかを指定します。

5) 「含める」スクロールリストにアイテムを移動します。スクロールリスト間でアイ
テムを移動するには、まずアイテムを選択して矢印をクリックするか、アイテムを
ダブルクリックします。スクロールリスト内のアイテムをすべて別のスクロールリ
スト内に移動する場合は、Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。

6) 生成リストの各エントリをソースにリンクするには、「ハイパーテキストリンクを
作成」を選択します。これで、エントリをクリックすると、ソースにジャンプでき
ます。

7) 「 OK 」をクリックし、「更新」をクリックします。リストが生成されます。ブック
ウィンドウで生成されたリストの名前をダブルクリックしてリストを表示できます。

8) 生成されたリストをソース文書またはブックと同じフォルダーに保存します。生成
されたファイルの名前を変更する場合は、ブックウィンドウで変更します。ディス
ク上のファイル名が変更され、すべての参照が更新されます。

初めてリストを生成するときにテンプレートを使用しない場合、リストにはブック
内にある生成された文書以外の最初の文書のマスターページのページレイアウトが
使用されるので、すべてのエントリが同じ書式で表示されます。

リストを保存するときに、ソース文書のフォルダーに既にリストが存在する場合は、
同じフォルダー内に同じファイル名で保存します。これで、リストを再生成すると
既にあるリストの書式が使用されます。この方法で保存を行わないと、リストの更
新時に書式の変更は保持されません。

ヒント :新規ブックファイルでテンプレートや既存の生成ファイルを使用するには、
生成ファイルとしてこのファイルをブックに追加します。次に、ブックウィンドウ
内に表示中のファイル名を使用して、既存のファイルをブックファイルのあるフォ
ルダー内に移動します。

9) ブック内で開いているファイルを保存します。開いているファイルは、コンピュー
ターのメモリ上では更新されていますが、ディスク上では更新されていません。フ
ァイルが開いていない場合は、変更はディスク上で行われます。

関連するリンク :
リストおよび索引の書式設定
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単独の文書の目次またはリストを生成する

1) 目次またはリストの挿入先の文書を開きます。

2) ドキュメントウィンドウで、次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／目次／スタンドアロン目次を作成を選択します。

• 挿入／リストを選択し、メニューからリストの種類を選択します。

3) 確認のメッセージが表示されたら、リストをスタンドアロンの文書として作成する
か、ブックに追加するかを指定します。

「はい」を選択してスタンドアロンの文書を作成する場合は、元の文書と同じフォ
ルダーにリストが生成されます。「いいえ」を選択した場合は、開いているブックに
生成ファイルが追加されるか、または必要に応じて新しいブックが作成されます。

4) 目次または選択したリストの設定ダイアログボックスが表示されます。ダイアログ
ボックスで次の詳細を指定します。

目次ダイアログボックスを設定する

• ファイル名に接尾辞を入力するか、初期設定の接尾辞をそのまま使用します。
接尾辞は、生成ファイルの種類を示します。例えば、目次の接尾辞には、通常
TOCを使用します。

注 :接尾辞はファイル名の拡張子とは異なります。接尾辞は、生成されたリストの
段落タグと共に使用され、「Chapter1TOC.fm」のように生成ファイルのファイル
名に挿入されます。
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• 段落タグ、マーカーの種類または参照の種類を、それぞれ「含める」スクロー
ルリストに移動します。スクロールリスト間でアイテムを移動するには、まず
アイテムを選択して矢印をクリックするか、アイテムをダブルクリックします。
スクロールリスト内のアイテムをすべて別のスクロールリスト内に移動する場
合は、Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。

• 生成リストの各エントリをソースにリンクするには、「ハイパーテキストリン
クを作成」を選択します。これで、エントリをクリックすると、ソースにジャ
ンプできます。

5) 手順3の選択内容に応じて、次のいずれかの操作を行います。

• スタンドアロンリストを作成している（手順 3で「はい」を選択している）場
合は、「OK」をクリックします。リストが生成され表示されます。

• ブックにリストを追加している（手順 3で「いいえ」を選択している）場合は、
「OK」、「更新」の順にクリックします。新しいブックを作成する場合は、
ファイル／ブックを別名で保存を選択し、ブックを保存します。

6) 生成されたリストをソース文書またはブックと同じフォルダーに保存します。

初めてリストを生成する場合（テンプレートを使用しない場合）、リストにはソー
ス文書、またはブック内にある生成された文書以外の最初の文書のマスターページ
のページレイアウトが使用されるので、すべてのエントリが同じ書式で表示されま
す。リストを再生成しても保持される書式の変更について詳しくは、

7) リストをソース文書またはブックと同じフォルダーに保存します。

関連するリンク :
リストおよび索引の書式設定

ファイル名の変更
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構造化文書での目次などのリストの生成

構造化文書で目次などのリストを生成する手順は、非構造化文書の場合と同じですが、
別途で次の点に考慮する必要があります。

• 生成されたばかりのリストは構造化されていませんが、これに構造を追加できます。
生成リストが構造化されている場合は、再生成によって構造が失われます。リスト
が最終的に完成するまでは、リストに構造を追加しないでください。

• スクロールリストのアイテムは、生成するリストの種類によって異なります。例え
ば、目次にはソース文書のエレメントタグと段落タグが表示されます（段落タグは
エレメントタグの後ろに表示され、段落タグの先頭には段落記号（ ）が追加され
ます）。参照リストの場合は、使用できる参照の種類が表示されます。

• エレメントタグの中には、構造内でのエレメントの位置を示すコンテキストラベル
が付いているものもあります。例えば、「Section」エレメントが他の「Section」
エレメントに含まれるとき、コンテキストラベルによって、どのエレメントが第1、
第2または第3レベルの節に相当するのかを識別できます。
コンテキストラベル

• コンテキストラベルが使用されているエレメントでも、ラベルの説明がない場合に
は、スクロールリストに<ラベルなし>というエントリが表示されます。上記の例
では、「Section（<ラベルなし>）」は、文書内の第4レベル以下の「Section」
エレメントを表します。

• 1 つのエレメントに複数の段落が含まれているときは、最初の段落のテキストだけ
が生成リストに表示されます。例えば、「Section」エレメントでは、通常最初の
段落である「Head」が表示されます。

• 初めてリストを生成するときにテンプレートを使用しない場合、リストにはブック
内にある生成された文書以外の最初の文書のマスターページのページレイアウトが
使用されるので、すべてのエントリが同じ書式で表示されます。リストにはソース
文書からのエレメント定義も含まれます。

関連するリンク :
索引を生成する
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タイトルやその他の固定テキストをリストや索引に追加する

タイトルやその他の固定テキストをリストや索引に追加するには、最初にリストや索引
を生成してからそれを追加します。

また、固定テキストをテンプレートに追加し、それを使用して、リストや索引の書式を
設定することもできます。

1) ボディページの最初のエントリの前に、タイトルを入力します。

2) 段落カタログを使用して固定テキスト用の特別な段落書式をテキストに適用するか、
タイトル用に新しい段落書式を作成します。

3) 新規の段落タグを作成する場合は、標準索引用の「 IX」や目次用の「 TOC」など
の、生成ファイルの作成時に割り当てられる接尾辞を段落タグの最後に指定しない
でください。FrameMakerでは索引を再生成する際に、接尾辞で終わるタグが付い
た段落だけを置換します。

関連するリンク :
テンプレートを使用してリストや索引を書式設定する

ミニチュア目次を生成する

FrameMakerでは、文書レベルでミニチュア目次（Mini-TOC）を追加できます。この
機能は現在、非構造化文書に対してのみサポートされています。ミニ目次は読みやすさ
を向上させるだけでなく、長い文書における移動を容易にします。ミニ目次機能が追加
されたことで、従来のようにドキュメントに各見出しの相互参照を追加してミニ目次を
手動で作成する作業は必要なくなりました。この機能を使用すると、文書の指定した位
置に自動的にミニ目次を作成でき、並べ替えたり、挿入したりすることができます。

通常の目次の場合と同様に、ミニ目次においても書式やスタイルを変更できます。ミニ
目次の書式について詳しくは、「ミニ目次の更新」を参照してください。ミニ目次を文
書に含めた後は、サポートされているすべての出力形式で出力することができます。

右から左に表記（RTL）する文書を作成している場合は、ミニ目次の方向は文書（書式／
文書／方向）の向きに基づきます。すなわち、文書のすべてのコンテンツが左から右
（RTL）の言語で表記されている場合でも、文書方向がRTLに設定されている場合はミ
ニ目次の方向もRTLとなります。
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ミニ目次の作成

1) ミニ目次を挿入するドキュメントを開きます。

2) ミニ目次の挿入先をクリックします。

3) 挿入／目次／ミニ目次を作成を選択します。

4) 段落タグを、「含める」スクロールリストにそれぞれ移動します。スクロールリス
ト間でアイテムを移動するには、まずアイテムを選択して矢印をクリックするか、
アイテムをダブルクリックします。スクロールリスト内のアイテムをすべて別のスク
ロールリスト内に移動する場合は、Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。

5) 生成リストの各エントリをソースにリンクするには、「ハイパーテキストリンクを
作成」を選択します。これで、エントリをクリックすると、ソースにジャンプでき
ます。

6) 「設定」をクリックします。

新しいミニ目次が作成され、文書に配置されます。文書を保存すると、ミニ目次を
構成するために使用されたすべての段落タグのために、「MTOC」の接尾辞を伴
う新しい段落タグが作成されます。また、新しい参照ページ（MTOC）が文書に
追加されます。

ミニ目次の更新

見出しを更新した場合、あるいはリファレンスページからミニ目次の書式を変更した場
合、変更内容は文書を保存またはプリントするか、ミニ目次を手動で更新するまでは反
映されません。

1) 文書の見出しに変更を加えます。

2) ミニ目次を右クリックし、状況依存メニューから「ミニ目次の更新」を選択します。

注 : また、挿入／目次／ミニ目次を更新を選択することもできます。

3) 警告メッセージで「OK」をクリックします。

注 : ミニ目次を構成する見出しを変更する場合は、既存のミニ目次を削除し、ミニ
目次を再度作成します。



プロジェクト、ブックと長い文書

554

ブック中のすべてのドキュメントのミニ目次はシングルクリックで更新できます。

1) ブックウィンドウを開き、ブックファイルを選択します。

2) 「編集／ブック更新」を選択します。

3) 「ミニ目次」オプションを選択します。

4) 「更新」をクリックします。

この単一のブックの更新操作では、ブック内のすべてのドキュメントのミニ目次が更新
されます。

ミニ目次の外観を更新するには、ミニ目次の生成に使用する段落書式を変更します。単に
段落書式ウィンドウの段落タグ（MTOCという接頭辞が付いたタグ）を開いて、必要な
変更を加え、段落タグ定義を更新する方法もあります。さらに、参照ページ（MTOC）
で必要な変更を加えることもできます。

ミニ目次のページ番号が不要な場合は、次の2つの方法のいずれかを使用できます。

• すべての出力形式からページ番号を削除します。リファレンスページを開き、
MTOCページから<$pagenum>変数をすべて削除します。変数を削除したあと、
文書を保存して目次を更新します。ページ番号が、ソース文書とパブリッシュされ
た出力の両方で表示されなくなります。
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• 公開ポッドでサポートされている出力形式からページ番号を削除します。新規文字
書式を作成し、MTOCページのすべての<$pagenum>変数に適用します。公開設
定（公開ポッド／設定／設定を編集）を開き、「スタイルマッピング」タブを開き、
リストから文字書式を選択します。<$pagenum>変数に適用した文字書式用の「出
力から除外」オプションを有効にします。ページ番号は、ソース文書では表示され
ますが、公開ポッドによってサポートされているすべての出力形式ではパブリッシ
ュされません。

公開ポッドによってサポートされている各種の出力形式について詳しくはマルチチャネ
ルパブリッシングを参照してください。

ミニ目次の削除

ミニ目次を削除するには、ミニ目次を右クリックし、状況依存メニューから「ミニ目次
を削除」を選択します。あるいは、挿入／目次／ミニ目次を削除を選択してミニ目次を
削除することもできます。

文書に目次を埋め込む

目次が短いために、これを個別のファイルとして扱うのではなくソース文書の冒頭に埋
め込む場合は、相互参照を使用して目次を埋め込むことができます。特殊な相互参照エ
レメントを、構造化文書であらかじめ定義する必要があります。

文書の冒頭に埋め込んだ目次

このような目次は自動的に保持されないので、文書の編集時に参照の順序を変更したり見
出しを削除した場合は、目次のエントリの並べ替えや削除を手動で行う必要があります。

目次を別に生成し、生成ファイルを参照してソース文書の冒頭に取り込むこともできま
す。この場合、目次を変更すると、目次のテキストインセットは自動的に更新されます。
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相互参照を使用して文書に目次を埋め込む

1) 目次エントリのテキストの表示方法を指定する相互参照書式を作成します。通常、
この書式には、<$paratext>と<$pagenum>という構成要素が含まれています。

2) 文書の冒頭に、目次に表示する各段落に対する相互参照を設定します。このとき、
手順1で作成した相互参照書式を使用します。

相互参照を使用して構造化文書に目次を埋め込む

1) 目次に表示するアイテムごとに、相互参照エレメントを挿入します。文書に書式設
定用の段落エレメントも定義されている場合があります。詳しくは、アプリケーシ
ョン開発者にお問い合わせください。

注 :目次のエントリの順序が、文書内のソースエレメントの順序と同じになっている
ことを確認します。生成した目次と違って、これを自動的に行うことはできません。

テキストインセットとして目次を文書に埋め込む

1) 目次を生成します。

2) 文書に目次を取り込みます。

文書に埋め込んだ目次を保守する

1) 次の操作を行います。

• 文書の編集中に段落またはソースエレメントの順序を変更した場合は、同じ順
序になるように相互参照を並べ替えます。この後、相互参照を更新します。

• 段落またはソースエレメントを削除した場合、それに対する相互参照も削除し
ます。
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目次とリストを更新・編集する

リストのエントリを更新するには、ソース文書内でそのエントリに対応する段落または
マーカーを編集してから、リストを再生成します。リストに直接入力してエントリを編
集すると、リストの再作成時にその変更が無効になります。

例えば、目次で入力エラーを直接訂正しても、ソース段落内に入力エラーが残っている
と、次に目次を生成したときに修正前の状態に戻ります。このエラーを根本的に解決す
るには、ソース文書内の段落またはマーカーテキストを変更してから、リストを再生成
する必要があります。

重要 :生成リストが構造化されている場合は、再生成によって構造が失われます。
リストが最終的に完成するまでは、リストに構造を追加しないでください。

ブックの一部である目次またはリストを更新する

1) ソース文書に必要な変更を行います。

2) ブックウィンドウで、編集／ブック更新を選択します。

3) 更新するリストを生成スクロールリストに移動し、「目次、リスト、索引を生成」
が選択されていることを確認し、「更新」をクリックします。

ブックの一部である目次またはリストから段落タグを追加または削除する

1) ブックウィンドウで目次などの生成ファイルを選択します。

2) 編集／目次を設定、または種類のリストを設定を選択します。

3) 必要に応じてリストボックス間でアイテムを移動し、「設定」をクリックします。
次に「更新」をクリックします。

スタンドアロン文書である目次またはリストを更新する

1) ソース文書に必要な変更を行います。

2) ソース文書で、挿入メニューから「目次」などのコマンドを選択し、スタンドアロ
ンの文書を作成するかどうかを確認するメッセージが表示されたら「はい」を選択
します。

3) 必要に応じてリストボックス間でアイテムを移動し、「設定」をクリックします。
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リストエントリのソースを検索する

エントリを改訂する必要があるときは、ソース文書内で対応する段落またはエントリを
検索します。

1) リストまたは索引の生成時に「ハイパーテキストリンクを作成」を選択しなかった
場合は、このオプションを選択してリストを再生成します。

2) 生成されたリスト内で、リストのエントリを Altと Ctrlキーを押しながらクリック
します。

対応する段落を含むソース文書のページが開き、その段落がハイライトされます。
エレメントがマーカーの場合、マーカーポッドにマーカーテキストが表示されます。

「検索・置換」を使用して段落を検索および選択する

1) 構造化文書内のマーカーエレメントを修正する場合は、スペシャル／マーカーを選
択してマーカーテキストを表示できるようにします。

2) 生成した索引ではなく、必ずソース文書を使用して、編集／検索・置換を選択しま
す。

3) 検索ポップアップメニューで「段落タグ」（非構造化文書の場合）または「エレメ
ント」（構造化文書の場合）を選択します。検索するタグまたはエレメントを入
力し、「検索」をクリックします。

注 :マーカーエレメントが選択されると、マーカーポッドにマーカーテキストが表
示されます。このとき、マーカーテキストを変更するために、検索・置換ダイアロ
グボックスで「置換」をクリックしないでください。これを行うと、マーカー自体
が置換されます。マーカーテキストを変更するには、マーカーポッドのテキストを
変更してから「マーカーを編集」をクリックします。

脚注を編集、削除する

1) 非構造化文書では、段落テキストを編集または削除します。

2) 構造化文書では、エレメントを選択し、次のいずれかの操作を行います。

• マーカーポッドテキストを変更し、「マーカーを編集」をクリックします。

• Deleteキーを押します。
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索引の作成

索引エントリを作成する

通常の索引では、マーカーに基づいてエントリが生成され、アルファベット順（50音順）
にエントリがソートされます。内容のテキストが同じエントリは、複数ページを参照す
る1つのエントリとしてまとめられます。マーカーテキストに特別な構成要素を追加し
て、索引エントリの書式を設定できます。例えば、構成要素を使用して特定のエントリ
をサブエントリにしたり、別のエントリへの相互参照として指定できます。

索引エントリ

A.メインエントリB.サブエントリC.別のエントリへの相互参照D.ページ範囲

また、「タイトル」や「著者」などの定義済みのマーカーの種類や、ユーザーが作成し
た独自のマーカーの種類を使用して、特殊な索引を作成することもできます。

注 :索引ではUnicodeテキストエンコード規格がサポートされています。

ソース文書に挿入した索引マーカーと、書式設定された索引のエントリ



プロジェクト、ブックと長い文書

560

索引マーカーの挿入

1) マーカーの挿入位置をクリックするか、索引に入れる単語を選択し、マーカーから
挿入ポッドをクリックします。マーカーは、テキスト枠内にしか挿入できません。

2) ポップアップメニューでマーカーの種類を選択します。通常は、マーカーの種類に
「索引」を使用します。同一文書に対してタイトル別の索引や著者別の索引など複
数の索引を作成するには、索引ごとに別の種類のマーカーを使用します。

3) マーカーポッドで、索引エントリのテキストを入力します。最大 255 文字（全角で
は127文字）まで入力できます。マーカーテキストに次の構成要素を使用して、索
引エントリの書式と索引内での位置を設定することもできます。

日本語フォントで作業している場合、角かっこ（ [ ]）で囲まれるタグ以外の構成要
素はすべて半角文字を使用して入力します。

注 :コロン、セミコロン、角かっこまたは山形かっこなどの構成要素で使用される
特殊文字を普通の文字の一部として入力するには、これらの記号の前にバックスラ
ッシュ（ \）を入力します。

4) 「新規マーカー」をクリックします。制御記号が表示される状態になっているとき
は、マーカー記号（ ）が表示されます。

関連するリンク :
マーカーおよびマーカーの種類を追加、編集、削除する

構成要素 意味

:（コロン） エントリ内のレベルを変更します。

;（セミコロン） マーカー内の複数のエントリを区切ります。

[ ]（角かっこ） エントリの特殊なソート順を指定します。

<$startrange> ページ範囲の始まりを示します。

<$endrange> ページ範囲の終わりを示します。

<$nopage> エントリのページ番号を表示しません。

<$singlepage> 複数のエントリを含むマーカーでは、<$nopage>構成要素
に続くエントリごとにページ番号の表示を復元します。

山形かっこ（< >）で括られた文字タグ 文字書式を変更します（例えば、<Emphasis>）。

<Default Para Font> 段落のデフォルトフォントに戻します。
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索引マーカーのエレメントを挿入する（構造化文書）

1) マーカーを挿入する位置をクリックします。

2) エレメントカタログでマーカーエレメントを選択し、「挿入」をクリックします。

挿入／マーカーを使用して、エレメントを挿入することもできます。マーカーエレ
メントが複数ある場合は、ダイアログボックスのエレメントタグポップアップメニ
ューから1つ選択します。

3) マーカーの種類を変更するには、マーカーの種類ポップアップメニューから選択し
ます。種類を変更しても書式ルールは変更されません。エレメントの種類が設定済
みの場合でも同じことです。

マーカーの種類を変更するときは、事前に開発者に相談してください。文書によって
は、必要となるマーカーごとに個別のエレメントが定義されている場合があります。

索引は、定義済みのマーカーの種類である「索引」、「タイトル」および「著者」
から生成できます。また、カスタマイズされたマーカーの種類も使用できる場合が
あります。

4) 索引エントリのテキストを入力します。最大 255文字（日本語では 127文字）まで
入力できます。マーカーテキストに次の構成要素を使用して、索引エントリの書式
と索引内での位置を設定することもできます。

構成要素 意味

:（コロン） エントリ内のレベルを変更します。

;（セミコロン） マーカー内の複数のエントリを区切ります。

[ ]（角かっこ） エントリの特殊なソート順を指定します。

<$startrange> ページ範囲の始まりを示します。

<$endrange> ページ範囲の終わりを示します。

<$nopage> エントリのページ番号を表示しません。

<$singlepage> 複数のエントリを含むマーカーで、<$nopage>構成要素
の後のエントリのページ番号を表示します。

山形かっこ（< >）で括られた文字タグ 文字書式を変更します（例えば、<Emphasis>）。

<Default Para Font> 段落のデフォルトフォントに戻します。
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注 :バックスラッシュや角かっこ、コロン、セミコロンまたは山形かっこなどの構
成要素で使用される特殊文字を普通の文字の一部として入力するには、これらの記
号の前にバックスラッシュ（ \）を入力します。

5) 「新規マーカー」をクリックします。制御記号が表示されている場合は、マーカー
記号（ ）がドキュメントウィンドウに表示されます。構造図の中に、マーカーテ
キストの冒頭を表示するテキストスニペットを含むマーカーのブロックが表示され
ます。

6) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されるときは、マーカーエレメン
トの属性値を入力し、「エレメントを挿入」をクリックします。

7) 目的の場所で使用できるマーカーエレメントがないときは、一時的に無効なエレメ
ントを使用することも可能です。無効なエレメントを挿入してから、挿入場所でそ
のエレメントを有効にすることについては開発者にお問い合わせください。

入力しないで索引マーカーを挿入する

1) 索引マーカーの作成時に入力時間を短縮するには、次のいずれかの操作を行います。

• 単語の先頭で空のマーカーまたはマーカーエレメント（テキストなし）を挿入
します。索引を生成すると、マーカーの右にあるテキストの最初のスペースま
での部分が、そのエントリのテキストになります。

• 文書にマーカーテキストとして表示されるテキストを使用するには、文書内の
該当するテキストを選択します。選択した語句や段落にマーカーが含まれてい
ない限り、「マーカーテキスト」ボックスに自動的に表示されます。
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1つのマーカーに複数のエントリを入力する

1) 次の例のように各エントリの間にセミコロン（ ; ）を挿入して、マーカーに複数の
エントリを入力します。

例の2行目にある<$nopage>構成要素は、マーカー内の以降のエントリに影響し
ます。ページ番号を表示する設定に戻すには、マーカー内の次のエントリに
<$singlepage>を指定します。

セミコロンの後には、任意の数のスペースを挿入して読みやすくすることができま
す。ハードスペースや emスペースなどの特殊なスペースを除いて、先頭にあるス
ペースは索引のコンパイル時に無視されます（日本語フォントでの作業中は、半角
のスペース文字のみ無視されます）。

索引のサブエントリを作成する

複数のエントリをサブエントリとして、これより上のレベルの情報をカバーする1つの
エントリ内にまとめることができます。また、サブエントリの下に、さらにサブエント
リを作成することもできます。

サブエントリ

1) エントリとサブエントリは、コロン（ : ）で区切ります。例えば、上の図にある最初
のサブエントリを作成するには、Continental drift:fossil evidenceと入力します。

サブエントリの前には、必ずその上のレベルのエントリを指定します。サブエントリ
のレベルが2つ必要な場合、サブエントリとその下のサブエントリの間にコロンを挿
入して、例えば、Continental drift:fossil evidence:dating ofのように入力します。

マーカーテキスト 索引の結果

Abrasion; Water erosion Abrasion 10
Water erosion 10

<$nopage>Erosion. See Abrasion;<$singlepage>Abrasion Abrasion 10
Erosion. See Abrasion
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索引エントリ内で相互参照を作成する

索引には、関連用語として相互参照のエントリを含める場合がよくあります。相互参照
を指定すると、既に索引に含まれている関連用語のエントリやページ番号を繰り返す必
要がなくなります。

相互参照

相互参照はサブエントリとして表示することもできます（この場合、図のようにSee also
などの言葉が前に付きます）。サブエントリをソートして、同じメインエントリ内のリ
ストの上または下に表示させることができます。

1) マーカーを挿入し、マーカーテキストの先頭に<$nopage>と入力して、このエント
リのページ番号を表示しないように設定します。例えば、上の図にある最初の相互
参照を作成するには、<$nopage>Abrasionと入力します。「Sandstone」も参照

関連するリンク :
ソート順序を変更する

索引エントリでページ範囲を使用する

「36-37」のようにページ範囲を使用して、複数のページの情報を示すことができます。

エントリ内にページ範囲を作成するには、開始ページと最終ページを示す2つのマーカ
ーを手動で挿入して範囲を指定します。また、同じマーカーテキストが同一文書の連続
したページにある場合、FrameMakerで自動的にページ範囲を指定するように設定する
こともできます。この自動設定ではエントリのページ範囲が「3, 4, 5」ではなく、自動
的に「3-5」と表示されます。
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索引エントリのページ範囲を手動で作成する

1) 情報の開始位置に索引マーカーを挿入し、マーカーテキストの先頭に「
<$startrange>」と入力します。例えば、ページ範囲の最初のページ番号は、
<$startrange>Continental drift:fossil evidenceと入力します。

2) 情報の終了位置に索引マーカー（構造化文書の場合はマーカーエレメント）を挿入
します。終了位置の索引マーカーは、マーカーテキストの先頭に<$startrange>で
はなく<$endrange>を入力します。例えば、ページ範囲の最後のページ番号を作成
するには、<$endrange>Continental drift:fossil evidenceと入力します。

マーカーが両方とも同じページにある場合、ページ範囲は1つのページ番号として表示
されます。

索引にページ範囲を自動的に作成する

1) 索引の特殊テキストフローを含むリファレンスページを表示します。

2) マーカーの種類で始まるタグが付いた段落の先頭に、 <$autorange> という構成要
素を入力します。

「索引」という種類のマーカーから生成されたエントリをページ範囲にまとめる場合、
「 IndexIX」というタグの付いた段落に<$autorange><$pagenum>という構成要素を
含めます。

関連するリンク :
リストまたは索引の特殊テキストフローを編集する

索引エントリ内のテキストを書式設定する

エントリに含まれる指定テキストやページ番号の文字書式を変更できます。例えば、参
照している本のタイトルを斜体で表示したり、特定のページ番号を太字で表示したりす
ることができます。文字書式は、索引の文字カタログに保存します。

文字書式。
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1) 索引エントリを入力します。

2) 文字書式を使用して一部のエントリの書式を設定するには、次のいずれかの操作を
行います。

• エントリに含まれる特定のテキストの書式を設定するには、そのテキストの前
に山形かっこ（< >）で括った文字タグを入力し、テキストの後に「<Default
Para Font>」と入力します。例えば、「Tidal Waves See Tsunami」というエ
ントリを作成するには、Tidal Waves <Emphasis>See <Default Para Font>
Tsunamiというようなマーカーテキストを入力できます。

文字書式はその後のエントリにのみ影響します。例えば、
「<bold>fruit:strawberry」と入力すると、2行のエントリが生成され、
「 fruit」は太字で表示されますが、「 strawberry」は太字で表示されません。
両方のエントリを太字表示するには、「<bold>fruit:<bold>strawberry」と
入力します。

• ページ番号のみを書式設定するには、マーカーテキストの最後に山形かっこで
括った文字タグを入力します。例えば、「Erosion 24」というエントリを作成
するには、Erosion<Bold>というようにマーカーテキストを入力できます。

ヒント :主要なエントリを太字で表示するなど、索引中に特殊な文字書式を使
用するページ番号が多くある場合、その書式を設定したカスタムのマーカーの
種類を作成することができます。

関連するリンク :
エントリの段落書式や文字書式を変更する

マーカーおよびマーカーの種類を追加、編集、削除する

索引でグループタイトルを使用する

索引エントリは、すべてのA、すべてのBなどのように、最初は1文字ごとにグループに
まとめられ、グループタイトルとしては大文字を使用します。ただし、短い索引や、X、
YおよびZなどの一部の文字に属するエントリが少ない場合は、文字のまとめ方を変更し
てそのタイトルを変えることができます。

FrameMakerで挿入するグループタイトルは索引エントリと同じように扱いますが、使
用する段落書式は異なります。グループタイトルには、特殊テキストフローのグループ
タイトル段落で指定したラベルとソートの位置を使用します。
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「 IX」リファレンスページで編集したグループタイトル段落

A.ソート情報B.グループタイトル

生成した索引

グループおよびグループタイトルを変更する

1) 表示／リファレンスページを選択し、索引用の特殊テキストフローを含むリファレ
ンスページを表示します。

2) 特殊テキストフローにある「 GroupTitlesIX」という段落を編集します。例えば、
グループタイトル（セミコロンの間にあり、角かっこで括られていない文字）を編
集したり、不要なグループタイトルを削除します。ソートしたグループタイトルを
表示する位置を指定するには、角かっこ（ [ ]）の間にテキストを入力します。

例えば、VからZの文字で始まるエントリをすべて1つのグループにまとめてVの
部分にそのグループタイトルを表示するには、「GroupTitlesIX」段落を編集して、
最後のエントリを「V-Z[V]」にします。

ヒント :「GroupTitlesIX」段落の最初の2つのエントリでは、記号と数字に使用す
るグループタイトルの名前とそのタイトルの位置を定義します。これらのタイトル
は変更できますが、この2つのグループのソート情報を変更すると、予想外の結果
になる場合があります。



プロジェクト、ブックと長い文書

568

グループタイトルなしで索引を作成する

1) 特殊テキストフローの「GroupTitlesIX」段落を、次のように編集します。

グループタイトルもエントリグループ間のスペースもない索引を作成する

1) 特殊テキストフローの「GroupTitlesIX」段落にあるテキストをすべて削除します。
ただし、段落記号は残します。

ハイパーテキスト文書内ですばやくグループタイトルへアクセスできるようにする

1) クリック可能なサムタブをグループタイトルに生成して、索引内を簡単に移動でき
るようにします。

ソート順序を変更する

索引は、特殊記号、数字、アルファベットの順番で表示するようにソートされます。初
期設定では、句読点はソートでは無視され、アルファベットは英語をソートする順序で
表示されます。

注 :多言語の文書で索引を生成する場合、記号のソートはUnicodeテキストエンコ
ード規格のUnicode Collation Algorithm（UCA）に基づいて行われます。
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索引エントリのソート順序を指定する

ソート順序を指定して、索引のエントリの位置を変更できます。例えば、「486」とい
うエントリは通常、索引では他の数字と同じ位置に表示されますが、これを「よんひゃ
くはちじゅうろく」として「や行」のエントリの下に表示できます。また、サブエント
リに「See also」（も参照）という相互参照を使用する場合、これが常にメインエント
リの一番下に表示されるように指定することもできます。

1) マーカーテキストの最後に角かっこ（ [ ]）で括ったテキストを追加して、エントリ
のソート順序を指定します。

注 :角かっこで括ったソート情報は、必ずマーカーテキストの最後に追加します。

索引のソート順序を指定する

ソート順序の変更は、ソート順序を指定することと、索引用のリファレンスページの特
殊テキストフローにある「無視する文字」と「ソート順」の各段落の内容を編集するこ
とで行います。

特殊テキストフローにある「ソート順」という段落に、索引内での文字のソート方法を
指定する構成要素が指定されています。

「ソート順」段落

索引マーカーテキスト 索引の結果 説明

1950s[Nineteen fifties] Neap tides 47
1950s 10
North America 21

N行にソートされます
（Nineteen fifties）。

Erosion:of soil
[Erosion:soil]

Erosion
rate 32

of soil 10

「of」を無視します。

<$nopage>Erosion:
「Wind」も参照
[Erosion:aaa]

Erosion
「Wind」も参照

rate 16

「Erosion」の最初のエント
リとしてソートします。

<$nopage>Erosion:
「Wind」も参照
[Erosion:zzz]

Erosion
rate 16
「Wind」も参照

「Erosion」の下の最後のエ
ントリとしてソートします。
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ソート順序の各構成要素には、一連の文字が特定の順序で並んでいます。次の表に、英語
版の順序を示します。アルファベットのソートの順序は、言語によって多少異なります。

1) 表示／リファレンスページを選択し、索引用の特殊テキストフローを含むリファレ
ンスページを表示します。

2) 「ソート順」段落の構成要素を、目的のソートの順序に並べた実際の文字で置き換
えます。新しいソート順序を入力する場合は、次の規則に従います。

• <$alphabetics>を個別の文字で置き換える場合は、文字グループの間にスペー
スを1つ挿入することで区別します（文字グループ（例えば、「F f ƒ」など）
は、同じ文字としてソートされる文字です（ただし、これらの文字がソートテ
キスト内で唯一異なる文字である場合は例外です）。ただし、ソートするテキ
スト内に1つの文字グループしかない場合は、この文字列にある最初の文字が
最初に表示されます）。

• <$symbols>を個別の文字で置き換える場合、山形かっこ（< >）の前にはバ
ックスラッシュを使用します。

• 各行の最後で Return キーを押さないでください。行末の文字を自動的にラッ
プさせます。

• 2文字を1文字としてソートするように指定する場合は、その2文字を山形かっ
こ（< >）で括り、例えば、「C Ç c ç<CH><Ch><ch>」のように入力します。
この例では、各文字と2文字のペアが「C」という1つの文字グループに属し
ます。2文字のCHはCの文字の後ろに、大文字のペアは小文字のペアの前に
並びます。

関連するリンク :
リストまたは索引の特殊テキストフローを編集する

構成要素 文字とその順序

<$numerics> 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

<$alphabetics> A Á À Â Ä Ã Å a á à â ä ã å ª B b C Ç c ç D d E É È Ê Ë e é è ê ë F f ƒ Gg 
H h I Í Ì Î Ï i ì í î ï J j K k L l M m N Ñ n ñ O Ó Ò Ô Ö Õ Ø o ó ò ô ö õ ø º 
P p Q q R r S s T t U Ú Ù Û Ü u ú ù û ü V v W w X x Y Ÿ y ÿ Z z

<$symbols> ASCIIコードの順序で並ぶその他の文字
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単語単位ではなく文字単位でソートを行う

1) 表示／リファレンスページを選択し、索引用の特殊テキストフローを含むリファレ
ンスページを表示します。

2) 索引用の特殊テキストフローにある「無視する文字」段落の先頭に、スペースを 1つ
追加します（段落の終わりにはスペースを追加しないでください）。

無視する文字を指定する

索引エントリのソートの初期設定では、ハイフン、非分離ハイフン、 enダッシュおよび
emダッシュが無視されるように指定されています。この他に、下線の付いた文字、ピリ
オド、角かっこ、中かっこおよび引用符などの文字を無視するように指定することもで
きます。

文字を追加した「無視する文字」段落

1) 表示／リファレンスページを選択し、索引用の特殊テキストフローを含むリファレ
ンスページを表示します。

2) 「無視する文字」段落を編集します。

注 :日本語フォントでの作業中は、必要に応じて「無視する文字」段落に長音記号
（ ）を含めることができます。長音記号は音を伸ばして発音する際に用いる記号
なので、ソート順序に影響させたくない場合があります。

文字単位のソート 単語単位のソート

Seabed
Sea level
Seasonal change
Sea walls

Sea level
Sea walls
Seabed
Seasonal change
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記号や数字やその他の文字を索引内の別の位置にソートする

1) 表示／リファレンスページを選択し、索引用の特殊テキストフローを含むリファレ
ンスページを表示します。

2) 特殊テキストフローにある「ソート順」段落の構成要素を並べ替えます。例えば、
英語の索引で、記号を最初ではなく最後に表示するには、構成要素を「
<$numerics><$alphabetics><$symbols>」のように入力します。

日本語のソート順序を指定する

漢字は常にソート順序を指定する必要があります。

日本語フォントを使用する文書には、日本語の仮名（平仮名とカタカナ）のソート順序
を指定する<$kana>という構成要素が含まれます。

半角のカタカナは、ソート時に生成ファイルで全角のカタカナに変換されます。漢字の
ソート順序は読み仮名で決まります。このため、<$kana>構成要素でほとんどの漢字の
ソートも制御されます。

読み仮名のない漢字および日本語の記号（全角の数字とローマ字）のソート順序は、初期
設定では<$kana>構成要素に含まれていません。漢字はコード値に基づいてソートされ、
<$kana>でソートされた文字の後に続きます。

読み仮名のない漢字と日本語記号のソート方法を変更するには、これらの文字を
<$numerics>、<$alphabetics>、<$kana>のいずれかの構成要素に追加します。例えば、
全角の日本語文字を<$symbols>構成要素に追加することができます。

構成要素 文字とその順序

<$kana>
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1) マーカーテキストに、角かっこで括った読み仮名を入力します（ここでは、全角の
角かっこも使用できます）。

漢字の索引エントリのソート順序

索引を生成する

ソース文書に索引マーカーを挿入したら、標準索引などのマーカーの索引を生成できま
す。ソース文書を変更する場合は、索引を再生成してこれを更新することができます。

通常は定義済みのマーカーの種類を使用しますが、カスタムのマーカーの種類を作成し
て、主要なエントリを太字で表示したり、特定のページ番号だけにカスタムのテキスト
を追加したりするなど、索引のスタイルを自由に変更することができます。カスタムテ
キストには、特定のページ番号の後に付ける「note」（注意）や「 figure」（図）など
を指定できます。また、学術論文などの索引には、ページ番号の後に「 ff」（以下）や
「passim」（諸所）などの略語を使用する場合もあります。

さらに、文書で使用するフォントの索引などの特殊な参照索引を生成することもでき
ます。この種類の索引は、マーカーからは生成されません。

注 : アラビア語、ヘブライ語、ペルシア語などのRTL言語の索引を生成する場合は、
コンピューターのロケールがその言語のロケールに設定されていることを確認し
ます。

ブックの索引を生成する

1) ブックウィンドウを開き、索引を生成するファイルを選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／索引（標準）を選択します。

• 挿入／索引を選択し、作成する特定の索引の種類を選択します。
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3) エントリに使用するマーカーの種類を「含む」スクロールリストに移動します。

ブックの索引の生成

スクロールリスト間でアイテムを移動するには、まずアイテムを選択して矢印をク
リックするか、アイテムをダブルクリックします。スクロールリスト内のアイテム
をすべて別のスクロールリスト内に移動する場合は、Shiftキーを押しながら矢印を
クリックします。

4) ファイルの追加ポップアップメニューで、生成したリストを現在の文書の前に追加
するか、後に追加するかを指定します。

5) ファイル名に接尾辞を入力するか、初期設定の接尾辞をそのまま使用します。接尾
辞は、生成ファイルの種類を示します。例えば、標準索引の接尾辞には、通常「IX」
を使用します。

注 :接尾辞はファイル名の拡張子とは異なります。接尾辞は、生成されたリストの
段落タグと共に使用され、「UserGuideIX.fm」のように生成ファイルのファイル
名に挿入されます。

6) 生成する索引の各エントリをそのソースにリンクするには、「ハイパーテキストリ
ンクを作成」を選択します。

7) 「 OK 」をクリックし、「更新」をクリックします。索引が生成され、別の文書と
して表示されます。
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8) 索引をソース文書またはブックと同じフォルダーに保存します。生成されたファイ
ルの名前を変更する場合は、ブックウィンドウで変更します。ディスク上のファイ
ル名が変更され、すべての参照が更新されます。

初めて索引を生成する場合は、ブック内にある生成された文書以外の最初の文書の
ページレイアウトを使用するので、すべてのエントリが同じ書式で表示されます（
テンプレートを使用すると、最初から書式を設定できます）。索引を再生成しても
保持される書式の変更について詳しくは、

9) ブック内で開いているファイルを保存します。開いているファイルは、コンピュー
ターのメモリ上では更新されていますが、ディスク上では更新されていません。フ
ァイルが開いていない場合は、変更はディスク上で行われます。

関連するリンク :
リストおよび索引の書式設定

文書の索引を生成する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 挿入／索引（標準）を選択します。

• 挿入／索引を選択し、作成する特定の索引の種類を選択します。

2) 確認のメッセージが表示されたら、リストをスタンドアロンの文書として作成する
か、ブックに追加するかを指定します。

「はい」を選択してスタンドアロンの文書を作成する場合は、元の文書と同じフォ
ルダーに索引が生成されます。「いいえ」を選択した場合は、開いているブックに
索引が追加されるか、必要に応じて新しいブックが作成されます。

3) ファイル名に接尾辞を入力するか、初期設定の接尾辞をそのまま使用します。接尾
辞は、生成ファイルの種類を示します。例えば、標準索引の接尾辞には、通常「IX」
を使用します。

注 :接尾辞はファイル名の拡張子とは異なります。接尾辞は、生成されたリストの
段落タグと共に使用され、「UserGuideIX.fm」のように生成ファイルのファイル
名に挿入されます。

4) 生成する索引の各エントリをそのソースにリンクするには、「ハイパーテキストリ
ンクを作成」を選択します。
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5) 次のいずれかの操作を行います。

• スタンドアロンの索引を作成している場合は、「OK」をクリックします。索
引が生成され表示されます。

• 索引をブックに追加する場合は、「追加」をクリックし、次に「更新」をクリ
ックします。新しいブックを作成する場合は、ファイル／ブックを別名で保存
を選択し、ブックを保存します。

初めて索引を生成する場合は、ソース文書、またはブック内にある生成された文書
以外の最初の文書のページレイアウトを使用するので、すべてのエントリが同じ書
式で表示されます索引を再生成しても保持される書式の変更について詳しくは、

6) 索引をソース文書またはブックと同じフォルダーに保存します。

関連するリンク :
リストおよび索引の書式設定

ファイル名の変更

複数の方法でページ番号を表示する標準索引を生成する

1) カスタムのマーカーの種類を作成し、その用途を示すわかりやすい名前を付けます。
例えば、脚注を参照する索引エントリには、「 IndexNote」というマーカーの種類
を作成します。

2) 標準のエントリには「索引」マーカー、その他のエントリにはカスタムのマーカー
をそれぞれ使用して、ソース文書の索引を作成します。

3) 索引を生成します。この手順 3 では、カスタムのマーカーの他に「索引」マーカー
も選択します。

索引で、カスタムのマーカーのリファレンスページ（リファレンスページには「IX」
が付いています）にある特殊テキストフローを編集して、ページ番号の後にテキス
トを追加したり、文字書式を変更したりします。例えば、 IndexNoteIXのテキスト
を次のように変更すると、[note]がページ番号の後に表示されます：<$pagenum>
[note]。

4) 索引を更新して、編集を有効にします。

関連するリンク :
マーカーおよびマーカーの種類を追加、編集、削除する

エントリにテキストを手動で追加する

エントリの段落書式や文字書式を変更する
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索引を更新・変更する

索引はすぐに古くなってしまいます。通常は、索引を初めて校閲したときに修正が必要
になります。例えば、エントリの文体が統一されていなかったり、エントリのまとめ方
を変更したりする場合があります。

索引のエントリを編集するには、ソース文書内でそのエントリに対応する段落またはマ
ーカーを編集してから、索引を再生成します。索引に直接入力してエントリを修正する
と、索引の再生成時にその変更が無効になります。

例えば、索引で入力エラーを直接訂正しても、ソースマーカー内に入力エラーが残って
いると、次に索引を生成したときに修正前の状態に戻ります。このエラーを根本的に解
決するには、ソース文書内の段落またはマーカーテキストを変更してから、索引を再生
成する必要があります。

関連するリンク :
目次とリストを更新・編集する

ブックの一部である索引を更新する

1) ソース文書に必要な変更を行います。

2) ブックウィンドウで、編集／ブック更新を選択します。

3) 更新するリストを生成スクロールリストに移動し、「目次、リスト、索引を生成」
が選択されていることを確認し、「更新」をクリックします。

ブックの一部である索引に含まれるアイテムを追加または削除する

1) ブックウィンドウで、生成された索引を選択します。

2) 編集／索引（標準）または編集／索引（索引の種類）を設定を選択します。

3) 必要に応じてリストボックス間でアイテムを移動し、「設定」をクリックします。
次に「更新」をクリックします。
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スタンドアロンの文書である索引を更新する

1) ソース文書に必要な変更を行います。

2) ソース文書で、挿入メニューから「索引（標準）」などのコマンドを選択し、スタ
ンドアロンの文書を作成するかどうかを確認するメッセージが表示されたら「はい」
を選択します。

3) 必要に応じてリストボックス間でアイテムを移動し、「OK」をクリックします。

索引エントリのソースを検索する

エントリを改訂するには、そのソース、つまり、ソース文書内で対応するマーカー（また
は構造化文書で作業している場合はマーカーエレメント）を検索する必要があります。

索引エントリのソースを簡単に検索するには、生成ファイルのエントリに設定されたハ
イパーテキストリンクを使用します。ハイパーテキストリンクを使用すると、ソース文
書内の対応する情報を表示して選択できます。構造化文書で作業している場合、構造図
に表示されるブロックでエレメントを選択できます。

ソース文書内でマーカーを見つけて選択するもう1つの簡単な方法は、マーカーポッド
を使用することです。マーカーポッドはマーカーのテキスト、マーカーの種類、マーカ
ーの置かれた文書などを表示します。マーカーの種類のリストをソートして、文書内の
すべての索引マーカーを表示できます。マーカーボッドにあるエントリを選択すると、
自動的に文書内のマーカーがハイライトされます。エントリをダブルクリックすると、
迅速な編集用のマーカーポッドが開きます。

マーカーボッドを使用すると、マーカーは文書内のまったく同じ場所に複数のマーカー
がある場合でも、特定のマーカーを簡単に選択できます。

重要 :マーカーの数が50,000を超えるような長い索引を生成する場合は、「ハイパ
ーテキストリンクを作成」を選択しないでください。「ハイパーテキストリンクを
作成」を選んで大きなサイズの索引を生成すると、処理時間が長くなったり、処理
が失敗する場合があります。



プロジェクト、ブックと長い文書  7

 579

リンクを使用して索引エントリのソースを検索する

1) 索引の生成時に「ハイパーテキストリンクを作成」を選択しなかった場合は、この
オプションを選択して索引を再生成します。

2) 挿入／マーカーを選択します。

3) 生成された索引内で、索引のページ参照を Altと Ctrlキーを押しながらクリックし
ます。

対応するマーカーが含まれているソース文書のページが開き、そのマーカーが選択され
ます。マーカーポッドにマーカーテキストが表示されます。

「検索・置換」を使用してマーカーを選択する

1) 生成した索引ではなく、必ずソース文書を使用して、編集／検索・置換を選択し
ます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 非構造化文書で作業している場合、検索ポップアップメニューから、「任意の
マーカー」、「マーカーの種類」または「マーカーテキスト」のいずれかを選択
します。必要に応じて、マーカーの種類またはマーカーテキストを入力します。

• 構造化文書で作業している場合、検索ポップアップメニューから「エレメント」
を選択し、検索するエレメントのタグを入力して、「設定」をクリックします。

3) 「検索」をクリックします。

注 :マーカーが選択されると、マーカーポッドにマーカーテキストが表示されます。
このとき、マーカーテキストを変更するために、検索・置換ダイアログボックスで
「置換」をクリックしないでください。これを行うと、マーカー自体が置換されま
す。マーカーテキストを変更するには、マーカーポッドのテキストを変更してから
「マーカーを編集」をクリックします。
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マーカーおよびマーカーの種類を追加、編集、削除する

任意のマーカーの種類を作成して、リストや索引で他のマーカーの種類と同様に使用す
ることができます。新規のマーカーの種類を作成すると、他の文書やブックでもこれを
共有できます。

マーカーを編集または削除する

1) 削除するマーカー（またはエレメント）を選択し、次のいずれかを実行します。

• マーカーポッドから「削除」をクリックします。

• マーカーポッドから「マーカーを削除」をクリックします。

2) 編集するマーカー（またはエレメント）を選択し、マーカーポッドでテキストを変
更して、「マーカーを編集」をクリックします。

カスタムのマーカーの種類を追加または削除する

1) 挿入／マーカーを選択し、マーカーの種類ポップアップメニューで「編集」を選択
します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 新しい名前を入力して、「追加」をクリックします。

• ポップアップメニューで名前を選択し、「削除」をクリックします。

3) 「OK」をクリックします。

ヒント :ブックウィンドウを使用して、カスタムのマーカーの種類を編集すること
もできます。対象となる文書を選択し、Escキー、eキー、mキー、 tキーの順に押
します。

別の文書へマーカーの種類をコピーする

1) 次のいずれかの操作を行います。

• マーカーまたはマーカーが含まれているテキストをコピーして、別の文書にペ
ーストします。

• ファイル／取り込み／書式を選択し、「文書の属性」を取り込みます。
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マーカーの種類の名前を変更する

1) 挿入／マーカーを選択し、マーカーの種類ポップアップメニューで「編集」を選択
します。

2) ポップアップメニューで名前を変更するマーカーの種類を選択し、「変更」をクリ
ックします。

3) 次のいずれかの操作を行います。

• 指定したマーカーを新しい名前に変更するには、「新しいマーカーの種類」テ
キストボックスに新しい名前を入力します。

• 指定したマーカーを別のマーカーの種類の名前に変更するには、新しいマーカ
ーの種類ポップアップメニューで新しいマーカーの種類を選択します。

4) 「OK」をクリックして、再び「OK」をクリックします。

リストおよび索引の書式設定

テンプレートを使用してリストや索引を書式設定する

リストまたは索引を初めて生成するときに（テンプレートを使用しない場合）、ソース
文書、またはブック内にある生成された文書以外の最初の文書のページレイアウトが使
用されるので、すべてのエントリが同じスタイルで表示されます。リストや索引を生成
すると、他の文書と同様にそのページデザインや書式を変更することができます。ファ
イルを再生成すると、変更は保持されます。

1) リストや索引と同じファイル名を使用して、テンプレートをソース文書のフォルダ
ーにコピーします。

2) リストまたは索引を生成します。

ヒント :ファイル／取り込み／書式を使用して、テンプレートの書式を取り込むこ
ともできます。書式を取り込んだ後、リストまたは索引を再生成すると、特殊テキ
ストフローで行った変更が生成ファイルに反映されます。
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リストまたは索引の特殊テキストフローを編集する

リストまたは索引の書式の大部分は、生成ファイルのリファレンスページにある特殊テ
キストフローで設定します。リファレンスページの名前は、目次は「TOC」、標準索引
は「 IX」で、初期設定のファイル名の接尾辞と同じです。

生成リストの場合、フロー内のそれぞれの段落が、リストに含まれる段落タグまたはマ
ーカーの種類に対応します。このような段落には、初期設定の接尾辞を使用する名前の
タグが付いています。例えば、目次用テキストフローにある「見出し1TOC」というタ
グが付いている段落は、第1レベルの見出し（ソース文書で「見出し1」というタグ付き）
のエントリに対応します。

目次用リファレンスページの特殊テキストフロー

索引の場合、フロー内の段落は、索引に含めたマーカーの種類、エントリおよびサブエ
ントリのレベル、ソート順序、使用する区切り記号または文字、その他の索引属性にそ
れぞれ対応します。

索引用特殊テキストフロー

A.区切り記号用プレースホルダーB.エントリのレベルC.グループタイトル用プレースホ
ルダーD.ソート順序E.無視する文字のプレースホルダー

ハイパーテキストリンクを使用してリストまたは索引を生成した場合、生成ファイル内
のハイパーテキストコマンドの形式を指定する段落も特殊テキストフローに含まれます。
このような段落のタグは、「Active」という語で始まります。
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リストおよび索引の特殊テキストフローには、プレースホルダーテキスト付きの特殊な
段落が含まれています。このプレースホルダーテキストにより、ファイルを再生成した
ときのエントリの表示方法を指定できます。

特殊テキストフローの各段落にある構成要素によって、リストまたは索引に表示される
情報とその表示順序が決まります。特殊テキストフローで使用できる構成要素は、次の
とおりです。

1) リストまたは索引で、表示／リファレンスページを選択します。

2) 編集するテキストフローを含むリファレンスページを表示します。

3) テキストフローにある適切な段落を編集します。

4) 表示／ボディページを選択します。

5) 索引を再生成して、変更を有効にします。

注 :リストまたは索引の生成は、生成したファイルではなく、必ずソース文書から
行います。

関連するリンク :
索引エントリでページ範囲を使用する

エントリの段落書式や文字書式を変更する

構成要素 意味

<$autorange> 索引のページ範囲を自動的に作成します。

<$numerics>
<$alphabetics>
<$symbols>
<$kana>

索引の全体的なソート順序を指定します。

<$pagenum> ソース段落またはマーカーのあるページ番号を表示します。

<$volnum> ソース段落またはマーカーのある文書の巻番号を表示します。

<$chapnum> ソース段落またはマーカーのある文書の章番号を表示します。

<$paratext> 自動番号を除く段落のテキストを表示します。

<$paranum> 自動番号の最後にあるスペースとタブを除く、段落の自動番号全体を表示します
（節2.1.1など）。

<$paranumonly> 段落の自動番号のカウンターとその間にある文字を表示します（2.1.1など）。
<$paratag> ソース段落のタグを表示します。
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エントリの段落書式や文字書式を変更する

生成したリストにあるエントリの段落書式を修正して、エントリのスタイルを変更でき
ます。

また、リスト内のテキストや、同じマーカーの種類を使用して作成されたすべての索引
ページ番号の文字書式を変更することもできます。例えば、すべてのページ番号を斜体
にすることができます。

注 :リストまたは索引を生成した後で、ソース文書で新規の文字書式を作成すると
き、ファイル／取り込み／書式を使用して生成リストに文字書式を取り込むことが
必要な場合があります。この処理が必要なのは、リストまたは索引の一部となって
いる段落やマーカーで、作成した新規の文字書式を使用しているときです。リスト
または索引を最初に生成する前に文字書式を作成した場合、では自動的にこの書式
が生成したファイルに取り込まれます。

エントリの段落書式を変更する

1) リストまたは索引で、特殊テキストフローを含むリファレンスページを表示します。
通常このページは、目次の場合は「TOC」、標準索引は「 IX」という名前が付い
ています。

2) リストまたは索引のエントリに対応する段落書式のあるプレースホルダー段落を検
索します（例えば、「Level1IX」は第1レベルの索引エントリ用のプレースホルダー
テキストの書式で、「見出し1TOC」は目次の「見出し1」エントリの書式です）。

3) インデントやフォントサイズなどの段落書式の属性を変更し、段落書式を更新して、
次にファイルを生成するときに変更した書式を利用できるようにします。プレース
ホルダー段落にエントリの表示設定が示されます。

書式を設定したプレースホルダー段落
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エントリの文字書式を変更する

1) リストまたは索引で新規の文字書式を作成し、これを文字カタログに保存します。

2) 表示／リファレンスページを選択し、特殊テキストフローを含むリファレンスペー
ジを表示します。

3) 変更するエントリに対応するタグが付いている段落で、次の操作を行ってください。

• リストの場合、山形かっこ（ < >）で括った文字タグを変更するテキストの前
に入力します。その段落のデフォルトフォントに戻すには、「<Default Para
Font>」と入力します。例えば、「ChapNumFont」というタグが付いた書
式を定義して、目次の章番号を大きなフォントで表示できます。

リファレンスページおよび目次の生成

• 索引の場合、山形かっこ（< >）で括った文字タグを<$pagenum>の前に入力
します。例えば、ページ番号を斜体にする「 IndexPgNum」という文字書式
が標準索引に定義されている場合、これを使用して「索引 IX」というタグが
付いた段落のページ番号だけの書式を設定できます。

リファレンスページおよび索引の生成

ヒント :リストまたは索引にあるテキストの文字書式の変更は、山形かっこで
括った文字タグを構成要素の前に入力する代わりに、構成要素に文字書式を直
接適用して行うこともできます。このとき、文字書式を段落記号に適用しない
ように注意してください。
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ブックコンポーネントと段落自動番号を挿入する

生成リストには、エントリのページ番号の代わりとして、またはそれに加えて、段落書
式の一部として自動的に挿入されるテキストと自動番号を含めることができます。また、
索引で索引マーカーを含むすべての段落にも自動番号が付いている場合、ページ番号の
代わりに自動番号を使用できます。

ページ番号の代わりに節の記号と番号を使用した索引

自動番号を追加するには、次の構成要素を使用できます。

• <$volnum>、<$chapnum>、<$sectionnum>、<$subsectionnum>を使用すると、
巻、章、節およびサブセクションのカウンターが追加されます。

巻と章の自動番号の構成要素と、生成された索引

• <$paranumonly>を使用すると、カウンターとその間にある文字が含まれます（例
えば、セクション「節2.2」という自動番号が付いている段落は「セクション2.2」
と表示されます）。

節の番号を使用した段落の自動番号の構成要素と、生成された索引
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• <$paranum> を使用すると、カウンターと自動番号中（最後のスペースとタブは
除く）のテキストがすべて含まれます。

「Section」（節）のテキストと番号を使用した段落の自動番号の構成要素と、生成された索引

関連するリンク :
文書とページ番号

巻と章の自動番号を含める

1) 表示／リファレンスページを選択し、特殊テキストフローを含むリファレンスペー
ジを表示します。

2) リストまたは索引で、自動番号を挿入する位置に <$volnum> 構成要素または
<$chapnum>構成要素を入力します。

例えば、「索引」という種類のマーカーから生成したエントリ内で3-1のようにペ
ージ番号と共に章番号を含めるには、「 IndexIX」というタグが付いた段落内の
<$pagenum>構成要素の前に「<$chapnum>-」と入力します。

ヒント :「3-1」などの番号が2行に分割されないようにするには、Escキー、ハイ
フン、hキーを順に押して非分離ハイフンを挿入します。
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段落の自動番号を含める

1) 表示／リファレンスページを選択し、特殊テキストフローを含むリファレンスペー
ジを表示します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• リストの場合、自動番号を挿入する位置に <$paranumonly> 構成要素または
<$paranum>構成要素を入力します。

• 索引の場合、該当するマーカーの種類で始まるタグが付いた段落内の
<$pagenum>構成要素を<$paranum>構成要素または<$paranumonly>構成
要素で置き換えます。例えば、「索引」という種類のマーカーから生成したエ
ントリ内でページ番号の代わりに段落自動番号を含めるには、「索引 IX」と
いうタグが付いた段落内の<$pagenum>構成要素を置き換えます。

ページ番号区切りを変更する

「Erosion 1, 23」のような標準的な索引のエントリでは、エントリテキストの後にスペ
ースが1つ、ページ番号の間にはコンマとスペースが1つずつあり、ページ範囲の表示に
はenダッシュを使用し、最後の数字の後は空白となります。この区切り記号は、enダッ
シュを「～」という記号に変えるなど、必要に応じて変更することができます。例えば、
区切り記号を変更して、「Erosion, 1」のようにエントリの後ろにコンマを指定するこ
ともできます。

1) 表示／リファレンスページを選択し、特殊テキストフローを含むリファレンスペー
ジを表示します。

2) 区切り記号段落を編集します（「1, 23–」を含む段落を見つけます）。どの区切り
記号も変更できますが、必ず1、2、3を含むプレースホルダーを使用します。

「 IX」リファレンスページにある任意の区切り記号段落

A. EnダッシュB. Emスペース
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エントリにテキストを手動で追加する

特定のタグが付いた段落や、特定の種類のマーカーから生成されたすべてのエントリに、
テキストを追加できます。例えば、ページ番号を角かっこ（ [ ]）で括ることができます。

目次内に追加された角かっこ

追加のテキストを含むカスタムマーカーの種類を使用して、索引でのページ番号を様々
な方法で表示することもできます。例えば、次のような学術書の索引を生成する場合が
あります。

索引に追加した任意のページ番号

これを行うには、2つのカスタムマーカー、つまり、「 ff」が後に付くページ番号の1つ、
および「 note」が後に続くページ番号の 1つが必要です。これらのマーカーには、
「 Indexff」や「 IndexNote」などの名前を付けます。

索引を生成するときには、3つのマーカーの種類（「索引」と2つの任意のマーカー）を
すべて含めます。索引を生成した後は、リファレンスページでこれらのマーカーの種類
の特殊テキストフローを編集できます。

マーカーの種類 リファレンスページを編集する 結果

Indexff <$pagenum> ff 15 ff

IndexNote <$pagenum> note 15 note
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次回に索引を生成すると、リファレンスページの変更が索引に反映されます。

1) 表示／リファレンスページを選択し、リストまたは索引用の特殊テキストフローを
含むリファレンスページを表示します。

2) 表示する位置にテキストを入力します。例えば、すべてのページ番号を角かっこで
括る場合は、次のようにページ番号の構成要素を角かっこで括ります。
<$paratext>[<$pagenum>]

索引リストでタブやタブリーダーを使用する

タブを使用して、リストまたは索引に表示されるページ番号を整列することができます。
また、タブを使用してエントリテキストとページ番号の間にピリオドなどのタブリーダ
ーを追加することもできます。

右揃えのタブ位置とピリオドのリーダーを指定した目次

タブ位置でコラムに合わせて整列した索引のページ番号

1) 表示／リファレンスページを選択し、特殊テキストフローを含むリファレンスペー
ジを表示します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 変更するエントリと同じタグが付いた段落にある、<$paratext>と<$pagenum>
という構成要素の間のスペースを選択します。

• 索引の場合は、区切り記号段落内の番号1の前のスペースを選択します。

3) Tabキーを押します。

4) ページ番号を整列させる場所にタブ位置を追加して段落書式を変更します。また、
必要に応じてピリオドのリーダーを指定する書式を定義します。次に、段落書式を更
新して、次回のリストまたは索引の生成時に変更が有効になるように設定します。
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リストエントリ内の情報を再編成する

リストエントリの各アイテムの表示順序を指定することができます。例えば、ページ番
号の後に段落テキストを表示するように指定できます。

1) 表示／リファレンスページを選択し、目次またはリスト用の特殊テキストフローを
含むリファレンスページを表示します。

2) 構成要素を並べ替えます。例えば、ページ番号の後に段落テキストを表示するには、
「<$pagenum> <$paratext>」のように構成要素を入力します。

相互参照を決定する

マーカーを削除した場合に相互参照を決定する

1) 相互参照ポッドを開き、フィルター／参照／非決定の相互参照を選択します。正し
いファイル名が選択されていることを確認します。ポッドにすべての非決定の相互
参照が表示されます。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 検出された相互参照が不要な場合は、それを削除します。

• 非決定の段落相互参照が検索された場合は、相互参照をダブルクリックして相
互参照ダイアログボックスを表示し、別のソースを指定してから「置換」をク
リックします。

• 非決定のスポット相互参照が検索された場合は、ソーステキストに新しい相互
参照マーカーを挿入します。相互参照ダイアログボックスから新しいマーカー
を選択し、「置換」をクリックします。

IDと ID参照の値が一致しない場合に相互参照を決定する（構造化文書）

1) IDまたは ID参照の値を編集して、両者を一致させます。 ID属性は読み取り専用で
あることが多いので、通常は ID参照を編集します。



プロジェクト、ブックと長い文書

592

用語集

文書の用語集を定義するには、FrameMakerでマーカーを使用します。その後この機能
を使用して、定義した用語の用語集が含まれた文書を公開できます。公開された出力に
用語集の用語が含まれている場合、ユーザーはその定義を確認できます。

用語集の用語が含まれている出力を公開するには、次の操作を行う必要があります。

• 用語集の用語の定義を作成する

• 用語集マーカーを用語の出現場所に適用します。

用語集の用語の定義を作成する

文書内で、用語集に含める用語の定義を指定する必要があります。

1) 用語の定義が含まれている文書内の段落に、ポインターを移動します。

例えば、PDFという語にポータブルドキュメン ト フォーマッ トという定義を付ける
ことができます。この場合、ポータブルドキュ メン ト フォーマッ トの定義が含まれ
ている文書内の段落に、ポインターを移動する必要があります。

2) マーカーダイアログボックス（挿入／マーカー）で、マーカーの種類として「用
語集」を選択します。

3) マーカーテキストとして用語を指定します。

例えば、マーカーテキストとしてPDFを指定します。

用語集マーカーを用語の出現場所に適用します。

用語集の用語が定義されます。次に、文書内の用語の出現場所にこの定義を適用する必
要があります。

1) 用語集の定義を適用する用語を選択します。公開された出力でユーザーがその用語
を選択すると、定義が表示されます。

例えば、文書にPDFという語が含まれている場合は、PDFというテキストを選択す
る必要があります。

2) マーカーダイアログボックス（挿入／マーカー）で、マーカーの種類として「用語
集の用語」を選択します。
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3) マーカーテキストとして用語を指定します。

FrameMakerではデフォルトで、直前のステップで選択したテキストがマーカーテ
キストとして表示されます。

注 : マーカーテキストとして用語を指定する必要はありません。ただし、指定する
マーカーテキストが、「用語集の用語の定義を作成する」（ステップ3）で定義し
たマーカーテキストの最初の語句と同じであることを確認する必要があります。

用語集の用語の定義を作成し、その定義を文書内の用語の出現場所に適用したら、文書
を公開できます。文書を公開するときには、文書内の用語を選択したときに用語集の定
義をどのように表示するかを指定できます。詳細は、スタイルマッピングの表の「一般
設定」オプションを参照してください。

脚注と巻末注

脚注は、ページ下部に表示される注で、テキストの指定部分に対してコメントを書いた
り参照を引用したりするものです。巻末注は、章またはブックの最後に表示される注で、
テキストの指定部分に対してコメントを書いたり参照を引用したりするものです。

脚注を作成および編集する

脚注を挿入、編集、削除する

脚注参照と脚注を挿入すると、番号を付け、脚注テキストの書式を設定し、脚注がコラ
ムの最初にある場合に境界線を挿入することができます。

A.脚注B.脚注の境界線C.脚注参照

脚注の挿入、移動および削除を行うと、番号が調整されます。脚注の前後のテキストを
編集すると、必要に応じて脚注のページが変わります。文書の脚注に、ブック内のすべ
てのファイルで通し番号を付けることができます。
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通常、脚注参照と脚注は同じコラムに表示されます。脚注参照を表に挿入すると、脚注
は表の最後に表示されます。表が次のページに続く場合は、脚注参照がどのページに表
示されていても脚注はすべて次のページに表示されます。

脚注を挿入する

注 :脚注機能ではUnicodeテキストエンコード規格がサポートされています。

1) 脚注参照を表示する位置をクリックします。テキストコラムや表セルにも脚注参照
を挿入できます。

2) 挿入／脚注を選択します。脚注参照が挿入され、コラムの一番下または表の下に脚注
番号が表示されます。さらに、脚注番号の後に挿入ポイントが置かれ、後続の脚注の
番号が更新されます。テキストフロー内の脚注には連続番号が付けられます。文書に
複数のテキストフローが含まれている場合、脚注番号はフローごとに付けられます。

3) 挿入ポイントの位置に脚注テキストを入力します。脚注の入力後、脚注をクリック
するか、挿入／脚注を再び選択するとメインテキストに戻ります。

ヒント :2つの脚注参照を並べて配置する場合は、間にスペースまたはコンマを配置
します（例えば、参照5 6または参照5,6など）。このようにしないと、2番目の脚注
が作成されません。脚注参照の間にコンマを配置した場合は、コンマを手動で上付
き文字にする必要があります。

脚注エレメントを挿入する（構造化文書）

1) 脚注参照を表示する位置をクリックします。

2) エレメントカタログから「Footnote」エレメントを選択し、「挿入」をクリックし
ます。

FrameMakerが脚注の参照先の番号を挿入し、コラムまたは表の最後に脚注番号を
表示して、これに続く脚注の番号を変更します。脚注のブロックが構造図に現れ、
脚注テキストの最初の部分を示すテキストスニペットが表示されます。

挿入／脚注を選択して、脚注エレメントを挿入することもできます。使用可能な脚
注エレメントが複数ある場合は、表示されたダイアログボックスのエレメントタグ
ポップアップメニューから脚注を選択します。

3) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されたら、エレメントの属性値を
入力し、「エレメントの挿入」をクリックします。

4) 挿入ポイントの位置に脚注テキストを入力します。脚注を入力した後、脚注をクリ
ックするか、挿入／脚注を再び選択するとメインテキストに戻ります。
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無効な脚注エレメントを使用する

希望の位置に使用できる脚注エレメントがない場合は、無効なエレメントを使用するこ
ともできます。エレメントを挿入した後、エレメントをその位置で有効にするための方
法を開発者に問い合わせてください。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 文書の別の部分で有効なエレメントを使用するには、エレメントを有効な位置
に挿入してから移動するか、「すべてのエレメント」の設定を使用して、エレ
メントをすべて使用可能にしてから希望の場所に挿入します。

• 初期設定のタグ「 FOOTNOTE 」が指定された無効な脚注を挿入する場合は、
挿入／脚注を選択します。使用可能な脚注エレメントが定義されていない場合
は、初期設定の脚注が作成されます。

脚注を編集する

1) 脚注のテキストを選択し、一般のテキストを編集するのと同じ要領でテキストを編
集します。脚注の番号付けはFrameMakerによって自動的に管理されるので、脚注
番号は変更できません。

脚注をコピー、移動、削除する

1) （脚注テキストではなく）脚注参照を選択します。または、構造図で、脚注のブロッ
クをクリックします。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• 脚注をコピーまたは移動する場合は、編集／コピー、編集／カット、編集／ペー
ストを選択します。

• 脚注を削除する場合は、Deleteキーを押します。

同じコラムの脚注と脚注参照

FrameMakerでは、脚注とそれに対応する脚注参照を同じコラムに保持できない場合が
あります。例えば、テキストコラムの一番下に脚注参照を挿入したために脚注用のスペ
ースがない場合、脚注は次のコラムの一番下に移動します。このような場合、脚注参照
の前で強制的にコラムを変えるか改ページを行うと、参照と脚注を同じコラム内に保持
できます。
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脚注にテキストを追加すると、コラムまたはページの最後の脚注が次のコラムまたはペ
ージの最後に移動してしまう場合があります。脚注がコラム内に収まるよう、コラムで
脚注用のスペースを十分に割り当てるようにします。

関連するリンク :
脚注の属性を変更する

複数の参照を脚注に挿入する

複数のセルに同じ表脚注を割り当てるなど、1つの脚注に対して複数の脚注参照を指定
できます。

2つの参照が指定された脚注

重要 :相互参照先の脚注の前に表示される脚注を追加または削除すると、正しい脚
注番号が参照されなくなることがあります。このような場合は、編集／参照を更新
を選択して番号を更新します。

1) 最初の脚注参照を挿入します。

2) 必要に応じて、他の脚注参照用に相互参照書式を作成します。

相互参照書式には、脚注番号が正しく表示されている必要があります。例えば、脚
注参照を上付き文字で表示し、その文書に「上付き文字」という文字書式が含まれ
ている場合は、相互参照書式を<上付き文字><$paranumonly>と定義すると、段
落の自動番号が上付き文字で表示されます。これを使用して脚注を含む段落を参照
すると、脚注番号が上付き文字で表示されます。

3) 次の脚注参照を挿入する位置をクリックします。

4) 挿入／相互参照を選択し、クリックした位置に脚注への相互参照を挿入します。この
とき、手順2で作成した相互参照書式を使用します。

5) 「挿入」をクリックします。元の脚注参照と同じ相互参照が挿入されます。
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複数の参照を脚注に挿入する（構造化文書）

追加する参照用として、特殊な相互参照エレメントをあらかじめ定義しておく必要があ
ります。このエレメントでは、元の脚注参照と同じ方法で参照番号を表示する必要があ
ります。例えば、元の参照番号が上付き文字の場合は、相互参照エレメントの番号も上
付き文字にします。

1) 脚注エレメントを挿入します。

2) 脚注参照を追加する位置をクリックし、脚注参照のみを表示するように定義された
相互参照エレメントを挿入します。

脚注を書式設定する

番号のスタイル、番号書式または脚注テキストで使用する段落書式など、脚注のすべて
の属性を変更できます。

FrameMakerでは、文書と表脚注に異なる書式が使用されます。

脚注の属性を変更する

段落書式以外の変更は、新規および既存の脚注に適用されます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／文書／脚注属性を選択します。表の脚注属性を編集するには、ポップアップ
メニューから「表の脚注」を選択します。

3) 次の操作を行います。

• 脚注の高さをコラムで有効な最大値に設定する場合は、「脚注部分の最大の
高さ」テキストボックスに値を入力します。

• 新規の脚注に異なる段落書式を使用する場合は、「段落書式」テキストボック
スに書式のタグを入力します。文書の段落カタログに書式が保存されている必
要があります。既存の脚注で他の書式を使用する場合は、その書式を直接適用
します。

ヒント :初期設定では、新規の脚注に使用する脚注および表脚注という名前の段落
書式が文書に含まれている場合があります。脚注のスタイルを変更するには、これ
らの書式を変更します。
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• メインテキストの脚注参照の書式および脚注の脚注番号の書式を指定します。
番号の位置には、上付き、ベースラインまたは下付きのいずれかを選択でき、
番号に接頭辞や接尾辞を付けることもできます。

4) 「設定」をクリックします。

脚注番号のスタイルを変更する

注 :ブックに含まれる文書を対象に作業している場合は、ドキュメントウィンドウ
で属性を直接設定するのではなく、ブックウィンドウで属性を設定します。ブック
を更新すると、ブックの属性によって文書の属性が変更されます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。
ブックウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／文書／番号属性を選択します。ポップアップメニューから「脚注」または
「表の脚注」を選択します。

3) 書式ポップアップメニューで、番号のスタイルを選択します。「カスタム」を選択
した場合は、任意の番号スタイルダイアログボックスで独自の脚注スタイルを指
定し、「設定」をクリックします。

カスタムスタイルでは、番号、文字および記号を自由に組み合わせることができ、入
力順に使用されます。カスタムスタイルで記号を指定した場合、文書内の脚注数がそ
の記号の数より多いときは、記号が繰り返し使用されます。例えば、*と†という2つ
の記号を使用する場合に、3つの脚注が文書に含まれていると、3番目の脚注は**と表
示されます。脚注番号は、脚注の段落書式のデフォルトフォントで表示されます。

任意の脚注番号スタイル

注 :ダイアログボックスでは、一部の特殊文字の入力方法や表示方法が異なります。
文字シーケンスを入力するときは先頭に円記号（ \）を付けます。

4) 文書の脚注番号をページごとに 1 に戻すか、特定の数値から開始するか、ブックの
前の章から通して付けるかを選択します。通し番号を使用する場合は、どの番号か
らでも開始できます。表脚注の番号は、常に表ごとに開始します。

5) 「設定」をクリックします。
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脚注の境界線を変更する

脚注の境界線とは、本文テキストまたは表の一番下と最初の脚注の間に自動的に配置さ
れるグラフィック枠を指します。通常、線またはその他のデザインエレメントにより、
本文と脚注を分離します。この枠の高さにより、本文または表と脚注の間の間隔が決ま
ります。

文書や表の脚注の境界線枠は、リファレンスページに保存されます。枠の名前は脚注で
使用する段落書式と同じで、初期設定は脚注と表脚注です。

リファレンスページ

ボディページ上の脚注の境界線

1) 表示／リファレンスページを選択して、脚注の境界線枠を含むページを表示します。

2) 枠のサイズを変更するか、内容を編集します。枠内の線のサイズや位置を変更した
り、線を削除または置換することができます。枠の高さを低く設定すると、最初の
脚注がテキストまたは表の一番下に近くなります。枠内で線を下に移動すると、最
初の脚注の位置は変わりませんが、線が最初の脚注に近くなります。

ヒント :本文テキストまたは表と脚注の間に線ではなくスペースを追加するには、
境界線枠を空白にしておきます。

3) 表示／ボディページを選択します。

複数コラムレイアウトでの脚注の使用

複数コラムレイアウトでの脚注の配置は、脚注参照の位置および横見出しまたはコラム
を連結するテキストの有無によって決まります。
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横見出し

横見出しのある単一コラム文書の場合、本文コラムの脚注は本文コラムと同じ幅で
表示されますが、横見出しの脚注は、横見出し用スペースと本文コラムの両方にま
たがって表示されます。

横見出しの脚注は本文コラムと横見出し用スペースにまたがって表示される

横見出しの脚注を本文コラムの脚注に揃えるには、横見出し用スペースの幅に間隔
を加えた距離を追加して、横見出し用スペースの脚注のインデントを変更します。

連結

全コラムにわたって表示されているテキストと、そうでないテキストが混在してい
る複数コラム書式では、脚注がコラムを連結する場合と連結しない場合があります。
参照が連結テキストに表示されている脚注は常にコラムを連結し、テキスト枠の一
番下に表示されます。参照が非連結テキストに表示されている脚注は、段落書式ウ
ィンドウのページ属性でその脚注の段落書式が「すべてのコラム」に設定されてい
る場合、コラムを連結します。

すべてのコラムにまたがって表示された脚注

段落書式が「コラム内」に設定されていると、脚注は次の連結段落のすぐ上（ペー
ジに連結段落がある場合）、またはコラムの一番下に表示されます。
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コラム内に表示された脚注

脚注の表示順が正しくない場合は、脚注段落書式を「すべてのコラム」に設定して、
ページの一番下ですべての脚注を番号順に強制的に表示します。

巻末注を作成・管理する

巻末注を作成する

1) 文書の最後に最初の巻末注を入力し、巻末注の段落書式を割り当てます。巻末注に
通し番号を付けるため、段落書式に自動番号を含めます。

2) 巻末注参照を挿入する位置をクリックし、巻末注を相互参照します。この場合は、
巻末注用に作成した相互参照書式を使用します。

例えば、巻末注参照を上付き文字で表示したい場合や文書に「上付き文字」という
文字書式が含まれている場合は、<上付き文字><$paranumonly>という相互参照
書式を使用すると、巻末注段落の自動番号が上付き文字で表示されます。

構造化文書での巻末注を作成する

1) 文書の最後に「End note」（巻末注）エレメントを挿入し、テキストを挿入します。

2) その巻末注への参照を挿入する位置をクリックします。

3) 巻末注参照を表示するように定義された相互参照エレメントを挿入します。

注 :巻末注のシーケンスが文書内の参照のシーケンスと同じになっていることを確
認してください。巻末注のシーケンスは、脚注の場合のように自動的には並べ替え
られません。
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巻末注を管理する

• 文書の編集時に巻末注参照の順序を変更する場合は、参照の順序に合わせて巻末注
を並べ替えます。次に、相互参照を更新して、巻末注の参照番号を更新します。

• 巻末注を削除する場合は、それに対する参照をすべて削除します。この操作を行わ
ないと、参照が非決定の相互参照になります。

ブックのトラブルシューティング

ブックを生成および更新するときにエラーメッセージが表示されなくても、修正の必要
な問題が生じている場合があります。

生成ファイルが空白

ブックウィンドウで、生成ファイル名の前に生成ファイルアイコン（ ）が表示さ
れていることを確認します。このアイコンが表示されていない場合は、ファイルは
生成ファイルではなく、文書としてブックファイルに追加されています（「ブック
の作成」を参照してください）。文書ファイルとして追加されたファイルは生成さ
れません。また、生成ファイルの設定が正しいことを確認してください。

パフォーマンスが低い

パフォーマンスを向上するには、ブックウィンドウで編集／ブック更新またはファ
イル／取り込み／書式を選択する前に、できるだけ多くのファイルを開いておきま
す。コマンドの実行後、ブック内のファイルをすべて保存してください。

注 : さらに、ブックで作業をしているときにパフォーマンスが低下する場合は、ワ
ークスペースからコンディショナルテキストを表示 /隠すポッドを最小化または削
除してください。

章の開始ページが間違っている

文書のページ番号を修正する必要があります。
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エラーメッセージの解釈

ブックエラーログには、ブックにコマンドを適用したときに発生したすべてのエラーが記
録されます。また、多くのエラーメッセージにはハイパーテキストリンクが含まれているの
で、エラーログのメッセージをクリックしてエラーの発生場所を表示することができます。

非決定の相互参照

ブックエラーログには、非決定の相互参照が含まれているファイルがすべて記録さ
れます。

表示設定の不一致、またはコンディショナルタグの表示設定の不一致

このファイルのコンディショナルテキストの設定が、同じブック内の前のファイル
の設定と異なります。挿入／コンディショナルタグを使用して各ファイルの設定を
統一するか、ファイル／取り込み／書式を選択してブック全体の設定を一度に更新
することができます。

番号属性の不一致

このコンポーネントで指定されている番号属性が、ブックの番号属性と異なります。
文書の番号属性が、ブックの番号属性によって変更されます。文書とページ番号を
参照してください。

カラー設定の不一致

このファイルの色分解設定やカラー定義が、同じブック内の前のファイルと異なり
ます。

ファイルを開けません

ファイルが古い形式で保存されているか、所在不明のフォントを使用しているか、
ファイルが存在しません。このエラーについては、ファイルを開いたときに表示さ
れる警告メッセージを確認してください。

ブックが統一されていません

ブック内のファイルの生成および更新中に、生成ファイルの内容、ページ数または
相互参照が変更されました。例えば、ブックにマーカーリストとアルファベット順
のマーカーリストが含まれていて、両方のリストにハイパーテキストリンクが設定さ
れている場合は、ファイルを生成するたびにマーカーの数が増えます。この場合は、
「生成 /更新」コマンドを選択するときに、どちらかの生成リストを「含める」ス
クロールリストから削除します。
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一致しないエレメント境界設定

構造化ブックでは、ブック内のファイルによってエレメント境界が表示される場合
と表示されない場合があります。個々のファイルの設定を修正し、一致させるよう
にしてください。

目次とリストのトラブルシューティング

ソース文書内の小さな問題が原因となって、リストに問題が生じる場合があります。例
えば、段落のタグを誤って付けたために、リストに余分なエントリが追加されたり、反
対にエントリが不足したりする場合があります。また、空白の段落があるために、リス
トに余分な行が追加されることもあります。

余分なエントリまたは行

ソース文書の書式設定が誤っている場合、目次などのリストに余分な段落が表示さ
れることがあります。これを修正するには、次の操作を行ってください。

• 余分なエントリがリストに含まれる場合、ソース文書内で対応する段落タグや
マーカーの種類を調べ、段落に別の書式を適用するか、マーカーの種類を変更
します。

• ページ番号しかない余分な行がリストに含まれる場合、ソース文書内で対応す
る空白段落を削除します。ソース文書内で段落の間のスペースを広げるには、
空白の段落を挿入するのではなく、段落書式の間隔属性を指定します。

生成されないエントリ

ソース文書に表示されていて、リストにはないエントリを含めるには、次のいずれ
かの操作を行います。

• 特定の段落タグまたはマーカーの種類が付いているエントリがすべて存在しな
い場合、リストの設定ダイアログボックスの「含める」スクロールリストに、
正しいアイテムが含まれていることを確認します。

• 一部のエントリが不足している場合、ソース文書で対応する段落またはエレメ
ントのタグまたはマーカーの種類を調べます。いずれかが正しくない場合、情
報はリストに含まれません。
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エントリの分割

ソース文書に複数行の見出しがある場合、見出しの入力時にReturnキーを押して改
行し、各行を別々の段落として入力すると、問題が生じることがあります。これに
よって、リストには、見出しに含まれる各段落に対して1つずつエントリが作成さ
れます。このリストを修正するには、ソース文書でそれぞれの見出しに使用する段
落を1つにする必要があります。

見出しを強制改行しないようにしてください。強制改行は生成された目次に反映さ
れます。任意の位置で見出しを改行するには、ソース文書で見出し段落の右インデ
ント設定を変更します。見出しが中央揃えの場合は、左右両方のインデント設定を
変更します。また、ハードスペースを使用して、見出しを適切な位置で強制的に改
行することもできます。

不完全なエントリ（非構造化文書）

エレメントに複数の段落が含まれているときは、リストには最初の段落のエントリ
だけが表示されます。ソース文書に複数行の見出しがある場合、各行を別々の段落
として入力すると、問題が生じることがあります。

見出しを強制改行しないようにしてください。強制改行は生成された目次に反映さ
れます。リストに見出しのテキストをすべて表示しながら任意の位置で改行するに
は、ハードスペースを使用して強制改行します。または、見出しの右インデント設
定（見出しが中央揃えの場合は左右のインデント設定）を調整して強制改行するこ
ともできます。ただし、これによって書式ルールが変更されます。

注 :この方法を使用すると、段落スタイルとエレメント定義が両方とも変更されま
す。また、書式またはエレメント定義を取り込んだり、構造化文書の他の場所を編
集してエレメントのコンテキストを変更したりすると、これらの設定が保持されな
い場合があります。

正しくないページ番号（XMLコンポーネントを持つブック）
1つのブック内に構造化XMLlファイルと非構造化ファイルが混在している場合、
PDFを生成するとページ番号が正しくない場合があります。この問題の原因は、
XMLファイルのページ番号情報がテンプレートから取得され、そのテンプレート
に二重のページ番号設定があることが考えられます。

この問題を回避するには、常にXMLファイルを開いておいて、ブックを更新して
ください。このようにすると、ブック内のすべてのコンポーネントは正しいページ
番号情報を持ち、生成するPDFも正しいページ番号を持ちます。
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不適切な改行

リストやソース文書の改行が不適切な場合、1つにまとまっているエントリがリス
ト内で複数に分割されることがあります。これを修正するには、次のいずれかの操
作を行います。

• 改行前に使用できる文字を変更します。例えば、 FrameMakerでは通常 enダ
ッシュ（ -）の後に自動的に改行します。enダッシュの後で改行しないように
するには、書式／文書／テキストオプションを使用します。

• リファレンスページの特殊なテキストフローでは、各アイテムに対するテキス
トとページ番号の間にハードスペースを使用して、行にページ番号だけが表示
されないようにします。リストまたは索引の特殊テキストフローを編集するを
参照してください。

タイトルの消失

タイトルに段落書式を指定しないと、再生成時に入力したタイトルが消える可能性
があります。

書式の消失

再生成を行ったときに書式の変更が保持されない場合、次の操作を行ってください
（リストおよび索引の書式設定を参照してください）。

• リストのファイル名または保存場所を変更した場合、これらを元に戻します。
リストをソース文書と同じフォルダーに保存し、FrameMakerで割り当てたフ
ァイル名を使用しないと、FrameMakerでは書式変更を認識できません。

• 段落および文字の書式変更を保持するには、これらをリストの段落カタログま
たは文字カタログに保存して、次回リストを生成するときにも同じ書式を使用
できるようにします。

• その他の変更を保持するには、リストまたは索引の特殊テキストフローを編集
するで説明する手順に従って、特殊テキストフロー内で変更を行います。
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索引のトラブルシューティング

生成されないエントリ

1つのエントリ全体が生成した索引に存在しない場合、次のいずれかの操作を行っ
てください。

• 対応するマーカー（またはマーカーエレメント）の種類が正しいことを調べま
す。この確認を行うには、すべてのマーカーの種類を含むマーカーリストを生
成し、このリスト内で目的のエントリを検索します。

• 対応するマーカー（またはマーカーエレメント）が、表示されていないコンデ
ィショナルテキストに含まれていないことを調べます。この確認を行うには、
挿入／コンディショナルタグを選択してすべてのコンディショナルテキストを
表示し、索引を再生成します。

• 誤ってマーカー（またはマーカーエレメント）が削除されていないことを確認
します。

2つの疑問符が付いているエントリ
ページ範囲に疑問符が2つ付いている場合、範囲を定義する2つのマーカーのうち、
FrameMakerで1つしか検索できなかったことを示します。疑問符が2つ表示される
場合は、次の操作を行ってください。

• マーカー（またはマーカーエレメント）が両方とも存在することを確認します。

<$startrange>の指定がないときのページ範囲
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• 2 つのマーカーテキストのスペルや句読点、大文字・小文字の使用などが、完
全に一致していることを確認します。

スペルが異なるときのページ範囲

• 最初のマーカー（またはマーカーエレメント）に <$startrange>、 2つめのマ
ーカー（またはマーカーエレメント）に<$endrange>が必ず含まれているこ
とを確認します。

<$endrange>が最初にあるときのページ範囲

エントリのソート順序の誤り

ソートに関する問題のほとんどは、マーカーテキストの誤りが原因です。ソート順
序が正しくないエントリがある場合、次の操作を行ってください。

• コロンとセミコロンが正しく使用されていることを確認します。コロンが使用
される部分にセミコロンが入力されていると、1つのサブエントリではなく2
つのメインエントリが表示されます。また、コロンが足りない場合は、サブエ
ントリがメインエントリとして表示されます。

コロンの指定がないときの誤ったソート順序
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• 角かっこ（[ ]）で括られた正しいソート情報がマーカーテキストの一番最後に追
加されていることを確認します（ソート順序を変更するを参照してください）。
例えば、相互参照を最後のサブエントリとしてソートする場合、このマーカー
テキストのソートに関する情報は「 :zzz」（欧文の場合）または「 :んんん」
（和文の場合）で終わります。

「 :zzz」の指定がないときの誤ったソート順序

• 例えば、すべての数字エントリが索引の最初ではなく最後に表示される場合な
ど、ソートのエラーに一定の決まりがあるときは、リファレンスページにある
特殊テキストフローのソート情報が正しいことを確認します。

「See」（～を参照）や「See also」（～も参照）が付いた相互参照に表示されるペー
ジ番号

索引の相互参照エントリに、ページ番号が誤って含まれる場合があります。相互参
照エントリのマーカーテキストの最初には、必ず<$nopage>を入力します。

<$nopage>の指定がないために表示されるページ番号
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不適切な改行

ページ範囲のページ番号の間や、エントリの終わりと最初のページ番号の間でエン
トリが改行された場合、次の操作を行ってください。

• 改行前に使用できる文字を変更します。例えば、enダッシュ（ -）などの特定
の文字の後で改行しないように設定するには、書式／文書／テキストオプショ
ンを使用します。

• エントリの終わりの部分をページ番号と同じ行に強制的に表示するには、その
間にハードスペース、 enスペースまたはemスペースなどを挿入します。

• リファレンスページにある特殊テキストフローで、ページ範囲のページ番号の
間にスペースまたはハイフンを挿入するように指定した場合、ハードスペース
または非分離ハイフンをそれぞれ使用していることを確認します（リストまた
は索引の特殊テキストフローを編集するを参照してください）。

• ソース文書のページ番号の巻番号または章番号を変更します（番号を設定する
を参照してください）。ブックのページ番号を、11-12～21-22、～のように
章ごとに付ける場合、巻番号または章番号の後には非分離ハイフンを使用し
ます。

不適切な改行

タイトルの消失

「タイトルやその他の固定テキストをリストや索引に追加する」の手順に従って作
業を行わないと、次回索引を生成したときに、入力したタイトルが消える可能性が
あります。
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書式の消失

再生成を行ったときに書式の変更が保持されない場合、次の操作を行ってください
（リストおよび索引の書式設定を参照してください）。

• 生成されたファイルの名前を変更する必要がある場合は、ブックウィンドウを
使用して名前を変更します。FrameMakerは、ブックウィンドウ内のファイル
とディスク上のファイルの名前を変更します。

• 段落および文字の書式変更を保持するには、これらを索引の段落カタログまたは
文字カタログに保存して、次回索引を生成するときにも同じ書式を使用できるよ
うにします。詳しくは、「書式の定義変更（更新）」を参照してください。

• その他の変更を保持するには、リストまたは索引の特殊テキストフローを編集
するで説明する手順に従って、特殊テキストフロー内で変更を行います。
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単一ソースコンテンツ

文書を作成する際に、同一のコンテンツを複数の異なる形式で出力しなければならない
ことがあります。例えば、同じ文書をオンラインで公開、またはPDFに出力する必要があ
る場合です。また異なる文書に、再利用可能な共通コンテンツが含まれている場合もあ
ります。FrameMakerには単一ソース化のためのテクニックが多数用意されています。
例えば、コンディショナルテキスト、テキストインセット、内容参照、変数です。これら
によって、文書内でも文書間でもコンテンツを簡単に繰り返し使えるようになります。

コンディショナルテキスト

同じFrameMaker文書を使って、複数の出力書式で複数の種類の内容を作成することが
あります。このような文書では、それぞれの種類の出力ごとに、コンディショナルタグ
とコンディショナルグラフィックを使用できます。例えば、1つの文書でPDFプリント
バージョンとHTMLヘルプバージョンを作成するには、コンディショナルタグを使用し
てそれぞれのバージョンごとに異なるコンテンツをマークします。

また、コンディショナルタグを使用して、自分または校閲者用のコメントを含めること
もできます。最終版をプリントする前に、コメントを非表示にすることができます。

コンディショナルタグは文書のバージョンごとに異なります。非コンディショナルテキ
ストはすべてのバージョンに共通です。

コンディショナルテキストは、ブックまたは個々の文書に適用される条件によって表示
したり非表示にすることが可能なコンテンツです。ひとつの文書にまとめてから、コン
ディショナルテキストを使用して複数の出力を作成できます。
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ブックレベルまたは個々の章レベルでFrameMakerのコンディショナルタグを指定でき
ます。ブックの全チャプターに該当する条件がある場合、ワンクリックでその条件を全
チャプターに簡単に適用できます。ブックレベルの条件タグを適用する。を参照してく
ださい。

文書中のコンディショナルテキストは、出力される文書ごとに異なります。他方、非コ
ンディショナルテキストは出力される文書すべてに共通します。

単一の文字から節全体まで、任意の単位でコンディショナルテキストを設定できます。
アンカーフレーム、画像、表、相互参照、脚注、マーカー、表の行および列は、コンデ
ィショナルにすることができます。

注 : 表の行または列のコンディショナルタグの状態が、列の各セルのテキストに適
用されるコンディショナルタグよりも優先されます。

2つのバージョンのデータシート：コンディショナルタグを使用すると1つの文書に2つのデ
ータシートを作成できます。両方のデータシートに共通のテキストおよびグラフィックは非コンデ
ィショナルです。一方のデータシートにのみ表示されるテキストおよびグラフィックには、そのデ
ータシートを識別するためのコンディショナルタグが割り当てられます。

A.アートおよび最初の段落には、コンディショナル、非コンディショナル両方の情報が
含まれています。B.非コンディショナルテキスト。
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コンディショナルタグの管理

FrameMakerでコンディショナルタグを作成および適用して、コンディショナルテキス
トを作成します。

文書内のコンディショナルテキストの操作にはコンディショナルタグポッドを使用しま
す。このポッドで文書内のコンディショナルタグを追加、変更、適用、削除できます。

この節では次のトピックについて説明します。

• コンディショナルタグポッド

• コンディショナルタグの作成と編集

• コンディショナルタグと数式の取り込み

• コンディショナルタグの削除

• 文書中のコンディショナルタグのリスト表示

コンディショナルタグポッド

コンディショナルタグポッドを開くには：

• 表示メニューから、ポッドを選択／コンディショナルタグを選択します。

• または、挿入メニューから、コンディショナルタグを選択します。

コンディショナルタグポッド
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コンディショナルタグポッドは現在の文書のコンディショナルタグをリスト表示します。

コンディショナルタグのリストをソートするには、リスト内の列見出しをクリックしま
す。クリックした見出しに則してリストがソートされます。

列サイズを変更するには：

1) 列と列の間にマウスオーバーして両方向矢印を表示させます。

2) マウスの左ボタンを押したままドラッグし、列を必要なサイズにしたところでボタ
ンを放します。

コンディショナルタグポッドで次の操作を行います。

A（テキストを検索）：
リスト内のコンディショナルタグを検索します。リストのすべての列にSAYT（入
力中に候補を検索）機能が備わっています。

B（表示 /隠す）：
コンディショナルテキストの表示 /非表示ダイアログを開きます。

C（すべてをチェック解除）：
選択したテキストに適用されているすべてのコンディショナルタグを削除します。

D（適用）：
文書内のテキストを選択して、単一または複数のタグの状態（適用する、適用しな
い）を変更し、「適用」をクリックします。詳しくは、コンディショナルタグの適
用を参照してください。

E（フィルター）：
開いている文書のリストから選択して、その文書で使用可能なコンディショナルタ
グを表示します。

重要 :コンディショナルタグは文書レベルで作成および使用することができます。
つまり、文書中に作成されたタグはその文書で使用できます。ただし、他の文書か
らタグを取り込むこともできます。詳しくは、コンディショナルタグと数式の取り
込みを参照してください。

F（再表示）：
使用可能な相互参照のリストを再表示します。
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G（編集）：
コンディショナルタグを追加 /編集ダイアログを開きタグを編集します。詳しくは、
コンディショナルタグの作成と編集を参照してください。

H（新規タグを作成）：
コンディショナルタグを追加 /編集ダイアログを開いて、タグを作成します。詳し
くは、コンディショナルタグの作成と編集を参照してください。

I（削除）：
選択したタグを削除します。詳しくは、コンディショナルタグの削除を参照してく
ださい。

注 : タグが現在使用されている場合、確認が求められます。

J（ツールヒント）：
リスト内の項目にマウスオーバーしてタグの詳細を表示します。

コンディショナルタグの作成と編集

コンディションを文書中のテキストに適用するには、まずコンディショナルタグを作成
する必要があります。その後そのタグを文書の中のテキストに適用します。

コンディショナルタグを作成するには：

1) コンディショナルタグポッドで、新規タグを作成。

コンディションタグを追加ダイアログが表示されます。

コンディショナルタグを追加 /編集ダイアログ
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2) 「タグ名」フィールドにタグの名前を入力します。

3) コンディショナルタグの書式表示を指定します。

タグを文書中のテキストに適用する際に、コンディショナルタグの書式表示を目印
として使用できます。例えば、タグをテキストの段落に適用すれば、テキストのそ
の段落を下線付きや赤色で表示するように指定できます。

また、コンディショナルタグ書式表示は、文書の作成やコンディションの適用を行
った本人ではない他の作成者に、適用されたコンディションを知らせる目印になり
ます。これらの可視インジケーターを使用すると、作成者はどの条件がテキスト、
イメージ、テーブル、グラフィック、アンカー枠などの様々なタイプのコンテンツ
に適用されたかを簡単に特定できます。

注 : コンディショナルタグに指定された書式表示は、PDF出力に表示されます。こ
の書式表示をPDF出力で隠すためには、コンディショナルテキストの表示 /非表示
ダイアログを表示します。

スタイル：

コンディションの適用されたテキストに、下線、取り消し線、改訂バーなどのスタ
イルを適用します。

カラー：

コンディションの適用されたテキストにテキストカラーを適用します。

背景

コンディションの適用されたテキストに、背景色を適用します。

4) 「OK」をクリックします。

新規作成したコンディショナルタグは、コンディショナルタグポッドに表示されます。
そこでは、定義したスタイル、テキストカラー、背景色を確認できます。また、当該の
タグがどの文書中に作成されたかも確認できます。

ヒント :コンディショナルタグを追加または編集してもポッド上で変更が直ちに反
映されない場合は、ポッドの「更新」ボタンをクリックします。

コンディショナルタグを作成または編集するには：

1) コンディショナルタグポッドでタグを選択し、「編集」ボタンをクリックします。

コンディショナルタグを編集ダイアログでは、選択したタグの属性が表示されます。
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2) タグの属性を更新して「OK」をクリックします。

重要 :タグの名前を変更して「OK」をクリックすると、新しいタグを作成できます。

既存のコンディショナルタグの書式表示の属性を変更すると、その変更は文書のコンテ
ンツに直ちに反映されます。例えば、PrintOnlyタグのカラー書式を青から緑に変更し
た場合、このタグの適用されたテキストは緑に変更されます。

コンディショナルタグと数式の取り込み

他の文書からコンディショナルタグと式を取り込むことができます。

多人数で執筆している場合、文書をひとつ作成して、チームで使用しているすべてのタ
グおよびコンディショナル式を定義できます。チームのメンバー全員が、それらのタグ
およびコンディショナル式を取り込んで使用できます。詳しくはコンディショナル式を
使用してコンディショナルテキストを表示 /隠す。

コンディショナルタグと式を取り込むには：

1) ソースとターゲットの文書を開いて、ターゲット文書に移動します。

2) ファイルメニューから、取り込み／書式を選択します。

3) 「文書から取り込む」リストで、ソース文書を選択します。

4) 「すべてを選択解除」をクリックし、「コンディショナルテキストの設定」を選択
します。

5) 「取り込み」をクリックして、タグと式を取り込みます。

ソース文書中の定義済タグとコンディショナル式が、ターゲット文書に取り込まれます。

重要 :ソース文書中で定義されているのと同じ名前のコンディショナル式がターゲ
ット文書中にすでに存在している場合、ターゲット文書の式が上書きされます。

コンディショナルタグの削除

コンディショナルタグを適用する必要がなくなった場合、コンディショナルタグを削除
できます。

1) コンディショナルタグポッドでタグを選択し、「削除」をクリックします。

2) 「OK」をクリックして、削除を確認します。
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3) そのタグが文書中使用されていた場合、そのタグの適用されていたコンテンツの処
理方法を確認するメッセージが表示されます。

コンテンツを非コンディショナルに設定するか、もしくはコンテンツを削除するか
選択できます。

重要 :タグを削除すると、タグは文書カタログから削除されます。以後、そのタグ
を文書で使用することはできません。1種類のコンディションだけをコンテンツか
ら削除する場合は、適用されたタグを削除しないように注意してください。コンデ
ィションをコンテンツから削除する詳しい方法は、テキストからコンディショナル
タグを削除する。

文書中に特定のタグが使用されているか確認する

コンディショナルタグを削除する前に、そのタグが現在テキストに適用されているかど
うか確認できます。

文書中に特定のタグが使用されているかどうか確認するには：

1) 検索・置換ダイアログを開く

2) 検索ドロップダウンリストで、「コンディショナルテキスト」を選択します。

「コンディショナルテキストを検索」ダイアログが表示されます。

3) 検索したいコンディションを「設定」スクロールリストに移動します。

4) 「設定」をクリックします。

5) 検索と置換ダイアログで、「検索」をクリックします。

選択したコンディションが文書内で使用されていれば、検索できます。
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文書中のコンディショナルタグのリスト表示

文書中に適用されているすべてのコンディショナルタグのレポートを生成するには：

1) 挿入メニューから、リスト／参照を選択します。

2) 確認表示で、レポートの作成方法を選択します。

3) コンディショナルタグを「含める参照」リストに追加して「設定」をクリックし、
レポートを生成します。

コンディショナルタグの適用

コンディショナルタグの作成後に、そのタグを適用して文書中のテキストにコンディショ
ンをつけます。例えば、特定の画像を文書のプリント出力時のみ使用するには、
PrintOnlyタグを画像に適用します。また、個々の章に条件または式を適用せずに、
ブックレベルで条件タグを指定します。

テキストにコンディショナルタグを適用する

1) タグを適用するテキストを選択します。

次の表では、どのFrameMakerエレメントを選択すれば該当するFrameMakerコン
テンツタイプに適切なコンディショナルタグを適用できるか示しています。

注 : グラフィック、画像または写真をコンディショナルにする場合は、一度アンカ
ー枠に収め、そのアンカー枠にコンディショナルタグを適用する必要があります。

下記のコンテンツにタグを適用するには 選択するアイテム

テキスト枠、表のセルまたは脚注内のテキスト テキスト

アンカー枠とその内容 枠の境界線またはアンカー記号

表 表アンカー記号

表の行 行全体

相互参照または変数 相互参照または変数のテキスト

脚注 脚注参照（メインテキスト内の番号）

マーカー マーカー記号
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2) コンディショナルタグポッドを開きます。

タグのグリッド表示の「ステート」カラムには、現在選択しているテキストのタグ
の状態（適用済または未適用）が表示されます。

3) 選択したテキストにタグを適用するには、「ステート」チェックボックスをオンに
します。

注 : すると、その場でチェックボックスの右側にアスタリスクが表示されます。
この表示は、選択したテキストのタグのステートが変更されたことを表しています。
ただし、このままではまだ変更は適用（保存）されていません。

4) タグをテキストに適用するには、コンディショナルタグポッドの「適用」をクリッ
クします。

コンディションの書式表示をすでに定義している場合は、タグを適用されたテキストに
その書式が反映されます。例えば、テキストのある段落にタグを適用した際に、そのタ
グのテキストカラーが赤と定義されていた場合、適用後のテキストは直ちに赤に変わり
ます。

テキストの一箇所に複数のタグを適用するには、まずテキストの該当箇所を選択し、次
にコンディショナルタグポッドで複数のタグを選択します。すでにタグが適用されたテ
キストを選択すれば、タグを追加することもできます。詳しくは、コンディショナルタ
グを複数適用する。

ショートカットキーを使用してコンディショナルタグを適用する

コンディショナルタグを適用するためにスマートカタログショートカットを使用できます。

1) まずCtrl + 4を押してスマートカタログを表示させます。

2) 適用するタグをスマートカタログから選択します。

コンディショナルタグポッドでタグのステートが更新されます。

表とアンカー枠にコンディショナルタグを適用する。

FrameMakerは、表およびアンカー枠に適用される様々なコンディショナルタグにおい
て識別・区別するために視覚的に表示されます。
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表

コンディショナルタグを作成した際に、色の条件インジケーターを選択すると、表の境
界線は、選択したカラーのハッシュが表示されます。

コンディショナルタグを作成した際に、背景の条件インジケーターを選択すると、表の
境界線は、選択したカラーの境界線が表示されます。

カラーまたは背景どちらか一方のインジケーターを選択しない場合、表の境界線は黒ハ
ッシュで表示されます。

アンカー枠

コンディショナルタグを作成した際に、色または背景の条件インジケーターを選択する
と、アンカー枠の境界線は、選択したカラーのハッシュで表示されます。

カラーまたは背景どちらか一方のインジケーターを選択しない場合、アンカー枠の境界
線は黒い境界線が表示されます。

コンディショナルタグを複数適用する

構造化文書でも非構造化文書でも、テキストの一部に対してタグをいくつでも適用でき
ます。また、テキスト全体にタグを重ねることも可能です。

文書中の同一のテキストに複数のタグを適用した場合、次のコンディションが保持され
ます。

コンディショナルタグ書式表示の動作：

タグごとに異なるコンディションの書式表示が設定されている場合、FrameMaker
は書式の結合を試みます。例えば、テキストのある段落に対して、青色のテキスト
カラーのタグと、黄色のテキストカラーのタグを適用した場合、そのテキストは緑
で表示されます。

表示タグ優先の原則：

表示タグは原則的に優先されます。テキストの一部に複数のタグが適用され、その
うち最低ひとつが表示タグである場合は、そのテキストは表示されます。

文書中の重なりあうテキストに複数のタグを適用した場合、コンディションは次の通り
の結果になります。
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テキストに表示タグを適用し、そのうち一部に非表示タグを適用した場合：

テキストに表示タグを、またその一部に非表示タグを適用した場合は、すべてのテ
キストが表示されます。これは、表示タグ優先の原則によるものです。例えば次の
ような非構造化文書の例が挙げられます。

表示タグをテキストの1段落に適用した場合、表示タグはその段落中の各文に継承さ
れます。そこで、ある文に非表示タグを適用すると、その文には表示タグと非表示
タグが適用されていることになります。表示タグが適用されているので、この段落
は表示されます。また、表示タグ優先の原則に基づき、当該の文も表示されます。

テキストに非表示タグを適用し、そのうち一部に表示タグを適用した場合：

テキストに非表示タグを、またその一部に表示タグを適用した場合は、後者のみが
表示されます。これは、表示タグ優先の原則によるものです。次のような構造化文
書を例に考えてみましょう。

番号付きリスト（ol）に非表示タグを適用すると、その一部にあたる各リスト項目
（ li）もまた非表示タグを継承します。そのときあるリスト項目（ li）に表示タグ
を適用した場合、その項目には表示タグと非表示タグが適用されていることになり
ます。その他のリスト項目は、番号付きリスト全体に適用された非表示タグを継承
しているため、表示されません。しかし、表示タグが適用されたリスト項目は、表
示タグ優先に基づいて表示されます。

ブックレベルの条件タグを適用する。

ブック内のすべての章に共通する条件を一つ以上適用するには：

注 : .bookファイルは、構造化（ .XML）されたファイルと構造化されていない（ .fm）
ファイルの組み合わせです。ただし、 .ditamapと .bookmapファイルについては、ブッ
クレベルの条件を適用できません。

1) .bookファイルを選択する。

2) 表示／コンディショナルテキストの「表示／隠す」を選択する。

3) ブック内のすべてのファイルに適用する条件を選択する。

4) 「適用」を選択後、「ブックを更新する」を選択する。

5) 「適用」をクリックして、警告ダイアログの「OK」をクリックする。

6) ブック更新ダイアログの「更新」をクリックする。

選択した条件は、ブック内のすべてのファイルに適用されます。
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構造化文書にコンディショナルタグを適用する

FrameMakerの構造化文書では、エレメントは階層分けされています。FrameMakerで
は文書内のどの階層にもコンディショナルタグを適用することができます。例えば、定
義リスト（dl）またはリスト中のどのエレメントにもコンディショナルタグを適用する
ことができます。

文書の構造を壊さないように注意する必要があります。必要不可欠な子エレメントにコ
ンディショナルタグを適用し、そのタグを非表示にすると、文書構造が壊れます。この
ような操作はFrameMakerによって阻止されません。しかし、構造図には破損している
ことが表示されます。

dtタグが非表示とマークされて破損している構造
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構造化文書のエレメントにコンディショナルタグを適用する

エレメントにコンディショナルタグを適用するには、デフォルトでは、まず構造図ポッド
でエレメント全体を選択し、次に構造図ポッドまたはCtrl + 4でコンディショナルタグを適
用します。ただし、次のmaker.iniフラグを設定（または追加）すると、カーソルをエレメ
ント内の任意の場所に移動させることでエレメントにタグを適用することができます：

ApplyCondTillElementBoundaries=On

コンディショナルタグの処理命令

構造化文書にコンディショナルタグを適用すると、タグを取り扱う処理命令が構造化ア
プリケーション内で定義されます。詳しくは、『FrameMaker 構造化アプリケーション
開発者リファレンス。

表の列に適用されるコンディショナルタグの処理命令

表の列に条件タグを適用すると、FrameMakerはXMLを使用可能にする処理命令を追加
します。

例えば、次の処理命令は、ConditionCol1状態が表の最初の列に適用されることを示し
ます。

<?Fm TableColumnCond start=0 end=0 ConditionCol1?>

次の処理命令は、ConditionCol1状態が表の最初の列に適用されることを示します。
<?Fm TableColumnCond start=1 end=2 ConditionCol2?>

テキストからコンディショナルタグを削除する

テキストを非コンディショナルに変更するには、テキストに適用されたコンディショナ
ルタグを削除する方法があります。この場合、FrameMakerは文書カタログからはタグ
を削除しません。これにより、そのタグを文書中の他のテキストに適用できます。文書
からコンディショナルタグを削除するには、コンディショナルタグの削除。

1) 削除したいコンディショナルタグが適用されたテキストを選択します。

2) コンディショナルタグポッドを開き、削除したいコンディショナルタグの「ステー
ト」チェックボックスをオフにします。

注 : すると、その場でチェックボックスの右側にアスタリスクが表示されます。
この表示は、選択したテキストのタグのステートが変更されたことを表しています。
ただし、このままではまだ変更は適用（保存）されていません。

http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/9.0/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/9.0/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf
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3) コンディショナルタグポッドで「適用」をクリックします。

タグにコンディショナル書式表示（スタイル、カラーまたは背景など）を定義している
場合、それもまたタグを削除したテキストから削除されます。

コンディショナルタグ削除のショートカットキー

コンディショナルタグを削除するためにスマートカタログショートカットを使用できます。

1) コンディショナルタグを削除するには、Ctrl + 5を押してスマートカタログを表示
させます。

2) スマートカタログから削除するタグを選択します。

コンディショナルタグポッドでタグのステートが更新されます。

テキストからすべてのコンディショナルタグを削除する

文書の一部に適用されたすべてのコンディショナルタグの削除を選択することができます。

1) すべてのタグを削除したいテキストを選択します。

2) コンディショナルタグポッドで「すべてをチェック解除」をクリックします。

注 : 「すべてをチェック解除」をクリックすると、テキストに適用されている各コ
ンディショナルタグに対して、その場でチェックボックスの右側にアスタリスクが
表示されます。この表示は、選択したテキストの各タグのステートが変更されたこ
とを表します。ただし、このままではまだ変更は適用（保存）されていません。

3) テキストからすべてのタグを削除するには、コンディショナルタグポッドで「適用」
をクリックします。

タグにコンディションの書式表示（スタイル、カラーまたは背景カラーなど）を定義し
てある場合、タグを削除したテキストからコンディションの書式表示も削除されます。

コンディショナルタグ全削除のショートカットキー

1) 選択したテキストからすべてのコンディショナルタグを削除するには、Ctrl + 6を押
します。

コンディショナルタグポッドでタグのステートが更新されます。
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コンディション付きテキストの状態を確認する

コンディショナルタグポッド中のコンディショナルタグ「ステート」チェックボックス
には2つの機能があります。

1) 「ステート」チェックボックスを使用すると、文書中のテキストに対してコンディ
ショナルタグを適用または削除できます。

2) テキストを選択すると、チェックボックスにはテキストの現在のステートが表示さ
れます。つまり、タグが適用されたテキストを選択すると、該当するタグの「ステ
ート」チェックボックスはオンになった状態で表示されます。

ただし、チェックボックスには「一部適用」というステートも存在するので注意が必要
です。このステートは、該当するタグがテキストの一部に適用されていることを表しま
す。例えば、ある文にタグが1つ適用されているとき、その文を含む段落全体を選択す
ると、タグのステータスは「一部適用」と表示されます。同様に、異なる2つのタグが
適用された2つの段落を選択すると、タグは両方とも「一部適用」と表示されます。

コンディショナルタグ間のステート
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別のテキストにコンディションをコピーする

あるテキストに適用されているコンディションを、別のテキストにコピーできます。例
えば、テキストのある段落に2つのコンディショナルタグが適用されている場合を考え
てみましょう。特殊なコピー＆ペースト機能を使用して、タグを2つとも別のテキスト
に適用することができます。

別のテキストにコンディションをコピーするには：

1) コンディションのコピー元のテキストを選択します。

注 : テキストが正しく選択されていることをチェックするためには、コンディショ
ナルタグポッドの「ステート」チェックボックスがオンになっているかどうか確か
めてください。

2) 編集メニューから特殊コピー／コンディショナルテキストの設定を選択します。

3) タグを適用するテキストを選択します。

4) 編集メニューから、「ペースト」を選択します。

コンディショナルテキストの表示・非表示

FrameMakerのコンディショナルテキストでテキストにコンディションを適用できます。
コンディションを適用すると、それに基づいてテキストを表示するか隠すか決定できる
ようになります。

文書中のテキストにタグを適用すると、その箇所はコンディショナルテキストとしてマ
ークされます。タグにコンディションの書式表示（スタイル、カラーまたは背景カラー
など）を定義してある場合、タグが適用されたテキストはそのコンディションで表示さ
れます。ただしFrameMakerではすべてのテキストが表示されます。適用したタグに基
づいてテキストの表示または非表示を指定する必要があります。

コンディショナルテキストを表示または非表示にするには、コンディショナルテキスト
の表示 /非表示ダイアログ。
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コンディショナルテキストの表示 /非表示ダイアログ

文書中のテキストにコンディショナルタグを適用後、コンディショナルテキストを表示 /
隠すダイアログを使用してテキストの表示または非表示を設定および定義できます。

コンディショナルテキストの表示 /非表示ダイアログ

すべて表示：

デフォルト。すべてのテキストが、適用されているコンディションに関わりなく
（非コンディショナルのように）表示されます。

注 : 「すべてを表示」オプションを使用すると、確実にすべてのテキストが表示さ
れます。ただし、コンディション付きテキストは、指定されたコンディションの書
式によって表示されます。

コンディションどおりに表示：

このオプションを使用すると、タグ付きテキストを表示するか非表示にするか個別
に指定できます。そのためには、表示タグリストおよび非表示タグリストの間でコ
ンディショナルタグを移動させます。詳しくは、コンディショナルタグを使用して
コンディショナルテキストを表示 /非表示にする。

すべてのコンディションが適用される場合に表示：

こののオプションを選択すると、「表示」リストで選択したコンディショナルタグ
が全部適用されている文書中のテキストを、すべて表示できます。
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式どおりに表示

このオプションを選択すると、表示または非表示のコンディションを定義するコン
ディショナル式を選択できます。詳しくは、コンディショナル式を使用してコンデ
ィショナルテキストを表示 /隠す。

コンディショナルタグの書式を表示：

文書中のテキストに関してコンディショナルタグの書式表示を定義した場合、デフ
ォルトでは、テキストはその書式で表示および出力（PDF）されます。このオプシ
ョンを無効にすることも選択できます。

コンディションの表示設定（取り消し線と下線）によって2つのコンディションが識別されます。

ネストされたブックに「表示／隠す」を適用します

メインのブックファイルにネストされたブックがある場合、条件タグがすべてのネ
ストされたブックに適用されるように、このオプションを選択します。

「適用」を選択後、「ブックを更新する」を選択します。

ブック内の全ファイルに条件タグを適用するには、このオプションを選択します。
詳しくは、ブックレベルの条件タグを適用する。

コンディショナルタグを使用してコンディショナルテキストを表示 /非表示にする

1) コンディショナルテキストの表示 / 非表示ダイアログを表示する。コンディショナ
ルテキストの表示 /非表示ダイアログ。

2) コンディショナルタグを使用して文書中のテキストを表示または非表示させるには、
「コンディションどおりに表示」を選択します。
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3) 矢印ボタンを使用して、「表示 / 隠す」リスト間でコンディショナルタグを移動さ
せます。

例えば、プリント時にタグ付きのテキストのみを表示するには、PrintOnlyタグを
「表示」リストに入れます。その他のタグをすべて「隠す」リストに移動します。

PrintOnlyとMobileOnlyタグのテキストを表示するには、それら 2つのタグを
「表示」リストに入れます。

4) 表示および非表示タグリストに基づいてコンディション付きテキストを変更するに
は、「適用」をクリックします。

コンディショナルテキストは表示または非表示になります。

コンディショナルタグの書式表示が「表示」リストのタグに適用されている場合、対応
するタグ付きテキストは指定された表示書式で表示されます。コンディショナルタグの
書式表示を削除するには、コンディショナルテキストの表示/非表示ダイアログをチェッ
クします。

重要 :コンディショナルテキストが適用されるドキュメント内のコンディショナル
タグの適用をオンラインで生成・公開する場合は、このオプションをオフにする必
要があります。「コンディショナルタグの書式を表示」オプションがオンになって
いる場合、その書式はPDF出力で表示されます。

コンディショナル式を使用してコンディショナルテキストを表示 /隠す

コンディショナルタグを使用して、タグリストの「表示/隠す」の設定に基づいて各テキ
ストを表示または非表示することができます。つまり、「表示」リストのタグを適用さ
れたテキストは、すべて表示されます。ただし、次のような場合に注意してください。

ある文書でコメント、PrintOnlyおよびMobileOnlyというコンディショナルタグが定義
されておりそれらのタグが各段落に異なる組み合わせで付されているとします。

• 第1段落はPrintOnlyタグ。

• 第2段落はPrintOnlyタグとMobileOnlyタグ。

• 第3段落はPrintOnlyタグとコメントタグ。

PrintOnlyタグとMobileOnlyタグ両方が付いたテキストのみを表示する文書を用意しよ
うとして、PrintOnlyタグとMobileOnlyタグを「表示」リストに移動すると、3段落す
べてが少なくとも一方のタグを含んでいるせいで、3つの段落がすべて表示されてしま
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います。このような場合には、複数のタグをand, or, and notと組み合わせることがで
きるコンディショナル式を作成します。

上記の例では、 「 PrintOnly 」  および 「 MobileOnly 」 の式に、PrintOnlyと
MobileOnlyの両方のタグが含まれるテキストのみ使用していることを保証します。

コンディショナル式を作成するには：

1) **string not required**コンディショナルテキストの表示 /非表示ダイアログで「式
作成」をクリックします。

コンディショナル式を管理ダイアログで、コンディショナル式を作成または編集で
きます。

2) 式を作成するには、式の名前を入力します。

使用可能なタグをand, or, and NOTと組わせて式を作成します。

3) 上の例では、 PrintOnly タグをクリ ックした後、矢印をクリ ックして挿入ポイン ト

の式ボックスにタグを追加します。

また、PrintOnlyタグをダブルクリ ックします。

4) クリックおよび演算子をPrintOnlyタグの後に追加します。

5) MobileOnlyタグをクリ ックした後、矢印をクリ ックして式にタグを追加します。

6) 「保存」をクリックします。

コンディショナル式がリストに表示されます。

7) コンディショナルテキストの表示 / 非表示ダイアログで「式どおりに表示」を選択
します。

8) 式を作成リストから、必要な式を選択して「適用」をクリックします。

コンディショナル式に基づいてテキストが表示されます。

コンディショナル式では場合によってサブ式を括弧で囲む必要があります。次のような
タグを持つ文書が例として挙げられます。

プラットフォーム：

Win、Mac、およびUnix
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バージョン：

バージョン1.0、バージョン2.0、およびバージョン3.0

出力：

PDF、HTML、EPUB、およびRTF

バージョン1.0を除くすべてのバージョンでWinまたはMacタグの付いたテキストを、
PDFまたはHTMLの形式で出力したい場合、次の式を作成します。

括弧を使用してコンディショナル式を簡略化

コンディショナル式の作成時は：

• タグ名は緑のテキストで表示されます。

• タグ名は二重引用符で括る必要があります。

コンディショナルタグリストからタグ名を選択すると、タグ名に二重引用符が付い
て表示されます。ただし、タグ名を手動で入力するこもできます。その場合、タグ
名は二重引用符の中に入れる必要があります。

• タグ名のスペルミスは、赤の破線によるアンダーラインで表示されます。

• And, or, and NOTの組が青字で表示されます。

• 構文エラーは黄の背景で表示されます。

• 式にエラーがある場合「保存」ボタンは無効化されます。
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コンディショナル文書の仕上げ

最終バージョンのコンディショナル文書を生成する前に、次のガイドラインに従ってく
ださい。

• プリントするバージョンだけが含まれるように文書の表示を変更し、コンディショ
ンの表示設定をオフにします。

• 文書に変数が含まれている場合は、プリントするバージョンで変数定義が正しいこ
とを確認します。

• 文書のスペルチェックを行います。この機能によって、正しくタグ付けされていな
いコンディショナルタグが原因で発生する2つのスペースや句読点の問題を識別で
きます。

• 相互参照を更新します。文書に非決定の相互参照が含まれている場合、非表示のコ
ンディショナルタグ内の相互参照マーカーが参照されている可能性があります。バー
ジョンを表示し、もう一度相互参照を更新します。

• 手動で改行や改ページを調整する前に、各バージョンの文書のコピーを作成します。
各バージョンのコピーを使用して、調整やプリントを行います。このような調整は
各バージョンによって異なります。元の文書は将来の編集に使用します。

• 文書がブックの一部である場合は、ブックと生成されたファイルを更新します。同じ
タグでコンディションの表示設定が異なる文書がブックに含まれている場合、
FrameMakerでは警告メッセージが表示されます。また、1つの文書に一部のコン
ディショナルタグが表示され、別の文書に表示されない場合にも、警告メッセージ
が表示されます。この状況が発生する場合は、「キャンセル」をクリックしてブッ
ク生成を中止します。文書のコンディショナルタグ設定を修正します。

• 索引を生成した後、 2つの疑問符（ ??）が含まれていないか調べます。 2つの疑問
符は、索引マーカーが存在しないか、または正しくないことを示します。
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FAQとトラブルシューティング

テキストにコンディショナルタグを適用したのに、すべてのテキストが表示されるので
すが。

コンディショナルテキストを表示 /隠すポッドで、表示または非表示を指定する必
要があります。詳しくは、コンディショナルテキストの表示 /非表示ダイアログを
参照してください。

1つのセンテンスに2つのコンディショナルタグを適用できますか。
タグはいくつでもテキストに適用できます。詳しくは、コンディショナルタグを複
数適用するを参照してください。

複数の表にタグを付けてコンディショナルテキストにできません。

ひとつの表やその行にコンディショナルタグを適用することができます。詳しくは、
テキストにコンディショナルタグを適用するを参照してください。

すべてのブックで同じコンディショナル設定を使用したいのですが、ブックの設定を他
のブックに再利用するにはどうしたらよいですか？

文書から他の文書へコンディショナルタグや式を取り込むことができます。詳しく
は、コンディショナルタグと数式の取り込みを参照してください。

コンディショナルテキストポッドで状態を変更したのに何も起こりません。なぜでしょ
うか？

コンディショナルタグポッドでタグの状態を変更した後に、文書テキストに更新を
適用するには「適用」をクリックする必要があります。詳しくは、テキストにコン
ディショナルタグを適用するを参照してください。

非決定の相互参照を避ける方法はありますか。

段落に相互参照を挿入すると、段落内の最初の単語がコンディショナルになります。
FrameMakerが挿入する相互参照マーカーもコンディショナルです（最初の単語の
コンディショナルタグ設定が適用されます）。最初の単語の条件を隠すと、マーカ
ーが非表示になります。その結果、相互参照のコンディショナルタグの設定と相互
参照マーカーのコンディショナルタグの設定が異なる場合、相互参照が非決定にな
る可能性があります。

この状況を回避するには、ソース段落の先頭にある相互参照マーカーだけを選択し、
非コンディショナルにします。これで、マーカーは常に表示されます。どのバージ
ョンが表示されても、相互参照が解決されます。
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相互参照

ある文書から別の文書へ、または文書の中の特定の箇所へ、相互参照のリンクを貼るこ
とができます。 FrameMaker では、相互参照を使用してリンクを作成できます。
FrameMakerの相互参照はマーカーに基づいている為、文書の中の相互参照箇所が変更
されても、マーカーがそのままである限りはリンクはそのまま残ります。例えば、文書
の特定の見出しに相互参照を作成し、その後見出しの前のコンテンツを見出しに含め
るか、削除するとします。この場合リンク先の見出しの位置は変わりますが、相互参照
は破損せずそのままです。

相互参照ポッドを開くには：

• 表示メニューから、ポッド／相互参照を選択します。

相互参照ポッド

相互参照ポッドは現在の文書の相互参照をリスト表示します。

リストをソートするには、リスト内の列見出しをクリックします。クリックした見出し
に則してリストがソートされます。

列サイズを変更するには：

1) 列と列の間にマウスオーバーして両方向矢印を表示させます。

2) マウスの左ボタンを押したままドラッグして、列を必要なサイズにしてボタンを放
します。
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相互参照ポッドで次の操作を行う：

A（テキストを検索）：
リスト内の相互参照を検索します。リストのすべての列にSAYT（入力中に候補を
検索）機能が備わっています。

B（削除）：
選択した相互参照を削除します。詳しくは、文書中の相互参照を削除するを参照し
てください。

C（場所に移動）：
現在の文書の選択した相互参照に移行します。

D（テキストに変換）：
選択した相互参照を編集可能なテキストに変換します。

注 : 表示テキストの相互参照を編集可能なテキストに変換します。例えば、相互参
照テキストにページ番号を追加する場合には、ページ番号は編集可能なテキストと
して保持されます。相互参照の書式の詳細については、相互参照書式を管理するを
参照してください。

E（フィルター）：
文書または参照の種類に基づいて相互参照をフィルターします。文書のリストから、
次のオプションを選択します。

• 現在の文書

• 開いているすべての文書

• リストから文書を選択する

参照の種類に応じて次のオプションを選択します。

• すべての相互参照

• 外部相互参照。「文書中の相互参照を削除する」を参照してください。

• 非決定の相互参照。「非決定の相互参照を管理する」を参照してください。

F（再表示）：
使用可能な相互参照のリストを再表示します。
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G（編集）：
相互参照ダイアログを開いて、相互参照を編集します。詳しくは、文書の相互参照
を編集するを参照してください。

H（挿入）：
文書に相互参照を挿入します。詳しくは、相互参照を挿入するを参照してください。

相互参照を挿入する

文書に相互参照を挿入すると、現在の文書の別の節や異なる文書の特定の節を参照でき
るようになります。文書に相互参照を挿入するしたり、構造化文書のエレメントに相互
参照を挿入するします。

相互参照ダイアログ

相互参照ダイアログを使用すると、文書に相互参照を挿入できます。

相互参照ダイアログ

相互参照ダイアログ内
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文書

相互参照の参照先の文書を選択します。

注 : 参照先が別の文書の場合は、その文書を開く必要があります。

指定ソースへ移動

相互参照の元に移動します。参照先が別の文書である場合、その文書を開き、選択
した相互参照の段落のタグまで移動します。

ソースタイプ

次の中から参照先のコンテンツのタイプを選択します。

段落

タスク文書の段落に相互参照を挿入する

相互参照マーカー

タスク文書の相互参照マーカーに相互参照を挿入する

エレメント（順にリスト） /エレメント（ IDでソート）
タスク構造化文書のエレメントに相互参照を挿入する。

文書中のエレメントの登場順に従って、エレメントをリスト表示できます。または、
各エレメントに適用された固有IDにしたがって、エレメントをリスト表示できます。

ソースの種類リスト

上記で選択したソースの種類に応じて、左下のリストに、選択された文書中の段落
タグ、相互参照、エレメントタイプが表示されます。

右のリストボックスにはその特定の段落、相互参照、またはエレメントが表示され
ます。

Element Tag
相互参照に使用するエレメントタグ（例えばXRefなど）を選択します。詳しくは、
構造化文書のエレメントに相互参照を挿入するを参照してください。

フォーマット

書式を選択して、現在の文書で相互参照を表示します。詳しくは、相互参照書式を
管理するを参照してください。
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書式の編集

初期設定では、FrameMakerは相互参照書式のリストを提供します。このオプショ
ンを選択して、リストへ追加、編集、削除します。詳しくは、相互参照書式を管理
するを参照してください。

テキストに変換

相互参照をテキストに変換ダイアログを表示します。

このダイアログで、次の相互参照を編集可能なテキストに変換できます。

• 選択した相互参照

• 特定のフォーマットを持つ相互参照

• 特定のエレメントタグを持つ相互参照

• 現在の文書のすべての相互参照

挿入 /置換
特定の位置に相互参照を挿入します。詳しくは、文書に相互参照を挿入するを参照
してください。既存の相互参照を選択した場合は、「置換」のオプションを使用し
て相互参照を更新することができます。詳しくは、文書の相互参照を更新するを参
照してください。

文書に相互参照を挿入する

通常の文書において、文書中の段落へ相互参照（例えば見出し）を挿入できます。もしく
はテキストインセットへも可能です。単語や語句に相互参照を挿入することもできます。
構造化文書において、階層構造のエレメントへ相互参照を挿入することもできます。

文書の段落に相互参照を挿入する

1) 現在の文書で相互参照を挿入する位置に挿入ポイントを配置します。

2) 相互参照ポッドで「挿入」をクリックします。

または、挿入メニューから相互参照を選択することもできます。

相互参照ダイアログが表示されます。

3) 「文書」ドロップダウンリストで、参照先段落が含まれる文書を選択します。

重要 :別の文書に相互参照を挿入するには、FrameMakerで参照先の文書を開く必
要があります。
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4) 段落のタイプと参照する段落を選択します。

5) 「書式」リストから、相互参照を表示する書式を選択します。

例えば、見出しとページを参照する書式は次のように表示されます。

See “Creating cross-references” on page 1

6) 「挿入」をクリックします。

文書から別の文書に段落を移動させる場合、FrameMakerでは文書内の非決定の相互参
照を決定する。

ヒント :文書内で移動させる相互参照を保持したい時は、相互参照マーカーも移動
させる必要があります。

重要 :参照先段落が別の文書に存在する場合は、その文書に対してユーザーが書き
込み権限を持つか確認する必要があります。例えば、コンテンツ管理システムを使
用している場合は、ソースと参照先文書の両方を確認しなければならない可能性が
あります。

テキストインセット内の段落に相互参照を挿入する

別の文書への参照をテキストインセット形式で行う場合、テキストインセット中の段落
に対してひとつの相互参照を挿入できます。メインの文書の相互参照リンクを辿ると、
ユーザーはその文書内のテキストインセットにリダイレクトされます。

1) 現在の文書で相互参照を挿入する位置に挿入ポイントを配置します。

2) 相互参照ポッドで「挿入」をクリックします。

または、挿入メニューから相互参照を選択することもできます。

相互参照ダイアログが表示されます。

3) 文書ドロップダウンリストで、参照先段落を含むテキストインセットで参照される
文書を選択します。

重要 :別の文書に相互参照を挿入するには、FrameMakerで参照先の文書を開く必
要があります。

4) 段落のタイプと参照する段落を選択します。

5) 「書式」リストから、相互参照を表示する書式を選択します。

例えば、見出しとページを参照する書式は、次のように表示されます。

See “Creating cross-references” on page 1

6) 「挿入」をクリックします。
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テキストインセットに段落相互参照を挿入すると、テキストインセットの更新時に相互
参照マーカーが失われる場合があります。マーカーが失われないようにするには、はじ
めにテキストインセットのソース文書の段落に相互参照を挿入しておきます。

1) インセットをダブルクリックしてインセットのソースを開き、テキストインセット
の属性ポッドから「ソース文書を開く」をクリックします。

2) ソース文書内の任意の段落に相互参照を挿入します。

3) 相互参照テキストを削除します。マーカーは残ります。

4) ソース文書を保存します。そしてテキストインセットを含む文書で、編集／相互参
照の更新を選択して、テキストインセットを更新します。

5) 段落にスポット相互参照を挿入しますが、今度はインセットを含む文書内に挿入し
ます。相互参照は、更新したインセットのマーカーを使用します。

文書の相互参照マーカーに相互参照を挿入する

相互参照種類マーカーを使用すると、相互参照を文書の任意の位置に挿入することがで
きます。また相互参照マーカーを使用して、段落内の単語や語句、またはアンカー枠へ
リンクすることもできます。表の中の特定のセルにリンクすることも可能です。相互参
照マーカーを挿入できる箇所であればどこへでもリンクすることが可能です。

1) 参照先に挿入ポイントを配置し、マーカーダイアログを開きます（挿入／マー
カー）。

2) マーカーダイアログで、相互参照マーカーの種類を選択します。

3) マーカーのテキストを指定し、「新規マーカー」をクリックします。

マーカーに対して任意の名称を指定することができます。相互参照ダイアログで相
互参照を挿入する際に、ここで指定した名称を選択します。

参照先に新しいマーカーが挿入されます。

4) 相互参照を作成する位置に挿入ポイントを配置します。

注 : 相互参照とマーカーは同一の文書内でも別の文書にあっても問題はありません。

5) 相互参照ダイアログを開きます。

6) ソースの種類ドロップダウンリストで、相互参照マーカーを選択します。

7) マーカーの種類リストで、相互参照を選択します。

8) 相互参照マーカーのリストで、手順1から3で作成したマーカーを（名前から）選択
します。
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相互参照を挿入するには、文書の段落に相互参照を挿入する。

重要 :参照先の相互参照が別の文書に存在する場合は、ユーザーがその文書への書
き込み権限を持っているかどうか確認する必要があります。例えば、コンテンツ管
理システムを使用している場合は、ソースと参照先文書の両方を確認しなければな
らない可能性があります。

構造化文書のエレメントに相互参照を挿入する

構造化文書においては、複数段落への相互参照や相互参照マーカーの他に、現在の文書
や別の構造化文書のエレメントにも相互参照を挿入することができます。

1) 現在の文書で相互参照を挿入する位置に挿入ポイントを配置します。

2) 相互参照ポッドで「挿入」をクリックします。

または、挿入メニューから相互参照を選択することもできます。

相互参照を挿入ダイアログが表示されます。
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3) 相互参照の挿入に使用するDITAエレメントを選択します。

注 : このリスト項目は、構造化アプリケーションで定義された相互参照エレメント
に依存します。

4) 「ターゲット」領域で、参照先エレメントを含めるファイルまたはキースペースを
選択します。

注 : ファイルを選択する場合は、参照先が含まれているファイルを選択します。キ
ーを選択する場合は、ターゲットキーを選択します。必要なエレメントを「フィル
ター」テキストボックスに入力して検索することもできます。

5) リストからターゲットエレメントを選択します。

リストには、エレメントの種類、ID、およびエレメントを使用するコンテンツの情
報が表示されます。

6) 「表示」領域で、相互参照のテキストを指定するか、ドロップダウンリストから書
式を選択します。

例えば、参照_タイトル_および_ページ書式では次のように表示されます。
See “Creating cross-references” on page 1

7) 「挿入」をクリックします。

構造化文書でエレメントに相互参照を挿入する場合、FrameMakerでは参照先およびソ
ースのエレメントの ID属性ならびに IDRef属性が各々使用されます。

ID属性に値が設定されていないエレメントに相互参照を挿入する場合は、FrameMaker
はその属性に対して固有の値を割り当てます。ただし、 ID属性が読み取り専用ではない
場合は、ユーザーが属性値を設定することができます。

参照先のエレメントが定義済みの ID属性を持っていることを確認する必要があります。
持っていない場合は、他のエレメントを使用するか構造化アプリケーションの定義を変
更する必要があります。

重要 :参照先のエレメントが別の文書に存在する場合は、ユーザーがその文書に対
して書き込み権限を持っているかどうか確認する必要があります。例えば、コンテ
ンツ管理システムを使用している場合は、ソースと参照先文書の両方を確認しなけ
ればならない可能性があります。
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相互参照の管理

文書中の既存の相互参照は編集または削除できます。編集については文書の相互参照を
編集するの相互参照の編集」を参照してください。また、文書中の既存の相互参照の削除
については、文書中の相互参照を削除する相互参照の削除」を参照してください。また、
相互参照の書式を編集することで、文書出力の際の相互参照の表示方法を変更できます。
例えば、見出しのテキストのみ表示させ、相互参照にはページ番号を含まないよう選択
できます。詳しくは、相互参照書式を管理するを参照してください。また文書の相互参
照は更新できます。例えば、参照先のコンテンツが変更された場合、更新します。詳し
くは、文書の相互参照を更新するを参照してください。また、参照先コンテンツに変更
が加えられると、現在の文書の相互参照が破損する恐れがあります。非決定の相互参照
を特定して対処するには、非決定の相互参照を管理するを参照してください。

文書の相互参照を編集する

相互参照ダイアログを使用することで、相互参照の参照先を含めた既存の相互参照に関
連付けられているどの様な属性も変更することができます。

文書の相互参照を編集

1) 既存の相互参照では、文書の中のその相互参照をダブルクリックします。

または、相互参照ポッドを開き（表示／ポッド／相互参照）、ポッド内の相互参照
を選択し「編集」をクリックします。

「相互参照ダイアログ」が表示されます。

2) 相互参照ダイアログで次の事項を更新することができます。

• 参照先の文書、段落、相互参照、またはエレメント

• エレメントタグ - 相互参照が構造化文書のエレメントの場合

• 相互参照の書式

「書式の編集」をクリックして相互参照の書式を編集ダイアログを開きます。
このダイアログを使用して相互参照の書式を追加、編集、または削除します。
詳しくは、相互参照書式を管理する。

• 文書中の相互参照をテキストに変換します。

3) 「置換」をクリックして相互参照を更新します。
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文書中の相互参照を削除する

文書中の相互参照を削除すると、その相互参照と共に関連付けられたテキストも削除さ
れます。例えば、次のような相互参照が文書に挿入されているとします。

See “Creating cross-references” on page 1

これを削除すると、当該の相互参照が文書カタログから削除されるとともに、文書から
「1ページ目の「相互参照を作成する」を参照すること」というテキストが削除されます。

文書の相互参照を削除する

1) 相互参照ポッドを開きます（表示／ポッド／相互参照）。

2) ポッド内の相互参照を選択して「削除」をクリックします。

または、文書内の相互参照を選択してキーボードの「Delete」キーを押すことでも削除
できます。ただしこの場合、それに続くテキストも常に削除されることになります。

相互参照書式を管理する

文書に相互参照を挿入する場合は、書式を選択してその文書に関連させる必要があります。

例えば、見出しとページを参照する書式は、次のように表示されます。

See “Creating cross-references” on page 1

「書式」ドロップダウンリストに使用可能な書式が表示されます。文書に相互参照を挿
入する際にはいずれの書式も選択することができます。または、書式の編集や新規作成
も可能です。相互参照書式は各FrameMaker文書ごとに固有のものとなります。ただし、
相互参照書式を取り込むことによって更新された書式を他の文書に使用することができ
ます。
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相互参照の書式を編集ダイアログ

相互参照の書式を編集ダイアログを使用して現在の文書の相互参照書式を作成、編集、
または削除できます。

相互参照の書式を編集ダイアログ

相互参照の書式を編集ダイアログで次の事項を編集できます。

名前：

既存の書式の名前を更新、または新しい書式の名前を指定します。

定義：

相互参照書式を定義します。

書式を定義するには、任意の固定テキストを入力します。例えば、定義で指定され
たテキストを表示する文字列などが挙げられます。コンテキスト情報を表示するに
は、構成要素リストの定義を使用することでも可能です。

例えば、デフォルトの見出しとページ書式は次のように定義されています。

“<$paratext>” on page\ <$pagenum>
山形かっこ（<>）中に含まれる（$）記号以降が定義の構成要素部分です。相互参
照書式の中のこのような記述にぶつかるとFrameMakerは記述をその構成要素の定
義に従い解釈します。上記の例をFrameMakerは次のように解釈します。

<$paratext>
相互参照の段落の段落テキスト
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<$pagenum>
相互参照した段落のページ番号

相互参照の結果は次のように表示されます。

“Inserting cross-references” on page 25
詳細については、相互参照書式の相互参照書式の構成要素してください。

定義に構成要素の命名方式に従っていない文字が含まれる場合、これらの文字は定
義で記載されたとおりに表示されます。上の例を使用すると、見出しとページの書
式は以下のように定義されています。

“<$paratext>” on page\ <$PageNum>
相互参照の結果は次のように表示されます：

“Inserting cross-references” on page <$PageNum>

追加（&A）
書式を作成します。詳しくは、相互参照書式の作成を参照してください。

変換

既存の書式を編集します。詳しくは、相互参照書式の編集を参照してください。

削除

既存の書式を削除します。詳しくは、相互参照書式の削除を参照してください。

相互参照書式の作成

相互参照書式を作成して現在の文書に使用できます。別の文書で新しい書式を使用する
には、相互参照書式を取り込むを参照してください。

1) 相互参照の書式を編集ダイアログ名前フィールドに相互参照と入力します。

2) 定義フィールドで、相互参照書式を定義します。

書式を定義するには、相互参照でそのまま表示される任意のテキスト（文字や番号
など）を入力できます。

構成要素を使用して相互参照にコンテキスト情報を表示します。

構成要素を定義に追加するには、適切な場所に挿入ポイントを配置し、構成要素リ
ストの「定義」をクリックします。
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山形かっこ（<>）に定義を含め、定義の前に（$）記号を含めることで、構成要素
の定義を入力できます。

詳しくは、相互参照書式の構成要素を参照してください。

3) 相互参照書式を作成するには、「追加」をクリックします。

相互参照書式の編集

既存の相互参照書式を変更して現在の文書に使用できます。別の文書で更新された書式
を使用するには、相互参照書式を取り込むを参照してください。

1) 相互参照の書式を編集ダイアログ、書式リストから既存の書式を選択する。

注 : 名前フィールドで書式名を編集することができます。

2) 定義フィールドで、相互参照書式の定義を編集します。

相互参照でそのまま表示される任意のテキスト（文字や番号など）を入力できます。

構成要素を使用して相互参照にコンテキスト情報を表示します。

構成要素を定義に追加するには、適切な場所に挿入ポイントを配置し、構成要素リ
ストの「定義」をクリックします。

山形かっこ（<>）に定義を含め、定義の前に（$）記号を含めることで、構成要素
の定義を入力できます。

詳しくは、相互参照書式の構成要素を参照してください。

3) 「変更」をクリックして、選択した相互参照書式を更新し、「完了」をクリックし
ます。

相互参照を更新ダイアログが表示されます。

4) 書式の定義を更新する場合、以下の場所における参照の更新を選択する必要があり
ます。

• 現在の文書

• 現在の文書で相互参照によって参照されているすべての開いている文書

• 現在の文書で相互参照によって参照されているすべての文書

または、どの相互参照でも書式変更を反映しないようにするには、「キャンセル」
をクリックします。



単一ソースコンテンツ

650

相互参照書式の削除

文書内で使用されていない相互参照書式を削除できます。現在使用中の相互参照書式も
削除できます。現在の文書で使用されている相互参照書式を削除すると、その書式を使
用するすべての相互参照が編集可能なテキストに変換されるというメッセージが表示さ
れます。

1) **string not required**相互参照の書式を編集ダイアログ、書式リストから既存の
書式を選択します。

2) 「削除」をクリックし、文書カタログから選択した相互参照書式を削除するには
「完了」をクリックします。

削除済みの書式を使用するすべての相互参照を編集可能なテキストに変更するよう
メッセージが表示されます。

相互参照書式を取り込む

追加または編集する相互参照書式は現在の文書で使用することができます。これらの書
式を他の文書で使用できるようにするには、書式を取り込む必要があります。

1) 他の文書に取り込まれる相互参照書式を含む文書を開きます。

2) 書式の取り込み先となる文書を開きます。

書式の取り込み先となる文書が現在選択されていることを確認します。

3) ファイル／取り込み／書式から、書式を取り込むダイアログを開きます。

4) 文書から取り込むドロップダウンリストで、ソース文書を選択し、「相互参照書式」
チェックボックスのみがチェックされていることを確認します。

すべてを選択解除ボタンを使用すると、まずすべてのチェックを外し、続いて「相互
参照書式」チェックボックスをチェックできます。

5) 相互参照書式を取り込むには、「取り込み」をクリックします。

相互参照書式の構成要素

相互参照書式を追加したり編集したりする場合、構成要素を使用して相互参照内のコン
テキスト情報を表示することができます。次の節は、相互参照書式の作成に使用できる
構成要素について詳しく説明します。
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ソースファイル情報の構成要素

次の構成要素は、相互参照を含む文書のソースファイルについての情報を提供します。

ソース段落

次の構成要素は、相互参照によって参照されるソース段落についての情報を提供します。

ソース段落の先行段落

通常、サブセクションの相互参照では、そのサブセクションを含む上位レベルのセクシ
ョンを示します。例えば、この下位見出しへの相互参照は、次の例のようにそのサブ見
出しを含む上位の見出しを指定します。「Plate tectonics」の「Types of plate
boundaries」を参照してください。この例の場合、「Types of plate boundaries」がソ
ース段落であり、「Plate tectonics」は、このソース段落の上位の見出しです。

各構成要素では、参照する段落のタグで角かっこ（[ ]）内のtagを置き換えますが、角か
っこは削除しません。例えば、｢見出し1」というタグが付いている前の段落のテキスト
を参照する場合は、<$paratext[見出し1]>を指定します。

構成要素 説明

<$filename> ソース文書の名前

<$fullfilename> ソース文書の完全なパス

<$volnum> ソース段落を含む文書の巻番号

<$chapnum> ソース段落を含む文書の章番号

構成要素 説明

<$pagenum> ソース段落のページ番号

<$paratext> ソース段落の自動番号以外のテキスト（文字カタログ書式を適用してソース
段落内のテキストの文字書式を変更すると、フォント名、上付き文字および
下付き文字の各属性は相互参照のテキストに保存されます）

<$paratag> ソース段落のタグ

<$paranum> ソース段落全体の自動番号（自動番号書式のテキストも含む）

<$paranumonly> ソース段落の自動番号のカウンター（カウンター間のどの文字も含む）
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重要 :かっこ（ [ ]）を含む段落タグは使用しないでください。

構造化文書のエレメント

次の構成要素を使用して、構造化文書のエレメントを参照する相互参照書式を作成します。

構成要素 説明

<$pagenum[tag]> 指定のタグを持つ先行段落のページ番号

<$paratext[tag]> 指定のタグを持つ先行段落の自動番号以外のテキスト（文字カタログ書式を
適用してソース段落内のテキストの文字書式を変更すると、フォント名、上付
き文字および下付き文字の各属性は相互参照のテキストに保存されます）

<$paratag[tag]> 指定のタグを持つ先行段落のタグ

<$paranum[tag]> 指定のタグを持つ先行段落の全体の自動番号（自動番号書式のテキストも
含む）

<$paranumonly[tag]> 指定のタグを持つ先行段落の自動番号のカウンター（カウンター間の文字も
含む）

構成要素 説明

<$elempagenum> ソースエレメントのページ番号

<$elemtext> ソースエレメントのテキスト（最初の段落区切りまで）。自動番号は含まれ
ませんが、エレメント定義で指定されている接頭辞と接尾辞は含まれます。

<$elemtextonly> ソースエレメントのテキスト（最初の段落区切りまで）。自動番号およびエ
レメント定義で指定されている接頭辞と接尾辞は含まれません。

<$elemtag> ソースエレメントのタグ。

<$elemparanum> ソースエレメントの最初の段落（またはソースエレメントを含む段落）の全
体の自動番号。自動番号書式のすべてのテキストが含まれます。

<$elemparanumonly> ソースエレメントの最初の段落（またはソースエレメントを含む段落）の自
動番号のカウンター。カウンター間の文字も含まれます。

<$attribute[name]> 指定した名前が割り当てられている属性の値（値が指定されていない場合は、
初期設定値）。
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文書の相互参照を更新する

相互参照のソースコンテンツが更新された場合、現在の文書の相互参照を更新する必要
があります。例えば、見出しへの段落相互参照を作成して見出しのテキストを変更する
場合、その相互参照を含む文書で相互参照を更新する必要があります。

文書を開くたびに文書内の相互参照は更新されます。または、すでに開いている文書の
相互参照を手動で更新することもできます。さらに、FrameMakerを開くたびに文書内
の相互参照が更新されるのを回避することができます。

文書の相互参照の更新

1) 編集メニューから、「参照を更新」を選択します。

2) 参照を更新ダイアログで、「すべての相互参照」をチェックして「更新」をクリッ
クします。

FrameMakerが相互参照を決定できない場合は、非決定の相互参照を更新ダイアログボ
ックスが表示されます。非決定の相互参照について詳しくは、非決定の相互参照を管理
するを参照してください。

相互参照を自動更新しない

デフォルトでは、FrameMakerは、文書を開くたびに文書内の相互参照を更新します。
ただし、文書に大量の相互参照が含まれる場合、文書内の相互参照に対する検証が原因
で文書の読み込みに時間がかかる場合があります。

文書を開いたときにFrameMakerが相互参照を更新しないようにするには、以下の手順
に従います。

1) 編集メニューから、「参照を更新」を選択します。

2) 参照を更新ダイアログで、右上隅にあるコマンドドロップダウンリストを開き、
「自動更新しない」を選択します。

3) 参照を自動更新しないダイアログで、「すべての相互参照を自動更新しない」にチ
ェックを入れ、「設定」をクリックします。
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非決定の相互参照を管理する

相互参照のソースが変更されてFrameMakerが参照先の参照を更新できない場合、
FrameMakerはその相互参照を非決定としてレポートします。これは、ソース文書また
はソースコンテンツが削除された場合などに起こる可能性があります。

FrameMakerは、以下の場合に相互参照を非決定としてレポートします。

• 相互参照のマーカーまたはソースが異なるファイルに移動されたか、ファイルが移
動またはその名前が変更された場合。

• ソースが削除された場合、またはソースが段落または相互参照マーカーであり、ソ
ースが削除されたとマーカーが示している場合。

• マーカーを含むファイルを他のユーザーが開いている場合。

• ソースエレメントの ID属性の値や相互参照の ID参照属性（ IDRef）の値を変更ま
たは削除した場合。

文書内の非決定の相互参照を識別する

以下の方法で、文書内の非決定の相互参照のリストを表示できます。

1) 相互参照ポッド（表示／ポッド／相互参照）を開く。

2) 参照ドロップダウンリストで、「非決定の相互参照」を選択する。

このリストには非決定の相互参照が表示されます。文書の非決定の相互参照を決定する
には、文書内の非決定の相互参照を決定する。

文書内にある非決定の相互参照のリストを生成することもできます。

1) 挿入メニューから、リスト／参照を選択します。

2) スタンドアロンの参照索引としてリストを作成するように選択するか、または索引
を新しいブックに含めます。

3) 「非決定の相互参照」を「含める参照」リストに移動し、「設定」をクリックし
ます。
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生成されたリストには、非決定の相互参照ごとにページ番号が含まれ、存在しないソー
スが内部（現在の文書）または外部（他の文書）のどちらであるかが示されます。リス
トには、ソース段落のタグとテキスト（非構造化文書）または ID、エレメントタグおよ
びソースエレメントのテキスト（構造化文書）などの追加情報も含まれます。相互参照
マーカーの相互参照の場合は、リストにマーカーテキストが含まれます。

注 : 相互参照を最初に挿入した後にタグとテキストを更新していないので、タグと
テキストは正確でない可能性があります。

文書内の非決定の相互参照を決定する

文書内の非決定の外部相互参照を決定するには：

1) 編集／参照を更新で、参照を更新ダイアログを開きます。

2) 「コマンド」ドロップダウンリストをクリックし、「非決定の相互参照を更新」を選
択します。

非決定の相互参照を更新ダイアログが表示されます。

3) 「xx個の非決定の相互参照のソースファイル」スクロールリストで、非決定の相互
参照のソースを含んでいたファイルを選択します。スクロールリストの下にあるテ
キストに、選択したファイルを参照する非決定の相互参照の数が表示されます。

4) 相互参照を含む代替文書に移動して選択します。

5) 「xx個の非決定の相互参照のソースファイル」スクロールリストに表示されている
他のファイルへの相互参照を決定するには、手順3と4を繰り返して、「OK」をク
リックします。

相互参照マーカーへの相互参照を決定するには、相互参照マーカーおよび相互参照を再
度作成する必要があります。詳しくは、文書の相互参照マーカーに相互参照を挿入する
を参照してください。

同様に、構造化文書のエレメントへの相互参照を決定するには、相互参照を再度作成す
る必要があります。詳しくは、構造化文書のエレメントに相互参照を挿入するを参照し
てください。
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テキストインセット

外部ソースからFrameMaker文書にコンテンツを挿入するために、テキストインセット
が使用されます。FrameMakerのテキストインセット機能を使用すると、文書やブック
でテキストを簡単に再利用できます。そのようなコンテンツは外部文書（テキストファ
イルやFrameMaker文書）に保存でき、1つまたは複数の文書でコンテンツを取り込む
ことができます。

テキストファイルからプレーンテキストを取り込んだり、FrameMaker文書（ .fmまた
は .mif）からテキストおよび書式化されたコンテンツを取り込んだりできます。

文書内のテキストおよびグラフィックインセットで作業するには、インセットポッドを
使用します。このポッドから、インセットを文書に取り込んだり、インセット属性を表
示したり、文書からインセットを削除したりできます。

インセットタグポッドを開くには、表示メニューで、ポッド／インセットを選択します。

インセットポッド

インセットポッドは現在の文書のインセットをリスト表示します。

インセットのリストをソートするには、リスト内の列見出しをクリックします。例えば、
参照されたファイルまたはページ番号別にソートできます。
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列サイズを変更するには：

1) 列と列の間にマウスオーバーして両方向矢印を表示させます。

2) マウスの左ボタンを押したままドラッグして、列を必要なサイズにしてボタンを放
します。

インセットを使用すると以下の操作ができます。

A（新規読み込み） :
現在の文書にインセットを取り込む。詳しくは、テキストインセットの挿入を参照
してください。

B（テキストを検索） :
リスト内でインセットを検索する。インセットリストのすべての列にSAYT（入力
中に候補を検索）機能が備わっています。

C（属性） :
テキストインセットの属性ダイアログを開く。詳しくは、インセット属性の表示と
編集を参照してください。

D（削除）：
現在の文書から選択したインセットを削除する。詳しくは、テキストインセットの
削除を参照してください。

E（アンカー枠で削除）：
現在の文書から選択したグラフィックインセットとそのアンカー枠を削除する。

F（場所に移動）：
現在の文書でテキストインセットが含まれる場所に移動する。

G（テキストに変換）：
選択したインセットをインラインテキストに変換する。詳しくは、インセット属性
の表示と編集を参照してください。
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H（フィルター）：
文書（現在の文書、開いているすべての文書、開いている任意の文書）、種類（すべ
てをリスト、インセットテキスト、グラフィックインセット）、またはステータス
（決定または非決定）のリストから選択を行い、文書内で使用可能なインセットを
表示します。

「非決定テキストインセットの修正」を参照してください。

I（再表示）：
リストを再表示します。

テキストインセットの挿入

次のファイル形式をテキストとして文書に取り込むことができます。

テキストファイル：

テキストファイルからプレーンテキストを取り込みます。

FrameMaker文書（ .fmまたは .mif）：
FrameMaker文書からプレーンテキストまたは書式化されたテキストを取り込み
ます。

Microsoft Word：
Microsoft Word文書からプレーンテキストまたは書式設定されたテキストを取り
込みます。

Microsoft Excel：
Microsoft Excelブックからプレーンテキストまたは書式設定されたテキストを取り
込みます。

注 : シートの複数あるExcelブックを取り込み場合、すべてのシートのテキストが取
り込まれます。

PDF

PDFの選択したページを画像として取り込みます。
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テキストを文書に取り込むには：

1) インセットポッドで「新規読み込み」をクリックします。

または、ファイルメニューから、取り込み／ファイルを選択します。

取り込みダイアログが表示されます。

2) 取り込むファイルを選択します。

3) 選択したファイルのコンテンツを取り込むモードを選択します。

参照

選択したファイルのコンテンツはテキストインセットとして現在の文書に挿入され
ます。ソースファイルが更新されると、インセットのコンテンツも更新されます。

文書内にコピー

選択したファイルのコンテンツはFrameMakerコンテンツとして現在の文書に挿入
されます。これは、FrameMaker文書のコンテンツを更新できることを示してい
ます。ソース文書に加えられた変更は、現在の文書には反映されません。

4) MIFまたは FM以外のファイル形式を選択すると、不明なファイルの形式ダイアロ
グが表示されます。

現在の文書にコンテンツを取り込む前に、ファイル変換に使用するアプリケーショ
ンフィルターを選択します。

5) テキストファイルを取り込むように選択する場合、「参照によるテキストの読み
込み」または「コピーによるテキストファイルの読み込み」ダイアログが表示され
ます。

参照（またはコピー）してテキストフローを取り込むダイアログ
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各行末で改行しない

空白行のある位置のみでテキストを段落に分割します。このオプションは、文書テ
キストを含むファイルのように、段落を重視するテキストファイルで使用します。

各行末で改行

各行末でテキストを段落に分割します。このオプションは、コードを含むファイル
のように、行を重視するテキストファイルで使用します。

表に変換

取り込んだテキストを表に変換します。表書式を選択するよう指示されます。ファ
イル中のテキストに、列を区切る定義済みの区切り文字が含まれていることを確認
します。このオプションを選択すると、表に変換ダイアログが表示されます。

表に変換

取り込んだテキストの更新

参照してテキストを取り込む場合、文書を開くたびにテキストインセットを更新す
るか、手動で更新するかを選択できます。詳しくは、テキストインセットの更新を
参照してください。

Word、Excel、MIFファイル形式を選択する場合、「参照によるテキストの読み
込み」または「コピーによるテキストフローの読み込み」のダイアログが表示され
ます。
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参照（またはコピー）してテキストフローを取り込むダイアログ

取り込むフロー

このセクションで、ボディページのフローまたはリファレンスページのフローのどちら
か取り込むよう選択できます。

注 : 文書のボディページまたはリファレンスページには複数のフローが含まれる場合があ
ります。

ボディページのフロー：

文書のボディページから選択したフローを取り込みます。

デフォルトでは、ボディページにはA（メインのフロー）が含まれます。文書に複
数のフローが含まれる場合、取り込むフローを選択する必要があります。

リファレンスページのフロー：

ボディページの取り込みと同様、リファレンスページで取り込むフローを選択でき
ます。デフォルトでは、リファレンスページには次のフローが含まれています。

• 目次

• IX

• HTML

• 見出し
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ユーザー定義のフローを参照文書に追加することもできます。続いて、このリファ
レンスページのフローをテキストインセットとして文書に追加できます。

取り込んだフローの書式設定

このセクションで、テキストインセットの書式設定オプションを選択します。

現在の書式に変更

ソース文書カタログで定義した設定を使用します。

現在の文書の書式を使用して取り込むとき、以下を削除することもできます。

強制改ページ：

コンテナ文書内のインセットには、ソースコンテンツには含まれる強制改ページが
含まれません。

その他の書式変更：

ソースコンテンツに段落または文字の書式変更が含まれる場合、これらの書式変更
はインセットでは無視されます。

標準テキスト形式に変更

ソース文書の書式設定は含まれません。

元の書式設定を保持

ソースコンテンツの構造は破棄されますが、書式設定は保持されます。現在の文書
と取り込んだテキストの書式タグが一致しなくても、コンテナ文書の書式設定を後
で変更する場合、取り込んだ書式設定は影響を受けません。

取り込んだフローの更新

自動

文書を開くたびに、文書内のテキストインセットへの参照は更新されます。

手動

文書を開いても、文書内のテキストインセットへの参照は更新されません。参照を手
動で更新する方法について詳しくは、開いている文書での更新を参照してください。
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テキストインセットの管理

インセットポッドから、テキストを文書に取り込むことができます。現在文書に含まれ
ているインセットを管理することもできます。

この節は次のトピックを説明します。

• インセット属性の表示と編集

• テキストインセットの削除

• テキストインセットの更新

• 非決定テキストインセットの修正

インセット属性の表示と編集

文書に含まれるテキストインセットの属性を表示および編集できます。

テキストインセットの属性を表示するには：

1) インセットポッドで、「インセットを」選択して、「プロパティ」をクリックし
ます。

または、文書内でインセットをダブルクリックします。

テキストインセットの属性ダイアログが表示されます。

テキストインセットの属性ダイアログ

2) テキストインセットの属性ダイアログでは、以下のタスクを実行できます。
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設定：

参照してテキストフローを取り込むダイアログを開きます。

このダイアログでは、ソースのテキストが文書へ取り込まれる方法を更新できます。
このダイアログについて詳しくは、テキストインセットの挿入を参照してください。

変換：

テキストインセットを文書内でテキストに変換します。

インセットテキストをテキストに変換ダイアログが表示されます。

選択したテキストインセットをテキストに変換することができます。

また、文書内のすべてのテキストインセットをテキストに変換することもできます。
これは、テキストインセットをテキストインセットの挿入。

文書内でテキストインセットをテキストに変換すると、ソース文書への参照が壊れ
ます。さらに、テキストインセットはインセットポッドにあるリストから削除され
ます。

注 : インセットポッドにある「テキストに変換」ボタンを使用してテキストイ
ンセットをテキストに変換することもできます。

更新：

選択したテキストインセットを更新します。インセットのソースに変更を加えた場
合は、このオプションを使用します。テキストインセットの更新について詳しくは、
テキストインセットの更新を参照してください。

ソース文書を開く：

テキストインセットのソースファイルを開きます。MIFタイプのインセットのソー
スファイルを開くには、このオプションを使用します。テキスト（Microsoft
WordまたはMicrosoft Excelのソースファイル）を開くと、FrameMakerはファイ
ルを .fmファイルに変換して .fmファイルを開こうとします。

テキストインセットの削除

文書からテキストインセットを削除しても、ソースファイルはそのまま残ります。ただ
し、テキストインセットへの参照は文書から削除されます。
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テキストインセットを削除するには：

1) インセットポッドでテキストインセットを選択します。

文書内でインセットを選択することもできます。ただし、インセットを正しく選択
したことを確認し、インセットポッドでインセットを選択します。

2) 「削除」をクリックします。

テキストインセットの更新

参照してテキストをFrameMaker文書に取り込んだ後にソースファイルを更新すると、
文書内で更新が反映されます。FrameMakerでは、ソースファイルへの更新が、文書に
含まれるテキストインセットにどのように反映されるか指定することができます。

文書を開く

文書を開くと、デフォルトで、FrameMakerは文書内に含まれるすべてのテキストインセッ
トを更新します。ただし、これは文書を開くときにパフォーマンスの問題の原因となる場合
があるため、文書を開くときにテキストインセットを更新しないように選択できます。

参照してテキストフローを取り込むダイアログでは、以下の2通りの方法を選択できます。

自動：

文書を開くとき、毎回すべてのテキストインセットを更新します。

手動：

文書の作成者が手動でテキストインセットを更新する必要があります。

テキストインセットを取り込むときにこれらの属性を設定する方法について、詳しくは
テキストインセットの挿入。

文書内に含まれるこのテキストインセット属性の更新方法については、インセット属性
の表示と編集を参照してください。

開いている文書での更新

また、開いている文書でもテキストインセットを更新できます。例えば、文書にテキス
トインセットが含まれていて、そのテキストインセットを更新した場合です。すぐに文
書を更新して、ソースファイルの更新を反映させることができます。

文書を手動で更新する方法について、詳しくはインセット属性の表示と編集を参照して
ください。
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非決定テキストインセットの修正

参照しているテキストインセットのソースファイルの名前や場所を変更した場合、その
テキストインセットはインセットポッドで非決定としてマークされます。

非決定テキストインセットを修正するには

1) 非決定インセットを含む文書を開く場合、エラーを修正するよう指示されます。

2) 警告を閉じたあと、インセットポッド（表示メニュー／ポッド／インセット）に移
動し、非決定インセットのみを表示するためにインセットのリストをフィルターし
ます。

フィルターによる非決定インセットの表示

3) 非決定インセットを選択し、「場所に移動」をクリックします。

文書内の非決定テキストインセットが選択されます。

4) リストに表示されている属性から、既存の（非決定）インセットの属性をチェック
します。

インセットについて詳しくは、「プロパティ」をクリックしてテキストインセット
の属性ダイアログを開きます。

5) テキストインセットを文書に再び取り込みます。
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テキストインセット内の段落に相互参照を挿入する

テキストインセットに段落相互参照を挿入すると、テキストインセットの更新時に相互
参照マーカーが失われる場合があります。マーカーが失われないようにするには、はじ
めにテキストインセットのソース文書の段落に相互参照を挿入しておきます。

1) インセットをダブルクリックしてインセットのソースを開き、テキストインセット
の属性ポッドから「ソース文書を開く」をクリックします。

2) ソース文書内の任意の段落に相互参照を挿入します。

3) 相互参照テキストを削除します。マーカーは残ります。

4) ソース文書を保存し、テキストインセットを含む文書で編集／相互参照を更新を使
用してテキストインセットを更新します。

5) 段落にスポット相互参照を挿入しますが、今度はインセットを含む文書内に挿入し
ます。相互参照は、更新したインセットのマーカーを使用します。

FAQとトラブルシューティング

コンテナ文書内のテキストインセットソース文書で定義された変数を使用できますか。

はい。ソース文書で変数が使用されている場合、コンテナ文書でも使用できます。

コンテナ文書内のテキストインセットソース文書で定義された書式を使用できますか。

いいえ。ソース文書で定義された書式は、コンテナ文書で使用することはできま
せん。

検索／置換機能は文書に挿入されたテキストインセットでも使用できますか。

いいえ。検索／置換機能は、テキストインセットに含まれるテキストに対しては検
索を実行しません。

文書に挿入されたテキストインセットに対してスペルチェックを実行できますか。

いいえ。スペルチェック機能はテキストインセットに含まれるテキストに対しては
実行されません。

テキストインセットからコンテナ文書に相互参照を作成できますか。

はい。ただし、相互参照を作成した後で、コンテナ文書内のテキストインセットを更
新する必要があります。詳しくは、テキストインセットの更新を参照してください。
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変数

FrameMakerの変数により、データの名前と値のペアを定義し、文書全体で再利用するこ
とができます。例えば、文書の作成者名を示すauthor_nameという変数を作成できます。
変数の値が変更された場合、文書全体で使用されているその変数に変更が適用されます。

システム変数

FrameMaker は、あらかじめ定義された一連のシステム変数を提供します。
FrameMakerや現在の作業環境に固有の文書に情報を追加するためにシステム変数
を使用します。例えば、章番号変数がページに含まれている場合、そのページが属
する章番号が表示されます。修正日（年月日時刻）変数は、文書が最後に更新され
た日時を表示します。

ユーザー変数

また、ユーザー変数を作成してカスタムで値を定義することもできます。例えば、
文書の作成者名を示すauthor_nameという変数を作成できます。ユーザー変数には、
割り当てる値に加えて、変数値を表示する文字書式も割り当てることができます。
詳しくは、ユーザー変数の作成を参照してください。

変数ポッドを開くには：

• 表示メニューから、ポッド／変数を選択します。

• または、挿入メニューから、変数を選択します。

変数ポッド
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変数ポッドには現在の文書に追加できるシステム変数とユーザー変数のリストが表示さ
れます。

リストをソートするには、リスト内の列見出しをクリックします。クリックした見出し
に則してリストがソートされます。

列サイズを変更するには：

1) 列と列の間にマウスオーバーして両方向矢印を表示させます。

2) マウスの左ボタンを押したままドラッグして、列を必要なサイズにしてボタンを放
します。

変数ポッドの使用方法：

A（赤のアイコン）
赤のアイコンは、システム変数を示します。

B（青のアイコン）
青のアイコンは、ユーザー変数を示します。

C（新規ユーザー変数を作成）：
変数を追加ダイアログを開きユーザー変数を作成します。「ユーザー変数の作成」
を参照してください。

D（テキストを検索） :
リスト内の変数を検索します。変数リストのすべての列にSAYT（入力中に候補を
検索）機能が備わっています。

E（編集） :
選択した変数を編集するには、変数を編集ダイアログ（ユーザー変数）あるいはシ
ステム変数を編集ダイアログ（システム変数）を開きます。「ユーザー変数および
システム変数」を参照してください。

F（ユーザー変数を削除）：
選択したユーザー変数を削除します。詳しくは、ユーザー変数を削除するにはを参
照してください。

注 : システム変数は削除できません。
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G（挿入）：
現在の文書内の挿入ポイントに、選択した変数を挿入します。詳しくは、変数の挿入
を参照してください。

ポッドで変数をダブルクリックしても、変数を挿入することができます。

H（システム変数を更新）：
システム変数の定義を編集する場合、このコマンドを使用して現在の文書で使用さ
れている変数の定義を更新します。詳しくは、ユーザー変数およびシステム変数を
参照してください。

I（テキストに変換）：
変数をテキストに変換します。変数をテキストに変換ダイアログで、選択した変数、
特定の変数、あるいはすべての変数をテキストに変換することができます。詳しく
は、変数のテキストへの変換を参照してください。

J（選択）：
開いている文書のリストから選択して、その文書で使用可能な変数を表示します。

重要 :文書レベルで変数を使用できます。つまり、ある文書で使用可能な変数はそ
の文書で使用可能です。ただし、他の文書から変数を取り込むこともできます。詳
しくは、別の文書への変数取り込みを参照してください

K（再表示）：
使用可能な変数のリストを再表示します。
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変数の挿入

文書の本文やマスターページに変数を挿入することができます。例えば、最終更新日付
を文書のフッターに表示させるには、文書のマスターページのフッターセクションに修
正日を追加します。文書のボディページに変数を挿入することで、文書内容の特定の位
置に変数値を表示させることもできます。

文書に変数を挿入するには

1) 文書の変数を挿入する位置に挿入ポイントを置きます。

注 : 変数ポッドには、文書内の現在の挿入ポイントに関係する変数のみが表示され
ます。例えば、ヘッダー／フッター変数は文書のマスターページがフォーカスされ
ている場合のみに表示されます。

2) 挿入位置に変数を挿入するには、ポッドで変数を選択し、「挿入」をクリックする
か変数をダブルクリックします。

文書中の変数の表示方法

文書に変数を挿入する場合、変数の名前や値が表示されるかどうかは、変数のタイプに
よって異なります。すべてのユーザー変数およびほとんどのシステム変数では文書のマ
スターページとボディページの両方に値が表示されます。ただし、次のシステム変数で
はマスターページに変数名が表示され、ボディページに値が表示されます。

• ページ番号

• ヘッダー／フッターの変数

構造化文書への変数の挿入

構造化文書に変数を挿入する場合、FrameMakerによりXML変数が挿入され、XMLエ
ンティティ要素が作成されます。次に、XML変数とエンティティの組み合わせを使用し
て変数を管理します。

XML形式で作成されたXML変数とエンティティを表示するには、XMLビューに移動し
ます。
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例えば、構造化文書に修正日（年月日時刻）を挿入する場合、 FrameMaker は、
&fm.lmdate; 変数および対応するエンティティ要素を挿入します。

fm.lmdate変数および対応するエンティティ要素

変数の管理

変数ポッドでは、ユーザー変数の作成と削除、ユーザー変数およびシステム変数の編集、
文書に挿入された変数の編集可能なテキストへの変換を行うことができます。

この節では次のトピックを説明します。

• ユーザー変数の作成

• ユーザー変数およびシステム変数

• 文書中の変数の削除

• 変数のテキストへの変換

• 別の文書への変数取り込み

ユーザー変数の作成

文書で独自の情報を表示させるために、ユーザー変数を作成および追加します。例えば、
文書の作成者名を示すauthor_name変数を作成することができます。または、製品名を
指定する変数、product_nameを作成できます。



単一ソースコンテンツ  8

 673

ユーザー変数を作成するには：

1) 変数ポッドから「挿入」をクリックします。

変数を追加ダイアログが表示されます。

変数を追加ダイアログ

2) 変数名をproduct_nameと入力します。

重要 :既存の変数（システム変数およびユーザー変数）と同じ名前を入力した場合、
既存の変数の定義が上書きされます。

3) 変数名の定義を入力します。

例えば、変数product_name??Adobe FrameMakerというように。

定義の先頭に文字書式を加えることで、変数の文字書式も指定することができます。

変数の定義に文字書式を適用するには：

a) リストから文字書式をクリックします。

変数の定義に、文字書式が追加されます。

b) 文字書式に続けて、変数値を入力します。以下に例を挙げます。

<Callout>Adobe
変数の定義には、異なるテキストに複数の文字書式を追加することができます。
以下に例を挙げます。

<Callout>Adobe <emphasis>FrameMaker

4) 変数を作成する場合、「OK」をクリックします。

ユーザー変数の作成後、文書に挿入できます。詳しくは、変数の挿入を参照してくだ
さい。
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ユーザー変数およびシステム変数

ユーザー変数あるいはシステム変数の定義を編集できます。ユーザー変数定義には、文書
の文字書式を含めることができます。システム変数定義には、文書の文字書式に合わせて
FrameMaker構成要素を含めることができます。例えば、作成日（年月日）システム変数
のデフォルトの書式は次のとおりです。<$shortyear>/<$monthnum>/<$daynum>。
<$daynum>/<$monthnum>/<$shortyear> などのその他の書式についても編集するこ

とができます。同様に、ユーザー定義に適用される定義と文字書式の両方あるいは一方
を変更することもできます。

変数を編集するには

1) 変数ポッドから変数を選択して、「編集」をクリックします。

変数を編集ダイアログが表示されます。

変数を編集ダイアログ

2) 変数定義の変更：

ユーザー変数：

ユーザー変数の名前、定義、文字書式を編集できます。例えば、product_name変
数を次のように更新します。<Callout>Adobe<emphasis>Frameから<Default
¶ Font>Adobe<Emphasis>RoboHelpへ。
システム変数：

構成要素リストで利用可能な変数定義を使用して、システム変数の定義を編集でき
ます。

ユーザー変数の作成の場合と同様に、システム変数には文字書式を含めることがで
きます。

注 : システム変数の名前を変更することはできません。
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3) 変数への更新を保存する場合は、「OK」をクリックします。

注 : ユーザー変数を編集する場合、変数を追加 /編集ダイアログに「追加 /編集」ボ
タンが表示されます。ユーザー変数の名前を変更し「追加」をクリックすると、新
しいユーザー変数を作成できます。ただし、システム変数を作成することはできな
いので、変数を追加 /編集ダイアログには「追加」ボタンは表示されません。

文書中の変数の削除

文書中で使用する必要がなくなったユーザー変数を削除できます。また、文書に追加さ
れたシステム変数およびユーザー変数の出現も、削除できます。

ユーザー変数を削除するには

ユーザー変数を削除する場合、変数の定義は文書カタログから削除されます。この後、
変数を文書中で使用することはできません。

1) 変数ポッドからユーザー変数を選択して、「削除」をクリックします。

注 : システム変数を選択すると、「削除」ボタンが無効になります。

2) 現在の文書で変数が使用されていると、文書に出現するすべての変数が編集可能な
テキストに変換されるというメッセージが表示されます。「OK」をクリックし、
変数を削除し、すべての出現をテキストに変換します。

変数の出現を削除するには

文書中の変数の特定の出現を削除することができます。文書カタログ中の変数の定義と、
文書中の他の出現は維持されます。

1) 検索・置換ダイアログを開きます。

2) 「検索」リストで「変数名」を選択し、文書から削除したい変数の名前を入力し
ます。

3) ドキュメント内の変数を見つけるには、「検索」をクリックします。

4) 選択した出現を削除するには、Deleteキーを押すか、出現リストの下の「削除」を
クリックします。

この場合、変数の出現と、関連したテキストが文書から削除されます。
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変数のテキストへの変換

文書中の変数をテキストに変換できます。この操作により、文書からの変数への参照は
削除され、変換されたテキストが編集可能になります。

1) 変数ポッドで「テキストに変換」をクリックします。

変数をテキストに変換ダイアログが表示されます。

変数をテキストに変換ダイアログ

2) 変換できるもの：

選択した変数：

変数ポッドから選択された変数のすべての出現。

特定の変数：

変数リストから選択された変数のすべての出現。

エレメントタグ付きの変数：

変数に割り当てられたエレメントタグのすべての出現。

すべての変数

文書中の変数のすべての出現。

3) 「変換」をクリックします。
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別の文書への変数取り込み

変数は、作成された文書中（ユーザー変数）あるいは編集された文書中（ユーザー変数
およびシステム変数）で使用することができます。変数の定義を取り込むことで、別の
文書でも変更された変数を使用することができます。

別の文書に変数を取り込むには

1) 1つ以上の他の文書で利用する変数定義を含む文書を開きます。

ソース文書から変数定義を取り込むトピックを開きます。

FrameMakerブックで作業をしている場合、ソースト文書から変数定義を取り込む
ブック内の文書を複数選択することができます。

2) ファイルメニューから、取り込み／書式を選択します。

3) 書式を取り込むダイアログで、「すべてを選択解除」をクリックし、「文書の属性」
にチェックを入れ、「取り込み」をクリックします。

重要 :取り込み先となる文書のユーザー変数に、ソース文書のユーザー変数と同じ
名前を持つものがある場合、ユーザー変数の定義は上書きされます。また、ソース
文書のシステム変数が更新された場合、取り込み先となる文書の変数定義は上書き
されます。

変数のヘッダーとフッターへの追加

文書のマスターページのヘッダーやフッターに変数を追加する場合、変数定義が文書全体
のページで表示されます。例えば、FrameMakerテンプレートについての章においては、
ヘッダー／フッター1（章タイトル）およびヘッダー／フッター2（見出しレベル1）変
数が、奇数および偶数ページのヘッダーに挿入されます。

この節は次のトピックを説明します。

• FrameMakerのヘッダー /フッター変数

• マーカーを使用したテキストのヘッダーまたはフッターへの表示

• 辞書形式のヘッダーまたはフッターの作成
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FrameMakerのヘッダー /フッター変数

次の表に、FrameMakerで使用できるヘッダー /フッター変数を示します。

マーカーを使用したテキストのヘッダーまたはフッターへの表示

ヘッダー /フッター変数（4、5、13～18）を使用してヘッダーまたはフッターにマー
カーテキストを追加できます。これらの変数を使用して、コンテンツやシステム変数で
は使用できないテキストをヘッダーまたはフッターに表示させることができます。

1) 文書のボディページに移動します（表示／ボディページ）。

2) 挿入ポイントを、文書内の任意の場所に置き、マーカーダイアログ（挿入／マーカ
ー）を開きます。

注 : 文書内のマーカーの位置は関係ありません。例えば、ヘッダーやフッターのテ
キストを含むすべてのマーカーを文書内の一か所に配置できます。

3) マーカーの種類ポップアップリストで、ヘッダー /フッター$1を選択します。

4) 「マーカーテキスト」ボックスで、ヘッダーまたはフッターで表示させるテキスト
を入力します。

5) 文書のマスターページを開き（表示／マスターページ）、ヘッダーまたはフッター
にヘッダー /フッター3変数を挿入します。

同様に、ヘッダー /フッター4、13～18を対応するヘッダー /フッター$2～$8マーカーと
ともに使用して、ヘッダーまたはフッターにさらにマーカーテキストを追加できます。

ヘッダー /フッター変数 説明

ヘッダー /フッター1 章タイトル

ヘッダー /フッター2 見出しレベル1次の例を参考にしてください。見出し1。

ヘッダー /フッター3、
4、13～18

ヘッダー /フッター$1～8タイプのマーカーに対して定義されたマーカ
ーテキスト詳しくは、マーカーを使用したテキストのヘッダーまたはフ
ッターへの表示を参照してください。

ヘッダー /フッター5～12 定義のparatag部分で定義される段落テキスト例：詳しくは、辞書形式
のヘッダーまたはフッターの作成を参照してください。
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辞書形式のヘッダーまたはフッターの作成

辞書の奇数ページのヘッダーまたはフッターに表示される用語は、その奇数ページの最
初に説明されている用語です。同様に、辞書の偶数ページのヘッダーまたはフッターに
表示される用語は、その偶数ページの最後に説明されている用語です。辞書形式のヘッ
ダーまたはフッターを作成するには、paratext（ヘッダー/フッター5～12）変数のうち
一つを使用します。

1) 文書のマスターページを開き（表示／マスターページ）、奇数マスターページに移
動します。

2) 変数ポッドからparatext変数を選択して、「編集」をクリックします。

3) 変数を追加 / 編集ダイアログで変数定義を編集し、文書中の辞書の用語により使用
される段落タグを指定します。例えば、ヘッダー / フッター 5 の定義を
<$paratext[見出し 3]>に編集します。

4) 変数を奇数ページのヘッダーに挿入します。

5) 偶数ページのヘッダーに移動します。

6) 変数を追加 / 編集ダイアログで変数定義を編集し、文書中の辞書の用語により使用
される段落タグを指定します。例えば、ヘッダー / フッター 5 の定義を
<$paratext[+Heading3]>に編集します。

重要 :段落タグの先頭のプラス（+）記号は、変数がページの最後の段落のコンテン
ツを表示することを示します。

文書の奇数ページのヘッダーは、ヘッダー/フッター変数で定義される最初の段落タグを
表示し、偶数ページのヘッダーは最後の段落タグを表示します。
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レビューと共同作業

FrameMakerはレビューと共同作業を設定するための様々な方法をサポートしています。
変更の範囲、レビューまたは共同作業のタイプなどの要素は、要件に最も適した方法を
決定するのに役立ちます。例えば、語学の専門家による文書の編集レビューが必要なと
き、レビューアーがFrameMakerにアクセスできる場合は、文書のレビューにテキスト
編集のトラックを使用することが最も望ましいオプションになります。または、複数の
領域の専門家による文書の技術検証が必要な場合は、共有PDFレビューを設定すること
が最も望ましいオプションになります。

文書を作成する

コンディショナルテキストの表示・非表示

テキスト編集のトラックおよびPDFレビューのサポートに加え、FrameMakerは改訂バ
ーやバージョン比較などの機能を提供することにより、作成者やレビューアーの文書変
更の記録と管理を容易にします。

コンディショナルタグの適用

文書の比較

テキスト編集のトラック

編集メニューの「テキスト編集のトラック」オプションを使用すると、追加および削除
されたテキストがハイライト表示されるモードを有効にして視覚的に区別しやすくでき
ます。エディターおよびレビューアーはこの機能を使用して、編集を表示したり非表示
にしたりして、変更を記録、表示、およびプレビューできます。

FrameMakerは、変更のユーザー名とタイムスタンプで変更を記録します。例えばチー
ム環境での作業で、他の著者と文書を共有している場合は、この機能により文書内の編
集箇所の作者と時間を調べることができます。デフォルトでは、FrameMakerは現在の
ユーザーのログイン名をユーザー名として使用します。
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記録されるテキスト編集と記録されないテキスト編集：例

次の表に、FrameMakerが記録するまたは記録しないテキスト編集のタイプの例を示し
ます。

記録されるテキスト編集 記録されないテキスト編集

キーボードを使用したテキストの追加と削除 表での行の追加

削除したテキスト間へのテキストの追加 相互参照の内容の変更

テキストのカット、コピーおよびペースト マーカーの内容の変更

アンカー枠の挿入と削除 数式の内容の変更

ヘッダーとフッターの追加、編集および削除 APIを使用したテキストの追加または削除

脚注の挿入と削除 グラフィックの挿入、変更および削除

脚注内のテキストの追加、編集または削除 書式情報の変更

検索・置換機能を使用したテキストの変更 ハイパーテキストマーカー内のテキスト

スペルチェック機能を使用したスペルミスの修正 改ページの追加と削除

類語辞典機能を使用したテキストの置換 表からテキストへの変換

相互参照の挿入、削除およびペースト 変数の置換

マーカーの追加と削除 相互参照の置換

参照またはコピーによるファイルの取り込みと削除 コンディショナルタグマーカーの追加と削除

変数の挿入、ペーストおよび削除 MIFファイルへのコピーによる取り込み

表セル内のテキストの編集

表の挿入、ペーストおよび削除

数式の挿入と削除

ルビの挿入

ルビ内のテキストの変更
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テキスト編集のトラックの範囲の設定

現在のブック、DITAマップ、現在の文書、または選択した文書の編集のトラックの範
囲を設定できます。ブックまたはDITAマップを開くと、範囲はデフォルトでブックま
たはDITAマップに設定されます。

範囲を明示的に設定するには、次の操作を実行します。

1) 編集／テキスト編集のトラック／範囲を選択します。

2) 次のいずれかを選択します。

• 文書

• ブック

• DITAマップ

• 選択した文書

注 : 範囲をブックまたはDITAマップに設定できるのは、それらが開かれているときのみ
です。

テキスト編集をトラックするためのカラー設定

FrameMakerが適用するデフォルトの書式（追加したテキストは下線、削除したテキス
トは打ち消し線）の他に、追加や削除されたテキストに対してカラーを設定できます。
テキスト編集が明確に表示されるようにするために、コンディショナルタグに対して定
義したテキスト色と同じ色を設定しないようにします。また、テキスト編集をプレビュ
ーまたは表示したときは、テキスト編集を明確に区別するために、コンディショナルタ
グはオフにします。

1) 編集／テキスト編集のトラック／カラーを設定を選択します。

2) 追加テキストや削除テキストに対して色を選択または定義し、「設定」をクリック
します。



レビューと共同作業  9

 683

「テキスト編集のトラック」ツールバーの表示

「テキスト編集のトラック」ツールバーを使用すると、テキスト編集をトラックするた
めの様々なコマンドにすばやくアクセスできます。

「テキスト編集のトラック」ツールバーを表示するには、次の操作を行います。

1) 表示／ツールバー／テキスト編集のトラックを選択します。

テキスト編集のトラックをオン /オフする

初期設定では、テキスト編集のトラック機能はオフになっています。テキスト編集のト
ラックを有効にするには、編集／テキスト編集のトラック／有効を選択します。このオ
プションはオンとオフを切り替えます。

注 : 文書が開かれている状態でテキスト編集のトラックを有効にすることを推奨し
ます。文書にエラーがあってFrameMakerがそれを開けない場合、FrameMakerは
テキスト編集のトラックを有効にしません。

テキスト編集のトラックメニューの「無効」オプションを使用すると、テキスト編集の
トラックを無効にすることができます。
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文書内のテキスト編集のトラックを管理する

テキスト編集のトラックメニューまたは「テキスト編集のトラック」ツールバーにある
様々なオプションを使用すると、テキスト編集を管理しやすくなります。

• 特定のテキスト編集を検索するには、編集／テキスト編集のトラックを選択し、
「次を表示」または「前を表示」を選択します。

• 個々のテキスト編集を適用または拒否するには、テキスト編集を選択してから、
編集／テキスト編集のトラック／編集を適用または編集を拒否を選択します。

• すべてのテキスト編集を適用または拒否するには、編集／テキスト編集のトラック
を選択し、「すべて適用」または「すべて拒否」を選択します。

テキストの挿入または削除を適用すると、そのテキスト編集はファイルの一部にな
ります。テキストの挿入を適用すると、挿入されたテキストは保持されます。テキ
ストの削除を適用すると、削除されたテキストは取り除かれます。テキストの挿入
を拒否すると、挿入されたテキストは取り除かれます。テキストの削除を拒否する
と、削除されたテキストはファイル内に保持されます。挿入または保持されたテキ
ストは、周囲のテキストの書式情報を取得します。

• 作者名またはレビューアー名によって編集をフィルタするには、編集／テキスト編
集のトラック／レビューアー名を表示／ [ユーザー名 ]を選択します。

レビューアー名を選択した後に、次の操作を実行できます。

• 次 /前を表示：選択されたレビューアーによって行われた変更を表示します。

• すべて承認 / 拒否：選択されたレビューアーによって行われたすべての変更を承認
または拒否します。

注 : ブックまたはDITAマップ内でレビューアー名を入力するには、ブックまたは
DITAマップを開き、範囲を選択して編集／テキスト編集のトラック／レビューア
ー名を表示／ユーザーリストを更新をクリックします。レビューアー名が文書に対
して自動的に入力されます。
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テキスト編集のトラックを記録した文書をプレビューする

すべてのテキスト編集を適用する前に、テキスト編集が文書に組み込まれた最終版の文
書をプレビューします。または、テキスト編集を文書内でハイライトしないで元の文書
をプレビューすることもできます。

適切な範囲を選択することによりブックまたはDITAマップのすべての文書または選択
した文書に対してプレビュー操作を実行することもできます。

テキスト編集を記録した文書をプレビューすると、文書の表示がトラックモードからプ
レビューモードに切り替わります。プレビューモードでは、文書に対してトラック不可
能な変更は行わないでください。たとえば、プレビューモードでコンディションを編集
したりテキストに適用したりしないでください。このような変更はトラックされないの
で、最終文書で予期しない結果になることがあります。

初期設定では、トラック記録された文書のプレビューはオフになっています。

注 :文書で最初に「最終版をプレビュー」または「オリジナルをプレビュー」を選
択すると、「プレビューをオフ」オプションが有効になります。文書内で「最終版
をプレビュー」または「オリジナルをプレビュー」コマンドを取り消すことはでき
ません。

• テキスト編集を適用した最終版の文書をプレビューするには、編集／テキスト編集
のトラック／最終版をプレビューを選択します。

• テキスト編集を適用したオリジナルの文書をプレビューするには、編集／テキスト
編集のトラック／オリジナルをプレビューを選択します。

適用した編集は文書に組み込まれます。拒否した編集は削除され、文書は元の状態
に復元されます。

テキスト編集のトラック機能をオンにし、「最終版をプレビュー」または「オリジ
ナルをプレビュー」オプションを選択した状態で文書を変更すると、プレビューモ
ードからトラックモードに切り替わります。この場合、変更を取り消すことはでき
ません。

• プレビューモードをオフにするには、編集／テキスト編集のトラック／プレビュー
をオフを選択します。
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テキスト編集のトラックを記録した文書の保存と発行

テキスト編集を挿入後に文書を保存すると、提示された変更が保持されます。文書をプリ
ンターで印刷するときは、テキスト編集は文書に表示されているとおりに印刷されます。

文書をPDFとして発行すると、テキスト編集は保持され、出力先に発行されます。
FrameMaker文書をHTMLまたはRTF形式で発行すると、テキスト編集は適用され、文
書は編集された内容で発行されます。プレビューモードがオンの場合は、選択されてい
る「最終版をプレビュー」または「オリジナルをプレビュー」オプションに基づいて文
書が発行されます。

テキスト編集を記録した文書をXMLとして保存

テキスト編集を記録した文書をXMLとして保存することができます。このXML文書を
FrameMakerで開き、テキスト編集のトラックを有効にして、文書を編集することがで
きます。FrameMaker文書を再びXMLとして保存すると、編集された情報がXMLラウ
ンドトリップによって保存されます。

コンディショナルタグのラウンドトリップが無効になっている場合は、XMLラウンドト
リップ時に、テキスト編集のトラックの情報はすべて失われます。初期設定では、コン
ディショナルタグのラウンドトリップはすべてのXMLアプリケーションに対して有効に
なっています。

関連するリンク :
文書をプリントする

「別名で保存」を使用して他の形式へ書き出す
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改訂バー

改訂バーを使用すると、文書内で変更された行または段落を自動または手動で示すこと
ができます。

改訂バーは、通常、余白部分に表示される垂直の線で、新しいテキストや改訂されたテ
キストを識別するマーカーです。テキストを挿入、変更、削除したときに自動的に改訂
バーを表示するようにできます。

改訂されたテキストの左側に適用されている改訂バー

場合によっては、すべての改訂箇所ではなく文書にとって重要な改訂箇所だけに印を付
けたいことがあります。例えば文書の第2版を校閲者に送る場合、校閲者に実質的に重
要な部分だけに注目してもらいたい場合があります。この場合は、改訂バーを自動的に
追加するのではなく、特定のテキストを選択して改訂バーを付けることができます。

改訂バーは後でテキストから削除できます。例えば、マニュアルの複数の草稿の間では、
新しい改訂バーを追加する前に古い改訂バーを削除できます。
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また、文書の2つのバージョンを比較して、新しいバージョンの方に改訂バーを挿入す
ることができます。

注 :テキストの段落全単に改訂バーを追加した後に、例えば別の文書から書式を読
み読むなどして段落書式を更新する場合があります。改訂バーを保持したい場合は、
更新中に書式変更を削除しないでください。段落全体に改訂バーを追加すると段落
書式が変更され、これは書式の変更と見なされます。

関連するリンク :
文書の比較

自動的に改訂バーを適用する

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブッ
クウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／文書／改訂バーを選択します。

3) 改訂バーの幅と、テキストのコラムから改訂バーまでの距離を指定します。

4) 位置ポップアップメニューで改訂バーの位置を選択します。ページレイアウトに応
じて改訂バーを配置する側を変えるには、「外側」または「内側」を選択します。

ページに含まれるコラムの数にかかわらず、変更テキストを含むコラムの端を基準
として、ここで指定した位置に改訂バーが配置されます。

5) カラーポップアップメニューで改訂バーのカラーを選択します。

6) 「自動改訂バー」を選択し、「設定」をクリックします。

自動改訂バーは、取り込んだファイルの名前が変更されない限り、参照として取り込ん
だグラフィック内での変更を検出しません。また、自動改訂バーは、書式だけに影響す
る変更も検出しません。例えば、段落のタグを「本文」から「ビュレット」に変更した
だけでは、改訂バーは表示されません。このような場合は、必要に応じて改訂バーを手
動で追加します。

注 :「自動改訂バー」が選択されているときに相互参照を更新すると、変更された
すべての相互参照の横に改訂バーが表示されます。
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手動で改訂バーを適用する

選択したテキストまたは複数の段落に、手動で改訂バーを適用することができます。

1) 選択したテキストに改訂バーを適用するには、書式／スタイル／改訂バーを選択し
ます。

2) 改訂バーを段落に適用するには、段落内でクリックするか、複数の段落をドラッグ
します。

3) 書式／段落／段落書式を選択し、デフォルトフォント属性を表示します。

4) 「改訂バー」を選択し、「適用」をクリックします。

改訂バーの文字書式を作成し適用する

また、文字書式として作成し、適用する改訂バーの文字書式を使用して、改訂バーをテ
キストに適用することもできます。文書を新しい書式で更新し、書式の上書きを削除す
るときに、文字書式をアクティブのまま維持するように改訂バーを設定できます。

1) 段落内をクリックして、書式／文字／文字書式を選択します。

2) 文字書式で、すべての属性を「そのまま」に設定します。

注 : ファミリー、サイズ、色、背景色、太さ、角度、種類、そして言語属性を「その
まま」に選定できます。

3) 「改訂バー」オプションを選択します。

4) 「スタイル」ボックスに文字タグの名前を入力します。

5) 「作成」をクリックします。

改訂バーを削除する

文書内のすべての改訂バーを一度に削除することも、特定の改訂バーだけを削除するこ
ともできます。ブック内の1つの文書または選択した複数のファイルから改訂バーを削
除できます。
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文書内のすべての改訂バーを削除する

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブッ
クウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 書式／文書／改訂バーを選択します。

3) 「すべての改訂バーを消去」を選択して「設定」をクリックします。

特定の改訂バーを削除する

1) 次のいずれかの操作を行います。

• 改訂バーの付いたテキストを選択して、書式／スタイル／改訂バーを選択しま
す。選択したテキストで改訂バーが付いていない部分がある場合は、書式／ス
タイル／改訂バーの選択を2回行って改訂バーを削除します。

• 文字書式を使用して適用した改訂バーを削除するには、テキストを選択して、
文字カタログからデフォルトフォントを適用します。

ヒント :改訂バーの付いたテキストを検索してから変更するには、「検索・置換」
コマンドを使用します。改訂バーの属性が設定されているテキストか、改訂バーの
属性を設定する文字書式を使用しているテキストを検索できます。
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PDFレビュー

PDFレビューは、レビューアーがソース文書を直接変更する必要のない環境に適した共同
作業オプションです。代わりに、レビューアーはAcrobat ProfessionalまたはAdobe Reader
を使用して、ソース文書から作成されたPDFファイルをレビューすることができます。

FrameMaker 内で PDF を作成して PDF レビューを設定することができます。
FrameMakerは、レビュー済みPDFからソース文書への注釈の取り込みをサポートして
います。これにより、フィードバックの対応プロセスが迅速になります。

PDFファイルを共有レビュー用に送信し、レビューアーがお互いの注釈を確認できるよ
うにすることができます。Acrobat Professionalを使用すると、レビューアーの追加、
共有レビューのステータスの確認、更新または通知の送信を簡単に行うことができます。

注 : PDFを作成してレビューを開始した後は、注釈を取り込むまでFrameMaker文書を
更新しないようにしてください。

PDFレビュー用に文書を送信する場合は、PDFを作成する前に次の点について考慮して
ください。

• 単純なPDFとレビュー用PDFとの違い
ファイル／PDF形式で保存オプションを使用してPDF形式で保存したすべての
FrameMaker文書は、Adobe Acrobat Professionalで開いてレビューすることができ
ます。ただし、このようなPDFから注釈を取り込むとき、FrameMakerにはソース文
書の構造に関する情報がないため、注釈や変更を確実に配置することができません。

一方、ファイル／レビューPDF形式で保存オプションを使用してFrameMaker文書を
保存する場合、FrameMakerはレビュー用PDFを作成します。レビュー用PDFはタグ
付きPDFです。つまり、文書および特定のメタデータの論理構造がPDFで保持され
ます。この情報によりFrameMakerは注釈を文書に確実に取り込むことができます。

• Acrobat ProfessionalおよびAdobe Readerでのレビュー
Acrobat Professionalは、PDFレビュー用の注釈ツールとマークアップツールを幅
広く提供しています。ほとんどのレビューアーのコンピューターにインストールさ
れているAdobe Readerでは、デフォルトでノート注釈ツールとハイライトテキス
トツールのみを使用できます。Adobe ReaderでPDFレビューを行うためのすべて
の注釈ツールとマークアップツールを使用可能にするには、Adobe ReaderでPDF
用の注釈機能を有効にする必要があります。

関連するリンク :
タグ付きPDF出力
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電子メールでのレビュー用PDFの送信

FrameMaker文書をレビュー用PDFとして保存し、電子メールで送信してレビューを行
います。

1) 文書を開いて、ファイル／レビュー用PDFとして保存を選択します。

2) 「電子メールで送信」を選択します。

3) 文書を保存ダイアログボックスでPDFの場所と名前を指定し、「保存」をクリック
します。

4) 必要に応じて PDF 設定を変更します。例えば、文書の一部（すべてではなく）を
PDFとして保存する場合は、「開始ページ」と「終了ページ」を指定します。

注 : 「設定」ページの「表示専用としてPDFを生成」オプションと、「タグ」ペー
ジの「タグ付きPDFを生成」オプションは選択解除しないでください。十分な情報
を備えたPDFを保存することにより、FrameMakerが注釈をソース文書に確実に取
り込めるようにするため、デフォルトではこれらのオプションが選択されています。

5) 「設定」をクリックします。

FrameMakerがレビュー用PDFを作成し、Acrobat ProfessionalでPDFを開き、
電子メールベースのレビューを開始するように促すプロンプトを表示します。

6) 続行するには、「次へ」をクリックします。

7) レビューアーを招待するには、各レビューアーの電子メールアドレスを指定します。
「次へ」をクリックします。

8) レビューアー向けのデフォルトのメッセージが表示されます。必要に応じて依頼メ
ールを変更し、「依頼メールを送信」をクリックします。

9) デフォルトの電子メールアプリケーション（Microsoft Outlookなど）またはWeb
メール（Gmailなど）を使用して依頼メールを送信するかどうかを指定します。
「続行」をクリックします。

10) 送信メッセージ通知を確認し、「 OK 」をクリックします。選択した電子メールア
プリケーションがメッセージを送信するように設定されていない場合は、アプリケ
ーションの送信フォルダーから依頼メールを手動で送信します。
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ユビキタスPDFの作成

Adobe Readerで注釈が有効になっているPDFはユビキタスPDFと呼ばれます。
FrameMaker文書をレビュー用PDFとして保存し、Acrobat ProfessionalまたはAdobe
Readerですべての注釈ツールおよびマークアップツールを使用してPDFをレビューでき
ることを確認します。

1) 文書を開き、ファイル／レビュー用PDFとして保存／Adobe Readerで注釈を有効
化を選択します。

2) ファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

FrameMakerで単純なPDFを作成し、Acrobat ProfessionalでユビキタスPDFにする
FrameMakerで文書を開き、ファイル／PDF形式で保存を選択します。Acrobat
Professionalで、ファイル／別名で保存／Reader拡張機能が有効なPDF／注釈とも
のさしを有効にするを選択します。

共有レビューの設定

PDFの共有レビューを設定すると、レビューアー向けに共同作業環境を作成することが
できます。

1) Acrobat ProfessionalでPDFファイルを開き、レビュー用に配布します。

2) ツール／注釈用に送信を選択します。

3) セカンダリツールバーで「共有注釈用に送信」をクリックします。

4) レビューアーから注釈を回収する方法を選択し、「次へ」をクリックします。

5) 共有レビューファイルを内部でホストする場所を選択します。共有ネットワークフ
ォルダー、SharePointワークスペース（Windows®のみ）、またはWebサーバー
フォルダーのパスを指定し、「次へ」をクリックします。

6) レビューアーの電子メールアドレスを入力します。概要メッセージを入力します。

7) レビューの期限を改訂します。 Acrobat は期限を自動的に選択します。レビュース
ケジュールに合わせて調整が必要になる場合があります。

8) 「完了」をクリックします。Acrobatによってファイル名に「 _Review」が追加さ
れます。レビューアーはファイルのリンクおよび注釈を発行する手順を受信します。

注 : 共有レビューの設定について詳しくは、Acrobat文書の記事「PDFレビューを
開始」を参照してください。
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PDFの注釈を読み込む

レビュー用PDFからソースFrameMaker文書に注釈を直接読み込むことができるので、
注釈を修正する時間を削減できます。共有PDFレビューに参加している複数の校閲者か
らの推奨事項や編集をより速くソース文書に組み込むことができます。

注釈を読み込むことができるのは、FrameMaker 9以降を使用して作成したPDFからだ
けです。

ソース文書を変更した後にPDFから注釈を読み込む

PDF出力を校閲中にFrameMakerでソースを変更しても、PDF校閲コメントを読み込む
ことができます。

ソースのFrameMakerコンテンツに以下の変更を行い、PDF校閲コメントを取り込むこ
とができます。

• ソースのFrameMaker文書で、段落の該当する位置（行番号ごとに）での変更

• ソースの FrameMaker文書で、段落の注釈が追加されたテキストの前後のテキスト
での変更

改訂されたテキストの左側に適用されている改訂バー

次のビデオを参照してください：PDF レビューの改善。

編集済みの非構造化ソースドキュメントへのPDF注釈の読み込み

FrameMakerファイルをPDFとして保存する場合は、選択ファイルのPDF設定ダイアロ
グで、必ず、「検討用に生成する」オプションを選択してください。このオプションを
選択すると、タグ付きPDFが作成されます。

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_pdfreviewenhancements_jp
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編集済み構造化コンテンツへのPDF注釈の読み込み

XMLコンテンツでPDF注釈の読み込みを使用するには：

1) 校閲用の PDFを作成する前に、コンテンツのすべてのエレメントに IDを割り当て
ます。

2) 選択ファイルのPDF設定ダイアログで、必ず、「検討用に生成する」オプションを
選択します。

IDを割り当てる場合、すべてのエレメントが ID属性（大文字と小文字は区別されない
ので、 id、 Id、 ID、または iDのいずれか）またはUniqueIDタイプの属性を保持して
いることを確認する必要があります。

文書内の一部のエレメントがこれらのIDを保持していない場合、IDまたはUniqueIDを
含めるようにXML構造化アプリケーションに変更を行う必要があります。

関連するリンク :
構造化アプリケーションの概要

編集した文書にPDF注釈を読み込むための条件

1) .fmおよび .mifドキュメントでは、ドキュメント内のいずれかに paraをドラッグ＆
ドロップした場合は、PDF注釈の読み込み機能は正しく動作しません。

2) PDF校閲コメントが 2つの段落にまたがる場合にそのコメント内のソースを編集す
ると、編集したコンテンツにも注釈が読み込まれます。

3) コピー＆ペーストによって重複するIDがソース文書の複数のエレメントに存在する
場合、PDF注釈は IDの最初のインスタンスに読み込まれ、以降の重複するインス
タンスは無視されます。

4) ブックでは、閲覧用の PDFの生成後に章を前後に移動した場合、 PDF注釈の読み
込みは正しく動作しません。

5) PDF内で注釈が付けられているテキストがソース内で変更された場合、その注釈は
注釈のタイプを持つマーカーとして読み込まれます。これらのマーカーはマーカー
ポッドに表示できます。
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サポートされている注釈の種類

FrameMakerは、次のようなPDF注釈を取り込むことができます。

• テキストの追加

• テキストの削除

• テキストの置換

• ノート注釈

• 下線テキスト

• ハイライトテキスト

他の種類の注釈は、読み込まれません。

注釈の位置

PDFの注釈を読み込むと、トラックテキスト編集、トラックマーカーまたは単純なテキス
ト形式として、ソースFrameMaker文書と同じ位置に挿入されます。テキストの追加、
削除および置換は、テキスト編集として挿入されます。ノート注釈は、注釈型マーカー
として挿入されます。FrameMakerは、機能が有効か無効かどうかにかかわらず、これ
らのテキスト編集およびマーカーをトラックします。

ハイライトタイプのPDF注釈は、テキスト背景色機能の実装により、ハイライトが保持
された状態で取り込まれます。

検討用にPDFを送信した後でソース文書を変更すると、一部の注釈の正確な挿入ポイン
トを決定できなくなる場合があります。FrameMakerは、このような注釈を近い位置に
トラックマーカーとして挿入します。注釈は、名称未設定のテキストフローに適用され、
テキスト以外のオブジェクトまたは編集用にロックされているオブジェクトも、近い位
置にマーカーとして挿入されます。

注 : FrameMakerでは、変数、テキスト行およびグラフィックのようなオブジェク
トに挿入できません。また、FrameMakerでは、相互参照、テキストインセット、
ビュレットおよび番号も、編集用にロックされます。これらのオブジェクト上の注
釈は、マーカーとして挿入されます。校閲者がPDF内の別の注釈に応えて注釈をマ
ーカーとして追加すると、注釈が挿入されます。
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注釈を読み込む

1) PDFの注釈を読み込む文書ファイルまたはブックファイルを開きます。

2) ファイル／取り込み／PDF注釈をクリックします。

3) Adobe Acrobat から注釈を読み込むダイアログボックスに表示される指示を読み
ます。「はい」をクリックして先に進みます。

4) PDF から注釈を読み込むダイアログボックスで、注釈を読み込む PDF ファイルを
選択します。

5) 読み込む注釈のタイプを選択します。

すべての注釈

サポートされているすべてのタイプの注釈をPDFから読み込むことを選択します。

挿入、削除、置換タイプの注釈のみ

テキストの追加、削除および置換のみを取り込むことを選択します。

カスタムフィルターを適用

読み込む注釈用のフィルターを指定することを選択します。タイプ、著者、著者が
設定したステータス、チェック状態および挿入日のようなパラメーターで、注釈を
フィルターすることができます。

6) 検討用にPDFを作成した後でソース文書を変更すると、読み込みに進むかどうかの
確認がFrameMakerから求められます。

ソースファイルの修正日がタグ付きPDFの作成日より新しい場合、読み込みに進む
かどうかの確認がFrameMakerから求められます。

7) FrameMakerは、PDFから注釈を読み込み、読み込み概要を表示します。概要には、
FrameMakerが読み込んで正確な位置に配置した注釈の数、FrameMakerが読み込
んで近い位置に配置した注釈の数および取り込みに失敗した注釈の数が表示され
ます。

8) 「 OK 」をクリックして、読み込み概要ダイアログボックスを閉じ、ドキュメント
ウィンドウに戻ります。
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パッケージの作成

FrameMakerブック、ditaマップ、 .xml、 .mifまたは .fmを関連するすべてのファイル
とともにパッケージしてzipファイルを生成すると、配布やバックアップの際に便利です。
ブックまたはDITAマップをフォーカスしてパッケージを作成するように選択した場合
は、FrameMakerによって関連ファイル（章ファイル、画像、テキストインセット、
Conref、 crossrefなど）が自動的に選択され、 .zipファイルが生成されます。

パッケージされた zipファイルに含まれる内容は次のとおりです。

1) ブックまたはDITAマップ

2) 章ファイルまたはトピックファイル

3) 章ファイルまたはトピックファイルで参照されているファイル（テキストインセッ
ト、Conref、画像など）

注 : 構造化ファイルをパッケージする場合、それらのアプリケーション設定ファイ
ル（DTD、 structapps.fm、読み書きルール、テンプレートなど）はパッケージさ
れません。

パッケージを作成するには、それらのトピックファイル、章ファイルおよび依存ファイ
ルをすべて同じフォルダー内またはそのサブフォルダーに配置します。フォルダー外部
のファイルは、見つからないファイルと見なされ、 zipファイルにコピーされません。

1) ブックまたはDitaマップをフォーカスした状態で、ファイル／パッケージを選択し
ます。

2) パッケージダイアログで、次の操作を実行します。

a) 必要に応じて、 zip ファイルのファイル名とパスを編集します。デフォルトで
は、パッケージ zipファイルは、ブックまたはDITAマップファイルと同じ名
前が付けられ、同じ場所に保存されます。

b) 「設定」をクリックして、 1つ以上のファイルタイプ（マルチメディア、画像、
3Dファイル、内容参照、相互参照、テキストインセット、OLEオブジェクト）
をパッケージ対象（ zipファイル）から除外します。

c) 「ファイルが見つからない場合でもパッケージを作成します」を選択して、章フ
ァイル、トピックファイルまたは依存ファイルが見つからない場合でも、パッ
ケージを作成します。FrameMakerでは、ブックまたはDITAマップのフォル
ダー（またはサブフォルダー）に含まれていないトピックファイル、章ファイ
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ルまたは依存ファイルは、見つからないファイルと見なされます。ブックまた
はDITAマップをパッケージするには、それらのトピックファイル、章ファイ
ルおよび依存ファイルがすべて同じフォルダー内またはそのサブフォルダー内
にある必要があります。トピックファイル、章ファイルおよび依存ファイルが
同一フォルダー内に含まれていないブックまたはDITA mapをパッケージする
場合は、このオプションを選択します。これを選択しておかないと、ブックや
DITAマップのパッケージが失敗します。

d) パッケージファイルを作成後に表示するには、「パッケージした後で、それを
含むフォルダーを開きます」を選択します。パッケージの作成後、 zipファイ
ルが含まれているフォルダーが、Windowsエクスプローラーで表示されます。

e) パッケージに関する問題のログを生成するには、「ログファイルを生成します」
を選択します。

f) 「パッケージ」をクリックします。

FrameMakerによってブックファイルが処理され、パッケージが作成されます。これで、
zipファイルを他ユーザーと共有したり、バックアップを作成したりすることができます。

Dropboxの統合

FrameMakerでは、Dropboxを使用してトピックおよび関連ファイルを共有して管理で
きます。FrameMakerでサポートされているDropboxの機能を使用して、次のような場
合にファイルを共有できます。

• 領域の専門家および他の関係者とともに校閲する

• テクニカルライターが旅行に出かけている間や、ネットワークの外にいる場合、テク
ニカルライターと作業を共有する

次のビデオを参照してください：Dropbox。

FrameMakerでDropboxアプリケーションを使用するには以下が必要です。

• Dropboxを設定する

• Dropboxにファイルを追加する

• Dropboxの場所の共有（WriterとSME）

• ファイルを開く、保存する

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_dropbox_jp
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Dropboxを設定する

ファイル共有用にDropboxを使用するには、ユーザーはマシンにDropboxをダウンロー
ドして設定し、Dropboxアカウントを作成する必要があります。

1) ダウンロードしてインストールします。コンピューター上のDropboxのアプリケー
ション。

2) FrameMakerで、編集／環境設定を選択します。

3) Dropboxをクリックして、以下を設定します。

a) Dropboxフォルダーパス：Dropboxをインストールすれば、デフォルトパス
がドロップダウンにオプションとして自動的に追加されます。

b) ローカルでコピーした後に Dropbox からファイルを削除する：ローカルで保
存または依存ファイルを使用してローカルで保存するときに、このオプション
を選択すると、マシンのDropboxフォルダーからファイルが削除されます。

c) アップロードまたはダウンロード中に依存ファイルのフォルダー構造を作成
する： FrameMaker は、アップロードまたはダウンロードと同じように
Dropboxフォルダーのフォルダー構造を作成します。このオプションが選択
されていない場合、FrameMakerは、アップロードまたはダウンロードしてい
る文書、ブック、ditamapごとの同一レベルかそれより下のレベルに存在する
フォルダー用にのみ、フォルダー構成を作成します。このオプションが選択さ
れている場合、FrameMakerは、アップロードまたはダウンロードしているフ
ァイルの外側または上に存在するフォルダー用にも、最上位のコンポーネント
（フォルダーまたはファイル）から同一フォルダー構成を作成します。

https://www.dropbox.com/the
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Dropboxにファイルを追加する

Dropboxにファイルを追加して他のユーザーと共有します。Dropboxにファイルを追加
すると、Dropboxの場所の共有。

1) FrameMakerでファイルを開きます。

2) ファイル／ユーティリティ／Dropbox／依存ファイルと一緒にDropboxフォルダ
ーに保存を選択します。「依存ファイルと一緒にDropboxフォルダーに保存」を選
択すると、以下のアセットもDropboxにアップロードされます。

a) アップロードしているブックファイル用の章ファイル

b) アップロードしている章ファイルに関連するブックファイル

c) 画像ファイル

d) テキストインセット

Dropboxの場所の共有

他のユーザーとファイルを共有できるようにするには、Dropboxの場所を共有します。
Dropboxに共有フォルダーを作成し、FrameMakerにDropboxを設定する必要のある他
のユーザーとファイルを共有します。または、Dropboxを介して他のユーザーと単一フ
ァイルへのリンクを共有できます。

ファイルを開く、保存する

Dropboxフォルダーからファイルを開くには、

• ファイル／ユーティリティ／Dropbox／開くを選択します。

FrameMakerはDropboxからファイルを開きます。ファイルを編集または保存でき
ます。
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文書の比較

文書比較について

時には、変更がマークされていない改訂文書を受け取ることがあります。新バージョン
を旧バージョンと比較することにより、変更に関する詳細な情報を得ることができます。
文書の2つのバージョンを比較すると、FrameMakerにより統合文書と概要文書が作成
されます。

統合文書

「統合文書は、新しいバージョンと古いバージョンを組み合わせた条件文書であり、
両方を並べて相違点を表示します。変更されたテキストに適用するためのコンディ
ショナルタグを指定することができます。また、FrameMakerが改訂バーで変更を
マークするかどうかを指定することができます。

FrameMakerの統合文書では、文書の相違点は挿入または削除であると見なされま
す。例えば、グラフィック枠の内容が変更されている場合、両方のバージョンが統
合文書に表示されます。このとき、旧バージョンには削除のマーカーが付き、新バ
ージョンには挿入のマーカーが付きます。統合文書の変数には新バージョンの定義
が使用されますが、変更のマーカーは付きません。変更と見なされるのは、変数が
挿入または削除された場合だけです。

概要文書

「概要文書は、一般的な概要およびアイテムをタイプごとに比較した校閲リストを
含んでいます。この文書をハイパーテキスト文書として作成して、実際に変更され
たページへのリンクを文書に追加することができます。ハイパーテキストの概要文
書を作成すると、変更したページをすばやく表示して、読み込みや編集を行うこと
ができます。

概要文書（「概要 .fm」という名前が付けられます）では、文書の相違点は挿入、
削除または変更であると見なされます。アイテムが移動した場合は、削除され、それ
から挿入されたものとしてマークされます。新バージョン、旧バージョンおよび統
合文書の変更があるページの番号が表示されます。挿入の場合、旧バージョンのペ
ージ番号は、新バージョンでアイテムが挿入されることになるページの番号に一致
します。削除の場合、新バージョンのページ番号は、アイテムが削除されなかった
と仮定した場合にそのアイテムが表示されるページの番号です。
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比較されるアイテムのタイプ

文書の2つのバージョンを比較すると、FrameMakerは、ボディページ上とリファレン
スページ上の同じ名前のフローの内容を調べます。そして、テキスト、脚注、アンカ
ー枠、表、変数およびその定義、相互参照およびその形式、脚注テキスト、マーカー
タイプおよびマーカーテキストを調べます。FrameMakerは構造エレメントを比較しま
せん。しかし、エレメント内容は比較します。

FrameMakerで検出できる変更を以下に示します。

アンカー枠

枠内のオブジェクトが比較されます。オブジェクトが異なる場合、または異なる位
置にある場合は、アンカー枠全体に変更のマーカーが付けられます。

相互参照

FrameMakerは相互参照が外部参照なのか内部参照なのかを調べます。相互参照の
書式名、ソースのマーカーテキスト、外部参照の場合は参照ファイルのパスをそれ
ぞれ確認します。これらのプロパティのいずれかに変更がある場合は、変更のマー
カーが相互参照に付けられます。

テキストインセット

変更日、ファイル名、テキスト挿入の相対パス、インセットが取り込まれた方法が
比較されます。例えば、テキストが取り込まれた場合、行が段落に結合されたかど
うかが調べられます。これらのアイテムのいずれかに変更がある場合は、そのテキ
スト全体に変更のマーカーが付きます。

取り込んだグラフィック

取り込んだグラフィックの内容およびdpi単位の解像度が比較されます。例えば、
オブジェクトが反転または回転されたかどうかの確認をしたり、境界ボックスのサ
イズを比較したりします。また、グラフィックの取り込み方法（参照またはコピー）
も比較します。参照によってグラフィックを取り込んでいる場合は、パスが比較され
ます。これらのプロパティのいずれかに変更がある場合は、取り込んだグラフィッ
クを含むアンカー枠がある行に変更のマーカーが付きます。
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数式

数式のサイズ、グラフィック枠内の数式の位置および数式定義が比較されます。こ
れらのアイテムのいずれかに変更がある場合は、その数式全体に変更のマーカーが
付きます。

表

行と列の数と、セルが連結または回転されているかどうかが確認されます。これら
の属性のいずれかに変更がある場合は、その表のアンカーを含む行に変更のマーカ
ーが付きます。セルのテキストが変更されている場合は、新しい表のみが統合文書
内に表示されます。変更されたセル内の行が変更されたものとしてマークされます。
ただし、表の75％を超えるセルが変更された場合は、表全体に変更のマーカーが付
きます。

以下のアイテムは比較されません。

• マスターページのフロー、ヘッダーとフッターのフロー、タグなしのフロー

• アンカー枠内のグラフィックオブジェクトまたはテキスト行

• アンカー枠の位置

• 脚注の属性または番号

• 段落、文字または表のタグ

• テキストまたは表の書式設定

• 段落カタログ、文字カタログ、または表カタログ内のタグ

• テキストインセットの内容

テキストまたは表の書式設定は調べられません。そのため、表の罫線や塗りが異な
ったり、テキストの色が異なっていても判別されません。

日本語OS上で実行しているFrameMakerの英語バージョンと日本語バージョンの
両方とも日本語のテキストを比較することができます。
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文書の2つのバージョンを比較する

1) 文書の両方のバージョンを開きます。文書にコンディショナルタグが含まれる場合、
必ずすべてのコンディションを表示します。

2) 新バージョンで、ファイル／ユーティリティ／文書を比較を選択します。

3) ポップアップメニューから古いバージョンを選択し、 FrameMakerで作成する文書
を指定します。現在の文書を除き、開かれている名前の付いた文書のすべてが、古
い文書ポップアップメニューに一覧表示されます。

4) 「オプション」をクリックし、次の操作を行ってから「設定」をクリックします。

• 「挿入部分の表示」セクションで挿入テキストの表示方法を指定します。初期
設定のコンディショナルタグ（「挿入」）または別のコンディショナルタグを
選択します。挿入されたテキストをマークしないように選択できます。

• 「削除部分の表示」セクションで削除テキストの表示方法を指定します。初期
設定のコンディショナルタグ（「挿入」）、別のコンディショナルタグまた
は任意のテキストを選択します。削除テキストを統合文書から除外するには、
「置換テキスト」をクリックし、ボックスを空白のままにします。

• すべての変更（挿入と削除）を統合文書内の改訂バーでマークするには、「変更
部分に改訂バーを表示」を選択します。FrameMaker文書では現在の改訂バー
設定が使用されます。

ヒント :改訂バーを文書の新バージョンに追加するには、「変更部分に改訂バーを
表示」を選択します。「削除部分の表示」セクションの「置換テキスト」を選択し、
「置換テキスト」ボックスを空白のままにします。

5) 「比較」をクリックします。比較が完了すると、概要文書と統合文書が表示されま
す。2つのバージョンが同じ場合は、どちらの文書も作成されません。

6) 概要レポートをハイパーテキスト文書にするには、「ハイパーテキストリンクを作
成」を選択します。概要文書の変更部分でページ番号をクリックすると、そのペー
ジが表示されます。変更を含むページの表示は、新バージョン、旧バージョンまた
は統合文書のどのページでも行うことができます。
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コンディショナルタグを含む文書を比較する

複数のフローを含む文書を比較することができます。ただし、FrameMakerが対象外の
フローを比較しないように、各フローに固有のタグが付いていることと、フローに同じ
タグが設定されていることを確認します。

同じ名前で異なるフローを文書に含めることができます（例えば、独立ページの「A」
という別のフローなど）。その場合、文書を比較しようとすると、重複されたフローが
警告メッセージに一覧表示されます。各文書に同じ名前のフローが1つだけ含まれてい
る場合にのみ、フローが比較されます。

コンディショナルタグを含む文書を比較する

表示されない隠されたテキストとグラフィックは無視されます。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• コンディショナルタグを含む 2つの文書の全テキストを比較するには、比較を
行う前にすべてのコンディションを表示します。

• コンディショナルタグを含む2つの文書の特定のテキストを比較するには、比較
を行う前に特定の式に基づくコンディションを表示します。

• 文書を比較するときにコンディショナルタグを無視するには、比較を行う前に
すべてのコンディションを非表示にします。

2) 文書を比較します。

新バージョンの文書に非表示のコンディショナルアイテムがある場合は、統合文書にも
そのままの状態でコピーされます。
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語数と文字数

文書を作成または改訂するとき、文書内の語数や文字数を知りたいときがあります。全角
（マルチバイト）文字を使用するアジア言語では、文書内の文字数をカウントする機能
が役立ちます。

• ファイル／ユーティリティ／文書レポートを選択します。

• 「Asian Character Count」または「WordCount」を選択し、「実行」をクリッ
クします。

注 : 「Asian Character Count」レポートは、半角文字数、全角文字数、およびその
合計を示します。

FAQとトラブルシューティング

テキスト編集のトラックの有効化を選択しましたが、文書が開きません。

編集する文書にエラーが含まれている場合、FrameMakerで文書が開けなくなる可
能性があります。最初に文書を開いてからテキスト編集のトラックを有効にするこ
とを推奨します。

段落で改訂バーが表示されなくなりました。

改訂バーを適用した後に段落書式を更新したかどうか確認してください。改訂バー
を適用した後に段落書式の更新が必要な場合は、書式上書きを削除しないようにし
てください。

文書に変更を加える前に改訂バーをオンにするのを忘れました。加えた変更を特定する
方法はありますか。

変更を加える前の文書を保持している場合は、この文書と現在の文書を比較するこ
とによって加えた変更を特定できます。

詳しくは、「文書の2つのバージョンを比較する
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構造化オーサリング

構造化オーサリングは、文書中の情報の一貫した構成を定義および強制できるオーサリ
ングワークフローです。非構造化出版では、編集者によって決定されたスタイルガイド
に記述されたスタイルとルールに従って内容が記述されます。

非構造化オーサリングワークフローでは、比較的自由な流れの物語ベースの文書を作成
します。例えば、見出しがあって、その後にキャプションや代替テキストを持つグラフ
ィックスや段落が続くような文書を作成することができます。構造化オーサリングでは、
内容ルールにより、類似の情報がすべて一貫した構造を持つことが強制されます。例え
ば、以下のような内容ルールを強制することができます。

• ビュレットリストには2つ以上の項目を含める必要がある。

• 見出しの後には段落が続く必要がある。

• 表は、ヘッダー行を持つ必要がある。

• グラフィックは、キャプションを持つ必要がある。

このような内容ルールは、文書型定義（DTD）またはXMLスキーマで定義されます。
このような内容ルールに準拠しているかどうかは、DTDやスキーマに対して自動的にチ
ェックされます。

例えば、自宅の住所の構造を考えてみましょう。住所には、社員の名前、家屋番号、通
り、都市、郵便番号を含むことを内容ルールが要求していると仮定します。非構造化オ
ーサリングの場合、家屋番号のない住所が発見されるのは、編集や校閲のときだけです。
構造化オーサリングに、構造の完全性は自動的に検証されます。したがって、一貫した
構成とシーケンスが強制および保証されます。
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利点

情報の一貫した構成が保証されます

ビュレットリストに2つ以上の項目が含まれていることや、画像にキャプションが
含まれていることを必須条件とする構造化アプリケーションを作成できます。

情報の構成が自動的に検証されます

文書の構造が破損している場合は、それを示す表示キューが表示されます。

Title element removed from DITA Topic

内容の一貫性

構造を強制すると、文書セット内の複数の文書で内容の一貫性が高められます。

内容の再利用をサポート

DITAVAL、属性によるフィルターの適用、関係テーブルなど、ユーザーインター
フェイスベースの内容再利用機能を使用すると、内容を簡単に再利用できます。

文書に情報を追加するメタデータをサポート

テキストや画像などの内容に加え、メタデータも構造化文書に関連付けることがで
きます。例えば、文書の作成者です。属性を使用して、メタデータを文書内の特定
のエレメントに関連付けることもできます。「属性によるフィルターの適用」機能
を使用すると、属性値を設定して構造化文書の内容をそれらの属性に基づきフィル
ターできます。

内容と書式の分離

文書の作成者は内容を重視します。最終出力の書式と体裁は発行ワークフローで調
整されます。例えば、プリント出力ではオンライン出力と異なるフォントが使用さ
れる場合があります。
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ただし、FrameMakerは構造化アプリケーションの書式設定をサポートしているた
め、FrameMakerの構造化されたオーサリング環境には書式設定された内容が表示
されます。これにより、文書の書式設定に関する表示キューを取得できます。

XMLビュー

WYSIWYGビュー

ローカライゼーションの労力を削減

構造化文書は内容と書式を分離します。このローカライゼーション技術により、ロー
カライゼーションの労力とコストが大幅に削減されます。

SGML、XML、XHTML

FrameMakerを使用すると、構造化文書の取り込みおよび書き出しを SGMLとXML
（XHTML 1.0を含む）のどちらの形式でも行うことができます。構造化文書のファイ
ルは、一度に取り込むと、SGMLファイルでもXMLファイルでもなくなり、構造化
FrameMaker文書になります。文書を元の形式に戻すには、その文書をSGMLまたは
XMLとして保存します。

SGML

Standard Generalized Markup Language（SGML）は、データの交換と格納に関
するすべてのマークアップ言語の国際標準です。

SGMLは手続き型ではなく、記述型のマークアップ言語です。つまり、同一の文書
を異なる複数のシステムで処理することができます。各システムは、関連するセク
ションに対して、それぞれ異なる処理命令を適用します。SGML文書は、データを
まったく失わずに、あるシステム（ハードウェア環境やソフトウェア環境）から別
のシステムに転送できます。

SGMLは、Document Type Definition（DTD）を実装した最初の言語です。
DTDには、文書の構成要素と構造によって文書の形式を定義する働きがあります。
同じ文書型に属するそれぞれの文書は、一律に検証し、処理することができます。

あるDTDの構造に適合している文書を検証済み文書と呼びます。
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XML

Extensible Markup Language（XML）は、特にWeb向けの構造化された情報を表
現する汎用的な形式です。HTMLやSGMLと同様に、XMLでもエレメントと構造
を使用する必要があります。

ただし、XMLは拡張性があるという点においてHTMLとは異なります。XMLで
は、タグだけでなく、タグの順序、タグ同士の関係、タグの処理や表示の方法など
も定義することができます。マークアップに関しても、XMLにはHTMLマークア
ップと同じようなタグやエレメントがあります。違いは、それらがユーザーによっ
て定義できることだけです。

XMLを使って、コンテンツに適した構造を定義および実装しましょう。あるDTDの
構造に適合しているXML文書を検証済みXML文書と呼びます。また、標準XML
仕様に準拠したタグを使用しているXML文書を整形式XML文書と呼びます。

XHTML 1.0

Extensible HyperText Markup Language（XHTML）は、HTMLの拡張版である
と共に、XMLに準拠しており、XMLベースのアプリケーションで操作できるよう
に設計されています。そのため、HTML形式の文書は、標準XMLツールで表示、
編集、検証が可能です。XHTMLを使用すると、文書の内容について上位互換性と
下位互換性を維持しながら、HTMLからXMLに容易に移行することができます。

XMLとXHTML 1.0の比較
HTMLが書式を記述するのに対して、XMLは内容自体を記述します。人間は、ブラ
ウザーでレンダリングされたHTML文書しか読むことができません。XMLは、人間
と機械の両方が読むことができます。

XMLは、スタイルベースで段落志向のワープロやDTPの代わりに、構造化オーサ
リングの基盤を提供します。XMLでは、階層構造から構成されるエレメントによ
って内容を記述します。ワープロ環境（非構造化FrameMakerなど）では、様々な
文書コンポーネントの間の関係は、ページ上の書式から明らかです。ただし、ワー
プロ文書は段落の並びから構成されるので、このような関係を文書ファイルは表現
できません。例えば、非構造化FrameMakerでは、Body段落タグとその前にある
Heading1タグの従属関係を表現できません。ただし、構造化オーサリングでは、
文書コンポーネントの間の階層関係を表現できます。
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DITAおよびDocBook

技術文書にただちに利用できる構造化アプリケーションには、DITAとDocBookの2つ
があります。

DITA

DITA（Darwin Information Typing Architecture）は、特に、ソフトウェアヘル
プファイルのようなオンラインドキュメンテーションを書くために設計された、た
だちに利用できるDTDとルールのセットを提供します。DITAは、技術文書のオー
サリング、生成、配布に適したタグ構造を定義します。 DITA のタグには、
<topic>、<title>、<shortdesc>、<prolog>、<body>、<concept>などの種類が
あります。以下は、DITAの特徴的な機能の一部です。

• DITA はトピック指向です。各トピックは、複数のコンテキストで再利用でき
るモジュール化された文書の一部にすることができます。

• DITAはコンテキストから内容を切り離すので、DITAでは、複数の情報のア
ーキテクチャが可能です。また、DITAを拡張すると、情報の種類を定義する
こともできます。

• DITAはトピックベースです。DITAの提供する基本的なトピックは 3種類で
すが、これらは各人の必要性に合わせて特化することができます。

• DITAでは、文書セットの中の XMLファイルへのリンクを含む ditamapを使
用します。各XMLファイルは、トピックまたはトピックの集まりです。

• DITAからは、 PDFやHTMLを含む様々な文書を出力することができます。
ただし、出力形式は、すべて若干の開発作業を必要とします。

• DITAは、大きな文書セットに向いています。
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DocBook

DocBookもまた、技術論文や技術文書のために設計されたオープンスタンダード
です。DocBookは、技術書や技術論文に、そのような文書が意図する構造を持つ
DTDを提供します。DocBookタグとしては、<article>、<section>、<title>、
<articleinfo>、<pubdate>などがあります。

以下は、DocBookの特徴的な機能の一部です。

• DocBookは、どちらかというとブックまたはセクション志向です。

• DocBook は、本来階層的で、真の単一ソース化のために開発される必要があ
ります。内容は、コンテキストから独立していません。

• DocBookには、固定された大きなエレメントおよび属性のセットがあります。

• DocBookでは、他の全ファイルを含むXML インクルードファイルを提供して
います。

• DocBookの出力としては、PDF、HTML、HTMLHelpなどがあります。
また、他の出力形式にも多少の開発努力で拡張することができます。

• DocBook は設定するのが簡単で、小さいものから中ぐらいまでの文書セット
に適しています。
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ユーザーインターフェイス

構造化FrameMakerオーサリングのインターフェイスには、構造化（階層構造）文書で
のオーサリングを可能にする以下のツールがあります。

構造図、エレメント、属性ポッド



構造化オーサリング  10

 715

構造図

文書の階層構造が表示されます。構造化文書の作成中に、このポッドでエレメント
を追加、削除、移動できます。

エレメントカタログ

現在の文書で使用できるエレメントがリスト表示されます。リスト内のエレメント
は、現在の文書のベースとなっている構造化アプリケーションで定義されます。初期
設定では、リストに表示されるエレメントは文書内の挿入ポイントに基づきます。
これにより、階層構造内の無効な位置に誤ってエレメントを配置することがなくな
ります。詳しくは、「エレメントでの作業」を参照してください。

属性ポッド

現在選択されているエレメントの属性がリスト表示されます。エレメントの属性値
を設定または削除できます。詳しくは、「属性での作業」を参照してください。

ビュー

FrameMakerにはコンテンツをオーサリングするのに役立つ次の3つのビューがあります。

• XMLビューでは、構造化FrameMaker XMLファイルの標準XMLコードを操作す
ることができます。

• 作成者ビューは、構造化されていない FrameMaker機能や XML作成者に関連のな
いページ番号などの機能を排除することによって、構造化オーサリングを簡略化し
ます。簡易XMLビューを有効にすると、文書のフォーム形式のビューが得られます。

• WYSIWYG ビューは、構造化および非構造化をサポートするクラッシックな
FrameMakerのビューです。このビューには、改ページ、ヘッダーとフッター、す
べてのキーボードショートカット、およびすべてのメニューが表示されます。
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XMLビュー

XMLビューでは、構造化FrameMaker XMLファイルの標準XMLコードを操作でき
ます。また、エレメントを展開および折りたたむことができます。

XMLビュー

A. XMLコードビューB.ツリービューC.エラーコンソール

FrameMakerは、親エレメントに対して1タブスペース分、子エレメントをインデント
します。ワードラップは、ウィンドウの幅内に表示されるエレメントの内容を保持します。
XMLビューはUnicodeをサポートします。XMLビューでは多言語コンテンツを編集で
きます。コンテンツをクリップボードからコピー／ペーストすることもできます。
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XMLビューで conref、リンク、および相互参照などの参照を編集または変更すると、
WSIWYGビューでもこれらの参照が更新されます。XMLビューはDTDを使用して自
動的にXMLコンテンツを検証するため、コンテンツは常に整形式であることを確認でき
ます。XMLビューでの操作中には、属性値が自動的に挿入されるだけでなく、タグをフ
ァイルに挿入すると、そのタグの終了タグが自動的に挿入されます。

XMLビューの検索・置換ダイアログでは、XMLコードを検索できます。アンパサンド
や縦線などの正規表現を使用してテキストを検索することもできます。XMLビューは、
XPathもサポートします。XMLコンテンツを検索するためのXPath式を作成、使用する
ことができます。XPathについての詳細は、「XPath」を参照してください。

次の機能には、XMLビューからのみアクセスできます。

• XPathクエリー

• XSL変換

エラーコンソール

XMLビューのエラーコンソールポッドには、開いているXMLファイルのエラーが表示
されます。エラーコンソールには、エラーのファイル名も表示されます。ファイルおよ
びエラーの位置に移動するには、エラーの行をクリックします。

• エラーコンソールポッドを表示するには、表示／ポッド／エラーを選択します。

ツリービュー

XMLビューにはツリー状のアウトラインが表示されるため、XML文書の構造を表示で
き、構造内を移動できます。上および下矢印キーによって、ツリービューで上下に移動
できます。エレメントを折りたたむには左矢印キー、展開するには右矢印キーを使用し
ます。

ツリービューを表示するには、表示／ツリーを選択します。
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作成者ビュー

作成者ビューは、構造化FrameMaker文書のWYSIWYM（意図したことが反映される）
ビューです。構造化 FrameMaker の WYSIWYM 環境は、構造化していない
FrameMakerやXML作成者に関連のない機能を排除することによって、構造化オーサリ
ングを簡略化します。

注 : 簡易XML機能を有効にしている場合は、作成者ビューボタンをクリックすると、簡
易XMLビューが開きます。簡易XMLビューについて詳しくは、「簡易XMLユーザーイ
ンターフェイス」を参照してください。

作成者ビュー

作成者ビューには、エレメントタグ、構造図、エレメントカタログ、属性エディターな
どの構造化オーサリング用のビジュアルツールがあります。
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作成者ビューには、非構造化FrameMakerオーサリングのみに関連する次の機能はあり
ません。

• 改ページ（最大20ページのページ割り付けなし）

• ヘッダーとフッター

• マスターページ

• コンテンツの書式と非構造化ワークフローに関連するキーボードショートカットと
メニューは、文書がXMLとして保存される場合は保持されません。

• 構造化オーサリングに関連しないメニュー

作成者ビューを使用すると、外観ではなく文書の構造と内容を重視して作業を進めるこ
とができます。

WYSIWYGビュー

WYSIWYGビューはクラッシックなFrameMakerのビューで、構造化および非構造化オ
ーサリングをサポートします。WYSIWYGビューには、FrameMakerのすべての機能
があります。

以下は、WYSIWYGビューでのみ管理できます。

• テンプレート

• 書式

• マスターページとリファレンスページ

• ページレイアウト

• 複数のフローを含む文書
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表示の切り替え

アプリケーションバーの関連するアイコンをクリックすることによって、3つのビュー
を切り替えることができます。

アプリケーションバーの3つのビューのアイコン

A. XMLビューB.作成者ビューC. WYSIWYGビュー

作成者ビューとXMLビューは構造化ファイルのみをサポートします。非構造化ファイル
を開いてWYSIWYGビューから作成者ビューまたはXMLビューに切り替えると、非構
造化ファイルは非表示になります。未保存の非構造化ファイルがある場合、作成者ビュ
ーまたはXMLビューでFrameMakerを終了しようとすると、警告が表示されます。

構造化オーサリングモード

デフォルトでは、FrameMakerは構造化FrameMakerオーサリングモードで開きます。

FrameMakerモードで作業中の場合は、以下の方法でインターフェイスを変更します。

1) 環境設定ダイアログ（編集／環境設定）を開き、「グローバル」／「全般」タブに
移動します。

2) 製品のインターフェイスリストで、構造化 FrameMakerを選択して「OK」をクリ
ックします。

インターフェイスの変更を有効にするためには、FrameMakerを再起動する必要があり
ます。

FrameMakerを構造化FrameMakerモードで開いた場合は、構造化FrameMaker固有の
メニューオプションを選択できます。以下のインターフェイスオプションは、構造化
FrameMakerインターフェイスでのみ選択できます。

• エレメントと構造メニュー

• ファイル／新規／XMLおよびファイル／新規／DITAメニューオプション

• コンテンツのオーサリングで使用する新規XMLダイアログボックス。
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構造図での作業

構造を展開または折りたたむ

構造図では、エレメントを展開したり折りたたんだりして、文書の詳細アウトラインを
表示したり隠したりできます（構造図でエレメントが展開されたり折りたたまれたりし
ても、ドキュメントウィンドウ内のテキストは変わりません）。

エレメントには属性が定義されている場合があります。属性は、エレメントに関する補足
情報を提供します。エレメントに付属の属性は、展開したり折りたたんだりできます。

ヒント :エレメントを折りたたむと、上位レベルの文書構造が表示されます。また、
エレメントが移動しやすくなります。特に、アイテムや多くのステップがある手順
の長いリストは折りたたんで表示する方が効率的です。

• エレメントを展開または折りたたむには、エレメントブロックの左側にあるプラス
記号（+）またはマイナス記号（ -）をクリックします。

• 属性を展開または折りたたむには、エレメントブロックの右側にあるプラス記号
（+）またはマイナス記号（ -）をクリックします。

• すべての子エレメントまたは子属性を展開または折りたたむには、Shiftキーを押し
ながらプラス記号またはマイナス記号をクリックします。

ドキュメントウィンドウでエレメント境界を表示する

ドキュメントウィンドウに表示されるエレメント境界は、各エレメントの開始と終了を
示します。作業中、境界が表示されているので、文書の内容がどのようにエレメントに
分割されているかがわかります。また、境界を表示すれば、挿入ポイントを正しく置い
たり選択を正しく行ったりする作業が容易になります。

ほとんどのエレメントには開始位置と終了位置に角かっこ（ [ ]）またはエレメントタグを
示す2つのボックスが表示されます。エレメントの位置が1つのボックスと1つのタグのみ
で表示されるものもあります（「Graphic」、「Footnote」、「Marker」、「Table」お
よび「Equation」）。
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エレメントの内側に他のエレメントがある場合は、エレメントの階層を示すために、エ
レメントの角かっこやタグがネストした状態で表示されます。

• 各エレメントをかっこで囲むには、表示／エレメント境界を選択します。

• 各エレメントをテキストラベルで囲むには、表示／エレメント境界（タグ）を選択
します。

• エレメント境界を隠すには、表示／エレメント境界またはエレメント境界（タグ）
を選択します。

注 :エレメント境界を示す角かっこやタグは、プリントされると共に文書内で一定
のスペースを占める文字です。印刷する前に隠すと、印刷に出力されません。また、
隠すことで、エレメント境界で文書レイアウトが変更されていないことを確認でき
ます。

ドキュメントウィンドウでのエレメントの展開と折りたたみ

ドキュメントウィンドウでエレメント境界をタグとして表示する場合は、次の操作を実
行できます。

• すべてのエレメントを折りたためます（ドキュメント表示の場合も可能）。

• 子エレメントを折りたたまなくても親エレメントを折りたたむと子エレメントを隠
すことができます。

• 親エレメントを折りたたんだときに、子エレメントを折りたたむことができます。

• あるエレメントを折りたたんだときに、すべてのエレメントを同じレベルに折りた
たむことができます。

• エレメントタグをクリックしてエレメントを選択できます。

• エレメントタグをダブルクリックしてエレメントの折りたたみ状態を切り替えるこ
とができます。

• 折りたたまれたエレメント構造内で、何らかの操作（例えば、検索・置換）により
選択が行われたときに、展開されたエレメント構造を表示できます。

• エレメントの折りたたみ状態に関し、文書表示と構造図を同期できます。
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新規エレメントの属性の表示と非表示を切り替える

構造図では、新規エレメントの属性の表示と非表示を切り替えることができます。構造
図には、フロー内のすべての属性を表示または非表示にできるほか、必須属性や値が指
定されている属性のみを表示することもできます。この設定は、入力された新規のエレ
メントに適用されます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブッ
クウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) 表示／属性表示オプションを選択し、使用する表示オプションを選択して「設定」
をクリックします。

エレメントコンテンツを表示または非表示

構造図のコンテンツの表示と非表示を切り替えられるようになりました。構造図のコン
テンツを非表示にすることで、文書の構造が明解に見えるようになります。メインメニ
ューまたはコンテキストメニューから、構造図のコンテンツの表示と非表示を切り替え
られるようになりました。

1) 対象のドキュメントウィンドウをアクティブにします。表示／テキストを構造図に
切り替えるを選択します。

2) 構造図で右クリックし、「テキストを表示」を選択します。

構造化文書で使用可能なエレメント範囲を変更する

構造化文書にエレメントを追加するときには、現在の位置で有効なエレメントのみを挿
入します（エレメントカタログでは、有効なエレメントに太字のチェックマーク、太字
のチェックマークとプラス記号、または疑問符が表示されます）。この方法では、文書
の最初から最後まで、それぞれの時点で文書が常に有効であることを確認しながら作業
を進めることができます。

より柔軟に作業したい場合は、より多くのエレメントを使用可能にすることができます。
例えば、下書きの文書では、定義済みの構造に厳密に従う必要がありますが、ガイドラ
インとしてのみ構造に従います。または、最初から最後まで必ずしもすべての情報を与
えない構造に従った文書を計画することができます。
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使用可能なエレメントを追加すると、エレメントカタログにその他のエレメントが表示
され、キーボードからエレメントを挿入すれば、そのエレメントが使用可能になります。
エレメントカタログでは、追加した有効なエレメントの後にも、含めるエレメントを表
示することができます。

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブッ
クウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) エレメント／使用可能なエレメントを設定を選択します。この他に、エレメントカ
タログの「オプション」をクリックする方法もあります。

3) 「表示するタグ」で次のオプションのいずれかを選択します。

• 現在の位置で有効なエレメントのみを表示する場合は、「有効なエレメント」
を選択します。1つのドキュメント全体を最初から最後まで編集し、各エレメン
トを正しい位置および階層に挿入する場合は、このオプションを使用します。

• 現在の位置で有効なエレメントと、後で有効になるエレメントを表示する場
合は、「有効なエレメント（順不同）」を選択します。このオプションは、最
初から最後まで順番に作業する必要のない有効な文書を作成する場合に使用し
ます。このオプションは、必要な情報がすべて揃っていない場合に便利です。

• 現在のエレメントの任意の位置で使用可能なエレメントを表示する場合は、
「親エレメントの任意の場所に許されるエレメント」を選択します。このオプ
ションは、エレメントを挿入する際の自由度を高めたい場合に使用します。こ
の場合は、無効なエレメントを一旦挿入して、後からエラーを修正することが
できます。

• 該当する文書に対して定義されているすべてのエレメントを表示するには、
「すべてのエレメント」を選択します。このオプションは、草稿段階の文書の
作成時や、エレメントを自由に挿入して、後からエラーを修正する場合、エレ
メントを内容に沿って回り込ませる場合、文書内のほかの位置でどのようなエ
レメントが使用可能かを確認したい場合などに使用します。

• 指定したエレメントのセットを表示する場合は、「カスタムリスト」を選択し
ます。このオプションは、一部のエレメントだけを使用する場合、エレメント
を一定の順序で表示する場合、または状況に応じて変化するエレメントのリス
トの代わりに、固定したエレメントのリストを使用する場合に選択します。



構造化オーサリング  10

 725

4) 「カスタムリスト」を選択した場合は、「編集」をクリックして、エレメントのリ
ストの作成または編集を行います。

「表示」リストと「表示しない」リストの間でエレメントタグを移動するには、矢
印ボタンを使用するか、エレメントタグをダブルクリックします。一方のリストに
あるエレメントを、もう一方のリストにすべて移動するには、Shiftキーを押しなが
ら矢印ボタンをクリックします。「上へ移動」ボタンや「下へ移動」ボタンをクリ
ックすると、エレメントカタログに表示したい順番にエレメントを並べ替えること
ができます。エレメントのリストの作成または編集が終了したら、「設定」をクリ
ックします。

注 :タグのカスタムリストには、挿入ポイントの位置とは関係なく、常に同じエレ
メントが表示されるので、必要となるすべてのタグを含めておくようにしてくださ
い。有効かどうかを判断する基準になるのは、タグの横に表示されるチェックマー
クだけです。

5) エレメントカタログ内で含めるエレメントを個別に表示するには、「含めるエレメ
ントごとにリストを作成」を選択します。

このオプションを選択すると、含めるエレメントが他の有効なエレメントの直後に
グループ化されます。このオプションは、含めるエレメントが多数あって、それら
を頻繁には使用しないときに使用します。

6) 「設定」をクリックします。

構造図ポッド

構造図ポッドには、基本となっているXML構造が表示されます。構造図にはエレメントを
示す長方形のブロックが表示され、各エレメントの関係が示されます。構造に関するエ
ラーもここで識別できます。構造図では、エレメントを挿入、選択、展開、折りたたみ、
移動、結合、分割できます。構造化文書で作業する際には、ドキュメントウィンドウと
構造図ウィンドウを併用します。これらのウィンドウは、それぞれのエレメントを有効
な構造で組み立てる上で役立ちます。

これらのウィンドウは編集可能で、一方のウィンドウで行ったことはもう一方のウィン
ドウにも反映されます。2ページ分を左右に並べて表示すると、文書の内容と構造の両
方を把握することができます。一方のウィンドウをクリックまたは選択すると、もう一方
のウィンドウ内の対応する場所にも挿入ポイントまたは選択範囲が表示されます。また、
一方のウィンドウで加えた編集は、もう一方のウィンドウにもすべて反映されます。
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変更は構造図で行ったほうが簡単です。構造図では、ブロックをドラッグ＆ドロップし
てエレメントを再配置したり、ブロックを選択して他の方法で編集したりできます。
非構造化フローをドキュメントウィンドウ内でクリックまたは選択した場合は、構造図
には何も表示されません。

表示するには、構造／構造図を選択します。

エレメントカタログ

エレメントカタログには、現在の位置で使用可能なエレメントのリストが表示されると
共に、エレメントの追加および編集を行うコマンドが用意されています。また、現在の
位置に関するその他の情報（テキストを入力できるかどうかなど）が表示されます。エレ
メントカタログ内の情報は、現在のエレメントの定義の内容ルールからきています。

カタログは、現在の位置で有効なエレメントのみを表示するようにあらかじめ設定されて
いますが、より多くのエレメントを表示することもできるので柔軟性を高められます。
カタログは、非構造化フロー内でクリックまたは選択した場合、文書にエレメント定義
が含まれていない場合、または現在の位置でそれ以上エレメントを必要としていない場
合は、空です。

表示するには、表示／ポッド／エレメントカタログをクリックします。エレメントカタ
ログでは、次の記号を使用してエレメントの有効性を確認します。

太いチェックマーク

エレメントが現在の位置で有効であることを示します。このエレメントを挿入す
ると、現在のエレメント（親エレメント）は正しくこの位置まで完成することに
なります。

プラス記号（＋）

このエレメントは現在のエレメントに含まれており、現在の位置で有効であること
を示します。プラス記号は常に太字のチェックマークの横に表示されます。エレメ
ントを含めることができるのはSGML文書だけなので、この記号はXML文書では
表示されません。

ヒント :含まれるエレメントは、太字のチェックマークで示されるエレメントと同様
に有効ですが、含まれるエレメントだけを別にリストしておくことをお勧めします。
文書に多数の包含があると、他の有効なエレメントを探し出すのが困難になる場合が
あります。
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疑問符（ ?）
このエレメントは、挿入ポイントまたは選択したエレメントのすぐ後のエレメント
と置き換え可能です。このエレメントは、現在の位置では有効ですが、以降の子エ
レメントは無効になります。疑問符の付いたエレメントを挿入すると、現在の（親）
エレメントが完成し、その位置までのエラーは修正されます。ただし、この新規エ
レメント以降のエラーは手動で修正する必要があります。

細いチェックマーク

エレメントは現在のエレメントの後方で有効になります。これらのエレメントのいず
れかを挿入すると、現在の（親）エレメントはこの位置までは適切ですが、完成はし
ていません。前の位置に戻って、足りない子エレメントを追加する必要があります。

記号なし

カタログ内のエレメントに記号が表示されていない場合は、現在の位置、または現
在のエレメント内の後方位置で無効であることを示します。このエレメントは、現
在のエレメント内の前方位置やこのエレメントの外部では、有効である可能性があ
ります。

エレメントカタログには、現在の位置に関するその他の情報を示すために、次のイ
ンジケーターが表示されることもあります。

<TEXT>
この部分にテキストを入力できることを示します。

<UNDEFINED>
現在のエレメントの定義が、文書内に存在しないことを示します。このエレメン
トは、異なるエレメントの定義を含む文書からペーストされた可能性があります
（すべてのエレメントを表示するようにカタログを設定している場合、このイン
ジケーターは表示されません）。

<INVALID>
現在のエレメントの内容が無効であることを示します（すべてのエレメントを表示す
るようにカタログを設定している場合、このインジケーターは表示されません）。

エレメントカタログのボタンを使用すると、空白のエレメントを挿入できるほか、
エレメントを内容に沿って回り込ませたり、既存のエレメントの種類を変更したり
できます。
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構造化文書でのエレメントの作業

構造化文書の情報の基本単位をエレメントと呼びます。エレメントは他のエレメント、
テキスト、グラフィック、表、相互参照およびマーカーを保持します。

文書にエレメントを追加して、文書の構造を作成することができます。また、既存のエ
レメントを様々な方法で編集できます。

構造化されたファイルを開いてFrameMaker文書を作成する場合は、エレメントを追加
する必要はありません。文書には既にエレメントが含まれています。文書のエレメント
を編集したり、さらにエレメントを追加したりできます。

文書を構造化するには、エレメントを文書に追加してから内容を入力する方法と、既存
の内容を選択してエレメントでラップする方法があります。

構造化文書にはエレメント定義があり、それらはエレメントカタログに保存されます。
エレメント定義は、文書に含めることのできるエレメントのタイプごとに使用できる内
容を記述します。エレメントの属性と書式を指定する場合もあります。文書内のすべて
のエレメントの内容がこれらの定義に一致していれば、その文書は有効です。

エレメントに有効な内容

エレメント定義には、エレメントに何が含まれるのかを決定する内容ルールがありま
す。例えば、「Section」エレメントでは、節が「Head」エレメントから始まり、次に
「Para」エレメントが続き、この下に「Para」、「Figure」およびその他の「Section」
エレメントが続くように指定します。「Para」エレメントに、「Text」エレメントおよ
び「CrossRef」エレメントを順不同で使用できるように指定する場合もあります。

エレメントカタログは、太字のチェックマークで現在の位置に有効なエレメントを示し
ます。チェックマークはテキストを<TEXT>タグで使用できることを示します。

2種類のエレメント

エレメントは、使用できる内容によって2つに分類されます。

• コンテナエレメントには、テキストやその他のエレメント、または両方を含めること
ができます。見出しや段落などのコンテナエレメントで文書の構成を組み立てます。

• オブジェクトエレメントは、マーカー、相互参照、システム変数、数式、アンカー
枠などの単一のオブジェクトです。これらのエレメントにテキストを入力したり、
子エレメントを追加したりすることはできません。
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A.コンテナエレメントは角の丸いブロックで表示します。B.オブジェクトエレメントは
角のあるブロックで表示

コンテナエレメントは空白のままで定義することもできます。例えば、表のデザインの
一部として、セルを空白にしておくこともあります。エレメントにスペースやタブなど
の印刷不能文字しか含まれていない場合は、その構造図内のテキストスニペットが<ス
ペース>となります。

エレメントの属性

エレメントには属性を指定できます。属性は、内容に含まれないエレメントの情報を表
すものです。文書で属性を使用する目的は以下のとおりです。

• エレメントの書式設定を制御します。例えば、「List」エレメントの「Type」属性
は「Bulleted」と「Numbered」という2つの値を取ります。
属性によって書式設定情報を指定

• 分類のレベルなどのエレメントに関する記述的な情報を記録します。属性値により、
文書を表示するときに、エレメントを隠すカスタムルーチンを開始することもでき
ます。

• エレメントのソースと参照先の情報を保存し、相互参照などに使用します。
「Section」エレメントに、固有な値を持つ「 ID」という属性を指定する場合もあ
ります。この「Section」エレメントを参照先とする「Cross-Reference」エレメン
トでは「Reference」属性に同じ値が保存されているので、この2つのエレメントの
リンクが維持されます。
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属性が読み取り専用として定義されている場合を除き、属性の値を入力したり、編
集したりできます相互参照で使用される ID属性は、一般的にFrameMakerによっ
て生成されるため読み取り専用です。

エレメント定義を取り込む

文書にエレメント定義が含まれているか不明な場合は、エレメントカタログを開いて、
テキストフロー内をクリックします。カタログ内にエレメントが表示された場合は、
文書にエレメント定義が含まれていることになります。エレメントを表示する場合は、
「すべてのエレメント」オプションを選択する必要がある場合もあります（エレメント／
使用可能なエレメントを設定／「すべてのエレメント」オプションを選択）。

構造化テンプレートを使用する場合は、一般的にその中でエレメント定義を定義します。
ただし、EDDやDTDから直接文書内に取り込むようにアプリケーション開発者から指
示されることもあります。

1) エレメント定義が含まれているテンプレート、EDDまたはDTDを開きます。テン
プレート、EDDまたはDTDは、必ず名前を付けて保存されています。

2) 空の文書を作成するか、更新する文書またはブックを開きます。ブックウィンドウ
がアクティブである場合は、更新する文書を選択します。

3) 更新する文書またはブックで、ファイル／取り込み／エレメント定義を選択します。

4) 取り込み元の文書ポップアップメニューからテンプレート、EDDまたはDTDを選
択します。ポップアップメニューには、開いている文書がすべてリストされます。

5) 特殊書式やブックに関連する変更を削除する場合は、次の操作を行います。

• 変更された書式ルールを削除するには、「更新時に削除」セクションで「変更
された書式ルール」を選択します。この設定は、エレメントのテキストまたは
段落の書式を変更した後で、EDDまたはDTDに記述されている書式に戻す場
合に使用します。

• ブックファイルから継承されたエレメント情報を削除するには、「更新時に削
除」セクションで「ブック内の情報」を選択します。この設定は、以前はブッ
クに含まれていた文書を、独立した文書として使用する場合に使用します。

6) 「取り込み」をクリックします。文書のエレメントカタログにエレメント定義が追
加され、エレメントカタログ内の既存の定義が置き換えられます。
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エレメントを挿入する

エレメントを文書に追加するには、空白のエレメントを挿入して内容を入力する方法と、
既存の内容をエレメントでラップする方法があります。作業を開始する前に、エレメン
トカタログに文書のエレメントが定義されていることを確認してください。

文書の構造がまだ完全に決定していない場合は、「Section」エレメントや「Head」エ
レメントなどの上位エレメントだけを挿入し、この構造をアウトラインとして文書を作
成することをお勧めします。

また、すべてのエレメントを階層構造に従って正確に入力することも、構造ではなく内
容を重視して作業を進め、後で検証してエラーを修正することもできます。

エレメントカタログには、現在の位置で有効なエレメントが表示されます。有効なエレ
メントの範囲を変更することができます。例えば、現在の位置で無効なエレメントを表
示することができます。アプリケーションの開発者に、個々のエレメントに入力できる
内容を確認してください。

エレメント境界を表示するよう設定している場合は、エレメントを挿入またはラップす
ると、ドキュメントウィンドウには一対のエレメント境界が表示され、構造図には新し
いブロックが表示されます。

空白エレメントの境界（左）と新規エレメントのブロック（右）

エレメントカタログを使用してエレメントを挿入する

1) 文書にエレメント定義がない場合は、構造化テンプレート、EDDまたはDTDから
定義を取り込みます。

2) 有効なエレメントの範囲を指定します。

3) エレメントを挿入する場所をクリックします。他のエレメントの間に挿入する場合
は、ドキュメントウィンドウよりも構造図を使用します。
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4) エレメントカタログのエレメントタグを選択し、「挿入」をクリックします。カタ
ログにエレメントが1つしかない場合は、エレメントを選択しなくても「挿入」を
クリックすれば挿入できます。

エレメントタグをダブルクリックして、エレメントを挿入することもできます。

注 : エレメントタグは挿入ポイントで有効なエレメントのみを常に表示します。

5) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されたら、エレメントの属性値を
入力し、「エレメントの挿入」をクリックします。

このダイアログボックスは、挿入するエレメントに属性があり、新規エレメントの
オプションダイアログボックスで新規エレメントの挿入時に属性値を確認するよう
に設定されている場合に限り表示されます。

6) 「Table」、「Marker」、「Graphic」または「Cross-Reference」を挿入すると、
表示されるダイアログボックスにはエレメントについての詳細な情報が表示され
ます。

7) エレメントに内容を追加します。エレメントの挿入中か、文書の構造の組み立て後
に内容を追加できます。

Returnキーを押してエレメントを挿入する

多くの場合、Returnキーを押すとエレメントが自動的に挿入されます。Returnキーを
押すと、次に示す順番で現在のエレメントの定義が条件に一致するかどうかがチェック
されます。

有効なエレメントが1つ
現在の位置で有効な子エレメントが1つだけの場合、Returnキーを押すとそのエレ
メントが追加されます。例えば、「Section」エレメントの下には「Head」エレメ
ントだけが可能なエレメントである場合などです。この方法で本文の段落やリスト
アイテムなど、同じタイプのエレメントを繰り返し追加できます。

有効なエレメントが複数

複数の子エレメントが有効な場合、Returnキーを押すとタグ表示部分がハイライト
表示され、エレメントタグの入力が必要であることを示します。必要なタグが表示
されるまで入力してからReturnキーを押すと、そのエレメントが挿入されます。
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エレメントの最後

挿入ポイントがエレメントの最後にあり、それ以上有効な子エレメントがない場合、
Returnキーを押すと現在の位置より後のアンセスター（上位エレメント）が検索さ
れます。有効なエレメントが見つかった場合、挿入ポイントがアンセスターに移動
し、エレメントが挿入されるか（有効なエレメントが1つの場合）、タグ表示部分
がハイライト表示されます（有効なエレメントが複数の場合）。

その他の条件

以上の条件にまったく該当しない場合は、Returnキーを押すと警告音が鳴り、エレ
メントは挿入されません。

新規エレメント挿入時のオプションを設定する

1) 対象のドキュメントウィンドウまたはブックウィンドウをアクティブにします。ブッ
クウィンドウがアクティブである場合は、対象となる文書も選択します。

2) エレメント／新規エレメントオプションを選択します。

3) 新規エレメントを追加するときに属性値を確認する方法を指定します。

• エレメントを追加するときにすべての有効な属性値を入力するには、「属性値
を常に確認」を選択します。

• エレメントを追加するときに必要な属性値だけを入力するには、「必要な属性
値のみ確認」を選択します。

• エレメントを追加した後で属性値を入力するには、「属性値を確認しない」を
選択します。

4) 新規エレメントとともに自動的に子エレメントを挿入するには、「下位構成エレメ
ントを自動挿入」を選択します。

5) 「設定」をクリックします。

ヒント :新規エレメントの追加をすばやく行うには、「属性値を確認しない」オプ
ションと「下位構成エレメントを自動挿入」オプションを選択します。
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構造化文書にテキストを追加する

ドキュメントウィンドウのテキスト枠内の任意の場所に挿入ポイントを置くことができ
ます。挿入ポイントは構造図の対応する場所にも表示されます。テキストの中に挿入ポ
イントを置く場合は、構造図ではなくドキュメントウィンドウを使用してください。エ
レメントの最初と最後および2つのエレメント間に挿入ポイントを置く場合は、構造図
内でクリックします。

エレメントカタログには、現存のエレメントで使用できるアイテムが表示されます。
<TEXT>がカタログ中にあるときはいつでもテキストを入力できます。

1) 挿入ポイントを次のように置きます。

• テキストの最初か最後に置くには、テキストスニペットの前半か後半の左側か
右側をクリックします。クリックしたあと、三角形の挿入ポイントの左側か右
側の線がテキストの最初か最後を示します。

• 2つのエレメントの間に挿入ポイントを配置するには、 2つのブロックの間の、
エレメントに接続する垂直線の右側をクリックします。

2つのエレメント間にある挿入ポイント

2) 入力を開始します。新規のエレメントを挿入するとき、または構造化されていない
フロー中で新規段落を開始したいとき以外は、Returnキーを押さないでください。

エレメントを編集する

エレメントのタイプの変更、エレメントの並べ替えおよびエレメントの結合と分割など、
様々な方法で文書の構造を編集できます。

文書の一部を編集した後、内容エラーを修正するために、さらに文書の編集が必要とな
る場合があります。例えば、「Section」エレメントを2つに分割した場合、新たに作成
された第2の「Section」エレメントに「Head」エレメントを追加する必要がある場合
があります。構造図を使用して作業しながらエラーを発見する方法と、終了時に文書を
検証する方法があります。
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エレメントを変更する

既存のエレメントを、同じタイプの別のエレメントに変更することができます。例えば、
「Para」エレメントを「Note」エレメントに変更したり、複数の「Para」エレメント
を「ListItem」エレメントに変更して「List」エレメント内に含めたりします。

ただし、すべてのエレメントを別のエレメントに変換できるわけではありません。例え
ば、テキストが含まれる「Para」エレメントを、同じテキストを含む「Marker」エレ
メントに変更するとき、エレメントの名前は変更されますが、テキストはマーカーテキ
ストには変換されません。

注 :内容を表に変更する場合は、エレメントを変更するのではなく、表／表に変換
を使用してテキストを変換します。

エレメントのタイプの変更

1) エレメントを選択します。同じタグのエレメントに限らず、複数のエレメントを選
択できます。すべてのエレメントのタイプが変更されます。ただし、エレメントの
子は変更されませんが、親が変更されたために無効となる場合があります。

2) エレメントカタログのエレメントタグを選択し、「変更」をクリックします。エレ
メントの属性が無効になり、修正する必要がある場合もあります。

エレメントを結合する

複数のエレメントを1つのエレメントに結合できます。結合により、第1のエレメントの
最後に第2のエレメントの内容（すべての子エレメントを含む）が配置されます。

2つの「Section」エレメントの結合前と結合後

エレメントの結合後に、文書を編集する必要がある場合があります。

注 :複数の表セルを結合する場合は、セルを結合するのではなく、表／セル連結を
使用します。セル以外の表パーツは結合できません。
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1) 結合するエレメントを選択します。エレメントのタイプは異なっていてもかまいま
せんが、兄弟の隣り合ったエレメントである必要があります。

2) エレメント／結合を選択します。

結合では、最初のエレメントの属性だけが保持されます。

エレメントを分割する

1つのエレメントを、同じタグを持つ2つの同レベルのエレメントに分割できます。例え
ば、「Section」エレメントを2つに分割することができます。

「Section」エレメントの分割前と分割後

エレメントの分割後に、文書を編集する必要がある場合があります。上記の例では、分割
後、2番目の新しい「Section」エレメントに「Head」エレメントを追加します。

注 :表パーツ（行やセルなど）であるエレメントは分割できません。

1) エレメントを分割する位置をクリックします。挿入ポイントよりも後の内容が、新し
い第2のエレメントになります。

2) エレメント／分割を選択します。

分割すると、同じ属性値を持つ2つのエレメントが作成される場合があります。ただし、
元の属性に固有の IDがある場合、第2のエレメントにはその ID値はありません。
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既存の内容に対してエレメントをラップする

文書の内容を新しいエレメントでラップすることで、既存の内容に構造を追加できます。
内容は、他のエレメントを含めて文書のどの部分でも構いません。エレメントの内容の
書式は、エレメントの書式ルールに従って設定されます。

注 :表の一部のためのエレメント（列やセルなど）の内容はラップできませんが、
セルや表タイトル内の他のエレメントやテキストはラップできます。テキストとエレ
メントを表に変換する場合は、ラップするのではなく、表／表に変換を使用します。

エレメントをラップした後で、構造化エラーを修正するために文書を編集する必要があ
る場合があります。例えば、「Head」エレメントを必要とする「Section」エレメント
に「Para」エレメントをラップする場合、「Head」エレメントを挿入する必要があり
ます。

エレメントカタログを使用してエレメントをラップする

1) エレメントでラップする内容を選択します。テキストを選択する場合は、ドキュメ
ントウィンドウを使用します。すべてのエレメントを選択する場合は、構造図を使
用します。

2) エレメントカタログのエレメントタグを選択して「ラップ」をクリックします。

3) 新規エレメントの属性ダイアログボックスが表示されたら、エレメントの属性値を
入力し、「エレメントの挿入」をクリックします。

このダイアログボックスは、挿入するエレメントに属性があり、新規エレメントの
オプションダイアログボックスでエレメントの挿入時に属性値を確認するように設
定されている場合に限り表示されます。

文書全体を通してエレメントをラップする

1) ドキュメントウィンドウを使用して、段落内のテキスト範囲、システム変数および
その他のアイテムをラップします。構造図に表示されるエラーは無視してください。
エラーの多くは、最下位のレベルを親エレメントでラップするときに修正されます。
また、残りのエラーは作業の終了時に修正できます。

2) エレメント内の段落、見出しおよびその他の段落レベルのアイテムをラップします。

3) 構造図を使用して、「Section」や「List」などの親エレメントにあるエレメントを
ラップします。
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ラップをすると、既存の非構造化文書に手動で構造を適用するときに役立ちます。文書
の最初のエレメントをラップすると、構造図の表示が直ちに変化し、次のようなデフォ
ルトの無効な構造が表示されます。

• 初めにラップしたのが有効な最上位レベルのエレメントの内容ではない場合は、
「NoName」というタグの最上位レベルのエレメントが追加されます。これは、有
効な最上位レベルのエレメントのためのプレースホルダーです。

• すべての表は構造化され、「TABLE」および「ROW」などのデフォルトのエレメ
ントタグが追加されます。

• オブジェクトは、「CROSSREF」、「GRAPHIC」および「EQUATION」などの
デフォルトタグ付きエレメントになります。

• 脚注は「FOOTNOTE」エレメントとなります。

• ルビテキストは、「 RUBI」エレメントおよび「 RUBIGRP」エレメントになり
ます。

注 :変数とマーカーは、構造化オブジェクトエレメントにはなりません。

文書の構造は、エレメントのラップが終了した後に修正できます。

ヒント :アプリケーション開発者によって文書の変換表が設定されている場合は、
変換表を適用して文書内のすべてのエレメントを一度にラップすることができま
す。この方法を使用すると、テキストを手動でラップするよりも大幅に作業時間を
短縮できます。

エレメントの内容のラップ解除

ラップを解除するとエレメントは削除されますが、その内容は文書の同じ場所に残り
ます。通常、エレメントのラップ解除は、文書を大幅に編集するときに使用します。例
えば、「ListItem」エレメントを「Para」エレメントに変換する場合、最初に親エレメ
ントである「List」のラップを解除する必要があります。その後で、編集／検索・置換
を使用して「ListItem」エレメントを「Para」エレメントに変換します。

「ListItem」エレメントのラップ解除前と解除後
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エレメントのラップ解除後に、文書を編集する必要がある場合があります。上記の例
では、「ListItem」エレメントを有効なエレメントに変更するか、再度ラップする必要
があります。

注 :表パーツ（行、セルなど）であるエレメントは分割できません。

1) ラップ解除する内容が含まれているエレメントを選択します。

2) エレメント／ラップ解除を選択します。

エレメントを移動またはコピーする

構造図でブロックをドラッグすることにより、エレメントを文書内の別の位置に移動で
きます。エレメントを移動またはコピーすると、内容とディセンダント（下位エレメン
ト）もエレメントと共に移動またはコピーされます。この操作は、クリップボードの内
容には影響しません。

ヒント :多数のディセンダントを持つエレメントを移動する場合は、まずそのエレ
メントを縮小表示に切り替えます。構造図でShiftキーを押しながらエレメントをク
リックすると、そのすべての兄弟エレメントを縮小表示または展開表示できます。
Altキーを押しながらエレメントをクリックすると、その子エレメントを展開表示
または縮小表示できます。

また、エレメントを移動またはコピーするには、エレメントをクリップボードへカットまた
はコピーし、同じ文書や他の文書（複数の文書でも可）にペーストします。あるエレメント
を別の文書からペーストする場合、コピー先の文書ではそのエレメントが定義されていない
場合があります。エレメントの定義を追加しない場合は、そのエレメントを有効なものに変
更してください。ブックファイルではエレメントのカット＆ペーストはできません。

1) 次のいずれかの操作を行います。

• エレメントを移動するには、エレメントのブロックを移動先にドラッグします。

• エレメントをコピーするには、 Alt キーを押しながらエレメントのブロックを
移動先にドラッグします。

コピーするブロックをドラッグするとき、ポインターは白抜きの重なった上下の矢
印に変わります。水平の矢印は、マウスボタンを放したときにコピーが配置される
位置を示します。
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移動するブロックをドラッグするとき、ポインターが黒い上下の矢印に変わります。
矢印は、マウスボタンを放したときにブロックが配置される位置を示します。

矢印が示す位置でそのエレメントが有効な場合は、ブロックの中にチェックマーク
または疑問符が表示されます。

エレメントを1つ分移動する

1) エレメントのブロックを横または上下に少しドラッグします。わずかな距離をドラ
ッグすると、ポインターは矢印に変わります（大きく動かすと、矢印は上下の矢印
に変わります）。

「List」エレメントを1つ分移動する前と後

マウスボタンを放すと、次に示すように、エレメントは矢印の方向へ1つ分移動し
ます。

• エレメントを上に移動すると、そのエレメントの直前の兄弟エレメントの上に
配置されます。下に移動すると、そのエレメントの次の兄弟エレメントの下に
配置されます。

• エレメントを左に移動すると、その親エレメントの兄弟になります。エレメント
を右に移動すると、そのエレメントの前にある兄弟エレメントの子になります。

階層構造エレメントの挿入

エレメントのクイックカタログを使用すると、エレメントの複数のレベルを選択し挿入
することができます。クイックカタログでエレメントを選択すると、選択したエレメン
ト内で利用可能なエレメントが表示されます。

Enterを押し、ポインターまたは矢印キー（またはポインター）を使用して挿入するエレ
メントの階層を選択します。ポインターの位置で有効なエレメントが1つだけある場合、
Enterを押すと、FrameMakerはエレメントを挿入します。
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次のキーを使用して、クイックカタログでエレメントの階層を移動します。

クイックカタログ内のエレメントのリストが、使用可能なエレメントを設定ダイアログ
の設定に従って表示されます。「エレメント説明タグを表示」が選択されている場合、
カタログ内のエレメントのツールヒントにエレメントの説明が表示されます。

階層構造エレメントの挿入は、EDDで指定されたとおり、階層内で最後に選択されたエ
レメントの自動挿入を処理します。最後のエレメント以外にエレメントの自動挿入のル
ールがある場合、それらのルールは無視されます。

階層構造エレメントの挿入

A.エレメントの階層を選択しますB.エレメントがグループとして挿入されます

キー \キーアクション ナビゲーションおよびアクションの種類

エレメント内にカーソルを配置し、
「入力」を押します

クイックカタログを表示します

右向き矢印 選択したエレメント内で利用可能なエレメントが表示されます

左矢印 1レベルのエレメントの階層を非表示にします

タブ 下にスクロール

shift+tab 上方向にスクロール

英字 \英字の組み合わせ 1英字または複数英字の組み合わせを入力してエレメントを選
択します。例えば、Bを押してBodyを選択し、TとOを押し
てTopicに移動します。
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テキストを選択しコピーする

フロー内のテキストを選択する

フロー内のすべてのテキストを選択する場合は、フロー内をクリックして、編集／フロ
ー内のすべてを選択を選択します。

構造化ドキュメントウィンドウ内のテキストを選択する

ドキュメントウィンドウで、エレメント全体および文書の内容の任意の部分を選択でき
ます。対応する選択部分が構造図にも表示されます。

エレメントが内容を含む場合は、エレメント自体を選択することなく、内容の一部また
は全部を選択できます。エレメントがシングルオブジェクト（「 Graphic 」や「
Cross-Reference」など）から成る場合は、エレメント全体を選択します。

エレメント全体を選択すると、その内容も同時に選択されます。

ヒント :エレメントの開始位置と終了位置が確認できるように、エレメント境界を
表示して作業してください。選択後、選択部分の親エレメントの正しいタグ名をス
テータスバーでチェックします。タグ名の完全パスは「E:」というテキストの後に
ブレットクラムとして表示されます。

1) エレメントのテキストを選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• エレメント自体を選択せずにエレメント内のテキストを選択するには、テキスト
範囲の上をドラッグします。エレメント境界をまたいでドラッグしないように注
意してください。エレメント境界をまたぐと、エレメント全体が選択されます。

• 1 つのエレメントを選択するには、エレメント内の任意の場所からそのエレメ
ント境界の外にドラッグします。

• 複数のエレメントを選択するには、エレメントの上をドラッグします。境界線
の少なくとも一方の上をドラッグされたエレメントが選択されます。

構造図内のエレメント内容を選択する

構造図でエレメント全体またはエレメントの内容を選択できます。対応する選択部分が
ドキュメントウィンドウにも表示されます。

エレメントが内容を含む場合は、エレメント自体を選択することなく内容全体を選択でき
ます。エレメントが、「Graphic」、「Cross-Reference」などのシングルオブジェクト
の場合は、エレメント全体を選択します（内容を含むことのできるエレメントは角の丸い
ブロックで表示されます。シングルオブジェクトは角のあるブロックで表示されます）。
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エレメント全体を選択すると、その内容も同時に選択されます。

1) エレメントの内容を選択するには、次のいずれかの操作を行います。

• 1つのエレメントを選択するには、ブロックの中央部分をクリックします。

• 複数のエレメントを選択するには、最初のブロックをクリックして、 Shift キ
ーを押しながら他のブロックをクリックします。このエレメントに接続する垂
直線の右側にドラッグすることもできます。選択する最初のエレメントから開
始し、最後のエレメントまでドラッグします。

• エレメント自体を選択せずに、下の階層を持たないエレメントの内容を選択す
るには、テキストスニペットをダブルクリックします。

• エレメント自体を選択せずに、下の階層を持つエレメントの内容を選択するに
は、第1レベルの子エレメントに接続している垂直線の右側をダブルクリック
します。

エレメントを削除する

エレメントは、内容があるかどうかにかかわらず、削除することができます。例えば、
「Section」エレメントとその内容の両方を削除したい場合もあれば、内容を別のエレメ
ントに移動できるように、内容を残して「Section」エレメントだけを削除したい場合も
あります。

テキストや他のエレメントを含むように定義されたエレメントの場合は、内容を削除し
て空白のエレメントとして文書に残しておくことができます。シングルオブジェクトの
エレメントには内容がないので、エレメント全体を削除する必要があります。

• エレメントとその内容を削除するには、エレメントを選択し、 Delete キーを押し
ます。

• エレメントを削除し、内容を残すには、エレメントを選択し、エレメント／ラップ
解除を選択します。必要に応じて、内容の書式が再設定される場合があります。

• 内容を削除し、エレメントを残すには、内容を選択し、Deleteキーを押します。

• エレメントと内容を削除し、別のエレメントに置き換えるには、エレメントを選択
します。次に、置き換えるエレメントをエレメントカタログで選択し、「挿入」を
クリックします。新しい空白のエレメントによって、選択したエレメントとその内
容が置き換えられます。
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• 段落書式と文字書式に基づいて文書を作成するために文書からすべてのエレメント
を削除するには、構造／フローから構造を削除を選択します。文書内に他にも構造
化フローがある場合は、各フローに対してこのコマンドを実行します。

現在のテキストフローからすべてのエレメントが削除されます。エレメントカタロ
グの書式変更リストによって書式が作成または変更されている場合は、削除された
エレメントは文書の書式変更となります。

注 :削除された各エレメントのバリエーションに対応する名前付きの書式を作成し
てカタログに保存するには、「書式の適用と作成」コマンドを使用します。

属性値を割り当てる

属性には、文書の内容には表示されない、エレメントに関する補足情報が保存されてい
ます。構造図に属性とその値を表示できます。

構造図に表示された属性

属性の定義には、使用可能な値のタイプ（テキストや数値など）が指定されています。
可能な値のリストまたは数値の範囲が指定されていることもあります。

値は属性の定義によって、オプション、必要、読み取り専用のどれであるかが決まりま
す。初期設定値が指定されていることもあります。属性が読み取り専用でない場合は、
属性値を指定できます。

属性の現在の値が定義の指定に適合しない場合、その属性は無効になります。

注 :相互参照で使用する「 ID」属性と「 ID参照」属性をFrameMakerが自動的に
設定するように指定できます（これらの属性は読み取り専用として定義されます）。
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エレメント挿入時に属性値を入力する

特に必要な属性や書式に影響する属性の値などは、エレメントを挿入するときに入力し
ます。オプションの属性は後で入力してもかまいません。

エレメント定義文書（EDD）で使用されているフォントの属性値には、特定の単位を使
用する必要があります。例えば、「横方向のオフセット」の値がemスペースのパーセン
テージとして設定されている場合、「5pt」と入力すると、オフセットは5ptではなく、
emスペース5個分になります。

属性値を入力するときは、マルチバイト（アジア言語）文字を使用しないでください。
マルチバイト文字は、SGMLワークフローではサポートされていないため、SGMLに正
しく書き出されないことがあります。

注 :属性名では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされています。

1) エレメントの挿入時に属性値を入力するためのダイアログボックスが表示されるよ
うに設定してください。

2) エレメントを挿入します。エレメントに属性が定義されているときは、新規エレメ
ントの属性ダイアログボックスが表示され、エレメントに定義されているすべての
属性（読み取り専用の属性を除く）の一覧が表示されます。

3) 値を指定するすべての属性について、「属性」スクロールリストから属性を選択し、
「属性値」ボックスに値を入力してEnterキーを押します。必要な属性の場合は、
エレメントを有効にするために必ず値を入力してください。

属性に定義済みの値のセットがある場合は、値を入力するのではなく、属性値ポッ
プアップメニューから選択します。

入力可能な値（テキストや数値など）は、属性のタイプによって異なります。

選択した属性の説明（属性のタイプ、値が必要かどうかなど）は、ダイアログボッ
クスの「属性値」セクションの下に表示されます。

4) 「エレメントを挿入」をクリックします。

文書内の既存エレメントの属性値を入力または編集する

属性値ではなく、属性名を変更する必要がある場合は、編集／検索・置換を使用します。
この操作が必要となるのは、取り込んだエレメント定義の中で、同じ意味の異なる属性
名が（例えば、「SecurityLevel」や「Security」など）使用されている場合です。エレ
メントに対して新しい属性名を定義する必要があります。
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1) 属性値を変更するエレメントを選択します。

同じタイプのエレメントを複数選択し、すべてのエレメントに属性値の変更が適用さ
れます。ただし、エレメントは連続している必要があります。例えば、「Security」
属性を持つ「Para」エレメントが並んでいる場合、すべての「Para」エレメント
のこの属性の値を一度に変更できます。

2) 構造図で属性名または属性値をダブルクリックし、属性ダイアログボックスを開き
ます。

または、エレメント／属性の編集を使用して、属性モーダルポッドにアクセスし
ます。

3) 入力または編集する属性値ごとに、「属性」スクロールリストから属性を選択し、
「属性値」ボックスに値を入力してEnterキーを押します。

属性に定義済みの値のセットがある場合は、値を入力するのではなく、属性値ポッ
プアップメニューから選択します。

属性の固有 IDを自動生成する

FrameMakerでは、固有 IDの自動割り当て先である構造化アプリケーション内のエレメ
ントを定義できます。例えば、id属性を持ったsectionエレメントが構造化アプリケー
ションに含まれているとします。構造化文書にsectionエレメントを追加するたびに
FrameMakerが固有 IDを確実に自動生成するように設定したルールを作成できます。
すると、FrameMakerはその IDをsectionエレメントのid属性に割り当てます。

構造化アプリケーションの自動生成に関するルールを定義する

1) 「エレメント／設定ファイルメーカーを起動」を選択します。

2) 設定ファイルの設定ダイアログで、 IDの生成ルールを定義します。

ID接頭辞
FrameMakerが自動生成するIDの前に追加されるテキストと番号の組み合わせです。

IDを属性に割り当てる
FrameMakerが自動生成された IDを割り当てる属性の名前です。

注 : FrameMakerが IDを割り当てる属性を指定することができます。

どの属性に IDが割り当てられるのかをFrameMakerに任せる場合は<auto>を選択
します。
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エレメントの場合

上記の属性を含むエレメント名をリストに入力することで、FrameMakerは指定し
たエレメントだけに IDを割り当てます。

注 : 新しいエレメント名を入力するにつれてエレメントのリストが増加します。
つまり、「 IDを属性に割り当てる」で指定した属性を含み、FrameMakerが
IDを割り当てるエレメントを好きなだけリストに入力できます。

属性を持つエレメントの場合

属性の値を使用してエレメントを指定することもできます。

これは、指定された属性を含むすべてのエレメントにFrameMakerが IDを割り当
てていることを確認するために属性名を定義できることを意味します。例えば、
FrameMakerがaudienceという属性を持つすべてのエレメントにIDを確実に割り
当てるようにすることができます。ただし、IDは上記の「IDを属性に割り当てる」
フィールドで指定した属性に割り当てられます。

また、上記の属性のルールに属性値を追加することもできます。例えば、
FrameMakerがaudienceという属性およびadminという値を持つすべてのエレメ
ントに IDを確実に割り当てるようにすることができます。

さらに、複数の値を指定するとFrameMakerはそのいずれかの値に基づいて IDを
割り当てます。audienceの例については、adminまたは end-userとして値を指定
できます。この場合、エレメントにaudience属性が含まれており、属性の値が
adminまたは end-userである場合は、 IDが割り当てられます。

注 : 新しい属性名を入力するにつれて属性リストが増加します。

3) 「保存」または「別名で保存」をクリックして、設定ファイル（ .xml）に ID生成
ルールを保存します。

既存の設定ファイルで定義されたルール一式を読み込むには、「設定ファイルを読
み込む」をクリックします。

4) これで、設定ファイルを構造化アプリケーションに追加できます。
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属性の種類

属性値として使用できる値の種類は、属性のタイプによって決まります。例えば、整数
として定義されている属性の場合、「version 1」という値は無効ですが、「1」という
値は有効です。数値（整数、実数など）の場合は、属性定義であらかじめ定義された範
囲に限定されることもあります。

choice
値のリストが定義されている属性です。

ID参照
他のエレメントからの固有ID値を値として持つ属性です。一般的に、エレメントの
相互参照に使用されます。

ID参照（複数）
他のエレメントからの1つ以上の固有 ID値を値として持つ属性です。ソース情報を
示す複数の値を使用する構造化アプリケーションに書き出す場合は、開発者によっ
てこの属性が指定されていることがあります。

整数

整数値（小数部分なし）を取る属性です。22、 -22、+322などが有効な整数の例
です。範囲の制限を設けることもできます。

Integers

1つ以上の整数の値を取る属性です。「属性値」ボックスに 1行ずつ数字を入力し
ます。

実数

実数の値を取る属性で、小数部分を含むときと含まないときがあります（値は科学
的記数法で表示することもできます）。2、22.4、-0.22、2.3e-1などが有効な実数
の例です。範囲の制限を設けることもできます。

Reals

1つ以上の実数の値を取る属性です。「属性値」ボックスに 1行ずつ数字を入力し
ます。

文字列

連続した文字（テキスト）の値を取る属性です。
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記号列

1つ以上の文字列の値を取る属性です。「属性値」ボックスに1行ずつ文字列を入力
します。

固有 ID
固有テキスト文字列を値として取る属性です。1つのエレメントには1つの ID属性
（「固有ID」または「固有ID（複数）」）しか存在しません。すべてのID値は、
文書またはブック内で固有である必要があります。固有のID属性を持つエレメント
を、エレメントの相互参照のソースとすることもできます。

固有 ID（複数）
1つ以上の固有テキスト文字列を値として取る属性です。「属性値」ボックスに1行
ずつ文字列を入力します。ソース情報を示す複数の値を使用する構造化アプリケー
ションに書き出す場合は、開発者によってこの属性が指定されていることがあり
ます。

属性値をコピーする

クリップボードを使用して、あるエレメントから別のエレメントに属性値をコピー＆ペ
ーストできます。対応する属性が定義されていないエレメントに値をコピー＆ペースト
すると、その属性は無効になります。エレメントの相互参照を維持するには、 ID属性の
値はペーストしないでください。

属性を別の文書からコピーする場合、現在の文書ではその属性が定義されていないこと
があります。

1) コピーしたい属性値を持つエレメントを選択して、編集／特殊コピー／属性値を選
択します。エレメントに関連付けられたすべての属性値がクリップボードにコピー
されます。

2) 別のエレメントを選択して編集／ペーストを選択します。

3) （オプション）別の文書からコピーした未定義の属性を削除するには、未定義の属
性が含まれているエレメントを選択して属性ダイアログボックスを開き、属性を選
択して「属性を削除」をクリックします。次に表示されるダイアログボックスで、
現在のエレメントまたはこの属性を持つすべてのエレメントから属性を削除します。
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エレメントと属性を検索し編集する

構造化文書内のエレメントと属性を検索する機能は、エレメントと属性を把握したい場
合や、すばやく変更したい場合に便利です。検索は複数のエレメントや属性に同じ変更
を加えるときに、特に便利な機能です。

また、FrameMakerでは、テキストの文字列、特定の書式、非決定の相互参照、エレメン
トではないオブジェクト（アンカー枠など）をはじめ、多くのアイテムを検索できます。

注 :検索・置換機能では、Unicodeテキストエンコード規格がサポートされてい
ます。

エレメントタグ、属性名、属性値を検索する

エレメントタグ、属性名、属性値を、個別に、または組み合わせて検索できます。例え
ば、「List」というタグの付いたエレメントを検索して、すべての「List」エレメントを
検索します。また、「Security」属性が「Classified」に設定されている「List」エレメ
ントだけを検索するように限定することも可能です。

1) 編集／検索・置換を選択します。

2) 検索ポップアップメニューから「エレメント」を選択します。

3) エレメントを検索ダイアログボックスで、必要なオプションを選択します。

このダイアログボックスの設定は、様々な組み合わせで使用できます。以下にその
例を示します。

• すべてのエレメントを検索するには、 3つのボックスをすべて空白のままにし
ておきます。

• 特定のエレメントを検索するには、エレメントタグを入力し、属性名と属性値
のボックスは空白のままにします。

• 特定の属性を持つすべてのエレメントを検索するには、属性名を入力し、エレ
メントタグと属性値のボックスは空白のままにします。

• 特定の属性値を持つすべてのエレメントを検索するには、属性値を入力し、エ
レメントタグと属性名のボックスは空白のままにします。

• 特定のエレメントと属性の組み合わせを検索するには、エレメントタグを入力
して属性名を選択します。
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• 特定のエレメントと属性値の組み合わせを検索するには、エレメントタグを入
力して属性名と属性値を選択します（属性のタイプが「選択」の場合は、値を
入力します）。

• 値のない属性を持つ特定のエレメントを検索するには、エレメントタグを入力し
て属性名を選択し、属性値ポップアップメニューから「値なし」を選択します。

検索を制限しない場合は、ボックスを空白にしておきます。ボックスが空白の場合
は、「任意のエレメント」の検索、または「任意の属性」や「任意の値」のいずれ
かを指定したのと同じことになります。

4) 「設定」をクリックします。

5) 検索・置換ダイアログボックスで、「大文字・小文字を区別」、「単語で検索」、
「ワイルドカードを使用」または「逆方向へ検索」を選択します。

6) 「検索」をクリックします。

注 :メインフローの検索後に、他のテキスト枠やテキスト行が検索されます。検索
はフロー単位で行われるので、文書のあちこちにジャンプしているように見えるこ
とがあります。

検索したエレメントまたは属性を変更する

エレメント、属性または属性値を検索した後に、別のエレメント、属性または属性値で
置き換えることができます。例えば、「SecurityLevel」属性の値を「Declassified」か
ら「Top Secret」に一括変更することができます。

文書内のアイテムを置換するとき、個々のアイテムを検索しながら置換する方法と、文書
全体を一括して自動的に置換する方法があります。

ヒント :別の文書からアイテムをペーストした場合や、新しいエレメント定義を取
り込んだ場合は、「検索・置換」コマンドを利用すると文書を正常な状態に戻すこと
ができます。例えば、構造化していない文書から表をペーストすると、表と表パーツ
にはデフォルトの無効なエレメントタグが付きます。「検索・置換」を使用して、
「Cell」エレメントを、例えば「TableCell」エレメントに置換します。

1) 編集／検索・置換を選択します。

2) 検索・置換ダイアログボックスの検索ポップアップメニューから「エレメント」を
選択します。
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3) エレメントを検索ダイアログボックスで、必要なオプションを選択してから「設定」
をクリックします。次に、検索・置換ダイアログボックスの置換ポップアップメニ
ューからオプションを選択し、置換後のタグまたは値を入力します。

エレメントを検索ダイアログボックスと置換ポップアップメニューは組み合わせて
使用します。以下は、使用可能な組み合わせの例の一部です。

• あるエレメントを別のエレメントに置換するには、エレメントを検索ダイアロ
グボックスでエレメントタグを入力し、「属性」と「属性値」は空白のままに
しておきます。次に、置換ポップアップメニューから「エレメントタグ」を選
択し、エレメントタグを入力します。

• ある属性を別の属性に置換するには、属性名を入力し、「エレメントタグ」と
「属性値」は空白のままにしておきます。次に、「属性名」を選択し、そのエ
レメントに定義されている属性名を入力します。

• ある属性値を別の属性値に置換するには、属性値を入力し、「エレメントタグ」
と「属性」は空白のままにしておきます。次に、「属性値」を選択して値を入
力します。

• 指定した名前の属性を別の属性に置換するには、属性名を入力し、「エレメン
トタグ」と「属性値」は空白のままにしておきます。次に、「属性値」を選択
して値を入力します。

• 特定の属性値を持つ特定のエレメントを別のエレメントに置換するには、エレ
メントタグを入力し、属性名と属性値を選択します。次に、置換ポップアップ
メニューから「エレメントタグ」を選択し、エレメントタグを入力します。

• 特定の属性値を削除するには、属性値を入力し、「エレメントタグ」と「属性」
は空白のままにしておきます。次に、「属性値」を選択し、「選択」ボックス
は空白のままにしておきます。

指定した置換が不可能な場合、（例えば、エレメントタグを削除しようとした場合）
問題を説明する警告メッセージが表示されます。

4) 「検索」をクリックします。

5) 検索するエレメントや属性が見つかったときは、以下の操作のいずれかを行います。

• 置換は行うが、検索を続行しない場合は、「置換」をクリックします。

• 置換を行って検索を続行する場合は、「置換して検索」をクリックします。

• 一括して置換するには、文書全体を対象とするのか現在の選択範囲だけを対象
とするのかを指定して、「一括置換」をクリックします。
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文書構造内のエラーを検索して修正する

構造フロー内のエラーは、構造の問題（エレメントの位置が無効など）や、無効な属性
（必要な値が指定されていないなど）がある場合に発生します。構造図で、縮小表示さ
れているエレメントの構造の中に無効な内容がある場合は、エレメント名の左のプラス
記号（+）が赤で表示されます。

また、文書を検証してエラーを見つけることもできます。エラーの位置を確認したら、
エレメントカタログと構造図を参照しながらエラーを修正してください。

エレメント内のテキストの書式を変更した場合、そのエレメントは書式ルールに一致し
なくなることがあります。

構造図を使用してエラーを検索する

文書のエレメント定義の内容ルールと属性記述に一致しないエレメントがある場合は、
構造図でエラーを確認することができます。

不明エレメント

エレメント定義で必要とされる子エレメントの所在が不明の場合、垂直線上の子エ
レメントが存在するべき場所に、小さな赤い正方形が表示されます。

必要な子エレメントがありません

無効な位置にあるエレメント

あるエレメントが内容ルールで許可されていない位置にある場合、垂直線はこのエ
レメントから親エレメントの最後まで破線で表示されます。

「Para」エレメントはこの位置では無効です

未定義のエレメント

文書内で定義されていないエレメントの場合、ブロックが赤く表示されます。このエ
ラーは、他の文書からエレメントをペーストしたときに発生することがあります。
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無効な属性

属性の値が無効な場合や、文書内で定義されていない属性の場合、属性名の左に赤
いx印が表示され、値が赤で表示されます。

「DraftVersion」属性が無効です

必要な値が所在不明の属性

属性の値がない場合は、属性名の右に<値なし>と表示されます。属性の値が必要
な場合は、<値なし>は赤で表示され、その隣に赤い正方形が表示されます。

「XRefLabel」属性に必要な値がありません。

文書を検証する

文書を検証するとき、文書のエレメント定義に記述されている属性ルールや内容ルール
に一致しないエレメントが検索されます。エラーが検出されると、エレメントが選択さ
れ、エラーの説明が表示されます。

文書全体、現在のフローまたは現在のエレメントを検証できます。現在のエレメントを
検証する場合、子エレメントのディセンダントはチェックされません。例えば、次の図
の「Section」エレメントを検証する場合、「Head」エレメント、2つの「Para」エレ
メント、「List」エレメントは検証されますが、「List」エレメントの下にある「 Item」
エレメントは検証されません。

「Section」の子エレメントだけを検証します
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文書にコンディショナルテキストがある場合は、表示されているバージョンだけが検証
されます。

すべての構成ファイルを含むブック全体、ブックファイルのみ、ブックファイルの現在
のエレメントのみを検証できます。

1) 構造／検証を選択します。

2) 「文書 / ブック全体で」、「ブックエレメントのみ」、「現在のフローに対して」
または「現在のエレメント」を選択して検証範囲を指定します。

3) 所在不明のエレメントや属性値を検索対象から除外するには、「所在不明のエレメ
ントを無視」または「所在不明の属性値を無視」を選択します。

これらの設定を選択すると、FrameMakerは必要な子エレメントや属性値が不明な部
分は検索しません。まだ文書が完成していない場合に、これらを選択してください。

4) 「チェック開始」をクリックします。

現在のエレメントの先頭からチェックが開始されます。現在のエレメントだけを検
証する場合は、挿入ポイントがあるエレメントまたは選択されているエレメントが
チェックされます。複数のエレメントが選択されている場合は、その中の最初のエ
レメントがチェックされます。

5) エラーが検出された場合、再度「チェック開始」をクリックすると検証を続行し
ます。

エレメント検証ダイアログボックスの上部に、エレメントタグおよびエラーについ
ての簡単な情報が表示されます。

エラーを修正または無視するか、「特殊ケースとして使用」をクリックすることが
できます。特殊ケースとして処理すると、次に文書を検証するとき、このエラーは
検出されません。

6) エラーが検出されなくなるまで、手順5までの操作を繰り返します。

文書の最後に到達すると、最初に戻って検証を続行します。フローの最後に到達すると、
次のフローがチェックされます。

注 :ブックを検証する際、FrameMakerはブック内のファイルに無効な内容が含ま
れているかを検証しますが、詳細を確認するためには、ファイルを開いて検証する
必要があります。
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EDDのエレメントの検証には、 if-then節の属性の検証も含まれています。例えば、属性
に使用できる値が、A、BまたはCで、コンテキストルールで、If [attrval = “D”]
が指定されているとします。これは、エレメント定義の取り込み時に、エラーとしてフ
ラグされ、無効な構造として報告されます。

同様に、エレメントのテキスト書式ルールまたは接頭辞および接尾辞ルールがコンテキ
スト仕様で属性名を使用する場合、属性の名前とケースはエレメント定義の属性定義と
同じである必要があります。

属性値が以前と同じ値に変更される場合、この操作は変更としてフラグされません。この
変更により、値の不必要なチェックが削減されパフォーマンスが向上します。

すべての特殊ケースを解除する

1) 構造／検証を選択します。

2) 「特殊ケースを解除」をクリックします。ダイアログボックスで選択した範囲
（文書、フローまたはエレメント）の特殊ケースが解除されます。

検証時のエラーメッセージ

以下のエラーメッセージは、エレメント検証ダイアログボックスの上部に表示されます
（説明文でのタグはエレメントタグを、名前は属性名を、値は属性値を表します）。

現在のフローは構造化されていません

現在のフローにはエレメントがありません。

エレメントが定義されていません

エレメントが文書内に定義されていません。別の文書からエレメントをコピーした
可能性があります。

タグの前にエレメントがありません

このエレメントの前の、少なくとも1つの必要なエレメントの所在が不明です。

最後に内容がさらに必要です

現在のエレメントの最後に、少なくとも1つの子エレメントが必要です。

現在のエレメントがありません

挿入ポイントがないか、選択範囲がありません（このメッセージは、範囲を「現在
のエレメント」に設定しているときに表示されます）。
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現在のフローがありません

挿入ポイントがないか、選択範囲がありません（このメッセージは、範囲を「現在
のフロー」に設定しているときに表示されます）。

最上位エレメントではありません

このエレメントを文書の最上位に置くことはできません。

<TEXT>はこのエレメントでは許可されていません
エレメントにテキストが含まれていますが、テキストは使用できません。

<TEXT>はこの位置では有効ではありません
エレメントにはテキストが使用できますが、この位置では無効です。

属性「名前」は未定義の ID値を参照しています
属性は「ID参照」ですが、文書内（ブックを検証しているときはブック内）に存在
しない「固有 ID」値を指しています。

属性「名前」はこのエレメントに定義されていません

このエレメント定義には「名前」属性が含まれていません。

このエレメントは（タイプ）である必要があります

このエレメントのタイプが正しくありません。タイプは「グラフィック」、「マー
カー」、「相互参照」、「数式」または「システム変数」のいずれかです。例えば、
「Cross-Reference」エレメントが、相互参照ではなくテキストで構成されている
可能性があります。

属性「名前」の値はタイプである必要があります

属性値がこの属性には使用できないタイプです。

「名前」の属性値はnとnの間である必要があります
属性の数値が指定された範囲の外にあります。

属性「名前」の値は許可された選択ではありません

属性の値は、ポップアップメニューから選択可能な有効な値の1つと一致する必要
があります。
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属性「名前」の値は固有である必要があります

「固有ID」の値は文書またはブック内のすべてのエレメントに対して一意である必
要があります。

属性「名前」に値が必要です

属性に必要な値がありません。

タグはこのエレメントでは除外されています

親エレメントまたはそのアンセスターの1つにある除外ルールのため、このタグエ
レメントは許可されません。

タグはこのエレメントでは許可されていません

タグエレメントは親エレメントのどの位置にも使用できません。

タグはこの位置では有効ではありません

タグエレメントは、親エレメントで使用できますが、現在の位置では使用できま
せん。

エレメントのエラーを修正する

エレメントと属性のエラーを確認したら、エレメントカタログと構造図を参照してエラ
ーを修正します。

• 無効な位置にあるエレメントを修正するには、有効な位置にエレメントを移動する
か、現在位置で有効なエレメントに変更します。

無効なエレメントを選択します。または、検証中の場合、エレメントが自動的に選
択されます。エレメントを選択すると、エレメントカタログに現在の位置で有効な
エレメントが表示されます。

この位置に「 li」か「ListItem（リストアイテム）」が必要です。
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• 無効な内容が含まれているエレメント（ <無効な内容 >というテキストスニペット
が表示される）を修正するには、その内容を使用できるエレメントに変更します。

• 所在不明の子エレメントがある構造を修正するには、必要なエレメントを挿入し
ます。

所在不明のエレメントの位置をクリックします。または、検証中の場合、自動的に
挿入ポイントが表示されます。所在不明のエレメントの位置に挿入ポイントを移動
すると、その位置で有効なエレメントがエレメントカタログに表示されます。

この位置に「Title（タイトル）」が必要です。

• 無効な属性値を修正するには、その属性に対して有効な値に変更します。

• 未定義の属性を削除するには、未定義の属性が含まれているエレメントを選択して
属性ダイアログボックスを開き、属性を選択して「属性を削除」をクリックします。
次に表示されるダイアログボックスで、現在のエレメントまたはこの属性を持つす
べてのエレメントから属性を削除します。

• 無効なIDを持つ相互参照を解決するには、相互参照を選択して挿入／相互参照を選
択し、有効な IDを持つソースに変更します。

エレメントのクイックツールバー

クイックエレメントツールバーには、ユーザーが（リスト、テーブル、画像を）すばや
く挿入し、構造化されたオーサリング文書で共通に使用されるエレメント（太字、挿入）
をラップできるコマンドが含まれます。

これは構造化ワークスペースとビューの組み合わせに特有です。ツールバーのアイコン
は、現在のアプリケーションのコンテキスト（カーソル位置）に基づいて有効または無
効化されます。

次のビデオを参照してください：クイックエレメントツールバー

https://helpx.adobe.com/jp/framemaker/tutorials/enhanced-quick-element-toolbar-video.html
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クイックエレメントツールバーの使用

FrameMakerによって提供されるすぐに使用できる機能は、DITAエレメント構造をサ
ポートします。このツールバーを使用するには、DITAドキュメントを作成する必要が
あります。

1) 新しいDITAトピックを作成します。

「ファイル」メニューから、新規／XMLを選択します。

2) 新規XMLダイアログで、DITAタブに移動し、「トピック」を選択し、「OK」をク
リックします。

3) クイックエレメントツールバーを表示するには、表示／ツールバー／クイックエレ
メントツールバーを選択します。

エレメントのクイックツールバー

4) 文書内のセクションに文書挿入ポイントを置くと、ツールバーの該当オプションが
有効になります。

この機能は、エレメントカタログに表示（または非表示）されているエレメントと
同じです。

5) マウスポインターをツールバーのボタンの上に配置すると、エレメントカタログに
表示されているエレメントの名前と説明がツールヒントとして表示されます。

6) 文書内にエレメント（例えば、 ol、 ul、 table）を挿入するには、ドキュメント内
の該当箇所に挿入ポイントを配置し、クイックエレメントツールバーにあるエレメ
ントを選択します。

7) ドキュメント内にエレメント（例：太字、斜体）をラップするには、エレメントを
選択し、クイックエレメントツールバーにあるエレメントをクリックします。
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カスタマイズ

FrameMakerによって提供されるすぐに使用できる機能は、DITAエレメント構造をサ
ポートします。ただし、ツールバーをカスタマイズしてコマンドをカスタムで構造化さ
れたアプリケーションと関連付けることができます。

構造化アプリケーションのエレメントカタログから取得した他のエレメントに関連付け
られているコマンドを追加して、クイックエレメントツールバーでコマンドをカスタマ
イズできます。例えば、コマンドを追加して現在の文書にph（phrase）エレメントを挿
入できます。

FrameMakerのワークスペースとビューの組み合わせにはそれぞれ、関連付けられたク
イックエレメントツールバー設定XMLファイル（quick_element.xml）があります。各
設定ファイルには、ツールバーを1つ以上の構造化アプリケーションに関連付ける情報
が含まれます。ファイルには、ツールバーコマンドをエレメントカタログの該当するエ
レメントに関連付ける情報も含まれます。

設定XMLファイルの場所

次の表に、FrameMakerモード／ビューの対応とquick_element.xmlの場所を示します。

重要 :クイックエレメントツールバーに変更を加えるには、各ワークスペース -ビュ
ーの該当する設定ファイルを編集します。または、特定のビューのツールバーのみ
に変更を加えることもできます。

FrameMakerモード -ビュー クイックエレメントツールバー設定ファイルの場所

構造化FrameMaker - 作成者ビュー fminit\WorkSpaces\Structured\AuthorView\toolbars

構造化FrameMaker - WYSIWYGビュー fminit\WorkSpaces\Structured\WYSIWYGView\toolbars

構造化FrameMaker - 簡易XMLビュー fminit\WorkSpaces\Structured\FormView\toolbars
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クイックエレメントツールバーの作成

次の手順には、新しいツールバーとカスタム構造アプリケーションとの関連付けが含ま
れます。また、ツールバーのコマンドと構造化アプリケーションのエレメントカタログ
内のエレメントとの関連付けも含まれます。

1) テキストエディターまたはXMLエディターで quick_element.xmlファイルを開
きます。

注 : すべてのビューにツールバーを含めるには、上記のすべての場所にある
quick_element.xmlファイルを更新する必要があります。

XMLファイルでは、各構造化アプリケーションに1つの各構造化アプリケーション
のSTRUCTURED_APPLICATIONノード。

このノードでは、クイックエレメントツールバーの各コマンドに1つのELEMENTノ
ードが含まれます。

2) カスタムアプリケーションにツールバーを作成するには、既存の
STRUCTURED_APPLICATIONノードのいずれかを複製します。

3) app_name属性をカスタムアプリケーション名に設定します。
<STRUCTURED_APPLICATION  app_name="<Custom app name>">

カスタムアプリケーションのエレメントカタログから、カスタムアプリケーション
のクイックエレメントツールバーのコマンドを作成するエレメントを選択します。

エレメントごとに、STRUCTURED_APPLICATIONノードのELEMENTノード。

4) elemTag属性を新しいコマンドに設定します。

例えば、コマンドを追加してph（phrase）エレメントに挿入するには：
<ELEMENT elemTag="ph">

5) 各コマンドをアイコンに関連付ける必要があります。アイコンをコマンドに設定す
る手順は、「カスタマイズ」アイコンセクションで説明します。
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エラーコンソール

文書で作業中は、FrameMakerのエラーコンソールに文書内の構造的な問題やその他の
問題が表示されます。このコンソールは、文書の問題に関する次の情報も提供します。

• 文書内の問題の正確な位置

• 無効なエレメントの名前

エラー詳細を表示するエラーコンソール
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コンテンツのオーサリング

構造化XML文書や構造化 .fm文書などの構造化文書を作成できます。

構造化オーサリングはエレメントに基づきます。文書のエレメントには、テキスト、
画像、その他のエレメントが含まれます。構造化文書は、エレメントの階層で構成さ
れます。

エレメントの階層構造

構造化文書のエレメントは、その文書が基づく構造化アプリケーションに依存します。
構造化アプリケーションは構造と書式のルールを定義します。ルールは、そのアプリケ
ーションを使用する構造化文書で使用されます。詳しくは、「構造化アプリケーション
の概要」を参照してください。

構造化文書を作成する際は、使用する構造化アプリケーソンを指定する必要があります。
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XML文書の作成

構造化アプリケーションをベースとしない空のXML文書を作成できます。既存のDTD
（文書型定義）をベースとしたXML文書を作成することもできます。または、構造化ア
プリケーションをベースとした構造化XML文書を作成できます。

空のXMLの作成

空のXML文書を一から作成できます。この文書には、単一ルートのエレメント（ROOT）
のみが含まれます。

1) 新規XMLダイアログを開きます（ファイル／新規／XML）。

2) 「その他のXML」タブで「空のXML」を選択し、「OK」をクリックします。

3) エレメントカタログを開き、カタログ内にエレメントのリストを表示します（エレ
メント／エレメントカタログ）。

注 : エレメントカタログにはTEXTエレメントとROOTエレメントが含まれます。

WYSIWYGビューでは、ルートエレメントに追加できるのはROOTエレメントまたは
テキストのみです。

XMLビューでは、XML構造にエレメントを追加できます。例えば、ROOTエレメント
内にpエレメントを追加できます。

pタグを追加したXMLビュー

WYSIWYGビューでエレメントカタログにpエレメントが表示されるようになりました。
XML文書内でこのエレメントを追加できます。この文書は構造化アプリケーションをベ
ースとしないため、文書で構造ルールが強制されることはありません。ただし、XML構
造は確実に維持されます。
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DTDに基づくXMLの作成

既存のDTD（文書型定義）に基づくXML文書を作成できます。

1) テキストファイルに以下のスニペットを保存します。

<!ELEMENT BOOK (CHAPTER+)> 
<!ELEMENT CHAPTER (HEADLINE,BODY)> 
<!ELEMENT HEADLINE (#PCDATA)><!ELEMENT BODY (#PCDATA)> 
<!ATTLIST CHAPTER AUTHOR CDATA #REQUIRED> 

2) .dtd拡張子でテキストファイルを保存します。

3) 新規XMLダイアログを開きます（ファイル／新規／XML）。

4) 「その他のXML」タブで「DTDに基づくXML」を選択し、「OK」をクリック
します。

5) 新規XMLダイアログには以下が表示されます。

ルートエレメント

XML文書のルートエレメントの名前を指定します。階層内の最上位のエレメント
です。

公開 ID
XML文書内の公開IDによって、XML文書を他のコンピューターに移植することが
できます。

システム ID
DTDのパス。ファイルシステムのパスまたはURLを指定します。

注 : XML表示のドキュメントを複数、パブリック IDおよびシステム IDはファイル
の先頭のDOCTTYPEの宣言に保存されます。

6) 「OK」をクリックします。

DTDで定義されたBODY、CHAPTER、およびHEADLINEのエレメントは、エレメン
トカタログで使用できます。

7) ドキュメントにCHAPTERエレメントを挿入します。

新規エレメントの属性ダイアログボックスに、AUTHOR属性の値を指定するように
求められます。
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構造化アプリケーションに基づくXMLの作成

構造化アプリケーションは、アプリケーションに基づく文書の構造ルール（EDDまたは
DTDを使用）、コンテンツの書式（テンプレートを使用）、読み取り／書き込み規則を
定義します。FrameMakerには、文書作成にただちに使用できる構造化アプリケーション
があります。これらのアプリケーションは、以下のオープンスタンダードに基づきます。

DITA

Darwin Information Typing Architecture（DITA）は、特に、ソフトウェアヘル
プファイルのようなオンラインドキュメンテーションを書くために設計された、た
だちに利用できるDTDとルールのセットを提供します。DITAは、技術文書のオー
サリング、生成、配布に適したタグ構造を定義します。 DITA のタグには、
<topic> 、 <title> 、 <shortdesc> 、 <prolog> 、 <body> 、および
<concept>などの種類があります。

xDocBook

DocBookもまた、技術論文や技術文書のために設計されたオープンスタンダード
です。DocBookは、技術書や技術論文に、そのような文書が意図する構造を持つ
DTD を提供します。 DocBook タグとしては、 <article> 、 <section> 、
<title>、<articleinfo>、<pubdate>などがあります。

XHTML

Extensible HyperText Markup Language（XHTML）は、HTMLの拡張版である
と共に、XMLに準拠しており、XMLベースのアプリケーションで操作できるよう
に設計されています。そのため、HTML形式の文書は、標準XMLツールで表示、
編集、検証が可能です。XHTMLを使用すると、文書の内容について上位互換性と
下位互換性を維持しながら、HTMLからXMLに容易に移行することができます。
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S1000D
パフォーマンス上の理由から、 FrameMaker の起動時には、関連付けられた
S1000Dスクリプトは実行されません。S1000Dアプリケーションに基づく文書を作
成する前に、以下の手順を実行する必要があります。

a) 環境設定ダイアログボックスを開きます（編集／環境設定）。

b) 一般／「起動」タブに移動し、「起動スクリプトを読み込まない」フィールド
で以下のエントリを削除します。

S1000dUtilitiesとS1000Dmenu

c) 「OK」をクリックして、FrameMakerを再起動します。

さらに、独自の構造化アプリケーションを作成することもできます。このアプリケーシ
ョンに基づいた文書を作成できます。

1) 新規XMLダイアログを開きます（ファイル／新規／XML）。

2) 「構造化アプリケーション」タブから構造化アプリケーションを選択するか、
「DITA」タブでDITA構造化アプリケーションを選択します。

注: DITA構造化アプリケーションは「構造化アプリケーション」タブで選択するこ
ともできます。

3) 「OK」をクリックします。

エレメントカタログ内のエレメントと各エレメントに定義された属性は、文書のベース
となっている構造化アプリケーションに基づきます。

構造化文書では構造ルールが強制されるため、エレメントカタログ内のエレメントは現
在のコンテキストに基づきます。
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XML文書の保存

XML文書を保存するときに次のダイアログが表示された場合は、関連付けられた構造化
アプリケーションを選択する必要があります。

構造化アプリケーションを選択

非互換の構造化アプリケーションを選択すると、メッセージコンソールにエラーが記録
されます。

構造化文書を開くと、FrameMakerのエラーコンソールに、文書内の構造的な問題やそ
の他の問題が表示されます。このコンソールは、文書の問題に関する次の情報も提供し
ます。

• 文書内の問題の正確な位置

• 無効なエレメントの名前

XML文書を開く

XML文書を開くときに次のダイアログが表示された場合は、関連付けられた構造化アプ
リケーションを選択する必要があります。

構造化アプリケーションを選択

非互換の構造化アプリケーションを選択すると、エラーコンソールにエラーが記録され
ます。さらに、XML文書の階層がアプリケーション内で定義されている構造ルールに従
っていない場合、その文書は構造図でエラーとともに表示されます。
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エレメントでの作業

構造化文書のエレメントは、その文書が基づく構造化アプリケーションに依存します。
構造化文書を作成する際、その文書のエレメントカタログには、アプリケーション内で
定義されたエレメントが取り込まれます。

エレメントカタログ

関連付けられた構造化アプリケーションで定義されたエレメントを表示したり、そのよ
うなエレメントで作業したりするには、エレメントカタログを使用します。

現在の文書用にエレメントカタログを開くには、表示／ポッド／エレメントカタログを
選択します。

エレメントポッド

文書の構造を維持するために、エレメントカタログには有効なエレメントのみが表示さ
れます。つまり、カタログに表示されるのは以下のエレメントのみです。

• 関連付けられた構造化アプリケーションで定義されたエレメント
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• 現在の位置で有効なエレメント

例えば、構造化アプリケーションに、行エレメントを含む表エレメント。挿入ポイ
ントが表エレメント内の適切な位置にある場合にのみ、行エレメントがエレメント
カタログに表示されます。

有効な行エレメントを表示するエレメントカタログ

エレメントカタログは以下を実行するために使用します。

挿入

文書階層にエレメントを挿入します。詳しくは、「エレメントを挿入」を参照して
ください。

ラップ

既存のエレメント内で内容の書式を変更できます。例えば、段落内の1つ以上の語
を太字に設定できます。構造化文書はエレメントに基づくため、構造化アプリケー
ションでは適切なエレメントに1つ以上の単語を含める必要があります。詳しくは、
エレメントのラップ。
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変換

階層内の包含エレメントを変更できます。例えば、段落（P）を注意（Note）へ変
更できます。「エレメントの変更」を参照してください。

オプション

使用可能なエレメントを設定ダイアログ内のオプションに基づき、エレメントカタ
ログでのエレメントの表示をカスタマイズできます。詳しくは、「エレメントカタ
ログの設定」を参照してください。

エレメントを挿入

1) 文書階層内の任意の位置に挿入ポイントを置きます。

2) ポッド内で必要なエレメントを選択します。

3) 「挿入」をクリックして、文書階層内にエレメントを挿入します。

4) 新規エレメントの属性ダイアログが表示されたら、必要な属性を指定し、「エレメ
ントの挿入」をクリックします。

後から「エレメントの挿入」をクリックして、属性を指定することもできます。文書
内のエレメントの属性について詳しくは、「属性での作業」を参照してください。

注 : ダイヤログ内のエレメントをダブルクリックすると簡単に挿入できます。

エレメントがテキストベース（段落またはノート）の場合、文書内で入力を開始でき
ます。FrameMakerでは、必ずエレメント境界の範囲内にテキストが挿入されます。

エレメントが画像ベースの場合、ファイル選択ダイアログボックスが表示されます。

エレメントが表ベースの場合、表を挿入ダイアログボックスが表示されます。

注 : ファイル選択ダイアログボックスまたは表を挿入ダイアログボックスは、現在
の文書が基づく構造化アプリケーションでダイアログボックスを表示する機能が実
行された場合にのみ表示されます。

階層にエレメントを挿入するときのFrameMakeの動作を変更するには、新規エレメン
トのオプションダイアログ（エレメント／新規エレメントのオプション）の以下のオプ
ションを使用します。

属性値を常に確認

エレメントが文書に挿入されるたびに新規エレメントの属性ダイアログを表示し
ます。



構造化オーサリング  10

 773

必要な属性値のみ確認

関連付けられた構造化アプリケーションがエレメントの必須の属性値を指定する場
合にのみダイアログを表示します。値を指定しないと、文書の構造が破損します。
ただし、値は後から指定できます。

属性値を確認しない

新規エレメントが階層に挿入されるときにダイアログを表示しません。

下位構成エレメントを自動挿入

エレメントに子エレメントがある場合、親エレメントが挿入されるときに子エレメ
ントを挿入します。

親エレメントとともに挿入される子エレメントは、関連付けられた構造化アプリケ
ーションで定義されたルールに依存します。例えば、DITAトピック内で、番号付
きリスト（ol）エレメントを挿入すると、1つのリストアイテム（ li）エレメント
も挿入されます。このオプションを無効にすると、空の番号付きリストが挿入され
ます。

自動挿入ルールを繰り返し処理

エレメントに下位レベル（ディセンダント）エレメント（子エレメントを含む子エ
レメント）がある場合、親エレメントが挿入されるときにすべての下位レベルエレ
メントを挿入します。

親エレメントとともに挿入される下位レベル（ディセンダント）エレメントは、関
連付けられた構造化アプリケーションで定義されたルールに依存します。例えば、
DITAトピック内で、番号付きリスト（ol）エレメントを挿入すると、1つのリス
トアイテム（ li）エレメントも挿入されます。リストアイテムエレメントに段落エ
レメントが挿入されます。このオプションを無効にすると、番号付きリストエレメ
ントがリストアイテムエレメントとともに挿入されます。

エレメント挿入のキーボードショートカット

1) Ctrl + 1を押して、有効なエレメントのスマートカタログを表示します。

2) スマートカタログから必要なエレメントを選択し、Enterキーを押します。
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エレメントのラップ

1) エレメントポッドでコンテンツを選択し、エレメント（ラップ）をクリックします。

2) 選択した内容をエレメント境界内に含めるには、「ラップ」をクリックします。

注 : ダイアログで選択したエレメントが書式ベースのエレメント（太字や斜体など）
であることが分かっている場合は、ダブルクリックのショートカットが機能します。
ただし、書式ベースでない場合は、選択された位置へのエレメント（表など）の挿
入が試行されます。構造化文書の有効性は構造図で確認できます。

エレメントのラップのキーボードショートカット

1) 書式を適用する文書内のエレメントを選択します。

2) Ctrl + 2を押して、有効なエレメントのスマートカタログを表示します。

3) スマートカタログから必要なエレメントを選択し、Enterキーを押します。

エレメントの変更

1) 構造図ポッドで変更するエレメントを選択します。

2) エレメントカタログでも同じエレメントを選択し、「変更」をクリックします。

注 : FrameMakerは、可能な限りそのエレメントを変更します。

エレメントの変更のキーボードショートカット

1) 変更する文書内のエレメントを選択します。

2) Ctrl + 3を押して、有効なエレメントのスマートカタログを表示します。

3) スマートカタログから必要なエレメントを選択し、Enterキーを押します。

エレメントカタログの設定

「オプション」をクリックして、以下のダイアログを開きます。

有効なエレメント

階層内の現在の挿入ポイントで有効なエレメントのみを表示します。ポッド内のエ
レメントの順序は、構造化アプリケーションで定義された順序と同じです。

1つの文書全体を最初から最後まで編集し、各エレメントを正しい位置および階層
に挿入する場合は、このオプションを選択します。
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有効なエレメント（順不同）

階層内の現在の挿入ポイントで有効なエレメントのみを表示します。

このオプションは、最初から最後まで順番に作業する必要のない有効な文書を作成
する場合に選択します。このオプションは、必要な情報がすべて揃っていない場合
に便利です。

親エレメントの任意の場所に許されるエレメント

現在の親エレメントで有効なすべてのエレメントを表示します。

このオプションは、エレメントを挿入する際の柔軟性を高めるために選択します。
この場合は、無効なエレメントを一旦挿入して、後からエラーを修正することがで
きます。

すべてのエレメント

構造化アプリケーションで定義されたエレメントカタログ内の使用可能なすべての
エレメントを表示します。ただし、任意の挿入ポイントで有効なエレメントには前
にチェックマークが付けられます。

このオプションは、以下の場合に選択します。

a) 草稿段階の文書の作成時

b) エレメントを自由に挿入して、後からエラーを修正する場合

c) エレメントを内容に沿って回り込ませる場合

d) 文書内のほかの位置で使用可能なエレメントを確認する場合

チェックマークが付けられた有効なエレメント
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カスタマイズされたリスト

「編集」をクリックして、使用可能なエレメントのリストをカスタマイズダイアロ
グを開きます。ここで、表示または非表示にするエレメントを選択できます。「上へ
移動」ボタンや「下へ移動」ボタンを使用して、ポッド内でのエレメントの表示順
序を指定します。

このオプションは以下の場合に選択します。

• 事前に定義されたエレメントのサブセットで作業する場合

• エレメントを一定の順序で表示する場合

• コンテキスト固有のエレメントリストではなく、固定したエレメントリストを
使用する場合

重要 :固定したリストであるため、現在の挿入ポイントで有効なエレメントは、
リストの作成時に選択しない限り含まれません。

エレメント説明タグを表示

エレメントの右側に括弧で囲まれたエレメントの説明が表示されます。

含めるエレメントごとにリストを作成

上記の手順で選択したオプションによっては、指定された位置で無効なエレメント
がポッドに含まれる場合があります。このオプションは、有効なエレメントを先に、
無効なエレメントを後に表示する場合に選択します。

エレメントの管理

文書内でエレメントを操作するときには、エレメントカタログを使用してエレメントを
挿入、ラップ、変更します。また、文書内で複数のエレメントを結合したり、単一のエ
レメントを複数のエレメントに分割したり、エレメントのラップを解除したりすること
もできます。
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エレメントを結合する

文書内の類似した連続するエレメントを複数結合できます。例えば、2つ以上のpタグを
結合して1つのpタグにすると、元のタグの内容がすべて含まれます。複数のリスト（番号
付きリストおよび番号なしリスト）を結合して1つのリストにすると、元のリスト内の
すべてのエレメントが含まれます。

1) 構造図ポッドで複数の類似したエレメントを選択するには、最初のエレメントをク
リックした後、Shiftキーを押しながら、結合する他の1つ以上のエレメントをクリ
ックします。

注 : 結合するエレメントは連続している（文書階層内で隣り合っている）必要があ
ります。

2) エレメントメニューから、「結合」を選択します。

または、選択したエレメントを右クリックし、ポップアップメニューから「結合」
を選択します。

複数のエレメントが結合され同じ種類の単一のエレメントになります。

エレメントを分割する

単一のエレメントを2つのエレメントに分割できます。例えば、リストに複数のリスト
アイテムが含まれている場合は、2つのリストに分割できます。新しい2つのリストの内
容は、リストを分割するために選択した項目に依存します。また、テキスト段落にエレ
メントでラップされたテキストが含まれている場合、ラップされたエレメントの位置で
その段落を分割できます。

1) 親エレメントを分割する位置にあるエレメントを選択します。

例えば、リストを分割する位置にあるリストアイテムを選択します。

または、段落を分割する位置にあるラップエレメントを選択します。

2) エレメントメニューから、「分割」を選択します。

または、選択したエレメントを右クリックし、ポップアップメニューから「結合」
を選択します。

選択された子エレメントの位置で親エレメントが分割されます。

注 : 表の内容を分割することはできません。また、エレメントを分割する際は文書
の構造を壊さないように注意する必要があります。
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エレメントのラップ解除

エレメント内でテキストをラップした（「エレメントのラップ」を実行した）場合、ラッ
プしているエレメントからテキストを削除できます。

1) 文書内でテキストをラップしているエレメントを選択します。

2) エレメントメニューから、「ラップ解除」を選択します。

または、選択したエレメントを右クリックし、ポップアップメニューから「ラップ
解除」を選択します。

ラップしているエレメントがテキストから削除されます。

バナーテキスト

文書内のバナーテキストは文書内でエレメントを操作する際に表示キューとして機能し
ます。例えば、DITAトピック構造化アプリケーションに基づく次の文書には、バナー
テキストが表示されます。

バナーテキストは、様々なエレメントに入力すべきものを示します

カーソルをバナーテキスト上に移動すると、テキスト全体が選択され、入力を開始でき
ます。入力したテキストによってバナーテキストは上書きされます。

バナーテキストの表示または非表示

文書内のバナーテキストの表示と非表示を切り替えることができます。初期設定では、
バナーテキストが表示されます。

バナーテキストの表示と非表示を切り替えるには、表示メニューから「エレメントのバ
ナーテキスト」を選択します。
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Deleteキーによるバナーテキストの削除

エレメント内でバナーテキストを選択してDeleteキーを押すと、バナーテキストが削除
されます。ただし、バナーテキストを上書きするテキストを入力しなかった場合は、別の
エレメントに移動するとただちに、削除されたバナーテキストが再び表示されます。

この初期設定の動作を変更して、削除されたバナーテキストが再び表示されないように
設定することもできます。文書を閉じて再度開いたときにもバナーテキストは表示され
ません。

削除したバナーテキストを再表示しないようにするには、 maker.ini ファイルで
RedisplayBannerTextForemptyElementsフラグをOffに設定する必要があります。

バナーテキストの設定

バナーテキストを設定する方法には、前述のRedisplayBannerTextForemptyElements
フラグを使用する方法のほかに、maker.iniファイル内の以下の設定を使用する方法もあ
ります。

エレメント境界

構造化文書の作業をWYSIWYGビューで行うときには、エレメント境界を表示キューと
して使用できます。エレメント境界は、WYSIWYGビュー内のエレメントの開始と終了
を示します。これらの境界を表示キューとして使用して、挿入ポイントを配置したり、
境界内でテキストを選択したりすることができます。ドキュメント内のエレメントの前
または後ろに他のエレメントを挿入するには、そのエレメントを開始または終了する境
界の前あるいは後に挿入ポイントを置き、「エレメントを挿入」を実行します。

プロパティ 説明

BannerTextFontAngle バナーテキストの角度

BannerTextFontVariation フォント幅の種類

BannerTextTextColor バナーテキストのフォントカラー

BannerTextBKcolor バナーテキストの背景色
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エレメント境界をコンテンツを括る角かっことして配置するには、表示／エレメント境
界を選択します。

エレメント境界を使用した文書のWYSIWYGビューでの表示

エレメント境界内のエレメントのタグ名を表示するには、表示／エレメント境界（タグ）
を選択します。

タグ付きのエレメント境界を使用した文書のWYSIWYGビューでの表示

バナーテキストとエレメント境界を使用した出力の作成

バナーテキストとエレメント境界はFrameMaker文書のWYSIWYGビューの一部です
が、文書の内容には含まれません。例えば、XML文書内で作業している場合、XMLビ
ューでバナーテキストとエレメント境界を使用することはできません。

PDF形式で保存
バナーテキストとエレメント境界は WYSIWYG ビューの一部であるため、
FrameMakerの「PDF形式で保存」を使用すると、PDF出力に含まれます。

マルチチャネル公開

バナーテキストとエレメント境界は文書の内容には一部ではないため、マルチチャ
ネル公開の出力形式には含まれません。
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属性での作業

構造化文書のエレメントは文書の内容を定義します。エレメント属性を使用して、エレメ
ントに追加情報（メタデータ）を含めることもできます。属性とは特定のエレメントに
関連付けられた名前と値のペアです。例えば、構造化アプリケーション内の内容のエレ
メントにaudience属性。この属性を単一ソースのコンテンツに使用できます。また、
エレメントの属性をadminや enduserに設定できます。これらのエレメントは公開ソリ
ューションで使用され、エレメントの属性値に基づいた複数の文書を公開できます。この
場合は、管理者用の文書1つとエンドユーザー用の文書1つを公開できます。プリント出
力とオンライン出力にも同様のアプローチを使用できます。

注 : エレメントカタログ内に表示されるエレメントは、文書が基づく構造化アプリ
ケーション内で定義されます。同様に、各エレメントの属性は関連付けられた構造
化アプリケーション内でも定義されます。

エレメントに属性値を設定する

1) 文書階層でエレメントを選択します。

2) 属性ダイアログを開きます（エレメント／属性の編集）。

3) ダイアログで属性をクリックします。

ダイアログの下部に、その属性に関する以下の情報が表示されます。

名前

属性の名前（ダイアログに表示される名前）。

型

属性値がオプションであるか、必須であるか。属性値の型も表示されます。

文字列

属性値を入力します。

選択

表示されるドロップダウンリストから値を選択します。
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初期設定値

初期設定値がある場合は、それが表示されます。初期設定値が不要である場合は、
そのことが示されます。

4) 文字列型の属性の場合は、テキストの値を入力できます。

選択型の属性の場合は、ドロップダウンリストから値を選択する必要があります。

エレメントの属性の表示

属性ダイアログのエレメントに設定されている属性値を表示できます（エレメント／属
性の編集）。

また、構造図のエレメントに設定されている属性値を表示することもできます。属性値
を表示するには、次の手順に従います。

1) 構造図でエレメントの右側にあるプラス記号（+）をクリックします。

エレメントに1つ以上の属性値が設定されている場合、リストにはそれらの属性値
のみが表示されます。ただし、プラス記号（+）はそのまま表示されます。

プラス記号を再度クリックすると、属性の完全なリストが表示されます。

2) エレメントに属性値が設定されていない場合は、属性値の完全なリストが表示され
ます。

エレメント挿入時の属性表示オプションの設定

文書階層にエレメントが挿入されたときに構造図で属性をどのように表示するかを指定で
きます。表示オプションを指定するには属性表示オプションダイアログボックス（表示／
属性の表示オプション）を開きます。

必要な属性・指定した属性

エレメントが文書に挿入されるときに、そのエレメントの必要な属性と指定した属
性が表示されます。

すべての属性

エレメントが文書に挿入されるときに、エレメントのすべての属性が表示されます。
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属性なし

エレメントが文書に挿入されるときに、エレメントの属性が表示されません。

注 : 属性表示オプションダイアログでオプションを変更すると、現在開いている文
書にその設定が適用されます。例えば、「なし」から「すべての属性」にオプショ
ンを変更すると、構造図内の文書のすべてのエレメントが展開され、すべての属性
が表示されます。

エレメント間での属性値のコピー

あるエレメントに設定された全ての属性値を、文書内の他のエレメントにコピーでき
ます。

1) 構造図で、属性値をコピーするエレメントを右クリックして、ポップアップメニュ
ーから「属性値をコピーする」を選択します。

2) 属性値をペーストするエレメントを右クリックして、ポップアップメニューから
「ペースト」を選択します。

属性値を複数のエレメントにコピーするには、Shiftキーを押しながらクリックして、
文書内の連続した複数のエレメントを選択し、編集／ペーストを選択します。

数式ポッドを使用して数式を作成する

数式エレメントを挿入し、次に数学的な式を入力することにより、数式を作成できます。
エレメントを挿入するには、エレメントカタログを使用します。また、数式ポッドの数
式ポップアップメニューにある新規数式コマンドも使用できます。

注 :「数式エレメント」とは、演算子などの式の部分のことです。数式エレメント
は構造エレメントではありません。

インライン数式および表示数式のどちらにも任意の数式エレメントを使用することがで
きます。文書によっては、表示数式の書式設定属性が既に定義されている段落エレメン
トが含まれている場合もあります。

数式エレメントの書式ルールにより、小、中、大などの一組のフォントサイズが指定さ
れます。フォントサイズを別のサイズに変更できます。この変更で書式ルールが上書き
されたとはみなされません。文書内で書式ルールの上書きを削除しても、数式のフォン
トサイズは元に戻りません。



構造化オーサリング

784

エレメントを使用してインライン数式を作成する

1) テキスト内で数式を挿入する位置をクリックします。テキストが回転されたテキス
ト枠内にある場合は、最初にEscキー、gキー、0（ゼロ）キーの順に押して、枠の
回転を解除します。

2) エレメントカタログで数式エレメントを選択し、「挿入」をクリックします。

入力した最初の数式アイテムは、新規数式オブジェクトの疑問符プロンプトに置き
換えられます。

新規数式オブジェクト

3) 数字またはその他のアイテムを入力するか、数式ポッドでアイテムをクリックして
数式を入力します。

4) ポッドの数式ポップアップメニューから「数式枠の縮小」を選択します。

インライン数式の周囲の枠の縮小後

5) 数式がどちらかの側のテキストに近すぎる場合は、枠の前または後にスペースを挿
入します。FrameMakerは、インラインの数式を含んでいる枠を文字として扱い、
そのまわりに余分なスペースを置きません。

インライン数式が行間に対して縦に長すぎる場合は、その段落についての行送り
（固定）をオフにすることもできます。
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エレメントを使用して表示数式を作成する

1) 表示数式の書式設定用に既に定義されている段落エレメントが文書に組み込まれて
いる場合は、数式の段落を挿入したい位置をクリックします。エレメントカタログ
から段落エレメントを選択して「挿入」をクリックします。

このエレメントで、数式の上下の間隔、テキストコラム内の整列、およびキャプシ
ョンの自動番号設定を定義することもできます。

2) 空白の段落内で数式を挿入する場所をクリックします。

3) エレメントカタログで数式エレメントを選択し、「挿入」をクリックします。

新規数式オブジェクト

4) 式を入力します。

5) 数式ポップアップメニューから「数式枠の縮小」を選択します。

表示数式の周囲の枠の縮小後

6) 希望の位置で使用可能な数式エレメントがない場合は、無効なエレメントを使用し
ている可能性があります。次のいずれかの操作を行います。

• 文書の別の部分で有効なエレメントを使用するには、エレメントを有効な位置
に挿入してから移動します。また、「すべてのエレメント」を設定して、その
エレメントをどの場所でも使用できるように変更してから、目的の場所に挿入
することもできます。

• 初期設定のEQUATIONタグの付いた無効な数式エレメントを挿入するには、
数式ポッドの数式ポップアップメニューから新規数式コマンドの1つを選択し
ます。定義済みの数式エレメントが使用できない場合、エレメントには初期設
定タグが付きます。

エレメントを挿入した後、エレメントをその位置で有効にするための方法を開発者
に問い合わせてください。
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アンカー枠エレメントで数式を作成する

1) 枠内のアンカー枠かグラフィックオブジェクトを選択します。

2) ポッドの数式ポップアップメニューから、新規数式コマンドの1つを選択します。

入力した最初の数式アイテムは、新規数式オブジェクトの疑問符プロンプトで置き
換えられます。数式は、文書構造内には表示されません。

グラフィックオブジェクトを含む枠内の新規数式オブジェクト

3) 式を入力します。

関連するリンク :
数式ポッドの概要

構造化文書で使用可能なエレメント範囲を変更する

数式を作成する

「MathML」を使用して数式を作成する

文書に数式を追加するFrameMakerの数式ポッドに加えて、複雑な数式をデザインする
ためにDesign Science 社製 MathFlow エディターも使用できます。これらの数式を
FrameMaker文書に追加できます。同じMathFlowエディターでこれらの数式を後で修
正したり、MathML数式を含む文書を発行したりするオプションもあります。

MathML数式はFrameMakerの構造化文書および非構造化文書で使用できます。

注 : DITA 1.3の各種トピック（トピック、タスク、コンセプト、参照、トラブルシュー
ティング）にMathML数式を挿入することもできます。MathML数式を挿入すると
「mathml」という新しいエレメントが作成されます。

MathML数式を含むドキュメントに「コンディショナルタグの適用」を生成すると、読
者がこれらの数式の内容を検索できます。

http://www.dessci.com/en/products/mathflow/
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FrameMakerには、次のMathFlowエディターの体験版が同梱されています。

• MathFlow™ Style Editorは、コンテンツの著者とサブジェクトマターエキスパート
（SME）のためのものです。これには、数式の外観に対する正確なコントロール、
フォントを簡単に調整するためのスタイルツールバー、演算子の間隔や行列 /表の
外観など広範な数式プロパティを変更するための使い勝手の良いインターフェイス
などが用意されています。

Style Editor
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• MathFlow™ Structure Editor はXMLコンテンツ専門家のためのものです。これに
は、外観のプレゼンテーションとその下にあるMathML構造に対する精細なコント
ロールが用意されています。ユーザーが処理手順やコメントを直接MathMLに追加
できるソースビューや、数式の正確なレイアウトのためのルーラー、および良く使
用される数式やフラグメントのためのタブ付きツールバーがあります。

Structure Editor

エディターの機能比較については、MathFlow Editorsを選択します。また、MathFlow
エディターの完全バージョンにアップグレードする手順については、「インストール設
定の構成」を参照してください。

次のビデオを参照してください：非構造化ドキュメントでの MathML

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_mathml_unstructured_jp
http://www.dessci.com/en/products/mathflow/mf_editors.htm
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MathML数式を作成して文書に挿入する

1) 「挿入」メニューで、「MathML数式」を選択します。

2) 「MathFlowエディター」ウィンドウで数式を作成します。

MathFlowでの数式の作成方法について詳しくは、MathFlowのヘルプを参照して
ください。MathFlowヘルプは「MathFlowエディター」ウィンドウから起動でき
ます。

3) 文書に数式を追加するには、「OK」をクリックします。

数式が文書に挿入されます。

注 : フォントの初期化に失敗したというメッセージが表示された場合は、ナレッジ
ベース記事MathML のフォント初期化エラーで解決方法を検索してください。

MathML数式を作成すると、画像（ .PNG）ファイルが文書に挿入されます。

注 : FrameMakerはMathML画像の .EPSファイル形式をサポートしません。

文書内のMathML数式を編集する

1) 文書の数式をダブルクリックするか、数式を右クリックしてMathFlowで「編集」
を選択します。

2) 「MathFlowエディター」ウィンドウで数式を編集します。

3) 文書の数式を更新するには、「OK」をクリックします。

FrameMakerは、文書のMathML数式の数式で、コピー＆ペーストや元に戻したりやり
直したりする操作もサポートしています。

重要 :構造化文書（DITA 1.3）と非構造化文書では、文書の任意の適切な位置に
MathML数式を挿入できます。ただし、ユーザー自身の構造化文書の場合は、まず
このタイプのオブジェクトをサポートするエレメントカタログでエレメントを定義
する必要があります。FrameMakerには、MathMLエレメントを含むサンプルの構
造化アプリケーション（DITA 1.2用）が付属しています。このエレメントを使用
する方法について詳しくは、「サンプルDITA MathML構造化アプリケーション」
を参照してください。

https://helpx.adobe.com/jp/framemaker/kb/fm_2015_mathml_font.html
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FrameMakerでのMathFlow設定の構成

FrameMakerでMathFlow設定を構成するには、環境設定ダイアログを開いて「MathML」
タブに移動します。

インストール設定の構成

FrameMakerには、Design Science社製MathFlowのStyle EditorとStructure Editorの
30日間の体験版が同梱されています。Design Science社製MathFlowのStyle Editorと
Structure Editorの完全バージョンを取得して、これをFrameMakerに統合できます。

1) Style Editorと Structure Editorの完全バージョンをインストールした後は、
「MathML」タブの「MathFlow」セクションに移動します。

2) FrameMakerに同梱される体験版は、Adobe FrameMakerのインストールパスに
インストールされます。別のパスにMathFlowをインストールした場合は、そのパ
スを指定します。

3) 「ライセンスファイルパス」テキストボックスで、ライセンスファイルのパスを指
定し、「OK」をクリックします。

FrameMakerを再起動して、変更が適用されていることを確認する必要があります。

注 : MathFlowの 30日の体験期間は、エディターを最初に起動してから開始され
ます。エディターを含むFrameMakerのバージョンをインストールした日からでは
ありません。

MathML数式の書式を設定

文書内で選択したMathML数式の書式を更新したり、すべてのMathML数式の環境設定
を変更したりできます。デフォルトでは、数式のフォントサイズは14 pxに設定されてい
ます。FrameMakerが各数式の文書に挿入する画像のDPIは、デフォルトで300 dpiに
設定されています。また、囲った段落に数式をインラインで配置したり、囲った段落の
書式を数式に適用することができます。
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現在選択しているMathML数式の書式を更新するには：

1) MathML数式を選択して、グラフィック／オブジェクトの属性を選びます。

または、グラフィック／オブジェクトスタイルデザイナーを選択します。

これらのオプションは右クリックメニューから使用することもできます。

2) MathML数式プロパティダイアログで現在選択しているMathML数式のフォーマッ
トを更新します。

MathML数式プロパティダイアログ

DPIとフォント
DPIおよびフォントサイズの設定を変更します。

インライン

囲った段落を使用して画像をインラインで配置します。
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段落スタイルを適用

式に囲む段落の次の形式を適用：

• フォント

• フォントファミリー

• 背景カラー

• 描画色

これらの設定は後から作成したすべてのMathML数式へグローバルに適用することもで
きます。

1) 環境設定ダイアログ（編集／環境設定）を開きます。

2) 「MathML」タブの「MathFlow設定値」セクションで、数式の設定を変更します。

これらの設定はただちに適用されます。このため、FrameMakerを再起動する必要はあ
りません。

MathFlowエディターの構成

MathFlowエディターの体験版には、Style EditorとStructure Editorが含まれます。この
期間、これらのエディターをどちらでも選択できます。

1) MathFlowエディターを変更するには、「MathML」タブの「エディタータイプ」
セクションに移動します。

2) 必要なMathFlowエディターを選択して「OK」をクリックします。

FrameMakerを再起動して、変更が適用されていることを確認する必要があります。

注 : MathFlowの完全バージョンをインストールすると、Style EditorとStructure
Editorのどちらかを選択する必要があります。MathFlowの体験版をFrameMaker
に統合すると、両方のエディターが含まれます。このため、この機能を試している
間は、両方のエディターを使用することをお勧めします。
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サンプルDITA MathML構造化アプリケーション

FrameMakerには、DITA_1.2_MathML_Sampleという名前のサンプルDITA MathML
アプリケーションが含まれています。このmathmlエレメントは、MathFlow Style
EditorとStructure EditorによってレンダリングされたMathML数式を完全にサポート
しています。MathMLをドキュメントに追加するには、このアプリケーションに基づい
てファイルを作成し、その中でMathMLエレメントを使用できます。

次のビデオを参照してください：構造化文書での MathML

MathMLタイプのエレメントの挿入

1) 「ファイル」メニューから、新規／XMLを選択します。

2) 新規XMLダイアログで、「構造化アプリケーション」タブに移動して
「DITA_1.2_MathML_Sample」を選択して「OK」をクリックします。

新しい文書が作成されます。

3) MathML数式を挿入する文書の任意の場所に移動します。

MathMLエレメントであるmathmlは、サンプル構造化アプリケーションのエレメ
ントカタログで使用可能です。

注 : mathmlエレメントは、外部のエレメントが使用可能な文書の任意のポイントで
使用できます。

4) mathmlエレメントをダブルクリックして、文書のポイントに挿入します。

5) 現在の文書のXMLビューに移動します。

構造化文書のXMLでは、MathMLエレメントを挿入した場所にMathMLノードが
含まれます。

注 : mathmlノードの各エレメントにはmmlという接頭辞が付いています。この接
頭辞を使用すると、構造化アプリケーションのエレメントカタログに含まれる
XML、またはMathML構造で定義されたエレメントに含まれるXMLで使用されて
いる他のエレメントとの名前の競合を回避できます。

XMLビューのmathmlノードの数式を編集するオプションもあります。変更はWSIYWIG
ビューで表示できます。

注 : DITA_1.2_MathML_Sample文書をMathML数式を一切挿入せずに公開しよう
とすると、このような文書の出力は生成されません。

http://www.adobe.com/go/learn_fm12_mathml_structured_jp
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テキスト方向を変更

構造化文書の方向（LTRまたはRTL）は関連する構造化アプリケーションで定義されま
す。構造化アプリケーションが方向を参照する場合、そのドキュメントでサポートされ
るエレメントのテキストの向きを変更できます。

エレメントのテキストの方向を変更するには：

1) 構造図でエレメントを選択します。

2) 属性エディターを開き、ディレクトリのdir属性を変更します。

FrameMakerではDITAトピック（トピック、タスク、概念および参照）の文書の記述
方向がサポートされており、すぐに利用できます。ただし、方向のサポートが含まれた
独自の構造化アプリケーションを作成することもできます。

FrameMakerには、新しい方向プロパティが追加されました。構造化アプリケーション
で使用できます。

例えば、FrameMakerの方向プロパティを構造化文書のdir属性にマッピングするよう
に指定するため、次のような読み書きルールを作成できます。

attribute "dir"{ is fm attribute; is fm property direction;}

注 : 非DITA XMLファイル内の要素の方向属性を変更しても、そのコンテンツの方
向は直ちに変更されません。変更を反映するにはXMLファイルを閉じてから開く
必要があります。

独自の構造化アプリケーションに方向のサポートを追加する方法の詳細については、
FDKプログラマーズガイドを参照してください。
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スマートペースト

FrameMakerでは、HTML、MS® Word、MS® Excel、MS® Outlookコンテンツを
DITAコンテンツとしてペーストすることができます。他のFrameMakerの構造化アプ
リケーション用にXSLを作成および設定することもできます。XSLを使用して、
FrameMakerはクリップボード内にあるコンテンツを認識し、エレメントの最も適切な
階層または順序でコンテンツを構造化します。その後、スマートペーストコマンドを使
用して、コンテンツをDITAコンテンツとしてFrameMakerにペーストすることができ
ます。

注 : FrameMaker文書に特定の方向のテキスト（LTRまたはRTL）をペーストする
場合、ペースト先（文書、テーブル、または段落）のテキストの向きが同じ方向に
設定されていることを確認する必要があります。

ペーストするコンテンツは、関係する構造化アプリケーションで指定されたXSLに従い構
造化されます。FrameMakerでは、以下の1 DITA文書に対してXSLが指定されます。

• トピック

• タスク

• 概念

• リファレンス

XSLのファイル名とパスは、スタイルシートエレメント（Stylesheet／
XSLTPreferences／SmartPaste／Stylesheet）を使用して指定されます。

DITAのスマートペーストXSLは、
$STRUCTDIR\xml\DITA_1.2\app\technicalContent\xslt\にあります。
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スマートペーストのためにDITA_1.2_topicアプリケーションに追加されたXSL
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DITAファイルでコンテンツをスマートペーストする

1) HTML、MS® Word、MS® Excel、またはMS® Outlookのコンテンツをコピーし
ます。

2) 次の DITA トピックの種類のいずれかにカーソルを置きます：トピック、タスク、
概念、またはリファレンス。

3) 状況依存メニューからスマートペーストを選択します。（スマートペーストのキー
ボードショートカット：Esc+s+p+t）

ペーストされたコンテンツは、構造が許可する適切なエレメントに構造化されます。

カスタムXMLアプリケーションにスマートペーストXSLを追加する

コンテンツをスマートペーストするためのXSLをカスタム構造化アプリケーション用に
作成することもできます。

1) EDDに適したXSLを作成します。

2) structapps.fmファイルを開きます。

3) スタイルシート／ XSLT環境設定で、スマートペーストエレメントと XSLT環境設
定以下にある次のエレメントを追加します。

a) Stylesheet：関連するXSLファイルへのパス。

b) StylesheetParameters：このエレメントには 2つの子エレメントがあります。
ParameterName と ParameterExpression です。詳細は、 structapps.fm の
DITAアプリケーションを参照してください。

4) ファイルを保存します。

5) 構造／アプリケーション定義／アプリケーション定義を読み込みを選択します。

これでカスタムアプリケーションに基づいたXMLファイルのスマートペーストを
使用することができます。
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XMLのコンディショナルテキスト

構造化FrameMakerでは、表示と非表示のステータス、カラーおよびスタイルなどのコ
ンディショナルタグに関する情報を保持しながら、すべてのコンディショナルテキスト
（表示と非表示の両方）の書き出しと取り込みを行うことができます。

XMLファイルを保存および開く際にコンディショナルテキストを保持するには、
FrameMakerで生成したXMLファイルに次のものが含まれている必要があります。

• 文書内のコンディショナルテキストに対応するコンディショナルテキストタグ

• 各コンディショナルテキストタグに関連付けられているコンディションの表示設定
（カラーおよび効果）

• 各コンディショナルテキストのステータス（表示または非表示）

• 各タグに対応するセクションの開始および終了マーカー

XMLのコンディショナルテキスト機能では、通常のテキスト以外にテーブル全体または
テーブルの各行にコンディションを設定できます。同様に、脚注、マーカー、およびアン
カーグラフィックにもコンディションを設定できます。さらに、テキストインセット内
部（XMLまたはテキスト）にもコンディショナルテキストを使用することができます。

OLEオブジェクトのサポート

構造化FrameMakerは、VisioオブジェクトやPowerPointプレゼンテーションなどのラ
ウンドトリップOLEオブジェクトをサポートしています。FrameMakerはXML処理命
令を使用して、OLEオブジェクトラウンドトリップを取り扱います。

maker.iniファイルのDirectOLESupportInXmlフラグを使用してOLEのサポートを設
定できます。この機能を有効にするには、フラグをオンに設定します。このフラグのデ
フォルト値はオフで、このフラグがオフの場合、OLEは.mifファイルとして保存され
ます。

また、maker.iniファイルの次のエントリも通知します。
54="pptx"  OLE2 OLE2  OLE2     FMGFXImport "pptx" frame.exe ^.pptx 
55="VSD"  OLE2 OLE2  OLE2      FMGFXImport "VSD" frame.exe ^.vsd

これらのエントリはファイルが読み込まれると自動filetypeフィルターをファイルに
割り当てます。必要であれば（各OLEを使用して）さらにフィルターを追加できます。
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OLEオブジェクトを挿入する

1) ファイルの選択／読み込み／オブジェクトオブジェクトを挿入ダイアログが表示さ
れます。

2) OLEオブジェクトに移動して選択します。

• ファイルから作成

• リンク

3) 「OK」をクリックします。

注 : 「特殊ペースト」コマンドを使用し、「リンクのペースト」を選択して、OLEオブ
ジェクトをペーストすることもできます。

余白の処理

FrameMakerのWYSIWYGまたは作成者ビューでXMLファイルを開くと、余白が正規
化されます。

XMLの余白は、スペース、タブ、空行 /改行（ハードの改行を除く）のセットから構成
される任意の文字です。余白には次の目的があります。

1) コード用などにソース形式で文書を視覚的に書式設定し、 XML 文書にとっての意
味的な重要性を示します。

2) テキストエディターを使用して XML を編集しながら、スペースや改行をエレメン
トのコンテンツモデルに追加して、XMLを読みやすくします。この余白は文書で
伝えられる情報の一部ではなく、XMLアプリケーションにとって意味的な重要性
はありません。

注 : デフォルトのプリティプリントは、新しい修正された文書ではXMLビューでは
無効化されています。

W3CはXML文書の余白がどのようにXMLアプリケーションの余白となるのかを定義し
ます。
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余白正規化標準

FrameMakerは次のルールを標準に従った余白正規化に使用しています。

1) XML は開きタグの直後の余白の最初のシーケンス、および閉じタグの直前の余白
の最後のシーケンスを無視します。

2) XML はスペースでない文字（タブおよび改行）をスペース文字と解釈して、すべ
ての複数のスペース文字をスペース1つにまとめます。

3) 親エレメントがエレメントコンテンツを持つよう定義されている場合、XMLは2つ
のエレメントの間にある余白のシーケンスを無視します。

4) エレメントの xml:space 属性を余白を保持するように設定できます。例えば、次を
（XMLコードビューで表示されるように）正規化するとします。

Hickory[SPACE][SPACE][SPACE]dikory dock. 
The mouse[TAB][SPACE]ran up the clock.

このように（WYSIWYGビューで）表示されます。
Hickory[SPACE]dikory dock. 
The mouse[SPACE]ran up the clock.

5) 文字参照の拡張で導入された余白（スペース&#32;タブ= &#9;改行=&#10;など）
は、XMLではそのまま保持されます。これは上記のルールに従って、余白と見な
されます。

例えば、FrameMakerが次を（XMLコードビューで表示されるように）正規化す
るとします。

Hickory&#32;&#32;&#32;dikory dock. 
The mouse&#9;&#32;ran up the clock.

正規化後、次のように（WYSIWYGビューで）表示されます。
Hickory[SPACE][SPACE][SPACE]dikory dock. 
The mouse[TAB][SPACE]ran up the clock.

取り込み時のホワイトスペースの削除を禁止する

余白の削除を禁止するには、maker.iniの中の
RemoveExtraWhiteSpacesOnXMLImportプロパティをFALSEに設定します。

注 : iniファイルを編集するときは注意して行ってください。
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特定エレメントのホワイトスペースを保持する

xml:space属性がpreserve（xml:space="preserve"）に設定されている場合は、
FrameMakerはすべての余白を保持します。この設定を使用して、特定のエレメントの
みの余白を保持できます。この設定では、FrameMakerはWYSIWYGビューおよび作
成者ビューの他のすべてのエレメントの余白を削除します。

XML内の相互参照

構造化FrameMakerでは、XMLファイルを保存したり開いたりする際に外部相互参照を
生成および保持することができます。

例えば、FrameMakerファイルに別のファイルへの相互参照が含まれている場合、その
ファイルをXMLファイル形式で保存するときに、参照先のファイルに関する情報と共に
相互参照を示すタグが生成されます。このXMLファイルをFrameMakerで開くと、相互
参照タグとタグに含まれる情報はFrameMaker相互参照に変換されます。

FrameMakerでは、XML文書を生成する際に外部相互参照情報を保持するための新しい
属性のsrcfileをサポートします。

XMLへ外部相互参照を含むファイルを書き出す場合、その外部相互参照のsrcfile属
性には参照先ファイルの名前と参照先ファイル内の参照先エレメントの IDが含まれます。

注 :生成されたXMLのパスはURIに変換されます。

表のプロパティをラウンドトリップする

読み書きルールは表の書式属性のラウンドトリップを取り扱います。表のセルのプロパ
ティの新しい読み書きルールのマッピングは次の通りです。

プロパティ
非CALS読み書き

ルール
CALS読み書き
ルール 属性値

FP_CellAngle セル角度 rotate Integer

FP_CellOverrideFill 塗りの上書き NA Integer corresponding to 
FDK values

FP_CellUseOverrideFill 塗りの上書きを使用 NA 0 = False
Nonzero value = True
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表の行のプロパティの読み書きルールのマッピングは次の通りです。

FP_CellOverrideShading 陰影の上書き NA Tag of FO_Color

FP_CellUseOverrideShading 陰影の上書き NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_CellOverrideBottomRuling 下罫線の上書き NA Tag of FO_RulingFmt

FP_CellUseOverrideBRuling 下罫線の上書き NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_CellOverrideLeftRuling 左罫線の上書き NA Tag of FO_RulingFmt

FP_CellUseOverrideLRuling 左罫線の上書き NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_CellOverrideRightRuling 右罫線の上書き NA Tag of FO_RulingFmt

FP_CellUseOverrideRRuling 右罫線の上書き NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_CellOverrideTopRuling 上罫線の上書き NA Tag of FO_RulingFmt

FP_CellUseOverrideTRuling 上罫線の上書き NA 0 = False
Nonzero value = True

プロパティ
非CALS読み書き

ルール
CALS読み書き
ルール 属性値

FP_RowKeepWithNext 次と連動 NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_RowKeepWithPrev 次と連動 NA 0 = False
Nonzero value = True

FP_RowStart 行の配置 NA Integer corresponding to 
FDK values

プロパティ
非CALS読み書き

ルール
CALS読み書き
ルール 属性値
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次の例では、prop5属性が表の下罫線を制御します。
element "tablecell" 
{ 
is fm table cell element; 
attribute "prop1" is fm property right ruling override; 
attribute "prop2" is fm property use right ruling override; 
attribute "prop3" is fm property top ruling override; 
attribute "prop4" is fm property use top ruling override; 
attribute "prop5" is fm property bottom ruling override;  
attribute "prop6" is fm property use bottom ruling override; 
attribute "prop7" is fm property left ruling override; 
attribute "prop8" is fm property use left ruling override; 
attribute "prop9" is fm property cell angle; 
}
次の例では、att1、att2、att3、att4属性が表セルの塗り属性を制御します。
element "tablecell2" 
{ 
is fm table cell element; 
attribute "att1" is fm property shading override; 
attribute "att2" is fm property use shading override; 
attribute "att3" is fm property bottom ruling override; 
attribute "att4" is fm property use bottom ruling override;  
attribute "att5" is fm property fill override; 
attribute "att6" is fm property use fill override; 
}

数式とアンカー枠をラウンドトリップする

構造化FrameMakerとXMLの間で数式とアンカー枠をラウンドトリップすることができ
ます。構造化FrameMaker文書をXMLに保存すると、FrameMakerは文書の数式とア
ンカー枠にMIFファイルを作成します。FrameMakerは別のMIFファイルのすべての数
式とアンカー枠を保存します。

注 : この機能をテストするには、<Fm_install_location>\Structureにある
samplesStructapps.fmファイルのReportPlain XMLアプリケーションを使用
します。このXMLアプリケーションには、数式と枠エレメントがあります。

maker.iniファイルの次のフラグを指定して、数式とアンカー枠を保存するために作成さ
れたファイルのタイプを変更することができます。

XMLのデフォルトのベクトル形式を指定するには、maker.ini（ユーザー領域）ファイル
を編集して、フラグDefaultvectorformatforXMLexportフラグを追加します。例えば、
次はXMLのデフォルトのベクトル形式をCGMに設定します。

DefaultvectorformatforXMLexport= CGM
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属性によるフィルターの適用

DITAトピックのエレメントに、属性値を基準としたフィルターを適用できます。単一の
トピックを作成し、必要な属性をコンディショナルエレメントに設定できます。その後、
「属性によるフィルターの適用」を使用して、エレメントに属性値を基準としたフィル
ターを適用できます。

例えば、仕様トピックでは、そのトピック内のエレメントの product 属性を
framemakerおよびrobohelpに設定できます。また、トピックに出力に基づくコンデ
ィショナルコンテンツが含まれる場合は、audience属性をprint（PDF出力用）およ
びweb（Web出力用）に設定します。その後、product属性およびaudience属性に
適用したフィルターに基づく別の出力を生成できます。

フィルタリング属性の適用

エレメントの属性に値を適用することでDITAトピックのエレメントをコンディショナ
ルにすることができます。その後、フィルターを作成し、エレメント属性値に基づきコ
ンテンツを含めるか除外するかのルールを定義します。

コンディショナルコンテンツを含むトピックを作成する前に、出力の基準について計画
する必要があります。例えば、トピックにコンディション適用の対象が管理者およびエ
ンドユーザーであるコンテンツが含まれているとします。トピック内で、コンテンツの対
象読者に基づいて属性値を適用します（「フィルターの作成」を参照してください。）
その後、フィルターを作成し、トピック内で定義したエレメント属性値に基づきエレメン
トを含めるか除外するかを指定します（「フィルターの作成」を参照してください）。

エレメントに属性値を設定する

FrameMakerでDITAトピック内のエレメントにコンディショナル処理を実行するには、
属性値に基づいて出力に含めるまたは出力から除外するエレメントを指定する必要があ
ります。例えば、コンテンツ（エレメント）のaudience属性値を対象読者に応じて
admin、end_user、およびauthorに設定できます。
DITAトピックのエレメントの任意の属性に値を設定できます。その後、指定した属性
値に基づきコンテンツにフィルターを適用できます。

重要: DITAトピックの任意のエレメントにフィルターを適用できます。これは、必
須のエレメント（タイトルなど）を非表示にするフィルターを適用すると、トピッ
クの構造が壊れることを意味します。
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属性をエレメントに適用するには

1) トピックでエレメントを選択します。

ドキュメント表示内の構造図でエレメントを選択できます。

2) 属性ポッドを開き（エレメント／属性の編集）、特定のエレメント属性に値を入力
します。

トピックのすべてのエレメントに属性を適用する必要はありません。条件付きでフィル
ターを適用する必要のあるエレメントにのみ適用してください。

ヒント :属性ポッドで「必要な属性・指定した属性」オプションを選択し、属性リ
ストにフィルターを適用して、定義した属性を表示します。

属性適用のキーボードショートカット

以下のようにスマートカタログショートカットを使用して属性値をエレメントに適用で
きます。

1) 現在のエレメントに1つ以上の属性値を設定するには、Ctrl + 7を押してスマートカ
タログを表示します。

2) スマートカタログから必要な属性を選択します。

選択した属性とともに、属性ポッドが表示されます。

3) 属性値を入力します。

注 : 属性ポッドで選択された属性を選択する必要はありません。属性値を入力する
だけで済みます。
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フィルターの作成

属性値を使用してコンテンツを設定し、コンディショナルコンテンツを作成した後で、
表示または非表示にするコンテンツに基づきフィルターを作成できます。例えば、次の
ようなフィルターを作成してコンテンツにフィルターを適用すると、管理者と作成者を
対象に含め、エンドユーザーを除外することができます。

(audience=”admin” or audience=”author”)

フィルターの作成

1) ひょうｊいメニューから、「属性によるフィルターの適用」を選択します。

属性式を管理ダイアログが表示されます。

属性式を管理ダイアログ

フィルターを作成、編集、削除、DITAトピックに適用するには、このダイアログ
を使用します。
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2) フィルターを作成するには、「新規」をクリックします。

式を作成ダイアログが表示されます。

式を作成ダイアログ

3) 「式タグ」テキストボックスにフィルターの名前を入力します。

4) 属性リストで属性を選択し、フィルターを作成します。

5) 「新規の値」テキストボックスで、選択した属性の値を入力し、「追加」をクリッ
クします。この手順を繰り返して、選択した属性に割り当てた値をトピックに追加
します。詳しくは、「エレメントに属性値を設定する」を参照してください。

6) ルールを「等しい」、「すべて」、「のみを含む」の中から選択し、「ルールを
追加」をクリックします。

等号：

選択した属性の定義済みの値リストに含まれている値を割り当てたコンテンツに、
フィルターを適用します。いずれかの属性値が指定値と一致すると、「真」と評価
されます。

例えば、選択した属性がaudienceであり、定義済みの値リストの値がadminおよび
authorsである場合、ルールは次のように定義されます。

(audience=”admin” or audience=”author”)
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Any（任意）：
選択した属性の任意の値のコンテンツにフィルターを適用します。いずれかの属性
値が指定値と一致すると、「真」と評価されます。

例えば、選択した属性がaudienceである場合、ルールは次のように定義されます。

(audience #ANY)

のみを含む：

リストで定義されている属性値のみを使用してコンテンツにフィルターを適用しま
す。いずれかの属性値にすべての指定値が含まれていると、「真」と評価されます。

例えば、次のルールはadminおよび end_userの値でタグ付けされたコンテンツに
フィルターを適用します。

(audience # "admin", "end_user")
この構文はOR演算子を使用するためのショートカットとして使用されます。この
例は、OR演算子を使用して定義することもできます。

(audience = “admin” OR audience=”end_user")

7) 「OK」をクリックします。

8) 属性式を管理ダイアログで、「完了」をクリックします。

重要 :前述の手順で説明したオプションは、ルールを作成できるツールです。ただ
し、ルールは「式」テキストボックスに入力することもできます。

フィルタールール作成のガイドライン

フィルタールールを作成するとき、「ルールを追加」ボタンを使用するか「式」テキス
トボックスにルールを手動入力するかを選択できます。ルールを保存するときには、ル
ールの構文がチェックされます。構文が無効なルールは保存できません。

属性の名前と値のペアの場合

ルール内の属性名では、大文字と小文字が区別されます。ただし、属性の値では大
文字と小文字は区別されません。
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正解
(audience=”admin” OR Audience=”end_user”)

このルールは、属性値ADMIN、Adminまたはadminでタグ付けされたコンテン
ツにフィルターを適用します。

不正解
(audience=”admin” OR Audience=”end_user”)

属性名は属性ポッドの定義に合わせて大文字または小文字で定義する必要があり
ます。

属性値

属性の値は二重引用符で囲む必要があり、空にすることはできません。

不正解
(audience=””)

このルールを使用して、属性値を持つエレメントにフィルターを適用しないでくだ
さい。代わりに前述の演算子ANYを使用します。

括弧の使用

各属性の名前と値のペアは、括弧で囲む必要があります。

同じ括弧内には同じ属性しか含めることができません。

正解
(audience=”admin” OR audience=”end_user” OR audience=”author”)

不正解
(audience=”admin” AND audience=”framemaker”)

同じ括弧内には同じ属性しか含めることができません。

不正解
audience=”admin” OR audience=”end_user” OR audience=”author”

名前と値のペアは、括弧で囲む必要があります。1組のペアでも括弧で囲んでくだ
さい。
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AND演算子の使用
AND演算子を使用して同じ属性にフィルターを適用することはできません。複数
の異なる属性にフィルターを適用するときにのみ使用できます。

不正解
(audience=”admin” AND audience=”end_user”)

正解
(audience=”admin” OR audience=”end_user”) AND 
(product=”framemaker”)

NOT演算子の使用
NOT演算子を使用する場合は、属性の名前と値のグループを囲む括弧の左括弧の
前に入力する必要があります。

不正解
(audience=”admin”) AND (NOT product=”framemaker”)

正解
(audience=”admin”) AND NOT (product=”framemaker”)

正解
NOT (product=”framemaker”)

ANY演算子の使用
属性の任意の値でタグ付けされたコンテンツにフィルターを適用します。

正解

(audience #ANY)

このルールは、audience属性の値に関わらず、その属性でタグ付けされたすべての
コンテンツを含めます。

正解

NOT (audience #ANY)

このルールは、audience属性の値に関わらず、その属性でタグ付けされたすべての
コンテンツを除外します。
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フィルターの管理

属性式を管理ダイアログを使用すると次のことが行えます。

• フィルターの編集

• フィルターの削除

• ファイルの取り込み

フィルターの編集

フィルターの名前と定義を編集できます。現在トピックに適用されているフィルターを
編集できます。ただし、そのフィルターをトピックに再度適用する必要があります。詳
しくは、「属性の設定」を参照してください。

フィルターを編集するには

1) 属性式を管理ダイアログ（表示／属性によるフィルターの適用）で、式を選択し、
「編集」をクリックします。

式作成ダイアログが表示されます。

2) 式を作成ダイアログで、名前やフィルターのルールを編集します。

3) 「OK」をクリックして変更を保存します。

フィルターの削除

フィルターを削除すると、そのフィルターの定義がトピックカタログから削除され、ト
ピック内で使用できなくなります。また、削除フィルターがトピックに適用されている
場合、そのフィルターはトピック内のコンテンツから削除されます。一度に1つのフィ
ルターしか適用できないため、現在適用されているフィルターを削除すると、そのトピ
ックにはすべてのコンテンツが表示されます。トピックへのフィルターの適用について
詳しくは、「属性の設定」を参照してください。

1) 属性式を管理ダイアログ（表示／属性によるフィルターの適用）で、式を選択し
ます。

2) 「削除」をクリックします。
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現在、トピックにフィルターが適用されていない場合は、削除の操作を確認するように
求められます。

現在、トピックにフィルターが適用されている場合は、対応するメッセージが表示され
ます。削除の操作を確認すると、コンテンツからフィルターが削除されます。

ファイルの取り込み

トピック内のフィルターは、それらが作成されたトピック内で使用できます。他のトピ
ックに定義を取り込むと、これらのフィルターを他のトピックでも使用できるようにな
ります。

フィルターを取り込むには

1) 1 つ以上の他のトピックで使用可能にする必要のあるフィルターを含むトピックを
開きます。

2) ソーストピックから取得したフィルターを取り込むトピックを開きます。

FrameMakerブックで作業している場合は、ソーストピックから取得したフィルタ
ーを取り込むブック内のトピックを複数選択できます。

3) ファイルメニューから、取り込み／書式を選択します。

4) 書式を取り込むダイアログの、文書から取り込むドロップダウンリストで、ソース
文書を選択します。

5) 取り込みと更新のセクションで、「すべてを選択解除」をクリックし、「属性によ
るフィルターの適用」にチェックを入れ、「取り込み」をクリックします。

あるトピックから別のトピックにフィルターを取り込むと、フィルターだけでなく、フィ
ルターのコンディション（「すべて表示」または「式どおりに表示」）も取り込まれま
す。詳しくは、「属性の設定」を参照してください。

取り込み先のトピックにソーストピックと同じ名前のフィルターが含まれる場合、これ
らのフィルターは上書きされます。

あるトピックから別のトピックにフィルターを取り込んだ場合は、後からそのフィルタ
ーを取り込み先のトピックコンテンツに適用する必要があります。
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属性の設定

トピック内で作成したフィルターを使用して、適用した属性に基づいてコンテンツを表示
または非表示にすることができます。トピック内のコンテンツにフィルターを適用する
には、コンテンツ内のエレメントに属性値を適用します（「エレメントに属性値を設定
する」を参照してください。）。その後、コンテンツに適用された属性に基づきフィルタ
ーを作成できます（「フィルターの作成」）。フィルターに基づきコンテンツを表示また
は非表示にするには、そのコンテンツに特定のフィルターを適用する必要があります。

重要 :属性でタグ付けされていないエレメントは非コンディショナルです。これは、
そのトピックに適用されているフィルターに関わらず、エレメント内のタグ付けさ
れていないコンテンツが表示されることを意味します。この機能の利点は、トピッ
ク内のエレメントに個別にタグ付けする必要がないことです。属性でタグ付けされ
ていないエレメントはフィルターの影響を受けません。

例えば、audience属性（値：admin、author、およびend_user）をコンテンツの様
々な部分に適用するとします。その後、次のように複数のフィルターを作成します。

(audience=”admin” or audience=”author”)
管理者と作成者を対象とするフィルターをコンテンツに適用します。

(audience #ANY)
管理者、作成者、エンドユーザーを対象とするフィルターをコンテンツに適用し
ます。

つまり、必要な出力に応じて異なるフィルターを適用するということです。

同時に適用できるフィルターは1つのみです。そのため、任意の数のフィルターを作成
した後で、必要な出力に応じて適切なフィルターを選択します。

フィルターの適用

1) 属性式を管理ダイアログ（表示／属性でフィルター）を開きます。

2) コンテンツをフィルターするには、「式どおりに表示」を選び、必要な式を選択し
ます。

例えば、次の式はadminまたはauthorと設定されたaudience属性のタグが付さ
れたコンテンツをフィルターします：

(audience=”admin” or audience=”author”)
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これは、他の値に設定されたaudience属性でタグ付けされたエレメントが除外され
ることを意味します。ただし、エレメントがaudience属性でタグ付けされていない
場合は除外されません。

フィルターされたテキストグループで、コンテンツへのフィルター適用方法を選択
します。

非表示

コンテンツをフィルターの式どおりに非表示にします。

カラーでプレビュー

フィルター式に従って、テキストのフォントカラーを、選択したカラーで表示し
ます。このオプションはレビューに使用します。

注 : このオプションはテキストベースのコンテンツに使用します。例えば、この
オプションを表エレメントに適用すると、表内のテキストのフォントカラーは
適用されません。

コンディショナルタグを適用

フィルターを適用したコンテンツにコンディショナルタグを適用します。

ドロップダウンリストから、コンディショナルタグを選択します。選択したコンデ
ィショナルタグがフィルターされたコンテンツに適用されます。

例えば、トピック内のコンディショナルエレメントのaudience属性にadmin、
author、およびend_userのタグが付されているとします。さらに、次のフィル
ターをトピックに適用するとします。

(audience=”admin” or audience=”author”)
end_userとしてタグが付されているエレメントを除外するフィルター。「コンデ
ィショナルタグを適用」オプションを選択すると、選択したコンディショナルタグ
が、除外されたエレメントに適用されます。コンディショナルタグを適用し、コン
ディショナルテキストを使用しているコンテンツを表示または非表示にする方法に
ついて詳しくは、「コンディショナルテキスト」を参照してください。

3) 「適用」をクリックします。
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FAQとトラブルシューティング

エレメントに属性を設定してからその属性に基づくエレメントを除外するフィルターを
適用しましたが、そのエレメントが表示されたままです。

コンテンツまたはフィルター式を変更した場合は、そのフィルターをトピックに適
用する必要があります。例えば、フィルターをトピックに適用してから、そのフィ
ルターに含まれる属性でエレメントにタグ付けした場合、そのフィルターが、更新
されたコンテンツに即時に反映されることはありません。フィルターをトピックに
適用する必要があります。

フィルターをトピックに適用したら、トピックの構造が破損しました。

トピックの構造を破損しないように注意する必要があります。トピックにフィルタ
ーを適用すると、必須のエレメントが非表示になる場合は、トピックの構造が破損
します。この操作が阻止されることはありませんが、構造図にトピックの破損が示
されます。

トピックが破損したのは、フィルターが適用されてdtタグが非表示になったためです。
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トピック内の子エレメントと親エレメントに異なる属性を適用するとどうなりますか。

フィルターを適用すると、親エレメントが非表示になる場合は、子エレメントに適
用された属性に関係なく、子エレメントも非表示になります。ただし、フィルター
を適用したときに、親エレメントは表示され子エレメントは非表示になる場合、子
エレメントは非表示になります。

検索

構造化XML文書の作業をするときは、WYSIWYGビューで検索・置換ダイアログを使
用することができます。

ただし、XMLビューで作業すると、複雑な数式またはXPathクエリーを検索できます。

XML固有の検索機能（複雑な数式およびXML検索）は、文書のXMLコンテンツ内で検
索を実行します。つまり、XML内の複数のエレメントにわたりコンテンツを検索する場
合は、検索でエレメントタグを指定する必要があります。

例えば、次のサンプル段落（P）テキストには太字とマークされた単語が含まれています。

<p>The quick <b>brown</b> fox.</p>

WYSIWYGビューでは、FrameMakerウィンドウに表示される状態でテキストを検索で
きます。つまり、The quick brown foxと検索すると、このテキストが見つかります。
ただし、XMLビューでは、同じ検索を実行しても何も見つかりません。

XMLビューでは、検索に<b>（開始タグ）と</b>（終了タグ）を含める必要があります。
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複雑な数式

1) 現在のXML文書のXMLビュー内で、検索・置換ダイアログを開きます（編集／検
索・置換またはCtrl + F）。

このダイアログには「複雑な数式」オプションがあります。

「複雑な数式」オプションがある検索・置換ダイアログ

2) 「複雑な数式」オプションをチェックして、テキストを検索フィールドに数式を入
力します。

3) 「検索」をクリックします。

複雑な数式は正規表現と似ています。次の表に、複雑な数式のサンプルを示します。

複雑な数式のサンプル 場所

Licen[sc]e LicenseやLicence

e{2} in freeやweekなどの連続する2つの「 e」のある単語

[2-3][0-2] 20、21、22、30、31、または32が存在する数字です
（2055、3155、および2255など）。

[a-c][a-c][a-c] a、b、または cが連続している単語です
（accompanying、applicable、backup、abbreviationなど）
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XPathクエリー

XML文書はエレメントの階層構造で構成されます。XPathクエリーを使用して、XML
文書内でエレメントと属性間を移動します。

例えば、次のXML文書内で段落を検索する場合です。
<body> 
<p>The quick brown fox.</p> 
<p>Jumped over the lazy dogs.</p> 
</body>

次のXPathクエリーに対し、XPath検索は2つの結果を返します。
body/p

エレメントの1つに対して属性値を指定している場合：
<body> 
<p>The quick brown fox.</p> 
<p audience = "admin">Jumped over the lazy dogs.</p> 
</body>

検索に属性値を含めます：

body/p[@audience='admin']

XPath検索は1つの結果を返します。

次の表は、XPathクエリーのサンプルのリストです。

XPathについて詳しくは、http://www.w3.org/TR/xpath/を参照してください

XPathクエリー 場所

/task XMLファイルのトップレベルノードである<task>エレメント

//task XMLファイルの任意の場所にある<task>エレメント

//task[@id='shovellingsnow'] id属性に shovellingsnow値がある<task>エレメント

task/title <task>エレメントの直系子孫であるすべての<title>エレメント

task//title <task>エレメントの任意の場所で発生するすべての<title>エレメント

http://www.w3.org/TR/xpath/
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XPathツールバー

1) XPathツールバー（表示／ツールバー／XPath）を開きます。

XPathツールバー

2) XPathフィールドで、クエリーを入力して「実行」をクリックします。

クエリーの結果がXPathビルダーポッドに表示されます。

XPathビルダーポッド

クエリービルダーは、XPathクエリーの作成にも便利なインターフェイスです。クエリ
ビルダーでは、XPathクエリーを作成（自動候補機能を使用）して実行できます。

検索の範囲を指定することもできます。

• 現在のファイル

• 開いているすべてのファイル

• 選択したフォルダー

• DITAマップまたはブック-リソースマネージャーでDITAマップまたはブックを選
択すると、このオプションが利用できます。
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自動候補

自動候補機能は、クエリーを作成する際にXPathクエリーに追加できるコンポーネント
候補を提示します。

例えば、次のXMLで以下の手順を行います。
<body> 
<p>The quick brown fox.</p> 
<p audience = "admin">Jumped over the lazy dogs.</p> 
</body>

1) クエリビルダーフィールドで、フォワードスラッシュ（ /）を入力します。

フォワードスラッシュを入力するとすぐに、以下の候補が表示されます。

自動候補

2) 上向き矢印および下向き矢印を使用して、オプションを選択し、 Enter キーを押し
てクエリーにコンポーネントを挿入します。

3) 他のエレメントをクエリーに追加するには、フォーワードスラッシュを入力します。

また、左角括弧（ [）を入力してもクエリーに追加できます。

自動候補リストにはXPathクエリーの次のコンポーネントが含まれます。

エレメント（オレンジ色のインジケーター）

現在の文書の現在の位置にあるエレメント。
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属性（青色のインジケーター）

現在の文書の現在の位置にある属性。

軸（緑色のインジケーター）

現在のノードに関連するノード定義。例えば、親、子、先祖など。

「自動候補を有効にする」オプションの右にあるドロップダウンリストをクリック
して、「軸」オプションの選択を解除し、自動候補リストで利用可能な軸を非表示
にします。

注 : クエリービルダーの自動候補機能を無効にできます。

保存アイコンをクリックして、XPathクエリーの現在の結果を保存します。

XSL変換

FrameMakerでは、XMLを処理するためのオプションを提供しています。また、
FrameMakerでは、XMLの読み込みや書き出しでXSL変換や構文およびルール定義用の
スキーマ言語（スキーマでのXMLを参照）をサポートすることができます。参照先スキ
ーマから自動的にDocument Type Definition（DTD）を作成してスキーマを使用する
XML文書を取り込むことや、スキーマ定義から直接Element Definition Document
（EDD）を作成することができます。読み込みと書き出し時に、関連付けられているス
キーマに照らして検証することもできます。

XSL（EXtensible Stylesheet Language）は、XML文書用のスタイルシート言語です。
XSLT（Extensible Stylesheet Language Transformation）は、XSLで定義した変換を
XML文書に適用するための手段です。

XSLは次の3つの仕様で構成されています。

XSLT

XML文書を変換するための言語。

XPath

XML文書内でナビゲーションをするための言語。
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XSL-FO

XML文書を書式設定するための言語。

FrameMakerには、XSLTプロセッサーが含まれていて、これを利用すると、XSLTファ
イルをXML構造化アプリケーションやXML文書に関連付けて、文書に定義された変換
をXMLとの間の取り込みおよび書き出しの際に適用することができます。FrameMaker
では、W3C XSLT 1.0勧告をサポートしています。maker.iniファイルを編集するか、もし
くは構造化アプリケーション内からXSLTプロセッサーを変更することができます。

• 構造化アプリケーション（ XMLApplication の Stylesheets エレメントの
XSLTPreferences）の新しいエレメント（SmartPaste、PreProcessing、
PostProcessing）を使用すると、XSLTファイルをXML構造化アプリケーショ
ンの一部として指定し、取り込みおよび書き出しに使用することができます。

• xml-stylesheet PI（processing instruction）により、XMLマークアップ文書
内でXSLファイルを指定して、その文書を取り込む際に、構造化アプリケーション
で指定されたXSLTよりも優先させることができるようになりました。

取り込みの際には、初期設定の読み取りルールまたは定義した追加の読み取りルールの
前に、XSL変換が適用されます。つまり、取り込みの際にXSL変換を適用すると、新し
いファイルが生成され、（XMLファイルの場合は）読み書きルールに渡される結果にな
ります。

書き出しの際には、初期設定または明示的な書き込みルールの後にXSL変換が適用され
ます。書き出しの際に、読み書きルールを適用すると、新しいXMLファイルが生成され、
有効な場合、XSLTプロセッサーに渡されます。

XSLを使用してXMLファイルからハイパーテキスト出力（XMLまたはHTML）を作成
することができます。XMLファイル内で再利用可能な変換を作成し保存することができ
ます。再利用可能な変換には、XSLTの名前やパス、入出力ファイルのパスなどの情報
が含まれます。

出力は、コンピューターにインストールされている解析を使用して作成され、
maker.ini 設定によって FrameMaker に登録されます。 Xalan と SAXON が、
FrameMakerによってデフォルトでコンピューターにインストールされます。XALAN
はXSLT 1.0をサポートし、SAXONはXSLT 2.0をサポートします。XALANおよび
SAXONは両方とも JAXP準拠です。
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SAXONは、XSLが直接実行されているか、変換固有の解析が指定されていない場合に
使用されるデフォルトの解析です。ただし、次のフラグを使用して、maker.iniファイ
ルで新しいデフォルトのプロセッサーを指定することができます。

[XSLTProcessors] 
;processorName=jar path(all dependent jars should be in same dir), 
TransformerFactory class, default if default processor(if not specified - 1st 
processor would become default.)
XALAN=fminit\XSLT\XSLTProcessors\xalan\xalan-j_2_7_1-bin\xalan.jar, 
org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl
SAXON=fminit\XSLT\XSLTProcessors\saxon\saxonhe9-3-0-5j\saxon9he.jar, 
net.sf.saxon.TransformerFactoryImpl, Default

XSL変換には、XMLファイルから出力を作成するための、XSL、解析、および出力フォ
ルダーなどの情報が含まれます。作成する変換は、XMLファイルに保存されます。デフ
ォルトおよびアプリケーション特有という2種類の変換があります。デフォルトの変換
は、TransformationFilePathを使用してmaker.iniファイルで指定されたファイルに保
存されます。アプリケーション特有の変換は、 structapps.fmファイルの構造化アプリケ
ーション用に指定するXMLファイルに保存されます。

XSLTツールバーは、使用する変換の履歴を保持し、複数のXMLファイルから出力を作
成するための拡張実行機能を使えるようにします。ツールバーから、開いているファイ
ルの変換 \XSLを選択して実行することもできます。詳細については、「拡張実行を使用
した複数のファイルからの出力の作成」を参照してください。

A.クリックしてXSLファイルを選択しますB.クリックして変換を選択しますC.選択し
た変換またはXSLを実行しますD.クリックして詳細実行ダイアログを表示します
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XALANプロセッサーに切り替える

1) maker.inファイルで、XSLTProcessorsセクションを検索します。

2) SAXONプロセッサーのエントリには接頭辞Defaultが入力されています。
XALAN=fminit\XSLT\XSLTProcessors\xalan\xalan-j_2_7_1-bin\xalan.jar, 
org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl
SAXON=fminit\XSLT\XSLTProcessors\saxon\saxonhe9-3-0-5j\saxon9he.jar, 
net.sf.saxon.TransformerFactoryImpl, Default
3) カット＆ペーストして接頭辞をXALANプロセッサーのエントリに次のように移動し

ます。

XALAN=fminit\XSLT\XSLTProcessors\xalan\xalan-j_2_7_1-bin\xalan.jar, 
org.apache.xalan.processor.TransformerFactoryImpl, Default

変換を作成する

注 : 必ずXMLビューに切り替えてからこの手順を実施してください。

1) XSLT／変換を管理を選択します。
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2) 変換を管理ダイアログで、

デフォルトの変換ファイルを使用するには「デフォルト変換ファイル」を選択し、
「新規」をクリックします。

新しい変換ファイルを作成するには、「変換ファイル」を選択し、「新規」をクリ
ックします。

注 : 既に変換ファイルがある場合は、「参照」をクリックして、それを選択してく
ださい。

3) 「新規」をクリックします。

4) 新規変換ダイアログで、次の情報を指定し、「別名で保存」をクリックして変換フ
ァイルを作成します。

注 : 手順1で参照ボタンを使用して既存の変換ファイルを選択した場合は、選択した
変換ファイルで新しい変換を保存します。

a) 変換名：変換設定の名前。

b) 使用：XSLファイルを選択するか、XMLファイル内部の処理命令（PI）の使
用を選択します。

c) プロセッサー：SAXON、XALAN、またはFrameMakerで登録されたその他
の解析。

d) 出力：保存場所、接尾辞、および出力ファイルの開き方などの出力ファイルに
関連する設定。
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変換を編集

いったん変換を作成したら、変換ファイルを structapps.fmの1つ以上のXMLアプリケ
ーションに関連付けることができます。

1) WYSIWYG ビューで、構造／アプリケーション定義／グローバル適用定義を編集
を選択します。

2) 構造化アプリケーションで、TransformationFileエレメントを検索し、変換ファイ
ルのパスと名前を指定します。

3) StructApps.fm ファイルを保存し、構造／アプリケーション定義／アプリケーショ
ン定義を読み込みを選択します。

これにより、関連するアプリケーションの変換を使用してファイル出力を生成するよう
に選択できます。
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アプリケーション特有の変換

1) XMLビューでXMLファイルをフォーカスした状態で、XSLTツールバーで選択ド
ロップダウンから「変換」を選択します。

2) 変換を選択ダイアログで、「構造化アプリケーション」を選択します。

3) structapps.fm で指定した関連アプリケーションはドロップダウンリストから選
択され、関連変換が変換フィールドに表示されます。

4) 変換で、出力の生成に使用する変換を選択し、「OK」をクリックします。

5) XSLTツールバーで「実行」をクリックします。

FrameMakerがhypertext出力を生成し、ファイルを表示します。
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拡張実行を使用した複数ファイルの変換

XSLTツールバーを使用すると、複数のファイル上で変換を実行することができます。

1) XSLTツールバーで、「拡張実行」を選択します。

2) 拡張実行ダイアログで、変換を実行する範囲を選択します。

a) 現在のファイル：FrameMakerで開いているXMLファイルから出力を生成し
ます。

b) アクティブな文書がブックまたはマップの場合は、「含める子エレメント」を
選択します。このオプションを選択すると、XSLTが親エレメントとともに子
エレメントに適用されます。

c) 開いている全ファイル：変換またはXMLを使用して、FrameMakerで開いて
いるすべてのXMLファイルから出力を生成します。

d) フォルダー：変換またはXMLを使用して、フォルダー内のすべてのXMLファ
イルから出力を生成します。必要に応じて「サブフォルダーを含める」を選択
します。

3) 変換またはXLSを選択し、「実行」をクリックします。

出力ファイルが関連アプリケーションで起動します。

構造化アプリケーションの概要

非構造化FrameMakerでオーサリング環境を設定するために必要なのはテンプレートフ
ァイルだけです。テンプレートファイルは書式およびスタイルを定義します。スタイル
ガイドはテンプレートの正しい使い方について定義します。構造化FrameMakerに必要
なのは、構造化テンプレートだけではありません。

FrameMakerで基本的な構造化オーサリング環境を確立するには、EDDやDTDが必要
です。この場合、カスタムEDDやDTDを作成することもできるし、既成のEDDや
DTDを利用することもできます。さらに、エレメント定義を書式情報にリンクする必要が
あります。EDD中のエレメントを書式にリンクするには、以下の3つの方法があります。
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書式テンプレート

テンプレート中の様々なタグ（段落タグ、文字タグなど）に基づいて書式を割り当
てる。既に書式テンプレートがある場合には、そのテンプレートの中の情報を再利
用することができます。

書式変更リスト

EDDでは、名前付きの書式定義を作成することができます。書式変更リストを利
用すると、書式指定の一部を提供して、それ以外を段落タグから継承することがで
きます。書式変更リストは、関連するエレメントで再利用することができます。

埋め込みの書式設定

各エレメント定義に書式を書き込むことによって、書式を指定することができます。

EDDと書式の作成が済んだら、この2つのコンポーネントを組み合わせて、単一の構造
化テンプレートを作成します。構造化テンプレートを作成するには、書式テンプレート
を開いて、EDDからエレメント定義を取り込みます（ファイル／取り込み／エレメント
定義）。生成されるファイルが、構造化テンプレートです。

EDDおよび構造化テンプレート以外にも、以下が必要です。

読み書きルール

読み書きルールは、FrameMaker構造とXMLとの間の相互変換を制御します。具体
的には、読み書きルールは表の変換やその他の複雑な書式の管理を助けます。

構造化アプリケーション

構造化アプリケーションは、構造実装の中のコンポーネントファイルをリスト化し
て、構成情報を提供します。例えば、構造化アプリケーションを使うと、コンディ
ショナルテキストタグを書き出すかどうか、および、その方法を指定することがで
きます。
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構造化テンプレート

FrameMakerのすべての構造化アプリケーションには、構造化テンプレートが必要です。
構造化FrameMakerの各テンプレートには、文書内で使用できるすべてのエレメントの
定義のほかに、文書のページレイアウトや書式設定で使用できるエレメントもすべて含
まれています。

構造化テンプレートは、非構造化テンプレートに似ていますが、最もはっきりした違い
はエレメントカタログです。

エレメントカタログには、EDDで定義されたエレメント定義が表示されます。構造化文
書を作成するためには、まず、EDDまたはDTDから定義を取り込みます。EDDや
DTDのエレメント定義は、エレメントカタログに配置されます。エレメントカタログダ
イアログは、有効なエレメントを文書に挿入して、EDDのルールに従う構造を構築する
ために使われます。

内容分析

内容分析という言葉は、既存の文書をレビューして、それがどのように設計されている
か、どのような暗黙的な構造を含んでいるかを理解する過程を表します。組織が作成し
た文書のリストを作成することから分析を始めます。このリストには、ユーザーガイド、
リファレンスガイド、白書、チュートリアル、トレーニングマニュアル、オンラインヘ
ルプなどが含まれるでしょう。各文書型の主な構成要素のリストを作成します。コンポ
ーネントごとに、その項目は必須かオプションか、および、文書の中に出現する回数を
リストアップします。以下の表は、高いレベルでのブックの分析を示しています。

コンポーネント 必要条件 出現

前付 必須 1

目次 必須 1

序文 オプション 0または1

章 必須 2以上

付録 オプション 0以上

用語集 オプション 0または1

索引 必須 1
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レッスン（トレーニングマニュアルの場合）や章（ブックの場合）のような主な構成要素ご
とに、階層構造の一番下に到達するまで、文書階層をより小さな単位へと下っていきます。

内容分析は、構造化環境で作成したい各文書型について行う必要があります。各文書の
内容モデルの作成が済んだら、モデルを修正して、名前を再利用する機会を求めてもよ
いかもしれません。例えば、ヘルプの配布内容がトピックから構成されており、ブック
の章もトピックから構成されているとします。Topicエレメントを印刷資料とオンライ
ン資料の両方で利用できるように作成すれば、構造定義の中のエレメントの数を最小化
することができ、両方の出力形式で情報を再利用できる可能性があります。

文書が、完全に首尾一貫していることは滅多にありません。ゆるやかな構造（変化を許
容する）を作成するか、厳しい構造（ほとんど変化を許容しない）を作成するかを決め
る必要があります。このスペクトルのどちらの極にも問題があります。

• 構造があまりゆるやかだと、複雑すぎ、あまりに多くの変化が許容されすぎて、管理
が困難になる可能性があります。

• 構造があまりに厳しいと、必要なエレメントの組み合せが認められない可能性があ
ります。

これらの両極端の間のバランスを見出すのは極めて困難です。1つの方法は、値を追加
するところにだけ変化を認めることです。

注 :同じような問題は、非構造化FrameMakerテンプレートを作成する際にも起こ
ります。ユーザーは、内容を作成するために必要なタグのすべてを用意しつつ、維持
する必要のあるタグの数を最小化することを求められます。

分析が済んだら、既存の構造を使用するか、ユーザー独自の構造を構築するかを決める
ことができます。利用できるXML実装には様々なものがあります。DocBookおよび
DITA（Darwin Information Typing Architecture）は、技術文書に使われる仕様です。

印刷版トピック オンライン版トピック 両方のトピック

トピック トピック トピック

タイトル タイトル タイトル

Para Para Para

手順 手順 手順

Para、List、Table、Graphic、
Noteが使用可能

Para、List、Tableが使用可能 Para、List、Table、Graphic、
Noteが使用可能

RelatedTopics RelatedTopics
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また、標準の構造は、軍事文書（MIL仕様、MIL規格）、航空機メンテナンスマニュア
ルなどでも定義されています。以下の表は、標準仕様を使うか独自の構造を構築するか
の判断に影響を与える要因の一部を示しています。

エレメント

構造化文書の基本的な構成単位は、エレメントです。エレメントは文書の内容の一部
（テキスト、グラフィックスなど）を表し、このエレメントが集まって文書の構造を構
成します。エレメントには、単純エレメントと複合エレメントがあります。

XMLの単純エレメントには、テキストだけが含まれています。複合エレメントは属性を
持つことができ、さらに、以下のいずれかが可能です。

• 空であってもかまいません。

• 他のエレメントを含むことができます。

• テキストだけを含むことができます。

• エレメントとテキストの両方を含むことができます。

エレメントは、有効な値として指定された範囲の値を持つことができます。

FrameMakerのすべての構造化文書では、必ずエレメントを使用します。それぞれのエ
レメントには、名前、つまり、「Section」、「Head」および「List」などのタグが付い
ています。使用できるエレメントタグは、文書のエレメント定義によって決定されます。

標準を使用する 独自に構築する

配布する際には、この標準にのっとった内容を配
布する必要があります。例えば、アメリカの軍事
関係の下請け業者の多くは、発表された標準に従
って文書を配布する必要があります。

したがって、作成する構造が内容分析と正確に一
致することが求められます。

内容の要件は、既存の構造にかなり一致します。
必要なのは、標準構造に最小限の変更を施すこと
だけです。

内容分析は、情報が既存の構造にあまり一致して
いないことを示しています。

構造の構築にあまり時間を使いたくなくて、なお
かつ、内容の構成を既存の構造に合わせて変更し
てもよい。

構造は、内容と正確に一致する必要があります。
必要とするものと厳密に一致するものを構築する
ためには、実装期間が長くなることによるコスト
を受け入れてもよい

独自の構造を構築するために利用できる技術的な
専門知識やリソースがない。

構造を構築することのできる人材が、内部または
コンサルタントとして利用できる。
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属性

属性は、エレメントに関する追加情報を提供します。例えば、マニュアルのDTDデザイ
ナーでは、bookエレメントのversionという属性を使用することにより、ユーザーがブ
ックの改版バージョンを指定することを可能にしています。FrameMakerでは、エレメ
ントの属性はエレメントの定義の一部となります。XMLまたはSGMLでは、エレメン
トの属性はDTDの属性定義リストの宣言（ATTLIST）で別個に発生します。

属性は、デフォルト値や固定値を持つことができます。また、属性は、必須にすること
もオプションにすることもできます。例えば、 topicエレメントがある場合、トピックを
相互参照するためには topic IDが必須属性になることがあります。また、属性に対して
は、値の範囲を設定したり、適正な値を列挙したりすることができます。

エレメントルール

以下の7つのルールは、エレメントの並び順、出現回数、グループ化などがどのように
使われるかを制御します。

すべて

子エレメントは任意の順序で出現できますが、最低でも1回は出現する必要がある
ことを示します。

choice
どちらか一方の子エレメントが出現できることを示します。

Sequence
子エレメントが出現する順序を示します。

minOccurs
子エレメントが出現できる最低回数を示します。

maxOccurs
子エレメントが出現できる最高回数を示します。

エレメントグループ

エレメントは、グループ宣言の下でグループ化することができます。

属性グループ

属性は、attributeGroup宣言の下でグループ化することができます。
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XMLスキーマ

XMLスキーマは、XML文書の適正な構成単位を定義します。DTDやスキーマファイル
は、EDDとは違って、書式情報を提供しません。

XMLスキーマは、以下を定義します。

• 文書に出現できるエレメントのリスト

• エレメントに出現できる属性のリスト

• エレメントの階層構造 -どのエレメントが子エレメントとして出現できるか

• 子エレメントの順序

• 子エレメントの数

• エレメントや属性のデータ型

• エレメントや属性のデフォルト値および固定値

XML名前空間
XML名前空間を利用すると、名前の衝突を起こすことなく、異なるボキャブラリ
から取得したXMLエレメントや属性を同一の文書に含むことができます。

スキーマを開くまたは取り込む

スキーマファイルを参照するXML文書を取り込むことや、XMLへの書き出しの際
に文書の検証に使用するために、構造化アプリケーションでスキーマファイルを指
定することができます。

スキーマファイルを指定してXMLの書き出しに使用するには、 structapps.fmファ
イルを修正します。 schemaエレメント（XMLApplicationエレメントの子）は、
書き出し用のスキーマファイルパスを指定します。
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EDDの作成

EDDは、構造化文書です。EDDの作成や編集には、構造化編集機能を使います。

EDDには、文書の構造に関するルール（Document Type Definition（DTD））と、特
定のタイプに属するエレメントの書式を記述するスタイルに関するルールが両方とも格
納されます。アプリケーション開発者は、一般に、既存のDTDファイルからEDDを作
成するか、白紙の状態からEDDを作成します。詳しくは、構造化アプリケーション開発
者リファレンス』ガイドを参照してください。

以下は、FrameMakerで構造化オーサリングを始めるための基本的な手順です。

必要条件の分析

プロポーザルテンプレートを構築する前に、既存のプロポーザルを分析してそのコンポ
ーネントを特定します。この分析に基づいて、内容マップを作成します。作成されたプ
ロポーザルサンプルは、以下のような順序になります。

1) タイトル

2) 概要文書：タイトル、1段落

3) 企画説明：タイトル、1つ以上の段落

4) コスト：タイトル、1つ以上の段落

5) スケジュール：タイトル、1つ以上の段落

注 :この簡単なサンプルでは、正式な内容分析なしでEDDを構築することができま
した。ただし、もっと大きなプロジェクトでは、内容分析が重要です。

EDDストラテジを選択する

EDDは以下のように様々な方法で構築することができます。

• EDD全体を自分で作成する。

• DTDやスキーマを取り込んで、構造定義を含むEDDを作成する。

• 変換規則表を使って既存のサンプル文書を構造化する。それから、非構造化テンプ
レートに一致する基本的なエレメント定義および書式を含む、EDDの最初のドラ
フトを作成します。

• FrameMaker に付属するサンプルの中の既存の EDD 、または、別のソースからの
EDDを変更します。

http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
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プロポーザルEDDを構築する

これで、内容分析に基づいた、プロポーザルEDDを作成することができます。

1) 構造化FrameMakerを開いていることを確認します。非構造化FrameMakerから
構造化FrameMakerに切り換えるには、ファイル／環境設定／一般を選択します。
「製品のインターフェイス」ポップアップメニューから、「構造化FrameMaker」
を選択します。FrameMakerを閉じて再起動します。

2) 構造ツ／EDD／新規EDDを選択して、EDDファイルを作成します。EDDにデフ
ォルトエレメントが挿入されます。

注 :EDDそれ自体も構造化FrameMaker文書です。他の構造化文書を編集するため
に使うEDDも、同じガイド付き編集環境を使って作成します。

3) 構造／構造図を選択して、構造図ポッドを表示します。

4) トップレベルのプロポーザルエレメントを作成します。構造図の中でタグブロック
の右にカーソルを移動して、「Proposal」と入力します。入力した文字は、構造図
とドキュメントウィンドウの両方に表示されます。

5) エレメントカタログを開く

6) 構造図の中の赤いボックス（追加情報が必要なことを示す）の右をクリックします。
カーソル位置が変わったため、エレメントカタログの内容も変化していることに注
意します。エレメントカタログで「コンテナ」を選択して、「挿入」をクリックし
ます。コンテナエレメントおよびGeneralRule子エレメントが挿入されます。汎用
ルールは、プロポーザルエレメントの中で可能なエレメントを指定します。内容分
析の際に、タイトル、概要文書、企画説明、コスト、スケジュールなどを特定しま
した。

7) プロポーザルの一般的なルール。Title 、 ExecSummary 、 ProjectDescription 、

Cost 、 Schedule

注 :エレメント名にはスペースを含むことはできません。

8) GeneralRuleエレメントの兄弟として、ValidHighestLevelエレメントを挿入します。
そのためには、GeneralRuleエレメントの下をクリックしてカーソルを配置し、
エレメントカタログの中のValidHighestLevelエレメントをクリックし、それから、
「挿入」をクリックします。

プロポーザルエレメントが完成しました。今度は、ExecSummary、ProjectDescription、
Schedule、Costという各子エレメントの定義を提供する必要があります。
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子エレメントの定義

1) 構造の下部にカーソルを配置します。

2) エレメントカタログを使って、エレメントブロックを挿入します。エレメントに
ExecSummaryという名前をつけて、コンテナとし、汎用ルールとして以下を指定
します。Title 、 Para+

3) 手順 2 を繰り返して、残りのエレメントを定義します。汎用ルールは、下の表の通
りです。

4) EDDファイルをproposal_EDD.fmという名前で保存します。

EDDに書式設定を追加する

これで、簡単なプロポーザルに構造を提供するEDDが構築されました。ただし、内容を
入力する際には、書式は適用されません。以下のセクションでは、書式を提供する方法、
および、様々なタイトルに正しいテキストを自動的に挿入する方法について説明します。
デフォルトでは、テキストにはBody段落タグが使われます。

本文タグ定義を変更する

1) structured_proposal.fm から書式／段落／段落書式を選択して、 Body および
Heading1段落タグのデフォルト定義を変更します。例えば、フォントを変更し
たり、Heading1の上に直線を配置したりします。また、変更をわかりやすくする
ために、2つのタグに固有の色を割り当てたい場合もあります。

エレメント 汎用ルール

ProjectDescription Title、Para+

コスト Title、Para+

スケジュール Title、Para+

タイトル <TEXT>
（「TEXT」の周りは山形かっこで囲う。）

Para <TEXT>
（「TEXT」の周りは山形かっこで囲う。）
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2) proposal_EDD.fmの中で、書式ルールを含めて「 Para」エレメント定義を変更し
ます。「Para」には必ずBody段落タグを使うように指定するには、GeneralRule
エレメントの下をクリックして、TextFormatRulesエレメントを追加し、さらに、
ElementPgfFormatTagエレメントを追加します。ElementPgfFormatTagエレメン
トのテキストとして「Body」と入力します。

タイトルエレメントの場合には、より複雑な書式ルールが必要です。タイトルには、
概要文書や企画説明のようなセクションのタイトルが自動的に表示されるはずです。
各種の見出しに表示するテキストや、タイトルがHeading1段落タグを使うことを
指定するをコンテキストルールを書く必要があります。

3) Heading1段落タグを使うために、proposal_EDD.fmの中でタイトルエレメント定
義を変更します。「Para」エレメントで行ったのと同じように、TextFormatRules
およびElementPgfFormatTagエレメントを追加します。

注 :入力する情報では、段落タグと同じように、大文字と小文字やスペースも区別
されます。例えば、「Heading1」は「heading1」や「Heading 1.」と同じではあり
ません

つぎに、タイトルエレメントに接頭辞ルールを追加します。接頭辞ルールは、エレメン
トの最初に出現する必要のあるテキストを指定します。タイトルの位置に応じて、表示
するテキストを指定します。

接頭辞ルールを追加する

1) TextFormatRules の後にコンテナの子を挿入するために、タイトルエレメントの中
にカーソルを配置します。

2) PrefixRulesエレメントを挿入します。

3) ContextRuleエレメントを挿入します。 Ifおよび Specificationエレメントは、自動
的に挿入されます。Specificationのテキストとして、「ExecSummary」を入力し
ます。

4) Specificationエレメントの下にカーソルを配置して、 Prefixエレメントを挿入し
ます。

5) Prefixエレメントのテキストとして、以下を入力します。概要文書

6) タイトルを必要とする他のエレメント（ ProjectDescription、 Schedule、Cost）
に対しても、手順3～5を繰り返し、各接頭辞に適切なテキストを挿入します。
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結果をテストする

1) EDDを保存します。

2) 結果をテストするために、エレメント定義を structured_proposal.fmファイルに取
り込みます。各セクションには、指定されたタイトルテキストが表示されるはず
です。

EDDをテストする

EDDをテストするには、EDDを文書に取り込んで、期待する構造を作成できることを
確認します。この段階の文書には書式はありませんが、構造を確認することはできます。

1) 新しい空白の縦長文書を作成するには、ファイル／新規／文書を選択してから、
「縦」をクリックします。

2) EDD と新しい文書ファイルの両方が開かれていることを確認します。新しい文書か
ら、ファイル／取り込み／エレメント定義を選択します。取り込み元の文書ポップ
アップメニューからproposal_EDD.fmファイルを選択して、「取り込み」をクリ
ックします。

注 : EDDがリストに表示されていない場合には、EDDファイルが開いていること、
保存するのを忘れていないことを確認します。保存されていない文書は、リストの
中で利用できません。

EDDの構造定義が、空白の文書に取り込まれます。定義が取り込まれたことを確
認するために、カーソルをメインテキストフローの中に配置してから、エレメント
カタログを表示します。プロポーザルエレメントを参照する必要があります。

3) プロポーザルエレメントを挿入します。これで、プロポーザルの最初の子として必
要なタイトルエレメントがエレメントカタログに表示されます。

4) タイトルエレメントを挿入します。プロポーザル構造が完成するまで、エレメント
の挿入を続けます。

注 :構造が間違っている場合には、EDDに戻って修正してから、
エレメント定義を再度取り込みます。アドビシステムズ社のWebサイト
（www.adobe.com/go/lr_FrameMaker_support_jp）で入手できるオンラ
インのproposal_eddに対してご自分のEDDをチェックすることもできます。

5) ファイルを structured_proposal.fmという名前で保存します。

http://www.adobe.com/go/lr_FrameMaker_support_jp
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EDDからDTDを作成する

DTDや文書型定義は、構造化文書に含むことができるエレメントを定義します。これら
は、エレメント、属性、エレメントの順序、どのエレメントが他のエレメントを含むこ
とができるかなどを定義します。

1) EDDを開きます。

2) StructuredApplicationエレメントを追加し、前の節で作成したXMLアプリケーシ
ョンの名前を入力します。

3) 構造／DTD／DTDとして保存を選択します。

4) ファイル名を入力します。 .dtd拡張子を指定したことを確認します。

EDDが有効な場合は、エラーログが表示されないはずです。ただし、XMLでは許
可されないSGMLスタイルの一般ルールをFrameMakerで作成できます。

5) DTD の書き込みが終了したことを示す情報がメッセージダイアログボックスに表
示されます。

6) DTDを開きます。手順 2で StructuredApplicationを指定していない場合には、表
示された構造化アプリケーションを使用ダイアログボックスから選択することがで
きます。

DTDは使用できる状態になりました。

構造化アプリケーションを構築する

構造化プロポーザルのXML取り込みおよび書き出しを有効にするには、構造化アプリケ
ーションを設定する必要があります。この操作は、構造化オーサリング環境のコンポー
ネントをリストアップします。

まず、EDDに対応する文書型定義（DTD）を作成する必要があります。
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DTDを作成する

1) 構造化FrameMakerの中でproposal_edd.fmファイルを開きます。

2) 構造／DTD／DTDとして保存を選択します。ファイル名（proposal.dtd）とファ
イルを保存する場所を指定してから、「保存」をクリックします。

3) 構造化アプリケーションを使用ダイアログボックスはデフォルトの「 < アプリケー
ションなし>」を選択したままにして、「続行」をクリックします。

4) タイプの選択ダイアログボックスで、「XML」を選択し、「OK」をクリックしま
す。DTDファイルは、指定した場所に書き込まれます。

また、書式およびEDD情報を含む構造化テンプレートも必要です。

構造化テンプレートを作成する

1) structured_proposal.fmファイルを開きます。

2) ファイルから内容をすべて削除します。構造化テンプレートは空である必要があり
ます。

3) ファイルをproposal_template.fmという名前で保存します

これで、構造化アプリケーションを設定することができます。

構造化アプリケーションを設定する

1) 構造／アプリケーション定義／アプリケーション定義を編集を選択します。このコ
マンドは、以下の場所から、アプリケーション定義が保存された structapps.fmフ
ァイルを開きます。

%appdata%\Adobe\FrameMaker\<version>\

注 :アプリケーション定義ファイルは、EDDと同様、それ自体も構造化されてい
ます。

2) StructuredSetup エレメントの子として、 XMLApplication エレメントを挿入し
ます。

3) アプリケーション名として「Proposal」を入力します。

4) DTDエレメントを挿入し、DTDエレメントのテキストとして以下を指定します。
$STRUCTDIR/proposal/proposal.dtd
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5) Templateエレメントを挿入し、Templateエレメントのテキストとして以下を指定
します。

$STRUCTDIR/proposal/proposal_template.fm

6) ファイル／上書き保存を選択して、 structapps.fmファイルを保存します。

7) 構造／アプリケーション定義／アプリケーション定義を読み込みを選択して、新し
いアプリケーション定義でFrameMakerを更新します。

注 :アプリケーションが正しくインストールされることを確認するために、構造／
構造化アプリケーションを設定を選択して、構造化アプリケーションを設定ダイア
ログボックスを表示します。アプリケーション定義を正しく設定できていれば、ド
ロップダウンリストオブジェクトの中にプロポーザルが表示されます。

最後に、構造化アプリケーション定義が想定するディレクトリに、アプリケーションフ
ァイルをコピーする必要があります。

アプリケーションのファイルをコピーする

1) ファイルエクスプローラーを使用して、 FrameMakerのインストールフォルダーを
検索し、Structure\xmlフォルダーに移動します。

2) xmlフォルダーの中に、proposalフォルダーを作成します。

3) proposalフォルダーに、proposal.dtdおよびproposal_template.fmファイルをコピ
ーします。

構造ファイルの構築

既存の標準を利用するか、それとも、独自の構造を作成するかを決めます。

既存の標準を使用しないで構造ファイルを作成する

1) FrameMakerで構造要件に一致するEDDを作成します。

2) EDDをテストして、構造定義が正しいことを確認します。

3) EDD に書式を追加して、 EDD をテストし、書式が正しく動作することを確認し
ます。

4) EDDからDTDを作成します。

これで、FrameMaker（EDD）用とXML（DTD）用と、必要な2種類の構造定義フ
ァイルができました。
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既存の標準を使用する

1) 標準ファイルのコピーを取得して、用意された DTD またはスキーマファイルを要
件に一致するように変更します。

2) 完成した構造ファイルをFrameMakerで開いてEDDを作成し、EDDに書式を追加
します。

注 : FrameMakerには、構造化アプリケーションの例として、数種類のDocBookが
含まれてます。DocBookベースの構造を作成しようとしている場合には、付属ア
プリケーションのいずれかを変更することを検討してみてください。

構造定義が完成したら、構造化アプリケーションを設定する必要があります。

構造化アプリケーションを設定する

1) structapps.fm ファイルを開きます（構造／アプリケーション定義／アプリケーショ
ン定義を編集を選択）。

2) このファイルに、新しいアプリケーション定義と、EDDおよびDTD／スキーマフ
ァイルへのポインターを追加します。

アプリケーションの設定が済んだら、取り込み／書き出し設定の微調整を行います。

構造化アプリケーションデザイナーの使用

構造化アプリケーションデザイナーでは、グラフィックウィザードを使用して構造化ア
プリケーションを作成できます。

構造化アプリケーションデザイナーを起動するには、構造／構造化アプリケーションデ
ザイナーをクリックします。次のように構造化アプリケーションデザイナーが表示され
ます。
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構造化アプリケーションデザイナー

1) 新しいアプリケーションの基となるベースアプリケーションを選択します。ベースア
プリケーションの新しいセットを読み込むには、「アプリケーションを読み込む ...」
をクリックし、関係する構造化アプリケーションファイルを選択します。選択され
た構造化アプリケーションファイルから、アプリケーションのリストが自動的に入
力されます。

2) オプションとして、文書タイプ仕様と一緒に、 DTD 、読み書きルールファイル、
EDD、およびテンプレートファイルを入力します。

3) 新しいアプリケーションの名前を入力します。

4) デフォルトでは、アプリケーションはアプリケーションディレクトリ内の
structapps.fmファイルに保存されます。ファイル名を変更するには、「名前を
付けて保存」をクリックし、新しいファイル名を選択または入力します。

5) オプションとして、詳細設定を設定するには、「詳細設定 ...」をクリックし、必要
に応じて選択を行います。
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読み書きルールファイルを作成するには、既存のDTDに基づいて、DTDを指定し、読
み書きルールセクションから「新規」をクリックします。読み書きルールファイルメー
カーが表示されます。

注 : DTDを指定しなかった場合は、空の読み書きルールファイルが作成されます。その
後で、読み書きルールファイルメーカーを使用してルールを追加できます。

• 既存の読み書きルールファイルを更新するには、ファイルを選択し、「更新」をク
リックします。読み書きルールファイルメーカーで変更を行います。

• 新しい EDDを生成するには、DTDを選択し、 EDDセクションから新規をクリッ
クします。すべてのエレメントがEDDインターフェイスに読み込まれます。EDD
インターフェイスから、各エレメントごとに「エレメント段落書式タグ」を選択し
ます。

• 「書式設定を取り込む」をクリックして、別のEDDから書式設定を取り込みます。

• 「保存」をクリックして変更を保存するか、「リセット」をクリックして最後に保
存した状態に戻します。

• EDDを更新するには、EDDを選択し「更新」をクリックします。

• 新しいテンプレートを生成するには、対応する EDD ファイルを選択し、テンプレ
ートセクションから「新規」をクリックします。

読み込み /書き出しの設定を微調整する

1) 必要なマッピングをもつ読み書きルールファイルを設定して、追加の変更を含む
XSL変換ファイルを設定します。

2) 構造化アプリケーション定義の中に、読み書きルールファイルおよびXSL変換ファ
イルへのリファレンスを追加します。

3) 構造化アプリケーション定義に、コンディショナルテキストや外部相互参照の処理
のような、それ以外の必要な構成設定を追加します。

読み書きルールファイルメーカーの使用

FrameMakerには強力な読み書きルールファイルメーカーが含まれており、ルールを簡
単に作成できます。すべての設定は一箇所に保存されており、またルールの構文を覚え
ておく必要はないので、ルールの生成が簡単に行えます。
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読み書きルールファイルメーカーを起動するには、構造／読み書きルール／新規読み書
きルールをクリックします。「ルールファイルメーカー」オプションを選択し、「OK」
をクリックします。

注 : オプションとして、ルールの作成時に使用するDTDを指定できます。

次のようにルールファイルメーカーダイアログが表示されます。

ルールファイルメーカー

ルールファイルメーカーは2つの基本的なセクションを持っています。

• 取り込み書き出し設定：これらの設定は、読み取りと書き出しの操作に適用でき
ます。

• 書き出し専用設定：これらの設定は取り込み書き出し設定には含まれておらず、書
き出し操作に対してのみ適用できます。
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取り込み書き出し設定セクションは、4つのセクションに分かれています。

1) マークアップエレメント：指定したDTD内にあるすべてのマークアップの編集がで
きます。すべてのエレメントのリストを表示するには、値ポップダウンから「DTD
から選択」を選択します。FrameMakerはエレメントのリストを表示します。リス
トから複数のエレメントを選択し「OK」をクリックして、選択したエレメントを
読み書きルールファイルメーカーに挿入することができます。

2) グローバル設定：すべてのエレメントにグローバルに適用される設定のリストを表
示します。

3) エンティティ：DTD内にあるすべてのエンティティのリストを表示します。

4) 詳細設定：ブックと文字マップの詳細設定が含まれています。

書き出し専用設定セクションは、3つのセクションに分割されています。

1) FM オブジェクト：存在する FM オブジェクトのタイプをリストします。さらに、
各FMオブジェクトカテゴリは、そのオブジェクトとしてマッピングされているマ
ークアップをリストします。例えば、マークアップM1を読み取り書き出し設定セ
クションの表FMオブジェクトにマッピングした場合、書き出し専用設定セクショ
ンの表リストにマークアップM1が表示されます。

2) グローバル設定：すべてのエレメントにグローバルに適用される設定のリストを表
示します。

3) 詳細設定：SGML、DITA、変数、および文字マップの詳細設定が含まれます。

ルールの保存時に、FrameMakerは、変更されているエレメントとルールのみを保存し
ます（変更されているエレメントは、右のペインで値が太字でマークされています）。
デフォルト動作は保存されません。

XMLラウンドトリップをテストする

構造化アプリケーションの設定が済めば、XMLラウンドトリップをテストすることがで
きます。

1) FrameMakerで有効な構造化プロポーザルを作成します。

2) FrameMaker ファイルを XML に書き出します。そのためには、ファイル／別名で
保存を選択して、出力形式としてXMLを選択します。メッセージが表示されたら、
プロポーザルアプリケーションを選択します。
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3) 書き出されたXMLファイルをテキストエディターやXMLエディターで開いて、有
効なXMLファイルであることを確認します。

4) XML エディターまたはテキストエディターの中で、書き出したファイルを変更し
ます。また、XMLファイルを作成して、プロポーザルDTDを使って検証すること
もできます。新しいXMLファイルを保存します。

5) FrameMakerでXMLファイルを開きます。XMLファイルが正しく取り込まれたこ
と、および書式が自動的に適用されたことを確認します。

設定ファイルエディター

すべての構造化アプリケーションはXML設定ファイルを含むことができます。設定ファ
イルはオプションであり、このファイルには属性とその提案値およびデフォルト値が含
まれます。エディターを起動するには、エレメント／設定ファイルメーカーを起動をク
リックします。次のように設定ファイルエディターが表示されます。

設定ファイルの設定
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• 既存の設定ファイルを読み込むには、「設定ファイルを読み込む」をクリックし、
ファイルを選択します。

• 必要に応じて設定値を設定します。変更する値列（選択またはデフォルト）をクリ
ックし、新しい値を入力します。

• 新しい選択を挿入するには、選択が配置される上の行を右クリックし、「上に挿入」
を選択します。

• 選択を削除するには、選択を右クリックし、「削除」を選択します。

• 設定を保存するには、「保存」をクリックします。

• 設定を新しい設定ファイルとして保存するには、「名前を付けて保存」をクリッ
クし、新しいファイル名を入力します。

構造化アプリケーションを開くときに、FrameMakerは対応する設定ファイル（存在す
る場合）を読み、属性値を自動的に入力します。

属性エディターを使用すると、構造化アプリケーションの使用時に、これらの値を変更
できます。

カスケーディングスタイルシートでのXML

XML文書をFrameMakerで開くと、FrameMakerは、CSS情報をEDD文書内の該当す
るEDDルールにマッピングすることでカスケーディングスタイルシート2（CSS2）を
処理します。

次のシナリオでは、FrameMakerでのCSS2の処理について説明します。

• FrameMakerで EDDを開いて、構造メニューのCSSスタイルを読み込みオプショ
ンを使用します。FrameMakerは、現在の文書がEDDであるかどうかをチェック
します。EDDである場合、開くダイアログボックスが表示され、CSSファイルの
パスを指定できます。CSSがEDDに取り込まれます。次に、XMLファイルを開い
たときに使用するために、エレメント定義をEDDからテンプレートに取り込み
ます。EDDに書式ルールが含まれている場合、CSS属性が固有であれば、その属
性が既存のルールに追加されます。代わりに、CSS属性を取り込んだ場合は、EDD
の既存の書式ルールが上書きされます。構造メニューの「CSSを生成」オプション
を使用すると、CSS2形式を使用している文書内のすべてのエレメントについて、
XMLスタイル情報をEDDに書き出すこともできます。
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• （xml-style sheet PIを使用して）スタイルシートに関連付けられているXMLファ
イルを開くと、FrameMakerでは、DTDとXML文書に関連付けられているスタイ
ルシートを読み込んでから、XMLファイルを開くための一時テンプレートを生成
します。ただし、「構造化アプリケーション」（XMLファイルを開くために使用
される）にテンプレートが既に指定されている場合、FrameMakerでは、そのテン
プレートを使用してXMLファイルを開き、DTDとスタイルシートから新しいテン
プレートを生成することはありません。

注 :FrameMakerで開かれたXMLファイルには、複数のCSSファイルを含むことが
できます。FrameMakerがサポートするのは作成者のスタイルシートだけで、ユー
ザーのスタイルシートはサポートしません。

EDDファイルへのCSSエレメントスタイルの取り込み

エレメントの書式をCSSからDTDに取り込んで、様々なXMLアプリケーション間で一
貫した書式設定を確保できます。CSSファイルは、XML文書で参照するか、手動で取り
込むことができます。複数のCSSファイルを順に取り込むと、マルチレベルの書式設定
を実現できます。

エレメントのスタイルを取り込むとき、FrameMakerは、CSSのコンテキスト情報（エ
レメントのプロパティまたはSelector）を維持し、適切なEDDコンテキストに取り込み
ます。

注 : FrameMakerは、エレメントレベルのみのスタイル情報を取り込みます。

構造化FrameMakerを使用して、XMLでCSSの環境設定を設定することもできます。詳
しくは、Documentsフォルダーに格納されている『Structured FrameMaker Developer's
Guide』を参照してください。

1) 構造化FrameMakerでEDDファイルを開きます。

2) 構造／CSSスタイルを読み込みを選択します。CSSを読み込みダイアログボックス
が表示されます。

3) CSSファイルを選択して、「開く」をクリックします。

4) EDD ファイルの構造化アプリケーションエレメントでアプリケーション名が定義
されていない場合は、構造化アプリケーションを使用ダイアログボックスが表示さ
れます。EDDファイルの作成に使用したアプリケーションを選択します。「続行」
をクリックします。
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CSSファイルがEDDファイルに取り込まれます。

注 : EDDに書式ルールが既に含まれる場合、CSSのプロパティは既存のルールの後
に追加されます。CSSのプロパティが既存のルールの一部と重なる場合は、EDDの
既存のルールがCSSプロパティに置き換えられます。EDDは、CSS 2.0で定義され
ているプロパティとセレクターを、すべてサポートしているわけではありません。
CSSファイルのプロパティまたはSelectorを同等のEDDルールにマップできない場
合、そのプロパティまたはSelectorは削除されます。この処理が行われた場合でも
エラーは表示されず、エラーログは作成されません。

CSSスタイルを取り込んだ後は、エレメントの定義をEDDからテンプレートに取り込み、
テンプレートを使用してXMLファイルを開くことができます。

CSSの取り込み処理に代わる方法として、CSSスタイルが既に関連付けられているXML
ファイルを、FrameMakerを使用して開くことができます。XMLファイルを開くと、
FrameMakerはDTDファイルとCSSファイルを読み込んで一時テンプレートを生成し、
それを使用してXMLファイルを開きます。

FrameMaker XMLファイルでCSSを書き出すには

カスケーディングスタイルシート2（CSS2）を使用するすべてのエレメントについて文書で
利用可能なXMLスタイル情報を、EDDファイルに書き出すことができます。その後、これ
らのCSSスタイル定義を、EDDファイルから新しいXMLファイルに取り込むことができま
す。カスケーディングスタイルシートを使用すると、文書の作成者がフォントや間隔設定な
どのスタイルを構造化XMLファイルに添付できます。CSS2形式は、W3Cの標準です。

「CSS2を生成」コマンドを選択すると、ソース文書と関連付けられているEDDで使用
可能な書式情報に基づいて、整形式の構造化文書のスタイルが生成されます。
FrameMakerは、エレメントレベルのみのスタイル情報を書き出します。例えば、Text
エレメント内の特定の単語にスタイルを適用している場合、そのスタイルのインスタン
スは書き出されません。

CSS2の環境設定は、XMLアプリケーションで設定できます。例えば、XMLへの書き出
しを行うときに、CSS2ファイルを自動的に生成するかどうかを指定することができます。
詳しくは、オンラインマニュアルAdobeFrameMakerでの構造化アプリケーションの
開発』を参照してください。

1) 構造化 FrameMakerで、 EDDが関連付けられているテンプレートまたは文書を開
きます。

2) 構造／CSS2を生成を選択します。

http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Guide.pdf 『
http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Guide.pdf 『
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スキーマでのXML

FrameMakerでは、W3CのXMLスキーマ言語に関連付けられたXMLマークアップ文
書を取り込むことができます。FrameMakerは、スキーマから自動的にDTDとEDDを
作成します。FrameMakerは、XMLとの間のインポートおよびエクスポート時に、文書
構造を関連付けられたスキーマによって検証しますが、エクスポート時には全スキーマ
情報を保持しません。

スキーマがDTDにマップされる仕組みについて詳しくは、構造化アプリケーション開発
者リファレンス』ガイドを参照してください。

注 :今回のリリースでは、以前DTDで使用できたスキーマと同等のスキーマをサポ
ートしています。つまり、EDDは、DTDで使用できないスキーマの機能に対応す
るためには拡張されていません。そのため、スキーマは読み取り専用で、EDDを
スキーマに書き戻すことはできません。

スキーマのワークフロー

スキーマファイルを参照するXML文書を取り込むことや、XMLへの書き出しの際に文
書の検証に使用するために、構造化アプリケーションでスキーマファイルを指定するこ
とができます。

1) 特定の XML 文書用には、スキーマに対象の名前空間が含まれているかどうかによ
って、noNamespaceSchemaLocationまたはschemaLocationのいずれかの属
性を使用して、XML内にスキーマファイルのパスを指定します。

2) スキーマファイルを指定して XML の書き出しに使用するには、 structapps.fm
ファイルを修正します。SchemaエレメントをXMLApplicationの一部として使用
して、書き出し用のスキーマファイルのパスを提供します。

3) 構造化アプリケーションを使用して、XMLをフレームで開き、編集します。

4) 構造化アプリケーションを使用して、 XMLを保存します。 structapps.fmファ
イルのSchemaエレメントがファイルに出力され、そのファイルに対して検証が実
行されます。

このワークフローで、DTDが一時ファイルとしてスキーマからXML文書に自動的に生
成されますが、このファイルは修正しないでください。ただし、スキーマファイルを使
用して、EDDを生成することもできます。詳しくは、スキーマからエレメントカタログ
（EDD）を生成するを参照してください。

http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
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スキーマサポートの構造化アプリケーションへの変更点

XmlApplicationエレメントの子エレメントである、新しいエレメント、Schemaは、
スキーマファイルのパスをstructapps.fm構造化アプリケーションファイルで指定し
ます。インスタンス文書で名前空間が使用される場合、XmlApplicationのプロパティ、
Namespaceをtrueに設定する必要があります。
スキーマに関連付けられた文書を取り込むときに、構造化アプリケーションを使用リス
トで構造化アプリケーションを表示できるようにするには、スキーマのルートエレメン
トをXmlApplicationエレメントにあるアプリケーションのDOCTYPEに含める必要が
あります。

スキーマからエレメントカタログ（EDD）を生成する

スキーマ定義からEDDを作成するか、スキーマ定義からエレメントを既存のEDDに取
り込むことができます。FrameMakerでは、最初にスキーマ定義がDTDに変換され、
その次にエレメントが作成されたり、EDDに取り込まれたりします。

構造／スキーマメニューの次のコマンドを使用します。

• スキーマを開く：このコマンドにより、特定のスキーマがDTDに変換され、DTD
からEDDが作成されます。

• スキーマを取り込み：このコマンドにより、特定のスキーマが DTD に変換され、
DTDから既存のEDDへエレメントが取り込まれます。

各コマンドでは、スキーマファイルを指定できるファイルを選択ダイアログボックスが
開かれ、その次に、生成されるDTDファイルの保存場所を指定できる保存ダイアログボ
ックスが開かれます。

1) 構造化FrameMakerで、構造／スキーマ／スキーマを開くをクリックします。

2) スキーマファイルを選択します。

3) 出力するDTDのパスを選択します。

4) 生成されたDTDを確認し、必要であれば修正を行います。

5) 生成されたDTDからEDDを作成します。（構造化アプリケーション開発者リファ
レンス』ガイドを参照してください）

6) この EDD を使用して、構造化アプリケーションに含めることができるテンプレー
トを作成します。

http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
http://help.adobe.com/en_US/framemaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf 『
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7) 入力XMLでDTDパスとスキーマの場所を提供します。これにより、FrameMaker
でテンプレートが正しく使用できるようになります。入力および出力XMLの検証
は、スキーマに対して引き続き実行されます。

XML名前空間を表示または編集する

XML名前空間とは、1つのXML文書内で特定のエレメントタイプや属性名を示す名前の集
合です。名前空間の有効範囲は、その名前空間が含まれている文書を超えて拡大します。

1つのXML文書には、複数のソフトウェアアプリケーションで使用可能なエレメントや属
性が含まれている場合があるので、名前空間を使用して、それぞれのアプリケーションで
使用するエレメントや属性を区別することができます。XMLを処理するソフトウェアアプ
リケーションでは、名前空間を使用して、どのタグや属性を処理するのかを認識します。

XML名前空間の名前は、名前空間の接頭辞部分とローカル部分をコロンで区切った修飾
名として指定します。接頭辞は、Uniform Resource Identifier（URI）の参照にマップ
され、名前空間を選択します。世界共通で管理されているURI名前空間と、文書独自の
名前空間の組み合わせによって、世界中で一意の識別子を作成します。

FrameMakerでのXML名前空間の使用

FrameMakerでは、XML文書のすべてのエレメントについて名前空間がサポートされて
います。名前空間が含まれているXML文書を取り込んだ場合は、すべての名前空間情報
が維持されます。

「名前空間」コマンドを使用して、構造化FrameMaker内のXML文書に名前空間を表
示、編集、追加、または削除することができます。また、このコマンドを使用すると、
エレメントタグの接頭辞の定義を表示し、接頭辞を定義しているエレメントを選択する
こともできます。

初期設定では、FrameMakerの名前空間は、名前空間ダイアログボックスに表示される
名前空間として扱われます。ただし、アプリケーション内の名前空間を無効にして、構
造図に表示される属性として名前空間を扱うこともできます。

1) 構造化FrameMakerで文書を開きます。

2) 構造図でエレメントを選択します。

注 :構造図では、名前空間が含まれているエレメントは、エレメント名の横にアス
タリスク（ *）が表示されます。
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3) エレメント／名前空間を選択します。

4) 名前空間ダイアログボックスで、「定義エレメントを選択」をクリックし、構造図
で選択したエレメントに対応する名前空間を表示します。

5) 「宣言された名前空間」、「接頭辞」または「パス」に必要な変更を加え、「追
加」、「変更」または「削除」のいずれかをクリックします。変更内容を保存せず
に終了する場合は、オプションをクリックせずにダイアログボックスを閉じます。

非構造化文書の変換

FrameMakerでは、非構造化文書を構造化文書に転送するのに役立つマッピング機能を
提供しています。結果は、以下のような要因に依存します。

• 文書の一貫性。一貫した書式テンプレートを実装していて、書式の上書きがほとん
どない文書は、上書きとカスタム段落タグまたは文字タグが多く存在する文書より
も、適切に変換されます。

• 非構造化文書と構造化文書の類似度。新しい文書の構造が非構造化文書の構成に類
似していると、変換処理は簡単になります。

変換ワークフロー

変換処理では、FrameMaker書式コンポーネント（段落タグ、文字タグ、マーカー、相互
参照、表コンポーネントなど）から、構造化エレメントを作成します。

変換処理を開始するには、内容を代表するような非構造化文書を選択します。この文書
には、文書に出現しうるあらゆる書式タグの例が含まれていることが理想的です。サン
プル文書のタグは、（文書中に出現する際と同じように）論理的な順序で表示される必
要があります。したがって、各段落タグの例をアルファベット順で表示するような書式
テンプレートは、サンプル文書としては望ましくありません。

1) サンプル文書を開きます。

2) サンプル文書にEDDからエレメント定義を取り込みます。

3) 構造／ユーティリティ／変換表を生成を選択します。「新しい変換テーブルを生成」
を選択し、「生成」をクリックします。
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FrameMakerは、文書をスキャンして、この文書中に出現する書式コンポーネント
のリストを作成します。リストには、書式設定カタログで定義されているが、文書
では使われていないタグは含まれません。

注 : FrameMakerでは、書式コンポーネントの名前が構造エレメントの名前と同じ
であると仮定します。

4) 構造に合わせてマッピングルールを変更します。例えば、 FrameMakerでは、書式
タグ名がエレメント名に一致すると仮定します。したがって、前述のサンプルでは、
Body段落（P:Body）は、Bodyエレメントにマップされます。このマッピングを変
更するには、2番目の列（「In this element」）を変更して、Bodyの代わりにPara
を読み込みます。

5) 全書式コンポーネントのマップが済んだら、表に追加のエントリを追加して、階層
を作成します。例えば、Sectionエレメントが1つのHeadingと1つ以上のParaエ
レメントを含む場合、表に行を追加して、Sectionエレメントを作成する方法を指
定します。

6) 以下のように、文書中に最上位のタグを指定するルートエレメントマッピングを追
加します。

RE:RootElementProposal

7) 変換規則表を保存します。

8) 変換規則表をテストするには、サンプル文書を開いて、構造／ユーティリティ／現
在の文書を構造化を選択します。ポップアップメニューで変換規則表文書を選択し
てから、「構造の追加」をクリックします。

FrameMakerは、タイトルのない構造化文書を新たに作成します。生成された文書
に満足するまで、変換規則の修正とテストを繰り返します。変換規則表にタグを追
加するには、タグを入力するか、または、追加の文書をスキャンします。

9) タグを自動的に追加するには、以下のようにします。

a) 変換規則表が開いていることを確認します。追加の書式コンポーネントを含む
ファイルを開きます。

b) 構造／ユーティリティ／変換表を生成を選択します。「変換表を更新」を選択
して、ポップアップメニューから変換規則文書を選択します。

c) 「生成」をクリックします。FrameMakerは、2番目のサンプル文書をスキャ
ンして、追加の書式コンポーネントを変換規則表の最後に追加します。
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変換規則の例

変換規則を並べる順序は重要です。この順序は、低レベルのエレメントから高レベルの
エレメントという順序である必要があります。例えば、以下のマッピングルールがある
とします。

G:Graphic 
P:captionCaption 
E:Graphic,E: CaptionFigure

グラフィックやキャプションがFigureエレメントにラップされる際のルールは、グラフ
ィックやキャプションが作成される際のルールの後に出現する必要があります。

複数の段落タグを同じエレメントにマップしてから、異なる親の中にラップする必要が
ある場合には、3列目を修飾子として使います。例えば、ビュレットリストと番号リス
トでは、どちらもListItemエレメントが使われます。ビュレットとステップ段落を
ListItemエレメントでラップした場合、それがOrderedListとUnorderedListのどちらに
属しているのかを区別する方法が必要になります。この区別を行うには、以下の例で示
すように、修飾子の列を使います。

bulletListItemb 
step1ListItemst 
step2+ListItemst 
E:ListItem[b]+UnorderedList 
E:ListItem[st]+OrderedList

文書のルートエレメントを指定するには、以下を使います。

RE:RootElementChapter

ルートエレメントは、変換表1つに対して1つしか指定できません。

非構造化文書では、グラフィックスや表は、前の段落にアンカーされていることが多い
です。このような文書を構造化した場合には、GraphicおよびTableエレメントは、その
前のParaエレメントの子になります。

GraphicエレメントをParaの兄弟に変換したい（先の図の右側）場合には、「promote」
コマンドを使います。

G:Graphic(promote)
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簡易XML

構造化オーサリング環境では、類似した種類の情報の一貫した構造を強制することがで
きます。構造化オーサリング環境を使用するには、作成者がコンテンツ規則やXMLにつ
いて十分に理解していることが必要です。

簡易XML機能により、構造化文書を作成または構造化文書で作業するための基になるコ
ンテンツルールやXML構造を知る必要がなくなります。簡易XMLビューはWYSIWYG
ビューに非常によく似たインターフェイスを提供します。ただし、作成者が作業できる
各エレメントのフォームフィールドが含まれています。クイックエレメントツールバー
（QET）も簡易XMLビューでのオーサリング用にカスタマイズできるため、有効なオ
ブジェクトを構造化文書に簡単に挿入できます。

この節では次のトピックを説明します。

• 簡易XMLユーザーインターフェイス

• 簡易XMLビューの使用

• 簡易XMLオーサリング環境のカスタマイズ

簡易XMLユーザーインターフェイス

DITA 1.3およびDITA 1.2の構造化アプリケーションが更新され、簡易XMLビューがサ
ポートされるようになりました。簡易XMLビューでは、次のDITAトピックがサポート
されています。

• トピック（ファイル／新規／XML／DITA／トピック）

• タスク（ファイル／新規／XML／DITA／タスク）

• 概念（ファイル／新規／XML／DITA／概念）

• 参照（ファイル／新規／XML／DITA／参照）

• トラブルシューティング（ファイル／新規／XML／DITA／トラブルシューティ
ング）DITA 1.3のみ



構造化オーサリング  10

 859

ただし、簡易XMLビューでDITAトピックを作成したり表示したりするには、最初に
FrameMakerでこの機能を有効にする必要があります。

1) 編集／環境設定から環境設定ダイアログを開き、「簡易XML」タブに移動します。

2) 「簡易XMLビューを有効化」オプションを選択します。

3) 警告メッセージに関する次のオプションを設定します。

次の有効な位置に挿入する前に警告する

現在の位置で有効でないエレメントを挿入しようとする際に警告を表示するには、
このオプションを選択します。このオプションを選択しない場合、エレメントを常に
次の有効な位置に挿入するか、またはエレメントを挿入しないように指定できます。

無効な位置で入力したときに警告を表示する

直接入力が許可されない位置にコンテンツを入力または挿入しようとしたときに警
告を表示するには、このオプションを選択します。このようなシナリオでは、
Enterキーを押して有効なオブジェクトの一覧を表示するか、クイックエレメント
ツールバーからオブジェクトを挿入するように指示する警告が表示されます。

クリックエレメントツールバーで使用できないオブジェクトを削除するときに警告を表
示する

クイックエレメントツールバーを使用して挿入できないオブジェクトを削除しよう
とする際に警告を表示するには、このオプションを選択します。

4) 「OK」をクリックして環境設定を保存します。

変更を有効にするには、FrameMakerを再起動する必要があります。

簡易XML機能を有効にすると、簡易XMLビューで構造化文書をオーサリングすること
ができます。アプリケーションバーにある「作成者ビュー」ボタンをクリックして簡易
XMLビューに切り替えたあと、文書を作成するか、または既存のXMLファイルを開く
ことができます。
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次の図は、簡易XMLビュー内のDITA 1.3トピックです。

A.フォームのフィールド名B.フォームのデータ入力フィールドC.簡易XMLオーサリン
グ環境のクイックエレメントツールバー

DITAトピックのフォームと同様のビューは、上部にフォームのフィールド名が表示さ
れ、その下にデータ入力フィールドが続く形で表示されます。フォームフィールドのカ
スタマイズについて詳しくは、「簡易XMLオーサリング環境のカスタマイズ」を参照し
てください。

フィールドにデータを入力するには、矢印キーを使用して目的のフィールドに移動する
か、フィールド内をクリックして入力を開始します。例えば、タイトルを入力したい場
合、トピックフィールドのタイトル内に挿入ポイントを配置し、文書のタイトルを入力
します。入力したタイトルは、背景で有効なエレメント内にラップされます。
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簡易XMLビューの使用

簡易XMLビューでは、文書構造の設定に関する知識を必要とせずにDITA（ 1.3およ
び1.2）トピックを簡単に作成できます。フォームと同様の簡単に記入できるシンプル
なオーサリング環境が与えられるので、このビューではよりすばやくオーサリングでき
ます。また、アプリケーションの構造は、エレメントを有効なXMLタグ内の正しい位置
に配置することで維持されます。

簡易XMLビューでコンテンツを作成するには：

注 : 以下は、DITAトピックに書き込む場合の手順を示しています。ただし、この手
順は他のDITAトピック（タスク、コンセプト、参照、トラブルシューティング）
にも適用できます。

1) 環境設定ダイアログで「簡易XMLビューを有効化」オプションを選択します。

2) アプリケーションバーの「作成者ビュー」ボタンをクリックします。

ビューが簡易XMLビューに切り替わります。

3) 新しいDITAトピックを作成します。

注 : デフォルトでは、挿入ポイントがタイトルフィールドに配置されます。

4) トピックタイトルを入力します。

注 : Crtl+1を押してオブジェクトを挿入ポップアップを起動する場合、現在の文書
内で使用可能なすべてのエレメントの一覧が表示されます。ただし、無効なエレメ
ントを挿入しようとすると、FrameMakerが挿入をブロックします。

5) 下向き矢印キーを使用して、短い説明フィールドにカーソルを移動し、トピックの
簡単な説明を入力します。ただし、短い説明の場合は、太字、斜体、下線、等幅な
どの文字書式を適用できます。これを行うには、短い説明フィールド内のテキスト
を選択し、書式を変更します。

例えば、テキストの一部を太字でマークするには、そのテキストを選択し、次のい
ずれかを実行します。

• Ctrl+bを押します。

• Ctrl+1を押しながら「太字」を選択します。

• クイックエレメントツールバーでBをクリックします。
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テキストから太字の書式を削除するには、そのテキストを選択し、上述したいずれ
かの方法を使用します。

同じ手順を実行し、「名前を入力」フィールドに作成者名を入力します。

注 : 様々なフォームフィールド間を矢印キーを使用して移動できます。

6) トピックフィールドのコンテンツにカーソルを移動します。

デフォルトでは、コンテンツフィールドで使用できる最初のエレメントは段落です。
これは、テキストを入力し始めるとテキストは背景の段落タグ内でラップされるこ
とを意味します。

注 : カーソルが表示されているにも関わらずテキストを入力できない場合、現在の
位置でのテキストの入力が有効でないことを意味します。Enterキーを押してオブ
ジェクトを選択するか、クイックエレメントツールバーからオブジェクトを選択す
るかを要求するポップアップが表示されます。

7) クイックエレメントツールバーまたはオブジェクトを挿入ポップアップを使用して
エレメントを挿入します。

注 : 現在の位置に有効でないアイテムを挿入しようとすると、ソーサリング環境は
そのような操作を自動的に識別するため、選択したエレメントを次の有効な位置で
追加できるようになります。

次の節は、使用可能なオブジェクトの挿入および使用について詳しく説明します。

簡易XMLビューでのオブジェクトの使用

この節では、最も頻繁に使用されるオブジェクトの様々な使用方法を説明します。

番号付きリストと番号なしリストを使用する

• 文書で番号付きリストまたは番号なしリストを作成するには、クイックエレメント
ツールバーで対応するアイコンを選択します。

• 新しいリストアイテムを作成するには、現在のアイテムの終わりに挿入ポイントを
置き、Enterキーを押します。

• リストアイテム内で、画像や表などのオブジェクトを挿入するには、クイックエレ
メントツールバーまたはオブジェクトを挿入ポップアップを使用します。
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• 番号付きリスト（ol）と番号なしリスト（ul）を切り替えるには、リスト内の任意
の位置に挿入ポイントを置き、クイックエレメントツールバーから別のリストタイ
プを選択します。

• リストを終了するには、最後のリストアイテムの末尾に挿入ポイントを置き、
Enterキーを2回押すか、もしくはクイックエレメントツールバーにあるフォームエ
レメントの最後に移動ボタンをクリックします。

• 2つのリストの間にリストアイテムを1つ挿入するには、前のリストアイテムの末尾
または次のリストアイテムの先頭に挿入ポイントを置き、Enterキーを押します。

• 1つのリストアイテムを2つのアイテムに分割するには、リストアイテムを分割した
い位置に挿入ポイントを置き、Enterキーを押します。

• 1つのリストを2つに分割するには、分割後に前にくるリストアイテムの末尾に挿入ポ
イントを置き、Enterキーを2回押します。新しい段落がリストの間に作成されます。

TabキーまたはShift+Tabキーのほか、クイックエレメントツールバーにあるリストのイ
ンデントボタンまたはリストのアウトデントボタンを使用して、インデント（ネスト）
したりアウトデントしたりできます。

• 1 つのリストアイテムをインデントするには、リストアイテムの先頭に挿入ポイン
トを置き、Tabキーを押します。または、リストアイテムの任意の場所に挿入ポイ
ントを置き、リストのインデントボタンをクリックします。

注 : リストのインデントボタンおよびリストのアウトデントボタンによる操作は部
分的に選択したテキストに対しても有効です。

• リストアイテムのインデントを縮小するには、挿入ポイントをリストアイテムの先
頭に置き、Shift+Tabキーを押します。または、リストアイテムの任意の場所に挿
入ポイントを置き、リストのアウトデントボタンをクリックします。

• リストに複数のアイテムがある場合、リストの一部をネストするには、アイテムを
選択してTabキーを押すか、リストのインデントボタンをクリックします。

• ネストされたリストアイテムのインデントを縮小するには、リストアイテムの先頭
に挿入ポイントを置き、Shift+Tabキーを押します。または、リストアイテムの任
意の場所に挿入ポイントを置き、リストのアウトデントボタンをクリックします。

注 : ネストされたリスト内の任意のアイテムのインデントを縮小しても、他のアイ
テムはネストされたままです。
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表を使用する

• トピックに表を挿入すると、簡易 XML ビューに表のアンカーが表示されます。これ
により、表の選択、展開、折りたたみが簡単に行えます。

• 表の後にエレメントを挿入するには、クイックエレメントツールバーにあるフォー
ムエレメントの最後に移動ボタンをクリックします。

• 表に行または列を追加するには、追加したい位置の右隣の表のセルをクリックして、
表／行 /列を追加を選択し、追加する行数または列数を指定します。また、同一も
しくは異なる表の中で列または行を移動することも、1つの表の中で列または行を
ソートすることも可能です。詳しくは、「表」の「行と列」を参照してください。

• 表に新しい行を追加するには、最終行の最終列でタブをクリックします。

• Tab キー、 Shift+Tab キー、または矢印キーを使用すると表中のセルを移動でき
ます。

• 表を移動するには、表のアンカーをクリックし、表をドラッグ＆ドロップする必要
があります。表の行および列を移動するには、その行または列を選択して、ドラッ
グ＆ドロップするか、コピーまたはカット＆ペーストします。

画像を使用する

• DITA トピック、コンセプト、参照文書で作業中に画像を挿入するには、クイック
エレメントツールバーにある図ボタンをクリックするか、オブジェクトを挿入ポッ
プアップメニューから図オブジェクトを選択します。

• DITA タスク文書またはトラブルシューティング文書で作業中に画像を挿入するに
は、エレメントのクイックツールバーにある画像ボタンをクリックするか、オブジ
ェクトを挿入ポップアップメニューから画像データオブジェクトを選択します。

• 画像を挿入ダイアログで、次の詳細項目を入力します。

ファイルパス：「参照」をクリックし、挿入する画像ファイルを選択します。

DPI：dpi（解像度）をドロップダウンメニューから選択するか、挿入する画像の
解像度を入力します。

タイトル：（オプション）DITAトピック、概念、参照文書のために、画像のタイ
トルまたは説明を入力します。DITAタスクタイプ文書またはトラブルシューティ
ング文書で作業中の場合、タイトルフィールドは使用できません。
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注 : タイトルを指定しない場合、グラフィックは背景の画像エレメント内にラップ
されます。それ以後は、タイトルを追加できなくなります。他方、タイトルを追加
する場合、グラフィックは図エレメント内にラップされます。それ以後は、いつで
もタイトルを変更できます。

代替テキスト：（オプション）画像が公開されない場合に表示するテキストを入力
します。

• DITA タスクトピックを作成すると、手順のタイトル、短い説明、手順ステップフ
ィールドにグラフィックを挿入できます。これは、タスクトピックで、グラフィッ
クが imageエレメント内にラップされるためです。

• 画像を挿入すると、簡易 XML ビューにアンカーが表示されます。これにより、画像
の選択、拡大、折りたたみが簡単に行えます。

• 画像を移動するには、画像アンカーをクリックし、画像をドラッグ＆ドロップする
必要があります。

• 画像のサイズを変更するには、画像オブジェクト（画像アンカーではない）をクリ
ックして選択して、サイドハンドルをドラッグして、幅または高さを変更します。

• 取り込んだグラフィックのオブジェクトの属性を表示するには、グラフィックを右
クリックし、「オブジェクトの属性」を選択します。アンカー枠のオブジェクトの
属性を表示するには、アンカーをクリックし、グラフィック／オブジェクトの属性
を選択します。

MathMLを使用する

• DITA 1.3の各種文書タイプ（トピック、タスク、コンセプト、参照、トラブルシ
ューティング）にMathML数式を挿入できます。

• MathML 数式を挿入するには、クイックエレメントツールバーで MathML コンテ
ナボタンをクリックします。

• トピックにMathML数式を挿入する場合は、簡易XMLビューに数式のアンカーが
表示されます。これにより、MathML数式を簡単に選択できます。

• MathML数式を移動するには、数式のアンカーをクリックし、数式をドラッグ＆ド
ロップする必要があります。
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定義リストを使用する

• クイックエレメントツールバーで定義リストボタンをクリックすると、定義リスト
のエレメントを挿入できます。

• 定義リストのエントリを挿入するには、クイックエレメントツールバーの定義リス
トのエントリボタンをクリックします。

• 定義リストの後にエレメントを挿入するには、クイックエレメントツールバーにあ
るフォームエレメントの最後に移動ボタンをクリックします。

コードブロックを使用する

• クイックエレメントツールバーでコードブロックボタンをクリックすると、コード
ブロックのエレメントを挿入できます。

• コードブロックの後にエレメントを挿入するには、クイックエレメントツールバー
にあるフォームエレメントの最後に移動ボタンをクリックします。

• コンテンツに等幅（モノスペース）書式を適用する場合は、目的のテキストを選択
し、クイックエレメントツールバーにある等幅（モノスペース）ボタンをクリック
します。

ペーストおよびスマートペーストを使用する

FrameMakerでは、MS Word、Excelまたはブラウザーなどの外部アプリケーションか
らコンテンツをコピー＆ペーストする場合、有効な構造が自動的に作成されます。ただ
し、外部コンテンツのペーストによって無効なDITAファイルが生成される場合、プロ
ンプトが表示され、コンテンツを書式情報なしでコピーするか、もしくはブロックを1
度に1つずつコピーするように要求されます。

文書内のコンテンツをドラッグ＆ドロップすることも可能です。ただし、コンテンツを
無効な場所にドラッグして配置しようとすると、FrameMakerが赤色のアイコンを表示
してその操作をブロックします。
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簡易XMLビューでXMLファイルを開いて保存する

簡易XMLビューではどのDITAトピックでも開くことができます。フォームで定義され
ていないエレメントがトピックに含まれている場合、これらのエレメントは表示されま
すが編集できなくなります。編集可能なコンテンツへの変更を行い、トピックを保存で
きます。

FrameMakerではDITAトピック、タスク、参照および概念がサポートされており、す
ぐに利用できます。ただし、簡易XMLビュー設定ファイルによって対応する構造化アプ
リケーションを設定されているXMLファイルは、すべて簡易XMLビューで開くことが
できます。設定ファイルが定義されているもののテンプレートが指定されていない場合
は、簡易XMLビューに切り替えると構造化アプリケーションで定義されたデフォルトの
テンプレートが使用され、メッセージがコンソールに表示されます。詳しくは、「簡易
XMLオーサリング環境のカスタマイズ」を参照してください。

注 : 簡易XMLビューでDITAマップ、FrameMakerブック、または .fmファイルを
開くことはできません。

簡易XMLオーサリング環境のカスタマイズ

簡易XMLビューでは、特定の構造化アプリケーションにフィールド（およびその外観）
を指定できます。例えば、DITAトピック構造化アプリケーションで、短い説明フィー
ルドを非表示にしたり、トピックタイトルおよび本文フィールドのみ表示したりするこ
とを選択できます。FrameMakerでは、簡易XMLビューでフォームフィールドをレンダ
リングするために使用するカスタムテンプレートファイルを指定できます。

簡易XMLビューフォームフィールドのカスタマイズ

簡易XMLビューをサポートしている構造化アプリケーションには、それぞれ設定ファイ
ル（.ini）が含まれています。このファイル内でフラグを使用して、対応する簡易
XMLビューにおけるフィールドをカスタマイズできます。

注 : トピックを簡易XMLビューで表示している場合、WYSIWYGビューに切り替
えます。
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1) 次の文書を開きます。

<Fm_install_location>\Structure\structapps.fm

このファイル内の各DITAトピックタイプ（トピック、タスク、参照、コンセプト、
トラブルシューティング）に対する構造化アプリケーションには、フォームビューフ
ィールドが含まれます。

フォームビューには2種類のフラグが含まれます。

設定ファイル：対応する構造化アプリケーションの設定ファイルを定義します。

テンプレート：簡易XMLビュー向けのユーザーインターフェースをレンダリングす
る構造化アプリケーションに関連付けられたテンプレートファイルを定義します。

2) .ini ファイルをカスタマイズするには、 FrameMaker のインストールされたディ
レクトリ以外の場所にそのファイルをコピーする必要があります。

3) フォーム設定フ ァイルフィールドで、前の手順に従ってファイルの場所を更新し
ます。

4) 設定ファイルでは、次のフィールドが使用できます。

FormElements
簡易XMLビューで表示する構造化アプリケーションのエレメントを指定します。
FormElementsを指定する構文は次のとおりです。

body,Body,1,1|

ここでは、

body：構造化テンプレートで定義されたエレメントの名前です。

Body：簡易XMLビューのフォームフィールドの上部に表示されるラベルです。

0,1：このエレメントがオプション（0）であるか必須（1）であるかを指定します。
エレメントを必須として指定する場合、文書を保存する前にそのエレメントの値を
入力する必要があります。

0,1：（オプション）フィールドを本文フィールドとして設定するかどうか、フィ
ールド内でEnterキーを押したときにオブジェクトを挿入カタログを表示するかど
うかを指定します。デフォルトでは、0の値は、この値が指定されていないフィー
ルドに割り当てられます。
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|：（パイプ）複数のエレメントを指定する際に使用する区切り記号です。

例：FormElements=title,Title of your topic,1|shortdesc,Short 
description - one paragraph,0|author,Enter your 
name,1|body,Content of your topic,1,1

FormLabelPgfFormat
テンプレートで定義されている段落のフォーマットです。フォームラベルを表示す
るために使用されます。

例：FormLabelPgfFormat=fm-title

RequiredFormLabelPgfFormat
テンプレートで定義されている段落のフォーマットです。必須のフォームラベルを
表示するために使用されます。

例：RequiredFormLabelPgfFormat=fm-titlerequired

FormFieldColor
フォームフィールドのデフォルトの境界線の色を指定します。

例：FormFieldColor=GrayDark

RequiredFormFieldColor
必須のフィールドの境界線の色を指定します。

例：RequiredFormFieldColor=Red

SelectedFormFieldColor
現在選択されているフィールドの境界線の色を指定します。

例：SelectedFormFieldColor=Blue
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ParaElements
段落エレメントでEnterキーが押された場合に作成されるデフォルトのエレメント
を指定します。また、パイプ（|）で区切られた複数のエレメントを指定できます。
複数のエレメントを指定した場合は、現在のコンテキスト内の最初の有効なエレメン
トが挿入されます。例えば、DITAタスクの場合、段落および情報要素（p|info）
にこのフラグをマップできます。ユーザーがEnterキーを押すと、FrameMaker
は現在の位置に段落エレメントを挿入しようとします。段落が無効な場合、情報
（info）エレメントを挿入します。

例：ParaElements=p|info

OrderedListElement
番号付きリストにマッピングされるエレメントを指定します。例えば、DITAトピッ
クで、olエレメントにこのフラグをマッピングして、新しい番号付きリストを作成
できます。ただし、DITAタスクの場合は、stepsエレメントにこのフラグをマッ
ピングすると、新しい手順を作成できます。

例：OrderedListElement=ol

OrderedListItemElement
番号付きリストアイテムの中でEnterキーを押すと作成されるデフォルトのエレメ
ントを指定します。例えば、DITAトピックで、liエレメントにこのフラグをマッ
ピングして、番号付きリスト内に新しいリストアイテムを作成できます。ただし、
DITAタスクの場合、stepエレメントにこのフラグをマッピングすると、手順の中
に新しいステップを作成できます。

例：OrderedListItemElement=li

UnorderedListElement
番号なしリストにマッピングされるエレメントを指定します。例えば、DITAトピ
ックで、ulエレメントにこのフラグをマッピングして、新しい番号なしリストを作
成できます。ただし、DITAタスクの場合、steps-unorderedエレメントにこの
フラグをマッピングすると、ネストされた手順を新規作成できます。

例：UnorderedListElement=ul
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UnorderedListItemElement
番号なしリスト内でEnterキーが押された場合に作成されるデフォルトのエレメン
トを指定します。例えば、DITAトピックで、liエレメントにこのフラグをマッピ
ングして、番号なしリスト内に新しいリストアイテムを作成できます。ただし、
DITAタスクの場合、stepエレメントにこのフラグをマッピングすると、ネストさ
れた手順の中に新しいステップを作成できます。

例：UnorderedListItemElement=li

BoldElement

Ctrl + bキーの使用時に、テキストに太字表示のエレメント（b）を適用するよう
に指定します。

例：BoldElement=b

ItalicElement

Ctrl + iキーの使用時に、テキストに斜体表示のエレメント（i）を適用するように
指定します。

例：ItalicElement=i

UnderlineElement

Ctrl + uキーの使用時に、テキストに下線表示のエレメント（u）エレメントを適
用するように指定します。

例：UnderlineElement=u

5) 設定ファイルに必要な変更を行った後、ファイルを保存します。

6) 現在の構造化アプリケーションを再読み込みします。

structapps.fmへ移動し、構造／アプリケーション定義／アプリケーション定義
を読み込みを選択します。

7) 構造化トピックが現在開かれている場合は、トピックへ移動し、作成者ビューに切
り替えます。

設定ファイルに加えた変更はすぐに反映されます。



構造化オーサリング

872

簡易XMLビューテンプレートのカスタマイズ

簡易 XML ビューをサポートしている構造化アプリケーションには、それぞれ
FrameMakerテンプレートが含まれています。このテンプレートは、簡易XMLビューに
おける様々なフォームエレメントの表示方法を定義します。例えば、フォーム中の必須
フィールドラベルのフォントサイズや色をカスタマイズしたり、あるいはエレメントの
自動挿入のルールを定義できます。このテンプレートに変更を加えると、変更点はすべ
て簡易XMLビューに反映されます。

注 : トピックを簡易XMLビューで表示している場合、WYSIWYGビューに切り替
えます。

1) structapps.fm の中のフォームビュー／テンプレートフィールドから、対応する構
造化アプリケーション用の簡易XMLビューテンプレートファイルを定義できます。

2) テンプレートファイルをカスタマイズするには、現在 FrameMakerがインストール
されているフォルダ以外の場所に、そのファイルをコピーする必要があります。

3) テンプレートフィールドで、前の手順に従ってファイルの場所を更新します。

4) 必要に応じてテンプレートファイルを更新し、ファイルを保存します。

5) 現在の構造化アプリケーションを再読み込みします。

structapps.fmへ移動し、構造／アプリケーション定義／アプリケーション定義
を読み込みを選択します。

6) 構造化トピックが現在開かれている場合は、トピックへ移動し、作成者ビューに切
り替えます。

テンプレートファイルへの変更はすぐに反映されます。
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DITAを使用した構造化オーサリング

構造化オーサリングは、文書を作成する際に構造化を強制します。FrameMakerで構造化
文書を作成するときは、構造化アプリケーションを選択し、これを使用して文書を作成す
る必要があります。構造化アプリケーションは、文書の作成時に強制される構造ルールお
よび書式ルールを定義します。DITA（Darwin Information Typing Architecture）は、
構造化オーサリング向けのXMLのオープンスタンダードです。DITAでオーサリングを
実行する際は、DITA Open Toolkit（DITA-OT）を使用して出力を公開することもで
きます。DITA Open Toolkitを参照してください。

DITAトピック
DITAトピックはDITAコンテンツの最も小さい単位です。各トピックは、1つのコ
ンテンツ領域について作成する必要があります。詳しくは、「DITAトピック」を
参照してください。

「DITA トピック」で仕様を参照してください。

情報の入力

情報の入力は、概念、タスク、参照情報など、固有の情報を含むトピックのタイプ
を識別するための操作です。異なる種類の質問に回答するトピックは、別の情報タ
イプとして区別されます。DITAが提供する基本的なトピックタイプ（一般トピッ
ク、追加概念、タスク、参照）は、オーサリングに今すぐ使用できる開始セットを
提供します。詳しくは、「DITAトピック」を参照してください。

「情報の入力」の仕様を参照してください。

DITAマップ
DITAマップは、特定の出力用にトピックをリストし、リンクする目次のようなも
のです。DITAマップは、特定の配布要件に合わせて調整されたシーケンスと階層
にトピックをまとめます。それぞれがリファレンスマニュアル、チュートリアルま
たはオンラインヘルプのような異なる要件のためにトピックを並べる複数のマップ
を持つことができます。DITAマップファイルの拡張子は、 .ditamapです。

詳しくは、DITAマップ。

「DITA マップ」の仕様を参照してください。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/ditamaps.html#ditamaps
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/information-typing.html
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/topicover.html#topicsoverview
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ブックマップ

ブックマップは、DITAマップの特殊化です。ブックマップとしてDITAマップを保
存することができます。ブックマップで、DITAマップ内の最上位レベルのDITAマ
ップにあるtopicrefエレメントは、FrameMakerブックの章となり、その中にネ
ストされたtopicrefエレメントが含まれます。書式は、DITAオプションダイア
ログボックスでブック用に選択した構造化アプリケーションに基づいて決まります。
詳しくは、「ブックマップ」を参照してください。

「ブックマップ」の仕様を参照してください。

DITAを使用する理由

DITAは、内容の作成、保存、管理および使用方法を刷新します。また、使用するツー
ルと、内容に対する作成者の考え方も一新されます。

内容の再利用とモジュール化

印刷とWebだけでなく、複数のカスタム出力用に内容を再利用できます。見出しまたは
行のレベルでの再利用は、特に企業全体レベルの場合、実装と管理が困難になり、混乱
します。DITAは、より管理しやすい内容レベル、つまりトピックレベルでの再利用を
促進します。トピックとは、単独で意味を持つ情報の最小単位です。トピックは、トピッ
クを指し示すポインターまたはリンクの階層構造のリストであるDITAマップを使用して、
文書に組み立てられます。これらのポインターのことを<topicref>「エレメント」と呼
びます。

また、トピックは、他のトピックで再利用できます。各トピックに固有 IDが割り当てら
れます。トピックから、固有IDを使用して別のトピックへの内容参照（conref）を含め
ることができます。より細かいレベルでは、コンディショナル組み立て用に個々のトピ
ックエレメントにプロパティタグを割り当てることができます。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_spec_intro_bookmap.html#dita_spec_intro_bookmap
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マルチチャネルパブリッシング

トピックがモジュール化されるので、様々な細かさのレベルで内容を動的に組み立てる
ことができます。再利用できるトピックから複数の文書を作成できます。組み立ては、
コンディショナル、プロパティに依存またはトピックに付けたメタデータタグに依存が
可能です。例えば、対象読者プロパティは<beginner>または<advanced>、プラットフ
ォームプロパティは<Windows>または<Solaris>です。

オーサリングとパブリッシングが簡単

DITAは、プレゼンテーションから内容を分離することで、モジュール化されたトピッ
クの再利用を可能にします。複数のトピックマップにトピックを指定して、トピックを
再利用することができます。例えば、複数のトピックマップに同じトピックを指定し、
関係テーブルを使用して新しいコンテキストを設定することができます。また、内容が
書式定義に依存しないので、パブリッシングにも有効です。

内容のミニマリズム

「ドキュメントのミニマリズム」とは、特定のタスクを実現するために必要な情報のみ
をユーザーに提供することを意味します。この方法では、連続している情報を、再利用
できる、より小さくて、簡潔で一貫している単位に分割する必要があります。

ローカライゼーションコストの削減

トピックに基づいた、モジュール化された内容には固有のトピック IDがありますが、この
内容により、DITAマップ内容の同時オーサリングとローカライゼーションが可能にな
ります。この方法でローカリゼーションコストが減り、パブリッシングまでの時間が短
縮されます。これらのDITA機能により、トピックの方向性と内容の再利用に加えて、
ローカライゼーションコストを削除できます。

• すべてのDITAトピックは、Unicodeで保存されます。

• DITAには、DITAトピックのほとんどすべてのエレメントに言語設定を指定する機
能があります。

• <translate>属性を使用すると、翻訳できる項目を指定できます。
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DITAを実装する場合の課題

DITAへ移行する場合の課題は、次の通りです。

• 既存の内容の目的変更

• 内容を再利用するための準備

• 連続している内容の再利用可能なモジュール式コンポーネントへの分割

• 特定の要件に合わせたDITAの特殊化

• 出力の後処理

DITAトピック

DITAはオーサリングに対してトピックベースの方法を使用します。DITAのトピック
は情報の最も小さいエンティティです。DITA仕様に従い、トピックは読みやすくなる
よう短くする必要がありますが、それ自体で意味がわかるようにする必要もあります。

概念、タスク、参照などの個別のコンテンツに対応するため、DITA標準は異なる情報
タイプを指定します。各情報タイプは、関連コンテンツのオーサリングをサポートする
構造化エレメントを定義します。例えば、タスクタイプは、context、example、
steps、resultのように定義されます。

DITAトピックを作成する

1) ファイルメニューで、新規／DITAに移動します。

DITAサブメニューがDITAトピックのタイプと、作成可能なマップタイプを表示
します。

FrameMakerでは、次のDITAトピックタイプをサポートしています。

topic
特定のコンテンツに対し、タスク、概念、参照、用語集、用語集グループのタイプ
を使用します。

「DITA トピック」の仕様を参照してください。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/generictopics.html
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task
ハウツーまたは手順などのタスク関連のコンテンツに使用します。

「Task topics」の仕様を参照してください。

concept
「～とは何か」などのコンテンツに使用します。特性や機能に関する概念情報を提
供します。

「Concept topics」の仕様を参照してください。

参照

参照コンテンツに使用します。例えば、製品仕様、API参照、装置リスト、パーツ
リストなどです。

「リファレンス トピック」の仕様を参照してください。

用語集

単一の用語集の用語および定義に使用します。

「Glossary Entry topics」の仕様を参照してください。

glossgroup

glossentryエレメントのグループに使用します。

glossgroupグループには他のglossgroupエレメントを含めて階層的な用語集構造を
作成することもできます。

「Glossary Group topics」の仕様を参照してください。

ditabase
上記のトピックタイプを含めることのできる最上位レベルのコンテナエレメント
です。

「DITA container」の仕様を参照してください。

2) トピックタイプを選択します。

3) 作成したトピックの階層構造を表示するには、構造／構造図を選択します。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_task_topic.html#dita_task_topic
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_reference_topic.html#dita_ref_topic
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_concept_topic.html#dita_concept_topic
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/dita.html#dita
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_glossary_topic.html#glossaryArch
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_glossarygroup_topic.html#GlossaryGroupTopic-0282E9F1
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4) DITA トピックは構造化文書です。つまり、他の構造化アプリケーションに基づい
て構造化文書を使用するのと同様に、FrameMakerでDITAトピック構造を使用す
ることを意味します。

構造化トピックでコンテンツを作成する方法について詳しくは、「構造化オーサリ
ング」を参照してください。

関連コンテンツへのリンクを追加する

topic、 task、concept、reference、glossentry、glossgroup、およびditabaseタイプは、
関連コンテンツへのリンクの追加に使用できる関連リンクエレメントを定義します。

DITAリンクダイアログ

DITAリンクダイアログを使用して、DITAコンテンツに直接リンクまたは間接リンク
を挿入します。

DITAリンクダイアログ
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DITAリンクダイアログを使用するには：

A（DITAエレメント）：
使用するリンクエレメントを選択します。デフォルトでは、エレメントはlinkです。

「リンク」の仕様を参照してください。

B（ターゲット／ファイル）：
直接参照を使用してリンクを作成するには、このオプションを選択します。詳しく
は、「DITAリンクを作成する」を参照してください。

C（ターゲット／キー）：
間接参照を使用してリンクを作成し、キー設定のドロップダウンリストからキーを
選択するには、このオプションを選択します。「DITAリンクを作成する」を参照
してください。

D（ターゲット／両方）：
直接または間接参照を使用してリンクを作成するには、このオプションを選択し
ます。

Ε（ファイル／キー設定）：
ターゲットがファイルに設定されている場合は、現在開いているトピックのリスト
から直接参照に使用するDITAトピックを選択します。また、現在開かれていない
トピックを参照して選択することができます。

ターゲットがキーに設定されている場合、間接参照に使用するキーを選択します。
DITAキースペースマネージャーダイアログを開くことも可能です。このダイアロ
グで、キースペースを作成して現在のトピックのデフォルトのキースペースを設定
します。

F（フィルターテキスト）：
リンクを作成したい必要なトピックまたはキーを検索します。このスマート検索は、
「フィルター」テキストボックスへの入力開始すると同時にエレメントをフィルタ
ーします。コンテンツはエレメントタグ、ID、またはテキスト（内容）に基づいて
フィルターできます。

必要なトピックが見つかったら、リンクとして含めるエレメントを選択します。この
リンクエレメントは別のトピックとの関係を定義します。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/link.html
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G（次を使用して表示）：
リンクのリテラルラベルまたはテキスト行を提供するエレメントを選択します。デフ
ォルトでは、エレメントはlinktextです。

「 linktext」の仕様を参照してください。

H（テキスト）
リテラルテキストとして表示するリンクテキストを指定します。

I（書式）
「書式」を選択し、ドロップダウンリストからリンク書式を選択します。

DITAデフォルトフォーマット
参照トピックのタイトルを表示します。

See_Title_and_Page
参照先<page number> の <topic title> を参照。

Title_and_Page
参照先<page> の <topic title>

J（外部リンク）
外部（非DITA）リソースへのリンクを挿入します。DITA外部リンクダイアログ
で、外部リンクのソースを指定します -キーまたはリンクターゲット（href）のフィ
ールドを参照してください。オプションとして、リンクテキストを指定できます。
または、「リンクターゲット（href）」フィールドに入力したリンクをリンクテキ
ストとして使用します。外部リンクは、メインメニューの挿入／外部参照、または
コンテキストメニューを選択しても挿入できます。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/linktext.html#linktext
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DITAリンクを作成する

1) 関連リンクエレメントに最初のリンクを挿入する場合は、関連リンクエレメントの
右側の挿入ポイントに配置します。

関連リンクエレメントの右側に挿入ポイントを配置する

2) エレメントポッド（表示／ポッド／エレメントカタログ）からリンクエレメントを
挿入します。

DITAリンクダイアログが表示されます。

3) 使用するDITAリンクエレメントを選択します。

4) リンクのターゲットを選択します。

リンクはターゲットコンテンツの直接参照または間接参照として追加できます。
詳しくは、「DITA参照」を参照してください。

直接リンクを追加するには、リンクを作成するDITAトピック（ .xmlファイル）を選
択します。

a) ターゲットの「ファイル」オプションを選択し、参照トピックを含むファイル
を選択します。

現在のトピックまたは現在開いているトピックから選択します。または、
「参照」ボタンを使用して現在開いていないトピックを選択します。

b) エレメントリストで、参照するトピックを選択します。
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間接リンクを追加するには、DITAキー参照を使用する必要があります。キー参照
について詳しくは、「キースペースを使用したDITAキー参照の管理」を参照して
ください。

a) ターゲットの「キー」オプションを選択し、キースペースマネージャーをクリ
ックします。

b) DITA キースペースマネージャーダイアログで、定義済みのキーリストからキ
ーを選択し、「OK」をクリックします。

5) 「次を使用して表示」ドロップダウンで、リンクテキストを表示するエレメントを
選択します。

6) リンクに表示するテキストまたは書式を指定します。

7) 「挿入」をクリックします。

DITAマップ

DITAマップを使用すると、DITAトピックを階層構造に編成できます。その後、異な
る出力形式を使用し、編成した内容の出力を作成できます。

DITA出力の生成について詳しくは、「出版」を参照してください。DITAマップを使
用して、間接参照に使用可能なキースペースを作成することもできます。詳しくは、
「キースペースを使用したDITAキー参照の管理」を参照してください。

「DITA マップ」の仕様を参照してください。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/ditamaps.html#ditamaps
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DITAマップを作成する

1) ファイル／新規／DITA < map>を選択します。

または、ファイル／新規／XMLを選択します。新規XMLダイアログで、「DITA」
タブに移動し、マップを選択します。

2) デフォルトでは、DITAマップはリソースマネージャーで開かれます。

リソースマネージャーを使用して次の操作を行うことができます。

• DITAマップにトピックを挿入する

• DITAマップを保存する

• ドキュメント表示に切り替えて、DITAマップコンテンツを表示します。

3) 構造図、エレメントポッドなど、FrameMakerツールを使用してDITAマップを使
用できます。

4) また、関係テーブルをDITAマップに含めることもできます。

詳しくは、「関係テーブル」を参照してください。

DITAマップへの topicrefエレメントの挿入

エレメントカタログでtopicrefエレメントを使用することにより、トピックをDITAマッ
プに追加できます。リソースマネージャーで「子を挿入」を使用することにより、トピ
ックを追加することもできます。

FrameMakerはDITAマップに挿入可能な次のtopicrefエレメントをサポートしています。

topicref

dita、トピック、概念、タスク、参照、用語集エントリ、用語集グループなどのト
ピックを特定します。 topicrefエレメントには他の topicrefエレメントを含めて階
層構造を作成することもできます。

「 topicref エレメント」の仕様を参照してください。

mapref
書式の属性が「 ditamap 」に設定された <topicref> エレメントと同等の
convenienceエレメントです。

「mapref エレメント」の仕様を参照してください。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/mapref.html
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/topicref.html#topicref
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topicset

DITAマップおよびその他のtopicsetエレメントで再利用可能なtopicrefエレメント
のセットです。

「 topicset エレメント」の仕様を参照してください。

keydef
キーの定義に使用される convenienceエレメントです。出力にコンテンツは含まれ
ず、目次にタイトルは含まれず、リンクやその他の関係は定義されないため、
topicrefエレメントの使用時に他に影響を与えません。

「keydef エレメント」の仕様を参照してください。

topicsetref

topicsetエレメントを参照します。

「 topicsetref エレメント」の仕様を参照してください。

DITAマップに topicrefエレメントを挿入するには：

1) 構造図のmapエレメントのルートレベルに挿入ポイントを置きます。

2) 構造／DITA／ topicrefを挿入を選択します。

3) topicref、mapref、 topicset、またはkeydefを選択すると、エレメントを挿入ダイ
アログが現れます。

エレメントを挿入ダイアログ

4) 挿入した topicrefをキー参照として使用するには、キーの名前を入力します。

詳しくは、「キースペースを使用したDITAキー参照の管理」を参照してください。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/topicsetref.html
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/topicset.html
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/keydef.html
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5) 「HRef」ボックスには、参照するトピックの場所を入力します。

または、「参照」をクリックして移動し、トピックを選択します。

トピックが直接参照として追加されます。

または、現在のトピックにキースペースを定義している場合は、「KeyRef」ドロッ
プダウンリストでキー参照を選択できます。

トピックは間接参照として追加されます。

キー参照と間接参照について詳しくは、「キースペースを使用したDITAキー参照
の管理」を参照してください。

DITAマップコンテンツの表示

DITAマップに1つ以上の topicrefエレメントを挿入すると、参照先トピックのコンテン
ツをドキュメント表示で参照できます。参照先DITAトピックは、FrameMakerで個別
の文書として開くこともできます。

topicrefエレメントコンテンツのプレビューの表示または非表示

1) 単一の参照エレメントのコンテンツをプレビューするには、構造図で topicref エレ
メントを選択します。

すべての参照エレメントのコンテンツをプレビューするには、トピック内の任意の
場所をクリックします。ただし、エレメントが選択されていないことを確認してく
ださい。すべての topicrefのコンテンツを表示するように求められます。また、参照
される子のマップを表示することもできます。

2) コンテンツをプレビューするには、構造／DITA／Topicrefを解決／コンテンツを
表示を選択します。

3) プレビューを非表示にするには、構造／DITA／Topicrefを解決／コンテンツを非
表示を選択します。

ヒント :単一のエレメントのプレビューを表示または非表示にするには、エレメン
トを右クリックし、Topicrefを解決／コンテンツを表示またはTopicrefを解決／コ
ンテンツを非表示を選択することもできます。

注 : DITAマップが子のマップへの参照を含む場合、DITAマップの「表示と非表示」
オプションで、子のマップの参照されるトピックを表示または非表示にします。
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ドキュメント表示で、FrameMakerは>を表示し、トピックがDITAマップの最上位ト
ピックであることを示します。>>はトピックがDITAマップ内で第2レベルのトピック
であるを示します。>>>はトピックがDITAマップ内で第3レベル（以降）であることを
示します。

>、>>、および>>>で示されるトピックレベル

DITAマップで参照されるすべてのトピックを開く

DITAマップに1つ以上のトピックへの参照が含まれている場合、すべての参照先トピッ
クをFrameMakerで開くことができます。

1) DITAマップが選択されていることを確認します。

2) Shiftキーを押しながらファイル／Ditamap内の全ファイルを開くを選択します。

または、DITAマップで、構造／DITA／すべてのTopicrefを開くを選択します。

すべてのトピック参照を閉じるには、Shiftキーを押しながらファイル／Ditamap
内の全ファイルを閉じるを選択します。

注 : 単一のトピックを開くには、DITAマップでトピックをダブルクリックします。

DITAマップを保存する

FrameMakerの「Ditamapを別名で保存」機能（ファイル／ditamapを別名で保存）を
使用すると、DITAマップを複数の出力に保存することができます。DITAマップをブッ
クとして保存するとき、フォルダー、グループなど、FrameMakerブックの階層機能を
利用できます。ページ番号、目次など、FrameMakerブックの機能を使用できます。

次の出力のリストは、特定の機能を提供します。
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Composite Document <バージョン>（ *.fm）
単一の独立したFrameMaker文書ファイル（ .fm）です。文書にはDITAマップの
すべてのコンテンツが含まれています。例えば、トピック参照が含まれています。
トピック参照は文書内に埋め込まれています。つまり、トピックファイルに対する
変更は統合文書には反映されません。この文書を別の作成者と共有する場合、作成
者に参照先トピック文書は必要ありません。ただし、FrameMakerで使用可能な構
造化ツールを使用して、統合文書を使用し続けることができます。

Book <バージョン>（ *.book）
DITAマップは .bookファイルとして保存されます。これには各参照先トピックフ
ァイルがブック内の文書として含まれています。

Book <バージョン> with fm components（ *.book）
DITAマップは .bookファイルとして保存されます。参照先トピックファイルは .fm
ファイルとして変換されます。

DITAマップを統合文書として保存する場合、またはFrameMakerコンポーネントを含
むブックとして保存する場合は、DITAVALコンディショナル出力機能を使用できます。
文書を保存ダイアログで「DitaValファイルを確認」オプションを選択した場合は、
DITAVALファイルのプロンプトが表示されます。これを使用してコンディショナル出
力を実行し、選択した出力形式でコンテンツを出力できます。DITAVALについて詳し
くは、「DITAVAL」を参照してください。

重要: DITAマップのブックへの変換は一方通行です。つまり、ブックに加えた変更
をDITAマップに戻すことはできません。

DITA参照

DITA参照（DITAアドレス指定とも呼ばれます）は、DITAエレメント間およびDITA
エレメントと非DITAリソース間に参照機能またはリンク機能を提供します。

DITAのコンテンツは「内容参照」を参照してください。単一のソースコンテンツへの
DITA相互参照を使用して、DITAまたは非DITAリソースへのリンクを作成します。
DITAリンクを使用して関連コンテンツへのリンクを追加することもできます。

DITA仕様は2つのタイプの参照を定義します。
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直接参照（URIベースのアドレス指定）
参照はターゲットを直接指して行われます。例えば、FrameMakerでは直接参照を
使用してconrefを作成するとき、DITAトピック（ .xmlファイル）に移動して選択
します。同様に、DITAトピック（ .xmlファイル）を直接指して、DITAリンクま
たはDITA相互参照を作成します。直接参照では、参照またはリンクするコンテン
ツが含まれているファイルを作成者が明示的に選択する必要があります。関連コン
テンツが大量にある場合は面倒でわかりにくい作業になります。直接参照は参照ま
たはリンクする文書が少ない場合に適しています。

「URI ベースの（直接）アドレス指定」の仕様を参照してください。

間接参照（キーベースのアドレス指定）

参照はキーを使用してDITAマップレベルでグローバルに行われます。例えば
FrameMakerでは間接参照を使用してconrefを作成するとき、DITAトピックを直
接指しません。代わりに、キースペースを使用したDITAキー参照の管理が定義さ
れます。間接参照では、参照またはリンクを作成するときに作成者がユーザー定義
のキーを選択する必要があります。キースペースを設定するときは、明確に定義さ
れた記述によってキーに名前を付ける必要があります。大量の関連コンテンツを使
用してオーサリングを実行している場合は、間接参照を推奨します。

「キーベースのアドレス指定」の仕様を参照してください。

参照内容の設定

DITAトピックで conrefを作成するには、再利用するコンテンツ（エレメント）が含ま
れているDITAトピック（直接参照）またはDITAマップ（間接参照）を最初に作成す
る必要があります。例えば、表、番号リスト、画像を複数のトピック間で再利用すると
します。これらのエレメントはソーストピックに追加する必要があります。間接参照を
使用している場合、トピックはDITAマップに追加されます。詳細については、「キース
ペースを使用したDITAキー参照の管理」を参照してください。

エレメントを再利用可能にするには、エレメントに固有の IDを割り当てる必要があり
ます。詳しくは、「DITA ID属性」を参照してください。FrameMakerは conrefエレ
メントを区別するためこの固有の IDを使用します。例えば、ソースエレメントを更新す
る場合、FrameMakerは更新する必要のあるコンテナートピック内のエレメントを固有
の IDを使用して識別します。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/cs01/spec/archSpec/uri-based-addressing.html
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/cs01/spec/archSpec/key-based_addressing.html
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DITA ID属性

DIDA ID属性は参照するコンテンツ（トピックまたはエレメント）を一意に識別する方
法を提供します。

DITAトピックでは、別のトピックのエレメントに対する conref（内容参照）または相
互参照（相互参照）を作成するときに、固有のIDを割り当てられます。デフォルトでは、
DITAトピックを作成するするときに、FrameMakerは固有の IDを割り当てます。

ID 属性の仕様を参照してください。

固有の IDをエレメントに割り当てる

1) 構造図でソーストピック内のエレメントを選択します。

2) 構造メニューから「 IDをエレメントに割り当て」を選択します。

または、エレメントを右クリックし、ポップアップメニューから「IDをエレメント
に割り当て」を選択します。

エレメントに IDが割り当てられているか確認するには、構造図でエレメントの右側にあ
る+（プラス）記号をクリックします。

entry（表セル）エレメントに割り当てられた固有の ID

以前に IDが割り当てられていたエレメントに固有の IDを割り当てる場合、既存の IDを
置き換えるように指示されます。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/cs01/spec/archSpec/id.html
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IDをエレメントのすべてのインスタンスに割り当てる

1) IDを割り当てるエレメントのインスタンスを選択します。

2) 構造／ IDをエレメントに割り当てを選択します。

a) デフォルトでは、 ID をエレメントに割り当てを選択する前に選択したエレメ
ントがドロップダウンで選択されています。

b) 「特殊化を含める」を選択して、 IDを選択したエレメントの特殊化に割り当て
ます。DITAマップで作業している場合は、「Ditamap内のTopicrefsを開く」
を選択して、 IDをDITAマップのトピックで選択したエレメントのすべての
インスタンスに割り当てます。

c) 複数のファイルを開いている場合は、「開いているすべてのファイル」を選択
して、 IDをすべての開いているファイルで選択したエレメントのすべてのイ
ンスタンスに割り当てます。

d) 「割り当て」を選択します。

キースペースを使用したDITAキー参照の管理

DITAトピックでは、DITAトピックファイル（ .xml）を指定することにより、コンテ
ンツを直接参照できます。例えば、DITAトピックの関連リンクセクションにリンクを
追加する場合は、参照するトピックファイルを選択できます（「関連コンテンツへのリ
ンクを追加する）。

ただし、DITAはコンテンツを間接的に参照するキーを使用するための仕様も提供しま
す。「キーベースのアドレス指定」の仕様を参照してください。

キーを使用して、参照先コンテンツをどの程度間接的にするかを追加します。キーを使
用するとき、作成者はトピックファイルを直接参照しません。作成者はキースペース
（参照するユーザー定義のキーの集合）が提供されます。キースペースは任意の数のト
ピックを内部的に参照します。作成者は提供されたキースペース内のキーのみに集中で
きます。また、キーはユーザーが定義するため、作成者がわかりやすい名前を適宜付け
ることができます。

keydef エレメントは、キーマップを作成するために使用します。デフォルトではDITA
出力にこれらのエレメントが生成されないためです。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/key-based_addressing.html#key-based_addressing
http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/keydef.html
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キースペースを作成

キースペースはDITAマップを使用して作成されます。DITAマップを作成してキースペー
スとして使用するには、keydefエレメントをDITAマップに追加する必要があります。

1) DITAマップを作成する。

2) keydef エレメントを DITA マップに追加します。詳しくは、「 DITA マップへの
topicrefエレメントの挿入」を参照してください。

キー属性を使用してキースペースの特定のkeydefを識別します。keydefエレメント
にキー属性は不可欠なため、新規エレメントの属性ダイアログまたはエレメントの
挿入ダイアログの「キー名」フィールドで属性値を指定することができます。

キースペースを使用している作成者はキー名のみを参照し、関連DITAトピックを
直接参照しません。このため、参照先（基本）トピックコンテンツであることが明
確なキー値を指定する必要があります。

3) DITAマップを保存します。

キースペースの管理

DITAトピックでキー参照を使用するには、FrameMakerのオーサリング環境でコンテ
ナキースペースを読み込みます。環境内でキースペースを読み込んだ後。

1) DITAキースペースマネージャーダイアログ（構造／DITA／キースペースを管理）
を開きます。

DITAキースペースマネージャーダイアログ
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2) 「キースペース」ドロップダウンリストから、キースペースとして定義されている
DITAマップを選択します。詳しくは、「キースペースを作成」を参照してください。
必要なDITAマップがリストから使用できない場合は、「キースペースを読み込む」
をクリックし、DITAマップファイルを選択します。
キースペースで定義されているキー参照が定義済みのキーリストに表示されます。

現在の環境にキースペースを読み込んだ後にキースペース（DITAマップ）に変更
を加える場合は、「再表示」のアイコンをクリックしてキー参照に加えた変更を表
示します。

DITA参照の更新

次のいずれかの方法を使用して、DITAトピックまたはマップの参照を作成できます。

• Conrefs（詳しくは、「内容参照」を参照）

• 相互参照（詳しくは、「相互参照」を参照）

• Topicrefs（詳しくは、「DITAマップへの topicrefエレメントの挿入」を参照）
参照先コンテンツを更新する場合、現在のトピックの参照はすぐに更新されません。例え
ば、DITAマップが特定のトピックを参照しているとき、トピックのタイトルが変更さ
れた場合、更新されたタイトルはDITAマップにすぐに表示されません。
選択したトピックまたはマップで参照を更新するには、DITA参照を更新ダイアログを
使用します。

1) 構造／DTA／参照を更新を選択します。

DITA参照を更新ダイアログが表示されます。
DITA参照を更新ダイアログ

2) 現在のトピックまたはマップ内の参照を更新するには、特定のオプションを選択し
て「OK」をクリックします。
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参照の検索

文書内またはフォルダー内の複数のファイル内を再帰的に検索して、conref、 topicref、
link、xrefなどのリンクを探すことができます。デフォルトでは、参照の検索ダイアロ
グボックスにおいて、現在のトピックおよびエレメントの IDが挿入されます（選択され
ている場合）。通常、別の場所で参照されているエレメントを選択してから、このオプ
ションを起動します。

1) 構造／ DITA ／参照を検索を選択します。または、現在のエレメントの参照を検索
するためには、エレメント内で右クリックし、「参照を検索」を選択します。エレ
メント IDが自動的に挿入されます。

2) 参照の検索ダイアログで、必要に応じてエレメントの IDを入力します。

3) オプションとして、検索をキースペース内に限定するには、現在の文書のキースペ
ースを選択します。

4) 検索範囲を設定します。フォルダーを選択した場合は、そのフォルダー内のすべて
のファイル内にあるエレメントへの参照を再帰的に検索できます。

5) 「検索」をクリックします。
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ブックマップ

ブックマップとは、DITAトピックをブックとして編成し、プリントするための専門の
DITAマップです。ブックマップは、chapterとappendixのように定義されます。
DITAマップは一連のトピック参照に関する構造ルールは強制しません。ただし、ブッ
ク構造を維持するため、ブックマップはappendixエレメントの後にchapterエレメント
を許可しないなどのルールを定義します。

「ブックマップ」の仕様を参照してください。

FrameMakerのブックマップ向けのユーザーインターフェイスは、DITAマップ向けの
ユーザーインターフェイスと同じです。例えば、デフォルト設定では、bookmapはリソ
ースマネージャで開きます。

1) ファイル／新規／DITA <bookmap>を選択します。

2) chapter、part、appendix、appendicesエレメントが参照先エレメントです。

これらのエレメントを追加するには、「DITAマップへの topicrefエレメントの挿
入」の手順に従います。

3) ブックマップには関係テーブルを含めることができます。

関係テーブルについて詳しくは、「関係テーブル」を参照してください。

DITAVAL

FrameMakerではDITAVALファイルを使用してコンディショナル出力を生成します。
コンディショナルコンテンツを含む単一の文書を（エレメント属性を使用して）作成し
ます。次に、DITAVALファイルを作成します。このファイルを使用して、適用した属
性に基づいて文書の出力バージョンを複数作成するコンテンツを指定します。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/archSpec/dita_spec_intro_bookmap.html#dita_spec_intro_bookmap
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DITAVALを使用するDITAトピックの設定

エレメントに条件属性を適用することにより、DITA文書内のエレメントをコンディシ
ョナルにすることができます。この後、条件属性に基づいて、DITAVALファイルでエ
レメントを出力から除外するかエレメントを出力に含めるかを定義できます。

コンディショナルコンテンツを含む文書を作成する前に、出力の基準について計画する
必要があります。例えば、文書にコンディション適用の対象が管理者およびエンドユー
ザーであるコンテンツが含まれているとします。文書内で、コンテンツの対象読者に基
づいて条件属性を適用します（「条件属性のエレメントへの適用」）。次に、
DITAVALファイルを作成します。このファイルを使用して、文書で定義した属性値に
基づいて、含めるまたは除外するエレメントを指定します（詳しくは、「DITAVALフ
ァイルを作成してコンディショナル出力を作成する」を参照）。

条件属性のエレメントへの適用

FrameMakerでDITA文書内のエレメントにコンディショナル処理を実行するには、出
力に含めるまたは出力から除外するエレメントを指定する必要があります。文書内で、
コンディショナル処理が必要なエレメントに次の1つ以上の条件属性を適用します。

audience：
例：管理者、作成者、またはエンドユーザー

platform：
例：Windows、MAC、またはLinux

product：
例：FrameMaker、RoboHelp、またはCaptivate

otherprops：
この属性を使用して、文書のコンディショナル処理を有効化するために使用する必
要のある他のプロパティを定義します。いくつか例を示します。

delivery
例：プリント、PDF、またはWeb
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model
ハッチバックまたはセダン

複数の属性をエレメントに適用できます。例えば、audience（管理者）および
platform（Windows）をエレメントに割り当てられます。複数の値を（スペースで
区切って）単一の属性に追加することもできます。例えば、platform（Windows と

Linux）をWindowsとLinuxの両方を対象としているコンテンツに設定できます。

重要 :上記の属性は、DITAVALを単一ソースのコンテンツに使用しているときに使用
することを推奨します。ただし、これらの属性のみの使用に制限されるわけではあり
ません。文書内で選択したエレメントに定義されている任意の属性を使用できます。

エレメントに条件属性を適用するには

1) 文書の構造図でエレメントを選択します。

2) 属性ポッドを開きます（エレメント／属性の編集）。

次の1つ以上の属性を更新します。

• audience

• platform

• product

• otherprops

3) コンディショナル処理が必要な文書内の各エレメントに上記の条件を指定します。

文書内の特定の要素に属性を適用した後、DITAVALファイルの設定方法に応じて、文書
のコンテンツのコンディショナル出力を実行します。

DITAVALファイルを作成してコンディショナル出力を作成する

条件属性（audience、platform、product、otherprops）を使用してコンテンツを設
定してFrameMakerがコンディショナル出力を実行するエレメントを定義した後、
DITAVALファイルを作成する必要があります。DITAVALファイルでは、「属性名」
と「値」のペアに基づいて、ドキュメントの条件処理を定義します。例えば、管理者を
対象とするコンテンツは、エンドユーザーまたは作成者を対象とする出力コンテンツか
ら除外するよう指定できます。
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DITAVALファイルを作成するには：

1) 新規XMLダイアログを開きます（ファイル／新規／XML）。

2) 「構造化アプリケーション」セクションで、 DITA_<version>_DITAVAL を選
択し、「OK」をクリックします。

DITAVALファイルの最上位のエレメントはvalエレメントです。

条件を定義するには、propのエレメントを作成する必要があります。

3) 1つ以上のpropのエレメントを追加するには、

エレメントのポッド（表示／ポッド／エレメントカタログ）のpropエレメントを
ダブルクリックします。

またはCtrl + 1キーを押してスマートカタログを表示し、propを選択して、Enter
キーを押します。

新規エレメントの属性ダイアログが表示されます。

新規エレメントの属性ダイアログ

4) **string not required**新規エレメントの属性ダイアログでは、次の属性を指定し
ます。
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action
指定した属性（att、below）を出力に含めるか、出力から除外するかを選択し
ます。

att
文書内のエレメントに適用される条件属性の名前です。

文書エレメントで定義されている属性名を正確に入力します。

val
エレメントで定義された条件属性（att）値。

エレメント内の属性に指定した値を正確に入力します。

例えば、条件出力のエレメントにaudience属性を適用し、値をadminとして設定
します。DITAVALファイルで、propエレメントのattrフィールドにaudience
を入力する必要があります。また、valフィールドに、adminを入力する必要があ
ります。adminに設定されたaudience属性を持つエレメントを除外するには、
actionをexcludeに指定します。

5) 「エレメントを挿入」をクリックし、DITAVALファイルを保存します。

6) .ditaval拡張子を付けて文書を保存します。

コンディショナル出力の生成

このセクションでは、コンディショナルコンテンツを含むPDF出力を生成する手順につ
いて使用事例とともに説明します。

注 : このセクションで使用されるサンプルには、paragraph（p）タグ内のコンテン
ツのみが含まれています。ただし、文書内の任意のDITAエレメントからコンディ
ショナル出力を作成できます。

1) 4つのparagraph（p）エレメントにDITAトピックを作成します。

a) 管理者のみ対象のコンテンツ

audience属性をadminに設定します。
b) 作成者のみ対象のコンテンツ

audience属性をauthorに設定します。
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c) 管理者および作成者が対象のコンテンツ

audience属性をadmin authorに設定します。
d) エンドユーザーと作成者が対象のコンテンツ

audience属性をend_user authorに設定します。
2) 文書を保存します。

3) 4つのpropエレメントを持つDITAVALファイルを作成します。

a) attr：audience
val：admin
action：include

b) attr：audience
val：author
action：exclude

c) attr：audience
val：end_user
action：exclude

上記のDITAVALは管理者を対象とするすべてのコンテンツを出力します。

4) DITAマップを作成し、上記の文書を含めて、DITAマップをPDFとして保存しま
す（ファイル／PDFとして保存）。

5) 文書を保存ダイアログで、「DITAVALファイルを確認」オプションを選択し、
「保存」をクリックします。

DITAVALファイルを選択ダイアログが現れます。

6) 手順4で作成したDITAVALファイルを選択し、「選択」を選択します。

「コンディションを適用」オプションは、すべてのコンテンツを出力します。ただ
し、DITAVALファイルで除外とマークされたコンテンツは、取り消し線で出力さ
れます。このオプションは文書をレビューする場合に選択します。例えば、このオ
プションを使用して、マークされているコンテンツが除外対象であることをレビュ
ーアーに示します。

7) PDF設定ダイアログで「設定」をクリックします。

出力PDFファイルは、文書に設定されている属性および対応するDITAVALファイルに
基づいてコンテンツを含めたり除外したりします。
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内容参照

内容参照（ conref）は、DITAトピック内のコンテンツ（エレメント）または別の
DITAトピックにあるDITAマップへの参照を作成するために使用されます。 conrefを
使用すると、DITAトピック全体の内容（エレメント）を再利用できます。 conrefは、
エレメントに割り当てられたDITA ID属性に基づいています。これは、トピック内でエ
レメントの位置が変更されても、 IDがそのままであれば参照はそのまま残ることを意味
します。

直接参照を使用して、対象のトピックまたはエレメントを含むDITAトピック（ .xmlフ
ァイル）を直接ポイントできます。または、間接参照を使用して、キースペースで定義
されたキーにポイントできます。詳しくは、「DITA参照」を参照してください。

DITAエレメントカタログ内のほとんどすべてのエレメントに対して conrefを作成でき
ます。DITAtopicのconrefを作成してト ピック全体を再利用可能にできます。また、キ

ーワードやpHエレメントのconrefを作成して、用語や単語も再利用できます。conrefを
作成するための唯一の必要条件は、エレメントにDITA ID属性を定義することです。

トピックを設定してconrefを使用する

DITAトピックで conrefを作成するには、再利用するコンテンツ（エレメント）が含ま
れているDITAトピック（直接参照）またはDITAマップ（間接参照）を最初に作成す
る必要があります。例えば、表、番号リスト、画像を複数のトピック間で再利用すると
します。これらのエレメントはソーストピックに追加する必要があります。間接参照を
使用している場合、トピックはDITAマップに追加されます。また、エレメントを再利用
可能にするには、固有のIDをエレメントに割り当てる必要があります。DITAコンテンツ
を再利用可能にする方法についての詳細は、「参照内容の設定」を参照してください。

DITA Conrefダイアログ

DITA Conrefダイアログを使用して、直接または間接 conrefをDITAの内容に追加し
ます。
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DITA Conrefダイアログを開くには：

• 挿入メニューから、Conrefを選択します。

DITA Conrefダイアログ

DITA Conrefダイアログを使用するには：

A（ターゲット／ファイル）：
DITA参照を使用して conrefを挿入する場合はこのオプションを選びます。
「 conrefを作成する」を参照してください。

B（ターゲット／キー）：
DITA参照を使用して conrefを挿入する場合はこのオプションを選びます。
「DITAリンクを作成する」を参照してください。

C（ターゲット／両方）：
直接または間接参照を使用してリンクを作成するには、このオプションを選択し
ます。

D（ファイル／キー設定）：
ターゲットがファイルに設定されている場合は、現在開いているトピックのリスト
から直接参照に使用するDITAトピックを選択します。また、現在開かれていない
トピックを参照して選択することができます。
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ターゲットがキーに設定されている場合、間接参照に使用するキーを選択します。
DITAキースペースマネージャーダイアログを開くことも可能です。このダイアロ
グで、キースペースを作成して現在のトピックのデフォルトのキースペースを設定
します。

E（フィルターテキスト）：
リンクを作成したい必要なトピックまたはキーを検索します。このスマート検索は、
「フィルター」テキストボックスへの入力開始すると同時にエレメントをフィルタ
ーします。コンテンツはエレメントタグ、ID、またはテキスト（内容）に基づいて
フィルターできます。

必要なトピックが見つかったら、リンクとして含めるエレメントを選択します。この
リンクエレメントは別のトピックとの関係を定義します。

F（Conref最終エレメント）：
conrefの一連のエレメントの最終エレメントとしてエレメントを選択します。詳し
くは、「範囲内のエレメントに対する conrefの作成」を参照してください。

conrefの使用

DITAトピックまたはマップ内でDITA Conrefダイアログを使用して conrefを作成でき
ます。

この節では次のトピックを説明します。

• conrefを作成する

• 範囲内のエレメントに対する conrefの作成

• conrefの更新

conrefを作成する

現在のトピックまたはマップ内でDITAトピックまたはマップに対する conrefを作成す
るには、ターゲットトピックまたはマップ内で、最初に対象のトピックまたはマップの
参照内容の設定する必要があります。
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次に、ターゲットDITAコンテンツへの直接参照または間接参照を作成します。

1) トピックまたはマップ上で conrefを挿入する場所に挿入ポイントを配置します。

トピック内の場所にconrefを挿入するには、conrefエレメントに関連する挿入ポイ
ントを配置する必要があります。

li （ リス ト ）の conrefエレメントは、olまたはulリストに配置する必要があり
ます。

表の行は、表またはsimpletableに配置する必要があります。
表のエン ト リの場合は、表の行に挿入ポイントを配置することはできません。置き
換える既存のエン ト リを選択する必要があります。

2) 挿入メニューから、Conrefを選択します。

DITA Conrefダイアログが表示されます。

3) リンクはターゲットコンテンツの直接参照または間接参照として追加できます。詳し
くは、「DITA参照」を参照してください。

ターゲットコンテンツへの直接参照を作成するには、

a) ターゲットの「ファイル」オプションを選択し、参照トピックを含むファイル
を選択します。

b) 現在のトピックまたは現在開いているトピックから選択します。または、
「参照」ボタンを使用して現在開いていないトピックを選択します。

c) DITA トピックを選択すると、固有の ID が割り当てられるエレメントがエレ
メントリストに表示されます。

固有の IDが割り当てられている、選択したエレメントタグのDITAトピック
にあるエレメントが、エレメントリストに表示されます。エレメントに固有の
IDが割り当てられていない場合は、固有の IDをエレメントに割り当てること
ができます。

d) 現在のトピックに conrefとして挿入するエレメントを選択します。

このリストには、エレメントのIDとコンテンツ（テキストエレメントの場合）
も表示されます。

ソーストピックの conrefエレメントに変更を行った場合、ソーストピックを保存し
てコンテナートピックを更新し、その更新を表示する必要があります。
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ターゲットコンテンツへの間接参照を作成するには、

a) ターゲットの「キー」オプションを選択し、キースペースマネージャーをクリ
ックします。

b) DITA キースペースマネージャーダイアログで、定義済みのキーリストからキ
ーを選択し、「OK」をクリックします。

キー参照を追加する方法について詳しくは、「キースペースを使用したDITA
キー参照の管理」を参照してください。キースペースを使用したDITAキー参
照の管理。

キーを選択すると、キースペースに含められるDITAトピックタイプがエレメ
ントタグリストに表示されます。詳しくは、「キースペースの作成」を参照し
てください。キースペースを作成。

c) エレメントタグを選択します。

固有の IDが割り当てられている、選択したエレメントタグのDITAトピック
にあるエレメントが、エレメントリストに表示されます。エレメントに固有の
IDが割り当てられていない場合は、固有の IDをエレメントに割り当てること
ができます。

d) conrefとして挿入するエレメントを選択し、「OK」をクリックします。

4) 「挿入」をクリックします。

範囲内のエレメントに対するconrefの作成

範囲内のエレメントに conrefを作成することができます。例えば、まとめて conrefを作
成する多数のp（paragraph）エレメントがあるとします。すべてのpエレメントに対し
conrefを1つ作成することができます。

注 : 内容参照の範囲を指定するには、範囲内のエレメントが同じタイプである必要
があります。少なくとも開始エレメントと終了エレメントは固有のIDを持っている
必要があります。

1) 範囲の最初のエレメントを選択するには conref を作成するの手順を実行します。
「挿入」はクリックしないでください。

2) 「Conref最終エレメント」ドロップダウンリストで、範囲の最終エレメントを選択
して conrefに含めます。

3) 「挿入」をクリックします。
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conrefの更新

再利用可能なエレメントを別のトピックで参照した後にこれを更新する場合、アップデ
ートを表示するにはトピックの conrefを更新する必要があります。

トピックの conrefを更新するには

1) 構造メニューから、DITA／参照を更新を選択します。

DITA参照を更新ダイアログが表示されます。

2) 「ファイル内のすべての内容参照を更新」を選択します。

3) 「OK」をクリックします。

現在のトピックのすべての conrefsが更新されます。

相互参照

同じトピックに含まれるエレメントへのリンクまたは別のトピックにあるエレメントへ
のリンクをリーダーに提供することができます。FrameMakerでは、DITA相互参照を
使用してリンクを作成できます。DITA相互参照は、エレメントに割り当てられたエレ
メントに割り当てられているDITA ID属性に基づいています。これは、トピック内でエ
レメントの位置が変更されても、 IDがそのままであればリンクはそのまま残ることを意
味します。

直接参照を使用して、対象のトピックまたはエレメントを含むDITAトピック（ .xmlフ
ァイル）を直接ポイントできます。または、間接参照を使用して、キースペースで定義
されたキーにポイントできます。詳しくは、「DITA参照」を参照してください。

DITAエレメントカタログのほとんどすべてのエレメントに対して相互参照を作成でき
ます。相互参照をDITA ト ピッ クに対して作成すれば、トピック全体を再利用できるよ
うになります。また、キーワードやphエレメント相互参照を作成して、用語や単語にリ
ンクすることもできます。相互参照を作成するための唯一の必要条件は、エレメントに
DITA ID属性を定義することです。
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相互参照を使用するトピックの設定

DITAトピックで相互参照を作成するには、再利用するコンテンツ（エレメント）が含
まれているDITAトピック（直接参照）またはDITAマップ（間接参照）を最初に作成
する必要があります。例えば、表、番号リスト、画像を複数のトピック間で再利用する
とします。これらのエレメントはソーストピックに追加する必要があります。間接参照
を使用している場合、トピックはDITAマップに追加されます。また、エレメントを再
利用可能にするには、固有の IDをエレメントに割り当てる必要があります。DITAコン
テンツを再利用可能にする方法についての詳細は、「参照内容の設定」を参照してくだ
さい。

DITA相互参照ダイアログ

DITA相互参照ダイアログを使用して、DITAコンテンツへの直接リンクまたは間接リ
ンクを追加します。

DITA相互参照ダイアログ
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DITA相互参照ダイアログを使用して、次の設定を行います。

A（DITAエレメント）：
使用するリンクエレメントを選択します。デフォルトでは、エレメントはlinkです。

「リンク」の仕様を参照してください。

B（ターゲット／ファイル）：
直接相互参照を挿入するには、このオプションを選択します。「相互参照を作成す
る」を参照してください。

C（ターゲット／キー）：
間接相互参照を作成するには、このオプションを選択します。キー設定のドロップダ
ウンリストからキーを選択できます。「相互参照を作成する」を参照してください。

D（ターゲット／両方）：
直接または間接参照を使用して相互参照を作成するには、このオプションを選択し
ます。

Ε（ファイル／キー設定）：
ターゲットがファイルに設定されている場合は、現在開いているトピックのリスト
から直接参照に使用するDITAトピックを選択します。また、現在開かれていない
トピックを参照して選択することができます。

ターゲットがキーに設定されている場合、間接参照に使用するキーを選択します。
DITAキースペースマネージャーダイアログを開くことも可能です。このダイアロ
グで、キースペースを作成して現在のトピックのデフォルトのキースペースを設定
します。

F（フィルターテキスト）：
相互参照を作成したい必要なトピックまたはキーを検索します。このスマート検索
は、「フィルター」テキストボックスへの入力開始すると同時にエレメントをフィ
ルターします。コンテンツはエレメントタグ、ID、またはテキスト（内容）に基づ
いてフィルターできます。

必要なトピックが見つかったら、相互参照として含めるエレメントを選択します。
このリンクエレメントは別のトピックとの関係を定義します。

http://docs.oasis-open.org/dita/v1.2/os/spec/langref/link.html
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G（表示テキスト）
リテラルテキストとして表示する相互参照テキストを指定します。

H（表示の書式）
「書式」を選択し、ドロップダウンリストから表示の書式を選択します。

DITAデフォルトフォーマット
参照トピックのタイトルを表示します。

See_Title_and_Page
参照先<page number> の <topic title> を参照。

Title_and_Page
参照先<page> の <topic title>

I（外部相互参照）
外部（非DITA）リソースへの相互参照を挿入します。DITA外部Xrefダイアログ
で、外部リンクのソースを指定します -キーまたはリンクターゲット（href）のフ
ィールドを参照してください。オプションとして、リンクテキストを指定できます。
または、「リンクターゲット（href）」フィールドに入力したリンクをリンクテキ
ストとして使用します。外部相互参照は、メインメニューの挿入／外部参照、また
はコンテキストメニューを選択しても挿入できます。

相互参照を作成する

別のトピックまたはマップ内で1つのDITAトピックから相互参照を作成するには、最初
にターゲットトピックまたはマップで、最初に対象のトピックまたはマップの参照内容
の設定を設定する必要があります。

次に、ターゲットDITAコンテンツへの直接相互参照または間接相互参照を作成します。

1) トピックまたはマップの相互参照を挿入する位置に挿入ポイントを置きます。

相互参照はインラインDITAエレメントです。つまり、既存のエレメントを使用し
てエレメントインラインを挿入する必要があります。paragraph（p）またはリス
ト項目（li）のようなエレメントに相互参照を挿入できます。
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2) エレメントカタログから、xrefエレメントを選択します。

DITA相互参照ダイアログが表示されます。

3) 相互参照はターゲットコンテンツの直接参照または間接参照として追加できます。
詳しくは、「DITA参照」を参照してください。

ターゲットコンテンツへの直接参照を作成するには、

a) 「ファイルの参照」を選択します。

b) ドロップダウンリストで、相互参照エレメントを含む使用可能なDITAトピッ
クから選択します。

リストのトピックを使用できない場合は、トピックを参照します。

注 : ドロップダウンリストで選択したトピックを開くには、「編集」をクリッ
クします。

c) DITA トピックを選択すると、固有の ID が割り当てられるエレメントがエレ
メントタグリストに表示されます。

エレメントに固有の IDが割り当てられていない場合、固有の IDをエレメント
に割り当てる。または、「すべて表示」を選択して、そのエレメントタイプの
エレメントをすべて表示します。

d) 現在の文書に相互参照として挿入するエレメントを選択します。

選択されたエレメントタイプのDITAトピックにあるエレメントは固有の ID
が割り当てられて、「エレメントデータ」リストに表示されます。

このリストには、エレメントの IDとコンテンツ（テキストエレメントの場合）
も表示されます。

e) 相互参照エレメントを選択します。

ソーストピックの相互参照エレメントに変更を行った場合、ソーストピックを保存
して含まれるトピックを更新し、その更新を表示する必要があります。
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ターゲットコンテンツへの間接参照を作成するには、

a) 「キーの参照」を選択し、「編集」をクリックします。

b) キー参照ダイアログで、「キー」ドロップダウンリストから必要なキーを選択
します。

キー参照を追加する方法について詳しくは、「キースペースを使用したDITA
キー参照の管理」を参照してください。キースペースを使用したDITAキー参
照の管理。

キーを選択すると、キースペースに含められるDITAトピックタイプがエレメ
ントタグリストに表示されます。詳しくは、「キースペースの作成」を参照し
てください。キースペースを作成。

c) エレメントタグを選択します。

選択されたエレメントタイプのDITAトピックにあるエレメントは固有の ID
が割り当てられて、「エレメントデータ」リストに表示されます。エレメント
に固有の IDが割り当てられていない場合、固有の IDをエレメントに割り当て
るるか。「すべて表示」を選択して、そのエレメントタイプのエレメントをす
べて表示できます。

d) 相互参照として挿入するエレメントを選択して、「OK」をクリックします。

4) 使用するリンクエレメントを選択します。

5) リンクテキストを表示するエレメントを選択します。

6) 「次を使用して表示」セクションで、リンクに表示するテキストまたは書式を指定
します。

7) 「挿入」をクリックします。
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関係テーブル

DITAトピックのセットには、相互に関連するトピックが含まれることがよくあります。
この場合、各トピックの最後に関連する（参照する）リンクのセットを含めることもで
きます。これにより、必要に応じてリーダーは詳細を参照することができます。

例えば、FrameMakerの「別名で保存」で次の個別のトピックを使用できます。

• 別名で保存

• PDF形式で保存

• レビューPDF形式で保存

• XML形式で保存

この場合、それぞれのトピックの最後に別の3つのトピックへの関連リンクを含めるこ
とができます。

DITAマップの使用
FrameMakerの関係テーブルを使用すると、DITAトピックで関連リンクを作成で
きます。DITAマップで関係テーブルを使用します。つまり、DITAマップを作成
し、DITAマップの使用するトピックセットにトピックを含める必要があります。
その後で関係テーブルをマップに追加します。関係テーブルで、DITAマップに含
まれる関連トピックを定義します。

追加するDITAタイプ
次のDITAトピックタイプを関係テーブルに追加できます。

• トピック

• タスク

• 概念

• リファレンス
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関連トピックを関係テーブル行に追加する

DITAマップの2つ以上のトピックが関連するように指定するには、これらのトピ
ックを関係テーブルの単一行に追加する必要があります。関係テーブルを作成する
ための手順は、「関係テーブルを作成する」を参照してください。

例えば、トピック「別名で保存」、「PDF形式で保存」、「レビューPDF形式で
保存」、「XML形式で保存」を関連トピックにするには、次のように指定します。

ドキュメント表示の関係テーブル

注 : FrameMakerの関係テーブルは、ドキュメント表示で表示した場合、コンテン
ツの一部として含まれるFrameMakerテーブルの外観と同じように表示されます。

任意の行数を関係テーブルに追加できます。FrameMakerは、行にあるすべてのト
ピックを関連するものと見なします。

任意の関係テーブル数をDITAマップに追加できます。これは、関連トピックのセ
ットをまとめてグループ化できます。

関係テーブル行の関連トピックの順序を指定する

テーブル行の関連トピックの順序は、DITAマップ出力の「関連リンク」セクショ
ンに表示されるトピックのシーケンスを定義します。

次の例では、「PDF形式で保存」トピックの「関連リンク」セクションは次のトピ
ックで表示されます。

• 別名で保存

• レビューPDF形式で保存

• XML形式で保存
ドキュメント表示の関係テーブル

つまり、テーブル内でトピックの順序を変更すると、「関連リンク」セクションの
シーケンスは異なって表示されます。
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関係テーブルを作成する

1) DITA マップの構造図で、トピックの最後および topicref エレメントと同じレベル
に挿入ポイントを置きます。

2) スマートカタログを表示するには、Ctrl + 1を押して関連テーブルを選択します。

挿入テーブルダイアログが表示されます。

3) 列と行の数を指定します。

列の数は、まとめてグループ化する関連トピックの数により異なります。

行の数は、作成する関連トピックのグループの数により異なります。

注 : また、関連トピックの複数グループに対して複数の関係テーブルを作成できます。

4) 「挿入」をクリックします。

関係テーブルがDITAマップに追加されます。

5) 表形式の表示で関係テーブルを表示するには、ドキュメント表示に移動します。

構造図から関係テーブルにトピックを追加できる一方、表形式の表示にはさらに使
いやすいモードがあります。

デフォルトの関係テーブル（4列x 1本文行）

関係テーブルヘッダーの各セルで、列の本文セルに含める関連トピックのDITAト
ピックタイプを指定します。

FrameMakerは、次のDITAトピックタイプを関係テーブルに追加できます。

• トピック

• タスク

• 概念

• リファレンス

注 : デフォルトでは、FrameMakerはトピックタイプをサポートします。テーブル
にトピックタイプのみ含める場合、タイプ属性を設定する必要はありません。

6) 特定のDITAトピックタイプをテーブルの列に追加するには

a) テーブルヘッダーのセルに挿入ポインタを置きます。
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b) 属性ダイアログを開きます（エレメント／属性の編集）。

c) タイプ属性をDITAトピックタイプに設定します。

トピックタイプ -属性値：トピック

タスクタイプ -属性値： task

概念タイプ -属性値： concept

参照タイプ -属性値： reference

重要 :属性値は大文字と小文字が区別されます。

タイプ属性を上記のように設定すると、列タイトルが更新されます。

更新されたタイプ属性

7) 関係テーブルの行の各セルで、関連トピックのトピック参照を追加します。つまり、
関連トピックの1セットをテーブルの1行のセルに含める必要があります。

テーブル本文セルに関連トピックのトピック参照を追加するには

a) 行のセルに挿入ポイントを置き、エレメントカタログ（エレメント／エレメント
カタログ）で、 topicrefエレメントをダブルクリックし、セルに追加します。

挿入エレメントダイアログが表示されます。

スマートカタログを使用して topicrefエレメントを挿入することもできます。

Ctrl+1を押してスマートカタログを表示します。 topicrefエレメントを選択し
て追加します。

b) 「HRef」フィールドで、トピックファイルにパスを入力し、「 OK」をクリ
ックします。

または、「参照」ボタンを使用して、トピックに移動して選択します。

トピック参照がテーブル行に追加されます。

ヒント :トピック参照をテーブルセルに追加できない場合、列ヘッダーに指定
したトピックタイプを確認します。

c) 1つの（関連トピックへの）トピック参照をテーブル行の各セルに追加します。

テーブルに複数行がある場合、複数グループの関連トピック（参照）を各行に追加でき
ます。
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サンプルの関係テーブルワークフロー

DITAマップでDITAマップに関係テーブルを作成するすると、FrameMakerの「PDF
形式で保存」を使用できます。

1) DITAマップが選択されていることを確認します。

2) ファイルメニューから、「PDF形式で保存」を選択します。

3) PDF設定ダイアログで「設定」をクリックします。

DITAマップのPDF出力には、DITAマップの関係テーブルのセルに含めるトピックの
「関連リンク」セクションが表示されます。

重要 :「PDF形式で保存」の機能は、例のようにこのセクションで使用されます。
FrameMakerの複数チャンネルの発行機能で使用できる出力形式にDITAマップを
公開できます。

テーブル行のセルで指定した順序と同じ順序でトピックが表示されます。

また、表示する関連トピックは現在のトピックには含まれません。同じサンプルの関係
テーブルには次が含まれます。

ドキュメント表示の関係テーブル

「別名で保存」トピックの「関連リンク」セクションには、次が表示されます。

• PDF形式で保存

• レビューPDF形式で保存

• XML形式で保存

「別名で保存」（現在の）トピックは表示されません。
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出版

FrameMakerで次のプロセスを使用して、DITAコンテンツの出力を生成できます。

• PDF形式で保存

• マルチチャネル公開

• DITA Open Toolkit

PDF形式で保存

FrameMakerの「別名で保存」機能により、DITAトピックまたはDITAマップ（bookmap
など）を PDF 形式で出力することができます。作成される PDF 形式の出力は、
WYSIWYG形式の表示が使用されます。つまり、トピックまたはマップに適用される構
造化アプリケーション形式規則がPDFへ出力されます。

DITAトピックのPDF出力を作成するには、ファイル／PDF形式で保存を選択します。

PDF形式で保存機能を使用してマップのPDF出力を作成する場合、文書を保存ダイアロ
グで、「DitaValファイルを確認」オプションを選択します。

DITAVAL機能を使用して、マップ内のトピックのコンテンツを条件付きで出力できま
す。詳しくは、「DITAVAL」を参照してください。

マルチチャネル公開

FrameMakerのマルチチャネル公開機能では、DITAトピックやDITAマップを次の形
式で出力できます。

• Responsive HTML5

• モバイルアプリケーション

• EPUB

• Kindle

• Microsoft HTML Help

• Adobe Experience Manager Mobile

• 基本的なHTML
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DITA Open Toolkit

DITA Open Tool kit（DITA-OT）はDITAマップおよびトピックコンテンツに処理を
提供する一連の Javaベースのオープンソースツールです。FrameMakerでは、DITAコ
ンテンツ（マップおよびトピック）を成果物として使用可能な書式に変換するDITA
Open Toolkit 2.3. DITA-OTがただちに使用できます。

FrameMakerでは、デフォルトでDITAコンテンツを次の形式で出力できます。

1) PDF2

2) XHTML

3) CHM（HTML HelpワークショップをインストールしてCHMを生成）

4) カスタム

Docbook、 Jave Help、RTFなどの出力形式で生成することもできます。その他の出力
形式を有効化するには、「出力タイプリストの変更」を参照してください。

DITA OTを使用した出力の生成

1) 適切なDITAファイルを選択し、構造／DITA／DITA-OT出力を生成を選択します。

DITA-OT出力を生成ダイアログが表示されます。

DITA-OT出力を生成ダイアログ
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2) 出力タイプを選択します。

3) 公開完了後にログファイルを起動する場合は、「ログファイルを表示」オプション
を選択します。

デフォルトでは、FrameMakerインストール時にDITA-OTがインストールされて
います。ただし、Toolkitを個別にインストールした場合、DITA-OTディレクトリ
フィールドでインストールする場所を指定できます。このフィールドへの変更は、
現在の出力に対してのみ適用できます。次にDITA-OT出力を生成ダイアログを開
くとき、このディレクトリはFrameMakerのデフォルトにリセットされます。デフ
ォルトのディレクトリを変更するには、「異なるDITA-OTパッケージの使用」を
参照してください。

4) Windows エクスプローラーで出力フォルダーを開くには、「出力フォルダーを開
く」オプションを選択します。出力フォルダーは、公開完了後にWindowsエクス
プローラーに表示されます。

5) 公開完了後もダイアログを開いておく場合は、「作成後にダイアログを開いたまま
にする」オプションを選択します。

6) DITAVALファイルを選択し、DITAVALファイルで定義されている属性 /値ペア
を使用してコンテンツのコンディショナルフィルタリングを指定します。
DITAVALファイルの使用方法の詳細については、「DITAVAL」を参照してくだ
さい。

複数の文書を生成する際に同じ DITAVAL ファイルを使用する場合に、
ditafm.iniで使用するファイル名と場所を指定できます。この場合、出力を生成
するたびにDITAVALファイルを選択する必要はありません。

注 : 両方の場所（ditafm.iniおよびDITA-OT生成ダイアログ）でDITAVALファイ
ルを指定すると、DITA-OT出力を生成ダイアログで選択したファイルが優先され
ます。

7) 「作成」をクリックします。

FrameMakerはDITA-OTを起動し、ソーストピックやソースマップと同じフォルダー
に出力を生成します。
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出力タイプリストの変更

FrameMakerでは、デフォルトでDITA-OTを使用してPDF2、XHTML、HTML Help
の出力を生成できます。ただし、Toolkitを使用するとその他多くの形式で出力を生成で
きます。その他の形式で出力を生成するには、ditafm.iniファイルを更新する必要があ
ります。

重要 :次の手順にはditafm.iniファイルへの変更が必要になります。いかなる変更を
行う前にも、このファイルのバックアップをとっておくことを推奨します。

1) ditafm.iniファイルを開きます。 (<Fm_install_location>\fminit\ditafm\ditafm.ini)

2) 次のテキストを次のファイルに配置します。

Count=3 
1=xhtml 
2=htmlhelp 
3=pdf2

注: 上の番号付きリストは、DITA-OT出力を生成ダイアログにある出力形式のリス
トと同じものです。

3) DITA-OT 出力を生成ダイアログで出力タイプの追加または削除を行うには、リス
トに表示するタイプの数としての「カウント」を指定する必要があります。

4) 以下のリストは、含めることのできる使用可能な全出力タイプです。次の出力タイ
プを1つ以上含める場合、それらを番号付きのリストに追加し、番号のシーケンス
が保持されていることを確認する必要があります。

• docbook

• eclipsecontent

• eclipsehelp

• htmlhelp

• javahelp

• net.sourceforge

• html

• odt

• pdf



DITAを使用した構造化オーサリング

920

• tocjs

• troff

• wordrtf

• xhtml

注 : ditafm.iniファイルの出力タイプ入力では大文字と小文字が区別されます。
上でリストされたようにエントリを作成する必要があります。

以下の例は、EclipseヘルプおよびWord RTF形式を既存のリストに追加します。
Count=5 
1=xhtml 
2=htmlhelp 
3=pdf2 
4=eclipsehelp 
5=wordrtf

注 : リストを完全に変更してすべての出力タイプを含めることができます。

5) FrameMakerを再起動して設定の変更を有効にします。

異なるDITA-OTパッケージの使用

FrameMakerには、DITA Open Toolkit 2.3が統合されています。別のバージョンの
DITA Open Toolkitをすでにインストールしている場合、dita初期化ファイルの編集、
または「DITA-OTをカスタマイズ」ダイアログからDITA Open Toolkitパスをカスタ
マイズできます。

1回だけ変更するときには、ディレクトリパスを変更できます。その場合、出力を生成
するときに、DITA Open Toolkitを使用します。

FrameMakerのデフォルトDITA-OTディレクトリをdita初期化ファイルを使用して変
更するには：

1) ditafm.iniファイルを開きます。 (<Fm_install_location>\fminit\ditafm\ditafm.ini)

2) 次のテキストを次のファイルに配置します。

DitaDir=%FMHOME%\fminit\ditafm\DITA-OT

3) DitaDirの値を変更してDITA-OTの代替フォルダーを指定します。

例えば、c:\DITA-OT_1.7.5_standard_binなどです。
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4) FrameMakerを再起動します。

新しいDITA-OTパスがDITA出力の生成ダイアログに入力されました。

FrameMakerのデフォルトのDITA-OTディレクトリを「DITA-OTをカスタマイズ」
ダイアログを使用して変更するには：

1) 「DITA-OT出力を生成」ダイアログ（構造／DITA／DITA-OT出力を生成）を
開きます。

2) 「カスタマイズ」ボタンをクリックして「 DITA-OT をカスタマイズ」ダイアログ
を開きます。

3) 以下の詳細をダイアログに提供します：
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DITA-OTディレクトリ
カスタムDITA-OT.zipファイルの保存場所のパスを指定する。FrameMakerのイ
ンストール場所を示す%FMHOME%変数を使用できます。このパスは、その他の関連
フォルダーのパスの指定に使用できるDITA_DIR変数に保存されています。

Antコマンド：
Antスクリプトのフォルダーのパスを指定します。このパスは、ファイルシステム
のDITA-OTディレクトリを基準とします。

Antホーム：
Antインストールフォルダーのパスを指定します。

クラスパス：

Javaライブラリのパスを指定します。

ビルドファイル

Antビルドのスクリプトファイルのパスを指定します - build.xml。このパスは、
ファイルシステムのDITA-OTディレクトリを基準とします。

追加パラメーター

カスタムDITA-OTプラグインに必要な追加パラメーターを指定します。
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DITA特殊化

FrameMakerでは、ユーザーが特殊化DTDを入力した後に、ベースファイルを特殊化フ
ァイルに自動変換する機能が用意されています。変換を実行するには、次の操作を行い
ます。

1) 構造／DITA／DITA特殊化をクリックします。以下のような変換ダイアログが表
示されます。

DITA特殊化ダイアログボックス

2) ソースファイル（読み取り /書き込みルール、EDD、テンプレートファイル）を指
定します。これらのファイルの指定はオプションです。ただし正しく特殊化を行う
ためには、これらのファイルを指定してください。

3) 必要に応じて公開 IDを指定します。公開 IDの指定はオプションです。

注 : 公開 IDを指定しない場合、これらの特殊化ファイルから作成されるXMLファ
イルは、他のシステムに対して移植性がない場合があります。例えば、XMLファイ
ルに含まれるDTDの絶対パスが他のシステム上では成立しない場合があります。

4) 出力先フォルダーと、対応する出力ファイルの名前を指定し、「 OK 」をクリック
します。
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入力ファイルのサイズに応じて、変換には2分くらいかかります。

注 : 「構造化アプリケーションを新規作成」オプションを選択すると、構造化アプリケー
ションダイアログが表示されます。ユーザーは必要なベースアプリケーションを選択し
ます。システムは次に、文書タイプと詳細設定を新規アプリケーションに自動的に追加
します。

注 : 変換処理中にログが生成され画面に表示されます。

関連するリンク :
Integrating DITA Specialization with FrameMaker

カスタマイズ

FrameMakerのDITAオプションダイアログでは、DITAバージョンや自動読み込み設
定などのオプションを設定してDITAトピックファイルを開くことができます。

DITAオプションダイアログを使用すると、一般、取り込みおよび書き出し関連のDITA
オプションを設定できます。DITAオプションはオーサリング環境に対するグローバル
設定です。つまり、オプションに加えられた変更は作業中のすべてのDITAファイルに
影響を与えます。

DITAオプションダイアログを開くには、構造／DITA／DITAオプションを選択します。

DITAオプションダイアログ

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/dita/index.html
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DITAバージョン
デフォルトでは、FrameMakerはDITA 1.2を使用するように設定されています。
このオプションを使用すると、以前のバージョンのDITAで作成された文書を開い
て作業できます。ただし、DITA 1.2のみで使用できるエレメントや属性を追加し
てトピックを保存する場合、トピックはDITA 1.2に変換されます。後でこのトピ
ックを以前のバージョンのDITAで開こうとすると、検証エラーになります。

新規タイプ

新しいトピックを作成するときにFrameMakerが使用するデフォルトのファイルタ
イプを設定できます。デフォルトの「新規」タイプは、新しいトピックのファイル
名拡張子（.xmlまたは.dita）を指定します。この拡張子は、新しいファイルの拡張
子を指定しない場合にのみ適用されます。

ID接頭辞
「エレメントで必要な場合、IDを自動的に追加」オプションのチェックボックスを
選択している場合、FrameMakerによって自動生成されるトピック IDの接頭辞を
指定できます。デフォルトでは、FrameMakerはトピック IDの接頭辞としてidを
追加します。

ファイルを開くときにTopicrefを自動的に読み込む
FrameMakerでファイルを開くときにDITAマップのTopicrefを読み込みます。
詳しくは、「DITAマップ」を参照

ファイルを開くときにConrefを自動的に読み込む
FrameMakerでファイルを開くときにトピックの内容参照を読み込みます。詳し
くは、「内容参照」を参照してください。

ファイルを開くときに相互参照を自動的に読み込む

FrameMakerでファイルを開くときにトピックの相互参照を読み込みます。詳し
くは、「相互参照」参照してください。

グラフィックを自動的に読み込む（Documentumのみ）
FrameMakerでファイルを開くときにトピックで画像を読み込みます。
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ファイルを開くときにプロローグをコンディショナル設定する

DITAトピックでプロローグエレメントを条件付きで表示または非表示します。こ
のオプションを選択すると、次にFrameMakerを起動するときにDITA-Prologの
コンディショナルタグがprologのエレメントに適用されます。DITA-Prologのコ
ンディショナルタグは非表示に設定されます。

また、コンディショナル設定したテキストは、表示されるかどうか
（「OutputAllTextWithoutPIs」）に関係なく保存（書き出し）されます。取り込
み時に、関連付けられているコンディショナルタグが構造化テンプレートに見つか
らない場合、コンディショナルタグが追加され、Show（赤色）に設定されます。

コンディショナル設定オプションを選択していない場合、すべてのprologのエレ
メントが取り込まれ、コンディショナルタグが適用されていないEDDと構造化テ
ンプレートの書式を使用して表示されます。

ファイルを開くときにコメントをコンディショナル設定する

DITAトピックでコメントエレメントを条件付きで表示または非表示します。この
オプションを選択すると、次にFrameMakerを起動するときにDITA-Commentの
コンディショナルタグがコメントエレメントに適用されます。DITA-Commentの
コンディショナルタグは非表示に設定されます。

また、コンディショナル設定したテキストは、表示されるかどうか
（「OutputAllTextWithoutPIs」）に関係なく保存（書き出し）されます。取り込
み時に、関連付けられているコンディショナルタグが構造化テンプレートに見つか
らない場合、コンディショナルタグが追加され、Show（赤色）に設定されます。

コンディショナル設定オプションを選択していない場合、すべてのcommentのエレ
メントが取り込まれ、コンディショナルタグが適用されていないEDDと構造化テ
ンプレートの書式を使用して表示されます。

エレメントで必要な場合、 IDを自動的に追加する
デフォルトでは、エレメントで ID属性が必須の場合、エレメントが追加されると
FrameMakerは固有の IDを割り当てます。このオプションを選択解除して、後で
IDをエレメントのすべてのインスタンスに割り当てることができます。
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TopicRefの更新中は常にNavtitleを更新する
DITAトピックに対してnavtitleエレメントが定義されており、トピックがDITAマ
ップで参照されている場合、選択したトピックまたはDITAマップで参照を更新中
にタイトルを更新します。

ファイルを開くときに常にNavTitleを表示する
DITAトピックに対してnavtitleエレメントが定義されており、トピックが開かれて
いるときにエレメントを表示します。

索引マーカー変換用の索引用語

DITAファイルを開く際、FrameMakerがDITAファイル内のDITAファイルの
indextermエレメントをFrameMaker索引マーカーエントリに変換します。この
後、FrameMaker文書をDITAファイルに書き出すときに、FrameMakerは索引マ
ーカーを indextermエレメントに再変換します。

パスのURI表記
外部参照、相互参照、内容参照を指定する場合、このオプションを選択して、スラ
ッシュ（ /）をパスのディレクトリの区切りとして使用します。
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プリントと発行

FrameMakerは作成した文書とブックの出力の作成に、多くのオプションを提供します。

FrameMakerは、コンテンツを次の出力書式トまたは複数の書式で発行できます。

• PDF

• Responsive HTML5

• モバイルアプリケーション

• EPUB

• Kindle

• Microsoft HTML Help

• Adobe Experience Manager Mobile

• 基本的なHTML

XMLでオーサリングを行うときはXSL変換を使用して、XMLまたはHTML出力を生成
します。FrameMakerではまた、プリント出力における多くのオプションや設定が用意
されています。

PDF出力

FrameMakerのPDF形式で保存する機能で、FrameMakerコンテンツのPDF出力を作
成することができます。FrameMakerコンテンツのPDF出力を作成するときに、PDF設
定ダイアログに、用紙サイズ、PDFファイルのしおりおよびタグ付きPDFなどのオプショ
ンが提示されます。
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PDF形式で保存

FrameMakerのPDF形式で保存する機能で、選択したFrameMaker文書またはブックか
らPDF出力を生成することができます。

1) 生成が必要なブックまたは文書が選択されていることを確認します。

2) ファイル／別名で保存を選択します。

3) 文書を保存またはブックを保存ダイアログで、ファイル名と保存場所を指定し、
PDF出力を作成した後、「保存」をクリックします。

4) PDF設定ダイアログボックスの「設定」をクリックします。

PDF設定ダイアログボックスで「PDF設定の構成」を実行できます。

PDF設定の構成

PDF設定ダイアログで、しおり、用紙サイズおよび名前の付いたリンク先などのPDF出
力設定がカスタマイズできます。

ファイル／PDF形式で保存を選択するとPDF設定ダイアログが開きます。

ただし、現在の文書のPDFを作成せずにPDF出力をカスタマイズするには、書式／文書／
PDF設定を選択します。

次の手順をダイアログで行います。

• 「設定」タブで、「一般設定を更新する」を実行します。

• 「しおり」タブでは、PDFファイルのしおりのカスタマイズします。

• 「タグ」タブでは、タグ付きPDF出力します。

• 「リンク」タブでは、他の文書からリンクを追加します。
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一般設定を更新する

PDF設定ダイアログの「設定」タブで、用紙サイズや生成したPDFを開くときのオプシ
ョンなどの設定をカスタマイズできます。

PDFジョブオプション
必要な出力に応じて使用可能なリストから選択します。例えば、プリント出力に
「高品質なプリント」を選択します。「最小のファイルサイズ」を選択すると、
PDFファイルのサイズを最小に保つことができます。

注 : ブックのPDF出力を作成する場合は、 .bookファイルを選択します。

PDF文書を開くページ
出力PDFを特定のページ位置、指定されたズーム倍率で開くこと選択します。

生成したPDFをAcrobatで表示
デフォルトでは、出力PDFはAdobe Readerで開きます。PDFをAcrobatで開くこ
とを選択できます。FrameMaker（2017 release）で作成された新しい文書を公開
する場合は、このオプションがデフォルトで選択されます。
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レジストレーションマーク

トンボやレジストレーションマークがある文書をプリントする場合は、レジストレー
ションマークポップアップメニューからオプションを選択します。場合によっては、
トンボやレジストレーションマークがページに収まるように、プリントする用紙画
像を縮小する必要がある場合があります。「欧文」または「トンボ」（日本式）の
いずれかを選択できます。

用紙サイズ

出力ページの幅と高さを指定します。

ページ範囲

ソースからすべてのページをPDF出力するかまたは一定範囲のページを出力するか
を指定します。

注 : 一定のPDF範囲を選択すると、しおり、タグおよびハイパーテキストリンクは
出力ファイルに含まれなくなります。

RGBまたはCMYK
FrameMakerが印刷し、PDFファイルを作成するとき、「CMYKカラーをRGBカ
ラーに変換」を選択してCMYKカラーをRGBカラーに変換します。

FrameMaker で PDF ファイルをプリントして作成するときに、初期設定では
CMYKカラーがRGBカラーに変換されます。CMYKカラーをsRGB、CalRGBま
たは別のタイプのRGBに変換するには、このオプションを設定します。また、
Acrobat Distiller PDFジョブオプションファイルに値を設定します。このオプショ
ンの選択を解除すると、FrameMakerはCMYKカラーを維持します。

注 : PDFジョブオプションファイルで指定した設定が、PDF設定ダイアログボック
スで指定したオプションより優先します。文書でまだRGBをプリントしている場合
は、PDFジョブオプションファイルでその設定を修正してください。

CMYKを使用すると、スポットカラーがサポートされるので、RGBより利点があ
ります。RGBは大きいページサイズをサポートしていませんが、CMYKにはこの
ような制限がありません。
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PDFファイルのしおりのカスタマイズ

FrameMaker文書またはブックのPDF出力でPDF のしおりが、FrameMakerの文書ま
たはブック形式から生成される方法をカスタマイズできます。

PDFファイルのしおりの生成
出力PDFのしおりの生成を選択します。

階層が展開されたしおり

PDFを開いたときにしおりが展開される階層を指定します。

しおりの階層が展開された状態のPDFを開くには、PDFリーダーのデフォルト設
定を使用して「初期設定」を選択して開きます。

しおりが折りたたまれた状態のPDFを開くには、「None」を選択します。

しおりが展開された状態のPDFを開くには、「All」を選択します。

また、数字を入力すれば、しおりが特定の階層まで展開された状態のPDFを開くこ
とができます。

http://help.adobe.com/ja_JP/acrobat/X/pro/using/WS58a04a822e3e50102bd615109794195ff-7cc7.w.html
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しおりのソース

FrameMaker文書の段落および構造化FrameMaker文書のエレメントを選択します。

しおりの階層

「 Include Paragraphs」リストの下の2重矢印ボタンを使用して、しおりのインデ
ントを増減させます。

しおりテキスト内に段落またはエレメントを含める

「 Include」と「Don’t Include」のリストの間で段落またはエレメントを移動させ、
しおりに含む段落またはエレメントを指定します。

リストの間ですべての段落またはエレメントを移動させるには、Shiftキーを押しな
がら矢印をクリックします。

アーティクル

アーティクルスレッドを設定します。

テキスト枠でスレッド：各アーティクルの読み込み順を挿入ポイントの移動順と同
じに設定するには、「アーティクル」を選択してポップアップメニューで「コラムで
スレッド」を選択します。通常この設定は、複数コラムの書式に最も適しています。

コラムでスレッド：テキスト枠の読み込み順を設定するには、「アーティクル」を
選択してポップアップメニューで「テキスト枠でスレッド」を選択します。通常こ
の設定は、単一コラムの書式に最も適しています。
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タグ付きPDF出力

タグ付きPDFを使用すると、論理的な文書構造と、コンテンツの多目的利用をサポート
する広範なメタデータを備えたPDFファイルをFrameMakerを使用して作成できます。
論理的な構造には、タイトルページ、章、セクションおよびサブセクションなどの文書
の構成があります。

タグ付きPDFには、以下の機能があります。

• ページ上の情報が正しい順序で読まれるように指定できます。

• 文書の内容を eBook読み取りデバイスなどのサイズの異なるデバイス用に正確にリ
フローする際に使用する段落属性を含めることができます。

• テキストが確実にUnicodeに変換されることが保証されます。Unicodeでは、合字
やハイフンも認識されます。そのため、Windows用のスクリーンリーダーですべ
ての文字と単語が正確に読まれます。

• アンカー枠内のグラフィックの代替テキストの説明が認識されます。

• Acrobat 7.0を使用し、今まで以上に高い精度で文書をリッチテキスト形式（RTF）
またはXML形式で書き出し、他の文書 ?で再利用することができます。

タグ付きAdobe PDFファイルには、作成者により作成されたページ、アーティクル、
段落、表およびアンカー枠などが含まれます。

ただし、タグ付きPDFファイルには、標準的なPDFファイルに含まれている次の情報が
含まれません。

• オンラインノート、グラフィックマークアップおよびテキストマークアップなどの
コメント

• マスターページで使用されるページ設定用のあらゆる要素（ページ番号やヘッダー
など）、およびアンカー枠外のグラフィックオブジェクト

• テキスト列間の色付きバー、テキストと脚注を区切る横線および表の枠などのレイ
アウトおよび文字組みの要素

• トンボ、レジストレーションマークおよびトンボの外部に印刷するページ情報など
の印刷用の要素



プリントと発行

936

タグ付きPDFを作成する

PDF設定ダイアログボックスの「タグ」タブに移動します。

タグ付きPDFを生成
タグ付きPDFファイルを生成するにはこのオプションにチェックをいれます。

含める段落

PDF構造に含める段落を指定するには、スクロールリスト間で段落タグを移動し
ます。「含める段落」スクロールリストでは、PDFファイルに含めるFrameMaker
の段落タグの構造的な関係を定義します。スクロールリスト間でタグを移動するに
は、タグを選択してから矢印をクリックするか、タグをダブルクリックします。

論理的な構造レベル

含める段落の構造レベルを変更するには、段落タグを選択して「論理的な構造レ
ベル」の矢印をクリックします。全アイテムのレベルを1レベル変更するには、
Shiftキーを押しながら「論理的な構造レベル」の矢印をクリックします。タグのイ
ンデントが6レベルを超えると、n>が段落タグの前に挿入されます（nは段落タグ
のインデントレベル）。
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他の文書からリンクを追加

FrameMakerのPDFに名前付きのリンク先を追加し、確実に外部リソースを特定のエレ
メントまたは段落に直接リンクさせることができます。

例えば、FrameMaker文書からPDFを作成し、2つの文書間で相互にリンクさせること
ができます。初期設定では、他の文書からターゲットにリンクを追加したい場合は、両
方のPDFをFrameMakerで再び作成する必要あります。ただし、ターゲットPDFを名前
付きのリンク先を含め作成した場合は、ターゲットPDFに新たにリンクを追加するたび
に再び作成し直す必要はありません。
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PDFの設定を取り込む

特定の文書向けにPDF設定をカスタマイズしてある場合は、その設定を別の複数の文書
に取り込むことができます。

1) カスタマイズされたPDF出力が設定されたソース文書を開きます。

2) カスタマイズされた設定を取り込みたい文書またはブックを開きます。

設定を：

• 1 つの文書に取り込むときは、その文書がアクティブになっていることを確認
してください。

• ブックの中のすべての文書に取り込むときは、リソースマネージャーですべて
のブックが選択されていることを確認してください。

• ブックの中の特定の文書に取り込むときは、リソースマネージャーでその文書
が選択されていることを確認してください。

3) ファイル／取り込み／書式を選択します。

書式を取り込むダイアログが表示されます。

4) 書式を取り込むダイアログで、「すべてを選択解除」をクリックし、「文書の属性」
にチェックを入れます。

5) 「取り込み」をクリックし、選択した文書またはブックに書式を取り込むことがで
きます。

以前のバージョンで作成されたファイルを最適化する

ハイパーテキストリンクや相互参照で参照されている段落だけに名前の付いたリンク先
を作成し、ファイルサイズを縮小できます。ただし、バージョン 6.0 より前の
FrameMakerで作成した文書の場合は、この新しいマーキング方法を使用するために特
殊な変換が行われます。

「オプション」コマンドでは、初期設定の最適化オプションを変更できます。
FrameMakerを終了して再起動しても、次に変更するまではその変更が有効です。「ファ
イルの最適化」コマンドでは、最適化オプションダイアログボックスの設定に基づき、
文書をPDFファイルに出力したときのサイズを縮小できます。
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最適化オプション

書式／文書／PDFの最適化／オプションを選択し、最適化オプションのダイアログを開
きます。

最適化オプションダイアログで：

PDFの最適化
リンク先のすべての文書のサイズを最適化するか、または現在の文書のみを最適化
するか選択します。

強制最適化

既に最適化されている文書の場合は、「強制最適化」を選択してもう一度最適化を
行います。

オプションとして、「既存の最適化情報を削除」を選択して以前の最適化の変更情
報を削除します。

開くときに確認

リンク先のファイルを開く確認メッセージを表示させます。

保存時に確認

最適化で開いているリンク先のファイルを保存するときに確認メッセージを表示さ
せます。

また、確認メッセージは最適化されたファイルのすべてまたは直前のファイル保存
時のみか指定できます。

最適化されたファイル

既存のファイルを上書きする（推奨）か、「参照」をクリックしてテスト用に指定
したディレクトリにファイルを書き込むかを指定します。

エラー発生時にキャンセル

エラーが発生した場合に最適化を中止します。
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PDF変換ガイドライン

PDF変換時のパフォーマンス、リンクの破損、画像の内容などの問題を解決するには、
次のガイドラインに従ってください。

• ビットマップグラフィックの表示を最適化するには、使用する表示用機器の解像度
に等分できるようなdpi値でFrameMaker文書内にグラフィックを取り込みます。

• PDFファイルの表示パフォーマンスを高めるには、複数の複雑なグラフィックを含
むような複雑なマスターページを使用しないようにします。AcrobatでPDFファイ
ルを保存するときに最適化のオプションを選択すると、グラフィックの表示パフォ
ーマンスを向上させてファイルサイズを縮小できます。

• 目次または索引を含むブックを変換する場合は、PDFファイルとして保存する前に、
目次ファイルまたは索引ファイルをブックファイルに含めてください。

• PDFに変換した大きいサイズのドキュメントの表示パフォーマンスが低下する場合
は、FrameMaker文書またはブックをもう一度開き、「アーティクル」の選択を解
除してからPDFに変換します。

• 別々のファイルとしてブックを印刷するには、元の文書の位置に関係なく、すべて
のPDFファイルを同じフォルダーに作成します。このため、PDFとして保存する
前に、別々のフォルダーにある元の文書の名前がそれぞれ異なっていることを確認
します。そうしないと、一部のファイルによって他のファイルが上書きされること
があります。

• 名前にアクセント付き文字を含むファイルへのハイパーテキストリンクを作成しな
いでください。このようなファイル名はPDF形式で保存するときに変更されること
があり、ハイパーテキストリンクをたどることができなくなる場合があります。

• タグ付きAdobe PDFファイルに画像の内容を含めるには、グラフィックオブジェ
クトをアンカー枠内に配置します。そして、グラフィックの代替テキストを追加
します。
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マルチチャネルパブリッシング

数多くの様々なデバイス（スマートフォン、タブレット、 eBookリーダー）があり、ユ
ーザーは文書を表示する際に、これらのデバイスにわたって読み取り可能なコンテンツ
をライターが公開することを望んでいます。ただし、人的リソースおよび時間リソース
が限定されている場合、それぞれの出力形式に対して異なるオーサリングまたは公開シ
ステムを構築することは非常にコストがかかります。ユーザーが書き込みを行えば複数
の書式に公開できるようにするために、FrameMakerはスタンドアロンのマルチチャネ
ル、マルチデバイスの公開ソリューションを提供します。このソリューションにより以
下の書式に公開することが可能になり、読者が異なるデバイスおよび異なるフォームフ
ァクターにわたって文書にアクセスできます。

• Responsive HTML5

• モバイルアプリケーション

• EPUB

• Kindle

• Microsoft HTML Help

• Adobe Experience Manager Mobile

• 基本的なHTML

FrameMakerコンテンツを1つ以上の出力形式にパブリッシュする場合、パブリッシュ
された出力のスタイルおよび設定は、使用しているFrameMakerテンプレートおよびコ
ンテンツにより定義されます。例えば、HTML5出力のH1タグにマップされたテンプレ
ートにあるHeading1形式のスタイルは、黒色、Times New Roman、18 pxです。また
は、出力形式の名前（Responsive HTML5）には、HTML出力のタイトルが使用され
ます。ただし、すぐに使用できるスタイルおよび設定に制限されません。パブリッシュ
ソリューションにより、同じパブリッシュインターフェイスから出力スタイルおよび設
定を容易に適宜カスタマイズできます。
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デフォルトのパブリッシュ設定を使用して出力を生成

FrameMakerパブリッシュソリューションは、コンテンツ（ .ditamap, .xml, .book, .fm,
.mif）を任意の使用可能な出力形式でパブリッシュすることが可能です。

1) ファイル／パブリッシュを選択します。

パブリッシュダイアログが表示されます。パブリッシュダイアログでFrameMaker
コンテンツを1つ以上の使用可能な出力形式に公開することができます。
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注: パブリッシュダイアログボックスを開くと、現在開いているドキュメントやブック
またはditamapファイルに合わせてドロップダウンリストが初期設定されます。ワー
クスペースでフォーカスを別のファイル（ブック、ditamap、または文書）に変更す
る場合、新しく選択したファイルがパブリッシュされることに留意してください。

A（ソース文書）
パブリッシュする文書またはブックを選択します。

B（選択した出力を生成）
パブリッシュする出力形式を選択します。

C（複数の出力を生成）
複数の出力を生成ダイアログを開き、1つまたは同時にパブリッシュする複数形式
の書式を選択します。

D（サーバーに公開）
Responsive HTML5出力をRoboHelp Serverに公開します。このボタンは、
Responsive HTML5を出力形式として選択した場合にのみアクティブになります。

E（出力を表示）
生成された出力が既にある場合、選択した形式で公開された出力を表示します。

F（出力形式リスト）
出力形式を選択します。

G（設定ファイル）
すべての公開設定が保存されている設定ファイルの名前です。
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H（設定）
設定のドロップダウンリストでは、現在の文書の編集、作成、パブリッシュ設定の
選択が可能です。オプションが用意されています。詳しくは、「公開設定の構成」
を参照してください。

ドロップダウンリストにはISFファイルの取り込みのオプションも用意されています。
詳細については、「RoboHelp設定ファイル（.isf）の使用」を参照してください。

I & J（出力フォルダー）
出力先フォルダーを入力または選択します。

K（Ditaval）
コンディショナル出力を公開するには、DITAVALファイルがある場合は、それを
選択します。

2) 単一あるいは複数の形式でコンテンツをパブリッシュできます。

単一出力形式でパブリッシュするには、次の操作を実行します。

a) リストの中から出力形式をクリックし、「選択した出力を生成」をクリックし
ます。

または、必要な出力形式をダブルクリックします。

公開プロセスが完了すると、公開結果ダイアログに出力先が表示されます。

b) デフォルトのアプリケーション（Webブラウザーまたは eBookリーダー）で
出力を表示できます。または処理結果の詳細ログを表示します。

複数の出力形式でコンテンツをパブリッシュするには、次の操作を実行します。

a) 「複数の出力を生成」をクリックします。

複数の出力を生成ダイアログで、次の操作を実行します。

• 「Last Generated」列に、特定形式の最後に生成された日付が表示されます。

• 「Status」列に、特定形式が公開されたかどうかが表示されます。

b) 公開する出力形式をチェックし、「生成」をクリックします。

進行中ダイアログが閉じると、「Status」列の選択した形式が「Generated」
に変わります。

c) 選択した形式のデフォルトのアプリケーション（例えば、ブラウザーの
HTML）に出力を表示するには、「表示」をクリックします。
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公開設定の構成

コンテンツを公開するとき、ヘッダー、ボディなどのスタイルの設定は公開した文書に
関連付けられているFrameMakerテンプレートで定義されます。また、お気に入りアイ
コンや検索オプションなどの出力形式の設定は各出力形式ごとに定義されています。た
だし、公開ソリューションには公開出力のスタイルマッピングと出力形式の設定をカス
タマイズする多くのオプションが用意されています。

出力設定は「公開」ダイアログでカスタマイズできます。メインメニューのファイル／
公開からアクセスすることができます。

出力設定をカスタマイズするには、次の操作を実行します。

1) ファイル／公開から公開ダイアログを開いて「設定」をクリックします。

設定ドロップダウンリストで次の項目を選択します。

編集

スタイル出力形式の設定を編集できます。

新規

新しく出力設定を作成できます。

開く

既存の設定ファイルを参照します。

ISFファイルの取り込み
現在の設定にRoboHelp固有の設定を取り込みます。詳しくは、「RoboHelp設定
ファイル（ .isf）の使用」を参照してください。

2) 編集を選択します。

公開設定ダイアログのスタイルマッピングタブは、ソースのFrameMakerスタイル
および選択出力のスタイルマッピングをカスタマイズするオプションを提供します。
初期設定では、スタイルマッピングは関連付けられたFrameMakerテンプレートか
ら取得されます。

「スタイルマッピング」タブで、次のカスタマイズを行えます。
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重要 :「スタイルマッピング」オプションは非構造化文書に対してのみ使用できます。
構造化文書の場合、スタイルはCSSファイルからマップされます。

• 段落スタイル

• 文字スタイル

• 表のスタイル

• 相互参照スタイル

• 画像設定

• 一般設定

3) （非構造化文書の場合）選択した文書の FrameMakerテンプレートが公開出力のデ
フォルトのスタイルを定義します。

a) 他のFrameMakerのテンプレートからスタイルを使用するには、「テンプレー
トを使用」ラベルの横にある「選択」ボタンをクリックします。

重要 :テンプレートが現在選択されていることを確認します。

b) 公開設定テンプレートを管理ダイアログで、代替のFrameMakerテンプレート
を選択します。

ヒント :複数の文書を含むブックをプリントする場合は、このオプションでテンプ
レートを選択し、すべての文書に同じスタイルマッピングが使用されるように留意
します。

注 : 選択したテンプレートは公開プロセスで使用されます。これは、FrameMaker
ソースのスタイルや設定が変更されないことを意味します。FrameMakerソースは
引き続き以前割り当てられたテンプレートを使用します。

4) （非構造化文書の場合）CSS管理のドロップダウンリストのオプションを使用して、
スタイルのマッピングに使用されるスタイルまたは外部スタイルシート（ .cssファ
イル）からスタイルの書き出しや取り込みをすることができます。

このファイルは、公開設定ダイアログのスタイルオプションで定義されたとおりに
出力スタイルへマッピングするCSSのスタイルセットを定義することになります。

重要 :公開設定ダイアログでカスタマイズしたスタイルは、 .cssファイルの最後で変
更スタイルとして定義されます。各変更スタイルは、FM_という接頭辞で定義され
ます。表示されている出力スタイルはアスタリスク（ *）が付き、選択したスタイ
ルがカスタマイズされていることを示します。
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5) 出力設定を設定するには、「出力」タブに移動します。このタブには、次の出力形
式の設定をカスタマイズするためのオプションが用意されています。

• Responsive HTML5

• モバイルアプリケーション

• ePub

• Kindle

• Microsoft HTML Help

• Adobe Experience Manager Mobile

• 基本的なHTML

6) スタイルマッピングおよび出力設定のカスタマイズの完了後に、更新したその設定
をSTS設定ファイル（ .sts）として保存します。

重要 :設定ファイルはFrameMaker専用ファイルです。これは、このファイルを他
のプログラムでは編集できないということです。

スタイルマッピング

非構造化文書の場合のみスタイルマッピングを定義できます。WYSIWYGエディタース
タイルマッピングを使用して、現在の文書のテンプレートで使用可能な書式をマッピン
グし、出力スタイルを代替することができます。例えば、使用可能な段落形式から見出
し1を選択できます。FrameMakerテンプレートで、見出しは特定スタイルに関連付け
られます。見出し1を代替出力スタイルに関連付けることができます。

注 : テンプレート形式を代替出力スタイルに関連付ける場合、ソース文書のスタイ
ルはそのままで影響されません。

スタイル設定をカスタマイズするには：

1) パブリッシュ設定ダイアログボックスの「スタイルマッピング」タブで、カスタマ
イズするスタイルを選択します（段落、文字、表、相互参照、画像または全般）。

2) 選択したスタイルの必要なオプションを設定します。

注 : カスタマイズ可能なスタイルの種類ごとに使用できるオプションは次の表（ス
タイルマッピング）で説明されています。

3) 「保存」をクリックします。
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次のスタイルマッピングの表はスタイルマッピングタブで使用可能なすべてのオプショ
ンについて説明します。

オプション 説明 使用可能

Automapの<使用可
能>スタイル

Automapの<使用可能>スタイルを選択して、選択したコン
テンツのスタイルを選択されたCSS定義のスタイルにマッピン
グします。

• 段落
• 文字
• 表

スタイルプレビュー スタイルプレビューを使用すると、ソーススタイル（カスタマ
イズの前の出力スタイルリストで定義されているもの）とカス
タムスタイル（CSSルール定義データグループを使ってカスタ
マイズした後の、出力スタイルリストに定義されていて、アス
タリスクが付いているもの）を比較できます。

• 段落
• 文字
• 表
• 相互参照

出力スタイル 選択した書式の出力スタイルをカスタマイズするには、出力ス
タイルリストから代替スタイルを選択します。

• 段落
• 文字
• 表
• 相互参照

変更を元に戻す ソースフォーマットに適用されたスタイルの変更を元に戻し
ます。

• 段落
• 文字

スタイルを編集 CSSルール定義ダイアログボックスを開いて、出力スタイルを
カスタマイズするには、「スタイルを編集」ボタンをクリック
します。

注 : 例えば、選択した出力スタイルが [ソース ]
で、CSSルール定義ダイアログを使ってスタイ
ルをカスタマイズするとします。この場合、表
示されている出力スタイルはアスタリスク（*）
が付き、選択したスタイルがカスタマイズされ
ていることを示します。

• 段落
• 文字

フォームの出力を除外 選択したタグを先生出力から除外します。 • 段落
• 文字

このスタイルに基づい
てトピックを分割

選択したMS Word段落スタイルごとに、ヘルプトピックを作
成します。例えば、見出し1とページ割り付け（このスタイル
に基づくトピックの分割）を選択すると、FrameMakerでは見
出し1のインスタントごとに新規トピックが開始されます。

• 段落
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表スタイル

次の表は、表スタイルで使用できる追加のオプションについて説明しています。

HTML タグにマッピ
ング

選択したスタイルにユーザー定義のHTMLタグを選択または
入力します。例えば、 ParaStyleOne のスタイルの段落は
FrameMakerで次のように読み込まれます。
<p class=ParaStyleOne> Paragraph Text </p>
この文字列をPreとしてParaStyleOneスタイルに指定すると、
FrameMakerではParaStyleOneスタイルの段落を次のように読
み込みます。
<pre> Paragraph Text </pre>

• 段落
• 文字

自動番号 自動番号のテキストの処理方法を指定します。次のオプション
があります。

• 無視：自動番号テキストを必要とするのが印刷形式だけであ
る場合には、このオプションを選択します。変換された段落
には、自動番号が含まれなくなります。例えば、
FrameMakerの「Section2 Level」という段落書式の自動番
号を無視したします。この場合、ソースの「節1.1システム
要件」は、生成された公開出力の中では「システム要件」と
して表示されます。

• HTMLリストに変換：<ol>、<ul>、<li>のようなHTML
タグを使用して自動番号をHTMLリストに変換します。

• テキストに変換： FrameMaker の番号付きリストの表示を
保持します。自動番号の部分はシーケンスプロパティを持た
ないので、FrameMakerトピックの段落テキストの一部と
して表示されます。

• 段落

オプション 説明 使用可能

オプション 説明

表のプロパティ

キャプションスタイル 選択した表書式のキャプションにマッピングするキャプションスタイル名を
選択します。または、「ソース」を選択します。FrameMakerは、表キャプ
ションの外観をオンラインヘルプ書式で維持します。個々の表キャプション
スタイルに自動マップを設定することもできます。

表のサイズ お気に入りの表の幅や高さ（px単位）を指定します。

セルのサイズ

お気に入りの列の幅と
行の高さ

お気に入りの列の幅や高さ（px単位）を指定します。
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相互参照スタイル

次の表は相互参照スタイルで使用できる追加のオプションについて説明します。

画像設定

次の表は画像設定で使用できるオプションについて説明します。

オプション 説明

構成要素 相互参照書式を作成するには、カーソルを「出力スタイル」ボックス内に置
き、構成要素表の書式の上でダブルクリックします。使用可能な書式は構成
要素と呼ばれます。これはカスタム書式を使用可能な書式の組み合わせで作
成するためです。これを行うには、構成要素をダブルクリックしてその書式を
出力スタイルリストの中に配置します。その後、選択した構成要素の前や後ろ
に挿入ポイントを配置することで、書式を追加していくことができます。

オプション 説明

Distillerを使用して画
像を生成

このオプションを選択すると、FrameMaker文書内にリンクおよび挿入され
ているグラフィックから、Webに適した画像形式を生成します。このオプショ
ンは、EPSやAIなどのベクターグラフィック形式や、テキストが含まれてい
るグラフィックを使用している場合に特に使用してください。

リファレンスページの
画像の読み込み

FrameMaker文書のリファレンスページに埋め込まれた画像を読み込むには、
このオプションを選択します。

3D画像を保持 3DレンディングをPDFファイル内にそのまま残して3DグラフィックをPDF
ファイルとして変換するためにこのオプションを選択します。3D画像がレンダ
リングを保持するようにするには、FrameMakerで埋め込みを有効にします。

推奨サイズ 画像のサイズを指定します。次のいずれかを選択します。

• 拡大 /縮小：既存のサイズのパーセンテージで画像サイズを拡大縮小します。
画像のアスペクト比は、維持されます。

• 幅と高さ：画像の絶対サイズを高さと幅（ポイント）で指定します。画像を
変形させないためには、「アスペクト比を保持する」を選択してください。

注 : FrameMaker文書の中の画像を、実寸法の画像に変換する
には、高さと幅を0ポイントに指定します。生成されたHTML
の中では、そのような画像の<img>タグは、高さや幅の値を
持ちません。この変換は、画像を含むアンカー枠のサイズには
無関係です。
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最大サイズ 画像にオンラインフォーマットでの最大寸法を設定します。指定した最大寸法
を越える画像は、指定した最大寸法に合うように、自動的に縮小されます。
縦横比を指定して画像を拡大 /縮小すると、パブリッシュプロセスは指定された
最大寸法内で画像を拡大縮小して、縦横比を維持します。このオプションは、
大きな画像がブラウザウィンドウで水平方向または垂直方向にスクロールさ
れることを避けるために使用します。例えば、ウィンドウサイズを800×600
ピクセルに指定した場合、最大寸法を640×480に指定すれば、画像がウィン
ドウサイズを越えないようにすることができます。

余白 次のように画像の余白を設定します。

• 辺の余白をすべて同じにするには、余白を「すべての辺」に設定します。
• 余白を辺ごとに設定するには、余白を各辺に設定します。

境界線 次のように画像の境界線を設定します。

• 全辺に一様な境界線を設定するには、境界線ポップアップメニューから
「全て」を選択します。また、ポップアップメニューから境界線を表示す
る辺を指定することもできます。

• 境界線スタイルを設定するには、スタイルポップアップメニューからスタ
イルを選択します。

• 境界線色を設定するには、色ポップアップメニューから色を選択します。
• 境界線の幅を設定するには、幅メニューから幅をポイントで選択します。

詳細

デフォルトの書式 FrameMaker文書の中の画像から変換されるWeb対応の画像に、画像形式、
色深度、画質設定を定義します。

• そのまま：画像を現在のWebに対応するフォーマットにするには、このオ
プションを選択します。

• JPG ：スクリーンショットや写真のような多色画像の場合には、このオプ
ションを選択します。色深度の大きい JPGフォーマットは、最高のオンラ
イン画質を提供しますが、ファイルサイズも増えます。写真用にはこのオ
プションを選択します。

• PNG：スクリーンショット用にはこのオプションを選択します。
• BMP：アイコン、ロゴなどの小さい画像に対してのみ、このオプションを
選択します。BMPは無圧縮の画像形式であるため、豊富な色情報と優れた
画質を誇りますが、データサイズは大きくなります。また、この形式の画
像はうまく拡大または縮小されません。したがって、この画像形式は、
Webに適していません。

• GIF： FrameMaker文書に概念図のような線画だけ含まれる場合には、この
オプションを選択します。

オプション 説明
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一般設定

次の表は一般設定で使用できるオプションについて説明します。

JPEG画質 JPG画像の品質パーセンテージを設定します。

色ビット深度 ビットマップ画像の色ビット深度を設定します。 JPGおよびPNGフォーマッ
トに設定できるのは、8ビットまたは24ビットの色深度であるのに対し、
BMP画像には、1、4、8、16、24、32ビットの色深度を設定することがで
きます。GIF画像に設定できるのは8ビット色深度だけです。

グレースケール 画像をモノクロにしたい場合には、このオプションを選択します。

オプション 説明

オプション 説明

トピックの設定

マーカーを使用してト
ピックを分割

FrameMaker文書のページ割り付けに使用するマーカーを指定します。

目次にすべてのトピッ
クを追加

すべての生成されたトピック（ページ割り付けの後）を目次に含めるかどう
かを指定します。

トピック名パターン 追加されたFrameMaker文書から生成されるトピックの、トピック名パター
ンを指定します。

生成されるファイル名
に ASCII 文字のみを
使用

生成されたトピックのファイル名にASCII以外の文字を許可するか、ASCII
文字に自動的に変換するかどうかを指定します。

すべてのトピックを1
つのフォルダーに保持

すべてのトピックHTMLがtopicsという名前のフォルダーに保存されるか
どうかを指定します。このオプションを選択しない場合、ドキュメントのト
ピックごとに個別のフォルダーが作成され、すべてのHTMLファイルは各ト
ピックのフォルダーに保存されます。

トピックのスタイルを
1のCSSにマージ

すべてのトピック向けに単一のCSSファイルが作成されているかどうかを指
定します。また、単一のCSSを作成しない選択をする場合は、表および画像
のインラインスタイルはHTMLStyling.cssという名前の別個のCSSファイル
に保存されます。また、各トピックごとに、その他の文書形式に関するスタ
イル情報を含む、対応するCSSファイルが作成されます。

インラインHTMLスタ
イルをクリーンアップ

ソース文書のインラインスタイルが公開出力に含まれるかどうかを指定し
ます。
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用語集

スタイル 用語集の用語の表示方法を指定します：

• ハイパーリンク：ハイパーリンクとして表示され、用語集内の定義にユー
ザーをナビゲートします。

• ポップアップ：ページにポップアップを表示します。
• 展開テキスト：ページにインライン展開テキストを表示します。
• ツールヒント：用語にマウスオーバーした際にツールヒントを表示します。

注 : FrameMaker用語集を作成するための詳細は、「用語集」
を参照してください。

マーカーの種類 同一のマーカーテキストを保持したまま、用語集マーカーを文書中の用語集
の定義の段落に適用し、用語集の用語マーカーをテキスト中の用語集の用語
インスタンスに適用します。

DHTML効果

ドロップダウンを作成 ドロップダウンリストおよび展開テキストに適用されるDHTML効果を定義
します。

展開テキストを作成

オプション 説明
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出力設定

パブリッシュ設定ダイアログの「出力」タブは、タイトル、お気に入りアイコン、レイ
アウト、目次（ eBook出力形式用）などのパブリッシュ出力形式設定のカスタマイズオ
プションを提供します。

次の表は「出力」タブで使用できるすべてのオプションについて説明します。

「全般」タブ

次のオプションは、「全般」タブで使用できます。

オプション 説明 使用可能

タイトル 出力のタイトルを指定します。変数を使用すると
動的にタイトルを生成できます。例えば、以下の
ように変数を使用できます。

<OutputName>
（デフォルト）出力の名前をパブリッシュ。

<SourceFilename>
FMファイル /ブックの名前をパブリッシュ。
<$VarName>
FrameMakerソース文書 /ブックで定義された変
数VarNameの値。

注 : VarNameには文字「 /」（スラッ
シュ）を含めることができません。

• Responsive HTML5
• ePub
• Kindle
• Microsoft HTML Help

お気に入りアイコン 出力に関連付けるアイコンを指定します。アイコ
ンが、使用しているブラウザーによってブラウザ
ーのタブまたはアドレスバーに表示されます。

• Responsive HTML5

言語 言語がプロジェクトの言語と異なる場合にレイア
ウトの出力言語を指定します。FrameMakerはこ
の言語設定を、プレビューおよび生成された出力
におけるUI文字列や言語関連のUI要素のために
使用します。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
• ePub
• Kindle
• Microsoft HTML Help

エンコーディング パブリッシュ先のWebサーバーがUTF-8と異な
る文字エンコーディングを持っている場合に、文
字エンコーディング形式を指定します。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
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レイアウトを管理 パブリッシュされた出力をカスタマイズしたり、
既存のレイアウトを使用します。ドロップダウ
ンリストには、以下のオプションが用意されて
います。

• 編集：現在のレイアウトをカスタマイズしま
す。レイアウトのカスタマイズについて詳し
くは、「レイアウトのカスタマイズ」を参照
してください。

• 新規：「新規」を選択し、「スクリーンレイ
アウトの選択」ダイアログを開きます。選択
したスクリーンレイアウトのダイアログで次
の操作を行います。

a) ギャラリーの使用可能なリストから、スク
リーンレイアウトを選択します。
b) 出力に新しいスクリーンレイアウトを選択
するには、「OK」をクリックします。

• 読み込み：スクリーンレイアウトファイル
（ .slz）を読み込みます。

• 書き出し：現在のスクリーンレイアウトを .slz
ファイルとして書き出します。FrameMaker
またはRoboHelpの他のプロジェクトでこのレ
イアウトを使用できます。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

HTMLページのテンプ
レートを使用

.htt、 .htm、 .htmlのテンプレートファイルを取
り込んで、パブリッシュされた出力のミニ目次を
定義および作成します。HTMLページテンプレ
ートの定義方法について詳しくは、「HTMLペ
ージテンプレートの作成」を参照してください。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
• ePub
• Kindle
• Microsoft HTML Help
• Adobe Experience Manager

Mobile

この出力のオーバーラ
イドスタイル

定義された出力スタイルを .cssファイルを読み込
んでオーバーライドします。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
• ePub
• Kindle
• Microsoft HTML Help
• Adobe Experience Manager

Mobile

閲覧シーケンスを有効
にする

出力に閲覧シーケンスを表示するかどうかを指定
します。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

オプション 説明 使用可能
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出力でダイナミックコ
ンテンツフィルターを
使用

現在の出力にダイナミックコンテンツのフィル
ターを割り当てます。ユーザーダイナミックコン
テンツフィルターを作成する方法の詳細について
は、「ダイナミックコンテンツ出力の生成」を参
照してください。

• Responsive HTML5

• モバイルアプリケーション

目次の設定 生成したヘルプに表示する目次。「索引」、「用
語集」、または両方を選択できます。また、パブ
リッシュされた出力で、索引および用語集の配置
を指定できます。

• ePub
• Kindle

EPUB 3出力の検証 FrameMake で、標準 EPUB 検証ツールである
EpubCheckを使用してEPUB出力を検証するよ
うに設定します。EpubCheckを使用するには、
コンピューターに Java Runtime 1.5以上がインス
トールされている必要があります。

注 : ご使用のコンピューターで
EpubCheck.jarファイルを使用でき
ない場合は、EPUB検証ダイアログ
ボックスに表示されているリンクか
らダウンロードしてください。検証
メッセージは、英語です。

• ePub

フォントを埋め込む 選択したフォントをeBookに埋め込みます。一般
的でないフォントが含まれているか、エンドユー
ザーの環境で使用できない可能性のあるカスタム
フォントを使用している場合は、コンテンツを作
成するときに、このオプションを使用します。フォ
ントがeBookの出力の一部として含まれるため、
一部のユーザーがフォントがインストールしてい
なくても、ユーザーエクスペリエンスに変わりは
ありません。このオプションを選択すると、フォ
ントの埋め込みダイアログが表示されます。この
ダイアログでは、RoboHelpプロジェクトに現在
含まれているフォントを埋め込むように選択でき
ます。また、現在含まれていないシステムフォン
トを埋め込むように選択できます。
「管理」ボタンをクリックして、フォントを埋め
込むダイアログを開いて、現在埋め込まれている
フォントに変更を加えます。

• ePub

オプション 説明 使用可能
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KindleGen のログを
表示

KindleGenコンバーターで生成されるエラー、警
告、ステータスメッセージをOutput Viewポッド
に表示するには、このオプションを選択します。

• Kindle

ブレッドクラムリンク
を追加

トピックページにブレッドクラムを追加します。 • Microsoft HTMLヘルプ

CHMのファイルサイ
ズを最適化

CHMファイルのサイズを小さくします。 • Microsoft HTMLヘルプ

目次 /索引設定 HTMLヘルプ -詳細設定ダイアログを開き、以下
の設定を行います。
索引タブで：
• デフォルトウィンドウ：カスタムウィンドウ
でトピックを表示するには、ウィンドウ名を
選択します。

• デフォルトフレーム：カスタムフレームでト
ピックを表示するには、フレームセット名を
選択します。

• フォント：「フォントを選択」を使用してフ
ォントを選択します。選択したフォントをデ
フォルトフォントとして設定するには、「デ
フォルトフォント」をクリックします。

目次スタイルタブには、「索引」タブで使用
できるオプションに加えて、次のオプションがあ
ります。

• 境界線：目次の周囲に罫線を追加します。
• ダイアログフレーム：目次の周囲にフレーム
を追加します。

• ルートからの線：ルートに開始するブックと
ページを接続する線が表示されます。

• プラス /マイナス記号：ブックを開いたり閉じ
たりするプラスアイコンとマイナスアイコン
を表示します。

• 選択を常に表示：「目次」タブで選択されて
いるトピックを表示します（このタブが左ペ
インフォーカスでない場合でも）。

• ブックの代わりにフォルダー：ブックアイコン
の代わりにフォルダーアイコンを表示します。

• Microsoft HTMLヘルプ

オプション 説明 使用可能
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• 項目間の線：ブックとページとの間に線を追
加します。

• シングルクリックでブックを開く： 1クリック
でブックが開くようにします。

• エッジを浮かすまたはエッジを沈ませる： 3次
元の外観を作成します。

• バイナリ目次：バイナリ目次を作成します。
バイナリ目次オプションは、大きなヘルプシ
ステムに対してのみ推奨されます。これには、
コンパイルされたHTMLヘルプが必要です。
また、カスタマイズや外部目次ファイルはサ
ポートしていません。

Adobe Experience 
Manager Mobile
にアーティクルを
アップロード

Adobe Experience Manager Mobile出力フォー
マットを使用してDPSアーティクルを生成してか
ら、そのアーティクルをAdobe Experience
Manager Mobileへアップロードします。
AdobeアカウントでAdobe Experience Manager
Mobileポータルにサインインして、プロジェク
トを作成します。
FrameMakerにも同じAdobe IDを使用してサイ
ンインしていることを確認してください。
発行設定ダイアログで「Adobe Experience Mana-
ger Mobileにアーティクルをアップロード」を選
択します。FrameMakerがAdobe DPSサーバー
からAdobe Experience Manager Mobileアカウ
ントとプロジェクのリストを取得します。

アカウント

アーティクルをアップロードする
Adobeアカウントを選択します。

プロジェクト

アーティクルをアップロードする
DPSプロジェクトを選択します。

ダイアログを保存して閉じます。
発行手順を実行すると、出力フォルダーにアーテ
ィクルが生成され、ご利用のDPSアカウント内の
選択したDPSプロジェクトにそのアーティクルが
アップロードされます。

Adobe Experience Manager 
Mobile

オプション 説明 使用可能
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最適化タブ

次のオプションを最適化タブで使用できます。

オプション 説明 使用可能

絶対画像サイズを相対
画像サイズに変換

画像の実際の幅と高さをパーセントに変換しま
す。このようにして、プロジェクトで使用されて
いる画像をデバイスに適したものにでき、様々な
デバイスサイズに合わせることができます。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
• ePub（「全般」タブ）
• Kindle（「全般」タブ）
• Adobe Experience Manager

Mobile（「全般」タブ）

絶対表サイズを相対表
サイズに変換

表の実際の幅と高さをパーセントに変換します。
FrameMakerが表をこのように最適化することを
許可することで、表を様々なデバイスのサイズに
合わせられます。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
• ePub（「全般」タブ）
• Kindle（「全般」タブ）
• Adobe Experience Manager

Mobile（「全般」タブ）

iOSデバイスでズーム
を有効にする

iPadと iPhoneでピンチズームを有効または無効
にします。このオプションが有効な場合は、ユーザ
ーはデバイスのスクリーンをピンチすることで、
iPadまたは iPhoneに表示されたFrameMaker出
力をズームインできます。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

SVGのラスタライズ画
像への変換

ラスタライズした画像にドキュメントのSVG画
像を変換します。デフォルトでは、FrameMaker
はResponsive HTML5の最終出力でSVGコード
全体を埋め込みます。SVG画像は表示されてい
るデバイスの画面のサイズと解像度に関係なく、
画質が保持されます。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション
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「検索」タブ

次のオプションを「検索」タブで使用できます。

オプション 説明 使用可能

サブストリング検索を
有効にする

この機能を有効にすると、「 log」で検索を実行
した場合、「catalog」や「 logarithm」などの単
語を含まれたトピックが表示されます。サブスト
リング検索は、全文検索より時間がかかります。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

検索結果にコンテキス
トを表示

検索結果と共にトピックの指定した最初の数文字
を表示する場合に選択します。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

検索コンテキスト内の
文字数

「検索結果にコンテキストを表示」で定義されて
いる表示の文字数。

• Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

ページあたりの結果数 1ページあたりに表示する検索結果数。 • Responsive HTML5
• モバイルアプリケーション

XML サイトマップを
生成

パブリッシュされた出力用のサイトマップを生成
する場合に選択します。パブリッシュされた出力
に、その出力のサイトマップである sitemap.xml
ファイルが含まれます。 sitemap.xmlファイルを
検索エンジンへ送信すると、そのサイトの検索結
果を改善できます。検索エンジンによって
sitemap.xml送信のプロセスは異なるため、検索
エンジンの資料を参照して、正しいプロセスを実
行してください。

• Responsive HTML5

ヘルプシステムのベー
スURL

パブリッシュされた出力をホストするサイトのベ
ースURLを指定します。ベースURLがプライマ
リドメインと異なる場合は、 sitemap.xmlファイ
ルの場所を robots.txtファイルに追加する必要が
あります。例えば、サイトのプライマリドメイン
がwww.example.comであり、 sitemap.xmlファ
イルを www.example.com/ProductName/help/
に保持する場合は、 sitemap.xmlファイルのエン
トリを robots.txtファイルに追加する必要があり
ます。 sitemap.xmlファイルを robots.txtと同じ
場所に保存する場合は、 robots.txtファイルに変
更を加える必要はありません。

• Responsive HTML5

コンテンツの変更頻度 ヘルプシステムまたはWebサイトを更新する頻度
を選択します。検索エンジンはこの情報を基にサ
イトに再アクセスし、更新されたコンテンツにイ
ンデックスを付けます。

• Responsive HTML5
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「サーバー」タブ

次のオプションはResponsive HTML5出力の「サーバー」タブで使用できます。

注 : FrameMakerからRoboHelp Server 10にファイルを公開する方法について詳し
くは、「Responsive HTML5出力のRoboHelp Server 10への公開」を参照してく
ださい。

オプション 説明

サーバー プロジェクトの公開先のRoboHelp Serverの詳細を追加するには、「新規」
をクリックします。新しい公開先ダイアログボックスで、次の詳細を指定し
ます。

• 記述名：RoboHelp Serverの設定を識別できるわかりやすい名前を入力し
ます。

• サーバー名：RoboHelp Server URLをhttp://<servername>:<port number>/
<context-name>/server形式で指定します。

• ユーザー IDおよびパスワード：RoboHelp Serverで公開の権利を持つユー
ザーアカウントのユーザー IDとパスワードを指定します。

• パスワードを保存：ユーザーの資格情報を保存するには、このオプション
を選択します。

• ヘルプ領域：RoboHelp Serverで定義されている領域のリストを表示する
には、「更新」ボタンをクリックします。ドロップダウンリストから領域
の名前を選択し、選択した領域にプロジェクトを公開します。領域を選択
しない場合、プロジェクトはデフォルトの領域に公開されます。

「編集」をクリックし既存のRoboHelp Serverの設定を変更するか、「削除」
をクリックして保存した設定を削除します。

削除されたファイルを
確認する

このオプションを選択すると、FrameMakerは宛先から削除されたファイル
を確認して再公開します。

ファイルを上書きする
前に確認する（バッチ
生成時には上書きしな
い）

このオプションを選択すると、FrameMakerはファイルを上書きする前にメ
ッセージを表示します。ただし、バッチ生成機能を使用して出力を生成して
いる場合、ファイルは上書きされません。

すべて再公開する このオプションを選択すると、宛先にあるすべてのファイルが再公開されて
既存のファイルが上書きされます。

注 : ブック内の文書を更新した場合、更新したコンテンツを
ローカルで再生成する必要があります。ただし、更新され
た文書のみがRoboHelp Serverに公開されます。
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アプリケーションの詳細タブ

次のオプションはモバイルアプリ出力のアプリケーションの詳細タブで使用できます。
App Storeへのアプリケーションのアップロードについて詳しくは、「App Storeにモバ
イルアプリケーションをアップロード」を参照してください。

オプション 説明

パッケージ名 モバイルアプリを一意に識別する名前。一般的な命名規則では、企業ドメイ
ン名を逆順に使用し、その後にアプリの名前を入力します。例えば、
com.adobe.myappのように命名します。この名前は、アプリケーションを一
意に識別するためにPhoneGapによって使用されます。

注 : PhoneGapで使用されるサードパーティ製ツールに関す
る問題を回避するため、英字と下線を使用し、ドットを区
切り文字として使用することをお勧めします。

バージョン アプリのPhoneGapのバージョン番号。

バージョンコード
（Android）

アプリのAndroidのバージョン番号。Google PlayなどのAndroidストアにア
プリをアップロードすると、バージョン番号を更新するたびに、アプリの更
新がユーザーに通知されます。

注 : iOSアプリを作成する場合は、これは必要ありません。

タイトル モバイルデバイスに表示されるアプリケーションのタイトル。

説明 アプリケーションのPhoneGapの説明。

アイコン モバイルデバイスに表示されるアプリケーションのアイコン。

スプラッシュ画面 アプリケーションがモバイルデバイスで開かれるときに表示されるスプラッ
シュ画面です。アプリケーションに対して複数のスプラッシュスクリーンを
指定できます。
a) アプリケーションの詳細タブでオプションを設定したら、設定を保存し
ます。
b) コンピューターで、設定アーカイブ（ .sts）を抽出します。
これを行うには、WinZipやWinRARなどのアーカイブのアプリケーション
を使用することができます。
例えば、設定ファイルの拡張子の名前を .zipに変更することで、これらのアプ
リケーションでアーカイブを抽出できます。
c) 抽出フォルダーに config.xmlファイルが含まれています。
このファイルには、モバイルアプリケーションでの複数のスプラッシュスク
リーンを定義するために必要な設定が含まれています。
config.xmlについて詳しくは、次のPhoneGapドキュメントを参照してくだ
さい。「スプラッシュスクリーン」。

http://docs.build.phonegap.com/ja_JP/configuring_icons_and_splash.md.html\#_splash_scre
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PhoneGapの資格情報 PhoneGapまたはAdobe IDのユーザー名とパスワード。

注 : FrameMakerとPhoneGapの統合を使用するには、
PhoneGapまたはAdobeのユーザーアカウントが必要です。

ユーザー IDを検証する PhoneGap.comまたはAdobe IDの資格情報をテストします。

注 : 資格情報が正しいのにテストが失敗する場合は、
phonegap.comにアクセスし、同じ資格情報を使用してロ
グインしてください。phonegap.comにログインしたら、
接続を再試行してください。

プラットフォーム - 
iOS

iOSアプリを作成するには、以下のファイルが必要です。
• デジタル証明書： Apple デバイスでアプリを実行するには、有効な証明書
でアプリに署名する必要があります。このファイルはAppleのProvisioning
Portalで提供されています。

• 証明書パスワード：デジタル証明書に関連付けられたパスワード。
• プロビジョニングプロファイル： iOS デバイスへのアプリケーションのイ
ンストールを許可するファイル。ファイル内には電子証明書、App ID、
1つ以上のデバイスのUDIDが指定されています。これらのデバイスに、
テスト目的でアプリをインストールできます。ユーザーはこれらのデバイ
スに、アプリを直接インストールできます。

プラットフォーム - 
Android

Androidデバッグアプリは、以下のAndroid署名ファイルと資格情報がなく
ても作成できます。ただし、Google Play Storeにアプリをアップロードする
には、以下のファイルが必要です。

• キーストアファイル：キーストアは、一連の秘密鍵で構成されるバイナリ
ファイルです。

• キーストアのパスワード：キーストアファイルに関連付けられたパスワ
ード。

• 証明書エイリアス：アプリで識別されるエンティティ（個人、会社など）
を表します。

• 証明書パスワード：エイリアスに関連付けられたパスワードです。

オプション 説明
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メタデータ情報タブ

次のオプションを ePubとKindleの出力形式のメタデータ情報タブで使用できます。

オプション 説明

作成者 作成者の名前です。複数の作成者名を指定するには、カンマで区切ります。

発行元 出力を利用可能にすることに責任のあるエンティティの名前（例えば、作成
者または組織）。

権利 権利についての宣言（例えば、著作権情報）。

説明 コンテンツの説明。

出版識別子 ISBNなどの仕様に準拠した識別子。

発効日 出力を発行した日付。Follow the format specified in日付と時間の形式。

表紙画像 eBookの表紙画像として使用する JPG、 JPEGまたはPNG画像のパスと寸法
を指定します（ブラウザーでサイズの異なるスクリーンに最適化して表示す
るには、パーセント値を使用します）。GIF画像を指定することもできます。
ただし、GIFアニメーションの場合、最初のフレームのみが表紙に使用され
ます。

注 : 表紙画像を指定しない場合、FrameMakerは目次の最初
のトピックを表紙ページとして使用します。

カスタムメタデータ 追加のEPUB-3固有のメタデータをXML形式で指定します。EPUBのメタデ
ータの指定について詳しくは、メタデータの EPUB 3 仕様を参照してくださ
い。例えば、パブリケーション識別子について、識別子タイプ（ ISBN、
UUID、DOIなど）を追加する場合、次のXML形式を使用できます。
<dc:identifier id="pub-id">urn:doi:10.1016/
j.iheduc.2008.03.001</dc:identifier>
<meta refines="#pub-id" property="identifier-type" 
scheme="onix:codelist5">06</meta>

http://idpf.org/epub/30/spec/epub30-publications.html\#sec-metadata-elem
http://dublincore.org/documents/2004/12/20/dces/
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レイアウトのカスタマイズ

次の方法でResponsive HTML5またはモバイルアプリケーションの出力のレイアウトを
カスタマイズします。

1) レイアウトを管理のオプションで、設定ボタンをクリックして「編集」を選択し
ます。

レイアウトのカスタマイズダイアログに、レイアウトのプレビューが表示されます。

2) レイアウトのコンポーネントリストからレイアウトのコンポーネントを選択します。

各コンポーネントは、コンポーネントに関連した一連のカスタマイズ可能なプロパ
ティを持っています。
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3) プロパティを編集するには、プロパティペインでプロパティ値に移動して編集し
ます。

プロパティペインのプロパティに移動するには、プロパティペインのプロパティを
クリックし、プロパティの値を編集します。

あるいは、コンポーネントプレビューペインにコンポーネントのプレビューが表示
されます。さらに、プレビューペインには、プレビューペイン内の各プロパティを
指すボタンが表示されます。

プレビューペイン内のプロパティボタンをクリックして、プロパティペイン内のプ
ロパティに移動することができます。

これにより（プレビューから）編集中のプロパティを特定できます。

4) 更新を保存するには「保存」をクリックします。

5) すべてのコンポーネントのプロパティをリセットするには、「コンポーネントをリ
セット」をクリックします。

6) 特定のコンポーネントのプロパティをリセットするには、（プロパティペインから
またはプレビューペインから）コンポーネントを選択し、「プロパティをリセット」
をクリックします。

7) レイアウトのカスタマイズが完了したら、「閉じる」をクリックします。

App Storeにモバイルアプリケーションをアップロード

モバイルアプリケーションの設定を行ったあと、アプリケーションを作成できます。この
アプリケーションはPhoneGapサーバーにアップロードされます。コンピューターにア
プリケーションをダウンロードするか、QRコードを使用してアプリケーションをモバ
イルデバイスにダウンロードすることができます。

AppleまたはAndroidのAppStoreへアプリケーションをアップロードするには、次の記
事の手順に従ってください。

• Android デベロッパーコンソール

• Apple AppStore にアプリケーションを提出する

http://developer.android.com/intl/ja/distribute/googleplay/developer-console.html
https://developer.apple.com/library/prerelease/ios/documentation/IDEs/Conceptual/AppDistributionGuide/SubmittingYourApp/SubmittingYourApp.html
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Adobe Experience Manager Mobile出力の追加情報

注 : 32ビットのWindowsコンピューターでは、FrameMaker文書をAdobe Experience
Manager Mobileの出力形式で公開することはできません。

Adobe Experience Manager Mobileポータルで記事を作成する場合は、コンピューター
上の記事のファイル名（拡張子は含みません）と同じ記事名を必ず使用してください。
こうすることで、DPS出力のFrameMakerの相互参照が適切に機能します。

FrameMakerで次のような3つの .articleファイルが生成されている場合を例に挙げます。

• Great_Pyramids.article

• Amazon_Rainforest.article

• Grand_Canyon.article

この場合、DPSポータルで記事を作成するときには、各ファイルに次の記事名を選択し
てください。

• Great_Pyramids

• Amazon_Rainforest

• Grand_Canyon

これによって、これらの記事間での相互参照が、（アプリケーションの）パブリッシュ
された出力で正常に機能するようになります。

Responsive HTML5出力のRoboHelp Server 10への公開

Responsive HTML5出力をRoboHelp Server 10に公開するには、次の手順に従います。

注 : この手順を実行する前に、RoboHelp Server 10が起動していることを確認します。

1) 公開する文書ファイル（ .fm または .xml ）またはブックファイル（ .book または
.ditamap）を選択します。

2) ファイル／公開を選択します。

3) 公開ポッドで「Responsive HTML5」を右クリックし、「設定を編集」を選択し
ます。

表示される「出力」タブでは、デフォルトで「Responsive HTML5」が選択されて
います。
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4) 「サーバー」タブを選択します。

5) 「新規」をクリックし、プロジェクトを公開するRoboHelp Serverの宛先を作成し
ます。新しい公開ダイアログで、「記述名」、「サーバー名」、「ユーザーID」、
「パスワード」を入力し、RoboHelp Serverへの接続、認証を行います。

6) 「更新」ボタンをクリックして、サーバーの領域のリストを更新します。領域を選
択しない場合、プロジェクトはデフォルトの領域に公開されます。

注 : デフォルトのコンテキスト（ robohelp）に公開するには、
http://<server-name>:<port-number> 形式でサーバー名を入力します。
FrameMakerはこれに/robohelp/serverを追加します。または、デフォルトの
コンテキスト（ robohelp）以外のコンテキストに公開するには、完全なURLを
http://<server-name>:<port-number>/<context- name>/server形式で
指定します。

7) 「 OK 」をクリックしてサーバーの設定を保存し、新しい公開先ダイアログを閉じ
ます。

新しいサーバーの宛先は、サーバーダイアログで確認できます。

8) 「保存」、「閉じる」をクリックし、公開設定ダイアログを閉じます。

9) プロジェクトをサーバーに公開するには、公開ポッドで「Responsive HTML5」を
右クリックし、「サーバーに公開」をクリックします。

10) 結果ダイアログで「公開」をクリックします。

サーバーに公開したファイルは、統計ウィンドウで確認できます。

注 : サーバー上のプロジェクトを表示するには、「RoboHelpサーバーWeb
Administrator」に移動し、プロジェクトを公開した領域を「プロジェクト」タブ
で選択します。
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RoboHelp設定ファイル（ .isf）の使用

各FrameMaker文書のプロジェクト全体を定義するRoboHelp読み込み設定（ .isf）ファ
イルを使用できます。 FrameMaker 発行出力のこれらの設定を適用するには、
RoboHelp から設定ファイルを書き出します。次に ISF ファイルを取り込んで
FrameMakerで発行した出力の定義済み設定を使用します。

RoboHelpか ISFファイルを書き出す場合、ファイルには次の設定が含まれます。

• RoboHelpプロジェクト用のカスケーディングスタイルシート（CSS）

• FrameMakerスタイルとRoboHelpスタイル間のスタイルマッピング

• スタイル変換とその他の設定

• FrameMakerテンプレート

FrameMaker - RoboHelpの変換について詳しくは、『RoboHelp の使用ガイド』で、
FrameMaker文書のコンポーネントのRoboHelpへの変換を参照してください。

重要 :ISFファイルを取り込むと、ファイルに含まれるRoboHelp設定は、該当する
FrameMaker STSファイル設定を上書きします。

ISFファイルを取り込むには：

1) 発行ダイアログで、「設定」ボタンをクリックして「 ISF ファイルの取り込み」を
選択します。

2) ISFファイルの選択ダイアログで、設定ファイルを選択します。

ISFファイルを取り込むと、このファイルを含む設定が発行設定（ .sts）ファイルに
取り込まれます。

3) ISF 設定を現在の設定ファイルに取り込む、または新しい設定ファイルを作成する
ようメッセージが表示されます。

公開設定ダイアログは取り込まれた ISF設定を表示します。

4) 前のステップで新しい発行設定ファイルに ISF 設定を取り込むよう選択した場合、
新しいファイルの場所を指定します。

既存の発行設定ファイルに ISF設定を取り込むよう選択した場合、更新した発行設
定を保存します。

http://help.adobe.com/ja_JP/robohelp/robohtml/index.html
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HTMLページテンプレート

FrameMakerの公開ソリューションを使用すると、HTMLページテンプレートを作成し
てページレイアウトをカスタマイズできます。ページテンプレートを使用すると、次の
コンポーネントを公開された出力に追加できます。

Mini-TOC：
サブトピックの目次を現在のトピックに追加します。

ブレッドクラム

現在のトピックのナビゲーション経路に追加します。

ヘッダーとフッター

FrameMakerソースの変数で定義された動的コンテンツを含むヘッダーとフッター
を追加します。

このトピックの例を試すには、リファレンスカードの標準FrameMakerテンプレートを
使用してFrameMaker文書を作成します。このテンプレートは、このトピックのサンプ
ルで使用された段落スタイルと変数を使用します。

HTMLページテンプレートを作成したら、「出力」タブで使用可能な任意の出力を
HTMLページテンプレートに設定できます（「出力設定」を参照してください）。

重要 :HTMLページテンプレートのすべてのコンポーネントはオプションです。任意
のコンポーネントの組み合わせを使用してページテンプレートを定義できます。

HTMLページテンプレートの作成

1) ページテンプレートを作成するには、 .htt、 .htm、または .htmlの拡張子を持つフ
ァイルを作成し、ファイルを任意のテキストエディターで開きます。

2) 次のHTMLコンテンツをテキストファイルにペーストします。
<html> 
<body> 
</body> 
</html>
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3) 動的コンテンツをページヘッダーに追加するには、HTMLページテンプレート属性
data-typeをfm_variableに指定します。

FrameMakerユーザー定義変数を使用するヘッダーを定義するには、次のpタグを
bodyの開きタグ（<body>）の後に追加します。

<p data-type="fm_variable">Chapter Title Name</p>

重要 :data-type HTMLページテンプレート属性は公開ソリューションによって使用
され、閉じタグによって記述されるコンテンツのタイプを識別します。上記の例
では、pタグにはFrameMaker変数が含まれます。

詳しくは、「ヘッダーとフッターの定義」を参照してください。

4) ナビゲーション経路を出力に追加するには、 HTML ページテンプレート属性
data-typeをbreadcrumbsに指定します。

次をbodyの開きタグ（<body>）の後に追加します。
<p data-type="breadcrumbs"><a data-type="home_link" href="#">Home</a><span 
data-type="separator">:&gt;</span></p>

上記の例では、ブレッドクラムの各項目を分離している文字（この場合は大なり
記号）を指定します。定義のその他の部分はブレッドクラムを作成する公開ソリュ
ーションで必要です。

ブレッドクラムの詳細とオプションについては、「ブレッドクラムの定義」を参照
してください。

5) ミニ目次を定義するには、前のステップで記述したブレッドクラムの後に次を追加
します。

<div data-type="minitoc"> 
<p data-type="minitoc-level1"> 
<span data-type="minitoc-selector">'H1_Heading1'</span> 
</p> 
<p data-type="minitoc-level2"> 
<span data-type="minitoc-selector">'H2_Heading2'</span> 
</p> 
</div>

ミニ目次を定義するには、data-type属性をminitocに指定します。各レベルで、特
定のレベルにdata-type属性を使用します。必要なFrameMakerの段落スタイル名
を指定して、Mini-TOCの対応するレベルに表示します。

最大 20レベルのマルチレベルのミニ目次を作成できます。詳細は、「ミニ目次を
定義」を参照してください。
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6) FrameMaker のソースコンテンツが表示される場所を指定するには、 div タグを
data-type属性をbodyに指定して使用します。ミニ目次の後に次を追加します。

<div data-type="body"></div>

7) フッターを定義するには、閉じタグ（</body>）の前に次を追加します。
<p data-type="fm_variable">Creation Date (Long)</p>

Creation Date (Long)は文書で定義された変数の名前です。詳細については、
ヘッダーとフッターの定義を参照してください。

8) ページテンプレートを作成したら、テンプレートを公開設定ダイアログの「出力」
タブに含める必要があります。パブリッシュの手順により、指定した出力でミニ目
次が作成されます。

重要 :すべてのページテンプレートコンポーネントは、HTMLタグ内で定義されま
す。これはCSSスタイルを（ styleまたは classタグを使用して）任意のコンポーネ
ントに追加できることを意味します。

ミニ目次を定義

ミニ目次を定義するには、divタグをdata-type属性をminitocに指定して使用します。
<div data-type="minitoc"></div>

data-type-after属性を使用して、パブリッシュされた出力のミニ目次の場所を指定
します。例えば、次のdata-type-after定義はミニ目次が発行出力のH1_Heading段
落の初出部分の後に表示するよう指定します。

<div data-type="minitoc" data-type-after="H1_Heading1"></div>

data-type-after属性の複数の段落をミニ目次に指定します。次のサンプルでは、ソース
にH1_Heading1スタイルまたはH2_Heading2スタイルが最初に出現した後、ミニ目次
をパブリッシュします。例えば、ブックに複数の文書が含まれている場合、複数の段落
を定義します。文書が様々なヘッダー段落スタイルを使用して起動できる場合。

<div data-type="minitoc" data-type-after="H1_Heading1 H2_Heading2"></div>

data-type-after段落を指定するには：

• 二重引用符で段落を囲みます

• 複数の段落をコンマまたはスペースで分離します
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• 段落文字に二重引用符が 1 つ含まれる場合は、バックスラッシュのエスケープ文字
を使用します。

• 段落と文字スタイルが同じ名前の場合は、それぞれpと spanを使用してスタイル名
を設定します。

<div data-type="minitoc" data-type-after="p.H1_Heading1 p.H2_Heading2"></div>

注 : data-type-after属性はオプションです。属性を指定しない場合は、ミニ目次は
テンプレートで定義された出力のポイントに表示されます。

ミニ目次でエレメントを定義するには、pまたはdivタグをdata-type属性を持たせて
追加し、minitocdivタグ内のエレメントのレベルを指定します。

例えば、2レベルのミニ目次を定義するには：
<div data-type="minitoc"> 
<p data-type="minitoc-level1"></p> 
<p data-type="minitoc-level2"></p> 
</div>

最大20レベルのマルチレベルMini-TOCを作成できます。また、ミニ目次のレベルは昇
順に配置する必要があります。

特定のリテラル値を含むミニ目次の上部にキャプションを追加できます。「このセクショ
ンは次を対象としています」というキャプションを追加するには、data-type minitocキ
ャプションを持つpまたはdivタグをミニ目次の定義の上部に追加します。
<div data-type="minitoc"> 
<p data-type="minitoc-caption">This section covers the following:</p> 
<p data-type="minitoc-level1"></p> 
<p data-type="minitoc-level2"></p> 
<p data-type="minitoc-level3"></p> 
</div>

特定のミニ目次のレベルに表示される段落を指定するには、 data-type 属性を
minitoc-selectorに指定したタグを追加します。
<div data-type="minitoc"> 
<p data-type="minitoc-caption">This section covers the following:</p> 
<p data-type="minitoc-level1"><span 
data-type="minitoc-selector">'H2_Heading2'</span></p> 
<p data-type="minitoc-level2"><span 
data-type="minitoc-selector">'H3_Heading3'</span></p> 
<p data-type="minitoc-level3"><span 
data-type="minitoc-selector">'H4_Heading4'</span></p> 
</div>
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複数の段落を同一レベルのミニ目次に指定できます。

<p data-type="minitoc-level1"><span data-type="minitoc-selector">'H2_Heading2' 
'H3_Heading3'</span></p>

複数の段落を同一レベルのミニ目次に指定する場合：

• 発行されたコンテンツは、見つかった段落を表示します。

• 複数の段落が見つかった場合は、発行されたコンテンツは、同じレベルの段落を表
示します。

重要 : class属性のスタイルを使用して、CSSスタイルをミニ目次の定義で使用され
た任意のHTMLタグに追加します。

ブレッドクラムの定義

ブレッドクラムを定義するには、data-type属性をbreadcrumbsに指定します。以下に
例を挙げます。

<p data-type="breadcrumbs"></p>

固定テキストを追加して、ブレッドクラムの冒頭に表示できます。例えば、「ブレッド
クラムの冒頭 :」を表示するには：
<p data-type="breadcrumbs">Start of Breadcrumb:</p>

アンカー（a）タグを使用して、ブレッドクラムのホーム位置を指定します。任意の固
定テキストをアンカーテキストとして指定できます。

<p data-type="breadcrumbs">Start of Breadcrumb:<a data-type="home_link" 
href="#">Home</a>

アンカーのテキストのほかに、上記で定義されたとおりに他の属性や値を追加する必要
があります。発行物は正確な属性と値を使用してブレッドクラムを作成します。

data-type属性をseparatorとして使用して、区切り文字を定義してブレッドクラム
のエレメント間を表示します。次のサンプルでは、区切り文字は大なり（>）記号です。
<p data-type="breadcrumbs">Start of Breadcrumb:<a data-type="home_link" 
href="#">Home</a><span data-type="separator">:&gt;</span></p>

冒頭のテキストのように、ブレッドクラムの最後に固定テキストを追加することもでき
ます。例えば、「 :ブレッドクラムの最後」を表示するには：
<p data-type="breadcrumbs">Start of Breadcrumb:<a data-type="home_link" 
href="#">Home</a><span data-type="separator">:&gt;</span> :End of Breadcrumb</p>
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ヘッダーとフッターの定義

FrameMaker変数を使用して、HTML出力のヘッダーとフッターを定義します。

ヘッダーとフッターを定義するには、data-type属性をfm_variableに指定したHTML
タグを使用します。例えば、Chapter Title Name変数を含むヘッダーを定義するには：
<p data-type="fm_variable">Chapter Title Name</p>

ヘッダーまたはフッターに固定テキストと変数を混在させることもできます。次の例で
は、現在の文書の最終更新日を表示します。

<p>Last modified date:<span data-type="fm_variable">Modification Date 
(Short)</span></p>

ボディコンテンツの定義

FrameMakerのトピックコンテンツを動的に発行された出力に配置するには、divタグ
を定義してdata-type属性をbodyに指定して使用します。例えば、ヘッダー、本文、
フッターを持つテンプレートを作成するには：

<p data-type="fm_variable">Chapter Title Name</p> 
<div data-type="body">[The FrameMaker topic content will be placed here]</div> 
<p>Last modified date:<span data-type="fm_variable">Modification Data 
(Short)</span></p>

サンプルHTMLページテンプレート

次のサンプルHTMLページテンプレートは、次のコンポーネントを定義します。

• ページ本文の上部のヘッダー

• ブレッドクラム軌跡

• ミニ目次

• トピックコンテンツ

• トピックコンテンツの後のフッター

このサンプルを試すには、リファレンスカードの標準FrameMakerテンプレートを使用
して文書を作成します。
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<html> 
<body> 
<!-- Header using FM variable --> 
<p data-type="fm_variable">Chapter Title Name</p> 
<!-- Breadcrumb --> 
<p data-type="breadcrumbs">Start of Breadcrumb: <a data-type="home_link" 
href="#">Home</a><span data-type="separator">:&gt;</span></p> 
<!-- Mini-TOC --> 
<div data-type="minitoc"> 
<p data-type="minitoc-caption">This section covers the following:</p> 
<p data-type="minitoc-level1"><span 
data-type="minitoc-selector">'H2_Heading2'</span></p> 
<p data-type="minitoc-level2"><span 
data-type="minitoc-selector">'H3_Heading3'</span></p> 
<p data-type="minitoc-level3"><span 
data-type="minitoc-selector">'H4_Heading4'</span></p> 
</div> 
<!-- Footer using FM variable --> 
<p>Last modified date:<span data-type="fm_variable">Modification Date 
(Short)</span></p> 
</body> 
</html>

Microsoft HTML Helpの配布

出力をMicrosoft HTML Helpに発行するには、次の指示を使用してヘルプをエンドユー
ザーに配布します。

1) プログラムの実行可能（EXE）ファイルと共にヘルプをインストールするには、次
のシステムヘルプファイルを開発者に渡します。または、スタンドアロンで使用す
るためにファイルを配布します。

注 : ユーザーは、WindowsエクスプローラーでCHMファイルをダブルクリックす
ることで、スタンドアロンのMicrosoft HTMLヘルプを実行できます。

CHM
単一のヘルプファイルに収められた単一の配布されるヘルプシステム、およびマス
タープロジェクトのサブプロジェクトのすべてのCHMファイル。これらの子
CHMファイルはマスターCHMにはコンパイルされません。

HLP、CNT
プロジェクトにコンパイル済みWinHelpファイルのトピックへのリンクが含まれ
る場合は、HLPおよびCNTファイルを配布します。これらは、マスターCHMフ
ァイルにはコンパイルされません。
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DOC、PDF、XLS
プロジェクトに外部ファイルへのリンクが含まれる場合は、外部ファイルを配布し
ます。バゲッジファイルフォルダーに追加しない限り、これらのファイルはマスタ
ーCHMファイルにコンパイルされません。

2) アプリケーション開発者は、プロジェクトで使用する機能およびユーザーが使用す
るWindowsのバージョンによっては、次のサポートファイルを配布します。

• Microsoft HTMLヘルプサポートファイルの組み込みコンポーネント。

• HHActiveX.DLL は、オンライン用語集および閲覧シーケンスのサポートを提供
するAdobe ActiveXコントロールです。ユーザーのシステムにHHActiveX.DLL
ファイルをインストールして登録します。このファイルを適切な場所から
CHMと同じフォルダーにコピーします。

32ビットシステムの場合：
<Fm_install_location>\fminit\Publisher\Redist\32bit

64ビットシステムの場合：
<Fm_install_location>\fminit\Publisher\Redist\64bit

• ヘルプシステムにサードパーティのActiveXコントロールが含まれる場合は、
コンポーネントのサポートファイルをユーザーのシステムにインストールして
登録します。ユーザーは、ActiveXコントロールのファイルをカスタムフォル
ダーにコピーし、 .ocxまたは .dll拡張子の前に代替フォルダーのパスを付けて、
ファイルを登録します。

注 : Adobe使用許諾契約では、HTMLヘルプの出力と共にMicrosoft HTMLヘルプ
ファイルおよび Internet Explorerファイルの再配布が認められています。
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ActiveXコントロールの登録

プロジェクトでActiveXコントロールを提供する場合は、以下の指示をユーザーに提供し、
ヘルプシステムと共に配布されたコントロールをユーザーが登録できるようにします。

1) 「開始」をクリックし、検索ボックスにcmdと入力します。

2) 検索結果のプログラムリスト内でcmd.exeを右クリックし、ポップアップメニュー
で「管理者として実行」をクリックします。

注 : ユーザーアカウント制御メッセージが表示された場合は、続行するには「はい」
をクリックします。

3) HHActiveX.DLL ファイルを登録するには、コマンドプロンプトで次のコマンドに
HHActiveX.DLLのパスを指定し入力し、Enterキーを押します。

regsvr32 [path] hhactivex.dll

4) サードパーティの ActiveX コントロールを登録するには、次のコマンドを入力し、
Enterキーを押します。

regsvr32 [activex_name.dll or activex_name.ocx]

5) コマンドプロンプトウィンドウを閉じます。

ダイナミックコンテンツ出力の生成

ダイナミックコンテンツ機能を使用すると、パラメーターに基づいたフィルターを簡単
に適用できる出力を作成できます。パラメーターは、コンディショナルタグを使用して
定義します。例えば、ユーザーが領域（米国、英国、カナダ）および対象者（エンドユ
ーザー、オンライン、印刷）を基準に出力をフィルタリングするために使用できるフィ
ルターを作成できます。ダイナミックコンテンツでは、コンテンツ作成者が、コンディ
ショナルタグを利用してコンテンツを簡単にシングルソーシングすることもできます。

作成者はこの機能を使用することで、ユーザーに提供するフィルター基準に応じたコン
ディショナルタグを作成できます。例えば、米国、英国、カナダの3つの地域、および
エンドユーザ、オンライン、印刷の3つの対象者を基準として、コンディショナルタグ
を作成できます。

フィルターを使用して出力を生成するときには、フィルタータブが表示されるため、ユ
ーザーは出力SSLのフィルターで選択した基準（タグまたは式）に基づいてコンテンツ
をフィルタリングできます。
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ユーザーは検索機能を使用して、フィルタリング後の結果からコンテンツを検索するこ
ともできます。

注 : ダイナミックコンテンツのフィルターは、レスポンシブHTML5およびモバイ
ルアプリケーション出力に適用できます。

タグコンテンツ

出力でダイナミックコンテンツフィルターを作成するには、ユーザーがフィルタリング
するプロジェクト内の必要な部分に、コンディショナルタグを適用します。構造化文書
の場合は、エレメントの属性を使用してコンテンツを条件付けできます。

コンテンツの同一セクションに複数のコンディショナルタグまたは属性を適用できます。
例えば、米国とカナダのタグを、北米の顧客をターゲットとしたトピックに適用でき
ます。その後、英国の顧客をターゲットとした別のトピックにタグを付けることができ
ます。これによりユーザーは、地域を基準としてコンテンツをフィルタリングするため
のオプションを出力で選択できます。「米国ANDカナダ」のような式を使用して、北米
という名前のフィルター基準を作成することもできます。

また、任意のタグを組み合わせてコンテンツに適用することもできます。そのため、
出力フィルタリングメカニズムに基づいて出力がどのように表示されるかを常に考慮し
ながら、タグを適用する必要があります。フィルタリングの機能方法の例については、
「出力でのダイナミックコンテンツフィルターの使用」を参照してください。

タグなしコンテンツ

文書でダイナミックフィルターを使用するときには、すべてのコンテンツにタグを付け
る必要はありません。タグなしのコンテンツは、条件のないコンテンツです。つまりタグ
なしコンテンツは、フィルターに関係なく、すべてがユーザーに向けて表示されます。

ダイナミックコンテンツフィルターの作成

ダイナミックフィルターは、レイアウトごとに1つずつ作成できます。

1) 「出力」タブでレイアウトをクリックします（レスポンシブ HTML5またはモバイ
ルアプリケーション）。

2) レイアウトの一般設定ダイアログで、「出力でダイナミックコンテンツフィルター
を使用」にチェックマークを付けます。

ダイナミックコンテンツフィルターダイアログが表示されます。
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3) フィルターを作成するときには、フィルター基準（タグと式）を含むグループを定
義できます。

例えば、米国、カナダ、英国のコンディショナルタグを含む地域グループを作成で
きます。

非構造化文書の場合、フィルターの基準として式を使用することもできます。例え
ば、「北米ANDカナダ」というフィルターを作成してから、北米という基準を選
択できるユーザー向けオプションを出力に含めることができます。

構造化文書では、フィルター基準を作成するには、DITA属性を使用することがで
きます。

注 : タグと式は、グループに含めなくてもフィルターに追加できます。つまり、どの
グループも含んでないフィルターを作成できます。また、1つ以上のグループと、
どのグループにも含まれていないタグまたは式を含むフィルターを作成することも
できます。

重要 :ネストされたグループを作成することはできません。つまり、グループに別
のグループを含めることはできません。

4) タグまたは式をグループに追加するには、「基準を追加」をクリックし、タグと式
ダイアログでタグと式を選択します。

注 : ダイナミックフィルターにはタグまたは式の1つのインスタンスを追加できます。
そのため、タグまたは式をフィルターに追加しても、タグと式ダイアログにはタグ
または式が表示されません。

タグまたは式をフィルターに追加した場合、フィルターに表示されるタグまたは式
の表示名は、作成時に指定した名前です。ただし、出力表示のために、フィルター
に表示される名前を変更することもできます。また、フィルターに指定した表示名
によって、プロジェクト内のタグまたは式の名前が変更されることはありません。

注 : また、以下に一覧表示した文字を除くすべてのタグまたは式の表示名に特殊文
字を含めることができます。コロン（ :）、セミコロン（ ;）、カンマ（ ,）、パーセ
ント（%）、アンパサンド（&）、ハッシュ（#）および等号（=）です。

構造化文書では、属性をグループに追加するには、「基準を追加」をクリックして
条件付き属性のドロップダウンリストから属性を選択します。必要な属性を選択し
たら、「属性値」フィールドで値を指定します。また、公開出力においてユーザー
に表示される表示名を指定することもできます。
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5) デフォルトでコンテンツをフィルタリングするように選択できます。つまり、出力
が表示されるときに、事前に定義された基準に基づいて、コンテンツがフィルタリ
ングされます。デフォルトのタグまたは式をフィルターに設定するには、タグまた
は式を右クリックし、「デフォルトを選択」を選択します。

6) フィルターに表示されるタグまたは式の名前を変更するには、タグまたは式を右ク
リックし、「名前変更」を選択します。

注 : タグの名前を変更すると、フィルターを編集ダイアログの下部にステータスメ
ッセージが表示され、タグの名前（表示名ではない）が示されます。

注 : フィルター内のグループ名は一意である必要があります。タグまたは式の表示
名は、グループ内で一意である必要があります。表示名の一意性のチェックでは、
大文字と小文字が区別されません。例えば、End-Userという表示名とEND-USER
という表示名を同じグループ内に作成することはできません。

7) ユーザーが出力内の 1 つのグループから複数のフィルター基準を選択できるように
するには、「出力に複数選択を許可」にチェックマークを付けます。

8) ナビゲーションの矢印を使用して、フィルター内でグループ、タグ、式を移動し
ます。

例えば、グループ外へタグを移動するには、左向き矢印をクリックします。これに
よりタグは、それ自体が含まれているグループと同じレベルおよびそのグループの上
のレベルに移動されます。右向き矢印は、グループ外のタグを次のグループへ移動す
るときに使用します。また、グループ内でタグを上下に移動することもできます。

9) 「保存」をクリックします。

10) レイアウト設定ダイアログで「保存して生成」をクリックします。
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出力でのダイナミックコンテンツフィルターの使用

このセクションでは、出力でのダイナミックコンテンツフィルターの使用方法について
説明し、さらに、タグをコンテンツに適用するときおよびフィルターにタグを使用する
ときの想定事項について説明します。

ダイナミックコンテンツフィルターをレイアウトに割り当てた後、レイアウトの出力を
生成できます。

出力に、フィルターアイコンが表示されるようになりました。フィルターアイコンをク
リックすると、現在のレイアウトに割り当てられているダイナミックコンテンツフィル
ターが表示されます。

重要 :出力内のどのコンテンツにもタグが割り当てられていない場合、タグはフィ
ルターに表示されません。そのため、グループ内のすべてのタグがフィルターに表示
されない場合は、グループが表示されません。また、フィルターで（タグとして、
または式の一部として）タグを使用しない場合、このタグは、プロジェクト内の適
用先コンテンツから削除されます。

デフォルトでは、フィルター内のすべてのグループおよび基準が選択解除されます。
つまり、フィルター基準が現在適用されていないため、すべてのコンテンツが（条件な
しで）表示されます。ただし、フィルターの作成中にデフォルトを設定すると、デフォ
ルトグループが選択された状態で表示されます。

コンテンツをフィルタリングするには、フィルター内のグループまたは基準のチェック
マークを付けたり外したりします。

以下のセクションでは、ダイナミックコンテンツフィルタリングメカニズムの機能方法
を説明するために、2つのシナリオについて詳しく説明します。

グループから1つの基準（タグまたは式）を選択する

「セールスビルダー」というフィルターで、地域グループの「米国」にチェックマーク
を付けたとします。

• 米国タグの付いたすべてのコンテンツが表示されます。

• 米国タグとその他のタグが組み合わせて付されたすべてのコンテンツが表示されます。

米国タグと英国タグの付いたコンテンツが表示されます。ただし、英国タグの付い
たトピックは非表示になります。また、英国タグとカナダタグの付いたコンテンツ
も非表示になります。



プリントと発行  12

 983

• 対象者グループのタグが付されたすべてのコンテンツは、米国タグも同時に付され
ない限り、表示されません。

米国タグとPDFタグの付いたコンテンツは表示されます。ただし、PDFタグのみ
が付いたコンテンツは非表示になります。また、英国タグと印刷タグの付いたコン
テンツも非表示になります。

• すべてのタグなしコンテンツが表示されます。

1つのグループから1つの基準を選択し、2番目のグループから別の基準を選択する

「セールスビルダー」フィルターで、地域グループの「米国」および対象者グループの
「印刷」にチェックマークを付けたとします。

• 米国タグのみが付いたすべてのコンテンツが表示されます。

• PDFタグのみが付いたすべてのコンテンツが表示されます。

• 他のタグ、または他のタグの組み合わせが付されたすべてのコンテンツは非表示に
なります。

• 米国タグとPDFタグの組み合わせが付されたすべてのコンテンツが表示されます。た
だし、米国タグと他のタグの組み合わせが付されたコンテンツは表示されません。同様
に、PDFタグとその他のタグの組み合わせが付されたコンテンツは表示されません。

• 米国タグ、印刷タグおよびオンラインタグの付いたコンテンツは表示されます。た
だし、米国タグとオンラインタグ、または印刷タグとオンラインタグの付いたコン
テンツは表示されません。

• すべてのタグなしコンテンツが表示されます。

ダイナミックコンテンツフィルターのテスト

ダイナミックコンテンツフィルターを作成し、出力に適用した後、「タグ付き出力を
表示」オプションを使用して、フィルターをテストできます。このオプションを選択した
場合、タグを適用したコンテンツ内の位置にタグが表示された状態で、出力が生成され
ます。その後、フィルター基準を選択して、フィルターの機能方法をテストできます。

タグ付き出力を生成するには

1) 公開ポッドで、目的の出力（Responsive HTML5またはモバイルアプリケーション）
を右クリックします。

2) 「タグ付き出力を表示」を選択します。

タグ付き出力が生成されます。
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パブリッシュする書式の目次

FrameMakerブックまたはDITAマップを使用して文書を作成する場合、ブック全体の
目次を定義できます。マルチチャンネルパブリッシングを行うことで、その目次を使用
可能なすべての出力形式で表示させることができます。例えば、Responsive HTML5の
デスクトップレイアウトでは、目次はデフォルトで左側に表示されます。

パブリッシュされた出力の目次を表示したとき、理想的には、異なるレベルの段落が適
切なインデントで表示されます。例えば、「FrameMakerとは」という見出しは「はじ
めに」という章タイトルの右にインデントされて表示されます。これにより、読者は目
次の特定の見出しのレベルを知ることができます。

ブックのなかの目次項目のインデント

FrameMakerは、次の段落タグのプロパティのいずれかの値に基づいて、目次項目をイ
ンデントします。

• 1行目（書式／段落／段落書式／基本タブ）

• フォントサイズ（書式／段落／段落書式／フォントタブ）

• フォントの太さ（書式／段落／段落書式／フォントタブ）

文書テンプレートの見出しを定義する場合、パブリッシュされた目次に表示される目次
の見出しごとに、インデントの1行目、フォントサイズ、フォントの太さの値を適切に
設定する必要があります。

次の例では、テンプレートで可能な見出しの値の一覧を示しています。
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見出し1 TOC
1行目：0.0"

または

フォントサイズ：16 px

または

フォントの太さ：太字

見出し2 TOC
1行目：0.5"

または

フォントサイズ：14 px

または

フォントの太さ：標準

注 : FrameMakerでは、これらのプロパティを使用して目次項目をインデントし
ます。

ブックの目次を生成する方法の詳細については、「ブックに生成ファイルを追加する」
を参照してください。

DITAマップの目次項目の数を指定

DITAマップをパブリッシュすると、目次はデフォルトで
title.0|title.1|title.2|title.3|title-indexの最大4レベルの目次見出しを表示します。
目次に表示する目次見出しを指定することで、これを変更できます。見出しは1
（ title.0|title-index）から5（ title.0|title.1|title.2|title.3|title.4|title-index）
の間で指定できます。
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出力の目次に5つの見出しを表示するには：

1) ditafm-output.iniファイルをテキストエディターで開き BookWithFM-TOCセ
クションを探します。

ParaTagsの設定が出力の目次に表示する見出しの数を制御します。
[BookWithFM-TOC]
Template=TOCTpl.fm
ElementTags=
ParaTags=title.0|title.1|title.2|title.3|title-index

2) 見出しの数を変更するには、ParaTagsの設定を更新します。例えば、目次に5つの
見出しを表示するには：

ParaTags=title.0|title.1|title.2|title.3|title.4|title-index

プリント出力

カラー文書の出力の準備

商業印刷のためのカラー文書の作成

文書の各ページを、一連の色分解。色分解は、カラー画像を複数のページに分版します。
各ページは単色で構成されます。印刷業者は、色分解を使用して、各カラーに対して1
枚ずつ刷版を作成します。

またFrameMakerでは、商業用フィルムのプリントに使用されるミラー画像やネガ画像
もプリントできます。

文書内でカラーオブジェクトが重なっている場合は、オーバープリントできます。オー
バープリントは、1つのオブジェクト（ほとんどの場合は暗いもの）を別のカラーオブ
ジェクトの上にプリントします。ノックアウトを作成することもできます。ノックアウ
トでは、一番上のカラーはプリントされますが、その下のカラーはプリントされません。
トラッピングを使用して、オブジェクト間にギャップがないようにすることができます。
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色分解の印刷

色分解のプリントをする場合は、スポットカラーとしてプリントするカラー、プロセス
カラーとしてプリントするカラーおよびプリントしないカラーをそれぞれ選択します。
どの色分解でも、テキストおよびグラフィックオブジェクトは、カラーの彩度のパーセ
ンテージを示すグレースケール値に従い、黒でプリントされます。レジストレーション
マークが選択され、ページにカラー名をプリントする余白部分がある場合のみ、各色分
解のカラー名がレジストレーションマークの外側にプリントされます。

注 :最良の結果を得るには、CMYKカラーをスポットカラーインクではなく、プロ
セスとしてプリントします。色分解設定ダイアログボックスで分版の割り当て（ファ
イル／プリントを選択して、「色分解設定」をクリック）をチェックできます。

A.コンポジット画像B.黒分解C.スポットカラー分解

CMYK、TIFF、DCSまたはEPSラインアート形式のいずれかのカラーグラフィックを
取り込んだ場合、そのグラフィックは色分解されます。また、EPSグラフィックのビッ
トマップ画像の場合、Adobe Illustratorで色分解できるものであればFrameMakerでも
色分解できます。

文書から1つのPostScriptファイルを出力し、それを印刷業者に渡して色分解の作成を依
頼することもできます。
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スポットカラーが同一の定義を持つ場合はその名前も同じであるようにしてください。
定義が同じでも名前が異なるスポットカラーは、色分解指定でのプリント時に、別の分
版にプリントされます

プロセスカラーの色分解は、どのカラーについても、黒い網点のグリッドを使用してプ
リントされます。網点が大きいほど、プリントされるカラーの数が多くなります。ハー
フトーンスクリーンの設定では、網点間の距離、グリッドの方向（スクリーン角度）、
および網点の形状を指定します。詳しくは、お使いのプリンターのマニュアルを参照す
るか、印刷業者にお問い合わせください。

色分解の作成

1) カラーのプリント設定が、白黒ではなくグレースケールであることを確認します。

2) ファイル／プリントを選択します。

3) レジストレーションマークポップアップメニューでオプションを選択します。

4) 1 つの分版の全ページをプリントした後で、次の分版の全ページをプリントするには、
「部単位でプリント」の選択を解除します。「部単位でプリント」を選択したまま
にしておくと、1ページ分の分版がすべてプリントされてから、次のページの分版
がすべてプリントされます。

5) 「色分解設定」をクリックします。必要に応じて、カラー名を適切なスクロールリ
ストに移動して、「設定」をクリックします。カラーを移動するには、そのカラー
をダブルクリックします。すべてのカラーを移動するには、リストのカラーを1つ
選択し、Shiftキーを押しながら矢印をクリックします。

このダイアログボックスに濃淡は表示されません。濃淡は、元のカラーと同じ分版
にプリントされます。

プロセスカラーの色分解をプリントできないプリンターを使用している場合、この
ダイアログボックスには、「スポットカラーとしてプリント」スクロールリストと
「プリントしない」スクロールリストしか表示されません。初期設定でスクロール
リストに表示されるカラーは、カラーの定義（「プリント時」の設定）によって決
まります。

6) ハーフトーンスクリーン設定を指定するには、「ハーフトーンスクリーン」をクリ
ックし、設定を調整して、「設定」をクリックします。

7) プリントダイアログボックスで、「色分解をプリント」を選択し、必要に応じて残
りのプリントオプションを設定し、「プリント」をクリックします。
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ノックアウトとオーバープリントのカラー

1つのカラーのオブジェクトが別のオブジェクトと重なっている場合、FrameMakerは
通常、重なった部分をノックアウトしてそれが色分解でプリントされないようにします。
この部分は用紙のカラーとして表示されます。このとき、色分解を作成して印刷業者に
プリントを依頼すると、レジストレーションがずれて異なるカラーの間に小さい隙間が
できる場合があります。

正しいレジストレーションと誤ったレジストレーション

カラーの間に隙間ができないようにするには、一番上のオブジェクトにオーバープリン
トを適用し、重なっている部分がノックアウトされないようにします。

ノックアウト結果（左）とオーバープリント結果（右）

オーバープリントによって2つのカラーを組み合わせ、特殊効果を出すこともできます。
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特定カラーのすべてのオブジェクトノックアウトまたはオーバープリントする

1) カラーを定義します。

2) 色分解をプリントするときに、特定のカラーを他のカラーの上に配置するには、次の
いずれかの操作を行います。

• 設定したカラーを使用するすべてのオブジェクトをオーバープリントする場合
は、「オーバープリント」を選択します。

• 設定したカラーを使用するすべてのオブジェクトをノックアウトする場合は、
「ノックアウト」を選択します。

オブジェクトにノックアウトまたはオーバープリントを適用する

1) オブジェクトを選択し、ツールパレットを開くか、グラフィック／オブジェクトの
属性を選択します。

2) オーバープリントポップアップメニューから次のいずれかを選択します。

• 選択したオブジェクトをその下のオブジェクトにオーバープリントする場合は、
「オーバープリント」を選択します。

• 選択したオブジェクトをその下のオブジェクトにノックアウトする場合は、
オーバープリントポップアップメニューから「ノックアウト」を選択します。

• 選択したオブジェクトについて、そのカラーに定義されているオーバープリン
ト設定を使用する場合は、「カラー設定を使用」を選択します。通常はこの設
定を使用してください。

別のアプリケーションで作成した画像のオーバープリント

別のアプリケーションで作成した画像を、FrameMakerからのプリント時にオーバープ
リントする場合は、次の点に注意してください。

• CMYK TIFFファイルは、次のすべての条件（色分解としてプリントした場合、「
オーバープリント」属性がTrueに設定されている場合、および「塗り」プロパティ
が「なし」に設定されている場合）で、スポットカラー版にオブジェクトをオーバ
ープリントします。

• EPSファイルは、色分解によるプリント時にはオーバープリントできません。
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ネガ画像およびミラー画像をプリントする

印刷業者がネガ画像をプリントするよう指示してくる場合があります。ネガ画像では、
ファイルをフィルムにプリントしたときに、すべてのテキストとオブジェクトが反転し
ます。膜面を下にした反転画像をプリントする場合もあります。膜面は、フィルム表面
の感光物質です。これらの反転画像は、通常のページ表示の鏡像となります。

注:設定は、使用しているプリンタードライバーによって異なり、PostScript以外の
プリンタードライバーでは使用できません。

1) ファイル／プリント設定を選択します。「プロパティ」をクリックして、プリンタ
ードライバーのオプションを設定します。ネガ画像およびミラー画像を制御するオ
プションを探して設定します。

オブジェクトをトラッピングする

印刷業者にプリントを依頼した場合、レジストレーションのずれをなくすためにオーバ
ープリントすると、カラーが混ざり合って希望の仕上がりにならない場合があります。
この場合は、オブジェクトをオーバープリントする代わりにトラッピングします。トラ
ップは、上に重ねるオブジェクトの境界線です。これは、カラーの間隙を埋めたり、カ
ットアウトの境界にそって他のオブジェクトをオーバープリントしたりできるだけの線
幅を持っています。

トラッピング指定のない場合と指定した場合

印刷業者に文書のトラッピングを依頼すると、各オブジェクトを手動で個別にトラッピ
ングする手間を省くことができます。また、手動でトラッピングを開始した後に、印刷
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業者にトラッピングを依頼する場合は、トラッピングを解除する必要がある場合もあり
ます。

1) 上に重なるオブジェクトとの境界線を作成します。そのためには、オブジェクトを
複製し、複製したオブジェクトの塗りパターンを「なし」に設定します。このとき、
複製したオブジェクトが元のオブジェクトの上にきちんと重なるようにします。

2) 必要に応じて境界線の線幅を設定します。オブジェクトのサイズと輪郭、印刷用紙
の種類、印刷機の精度を考慮します。トラッピングに適した線幅については、印刷
業者に相談してください。

線のストロークは常にオブジェクトのエッジの中心です。したがって、印刷業者が
指示した線幅を2倍してください。

3) 境界線を選択し、ツールパレットから「オーバープリント」を選択します。

OPIを使用したカラー文書の処理

PostScriptファイルに出力して、文書を色分解したり、文書またはブックすべてのオブ
ジェクトをトラッピングしたりすることができます。その後で印刷業者にPostScriptフ
ァイルの処理を依頼することもできます。このようにしてPostScriptファイルを作成す
ると、ファイル内に各種の手順が埋め込まれます。これらの手順は、アドビシステムズ
社のDocument Structuring Convention（DSC）に準拠しています。DSCによって、
トラッピングや組付けを行うポストプロセス製品のパフォーマンスが向上します。DSC
ではまた、Open Prepress Interface（OPI）バージョン1.3をサポートする製品も使用
できます。OPIでは、高解像度のカラー画像を使用する際のハードウェアオーバーヘッ
ドを削減できます。

OPI機能拡張PostScriptファイルには印刷業者が使用するソフトウェアのための情報が
含まれ、それによってプレースホルダー画像に対応する高解像度画像がプリントされ
ます。

注: PostScriptファイルを作成する前に、特別な指示事項がないかどうか印刷業者に
確認してください。

1) 高品質のアートワークのスキャンを作成し、高解像度の画像を保持する際は、印刷
業者にお問い合わせください。OPI対応の低解像度EPSまたはTIFFバージョンの
画像で作業します。

2) 低解像度の画像を（参照またはコピーにより）文書に取り込みます。

3) ブックのプリントファイルまたは一連のプリントファイルを作成します。
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Linotronicタイプセッターへのプリント

Linotronicタイプセッターでプリントする場合は、次の点を参考にしてください。

• 一部のLinotronicタイプセッターでは、自動的にトンボがページ上に配置されます。
プリント時にトンボが必要かどうかは、印刷会社にお問い合わせください。

• 一部の Linotronicモデルでは、サムネールがサポートされていません。様々なサム
ネール設定を試して、最適な設定を見つけてください。Linotronicモデルの中には
1×2のサムネールが正しくプリントされても、2×2のサムネールが正しくプリント
されないものもあります。

• 一部の Linotronicドライバーでは、用紙サイズポップアップメニューで「ユーザー
定義のサイズ」が選択されていても、カスタム用紙サイズを入力できません。カス
タム用紙サイズを入力するには、Linotronicドライバー上で右マウスボタンをクリッ
クして「プロパティ」を選択し、「用紙」タブをクリックしてスクロールリストか
らカスタム用紙サイズのアイコンを選択します。

文書をプリントする

文書をプリントする場合は、何部プリントするか、トンボやレジストレーションマーク
をプリントするかどうかなどのオプションを指定できます。ここで指定できるオプショ
ンの種類は、使用しているプラットフォームおよびプリンターの機種によって多少異な
ります。また、複数の文書で構成されるブックをプリントすることもできます。

構造化文書で作業している場合、エレメント境界（角かっこまたはタグ）は印刷可能な
文字として扱われます。ドキュメントウィンドウでエレメント境界を表示している場合
は、プリントする前にエレメント境界を隠さなけらればなりません。

表示オプションダイアログボックスでグラフィックの表示の選択を解除している場合、
グラフィックはプリントされません。

プリント機能はUnicodeテキストエンコーディング標準をサポートしています。

注 : PostScriptのプリントの場合は、PostScriptレベル 2以上の出力デバイスを使
用し、そのデバイス用のプリントドライバーとPPDを使用するようにしてください。

関連するリンク :
ドキュメントウィンドウでエレメント境界を表示する

ブックファイルをプリントする

カラー文書の出力の準備
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デスクトッププリンターにプリントする

文書の各ページは、コンポジットとしてプリントすることができます。コンポジットペ
ージには、そのページで使用されているすべてのカラーが含まれます。デスクトップカ
ラープリンターにプリントする場合は、コンポジットカラー文書をプリントすることに
なります。

1) ファイル／プリントを選択します。

2) プリントするページ範囲を指定します。

3) 「色分解をプリント」が選択されていないことを確認します。

4) 必要に応じてその他のプリントオプションを設定し、「プリント」をクリックし
ます。

プリントオプション

この項で説明するプリントオプションは、どのプリンターでも設定できます。これらの
機能はすべて、プリントダイアログボックス内にあります。使用しているプリンターに
固有のその他のオプションについては、プリンターのマニュアルを参照してください。

注 : Windows版のFrameMaker製品でプリンタードライバーの機能や制限を制御す
ることはできません。FrameMaker製品でサポートされるのは、FrameMakerを実
行しているWindowsのバージョンでの使用が認定されているプリンタードライバ
ーだけです。古いプリンタードライバーを使用している場合は、グラフィックや文
字がプリントされなかったり、文書を開くことができないなどの問題が生じること
があります。最新のPostScriptドライバーのインストールについては、アドビシス
テムズ社のWebサイトを参照してください。

部単位のプリント

文書を2部以上プリントする場合に、1部目のプリントを完了してから次のコピーを
プリントするには、「部単位でプリント」を選択します。「部単位でプリント」を
選択すると、通常よりもプリント速度が低下します。
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両面プリント

両面プリントに対応していないプリンターを使用して文書の両面プリントを行う場
合は、奇数ページをプリントした後で、用紙を裏返しにしてプリンターにセットし
てから偶数ページをプリントします。使用中のプリンターのページ処理方法によっ
ては、「プリント」をクリックする前に「最終ページから」を選択する必要がある
場合があります。これは、用紙を裏返すとページの順序が逆になることがあるため
です。

ページ順序の変更

文書を最終ページからプリントする場合は、「最終ページから」を選択します。

プリントの高速化

文書のプリント時間をさらに短縮する場合は、「低解像度の画像」を選択します。
このオプションを選択すると、取り込んだ画像が、グレーのボックスでプリントさ
れます。

トンボマークとレジストレーションマークのプリント

トンボやレジストレーションマークがある文書をプリントする場合は、レジストレ
ーションマークポップアップメニューからオプションを選択します。場合によって
は、トンボやレジストレーションマークがページに収まるように、プリントする用
紙画像を縮小する必要がある場合があります。

「欧文」または「トンボ」（日本式）のいずれかを選択できます。

欧文とトンボ
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用紙画像の拡大／縮小

拡大／縮小画像をページの中央にプリントするには、「拡大・縮小」テキストボッ
クスにパーセントで倍率を入力します。

サムネールのプリント

サムネール（1ページに複数のページを縮小してプリントしたもの）をプリントす
る場合は、「サムネール」テキストボックスに値を入力します。「縦」ボックスに
は、用紙の縦方向にプリントするサムネールの数を入力し、「横」ボックスには、
用紙の横方向にプリントするサムネールの数を入力します。

白紙ページのスキップ

白紙のページをプリントしない場合は、「白紙ページをスキップ」を選択します。

白黒プリント

文書内のカラーのアイテム（FrameMakerで作成した画像やテキスト）も網掛けの
グレーではなく白黒でプリントする場合は、「スポットカラーを白黒で」を選択し
ます。

手差しでの給紙方法

プリンターの用紙カセットにセットされている用紙ではない用紙に文書をプリント
する場合は、ファイル／プリント設定を選択します。給紙方法ポップアップメニュ
ーで「手差し」を選択してから「OK」をクリックします。

注 : FrameMakerのプリントダイアログボックスには、部数など、Windowsのプリ
ンターのプロパティダイアログボックスに表示されるオプションも含まれています。
文書をプリントするときには、Windowsのプリンターの設定よりもFrameMaker
のプリンターの設定が優先します。

PostScriptファイルを作成する

「PostScriptファイル」（「プリントファイル」とも呼ばれます）という記述文書を作
成することができます。PostScriptファイルを使用すると、後から文書をPostScriptプ
リンターにダウンロードしたり、文書を出力サービス業者に送ったりすることができま
す。その他に、Adobe PDFファイルを作成することもできます。

関連するリンク :
PDF形式で保存
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1つの文書から1つのプリントファイルを作成する

1) ファイル／プリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、ボックスにプリントファイルのパスとファイル名を
入力するか、「参照」をクリックして、プリントファイルのフォルダーとファイル
名を指定します。

ヒント :PostScriptファイルの .ps拡張子を入力することもできます。

ブックのための1つのプリントファイルを作成する

1) ブックウィンドウで、ファイル／ブックをプリントを選択するか、出力する文書を
選択し、ファイル／選択ファイルをプリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、ボックスにプリントファイルのパスとファイル名を
入力するか、「参照」をクリックして、プリントファイルのフォルダーとファイル
名を指定します。次に、ブックを別名で保存ポップアップメニュー（または、選択
したファイルを別名で保存ポップアップメニュー）から「単一ファイル」を選択し
ます。最後に「プリント」をクリックします。

ブックを一連のプリントファイルに出力する

1) ブックウィンドウで、ファイル／ブックをプリントを選択するか、出力する文書を
選択し、ファイル／選択ファイルをプリントを選択します。

2) 「ファイルに出力」を選択し、プリントファイルのパスとファイル名をボックスに
入力するか、「参照」をクリックし、プリントファイルのフォルダーを選択して、
ファイル名を入力します。次に、ブックを別名で保存ポップアップメニューまたは
選択したファイルを別名で保存ポップアップメニューから、「単一ファイル」また
は「文書ごとに異なるファイル」を選択します。最後に「プリント」をクリックし
ます。
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コンテンツ管理システム

文書で作業している場合、文書のバージョンを保持する必要性に気付くことがよくあり
ます。これはコンテンツ管理に役立ち、文書のバージョンにわたる変更を比較するのに
便利です。また、バージョン管理は共同作業のオーサリング環境では必須です。共同作
業環境では、複数のライターが同一文書で作業を行うことができます。1つの文書の同
じ部分で作業することも少なくありません。このタイプの環境で作業できるようにする
ために、FrameMakerには以下のコンテンツ管理システム（CMS）へのコネクターが同
梱されています。

• Adobe Experience Manager

• Documentum、SharePointおよびDITAExchange

• WebDAV

Adobe Experience Manager

業界の主要な JSR-283-準拠CRXコンテンツリポジトリを構築し、Adobe Experience
Manager（AEMおよび以前のCQ）は、組織のWebコンテンツ管理（WEM）用のア
プリケーションの完全なスイートを提供します。FrameMakerには、すぐに使用できる
AEMへのコネクターが同梱されています。FrameMakerは、配布済みの共同作業環境
で文書のバージョンを維持することができる、ユーザーにとって使いやすいインターフ
ェイスも提供しています。

AEMコネクターの設定

AEMは、デジタルアセットをDAM（デジタルアセット管理）リポジトリに保存できる
Webコンテンツ管理システムです。AEMコネクターを使用すると、DAMを使用して
FrameMakerドキュメントを管理できます。

注 : ドキュメントは任意のAEMフォルダーを選択して保存できます。ただし、
AEM DAMを使用する場合は、デジタルアセットの検索など、DAM機能を活用で
きます。

http://www.adobe.com/jp/in/solutions/web-experience-management.html
http://www.adobe.com/jp/in/solutions/web-experience-management.html
http://www.adobe.com/jp/in/solutions/web-experience-management.html
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AEMコネクターを設定するには、次の操作を実行します。

1) FrameMakerで、ファイルメニューから、CMS／接続マネージャーを選択します。

2) 「接続を選択」ドロップダウンで、「Adobe Experience Manager」を選択します。

3) 「接続の詳細」セクションで、次の詳細を入力します。

名前

FM - AEM接続のための分かり易い名前。

サーバー

次の構文で表したAEMサーバーの場所。

http://<server-name>:<port-number>/crx/server

ユーザー名とパスワード

AEMサーバーに接続するためのユーザー名とパスワードを指定します。パスワー
ドを保存するには、「パスワードを保存」オプションを選択します。

ワークスペース

AEMワークスペース。

デフォルトワークスペース：crx.default

DAMワークスペース内でフォルダーを作成することをお勧めします。ただし、リポ
ジトリ内の任意の場所にフォルダーを作成することが可能です。

ローカルフォルダー

AEMのファイルを保存するためのローカルフォルダーの場所。

デフォルトの場所はC:\Users\<usernname>\Documentsです。デフォルトの場
所は参照ボタンをクリックして変更できます。

FrameMakerは、接続マネージャーダイアログの接続タイトルにかかわらず、ロー
カルのダウンロードフォルダー名を常に小文字で作成します。

4) 「接続」をクリックして、FM - AEMコネクターを設定します。

AEMコネクターはリポジトリマネージャーウィンドウに表示されます。
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追加情報：

• エントリをクリアするには、「クリア」をクリックします。「クリア」を使用
すると、「ワークスペース」および「ローカルフォルダー」フィールドはデフ
ォルト値にリセットされます。

• 「削除」をクリックし、接続マネージャーから接続を削除します。

リポジトリマネージャー

リポジトリマネージャーウィンドウは、AEMレポジトリのファイルとフォルダーを一覧
表示します。リポジトリマネージャーウィンドウの使用可能なファイルおよびフォルダ
ーには、さまざまな機能を実行できます。

以下はリポジトリマネージャーから実行できるタスクの概略です。

A：リポジトリ検索

B：新しい接続を追加

C：接続を閉じる

D：DAMのコンテンツを調べる

E：選択したアイテムのチェックイン、チェックアウト、またはチェックアウトのキャ
ンセルを行う

F：選択したアイテムを削除

G：校閲コメントポッドにアクセス

H：検索文字列を入力
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CRXフォルダーを作成し、ファイルをアップロードします。

コンテンツフォルダー階層の任意のレベルにファイルを追加するためのオプションがあ
ります。ただし、AEM DAM機能を活用するためには、damフォルダー内にフォルダー
を作成することをお勧めします。フォルダーを作成したら、ファイルやフォルダーをリ
ポジトリにアップロードできるようになります。

1) dam フォルダー内にサブフォルダーを作成するには、 dam フォルダーを右クリッ
クし、「新規フォルダー」を選択します。

2) 新しいフォルダーの名前を入力し、 [OK]をクリックします。

リポジトリ内でファイルを操作し始めるためにに、最初にファイルをアップロード
する必要があります。

ファイルをアップロードまたはフォルダーをアップロードするかを選択できます。
フォルダーをアップロードする場合、選択したフォルダー内のすべてのサブフォル
ダーとファイルがアップロードされます。

3) ファイルをアップロードするには、アップロード先のフォルダーを右クリックし、
次のいずれかの操作を行います。

ファイルをアップロードする

1つのファイルだけを依存ファイルなしにアップロードする。

重要 :ファイル名に *、 /、 :、 [、 \、 ]、 |、#、%などの特殊文字が含まれて
いないことを確認します。

依存ファイルを持つファイルをアップロードする

次の依存ファイルを持つ1つのファイルをアップロードする

• 内容参照

• 相互参照

• グラフィック

フォルダーをアップロード

フォルダーとそのコンテンツをアップロードする



コンテンツ管理システム

1002

4) アップロードするファイルまたはフォルダーを選択し、「選択」をクリックします。

このファイルまたはフォルダーがAEMリポジトリ内のフォルダーにアップロード
されます。

注 : DAM内にすでに存在するアセット（ファイルまたはフォルダー）をアップロー
ドすると、FrameMakerはマイナーバージョンのアセットを作成します。これは、
DAM内の現在のアセットがユーザーによってロックされていない場合にのみ実行
されます。

フォルダーに対するその他の操作

フォルダーを作成したり、AEMリポジトリ内のフォルダーにファイルやフォルダーをア
ップロードしたりすることのほかに、次の操作をフォルダーレベルで実行することもで
きます。

削除：

フォルダーとそのコンテンツを削除します。

エクスプローラー

ローカルコンピュータでフォルダーの物理的な保存先を特定します。

サーバ上で開く

選択したアセットをデフォルトのブラウザーで開く。

チェックアウト済みファイルを表示：

フォルダー内のチェックアウトファイルのリストを表示します。

プロパティを表示：

フォルダーのプロパティを表示します。

再表示：

フォルダーのコンテンツを更新します。
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ファイルの使用

ファイルをリポジトリにアップロードしたら、チェックアウト、読み取り専用で開く、
チェックイン、依存ファイルを表示など、ファイルに対してCMSファイル操作を実行で
きます。

ファイルをチェックアウトする

ファイルをチェックアウトするには、ファイルを右クリックして「チェックアウト」を
選択します。

ファイルが正常にチェックアウトされると、リポジトリマネージャーのファイルアイコ
ンにチェックインジケーターが表示されます。

ファイルをチェックインする

チェックアウトしたファイルに対する変更が完了したら、そのファイルをリポジトリに
チェックインして戻します。チェックインすると、更新されたファイルを他のユーザー
が使用できるようになります。

ファイルをチェックインするには、チェックインするファイルを右クリックし、「チェッ
クイン」を選択します。チェックインダイアログでバージョンラベルを指定し、文書に
加えた変更を説明することができます。

ファイルのチェックアウトを取り消す

チェックアウトしたファイルに変更を加えた後に、これらの変更をリポジトリにチェッ
クインしたくない場合に選択できます。この場合、ファイルのチェックアウトがキャン
セルされ、他のユーザーがファイルを使用できるようになります。

ファイルのチェックアウトを取り消すには、チェックアウトしたファイルを右クリッ
クし、「チェックアウトを取り消す」を選択します。

ファイルのチェックアウトがキャンセルされ、ファイルの最新コピーがサーバーからダ
ウンロードされます。他のユーザーはこのファイルをチェックアウトできるようになり
ます。
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ファイルでのその他の操作

上記の操作のほかに、AEMリポジトリ内のファイルに対して次の操作も実行することが
できます。

開く

ファイルをチェックアウトしないで読み取り専用で開きます。

依存ファイルを表示

依存ファイルまたは見つからないファイルのリストを表示します。

削除

ファイルがチェックアウトされていない場合は、ファイルをリポジトリから削除し
ます。

エクスプローラー

ローカルコンピュータでファイルの物理的な保存場所を特定します。

メタデータを表示

ファイルに関連付けられているメタデータを表示します。XMPメタデータと
FrameMakerファイルを関連付けることもできます。詳細は、XMPメタタグの関
連付け。

バージョンを表示

選択したファイルのリポジトリで使用可能なバージョンのリストを表示します。バ
ージョンダイアログでは、すべてのファイルを右クリックして、次の操作を実行す
ることができます。

• ファイルの任意の2つのバージョンを比較

• ファイルの任意の以前のバージョンを開く

プロパティを表示

作成日、作成者、サーバーパスなど、ファイルのプロパティのリストを表示します。

再表示：

ファイルの現在の状態を更新します。例えば、ファイルが別のユーザーによってチェ
ックアウトされているとき、そのユーザーがファイルをチェックインしたとします。
他のユーザーがファイルをチェックインした後に、ファイルの状態を再表示します。
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AEMリポジトリ内の検索

AEM検索機能を使用すると、選択したAEMフォルダー内のファイルを検索できます。
次の機能が使用できます。

• リポジトリ検索

• 属性検索

• 詳細検索

リポジトリ検索

リポジトリ内のファイルを検索するには、次の操作を実行します。

1) 検索対象のフォルダーを選択します。

2) リポジトリマネージャーの「検索文字列を入力」テキストボックスに検索文字列を
入力します。

3) 「リポジトリを検索」アイコンをクリックします。

AEMサーバーの設定方法に基づいて、検索結果が次のいずれかの形式で表示され
ます。

• 検索結果ダイアログ

AEMサーバーにAdobe Experience Manager用XML文書アドオンがインスト
ールされていない場合は、検索結果ダイアログボックスが表示さます。

検索結果ダイアログに、検索結果に返された各ファイルについて、ファイル
名、サーバーパス、バージョン、作成日が表示されます。
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• リポジトリ検索ポッド

AEMサーバーにAdobe Experience Manager用XML文書アドオンがインスト
ールされている場合は、リポジトリ検索ポッドが表示されます。

リポジトリ検索ポッドは、ファイル名、検索文字列が見つかったコンテキス
ト、エレメント階層、作成者、校閲ステータス、および対応するファイルが使
用されている場所を表示します。

4) 検索結果でファイルを右クリックし、そのファイルに対して必要な操作を実行しま
す。ファイルに対して実行できる操作については、「ファイルの使用」を参照して
ください。
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属性検索

AEM検索機能はエレメント属性を使用した検索もサポートしています。属性を使用して
検索するには、検索文字列Attribute name = Valueを入力し、検索アイコンをクリ
ックします。検索結果はリポジトリ検索ポッドに表示されます。

例えば、幅が200の画像を検索する場合は、検索文字列width=200を指定します。

詳細検索

詳細検索では、名前、パス、変更日、ファイルタイプ、タグなど、条件に基づいた検索
を実行できます。このような検索機能は、リポジトリ内に多数かつさざまな種類のファ
イルがあるときに便利です。

注 : AEMサーバーにAEM用XML文書アドオンがインストールされている場合、詳
細検索は無効になります。

AEMリポジトリでファイルの詳細検索を実行するには、次の操作を実行します。

1) リポジトリマネージャーで詳細検索ボタンをクリックします。

AEM詳細検索ダイアログ

重要 :詳細検索ダイアログ内の検索フィールドは、いずれも必須ではありません。
また、複数のフィールドに検索フィルターを指定した場合は、AND条件によって
検索が実行されます。
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2) 全文ボックスに、検索文字列を入力します。

3) パスボックスには、現在選択されているフォルダーの名前が表示されます。検索対
象のAEMフォルダーを選択するには、「参照」ボタンを使用します。

4) 「変更」チェックボックスをクリックすると、開始フィールドと終了フィールドが
有効になります。

これらのフィールドのカレンダーコントロールを使用して、検索対象の変更日付範
囲を指定します。

5) 「ファイルの種類」チェックボックスをクリックすると、ファイルの種類フィール
ドが有効になります。

検索に対して含める（チェック）または除外する（チェック解除）ファイルの種類
を選択できます。

• 標準形式

• 画像

• マルチメディア

• 文書

上記の各ファイルの種類グループごとに、「参照」ボタンをクリックして、含める
または除外するファイルの種類を選択します。例えば、FrameMakerファイルリス
トから、FrameMakerドキュメント、FrameMaker MIF、およびXMLを含めるか
除外するかを選択できます。

上記で定義されていないファイルの種類を「その他の種類」ボックスに入力するこ
ともできます。

その他のファイルの種類を定義するには、ファイルのmimeタイプを指定する必要
があります。また、カンマで区切ると複数のファイルの種類を指定できます。

6) 「タグ」チェックボックスをクリックすると、メタタグフィールドが有効になり
ます。

検索に対して含める（チェック）または除外する（チェック解除）メタタグを選択
できます。

• 仕事

• 業界
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• ライフスタイル

• 自然

• イラストレーション /Vector

上記の各メタタググループごとに、「参照」ボタンをクリックして、含めるまたは
除外するメタタグを選択します。例えば、ビジネスタググループから、ビジネス関連
メタタグ（例えば、ビジネスの概要、ビジネスの背景、ビジネスのコンセプトなど）
を含めるまたは除外するように選択できます。

上記で定義されていないメタタグを「その他のタグ」ボックスに入力することもで
きます。

複数のメタタグを定義するには、メタタグをカンマで区切って指定できます。

7) 検索をフィルターした後に、「検索」ボタンをクリックします。

検索結果ダイアログに、検索結果で返された各ファイルの、ファイル名、サーバー
パス、バージョン、作成日が表示されます。

8) ファイルを右クリックして、そのファイルに対して必要な操作を実行します。ファイ
ルに対して実行できる操作については、「ファイルの使用」を参照してください。

校閲する

校閲機能を使用すると、レビューアーから受信したコメントに対して同期、表示、返信
を実行できます。この機能を使用するには、AEM用XML文書アドオンをAEMサーバ
ーにインストールする必要があります。

AEM用XML文書アドオンで提供される校閲機能を使用すると、作成者はAEMから文書
校閲を開始できます。複数のレビューアーが単一のトピックを校閲してコメントを共有
できます。その後、コメントはFrameMakerの校閲コメントポッドから表示して管理で
きます。

注 : FrameMakerから校閲タスクを開始することはできませんが、トピックにコメ
ントを投稿することはできます。コメントはAEM内の同じトピックを同期すると、
AEMに反映されます。
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校閲コメントポッドでは、次の操作を実行できます。

A：レビューアーリストからレビューアーを選択してコメントをフィルターする。すべ
てのコメントを表示するには、「すべてのコメントを表示」をクリックしてください。

B：各コメントのステータスをマークする。「なし」、「承認」、または「拒否」を選
択します。

C：コメントに対する返信を投稿する。
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校閲コメントポッドにアクセスしてコメントを管理するには、次の手順を実行します。

1) コメントを表示するトピックを開きます。

2) 校閲コメントアイコンをクリックし、リポジトリマネージャーウィンドウから校閲
コメントポッドを開きます。

3) 校閲コメントポッドで、「コメントを同期」をクリックします。

現在開いているトピックに関するコメントのリストを表示できます。

4) 返信を投稿するかコメントのステータスを変更して、コメントを管理します。

XMPメタタグの関連付け

FrameMakerでは、DAM FrameMakerアセットのAEMメタデータを編集および更新
する機能が用意されており、ファイルとバージョン管理が容易にできます。XMPメタデ
ータはパフォーマンス非依存であり、CMSのニーズに合わせてそれをカスタマイズでき
ます。XMPメタデータの詳細については、ExtensibleMetadataPlatform(XMP)。

FrameMakerとAEMはXMPをサポートしています。DAMを使用してFrameMakerバ
イナリファイル（ .fm、 .mif、または .book）をAEMリポジトリにアップロードすると、
FrameMakerファイル情報（ファイル／ファイル情報）がファイルのAEMメタデータ
に追加されます。

AEMリポジトリのファイルを右クリックし「メタデータを表示」を選択すると、そのフ
ァイルに関連付けられているXMPメタデータを表示できます。

AEM環境設定の管理

CQPreference.xml（FrameMakerインストールディレクトリにある）を使用して、
FrameMaker AEMコネクター環境設定を管理できます。

環境設定を更新するには、このXMLファイルをXMLエディターまたはテキストエディ
ターで開き、必要に応じて次のプロパティを変更します。

http://www.adobe.com/products/xmp/index.html
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環境設定 値 デフォルト

ShowOnlyDam trueの場合は、DAM関連フォルダー\アセットの
みを表示します。これらは、リポジトリマネージ
ャーで読み取り権限を与えられています。
falseの場合は、リポジトリマネージャーですべて
のフォルダーを表示します。
例えば、このフィールドが trueに設定されていて、
フォルダーが「 content,apps」に設定されている
場合、FrameMakerはコンテンツリポジトリ内の
2つのフォルダー（contentとapps）のみを表示し
ます。このフィールドが trueに設定され、フォル
ダーが「 content\dam」に設定されている場合、
コンテンツリポジトリに、コンテンツが上位フォ
ルダーとして、damがサブフォルダーとして表示
されます。

true

SetUserArea folders AEMアプリケーションフォルダーを指定します。
ここでは、すべてのFrameMakerファイルがAEM
からローカルディスクにダウンロードされます。

このフィールドはデフォ
ルトで空白です。このフ
ィールドを編集しないで
空白のままにした場合、
デフォルトフォルダーは
%APPDATA%\Adobe\
Frame Maker\CQです。

SuppressAlert trueの場合、ファイルをアップロード/チェックイ
ン /チェックアウトしているときに不足依存ファ
イル警告などの警告メッセージを表示しないよう
にし、FMコンソールウィンドウファイルにメッ
セージの内容を表示します。
falseの場合、警告メッセージを非表示にしません。

false

FileNameRestrictions anychar="true"の場合、リポジトリ内のファイル
名で、すべての文字と特殊文字が使用できます。
anychar="false"の場合、AlphaNumericおよび
OtherCharsSpecialCharsの値を使用してリポジ
トリファイル名で許可されている文字を指定でき
ます。
注 : デフォルトでは、ファイル名にUnicodeを使用
することはできません。新しいフォルダーやファイ
ル名にUnicode文字を使用できるようにするには、
この制限を解除してください。（set FileNameRe-
strictions anychar = true）。

false
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これらの変更を有効にするには、CMSセッションを再起動する必要があります。

AlphaNumeric trueの場合、ファイル名に英数字が使用できます。
この環境設定は、FileNameRestrictions anychar
が flaseに設定されたときにのみ意味があります。

true

SpecialChars値 使用できるその他の文字をリストします。例えば、
「-」と「 :」をリポジトリのファイル名で使用でき
るようにするには、このフィールドの値を「 -:」に
設定します。
この環境設定は、FileNameRestrictions anychar
が flaseに設定されたときにのみ意味があります。

なし

ShowProgressBar値 trueの場合、チェックイン、チェックアウト、ダウ
ンロードなど、操作の進行を示す進捗バーが表示
されます。
falseの場合、進捗バーは表示されません。

false

AddHiddenDepend値 trueの場合、ファイルのアップロード時に、コン
ディショナルテキストまたはフィルター属性で非
表示になっている依存ファイル（例えば、相互参
照、テキストインセット、グラフィックなど）が
アップロードされます。
falseの場合、ファイルのアップロード中に、非表
示のすべての依存ファイルを無視します。

false

ManageReferences値 trueの場合、メニューやUIオプションで参照処理
をカスタマイズできます。
falseの場合、既存の動作を維持します。

true

AutoRefreshParent値 trueの場合、チェックアウトなど各操作の終了後
に、リポジトリマネージャー内の親ノード（ファ
イルまたはフォルダー）を更新表示します。
falseの場合、親ノードを自動的に更新表示しま
せん。
パフォーマンスを上げる必要がある場合は、 false
に設定します。

true

環境設定 値 デフォルト
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Documentum、SharePointおよびDITAExchange

FrameMakerには、次のコンテンツ管理システム（CMS）と統合できるようにするため
のコネクターが用意されています。

• Documentum 6.5 SP1、SP2、SP3およびDocumentum 6.7

• Microsoft SharePoint Server 2007 SP 2、Microsoft SharePoint Server 2010および
Microsoft SharePoint Server 2013

• DITAExchange

FrameMakerが設定されていれば、設定されたCMSリポジトリに対して、検索、読み
取り、書き込み、削除、更新、チェックイン、チェックアウトの操作を実行できます。

注 : FrameMakerでは、SharePointにおけるクレームベースの認証をサポートします。

コネクターを設定する

コネクターを設定するには、次の作業を行います。

デフォルトファイルバージョンを設定する

FrameMakerを使用して、Documentum、SharePointまたはDITAExchangeリポジト
リ内に存在する文書を読み込むときに適用するバージョンスキームを指定できます。文
書は上書きされ、指定したファイルバージョン設定が文書に適用されます。

1) FrameMakerで、編集／環境設定をクリックします。

2) CMS で、「既存のオブジェクトを上書きし別名で保存」が選択されていることを確
認します。

3) 必要に応じてバージョンオプションを選択します。アップロードした文書に対して、
同じバージョン（Documentumのみ）、次のメジャーバージョン、または次のマ
イナーバージョンを持つことを選択できます。

4) 「OK」をクリックします。
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Documentumコネクターを設定および構成する

リポジトリマネージャー表示の設定

1) FrameMakerで、編集／環境設定をクリックします。

2) CMS／Documentumで、リポジトリマネージャーウィンドウで、「非表示オブジ
ェクトを表示」を選択して、（レポジトリに含まれている）非表示のファイルを表
示させます。

3) 「リポジトリマネージャー」ウィンドウで、「個人用キャビネットを表示」を選択
して、（レポジトリに含まれている）個人用キャビネットを表示させます。

4) 「OK」をクリックします。

Powerlink SDKをダウンロードする

EMC WebサイトからDocumentum Foundational Services SDKをダウンロードします。

注 : SDKをダウンロードするにはEMCパワーリンクのログインが必要です。

DFS SDKパスを指定する

1) EMC コミュニティネットワークから、DFS（Documentum Foundation Services）
SDKをダウンロードします。

2) zipファイルを解凍します。

3) FrameMakerで、編集／環境設定をクリックします。

4) CMS／Documentumで、「参照」をクリックします。

5) 「フォルダーを参照」ウィンドウで、 SDK（例えば emc-dfs-sdk-6.5）フォルダー
に移動します。

6) 「フォルダーを参照」ウィンドウで、「OK」をクリックします。

7) 「CMS環境設定」ウィンドウで、「OK」をクリックします。

FrameMakerを再起動するよう指示するメッセージボックスが表示されます。

8) FrameMakerを再起動します。

https://emc.subscribenet.com/jp/control/dctm/product?child_plneID=183743
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FrameMakerのタイプとフォーマットをサーバーで追加する

.darファイルを使用して、FrameMakerのタイプおよびフォーマットをコンテンツサー
バーで追加できます。

.darファイルを使用して、FrameMakerのタイプをサーバーで追加する

FrameMakerのタイプをコンテンツサーバーで追加するには、管理者またはタイプ作成
権限が必要です。

1) 次の場所から .darファイルをダウンロードし、 .darファイルを使用してFrameMaker
のタイプをサーバーで追加します。

www.adobe.com/go/learn_fm_dar_file_jp

DocumentumサーバーのAdobe FrameMaker DITAアプリケーションを設定する

FrameMakerサンプルアプリケーションパックは以下から入手可能です。
www.adobe.com/go/learn_fm_sample_dita_app_pack_jpアプリケーションパックに
は、コンテンツ管理者がDocumentumサーバー上でファイルをオーサリングするため
にFrameMakerを設定することを支援するための、一連のアプリケーションが含まれて
います。DocumentumサーバーからXMLファイルを作業するときに警告やXMLパー
サーログを回避するために、サンプルアプリケーションパックをダウンロードしインス
トールします。

コンテンツ管理システムに接続する

1) FrameMakerで、ファイル／CMS／接続マネージャーを選択します。

2) Adobe Experience Manager、DITAExchange、Documentum、Documentum
REST、またはSharePointから接続タイプを選択してください。

3) CMS に接続するための接続詳細（サーバー名、ユーザー名、パスワード）を指定し
ます。また、接続の一意の名前を指定します。

注 : 「名前」フィールドの値により、各接続が一意に識別されます。接続はすべて
お気に入りリストに追加されます。このリストには最大16のお気に入りが保存でき
ます。17番目の接続を保存しようとすると、リストの最初の接続が削除されてこの
接続が保存されます。接続リストは先入れ先出し動作です。

注 : リストにある接続を削除するには、リストから接続を選択し「削除」をクリッ
クします。

http://www.adobe.com/go/learn_fm_sample_dita_app_pack_jp
http://adobe.com/go/learn_fm_dar_file_jp
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4) （Documentumのみ）この接続を使用してFrameMakerが接続するDocumentum
リポジトリの名前を指定します。

5) 「接続」をクリックします。

リポジトリマネージャーに、選択したサーバーのコンテンツのリストが表示され
ます。

リポジトリマネージャーを使用する

ファイル／CMS／リポジトリを開くを選択して「リポジトリマネージャー」ウィンドウ
を表示します。リポジトリマネージャーを使用すると次のことが行えます。

• リポジトリ間を切り替える

• リポジトリ内のファイルを参照する

• リソースを管理する

リポジトリマネージャー

A.リポジトリを検索B.詳細検索を実行C.接続を追加D.接続を閉じるE.校閲ポッドを開く
F.削除G.チェックアウトを取り消すH.アイテムをチェックアウトI.アイテムをチェック
イン J.レポジトリを選択
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ファイルとフォルダーをアップロードする

FrameMakerを使用して、ファイルやフォルダーをDocumentum、SharePointまたは
DITAExchangeサーバーにアップロードできます。

ファイルをアップロードする

XML、DITA、FM、MIF、およびブックファイルをアップロードできます。

DITAExchangeコネクターはマップとトピック二種類のカスタムドキュメントライブラ
リをサポートしています。

注 : DocumentumまたはSharePointを使用している場合、DITAおよびXMLファ
イルをアップロードするために必要なアプリケーションがCMSサーバーに設定さ
れていることを確認してください。CMSにDITAアプリケーションがない場合は、
管理者に接続してください。

1) 「リポジトリマネージャー」ウィンドウからサーバーを選択します。

開いているファイルをアップロード（手順2）したり、閉じているファイルをアッ
プロード（手順3）したりできます。

2) 開いているファイルをアップロードします。

a) 開いている文書を切り替えて、アップロードする文書を選択します。

b) ファイル／CMS／アクティブな文書をアップロードを選択します。

「CMSアイテムを選択」ウィンドウが表示されます。

c) アップロード場所を指定します。

注 : アップロードする前にファイルを保存してください。ファイルが保存され
なかった場合は、依存ファイルリストが正しく更新されない場合があります。

d) 「OK」をクリックします。

指定した文書とその直接依存ファイルがアップロードされます。ファイルが正
常にアップロードされるとメッセージが表示されます。

e) 「OK」をクリックします。
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3) 閉じたファイルをアップロードします。

a) 次のいずれかの操作を行います。

• SharePointまたは DITAExchangeのリストまたはフォルダーを右クリックし
ます。

• Documentumのキャビネットまたはフォルダーを右クリックします。

b) 「文書をアップロード」を選択します。

「アップロードするファイルを選択してください」というウィンドウが表示さ
れます。

c) アップロードするファイルを指定します。

d) 「選択」をクリックします。

選択したファイルとその直接依存ファイルがアップロードされます。ファイル
が正常にアップロードされるとメッセージが表示されます。

e) 「OK」をクリックします。
注 : アップロードされたファイルはディスクに残り、そのコピーがサーバーにアップロー
ドされます。ファイルに対して作業をするには、まずサーバーからファイルをチェック
アウトします。

フォルダーをアップロードする

1) 「リポジトリマネージャー」ウィンドウからサーバーを選択します。

2) 次のいずれかの操作を行います。

• Documentumのキャビネットまたはフォルダーを右クリックします。

• SharePointまたは DITAExchangeのリストまたはフォルダーを右クリックし
ます。

3) 「フォルダーをアップロード」を選択します。

「フォルダーを参照」ウィンドウが表示されます。

4) アップロードするフォルダーを参照して選択します。

5) 「OK」をクリックします。
選択したフォルダーとそのすべての依存ファイルがアップロードされます。ディレ
クトリが正常にアップロードされるとメッセージが表示されます。

6) 「OK」をクリックします。
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リソースを管理する

FrameMaker を使用すると、設定されている Documentum 、 SharePoint または
DITAExchangeサーバーのリソース、例えばキャビネット（Documentumの場合）、
フォルダー、ファイルなど、を管理できます。

Documentumキャビネット、フォルダーおよびファイルを管理する

CMSリソースに対して、次の操作を実行できます。

キャビネットを追加する

Documentumサーバーのルートノードを右クリックし、「新規キャビネット」を
選択します。

リソースを削除する

キャビネット（Documentumのみ）、フォルダー、またはファイルを右クリック
し、「削除」を選択します。

SharePoint内のファイルを削除するときに、ダイアログが表示され、現在のバージ
ョンのファイルを保持して他のすべてのバージョンを削除するか、すべてのバージ
ョンのファイルを削除するように指示されます。

SharePoint削除ダイアログ

Documentum内のファイルを削除するときに、ダイアログが表示されて、そのフ
ァイルのみを削除するか、そのファイルのすべてのバージョンを削除するか、その
すべての依存ファイルを削除するように指示されます。
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ファイルをアップロードする

キャビネット、リスト、またはフォルダーを右クリックし、「文書をアップロード」
を選択します。FrameMakerはファイルおよびそのすべての依存ファイル（存在す
る場合）をアップロードします。

フォルダーをアップロードする

キャビネット、リスト、またはフォルダーを右クリックし、「フォルダーをアップ
ロード」を選択します。

フォルダーを追加する

キャビネット、リスト、またはフォルダーを右クリックし、「新規フォルダー」を
選択します。

チェックアウトされたファイルを表示する

キャビネット、サイト、リスト、またはフォルダーを右クリックし、「チェックア
ウトされたファイルを表示」を選択します。

属性を表示する

キャビネット、サイト、リスト、またはフォルダーを右クリックし、「プロパティ」
を選択します。次のように属性パネルが表示されます。

属性ダイアログを表示します
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このダイアログで、属性の値を変更できます。値を変更するには、属性の値をクリ
ックし変更します。

「OK」をクリックして変更した値を保存します。

表示を再表示する

キャビネット、サイト、リスト、フォルダー、またはルートノードを右クリックし、
「再表示」を選択します。

ファイルをチェックアウトする

1) リポジトリマネージャーダイアログで、リポジトリを選択します。

2) ファイルを右クリックし、次のいずれかの操作を行います。

• ファイルをチェックアウトして開くには、「チェックアウトして編集」を選択
します。

• ファイルをチェックアウトするには、「チェックアウト」を選択します。

3) すべての依存ファイルをチェックアウトするかどうかを指定します。

4) 「OK」をクリックします。

注 : DitaExchangeサーバーは、DITAファイルでHTTP参照を完全なHTTPパスと
して保持します。ファイルのチェックアウト時、このコネクターは依存関係の
HTTPパスをサポートするための特別処理を行います。HTTPパスを参照先とする
リンク付き画像を含むDITAトピックファイルをチェックアウトすると、参照画像
もチェックアウトされます。

注 : また、HTTPパスを参照先とするリンク付き画像を含むDITAトピックファイ
ルのチェックアウトをキャンセルすると、参照画像のチェックアウトもキャンセル
されます。
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ファイルをチェックインする

1) リポジトリマネージャーダイアログで、リポジトリを選択します。

2) ファイルを右クリックし、「チェックイン」を選択します。

3) バージョン詳細を指定します。

4) 「OK」をクリックします。

注 : 「チェックアウトを取り消す」を選択すると、チェックアウトが取り消されフ
ァイルに行った変更が破棄されます。SharePointまたはDITAExchangeでは、すべ
ての依存ファイルのチェックアウトも自動的に取り消されます。

注 : すべての変更が正しくアップロードされるようにするために、チェックインす
る前にファイルを保存してください。ファイルがその依存ファイルと一緒にチェッ
クアウトされた場合は、すべての依存ファイルも自動的にチェックインされます。

注 : DitaExchangeサーバーは、DITAファイルでHTTP参照を完全なHTTPパスと
して保持します。ファイルのチェックイン時、このコネクターは依存関係のHTTP
パスをサポートするための特別処理を行います。HTTPパスを参照先とするリンク
付き画像を含むDITAトピックファイルをチェックインすると、参照画像もチェッ
クインされます。

ファイルを管理する

FrameMakerを使用して、XML、DITA、FM、MIF、ブックファイルを管理できま
す。ファイルのチェックアウトおよびチェックインの他に、次のタスクを実行できます。

ファイルを開く

右クリックし「開く（読み取り専用）」を選択すると、ファイルが読み取り専用モ
ードで表示されます。ファイルがチェックアウトされなかった場合は、ファイルを
ダブルクリックするかEnterを押すと、ファイルが読み取り専用で開き、ファイル
のすべての依存ファイルもダウンロードされます。

注 : DitaExchangeサーバーは、DITAファイルでHTTP参照を完全なHTTPパスと
して保持します。ファイルを読み取り専用モードで開く際、このコネクターは依存
関係のHTTPパスをサポートするための特別処理を行います。HTTPパスを参照先
とするリンク付き画像を含むDITAトピックファイルを開くと、参照画像も読み取
り専用モードで開きます。
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ファイルを削除する

右クリックし、「削除」を選択します。「すべてのバージョンを削除」を選択して、
そのファイルのすべてのバージョンを削除します。

様々なバージョンを表示します

右クリックして、「バージョンを表示」を選択します。

依存ファイルを表示する

右クリックして、「依存ファイルを表示」を選択します。

注 : 依存ファイルの表示は、Documentumの場合の仮想文書に対してのみ有効です。

プロパティを表示する

右クリックし、「プロパティ」を選択します。

表示を再表示する

右クリックし、「更新」を選択します。

ファイルを検索する

FrameMakerでは、設定されたDocumentum、SharePoint、およびDITAExchangeリ
ポジトリ内で通常検索および詳細検索を行えます。

通常検索

通常検索は、ファイルの名前に対して検索します。通常検索を行うには、次の操作を行
います。

1) リポジトリマネージャーで、リポジトリを選択します。

2) 検索フィールドに検索語を入力し、検索アイコンをクリックします。

「通常検索」タブ
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結果が検索結果ウィンドウに表示されます。

注 : 通常検索は、リポジトリ内の選択されたアイテムを検索します。選択されたア
イテムが最上位のコンテナである場合は、メインコンテナ内のすべてのファイルと
サブコンテナが検索されます。

検索結果ウィンドウ

SharePointまたはDITAExchangeでの詳細検索

SharePointまたはDITAExchangeリポジトリに対して詳細検索を行うには、次の操作を
行います。

1) リポジトリマネージャーで、リポジトリを選択します。

2) 詳細検索アイコンをクリックします。詳細検索ウィンドウが次のように表示され
ます。

詳細検索ウィンドウ（SharePoint）
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3) 検索ペインに検索語を入力します。

4) コンディションビルダーでは、 2 つ以上の検索条件を組み合わせることで、複雑な
検索を実行できます。

a) プロパティ（例えば、作成者」、関連条件（例えば、=）、を選択し、値（例え
ば、 Jones）を指定して、条件を組み立てます。「追加」をクリックします。

b) 演算子（ ANDまたは OR）、プロパティ（例えば、ファイルの種類）、条件
（例えば、=）を選択し、値（例えば、PDF）を指定して、別の条件を組み立
てます。

5) 「検索」をクリックします。

指定した検索条件に基づいて、検索結果が表示されます。この例では、 Jonesが作成し
たPDFファイルが表示されます。

DITAExchangeで属性別にファイルをフィルターする

DITAExchangeコネクターを使用すると、ファイル参照ダイアログとファイルを開くダ
イアログでファイルをフィルターできます。使用可能なファイルの属性のいずれかを使
用してこれらのダイアログボックスに表示されるファイルをフィルターできます。例え
ば、ファイルタイプまたは作成者でファイルをフィルターできます。ファイル数の多い
リストでは、絞り込みができるため、ファイルを見つけやすくなります。

1) リポジトリマネージャーで、リストまたはフォルダーを右クリックして「ファイル
参照」を選択します。

2) ファイル参照ダイアログには選択したリストまたはフォルダーにあるファイルの一
覧が表示されます。

各ファイルに対して、一覧リストにはビューで言及したすべての関連属性も表示さ
れます。

重要 :DITAExchangeで、DITAExchangeサーバー上のファイルに関連付けられて
いる属性を更新する場合、属性はファイル参照ダイアログまたはファイルを開くダ
イアログで動的に更新されます。この動作は、DITAExchangeに固有のものです。
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3) 特定の属性を使用してファイルのリストをフィルターするには、属性のタイトルの
上にマウスポインターを置きます。

タイトル名の右側にポップアップ矢印が表示されます。

4) ポップアップ矢印をクリックします。

フィルター - <Attribute name>ダイアログが表示されます。

5) ファイル参照ダイアログでファイルにフィルターを定義するには、次のいずれかの
操作を行います。

• リストでエントリの左にあるチェックボックスを使用します。例えば、上のダ
イアログでは、他の2つのオプションのチェックボックスをオフにすることで、
管理者が変更したファイルのみを表示するように、リストをフィルターするこ
ともできます。
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• テキストボックスに入力したテキストを使用してリストをフィルターします。
例えば、adと入力すると、テキストにadが含まれるエントリでリストがフィ
ルターされます。

6) 「OK」をクリックします。

ファイルの一覧は、フィルターダイアログで設定した条件に基づいてフィルターさ
れます。

ファイル参照ダイアログでは、フィルターが適用された属性のタイトルの右側にア
スタリスクが表示されます。

重要 : 特定のリストやフォルダーに適用されたフィルターは、現在のDITAExchange
セッションで保持されます。これは、特定のリストまたはフォルダーのファイル参
照ダイアログを後で開く際、以前適用した条件に基づいてファイルのリストがフィ
ルターされることを示します。

適用されているフィルターをクリアする

次の2つのレベルでファイル参照ダイアログで適用したフィルターをクリアすることが
できます。

• 特定の属性に適用されたフィルター

• すべての属性に適用されたフィルター

1) リポジトリマネージャーで、リストまたはフォルダーを右クリックして「ファイル
参照」を選択します。

ファイル参照ダイアログボックスで、一部の属性のタイトルの右側に表示されるア
スタリスクを確認します。これは、フィルターが適用されている属性にインジケー
ターとしてコネクターによって提供されます。
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2) 特定の属性のフィルターをクリアするには、属性のタイトルの上にポインターを置
き、ポップアップ矢印をクリックします。

3) フィルター - <Attribute name>ダイアログで、「フィルターをクリア」をクリック
します。

4) これで、ファイル参照ダイアログのファイル一覧からフィルターがクリアされます。

属性のタイトルの右側にあったアスタリスクが表示されなくなっていることを確認
します。

5) すべての属性に適用したフィルターをクリアするには、ファイル参照ダイアログで
「すべてのフィルターを解除」をクリックします。

Documentumでの詳細検索

Documentumリポジトリに対して詳細検索を行うには、次の操作を行います。

1) リポジトリマネージャーで、リポジトリを選択します。

2) 詳細検索アイコンをクリックします。詳細検索アイコンが次のように表示されます。

詳細検索ウィンドウ（Documentum）

3) 検索ペインに検索語を入力します。

4) 必要に応じて、場所、ファイルの種類、日付、ファイルサイズの値を選択します。
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5) コンディションビルダーでは、 2 つ以上の検索条件を組み合わせることで、複雑な
検索を実行できます。

a) プロパティ（例えば、タイトル）、条件（例えば、始まる）を選択し、キーワ
ード（例えば、Troubleshooting）を指定して、条件を組み立てます。「追加」
をクリックします。

b) 演算子（ANDまたはOR）、プロパティ（例えば、変更者）、条件（例えば、
始まる）を選択し、キーワード（例えば、Daniel）を指定して、別の条件を
組み立てます。

6) 「検索」をクリックします。

指定した条件に基づいて、検索結果が表示されます。この例では、タイトルが
「Troubleshooting」で始まり、「Daniel」で始まる名前のユーザーによって変更され
たエレメントが表示されます。

カスタムCMS属性を追加する

SharePointまたはDocumentumの独自の要件に合わせてカスタム属性を作成する必要
がある場合があります。カスタム属性を作成すると、FrameMakerでカスタム属性をサ
ポートできます。DocumentumまたはSharePointCMSに存在するFrameMakerのカス
タム属性を追加することができます。SharePointのFrameMaker CMS環境設定で、次
の属性タイプを追加できます。

• テキスト

• 注意

• 数値

• 通貨

• 整数

• ブール値

• 日時

• ルックアップ

• choice
• URL

• ユーザー
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Documentumの次のデータタイプを追加できます。

• ブール値

• 整数

• 文字列

• ダブル

• 時間

• ID

ファイルのアップロード時に、CMS環境設定で指定した属性は、接続マネージャと検索
に配置されます。

SharePointでのカスタムプロパティの追加

A. FrameMakerの環境設定ダイアログを使用してSharepointで追加されたプロパティ
B. FrameMakerでのカスタムプロパティの追加（SingleLine、MultiLine、 curr）
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Documentumにカスタムプロパティを追加する

1) 編集／環境設定を選択します。

2) 環境設定ダイアログで「CMS」を展開して「Documentum」を選択します。

3) 属性のリストで、新しいプロパティの名前を入力して「追加」をクリックします。
さらにプロパティを追加するには、これを繰り返します。

4) 「OK」をクリックします。

追加したプロパティを表示するには、関連するキャビネットのフォルダーまたは文
書を右クリックします。また「詳細検索」を使用すると、「条件を追加」領域には
「プロパティ」ドロップダウンの一覧にある新しいプロパティが表示されます。

SharePointにカスタムプロパティを追加する

1) 編集／環境設定を選択します。

2) 環境設定ダイアログで「 CMS」を展開して「 SharePoint」を選択し、次を入力し
ます。

a) 名前：新しいプロパティの名前を入力します。

b) データタイプ：新しいプロパティのデータタイプである、 Boolean、 Date、
Double、 Integer、またはStringを入力します。

c) 属性タイプ： Text、 Note、 Number、 Currency、 Integer、 Boolean、
DateTime、Lookup、Choice、URL、Userのいずれかを入力します。

3) 「OK」をクリックします。

WebDAV

WebDAVの技術によって、変更ハイパーテキスト転送プロトコルを使用したファイル
の読み取りと書き込みが可能になります。ファイルは、ディレクトリ構造内のサーバー
に常駐しており、ローカルコンピューターにチェックアウトされます。ローカルコンピ
ューターのディレクトリ構造は、WebDAVサーバー構造とまったく同じなので、ファ
イルをチェックアウトする場合、ファイルはローカルコンピューターにダウンロードさ
れ、WebDAVサーバー上のフォルダーと同一名のフォルダーに配置されます。
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FrameMakerにはWebDAV（Web Distributed Authoring and Versioning）サーバー
技術のサポートが組み込まれています。WebDAV はほとんどの CMS （ Content
Management Systems）によってサポートされる標準のプロトコルです。WebDAVを
使用して、文書のダウンロードとアップロードを行い、文書をロックします。ロック
中は、他のユーザーはその文書を変更できません。WebDAVサーバーを使用すると、
バージョン管理を気にせずに、CMSでの共同作業環境を利用することができます。

FrameMakerでは、WebDAVサーバー上にあるXMLファイル、FrameMakerブックと
ファイルおよびMIFファイルをオーサリングしたり、編集したりすることができます。
WebDAVについて詳しくは、www.webdav.org。

WebDAVサーバー
WebDAVプロトコルを実装しているサーバーです。FrameMakerとWebDAVク
ライアントを使用すると、サーバーへのログインアクセスを持っていれば、任意の
WebDAVサーバー上でファイルの保存とアクセスを行うことができます。

URL

WebDAVのコンテキスト内で、URLはWebDAVサーバー上のファイル（アセッ
ト）へのパスを参照します。URLを参照ダイアログボックスにURLを指定すると、
WebDAVサーバー上の任意のファイルを開くことができます。

WebDAVには、従来のファイルサーバーに優る独特の利点があります。

複数のユーザーはWebDAVサーバーによって管理されているファイルのコピーをダウ
ンロードできますが、ファイルを「チェックアウト」できるのは一度に一人のユーザー
だけです。ファイルをチェックアウトしたユーザーは、サーバー上のファイルを更新す
ることでチェックアウトしたファイルを保持しながら、他のユーザーと仕事を共有でき
ます。ただし他のユーザーは、ファイルがチェックインされるまでは、チェックアウト
中のファイルを変更することはできません。このチェックアウト/チェックインシステム
により、複数のユーザーが同じファイルにアクセスできるようになると同時に、お互い
の仕事を他のユーザーが上書きしてしまうことを防止できます。

WebDAVはWebアクセス可能ネットワーク上で機能するので、場所は関係ありません。
チームのメンバーは、お互いの距離に関係なくファイルを共有できます。

http://www.webdav.org
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はじめに

ファイルのURLを指定すると、ファイルを直接開き、更新し、サーバーに保存すること
ができます。

「URLを参照」を使用する利点

• 明示的にサーバーの接続をセットアップする必要はありません。

• ファイルをダウンロードするとき、参照先画像のようなリンクされ、関連付けられ
たすべてのファイルを明示的にダウンロードする必要がありません。

• スキーマ、DTDまたはEDDのような .xmlに関連付けられたすべてのブックコンポ
ーネントやファイルをダウンロードする必要がありません。

• 明示的にファイルを更新したり、アップロードしたりする必要がありません。ファ
イルは、保存するときに自動的にサーバーで更新され、閉じるときにサーバーにチ
ェックインされます。

また、「 URL を参照」ワークフローは、 Unicode と IPv6 に準拠し、すべての
FrameMakerワークフローに統合されています。

「URLを参照」ワークフローの使用

URLを参照ダイアログボックスは、すべてのFrameMakerワークフローに統合されてい
ます。ファイル管理に関連するすべてのFrameMakerダイアログボックスに、「URLを
参照」ボタンが表示されます。

新規

新しい文書に使用するテンプレートのHTTP URLを指定することができます。新
規ダイアログボックスでテンプレートの完全なURLを入力するか、URLを参照ダ
イアログボックスを使用してテンプレートを選択することができます。

開く

ファイルを開くダイアログボックスの「ファイル名」にURLを入力して、サーバー
上の任意のHTTPファイルを開くことができます。HTTPパスを使用して、ローカ
ルのファイルパスを通してサポートされているすべての種類のFrameMakerファイ
ルを開くことができます。これらのファイルの種類は、 .fm、 .book、 .mif、 .xml、
.ditamap および .bookmap です。また、テキストファイル、 RTF のような
Microsoft Officeファイル形式およびQuarkXPress文書を開くこともできます。
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取り込み

HTTPパスを指定すると、ファイルを取り込むことができます。参照するかまたは文
書にコピーすることで、ファイルを取り込むことができます。HTTPパスを指定する
と、HTTPテキストインセットを読み込み、HTTPファイルに相互参照を追加し、グ
ラフィック、U3DオブジェクトまたはSWFファイルを読み込むことができます。

保存

別名で保存ダイアログでURLを指定すると、WebDAV対応サーバーにファイルを
アップロードすることができます。すべてのFrameMaker形式でファイルを保存す
ることができます。

注 : HTTPWebDAVディレクトリに対して文書のバッチ変換は実行できません。

URLを参照

A.ニックネームを指定して、URLパスをサーバーに保存するB.保存したURLパスを削
除するC.「選択中のファイルへの相互参照を検索」リストに、最近アクセスしたファイ
ルが表示されるD. 1つ上のフォルダーレベルに移動するE.サーバー上にフォルダーを作
成するF.ファイル名またはフォルダー名を変更するG.選択したファイルまたはフォルダ
ーを削除するH.保存されたサーバー名 I.任意の列に従ってソートできるファイルの詳細
J.ファイルの完全なURLを指定する



コンテンツ管理システム

1036

WebDAVサーバーの接続を保存する

「URLを参照」を使用すると、明示的にサーバーをセットアップする必要がありません。
WebDAVサーバーに認証プロセスがセットアップされている場合、初めてサーバー上
のファイルにアクセスするときにログイン認証情報を入力する必要があります。頻繁に
サーバーを使用する場合は、「URLを参照」でサーバーの接続を保存すると、迅速にア
クセスすることができます。

1) URLを参照ダイアログボックスにアクセスし、「ファイル名」ボックスにWebDAV
対応サーバーのHTTPパスを入力します。

2) 確認のメッセージが表示されたら、ログイン IDとパスワードを指定します。

3) サーバーの接続を保存するには、「URLを保存」 ボタンをクリックします。

4) サーバー接続のニックネームを指定し、「OK」をクリックします。

保存したサーバーの接続は、URLを参照ダイアログボックスにアクセスするたびに表示
されます。

保存したサーバーの接続を削除するには、「URLを削除」  ボタンをクリックします。

環境設定

1) 編集／環境設定を選択し、次のオプションを設定します。

開くときにHTTPファイルをチェックアウトする
ファイルを開くとき、WebDAVサーバーからファイルをチェックアウトしない場
合は、このオプションを解除します。

保存時にHTTPファイルを更新する
ファイルを閉じるとき、一度だけファイルをチェックインする場合は、このオプショ
ンを解除します。
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ファイルを開くためのHTTPパスの使用

URLを指定すると、WebDAVサーバー上の任意のファイルを開くことができます。

xmlファイルの場合、FrameMakerは、xmlファイルに関連付けられたxmlスキーマま
たはDTDのようなすべてのHTTP参照を自動的にダウンロードします。テキスト、グラ
フィックインセットまたは相互参照先ファイルのようなその他の参照もダウンロードさ
れます。

また、URLを指定して、文書内のグラフィックファイルオブジェクトを参照し、取り込
むこともできます。ハイパーテキストマーカーにHTTPパスを指定して、文書のリンク
を含めることができます。

文書を追加、開く、保存する

ファイルURLを指定すると、WebDAVサーバーから直接ファイルを作成、保存および
開くことができます。

ファイルの作成

1) ファイル／新規／文書を選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

2) 右パネルからサーバー名を選択するか、サーバーのHTTPパスを指定します。

3) ファイル名を指定して、「OK」をクリックします。

DITAトピック、Ditamapまたはbookmapは、WebDAVサーバーで作成できます。

1) DITA／新しい DITAファイルを選択し、メニューから任意のオプションを選択し
ます。

2) 新しいファイルダイアログボックスで「 URL を参照」ボタンをクリックし、
WebDAVサーバー上にDITAファイルを作成します。

ファイルを開く

環境設定ダイアログボックスから「開くときにHTTPファイルをチェックアウトする」
オプションを選択した場合、ファイルをダウンロードすると自動的にロックされ、チェッ
クアウトされます。チェックアウトされたファイル名の横に、アスタリスク記号が表示
されます。
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構造化していないFrameMakerファイルを開きます。

1) ファイル／開くを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

2) 右パネルからサーバー名を選択し、フォルダーへ移動し、ファイルをダブルクリッ
クして開きます。

または、ファイルの完全なHTTPパスを指定し、「開く」をクリックします。

DTDを開く

1) 構造／DTD／DTDを開くを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

2) 右パネルからサーバー名を選択し、フォルダーへ移動し、ファイルをダブルクリッ
クして開きます。

または、DTDファイルの完全なHTTPパスを指定し、「開く」をクリックします。

スキーマを開く

1) 構造／スキーマ／スキーマを開くを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックし
ます。

2) 右パネルからサーバー名を選択し、フォルダーへ移動し、ファイルをダブルクリッ
クして開きます。

または、スキーマファイルの完全なHTTPパスを指定し、「開く」をクリックし
ます。

ファイルを保存する

自動的に変更をWebDAVサーバーへアップロードすることができます。この操作を行
うには、環境設定ダイアログボックスで「保存時にHTTPファイルを更新する」オプシ
ョンを選択したことを確認します。

1) ファイル／別名で保存を選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

2) 右パネルからサーバー名を選択し、フォルダーへ移動し、「保存」をクリックし
ます。

DTDを保存する
1) 構造／DTD／DTDとして保存を選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

2) 右パネルからサーバー名を選択し、フォルダーへ移動し、「保存」をクリックし
ます。
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ファイルを取り込む

ファイルを取り込むには：

ファイル／取り込み／ファイルを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

DTDを取り込むには：
構造／DTD／DTDを取り込むを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

スキーマを取り込むには：

構造／スキーマ／スキーマを取り込むを選択し、「URLを参照」ボタンをクリック
します。

CSSファイルを取り込むには：
構造／CSSスタイルを取り込むを選択し、「URLを参照」ボタンをクリックします。

ファイルを閉じる

デフォルトでは、ファイルを閉じると、ファイルが自動的にチェックインされます。

テンプレートをフォルダーに関連付ける

階層構造ブック内のフォルダーにテンプレートを関連付けるとき、テンプレートの
HTTPパスを指定することができます。

1) ブックウィンドウで、テンプレートを指定するフォルダーを右クリックし、「プロ
パティ」をクリックします。

2) 「テンプレートパス」オプションを選択し、「テンプレートを追加」ボタンをクリッ
クしてファイルを参照します。

3) 「ファイル名」ボックスで完全なHTTPパスを指定するか、「URLを参照」をクリッ
クして、サーバー上のファイルを検索します。

4) 「 OK 」、「開く」および「設定」をクリックして、選択したフォルダー用のテン
プレートを関連付けます。
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FrameMakerにおけるスクリプト

スクリプトとは

スクリプトは、Adobe FrameMakerの多くの機能をコントロールしたり自動化したりす
るために使用できる強力なツールで、これにより時間と手間を大幅に節約でき、作業の
進め方を完全に変えることができます。

スクリプトを使用する理由

仕事の内容はクリエイティブですが、実作業の多くもクリエイティブであるといえます。
多くの場合、同じ手順または類似の手順を何回も繰り返すことに多くの時間を費やしま
す。アシスタントがいれば非常に助かります。単純作業を黙々とこなし、指示した作業
を完全かつ一貫して実行し、必要なときはいつでも手伝ってくれ、光速ともいえる速さ
で作業を完了し、しかも請求書を突きつけてこないアシスタントです。スクリプトはそ
のようなアシスタントの代わりになり得ます。少しの時間をかけるだけで、手間のかか
る単純な繰り返し作業を実行するスクリプトを作成するための方法を学習できます。
FrameMakerスクリプトは簡単に使い始めることができますが、複雑な仕事をこなせる
だけの能力も備えています。スクリプト作成スキルが向上していくと、寝ている間中ず
っと作業をしてくれるような複雑なスクリプトを作成できるようになります。
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スクリプトの基礎

スクリプトは、一連のタスクを実行するためにアプリケーションに対して命令する一連
の命令文で構成されます。これは、アプリケーションが理解できる言語で命令文を書く
ことになります。FrameMakerはスクリプト言語としてExtendScriptをサポートしてい
ます。

スクリプトの実行方法は、FrameMaker内から実行する方法とExtendScriptツールキッ
ト（ESTK）を使用して実行する方法の2つがあります。

スクリプトの実行

FrameMakerには、スクリプトの管理や実行を簡単に行うことのできるメニュー項目が
含まれています。

• スクリプトを実行するには、次の操作を行います。

a) ファイル／スクリプト／実行をクリックします。

b) スクリプトブラウザーから、実行するスクリプトを選択します。

c) 「開く」をクリックします。スクリプトがFrameMaker内から実行されます。

• スクリプトを作成するには、次の操作を行います。

a) ファイル／スクリプト／新規スクリプトをクリックします。

b) 表示されたExtendScriptツールキット（ＥＳＴＫ）でスクリプトを作成します。

c) スクリプトを保存します。ESTK内からスクリプトを実行するか、FrameMaker
内からスクリプトを実行します。

スクリプトの管理

FrameMakerにはスクリプトカタログが含まれており、スクリプトを簡単に管理できま
す。カタログは、ファイル／スクリプト／カタログから起動します。
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スクリプトライブラリのカタログ

このカタログでは、お気に入りのスクリプト、自動実行スクリプト、登録（通知）スク
リプトを管理できます。

お気に入りのスクリプトを管理するには、カタログ内で「お気に入り」オプションを選
択します。

この画面から次の操作を実行できます。

• スクリプトをお気に入りとして追加するには、「追加」をクリックします。スクリ
プトブラウザーからスクリプトを選択し、「選択」をクリックします。スクリプト
がお気に入りに追加されます。

• お気に入りリストからスクリプトを削除するには、スクリプトを選択し、「削除」
をクリックします。

• 「更新」をクリックすると、お気に入りスクリプトのリストが更新されます。

• スクリプトを自動実行スクリプトとしてマークするには、スクリプトを選択し、「
自動実行に移動」をクリックします。スクリプトが既存の場所から自動実行（スタ
ートアップ）フォルダーにコピーされます。
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お気に入りスクリプトの管理

お気に入りのスクリプトを管理するには、カタログ内で「お気に入り」オプションを選
択します。

この画面から次の操作を実行できます。

• スクリプトをお気に入りとして追加するには、「追加」をクリックします。スクリ
プトブラウザーからスクリプトを選択し、「選択」をクリックします。スクリプト
がお気に入りに追加されます。

• お気に入りリストからスクリプトを削除するには、スクリプトを選択し、「削除」
をクリックします。

• 「更新」をクリックすると、お気に入りスクリプトのリストが更新されます。

• スクリプトを自動実行スクリプトとしてマークするには、スクリプトを選択し、「
自動実行に移動」をクリックします。スクリプトが既存の場所から自動実行（スタ
ートアップ）フォルダーにコピーされます。

自動実行スクリプトの管理

自動実行スクリプトを管理するには、カタログ内で「自動実行」オプションを選択します。

FrameMakerの起動時に毎回、自動実行スクリプトが自動的に実行されます。次のディ
レクトリに保存したスクリプトはすべて自動実行スクリプトになります。

• <Fm_install_location>\startup

• <ユーザーのホームフォルダー>\startup

すべてのスクリプトがアルファベット順に実行されます。

次の操作を実行できます。

• スクリプトを自動実行スクリプトとして追加するには、「追加」をクリックします。
スクリプトブラウザーからスクリプトを選択し、「選択」をクリックします。スク
リプトがスタートアップフォルダーに保存され、自動実行リストに追加されます。

• 自動実行リストからスクリプトを削除するには、スクリプトを選択し、「削除」を
クリックします。

• 「更新」をクリックすると、お気に入りスクリプトのリストが更新されます。
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登録（通知）スクリプトの管理

登録スクリプトを管理するには、カタログ内で「登録」オプションを選択します。登録
スクリプトは、通知スクリプトとも呼ばれます。これらのスクリプトは、登録されたイ
ベントがトリガーされたときに実行されます。

通知は、特定のイベントがトリガーされたときに、そのイベントに対して登録されてい
るスクリプトが実行される内部的なメカニズムです。

イベントがトリガーされたときに実行するように登録されているすべてのスクリプトは、
カタログ内の通知リストに表示されます。

通知スクリプトを登録解除するには、スクリプトを選択し、「登録解除」をクリックし
ます。スクリプトが登録解除されます。スクリプトが登録解除されると、それが登録さ
れていたイベントがトリガーしてもスクリプトは実行されません。

注 : 通知スクリプトを追加するには、付録の通知に関する節を参照してください。

その他の機能

カタログから管理できるすべてのスクリプトタイプに共通の機能が2つあります。壊れた
スクリプトを表示して削除する機能と、スクリプトを選択、編集、実行する機能です。

壊れたスクリプトの表示と削除

カタログに追加されているスクリプトが、ファイルシステム内の現在の場所から移動ま
たは削除されると、このスクリプトは「壊れたスクリプト」と呼ばれます。

このようなスクリプトを表示するには、カタログで「壊れたもののみを表示」オプショ
ンを選択します。壊れているすべてのスクリプトがカタログに表示されます。

次に、これらのスクリプトをカタログから削除できます。スクリプトを削除すると、そ
れがカタログから削除されるだけで、ファイルシステム内のその場所から削除されるわ
けではありません。
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カタログからのスクリプトの選択、編集、実行

• カタログ内からスクリプトを実行するには、リストからスクリプトを選択し、「実
行」をクリックします。

• カタログ内からスクリプトを編集するには、リストからスクリプトを選択し、「編
集」をクリックします。ExtendScriptツールキットエディターでスクリプトが開き
ます。

• 新しいスクリプト（カタログに追加されていないスクリプト）を実行するには、
「新規」オプションを選択し、「実行」をクリックします。次に、スクリプトブラ
ウザーからスクリプトを選択し、「開く」をクリックします。

ExtendScript Toolkitの使用

FrameMakerにはExtendScriptツールキット（ＥＳＴＫ）が含まれています。ＥＳＴＫは
ExtendScriptスクリプトのための開発およびデバッグ用のツールです。

ＥＳＴＫには、テキストエディターより使いやすい機能がたくさんあります。例えば、
組み込みの構文チェッカーが用意されており、スクリプトの問題個所を指摘しそれを修
正する方法を示してくれます。また、ファイルを保存することなしにＥＳＴＫからただ
ちにスクリプトを実行できる機能もあります。

すべてのExtendScriptスクリプトは JavaScriptです。ＥＳＴＫには、次のことが実行で
きる JavaScriptデバッガーも含まれています。

• アプリケーション内で JavaScriptスクリプト（ JSまたは JSXファイル）をステップ
実行する。

• 実行スクリプトのすべてのデータを検査する。

• ブレークポイントを設定して実行する。

注 : ESTKの詳細については、http://www.adobe.com/devnet/scriptingに移動して
ください。

http://www.adobe.com/devnet/scripting
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付録
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キーボードショートカット

キーボードショートカットキーについて

キーボードショートカットを使用して様々な操作を行うことができます。プラス記号（+）
は、各キーを同時に押すことを意味します。例えば、Ctrl+zキーの場合は、Ctrlキーと z
キーを同時に押します。ショートカットキーストロークがプラス記号（+）を含んでいな
い場合は、個々のキーを表記された順に押します。例えば、「Esc m p」は、Escキー、m
キー、pキーの順に押して放します。

キーの表記とファンクションキー

ショートカットキーを使用するときは、Caps Lockキーを解除し、指定のないかぎりド
キュメントウィンドウをアクティブにします。

特殊キーは次の表が示すように表記されます。

表記 ショートカットキー

矢印キー 上向き、下向き、右向きまたは左向き矢印キー

Esc Escと表示されたキー

Ctrl CtrlまたはControlと表示されたキー

Alt Altと表示されたキー

Shift Shiftと表示されたキー

F2 ファンクションキーのF2（Fと2を順番に入力する場合は、F2と表示）

スペース スペースバー

+（プラス） +（プラス）が表示されたキー

-（マイナスまたはハイフン） -（ハイフン）が表示されたキー

.（ピリオド） .（ピリオド）が表示されたキー

,（コンマ） ,（コンマ）が表示されたキー

0（数字の0） 0（数字の1）が表示されたキー

1（数字の1） 1（数字の1）が表示されたキー

Win Windowsロゴが表示されたキー
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キーボードショートカットシーケンス

キーシーケンスとキーの組み合わせは次のように表記します。ショートカットキーに大文
字がある場合は、文字を入力するときにShiftキーを使用してください。

複数のショートカットキーが同じタスクを実行する場合は、読点で区切ります。例えば、
Ctrl+n、Shift+下向き矢印。Ctrl+nまたはShift+下向き矢印のいずれのショートカット
キーでも同じタスクを実行できます。

ファンクションキー

この表に、ファンクションキーを押すか、ファンクションキーとCtrlキー、Shiftキーま
たはAltキーを同時に押したときの機能を示します。

キーボードショートカットシーケンス 動作

Esc Shift+t r Escキー、大文字のT、小文字のrを続けて押して放してください。

Ctrl+e Ctrlキーを押しながら eを入力

Ctrl+Shift+ハイフン CtrlキーとShiftキーを押しながら -（ハイフン）を入力

キー 関数 Ctrl Shift Alt

F1 ヘルプ 上揃え

F2 標準テキスト 中央揃え

F3 下線 下揃え 上線

F4 太字 重ねて表示 終了

F5 斜体 並べて表示

F6 最後の操作を繰り返す

F7 ドキュメントウィンドウにポインターを置く

F8 文字書式を入力して選択 ダイアログボックスの設定を「そのまま」に
変更

F9 段落書式を入力して選択 文字の入れ替え ダイアログボックスの設定を現在のテキス
トに合わせて変更

F10 状況依存メニューの表示
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マウス

マウスの操作は次のように表記します。

文書のナビゲート

操作 動作

クリック マウスボタンをクリック

右マウスボタンをクリック 右マウスボタンをクリック

ダブルクリック マウスを移動しないで、マウスボタンをすばやく2回クリック

トリプルクリック マウスを移動しないで、マウスボタンをすばやく3回クリック

Shift+クリック Shift+マウスボタンをクリック

ジャンプ先 キーボードショートカット

最後に表示・開いた文書 Ctrl+Tab

前ページ Esc p p、Pg Up

次ページ Esc p n、Pg Dn

先頭ページ Esc p f、Alt+Page Up、Shiftを押してから、「前ページ」ボタンを
クリック

最終ページ Esc p l（小文字のL）、Alt+Page Down、Shift を押してから、「次
ページ」ボタンをクリック

ページ移動ダイアログボックス Esc v p、Ctrl+g

相互参照のソース Alt+Ctrl+アクティブ領域をクリック

指定ページ Ctrl+gを押すか、ページステータス表示部分をクリックしてページ
番号を入力

挿入ポイントのあるページ Ctrl+gを押すか、ページステータス表示部分をクリックして「挿入
ポイントのあるページ」をクリック

語頭 Ctrl+左向き矢印

語尾 Ctrl+右向き矢印
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次の単語の語頭 Esc b w

文頭 Ctrl+Home

文末 Ctrl+End

段落の先頭 Ctrl+上向き矢印

段落末 Ctrl+下向き矢印

次の段落の先頭 Esc b p

列の先頭 Ctrl+Page Up

列の終わり Ctrl+Page Down

フローの先頭 Alt+Shift+Page Up

フロー末 Alt+Shift+Page Down

行頭 Ctrl+Page Up

行末 Ctrl+Page Down

ジャンプ先 キーボードショートカット
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ブックコマンド

タスク キーボードショートカット

新規ブック Esc f Shift+n

ブックの保存 Esc f s、Ctrl+s

ファイル名を変更 Esc f e または F2

ブック更新 Esc e Shift+u、Esc f g

ファイル名を表示（ブックウィンドウ内） Esc Shift+v Shift+m

見出しの段落を表示（ブックウィンドウ内） Esc Shift+v Shift+x

ブックからファイルを削除 Esc f x

すべてのファイルを選択 Esc e a

開いている全ファイルを保存 Esc f Shift+s

ブック内の全ファイルを閉じる Esc f Shift+c

すべてのFrameMakerファイルを選択 Esc e Shift+a Shift+f

生成ファイル以外のすべてのFrameMakerファイルを選択 Esc e Shift+a Shift+n

生成されたすべてのFrameMakerファイルを選択 Esc e Shift+a Shift+g

連続する複数のファイルの選択 Shift+クリック

連続しない複数のファイルの選択 Ctrl+クリック

ブック内でファイルを上に移動 Esc m u

ファイルをブック内の下部に移動 Esc m d

ブックのプリント Esc f p、Ctrl+p

ブック内で選択したファイルのプリント Esc f Shift+f
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文書

ヘルプ

開く

保存・閉じる

タスク キーボードショートカット

オンラインヘルプを表示 Esc f h、F1

Adobe Online Esc w w w

FrameMakerに付属のテンプレートを使用してヘ
ルプを表示

Ctrl+n+「標準テンプレートを検索」をクリック

開く キーボードショートカット

ブックファイル中の文書を開く ブックウィンドウ内のファイル名をダブルクリック

アクティブなブックウィンドウ内の全ファイルを
開く

Esc f Shift+o、またはShiftを押してファイル／ブッ
ク内の全ファイルを開くを選択

MIFファイルまたはMMLファイルをテキストと
して開く

Ctrlキーを押して、開くダイアログボックスの
「開く」をクリック

タスク キーボードショートカット

文書を保存ダイアログボックスを表示 Esc f a

文書またはブックを保存 Esc f s、Ctrl+s

開いている全ファイルを保存 Esc f Shift+s、またはShiftを押してファイル／開
いている全ファイルを保存を選択

アクティブなブックウィンドウ内で開いている全
ファイルを保存

Esc f Shift+s、またはShiftを押してファイル／ブッ
ク内の全ファイルを保存を選択

開いている全ファイルを閉じる Esc f Shift+c、またはShiftを押してファイル／開
いている全ファイルを閉じるを選択

アクティブなブックウィンドウ内で開いている全
ファイルを閉じる

Esc f Shift+c、またはShiftを押してファイル／ブッ
ク内の全ファイルを閉じるを選択
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取り消し・やり直し

文書のナビゲート

文書の再表示

ズーム

タスク キーボードショートカット

FrameMakerのコマンドを取り消し Esc

FrameMakerのコマンドをやり直し Esc e u、Ctrl+z

表示 キーボードショートカット

前ページ Esc p p、Page Up

次ページ Esc p n、Page Down

先頭ページ Esc p f、Alt+Page Up、またはShiftを押して「前
ページ」ボタンをクリック

最終ページ Esc p l（小文字のL）、Alt+Page Down、または
Shiftを押して「次ページ」ボタンをクリック

ページ移動ダイアログボックス Ctrl+g

タスク キーボードショートカット

文書を再表示 Esc w r、Ctrl+l（小文字のL）

ズーム キーボードショートカット

1段階ズームイン Esc z i

1段階ズームアウト Esc z o

ページをウィンドウに合わせる Esc z p

ウィンドウをページに合わせる Esc z w

ウィンドウをテキスト枠に合わせる Esc z f

100％表示 Esc z z
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ハイパーテキスト文書

ダイアログボックス

ダイアログボックス内での入力

ダイアログボックス内での文字の入力時に、文字シーケンスの前にバックスラッシュ（\）
を入力する必要がある場合もあります。ダイアログボックス内にはシーケンスが表示され
ますが、文書中では正しく表示されます。次の表はダイアログボックス内での入力時に使
用するシーケンスのリストです。

ここに記載されているキーシーケンスは、すべてバックスラッシュ（\）で始まります。
ダイアログボックス内で実際のバックスラッシュを入力する場合は、バックスラッシュを
2回続けて（\\）入力してください。2つのバックスラッシュシーケンスの間から選択で
きる場合もあります。また、読点でシーケンスを区切る場合もあります。

タスク キーボードショートカット

ハイパーテキストスタックの前の位置に移動 Esc v Shift+p

ハイパーテキストスタックの次の位置に移動 Esc v Shift+n

文書をロックせずにハイパーテキストコマンドを
アクティブ化

Ctrl+Alt+アクティブ領域をクリック

文書をロック /ロック解除 Esc Shift+f l（小文字のL）k

ハイパーテキストダイアログボックスを開く Esc s h

ハイパーテキストダイアログボックスにフォーカ
スを移動

Esc Shift+f i h

ハイパーテキストダイアログボックスを閉じる Esc Shift+c h

ハイパーテキストコマンドを検証 Esc v h

FluidViewのロックされた書式を切り替え Esc Shift+v Shift+f
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文字名 グラフィック バックスラッシュシーケンス

ビュレット \b

シルコンフレックス \@

ダガー † \d

ダブルダガー ‡ \Shift+d

emダッシュ \m

enダッシュ \=

省略記号 … \e

フロリン ƒ \Shift+f

強制改行 \r

分数 \ /

グラーブ \{

山パーレン（左） \(

山パーレン（右） \)

ダブルアキュート \&

任意ハイフン - \-（ハイフン）

非分離ハイフン - \+

OE合字 \Shift+o、Shift+e

oe合字 \oe

パーミル ‰ \%

ベース引用符（一重） \ ,

ベース引用符（二重） \g

二重引用符（左） \`

二重引用符（右） \'

一重引用符 \"

emスペース \sm、\Shift+m
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ウィンドウの操作

任意のFrameMakerウィンドウをクリックして、次のショートカットキーを使用します。

表示とアクティブ化

ウィンドウやダイアログボックスを表示してアクティブ化するには、次のショートカット
キーを使用します。他のウィンドウに隠れているウィンドウやダイアログボックスを前面
に表示します。

enスペース \sn、\Shift+n

ハードスペース スペース

特殊スペース \s#, \#

極細スペース \st, \i

ハイフネーション禁止 \_（アンダースコア）

タブ \t

商標記号 \Shift+t、Shift+m

Yダイアラシス \Shift+y :（コロン）

文字名 グラフィック バックスラッシュシーケンス

タスク キーボードショートカット

ドキュメントウィンドウを再表示 Esc w r、Ctrl+l（小文字のL）

アクティブなウィンドウまたはモードレスダイア
ログボックスを閉じる

Alt+F4

ドキュメントウィンドウを閉じる Esc f q、Esc f c、Ctrl+F4、Ctrl+w、Ctrl+Shift+w

ドキュメントウィンドウを最小化 Esc w c

表示してアクティブ化 キーボードショートカット

現在のドキュメントウィンドウ Esc Shift+f i d、Shift+F7

検索・置換 Esc Shift+f i f

ハイパーテキスト Esc Shift+f i h
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ダイアログボックス内でのナビゲーション

ダイアログボックスとポッド内の設定に移動するには、次のショートカットキーを使用し
ます。ウィンドウやダイアログボックスで使用するショートカットキーの結果は、アク
ティブな設定に応じて決まります。アクティブな設定はハイライトされるか、点線の枠が
表示されるか、またはハイライトと枠が両方表示されます。

コマンドボタン

マーカー Esc Shift+f i m

スペルチェック Esc Shift+f i s

段落書式ウィンドウ Esc Shift+f i p

文字書式ウィンドウ Esc Shift+f i c

コンディショナルテキスト Esc Shift+f i o

任意の罫線・塗り Esc Shift+f i r

表書式ウィンドウ Esc Shift+f i t

構造図 Esc Shift+f i v

エレメント検証 Esc Shift+f i w

表示してアクティブ化 キーボードショートカット

タスク キーボードショートカット

次の設定項目に移動 タブ

1つ前の設定項目に移動 Shift+Tab

タスク キーボードショートカット

初期設定ボタンをクリック 改行

アクティブなボタンをクリック スペース

ダイアログボックスをキャンセル
（ウィンドウは除く）

Esc
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ラジオボタンとチェックボックス

ポップアップメニュー

スクロールリスト

カスタムメニュー

タスク キーボードショートカット

一連のラジオボタンを移動して、ラジオボタンを
選択

矢印キー

チェックボックスのステータス（解除、チェック、
そのままに）を移動

スペース

タスク キーボードショートカット

前のメニューアイテムに移動 上向き矢印

次のメニューアイテムに移動 下向き矢印

入力した文字で始まるアイテムを検索して選択 アンシフトキー

タスク キーボードショートカット

リスト内の前のアイテムに移動 上向き矢印

リスト内の次のアイテムに移動 下向き矢印

入力した文字で始まるアイテムを検索して選択 アンシフトキー

アイテムを別のスクロールリストに移動 アイテムをダブルクリック

すべてのアイテムを別のスクロールリストに移動 Shift+スクロールリストの間の矢印をクリック

タスク キーボードショートカット

カスタムメニューバーを表示 Esc v m u
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文書のデザイン

マスターページとリファレンスページ

ページレイアウト

書式を取り込む

横見出し

タスク キーボードショートカット

マスターページやリファレンスページの名前を変
更（マスターページまたはリファレンスページの表
示中）

Esc p Shift+n

マスターページを作成（ボディページまたはマス
ターページの表示中）

Esc o m pまたはEsc p m

タスク キーボードショートカット

ページレイアウトを更新（ボディページの表示中） Esc o u p

タスク キーボードショートカット

別の文書から書式を取り込む Esc f i o

タスク キーボードショートカット

横見出しのオン／オフ Esc j p Shift+s
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テキストフロー

文書ユーティリティ

スペルチェック

タスク キーボードショートカット

挿入ポイントの下のテキスト枠を分割 Esc Shift+c Shift+s

フロー内の前の枠から挿入ポイントを含むテキス
ト枠を切断

Esc Shift+c Shift+p

フロー内の次の枠から挿入ポイントを含むテキス
ト枠を切断

Esc Shift+c Shift+n

フロー内の前後の枠から挿入ポイントを含むテキ
スト枠を切断

Esc Shift+c Shift+b

選択した2つのテキスト枠を連結 Esc Shift+c Shift+c

タスク キーボードショートカット

選択したテキストまたは挿入ポイントを含む単語
をチェック

Esc l（小文字のL）s、Ctrl+スペルチェックダイア
ログボックスの「チェック開始」をクリック

文書全体をチェック Esc l（小文字のL）e

現在のページをチェック Esc l（小文字のL）p

単語をチェック Esc l（小文字のL）c w

単語をユーザー辞書に追加（登録） Esc l（小文字のL）a p

単語を文書辞書に追加 Esc l（小文字のL）a d

単語を自動修正に追加 Esc l（小文字のL）a c

単語をユーザー辞書から削除（登録を取り消し） Esc l（小文字のL）x p

単語を文書辞書から削除 Esc l（小文字のL）x d

自動修正単語を消去 Esc l（小文字のL）c a
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類語辞典

類語辞典ダイアログボックスではなく、ドキュメントウィンドウがアクティブのときに、
次のショートカットキーを使用します。

文書の比較

文書レポート

スペルチェックオプションダイアログボックスを
表示

Esc l（小文字のL）Shift+o

辞書機能ダイアログボックスを表示 Esc l（小文字のL）c d

不明な単語のファイルを作成 Esc l（小文字のL）b

再チェックするすべての段落をチェック Esc l（小文字のL）r

ハイフネーションを表示 Esc l（小文字のL）ハイフン

ハイフネーションを再実行 Esc l（小文字のL）Shift+r

適切でない単語を置換 スペルチェックダイアログボックスで、修正スク
ロールリストの単語をダブルクリック

タスク キーボードショートカット

タスク キーボードショートカット

選択した類語で置換 Esc Shift+t r

タスク キーボードショートカット

文書を比較ダイアログボックスを表示 Esc f t c

タスク キーボードショートカット

文書レポートダイアログボックスを表示 Esc f t r
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HTMLとPDFの書き出し

リファレンスの更新

描画

タスク キーボードショートカット

書式の適用と作成 Esc f t f

HTML設定ダイアログボックスを開く Esc f t h

PDF設定ダイアログボックスを開く Esc o d a

タスク キーボードショートカット

参照を自動更新しないダイアログボックスを表示 Esc e Shift+s

ツール キーボードショートカット

円弧 Esc 1（数字の1）a

グラフィック枠 Esc 1（数字の1）m

Adobeフリーハンド Esc 1（数字の1）f

前回使用したツール Esc 1（数字の1）1（数字の1）

線 Esc 1（数字の1）l（小文字のL）

オブジェクトを選択 Esc 1（数字の1）o

楕円 Esc 1（数字の1）e

多角形 Esc 1（数字の1）p g

折れ線 Esc 1（数字の1）p l（小文字のL）

長方形 Esc 1（数字の1）r

角丸長方形 Esc 1（数字の1）Shift+r

自動選択 Esc 1（数字の1）s

テキスト枠 Esc 1（数字の1）t f

テキスト行 Esc 1（数字の1）t l（小文字のL）
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境界パターン

次の「最初の」、「最後の」、「次の」および「前の」は、ペンポップアップメニューでの順
序を示します。

塗りパターン

次の「最初の」、「最後の」、「次の」および「前の」は、塗りポップアップメニューでの順
序を示します。

垂直線、水平線、対角線 Shift+線ツールで描画

正方形 Shift+長方形を作成

円 Shift+楕円ツールで描画

弧線（中心角180度以上） Shift+弧線ツールで描画

ツールパレットを表示 Esc 1（数字の1）w、Esc g Shift+t

使用後もツールをアクティブに維持 Shift+描画ツールをクリック

描画後オブジェクト選択ツールに戻る Shift+オブジェクト選択ツールをクリック

ツール キーボードショートカット

変更後のパターン キーボードショートカット

最初の境界パターン（実線） Esc 0（数字の0）p

最後の境界パターン（なし） Esc 9 p

次の境界パターン（最後のパターンでは無効） Esc +（プラス）p

前の境界パターン（最初のパターンでは無効） Esc -（マイナス）p

変更後のパターン キーボードショートカット

最初の塗りパターン（ベタ） Esc 0（数字の0）f

最後の塗りパターン（なし） Esc 9 f

次の塗りパターン（最後のパターンでは無効） Esc +（プラス）f

前の塗りパターン（最初のパターンでは無効） Esc -（マイナス）f
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線幅

「次の」および「前の」は、線幅ポップアップメニューでの順序を示します。

線のスタイル

オブジェクトの線のスタイルを変更するには、線のスタイルポップアップメニューからス
タイルを選択します。

現在の破線のスタイルを変更するには、破線オプションダイアログボックスでパターンを
選択します。次の「最初の」、「最後の」、「次の」および「前の」は、このダイアログボッ
クスでの順序を示します。

変更後の線幅 キーボードショートカット

極細の線幅 Esc 0（数字の0）w

極太の線幅 Esc 9 w

次の線幅 Esc +（プラス）w

前の線幅 Esc -（マイナス）w

タスク キーボードショートカット

オブジェクトに実線のスタイルを適用 Esc 1（数字の1）d s

オブジェクトに破線のスタイルを適用 Esc 1（数字の1）d d

破線オプションダイアログボックスを表示 Esc 1（数字の1）d i

最初の破線パターンに変更 Esc 0（数字の0）d

最後の破線パターンに変更 Esc 9 d

次の破線パターンに変更（最後のパターンでは無効） Esc +（プラス）d

前の破線パターンに変更（最初のパターンでは無効） Esc -（マイナス）d
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カラーの追加

カラーの選択

カラーの表示

オブジェクトの編集

オブジェクトの選択

現在のページでオブジェクトを選択するときに次のショートカットキーを使用します。

タスク キーボードショートカット

使用したカラーを維持 Shift+カラーポップアップメニューからカラーを
選択

テキストを含め、文書内のすべてのオブジェクトに
カラーを割り当て

Alt+Shiftを押してツールパレットのカラーポップ
アップメニューからカラーを選択

カラー定義ダイアログボックスを表示 Esc v c d

タスク キーボードショートカット

カラー表示の定義ダイアログボックスを表示 Esc v c v

カラー表示の定義ダイアログボックスで表示番号
（1、2、3、4、5、6）を選択

Esc v数字

タスク キーボードショートカット

テキスト行またはテキスト枠を選択 Ctrl+テキスト行またはテキスト枠をクリック

選択範囲を拡張または縮小 Shift+オブジェクトをクリック

選択範囲の境界を強制的に表示（すべてのオブ
ジェクトの外側からドラッグするときは使用でき
ません）

Ctrl+Shift+対角線方向にドラッグ

描画順序の最初のオブジェクトを選択 Esc o Shift+f
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オブジェクトの操作

描画順序の次のオブジェクトを選択 Esc o n

描画順序の次のオブジェクトまで選択範囲を拡張 Esc o e

テキスト枠またはテキスト行の選択を解除して挿
入ポイントを配置

テキスト枠またはテキスト行をダブルクリック

タスク キーボードショートカット

タスク キーボードショートカット

オブジェクトを垂直または水平方向に移動 Shift+オブジェクトをドラッグ

オブジェクトの比率を維持してサイズ変更 Shift+コーナーハンドルをドラッグ

ツールパレットで選択中のオブジェクトの属性を
表示

Esc g Shift+o、またはShift+グラフィック／オブ
ジェクトの属性を選択

選択中の線、折れ線、多角形、フリーハンド曲線の
サイズ変更ハンドルとコントロールポイントを表示

Esc g r、Ctrl+r、Ctrl+Shift+r

コントロールポイントを垂直または水平方向に移動 Shift+コントロールポイントをドラッグ

サイズ変更ハンドルの一方のみ曲線を変更 右マウスボタンでコントロールポイントをドラッグ

選択中のグラフィックの輪郭にテキストを回り込
ませる

Esc g w

選択中のグラフィックの境界ボックスにテキスト
を回り込ませる

Esc g Shift+w

選択中のグラフィックへのテキストの回り込みを
解除

Esc g q

選択中のオブジェクトをクイックコピー Alt+オブジェクトをドラッグ

グラフィックの表示と非表示を切り替え Esc v v

サイズ変更ハンドルとコントロールポイントを追加 Ctrl+サイズ変更ハンドルと表示中のコントロール
ポイントで線、折れ線、多角形、フリーハンド曲線
をクリック

サイズ変更ハンドルを削除 Ctrl+サイズ変更ハンドルをクリック

開いているウィンドウまたはアプリケーション間
でドラッグ＆ドロップ

ドラッグ（Ctrl+ドラッグでコピー）
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オブジェクトの移動

選択中のオブジェクトの移動には、次のショートカットキーを使用します。

オブジェクトの整列

選択中のオブジェクトが1つのみの場合は、オブジェクトが含まれるページ、アンカー枠
またはグラフィック枠に整列させることができます。

オブジェクトの回転

オブジェクトの移動 キーボードショートカット

指定した方向に1 pt（100％表示） Alt+矢印キー

指定した方向に6 pt（100％表示） Alt+Shift+矢印キー

整列させる位置 キーボードショートカット

上 Esc j t、Ctrl+F1

垂直方向の中央 Esc j m、Ctrl+F2

下 Esc j b、Ctrl+F3

左側 Esc j l（小文字のL）

水平方向の中央 Esc j c

右側 Esc j r

タスク キーボードショートカット

90度回転（時計回り） Esc g +（プラス）

90度回転（反時計回り） Esc g -（マイナス）

選択したオブジェクトを回転ダイアログボックス
を使用して正確に回転

Esc g t

回転の再実行 Esc g x

オブジェクトを基準の方向（0度）に戻す Esc g 0（数字の0）
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グラフィック枠

テキストの編集

オブジェクトを基準の方向から前の方向に戻す Esc g 1（数字の1）

オブジェクトの現在の方向を新しい基準の方向に
設定

Esc g 9

オブジェクトの任意回転 Alt+コーナーハンドルまたはサイズ変更ハンドル
をドラッグ

回転を45度単位に固定 Alt+コーナーハンドルまたはサイズ変更ハンドル
をドラッグ

ページを回転（時計回り） Esc p Shift+o

ページを回転（反時計回り） Esc p o

ページの回転を解除 Esc p Shift+u

タスク キーボードショートカット

タスク キーボードショートカット

アンカー枠を縮小（枠をオブジェクトに合わせて縮
小し、挿入ポイントの位置に配置）

Esc m p

アンカー枠のラップを解除（枠を拡大） Esc m e

選択中のリファレンス枠の名前を変更 ステータスバーの枠名をクリック

タスク キーボードショートカット

カット Esc e x、Shift+Delete、Ctrl+x

コピー Esc e c

ペースト Esc e p

取り消し /やり直し Esc e u、Ctrl+ Shift+z、Ctrl+z

テキストをクイックコピー コピーしたテキストを配置する位置をクリックし
て、Alt+テキストをドラッグ
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文字の入れ替え 文字の間をクリックしてCtrl+F9キー

単語を小文字に Alt+Ctrl+l（小文字のL）

単語を大文字に Alt+Ctrl+u

最初の1文字を大文字に Alt+Ctrl+c

単語を選択 単語をダブルクリック

単語と次の単語を選択 単語をダブルクリックしてドラッグ、単語をダブル
クリックしてShift+クリック

現在の文と次の文を選択 Esc h s、Ctrl+Shift+End

欧文テキストの現在の文と前の文（日本語では句読
点などで区切られた部分）を選択

Esc Shift+h Shift+s、Ctrl+Shift+Home

段落を選択 段落をトリプルクリック

段落と次の段落を選択 段落をトリプルクリックしてドラッグ、トリプルク
リックしてShift+クリック

前の文字を削除 Backspace

前の単語の語頭まで削除 Esc k b

欧文テキストの前の文の文末まで（日本語では句読
点などで区切られた部分まで）削除

Esc k a

次の文字を削除 削除

単語の語尾まで削除 Esc k f、Ctrl+Delete

行末まで削除 Ctrl+Shift+Delete

欧文テキストの次の文の文頭まで（日本語では句読
点などで区切られた部分まで）削除

Esc k s

タスク キーボードショートカット
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エレメントメニュー

特殊文字の入力

タスク キーボードショートカット

結合 Esc Shift+e m

分割 Esc Shift+e s

ラップ解除 Esc Shift+e u

属性の編集 Esc Shift Shift+e Shift+a

名前空間を選択 Esc Shift+e Shift+n

エレメントカタログを選択 Esc Shift+e Shift+c

「使用可能なエレメントを設定」を選択 Esc Shift+e Shift+o Shift+c

新規エレメントオプションを選択 Esc Shift+e Shift+o Shift+i

検証 Esc Shift+e v

文字 キーボードショートカット

（ビュレット） Ctrl+q %

†（ダガー） Ctrl+q スペースバー

‡（ダブルダガー） Ctrl+q `

™（商標） Ctrl+q *

©（著作権） Ctrl+ q )

®（登録商標） Ctrl+q (

¶（段落記号） Ctrl+q &

§（セクション記号） Ctrl+q $

...（省略記号） Ctrl+q Shift+i

（em ダッシュ） Ctrl+q Shift+q

（en ダッシュ） Ctrl+q Shift+p

‘ Ctrl+'
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" Esc "

（引用符の自動調節無効） Ctrl+q Shift+t

（引用符の自動調節無効） Ctrl+q Shift+u

（引用符の自動調節無効） Ctrl+q Shift+r、Alt+Ctrl+‘

（引用符の自動調節無効） Ctrl+q Shift+s、Alt+Ctrl+'

emスペース Escスペースバーm、Ctrl+Shift+スペースバー

挿入 キーボードショートカット

enスペース Escスペースバー n、Alt+Ctrl+スペースバー

ハードスペース Escスペースバー h、Ctrl+スペースバー

特殊スペース Escスペースバー 1（数字の1）

極細スペース Escスペースバー t

非分離ハイフン Escハイフンh

ハイフン禁止記号 Esc n s

任意ハイフン EscハイフンShift+d、Ctrl+ハイフン

強制改行 Shift+Return

アクセント Escの後に使用するキー その後に入力する文字 例

´（アキュート） '（アポストロフィ） a、A、e、E、i、I、o、O、u、U É、é

`（グラーブ） `（左引用符） a、A、e、E、i、I、o、O、u、U È、è

˜（ティルド） ~（ティルド） a、A、n、N、o、O Ñ、ñ

¨（ダイアラシス） %（パーセント） a、A、e、E、i、I、o、O、u、U、y、Y Ü、ü

ˆ（シルコンフレック
ス）

^（キャレット） a、A、e、E、i、I、o、O、u、U Ê、ê

°（リング） *（アスタリスク） a、A Å、å

¸（セディユ） ,（コンマ） c、C Ç、ç

文字 キーボードショートカット
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数式

数式ポップアップメニュー

記号ページ

ギリシャ文字

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

コマンド キーボードショートカット

新規数式（小） Esc m s

新規数式（中） Esc m m

新規数式（大） Esc m l（小文字のL）

数式枠を縮小 Esc m p

数式枠のラップ解除 Esc m e

数式サイズ Esc p e

数式フォント Esc m f

数式エレメントを挿入 Esc m i

カタログに定義を追加 Esc m c

定義を更新 Esc m Shift+u

エレメント キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス

Ctrl+Alt+a \alpha

Ctrl+Alt+b \beta

Ctrl+Alt+Shift+g \Gamma

Ctrl+Alt+g \gamma

Ctrl+Alt+Shift+d \Delta

Ctrl+Alt+d \delta
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Ctrl+Alt+e \epsilon

Ctrl+Alt+z \zeta

Ctrl+Alt+h \eta

Ctrl+Alt+Shift+q \Theta

Ctrl+Alt+q \theta

Ctrl+Alt+Shift+j \vartheta

Ctrl+Alt+i \iota

Ctrl+Alt+k \kappa

Ctrl+Alt+Shift+ｌ（小文字のL） \Lambda

Ctrl+Alt+l \lambda
（小文字のL）

Ctrl+Alt+m \mu

Ctrl+Alt+n \nu

Ctrl+Alt+Shift+x \Xi

Ctrl+Alt+x \\x

Ctrl+Alt+Shift+p \Pi

Ctrl+Alt+p \pi

Ctrl+Alt+r \rho

Ctrl+Alt+Shift+s \Sigma

Ctrl+Alt+s \sigma

Ctrl+Alt+Shift+e \varsigma

Ctrl+Alt+t \tau

Ctrl+Alt+Shift+u \Upsilon

Ctrl+Alt+u \upsilon

Ctrl+Alt+Shift+f \Phi

エレメント キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス
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その他の特殊記号

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

Ctrl+Alt+f \phi

Ctrl+Alt+j \varphi

Ctrl+Alt+c \chi

Ctrl+Alt+Shift+y \Psi

Ctrl+Alt+y \psi

Ctrl+Alt+Shift+o \Omega

Ctrl+Alt+o \omega

Ctrl+Alt+Shift+i \varpi

Ctrl+Alt+7 \cpartial

エレメント キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス

エレメント キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス

Ctrl+Alt+1 \infty

Ctrl+Alt+2 \bot

... Ctrl+g .（ピリオド） \ldots

Ctrl+Alt+3 \aleph

Ctrl+Alt+4 \Im

Ctrl+m $ \Re

Ctrl+Alt+5 \wp

Ctrl+Alt+0 \emptyset

Ctrl+Alt+6 \nabla

° Ctrl+m ) \degree

‘ Ctrl+Alt+` \prime

“ Ctrl+m " \pprime
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記号列

分音符号

演算子ページ

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

コマンド キーボードショートカット

数式を開始 ' または "

数式を終了 改行

エレメント キーボードショートカット

`（グラーブ）

~（ティルド）

Ctrl+g -（ハイフン）

Ctrl+Alt+Shift+v

Ctrl+g ^

.（ピリオド）

Ctrl+g ~（ティルド）

Ctrl+g _（下線）

Ctrl+g 右向き矢印

Ctrl+g @

エレメントまたはコマンド キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス

+ +（プラス） \plus

_ -（マイナス）（オペランドの後）

?x? Ctrl+m *（アスタリスク） \cross

Ctrl+m .（ピリオド） \cdot

Ctrl+8 \bullet
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書式を切り替え Ctrl+Shift+t、Esc m T

Ctrl+Alt+/ \fract

Ctrl+m / \div

/
\over

?=? = \equal

Ctrl+g = \uequal

Ctrl+j \jotdot

?,? ,（コンマ） \comma

<バックスラッシュシーケ
ンスを使用>

\otimes

<バックスラッシュシーケ
ンスを使用>

\oplus

<バックスラッシュシーケ
ンスを使用>

\wedge

<バックスラッシュシーケ
ンスを使用>

\vee

Ctrl+m i \cap

Ctrl+m u \cup

Ctrl+m ,（コンマ） \ucomma

; \semicolon

Ctrl+m n \neg

- Ctrl+ハイフン \minus

Ctrl+m 1 \mp

Ctrl+q 1 \pm

<バックスラッシュシーケ
ンスを使用>

\grad

Ctrl+q Shift+q（オペランドを追加）

エレメントまたはコマンド キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス
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Ctrl+m Ctrl+d \change

Ctrl+m x \box

Ctrl+m o \boxdot

Ctrl+m 2 \box2

Ctrl+m a \forall

Ctrl+m e \exist

Ctrl+m t \therefore

Ctrl+a、Esc m v l \atop
（小文字のL）

Ctrl+m ;（セミコロン） \list
Esc m h l（小文字のL）

*（アスタリスク） \times

Ctrl+g |（縦線） \abs

Esc m ^

Esc m Ctrl+Shift-（ハイフン）

Ctrl+m Ctrl+^

Ctrl+m Ctrl+Shift -（ハイフン）

Ctrl+r \sqrt

Ctrl+r（オペランドを追加）

Ctrl+Shift+e \sn

^ \power

Ctrl+m d \dagger

! \fact

Ctrl+m s \ast

Ctrl+q Shift+p \angle

エレメントまたはコマンド キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス
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ラージページ

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

これらのショートカットキーを使用して、オペランドが1つのみのラージページに各エレ
メントを入力し、必要に応じてオペランドを追加、および書式を切り替えを使用します。

区切り文字ページ

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

エレメントまたはコマンド キーボードショートカット バックスラッシュシーケンス

Ctrl+Shift+s \sum

Ctrl+Shift+p \prod

Ctrl+i \int

NA \oint

Ctrl+m Shift+i \bigcap

Ctrl+m Shift+u \bigcup

オペランドを追加 Ctrl+Shift+n、Esc m n

書式を切り替え Ctrl+Shift+、Esc m Shift+t

エレメントまたはコマンド ショートカット バックスラッシュシーケンス

( ? ) ( \id

[ ? ] [（左角かっこ）

? } {（左中かっこ）

? | |（縦棒） \substitution

< ? > Ctrl+m < \dangle

|?| Ctrl+g |（縦線） \abs

( ? Ctrl+m ( \lparen

[ ? Ctrl+m [（左角かっこ）
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{ ? Ctrl+m {（左中かっこ）

? | |（縦線）（オペランドを追加）

|? > Ctrl+m k \ket

||?|| Ctrl+m Ctrl+|（縦線） \norm

? ) ) \rparen

? ] ]（右角かっこ）

? } }（右中かっこ）

? | |（縦線）（オペランドを 2 つ）

< ? | Ctrl+m b \bra

Ctrl+q i \ceil

( ?, ? ) Ctrl+m Shift+n \inprod

[ ?, ? ] Ctrl+m Shift+c \cmut

{ ?, ? } Ctrl+m Shift+a \acmut

_（下線） \overline

< ? | ?> Ctrl+m Shift+b \bket

Ctrl+q k \floor

Ctrl+m h \choice

Ctrl+m Shift+d \downbrace

Ctrl+m Shift+p \upbrace

書式を切り替え Ctrl+Shift+t、Esc m T

かっこを削除 Esc m r p

エレメントまたはコマンド ショートカット バックスラッシュシーケンス
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関係演算ページ

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

エレメント ショートカット バックスラッシュシーケンス

? < ? < \lessthan

? > ? > \greaterthan

? = ? = \equal

? ~ ? Ctrl+m ~（ティルド） \sim

Ctrl+q Shift+l（小文字のL） \subset

Ctrl+q Shift+i \supset

Ctrl+q ,（コンマ） \leftarrow

Ctrl+q .（ピリオド） \rightarrow

Ctrl+q +（プラス） \lrarrow

Ctrl+m r \perp

Ctrl+g < \leq

Ctrl+g > \geq

Ctrl+q :（コロン） \equiv

Ctrl+q ;（セミコロン） \approx

Ctrl+q Shift+j \subseteq

Ctrl+q Shift+m \supseteq

Ctrl+q \ \Leftarrow

Ctrl+q ^ \Rightarrow

Ctrl+q [（左角かっこ） \LRarrow

Ctrl+m p \parallel

Ctrl+q l（小文字のL） \ll

Ctrl+q g \gg

Ctrl+q = \notequal

@ \cong
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微積分ページ

右の列のバックスラッシュシーケンスを終了するには、Returnキーを押します。

これらのショートカットキーを使用して、オペランドが1つのみのラージページに各エレ
メントを入力し、必要に応じてオペランドを追加、および書式を切り替えを使用します。

Ctrl+q Shift+n \in

Ctrl+' \ni

Ctrl+q Shift+o

= ? Ctrl+g = \uequal

Ctrl+q Shift+k \notsubset

Ctrl+q 5 \propto

エレメント ショートカット バックスラッシュシーケンス

エレメントまたはコマンド ショートカット バックスラッシュシーケンス

Ctrl+i \int

Ctrl+Shift+i \oint

オペランドを追加 Ctrl+Shift+n、Esc m n

書式を切り替え Ctrl+Shift+t、Esc m T

Ctrl+g t \optotal

Ctrl+g Shift+t

Ctrl+g p \oppartial

Ctrl+g Shift+p

Ctrl+g t
（オペランドを追加）

Ctrl+g Shift+t
（オペランドを追加）
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行列ページ

任意のサイズの行列を挿入するには、最初に1×1行列を挿入してから、行と列を1つずつ
追加します。

行列コマンドポップアップメニュー

Ctrl+g p
（オペランドを追加）

Ctrl+g Shift+p
（オペランドを追加）

Ctrl+Alt+d \var

Ctrl+q Shift+q \grad

Ctrl+d \diff

Ctrl+m c \curl

Ctrl+Shift+d \partial

Ctrl+m v \diver

Ctrl+Shift+l（小文字のL） \lim

Ctrl+m l（小文字のL） \lap

エレメントまたはコマンド ショートカット バックスラッシュシーケンス

コマンド ショートカット

角かっこを追加 /削除 Ctrl+Shift+t

コマンド ショートカット

1 x 1 の行列を作成 Esc x m

行を追加 Esc x r

列を追加 Esc x c、Ctrl+Shift+c

行列の転置 Esc x t

行列代数 Esc x a
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行列の高さポップアップメニュー

行列の幅ポップアップメニュー

関数ページ

キーボードを使用して各関数（一般関数と制限を除く）を挿入するには、次のショート
カットキーを使用します。

加算ポップアップメニュー

乗算ポップアップメニュー

コマンド ショートカット

均等 /比例を切り替え Esc m t r

コマンド ショートカット

均等 /比例を切り替え Esc m t c

エレメント ショートカット バックスラッシュシーケンス

? ( ? ) Ctrl+f \function

Ctrl+Shift+l（小文字のL） \lim

コマンド ショートカット

分数の加算 Esc m a a

降べき順 Esc m a o

昇べき順 Esc m a Shift+o

コマンド キーボードショートカット

因数分解 Esc m u f

部分的因数分解 Esc m u Shift+f

項の展開 Esc m u m

項の一次展開 Esc m u Shift+m
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除算ポップアップメニュー

演算ポップアップメニュー

ルールポップアップメニュー

分配 Esc m u d

均等に分布 Esc m u Shift+d

コマンド キーボードショートカット

コマンド キーボードショートカット

長除算 Esc m d l（小文字のL）

指数変換 Esc m d d

一次指数変換 Esc m d Shift+d

分数変換 Esc m d n

一次分数変換 Esc m d Shift+n

コマンド キーボードショートカット

浮動小数点変換 Esc m v n

全桁表示 Esc m v .（ピリオド）

演算 Esc m v e

代入 Esc m v s

積分 Esc m v i

微分 Esc m v d

一次微分 Esc m v Shift+d

コマンド キーボードショートカット

ルールを登録 Esc m r e

ルールを適用 Esc m r a

ダミー変数の指定 Esc m r d
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その他の訂正ポップアップメニュー

ページの配置

微調整

次に示すポイント数は、100％表示に基づいています。

コマンド キーボードショートカット

簡略化 Esc m o s

その他の簡略化 Esc m o Shift+s

項の分離 Esc m o i

初項を展開 Esc m o e

すべての項を展開 Esc m o Shift+e

タスク キーボードショートカット

上へ1 pt移動 Alt+上向き矢印

下へ1 pt移動 Alt+下向き矢印

左へ1 pt移動 Alt+左向き矢印

右へ1 pt移動 Alt+右向き矢印

上へ6 pt移動 Alt+Shift+上向き矢印

下へ6 pt移動 Alt+Shift+下向き矢印

左へ6 pt移動 Alt+Shift+左向き矢印

右へ6 pt移動 Alt+Shift+右向き矢印

微調整を削除 Alt+Home
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左 /右（整列）ポップアップメニュー

上 /下（整列）ポップアップメニュー

改行ポップアップメニュー

コマンド キーボードショートカット

左 Esc m a l（小文字のL）

中央 Esc m a c

右 Esc m a r

等号の左 Esc m a +（プラス）

等号の右 Esc m a =

手動改行を設定 Esc m a s

手動改行を解除 Esc m a d

整列を解除 Esc m a Shift+r

コマンド キーボードショートカット

上 Esc m a t

ベースライン Esc m a Shift+b

下 Esc m a b

コマンド キーボードショートカット

手動改行を設定 Esc m b s

手動改行を解除 Esc m b c
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数式内のナビゲート

挿入ポイントの移動

選択範囲の変更

数値を維持して数式エレメントを移動

移動 キーボードショートカット

左 左向き矢印

右 右向き矢印

分数の横から分子へ移動 下向き矢印

タスク キーボードショートカット

次のプロンプトを選択 タブ

選択範囲を拡大 スペース

左のエレメントを選択 左向き矢印

右のエレメントを選択 右向き矢印

移動 キーボードショートカット

左 Shift+左向き矢印

右 Shift+右向き矢印

上 Shift+上向き矢印

下 Shift+下向き矢印

左側 Ctrl+Alt+左向き矢印

右側 Ctrl+Alt+右向き矢印

式内の左 Ctrl+Shift+左向き矢印

式内の右 Ctrl+Shift+右向き矢印
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数値を維持せずに数式エレメントを移動

属性によるフィルターの適用

検索と置換

スワップ キーボードショートカット

左のエレメント Ctrl+m Ctrl+左向き矢印

右のエレメント Ctrl+m Ctrl+右向き矢印

タスク キーボードショートカット

属性式を管理ダイアログボックスを開く Esc a c

タスク キーボードショートカット

検索 Esc f i n、Esc e Shift+f、Ctrl+Shift+f、Alt+Ctrl+s

逆方向へ検索 Esc f i p、Alt+Ctrl+f、Alt+Ctrl+r

現在の選択範囲の置換 Esc r o

文章中の検索テキストをすべて置換 Esc r g

置換して検索 Esc r a

文字書式の検索と置換の設定を「そのまま」に変更 Shift+F8

文字書式の検索と置換の設定を選択中のテキスト
に合わせて変更

Shift+F9

検索・置換の設定ダイアログボックスの表示 Esc f i s

検索 キーボードショートカット

タブ記号 \t

強制改行 \r

段落末記号 \p

段落の先頭 \P
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ハードスペース \（スペース）

極細スペース \i、\st

検索 キーボードショートカット

enスペース \N、\sn

emスペース \M、\sm

特殊スペース \#、\s#

フローの最後記号 \f

`（グラーブ） \{

\（バックスラッシュ） \\

任意ハイフン \-（ハイフン）

非分離ハイフン \+

ハイフン禁止記号 \_（アンダースコア）

語頭 \<

語尾 \>

「ワイルドカードを使用」の選択中

任意の数の文字 *

スペース /句読点 |（縦棒）

1文字 ?

行頭 ^

行末 $

かっこ内の文字 abのいずれか [ab]

ab以外の文字 [^ab]

aから fまでの文字 [a-f]

タスク キーボードショートカット
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ファンクションキー

階層構造エレメントの挿入

キー 関数 Ctrl Shift Alt

F1 ヘルプ 上揃え

F2 標準テキスト 中央揃え

F3 下線 下揃え 上線

F4 太字 重ねて表示 終了

F5 斜体 並べて表示

F6

F7 ドキュメントウィンドウにポインター
を置く

F8 文字書式を入力して選択 ダイアログボックスの設定を「そのま
ま」に変更

F9 段落書式を入力して選択 文字の入れ替え ダイアログボックスの設定を現在のテ
キストに合わせて変更

F10 状況依存メニューの表示

キー \キーアクション ナビゲーションおよびアクションの種類

エレメント内にカーソルを配置し、
「入力」を押します

クイックカタログを表示します

右向き矢印 選択したエレメント内で利用可能なエレメントが表示されます

左矢印 1レベルのエレメントの階層を非表示にします

タブ 下にスクロール

shift+tab 上方向にスクロール

英字 \英字の組み合わせ 1英字または複数英字の組み合わせを入力してエレメントを選
択します。例えば、Bを押してBodyを選択し、TとOを押して
Topicに移動します。
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マーカーと変数

マーカーの挿入

変数の挿入

メニューコマンド

状況依存メニュー

ファイルメニュー（ドキュメントウィンドウ）

タスク キーボードショートカット

マーカーを挿入 Esc m k

ハイパーテキストマーカーを挿入 Esc m h

マーカーの種類を指定するダイアログボックスを
開く

Esc e m t

タスク キーボードショートカット

名前の最初の文字を入力し、Returnキーを押して
変数を挿入

Esc q v、Ctrl+0（数字の0）

タスク 動作

現在の選択範囲やコンテキストに適用するコマン
ドのポップアップメニューを表示

文書の余白またはブックウィンドウのオブジェク
ト上で右マウスボタンをクリック

タスク キーボードショートカット

新規／文書 Esc f n、Ctrl+n

新規／ブック Esc f Shift+n

開く Esc f o、Ctrl+o
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閉じる Esc f c、Esc f q、Ctrl+w、Ctrl+F4、Ctrl+Shift+w

すべてを閉じる Esc f Shift+c、Esc f Shift+q

保存 Esc f s、Ctrl+s

すべてを保存 Esc f Shift+s

別名で保存 Esc f a

PDF 形式で保存 Esc f w p

XML 形式で保存 Esc f w x

前回保存した文書（ブック）に復帰 Esc f r

取り込み／ファイル Esc f i f

取り込み／書式 Esc f i o

取り込み／オブジェクト Esc f i b

取り込み／エレメント定義 Esc f i e

プリント Esc f p、Ctrl+p

プリント設定 Ctrl+Shift+p

送信 Esc m f

開いているファイルをすべて送信 Esc f Shift+m

ユーティリティ／文書を比較 Esc f t c

ユーティリティ／文書レポート Esc f t r

ユーティリティ／HTML 設定 Esc f t h

ユーティリティ／書式の適用と作成 Esc f t f

ユーティリティ／ 16 進数入力 Win h

ユーティリティ／文字パレット Win i

環境設定 Esc f Shift+p

終了 Alt+F4

タスク キーボードショートカット
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ファイルメニュー（ブックウィンドウ）

タスク キーボードショートカット

新規文書 Esc f n、Ctrl+n

新規ブック Esc f Shift+n

開く Esc f o、Ctrl+o

ブック内の全ファイルを開く Esc f Shift+o

ブックを閉じる Esc f c、Ctrl+w

ブック内の全ファイルを閉じる Esc f Shift+c

ブックの保存 Esc f s、Ctrl+s

開いている全ファイルを保存 Esc f Shift+s

ブックを別名で保存 Esc f a

前回保存したブックに復帰 Esc f r

取り込み／書式 Esc f i o

取り込み／エレメント定義 Esc f i e

選択ファイルをプリント Esc f Shift+f

ブックのプリント Esc f p、Ctrl+p

プリント設定 Ctrl+Shift+p

ユーティリティ／ブック比較 Esc ｆ b

環境設定 Esc f Shift+p

終了 Alt+F4
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編集メニュー（ドキュメントウィンドウ）

タスク キーボードショートカット

取り消し / やり直し Esc e u、Ctrl+z、Ctrl+Shift+z

カット Esc e x、Ctrl+x、Shift+Delete

コピー Esc e c、Ctrl+c、Ctrl+Insert

ペースト Esc e p、Ctrl+v、Shift+Insert

特殊ペースト Ctrl+Shift+v

消去 Esc e b

特殊コピー／属性 Esc e y a

特殊コピー／段落書式 Esc e y p

特殊コピー／文字書式 Esc e y c

特殊コピー／コンディショナルテキスト設定 Esc e y d

特殊コピー／表の列幅 Esc e y w

フロー内のすべてを選択 Esc e a、Ctrl+a

検索・置換 Esc e f、Ctrl+f

次を検索 Esc f i n、Esc e Shift+f、Ctrl+Shift+f

スペルチェック Esc e s

類語辞典 Esc e t

テキストインセットの属性 Esc e i

参照を更新 Esc e Shift+u

履歴 Ctrl K, Esc eh

自動スペルチェックオン / オフ Esc a u s

繰り返し F6

リンク Esc e k

オブジェクト （ショートカットキーはありません）
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編集メニュー（ブックウィンドウ）

タスク キーボードショートカット

取り消し / やり直し Esc e u、Ctrl+z、Ctrl+Shift+z

履歴 Esc e h

カット Esc e x、Ctrl+x、Shift+Delete

コピー Esc e c

ペースト Esc e p

消去 Esc e b

特殊コピー／属性 Esc e y a

選択／すべて Esc e a

選択／生成された ファイル Esc e Shift+a Shift+g

選択／生成ファイル以外 Esc e Shift+a Shift+n

選択／FrameMaker ファイル Esc e Shift+a Shift+f

選択／除外されたコンポーネント Esc e Shift+a Shift+e

選択／除外されなかったコンポーネント Esc e Shift+n Shift+e

選択／章コンポーネント Esc c l

選択／節コンポーネント Esc s l

選択／サブセクションコンポーネント Esc s s l

検索・置換 Esc e f、Ctrl+f

次を検索 Esc f i n、Esc e Shift+f、Ctrl+Shift+f

スペルチェック Esc e s

生成ファイルを設定 Esc f d

名前を変更 Esc f e、F2

削除 Esc f x

参照を自動更新しない Esc e Shift+s

ブック更新 Esc e Shift+u、Esc f g
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追加メニュー（ブックウィンドウ）

エレメントメニュー

メニューコマンド キーボードショートカット

ファイル Esc f f

目次 Esc t o c

リスト／図 Esc l（小文字のL）o f

リスト／表 Esc l（小文字のL）o t

リスト／エレメントと段落 Esc l（小文字のL）o p

リスト／エレメントと段落（アルファベット順） Esc l（小文字のL）o Shift+p

リスト／マーカー Esc l（小文字のL）o m

リスト／マーカー（アルファベット順） Esc l（小文字のL）o Shift+m

リスト／参照 Esc l（小文字のL）o r

標準の索引（著者） Esc i x

索引／著者 Esc i o a

索引／タイトル Esc i o s

索引／マーカー Esc i o m

索引／アイテム設定 Esc i o r

タスク キーボードショートカット

結合 Esc Shift+e m

分割 Esc Shift+e s

ラップ解除 Esc Shift+e u

属性の編集 Esc Shift+e Shift+a

ネームスペース Esc Shift+e Shift+n

エレメントカタログ Esc Shift+e Shift+c

使用可能なエレメントを設定 Esc Shift+e Shift+o Shift+c



15

 1097

書式メニュー

新規エレメントオプション Esc Shift+e Shift+o Shift+i

検証 Esc Shift+e v

設定ファイルの設定ダイアログを起動します Esc Shift+c f m

タスク キーボードショートカット

メニューコマンド キーボードショートカット

フォント （ショートカットキーはありません）

サイズ （ショートカットキーはありません）

スタイル／標準 Esc c p、F2

スタイル／太字 Esc c b、F4、Ctrl+b、Ctrl+Shift+b

スタイル／斜体 Esc c i、F5、Ctrl+i

スタイル／下線 Esc c u、Ctrl+u、Ctrl+Shift+u

スタイル／二重下線 Esc c d

スタイル／上線 Esc c o

スタイル／取り消し線 Esc c s、Ctrl+/

スタイル／改訂バー Esc c h、Ctrl+Shift+h

スタイル／上付き文字 Esc c ++（プラス）

スタイル／下付き文字 Esc c +-（マイナス）

スタイル／スモールキャップ Esc c m、Ctrl+e

文字／書式 Esc o c d、Ctrl+d

文字／カタログ Esc o c c

文字／デフォルト段落フォント Esc o c p

段落／書式 Esc o p d、Ctrl+m、Ctrl+Shift+m

段落／カタログ Esc o p c

ページレイアウト／コラムのレイアウト Esc o c l（小文字のL）

ページレイアウト／行のレイアウト Esc o l l（小文字のL）
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ページレイアウト／用紙サイズ Esc o p s

ページレイアウト／ページ設定 Esc o p i

ページレイアウト／マスターページ設定 Esc o m u

ページレイアウト／新規マスターページ Esc o m p

ページレイアウト／コラムレイアウトを更新 Esc o u p

レイアウトをカスタマイズ／テキスト枠をカスタ
マイズ

Esc o c f

レイアウトをカスタマイズ／テキスト枠を連結 Esc Shift+c Shift+c

レイアウトをカスタマイズ／前のコラムから切断 Esc Shift+c Shift+p

レイアウトをカスタマイズ／次のコラムから切断 Esc Shift+c Shift+n

レイアウトをカスタマイズ／前後のコラムから切断 Esc Shift+c Shift+b

レイアウトをカスタマイズ／テキスト枠を分割 Esc Shift+c Shift+s

レイアウトをカスタマイズ／ページ回転（時計回り） Esc p Shift+o

レイアウトをカスタマイズ／ページ回転
（反時計回り）

Esc p o

レイアウトをカスタマイズ／ページ回転を解除 Esc p Shift+u

文書／合成フォント Esc o c o

文書／番号属性 Esc o d n、Esc e n

文書／改訂バー Esc o b

文書／脚注属性 Esc o f

文書／テキストオプション Esc o t o

文書／PDF 設定 Esc o d a

文書／ルビ設定 Esc o r

ヘッダー /フッター／ページ番号 Esc o h p

ヘッダー /フッター／ページ数 Esc o h c

ヘッダー /フッター／日付 Esc o h d

ヘッダー /フッター／その他 Esc o h o

メニューコマンド キーボードショートカット
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表示メニュー（ドキュメントウィンドウ）

メニューコマンド キーボードショートカット

クイックアクセスバー Esc v q

段落書式バー Esc V p a

テキスト書式バー Esc V t e

表書式バー Esc V t a

オブジェクトの整列 Esc V o a

オブジェクトプロパティバー Esc V o p

テキスト編集のトラックバー Esc Shift+v e

境界線 Esc v b

制御記号 Esc v t

定規 Esc v r

グリッド Esc v g

エレメント境界 Esc v Shift+e

エレメント境界（タグ） Esc v Shift+t

オプション Esc v o

属性表示オプション Esc v Shift+a

表示ページ Esc v p、Ctrl+g、Ctrl+Shift+g

ボディページ Esc v Shift+b

マスターページ Esc v Shift+m

リファレンスページ Esc v Shift+r

カラー／表示 Esc v c v

カラー／定義 Esc v c d

メニュー／ショート Esc v m q

メニュー／ロング Esc v m c

メニュー／変更 Esc v m m
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表示メニュー（ブックウィンドウ）

メニューコマンド キーボードショートカット

クイックアクセスバー Esc v q

テキストの書式設定 Esc V t e

表の書式設定 Esc V t a

段落書式 Esc V p a

オブジェクトの整列 Esc V o a

オブジェクトプロパティ Esc V o p

テキスト編集のトラック Esc Shift+v e

境界線 Esc Shift+v b s

境界線を隠す Esc Shift+v b h

制御記号を表示 Esc Shift+v t s

制御記号を隠す Esc Shift+v t h

ルーラーを表示 Esc Shift+v r s

ルーラーを隠す Esc Shift+v r h

グリッドを表示 Esc Shift+v g s

グリッドを隠す Esc Shift+v g h

グラフィックを表示 Esc Shift+v v s

グラフィックを隠す Esc Shift+v v h

属性によるフィルターの適用 Esc a c

エレメント境界を表示 Esc Shift+v Shift+e s

エレメント境界を隠す Esc Shift+v Shift+e h

エレメント境界（タグ）を表示 Esc Shift+v Shift+t s

オプション Esc v o

属性表示オプション Esc v Shift+a

ズームイン Esc z i
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スペシャルメニュー

ズームアウト Esc z o

100％表示 Esc z z

ズーム／ページをウィンドウに合わせる Esc z p

ズーム／ウィンドウをページに合わせる Esc z w

ズーム／ウィンドウをテキスト枠に合わせる Esc z f

カラー／表示 Esc v c v

カラー／定義 Esc v c d

メニュー／ショート Esc v m q

メニュー／ロング Esc v m c

メニュー／変更 Esc v m m

メニューコマンド キーボードショートカット

メニューコマンド キーボードショートカット

改ページ Esc s p b

アンカー枠 Esc s a

脚注 Esc s f

相互参照 Esc s c

変数 Esc s v

ハイパーテキスト Esc s h

マーカー Esc s m

数式 Esc s e

属性によるフィルターの適用 Esc a c

コンディショナルテキスト Esc s Shift+c

コンディショナルテキストを管理 Esc m Shift+c
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コンディショナルテキストを適用 Esc s Shift+c

コンディショナルテキストを表示 /隠す Esc v Shift+c

コンディショナルタグの書式を表示 Esc Shift+v Shift+o s

コンディショナルタグの書式を隠す Esc Shift+v Shift+o h

コンディショナル表示書式のオン/オフの切り替え Esc v Shift+o

コンディショナルテキストタグを 1 つ表示 Esc q Shift+s

同じコンディショナルタグを選択 Esc h Shift+c

カーソル位置のテキストに適用されるコンディ
ションを表示

Esc q Shift+c

コンディショナルテキストにフォーカス Esc Shift+f i o

コンディショナルテキストダイアログボックスを
閉じる

Esc Shift+c o

テキスト編集のトラック機能のオン / オフ Esc s t o

次を表示 Esc s t n

前を表示 Esc s t p

編集を適用 Esc s t a

編集を拒否 Esc s t r

すべて適用 Esc s t Shift+a

すべて拒否 Esc s t Shift+r

最終版をプレビュー Esc s t Shift+f

オリジナルをプレビュー Esc s t Shift+o

プレビューをオフ Esc s p o

ルビテキスト Esc s r

目次 Esc t o c

リスト／図 Esc l o f

リスト／表 Esc l o t

メニューコマンド キーボードショートカット
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グラフィックメニュー

リスト／エレメントと段落 Esc l o p

リスト／エレメントと段落（アルファベット順） Esc l o Shift+p

リスト／マーカー（アルファベット順） Esc l o m

リスト／マーカー Esc l o Shift+m

リスト／参照 Esc l o r

索引（標準） Esc i x

索引／著者 Esc i o a

索引／タイトル Esc i o s

索引／マーカー Esc i o m

索引／アイテム設定 Esc i o r

独立ページを追加 Esc s p a

ページを削除 Esc s p d

フローから構造を削除 Esc s s f

メニューコマンド キーボードショートカット

メニューコマンド キーボードショートカット

ツール Esc g Shift+t、Esc 1（数字の1）w

グループ Esc g g

グループ解除 Esc g u

前面へ出す Esc g f

背面へ送る Esc g b

整列 Esc g a

分配 Esc g d

変形 Esc g r
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スムーズ Esc g s

スムーズ解除 Esc g m

上下反転 Esc g v

左右反転 Esc g h

回転 Esc g t

拡大・縮小 Esc g z

多角形設定 Esc g n

連結 Esc g j

オブジェクトプロパティ Esc g o

属性を選択 Esc g Shift+o

テキスト回り込み属性 Esc g Shift+r

グラビティ Esc g y

スナップ Esc g p

3D メニュー背景色オプション Alt+g+3+b

3D メニュー照明オプション Alt+g+3+l（小文字のL）

ファイルからの光 Alt+g+3+l+（小文字のL）+l（小文字のL）

光なし Alt+g+3+l（小文字のL）+n

白色光 Alt+g+3+l（小文字のL）+w

昼光 Alt+g+3+l（小文字のL）+d

明るい光 Alt+g+3+l（小文字のL）+b

原色の光 Alt+g+3+l（小文字のL）+p

夜間照明 Alt+g+3+l（小文字のL）+i

青い光 Alt+g+3+l（小文字のL）+u

赤い光 Alt+g+3+l（小文字のL）+r

キューブの光 Alt+g+3+l（小文字のL）+c

メニューコマンド キーボードショートカット
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CAD に最適化された光 Alt+g+3+l（小文字のL）+o

ヘッドランプ Alt+g+3+l（小文字のL）+h

既存のビューを表示 Alt+g+3+s

レンダリングモード Alt+g+3+r

境界線ボックス Alt+g+3+r+b

透明な境界線ボックス Alt+g+3+r+t

透明な境界線ボックスのアウトライン Alt+g+3+r+o

頂点 Alt+g+3+r+v

塗りつぶされた頂点 Alt+g+3+r+s

ワイヤフレーム Alt+g+3+r+w

塗りつぶされたワイヤフレーム Alt+g+3+r+h

実線 Alt+g+3+r+l（小文字のL）

透明 Alt+g+3+r+r

実線ワイヤフレーム Alt+g+3+r+i

透明なワイヤフレーム Alt+g+3+r+a

イラストレーション Alt+g+3+r+u

実線アウトライン Alt+g+3+r+d

塗りつぶされたイラストレーション Alt+g+3+r+e

非表示のワイヤフレーム Alt+g+3+r+n

メニューコマンド キーボードショートカット
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表メニュー

構造ツールメニュー

タスク キーボードショートカット

表を挿入 Esc t i

表書式ウィンドウ Esc t d、Ctrl+t、Ctrl+Shift+t

行書式 Esc t r

罫線・塗り Esc t x

行 /列を追加 Esc t a

列のサイズを変更 Esc t z

セル連結／セル連結を解除 Esc t l（小文字のL）

表に変換 /段落に変換 Esc t v

ソート Esc t s

メニューコマンド キーボードショートカット

構造ツール／構造化アプリケーションを設定 Esc f+Shift+a、Alt+r+u

構造ツール／ユーティリティ Alt+r+l

構造ツール／ユーティリティ／構造化文書を変換 Esc f+t+s、Alt+r+l+c

構造ツール／ユーティリティ／文書を構造化した
形式に変換

Esc f+t+d、Alt+r+l+d

構造ツール／ユーティリティ／現在の文書を構造化 Esc f+t+Shift+c、Alt+r+l+s

構造ツール／ユーティリティ／文書を構造化 Esc f+t+Shift+d、Alt+r+l+t

構造ツール／新規 EDD Esc f Shift+d Shift+n

構造ツール／エレメントカタログを EDD として
書き出す

Esc f Shift+d Shift+x

構造ツール／CSS スタイルを読み込み Esc f Shift+d Shift+j

構造ツール／エレメントコンテキストを表示 Esc f Shift+d Shift+e
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DITA メニュー

構造ツール／DTD を開く Esc f Shift+d Shift+o

構造ツール／DTD を取り込む Esc f Shift+d Shift+m

構造ツール／DTD として保存 Esc f Shift+d Shift+s

構造ツール／スキーマを開く Esc f Shift+d Shift+y

構造ツール／スキーマを取り込み Esc f Shift+d Shift+z

構造ツール／アプリケーション定義を編集 Esc f Shift+d Shift+a

構造ツール／アプリケーション定義を読み込み Esc f Shift+d Shift+r

構造ツール／新規読み書きルール Esc f Shift+d Shift+w

構造ツール／読み書きルールをチェック Esc f Shift+d Shift+c

構造ツール／構造化文書を解析 Esc f Shift+d Shift+p

構造ツール／変換表を生成 Esc f Shift+d Shift+g

構造ツール／CSS2 を生成 Esc f Shift+d Shift+h

メニューコマンド キーボードショートカット

メニューコマンド キーボードショートカット

DITA／新規 DITA ファイル／新規<マップ i>
マップ<i>は、class 属性が map/map で始まるエ
レメントを参照し、1 から i までの値をとることが
できます。

Esc Shift+n Shift+m i

DITA／新規 DITA ファイル／新規<トピック i>
DITA／新規 DITA ファイル／新規<概念 i>
DITA／新規 DITA ファイル／新規<タスク i>
DITA／新規 DITA ファイル／新規<参照 i>
トピック<i>は、class 属性が topic/topic で始まる
エレメントを参照し、1 から i までの値をとること
ができます。

Esc Shift+n Shift+t 1
Esc Shift+n Shift+t 2
Esc Shift+n Shift+t i

DITA／新規 DITA ファイル／メニューを再表示 Esc Shift+r Shift+m

DITA／Conref を挿入 Esc Shift+i Shift+c
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ウィンドウメニュー

画面モード

DITA／エレメントに ID を割り当て Esc Shift+a Shift+i

DITA／参照を更新 Esc Shift+u Shift+r

DITA／すべてのTopicref を開く Esc Shift+o Shift+a

DITA／Topicref を挿入 Esc Shift+i Shift+t

DITA／DitaMap から FM 文書を生成 Esc Shift+g Shift+d

DITA／DITA オプション Esc Shift+d Shift+o

メニューコマンド キーボードショートカット

メニューコマンド キーボードショートカット

重ねて表示 Shift+F4

並べて表示 Shift+F5

統合 Shift+F6

再表示 Ctrl+l（小文字のL）

タスク キーボードショートカット

標準スクリーンモード Esc S M s

フルスクリーン（ユーザーインターフェイス付き） Esc S M u

フルスクリーンモード Esc S M f

スクリーンモードの切り替え Esc S M t
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選択

現在のページでオブジェクトを選択するときに次のショートカットキーを使用します。

表

表内での選択

タスク キーボードショートカット

テキスト行またはテキスト枠を選択 Ctrl+テキスト行またはテキスト枠をクリック

選択範囲を拡張または縮小 Shift+オブジェクトをクリック

選択範囲の境界を強制的に表示（すべてのオブ
ジェクトの外側からドラッグするときは使用でき
ません）

Ctrl+Shift+対角線方向にドラッグ

描画順序の最初のオブジェクトを選択 Esc o Shift+f

描画順序の次のオブジェクトを選択 Esc o n

描画順序の次のオブジェクトまで選択範囲を拡張 Esc o e

テキスト枠またはテキスト行の選択を解除して挿
入ポイントを配置

テキスト枠またはテキスト行をダブルクリック

選択 キーボードショートカット

セル Ctrl+セルをクリック

行 Ctrl+列の境界線（縦）をダブルクリック

列 Ctrl+行の境界線（横）をダブルクリック

現在のセルの上のセル内のテキスト Esc t m u a

現在のセルの下のセル内のテキスト Esc t m d a

現在のセル内のすべてのテキスト Esc t h a

現在のセルと次のセル Esc t h e

現在の行と次の行 Esc t h r
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表のナビゲート

各セルへの移動には、次のショートカットキーを使用します。

現在の列と次の列 Esc t h c

現在の列のボディセルと次のボディセル Esc t h b

現在の表 Esc t h t、Ctrl+セルをトリプルクリック

選択範囲を拡張または縮小 Ctrl+-（ハイフン）を押して、選択範囲に含める最後
のセルをクリック

選択 キーボードショートカット

移動先 キーボードショートカット

右のセル Esc t m r

左のセル Esc t m l（小文字のL）

下のセル Esc t m d

上のセル Esc t m u

現在の行の一番右のセル Esc t m e

現在の行の一番左のセル Esc t m a

現在の列の一番上のセル Esc t m t

現在の列の一番下のセル Esc t m b

左上の選択中のセル Esc t m s、Esc t h 0（数字の0）

左上のセル Esc t m Shift+t

セルの先頭 Ctrl+Page Up

セルの終わり Ctrl+Page Down

次のセルへ移動してセル内の全テキストを選択 Tab、Esc t m n

前のセルへ移動してセル内の全テキストを選択 Shift+Tab、Esc t m p

下のセルへ移動してセル内の全テキストを選択 Ctrl+Alt+Tab

上のセルへ移動してセル内の全テキストを選択 Ctrl+Alt+Shift+Tab

表のアンカーポイント Esc t Shift+i
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セル内のタブ文字

行と列の操作

FrameMaker では、任意の数の行と列を選択して追加または削除できます。

行と列の置換

クリップボードに行全体または列全体が含まれていない場合は、次のショートカットキー
で選択中のセルが必ず置換されます。

タスク キーボードショートカット

セル内にタブ文字を入力 Esc Tab

タスク キーボードショートカット

現在の行の上に行を追加 Esc t Shift+r a

現在の行の下に行を追加 Esc t Shift+r b、Ctrl+Return、Ctrl+j

選択範囲の左に列を追加 Esc t c l（小文字のL）

選択範囲の右に列を追加 Esc t c r

セルを表に残して、選択中の行または列の内容を
削除

Esc t c e

選択中の行または列を表から削除 Esc t c x

行と列をソート Esc t s

行または列全体のペースト先 キーボードショートカット

選択中の行または列と置換 Esc t p r

現在の選択範囲の前（一番上の行の上または一番
左の列の左）

Esc t p b

現在の選択範囲の後（一番下の行の下または一番
右の列の右）

Esc t p a
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セル内での縦の整列

セル内の最初の段落をクリックして、次のショートカットキーを使用します。

列幅

表書式ウィンドウ

表書式をクリックして次のショートカットキーを使用します。

整列 キーボードショートカット

上 Esc j t、Ctrl+F1

中央 Esc j m、Ctrl+F2

下 Esc j b、Ctrl+F3

サイズ変更 キーボードショートカット

列幅を変更して選択中のセルのテキストをラップ
解除

Esc t w

表の幅を変更せずに選択中の列幅を変更 Alt+選択したセルのハンドルをドラッグ

列幅をクリップボードにコピー Esc e y w

タスク キーボードショートカット

すべての設定を「そのまま」に変更 Shift+F8

すべての設定を選択中の表に合わせて変更 Shift+F9

前の属性ページを表示 Page Up

次の属性ページを表示 Page Down

現在の属性のみ適用 Ctrl+「適用」ボタンをクリック
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表書式

テキスト

挿入ポイントの移動

挿入ポイントの移動には次のショートカットキーを使用します。

タスク キーボードショートカット

現在の表書式をカタログおよび同じタグ名を持つ
すべての表に適用

Esc t u t

罫線スタイルを編集ダイアログボックスを表示 Esc t e

移動先 キーボードショートカット

次の文字 右向き矢印

前の文字 左向き矢印

語頭 Ctrl+左向き矢印

語尾 Ctrl+右向き矢印

次の単語の語頭 Esc b w

行頭 ホーム

行末 End

前の行 上向き矢印

次の行 下向き矢印

文頭 Ctrl+Home

文末 Ctrl+End

次の文の先頭 Esc b s

段落の先頭 Ctrl+上向き矢印

段落末 Ctrl+下向き矢印



1114

挿入ポイントの位置

次のショートカットキーを使用して、現在のページの回転していないテキスト枠内に挿入
ポイントを配置します。表示順は、FrameMakerでページ上にオブジェクトが表示され
る順序です。最初のオブジェクトは背面にあります。

テキストの選択

次のショートカットキーを使用するには、まずテキストをクリックします。既にショート
カットキーを使用してテキストを選択している場合は、FrameMakerによって選択範囲
が拡張されます。

次の段落の先頭 Esc b p

列の先頭 Ctrl+Page Up

列の終わり Ctrl+Page Down

フローの先頭 Alt+Shift+Page Up

フロー末 Alt+Shift+Page Down

表示されている最初のテキストフローの先頭 Ctrl+Shift+i

移動先 キーボードショートカット

挿入ポイントを挿入する位置 キーボードショートカット

最初のテキスト枠内の最初の列 Esc b f

表示順の反対側のテキスト枠内の次の列 Esc b n

選択 キーボードショートカット

次の文字 Esc h c、Esc Shift+h c、Shift+右向き矢印

前の文字 Esc +h Shift+c、Shift+Shift+左向き矢印

現在の単語と次の単語 Esc h w、Esc Shift+h w、Ctrl+Shift+右向き矢印

現在の単語と前の単語 Esc Shift+h Shift+w、Ctrl+Shift+左向き矢印

現在の文と次の文 Esc h s、Shift+h s、Ctrl+Shift+End
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現在の文と前の文 Esc Shift+h Shift+s、Ctrl+Shift+Home

現在の行と次の行 Esc Shift+h l（小文字のL）、Esc h l（小文字のL）

現在の行と前の行 Esc Shift+h Shift+l（小文字のL）

現在の段落と次の段落 Esc h p、Esc Shift+h p、Ctrl+Shift+下向き矢印

現在の段落と前の段落 Esc Shift+h Shift+p、Ctrl+Shift+上向き矢印

挿入ポイントからのテキスト 1 行分 Esc h d、Shift+下向き矢印

挿入ポイントまでのテキスト 1 行分 Esc h u、Shift+上向き矢印

列の先頭まで Esc h t、Shift+Page Up

列の終わりまで Esc h m、Shift+Page Down

フローの先頭まで Esc h g、Ctrl+Shift+Page Up

フローの終わりまで Esc h n、Ctrl+Shift+Page Down

挿入ポイントの前後で文字書式が同じ全テキスト Esc h +Shift+f

選択範囲の移動 キーボードショートカット

右に 1 文字 Esc h f

左に 1 文字 Esc h b

選択 キーボードショートカット

テキストの選択を拡張または縮小 Shift キーを押して選択範囲を開始または終了する
位置でクリック

選択を解除 Esc h 0（数字の0）

単語を選択 単語をダブルクリック

単語と次の単語を選択 単語をダブルクリックしてドラッグ

テキスト枠またはテキスト行の選択を解除して挿
入ポイントを配置

テキスト枠またはテキスト行をダブルクリック

選択 キーボードショートカット
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テキストの編集

和文テキスト

テキストの削除

タスク キーボードショートカット

段落を選択 段落をトリプルクリック

段落と次の段落を選択 段落をトリプルクリックしてドラッグ

文字の入れ替え Ctrl+F9

カット Esc e x、Ctrl+x、Shift+Delete

コピー Esc e c

カットまたはコピーしたテキストをペースト Esc e p、Ctrl+v、Ctrl+y

テキストをクイックコピー テキストを配置する位置をクリックします。
Alt+コピーするテキストをドラッグします。

タスク キーボードショートカット

ルビを入力 Esc s r

ルビ設定ダイアログボックスを表示 Esc o r

和欧文字の合成フォントを定義する Esc o c o

削除 キーボードショートカット

前の文字 Backspace

前の単語の語尾まで Ctrl + H

前の文の文末まで Esc k a

次の文字 削除

単語の語尾まで Esc k f、Ctrl+Delete

行末まで Ctrl+Shift+Delete

次の文の文頭まで Esc k s
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大文字に変更

選択したテキストの大文字・小文字を変更するには、次のショートカットキーを使用します。

テキストの書式設定

文字書式と段落書式

タスク キーボードショートカット

すべて小文字に Ctrl+Alt+l（小文字のL）、Ctrl+Alt+Shift+L

すべて大文字に Ctrl+Alt+u、Ctrl+Alt+Shift+u

最初の1 文字を大文字に Ctrl+Alt+c

大文字・小文字の変更ダイアログボックスを表示 Esc e Shift+c

タスク キーボードショートカット

すべての設定を「そのまま」に変更 Shift+F8

すべての設定を選択中のテキストに合わせて変更 Shift+F9

前の属性を表示 Page Up

次の属性を表示 Page Down

現在の属性のみ適用 Ctrl+「適用」ボタンをクリック
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段落書式

選択中の段落または挿入ポイントのある段落の書式設定には、次のショートカットキーを
使用します。

タスク キーボードショートカット

タグの最初の文字を入力し、Return キーを押して
段落書式を適用

Esc q p、F9、Ctrl+9

段落を中央揃え Esc j c

段落を左揃え Esc j l（小文字のL）

段落を右揃え Esc j r

段落を均等配置（左右） Esc j f

連結した、または段落内の書式を削除して現在の段
落を列内に配置

Esc j p n

現在の段落を段落内見出しに変更 Esc j p r

現在の段落を横見出しに変更 Esc j p s

現在の段落をすべての列に連結させる Esc j p t

現在の段落を横見出しと列に変更 Esc j p Shift+t

行間をシングルスペースに変更 Esc j 1（数字の1）

行間を 1.5 スペースに変更 Esc j /

行間をダブルスペースに変更 Esc j 2

行間を固定に変更（デフォルトフォントのサイズ+
行送り）

Esc j x

行間を自動に変更（最大のフォントサイズ+行送り） Esc j o

行間を 1 pt 増加 Esc j +（プラス）、Esc +（プラス）1（数字の1）

行間を 1 pt 減少 Esc j -（マイナス）、Esc -（マイナス）1（数字の1）

現在の段落タグを設定した段落と段落カタログの
定義を現在の段落書式に適用（統一）

Esc j Shift+u

任意の位置で段落を開始 Esc j Shift+a

列の先頭で段落を開始 Esc j Shift+c
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文字書式

選択中のテキストまたは入力するテキストの文字書式を変更するには、次のショートカッ
トキーを使用します

ページの先頭で段落を開始 Esc j Shift+p

左ページ先頭で段落を開始 Esc j Shift+l（小文字のL）

右ページ先頭で段落を開始 Esc j Shift+r

ハイフネーションを使用 Esc j h

ハイフネーションを使用停止 Esc j n

前回の段落コマンドを実行 Esc j j

段落カタログを表示 Esc o p c

段落書式ダイアログボックスを更新 Esc o p u

段落間隔ダイアログボックス Esc j w

任意の行間ダイアログボックス Esc j u

タスク キーボードショートカット

タスク キーボードショートカット

タグの最初の文字を入力し、Return キーを押して
文字書式を適用

Esc q c、F8、Ctrl+8

段落のデフォルトフォントに変更して、テキスト行
のテキストから文字タグを削除

Esc o c p

太字をオン / オフ Esc c b、F4、Ctrl+b、Ctrl+Shift+b

斜体をオン / オフ Esc c i、F5、Ctrl+i

下線をオン / オフ Esc c b、F3、Ctrl+u、Ctrl+Shift+u

二重下線をオン / オフ Esc c d

特殊下線をオン / オフ Esc c 2

取り消し線をオン / オフ Esc c s、Ctrl+/
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上線をオン / オフ Esc c o、Shift+F3

テキストを標準に変更 Esc c p、F2

上付き文字をオン / オフ Esc c ++（プラス）

下付き文字をオン / オフ Esc c +-（マイナス）

テキストをベースラインに配置 Esc c =

テキストをスモールキャップに変更 Esc c m、Ctrl+e

改訂バーをオン / オフ Esc c h、Ctrl+Shift+h

ペアカーニングをオン / オフ Esc c k

指定した方向にテキストを 1 pt カーニング
（100％表示）

Alt+矢印キー

指定した方向にテキストを 6 pt カーニング
（100％表示）

Alt+Shift+矢印キー

カーニングをすべて解除 Alt+Home

サイズを 1 pt 拡大 Esc c ]（右角かっこ）

サイズを 1 pt 縮小 Esc c [（左角かっこ）

間隔を em スペースの20％縮小 Esc [（左角かっこ）Shift+d

間隔を em スペースの20％拡大 Esc [（左角かっこ）Shift+c

文字幅を 100％に設定 Esc [（左角かっこ）n

文字幅を 5％単位で縮小 Esc [（左角かっこ）c

文字幅を 5％単位で拡大 Esc [（左角かっこ）e

前回のフォントコマンドを実行 Esc c c

詰めを切り替え Esc c t

文字カタログを表示 Esc o c c

タスク キーボードショートカット
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オブジェクトスタイル

テキスト編集のトラック

動作 ショートカット

選択範囲を維持したまま、すべての属性とともにオブジェクトスタイルデザ
イナーを起動します。
オブジェクトプロパティとともにオブジェクトスタイルデザイナーを起動し
ます。オブジェクトスタイルデザイナーはオブジェクトスタイルを表示しま
せん。オブジェクトスタイルドロップダウンは無効です。

Esc g o

選択したオブジェクトに関連するスタイルとともにオブジェクトスタイルデ
ザイナーを起動します。

Esc g i
Ctrl y

スタイルカタログを表します Esc g e

タスク キーボードショートカット

テキスト編集のトラック機能のオン / オフ Esc s t o

次のテキスト編集を表示 Esc s t n

前のテキスト編集を表示 Esc s t p

編集を適用 Esc s t a

編集を拒否 Esc s t r

すべて適用 Esc s t Shift+a

すべて拒否 Esc s t Shift+r

最終版をプレビュー Esc s t Shift+f

オリジナルをプレビュー Esc s t Shift+o

プレビューをオフ Esc s p o
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コンディショナルテキストの表示

コンディショナルテキストウィンドウ

コンディショナルテキストウィンドウをクリックして、次のショートカットキーを使用し
ます。

コンディショナルタグ

選択中のテキストや、表の行のコンディショナルタグの設定を変更するには、次のショー
トカットキーを使用します。

タスク キーボードショートカット

コンディショナルテキストを表示/隠すダイアログ
ボックスを表示

Esc v Shift+c

コンディショナルタグの書式の表示を切り替え Esc v Shift+o

同じコンディショナルタグ設定の挿入ポイントの
前後のテキストを選択

Esc h Shift+c

タスク キーボードショートカット

すべてのコンディショナルタグを「そのまま」スク
ロールリストに移動

Shift+F8

選択中のテキストのコンディショナルタグの設定
に合わせてスクロールリストを変更

Shift+F9

「設定」と「設定しない」スクロールリスト間でコ
ンディショナルタグを移動

タグをダブルクリック

コンディショナルタグを「そのまま」から「設定」
スクロールリストに移動

「そのまま」スクロールリストでタグをダブルク
リック

タスク キーボードショートカット

タグの最初の文字を入力し、Returnキーを押して
選択中のテキストにコンディショナルタグを適用

Esc q Shift+c、Ctrl+4

タグの最初の文字を入力し、Returnキーを押して
選択中のテキストのコンディショナルタグを削除

Esc q Shift+d、Ctrl+5

選択中のテキストのコンディショナル設定を解除 Esc q Shift+u、Ctrl+6
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ビュー

構造での作業

表示 キーボードショートカット

WYSIWYG ビュー Esc S 1

作成者ビュー Esc S 2

XML ビュー Esc S 3

挿入ポイントを移動 キーボードショートカット

現在のエレメントの開始位置 Esc s Shift+s

現在のエレメントの終了位置 Esc s Shift+e

次のエレメントの後 Esc s Shift+d、Alt+Ctrl+下向き矢印

前のエレメントの前 Esc s Shift+u、Alt+Ctrl+上向き矢印

現在のエレメントの親エレメントの前 Esc s Shift+b、Alt+Ctrl+左向き矢印

次のエレメントの内容の開始位置 Esc s Shift+n、Alt+Ctrl+右向き矢印

選択 キーボードショートカット

現在のエレメント Esc h Shift+e

次のエレメント Esc h Shift+n、Alt+Ctrl+Shift+下向き矢印

前のエレメント Esc h Shift+p、Alt+Ctrl+Shift+上向き矢印

現在のエレメントの兄弟エレメント Esc h Shift+s

現在のエレメントの親エレメント Esc h e Shift+p、Alt+Ctrl+Shift+左向き矢印

1 エレメント上へ Alt+Ctrl+Shift+右向き矢印

1 エレメント下へ Alt+Ctrl+下向き矢印
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構造図 キーボードショートカット

選択したエレメントより下のすべてのエレメント
を展開 / 折りたたむ

Esc E r

選択したエレメントを展開 / 折りたたむ Esc E x

すべての兄弟エレメントを展開 / 折りたたむ Esc E X

タスク キーボードショートカット

親エレメントを含める Alt+Ctrl+Shift+左向き矢印

エレメントの挿入 Esc Shift+e i、Ctrl+1（数字の1）

エレメントのラップ Esc Shift+e w、Ctrl+2

エレメントのラップ解除 Esc Shift+e u

エレメントの変更 Esc Shift+e c、Ctrl+3

最初のエレメントへマージ Esc Shift+e m

最後のエレメントへマージ Esc Shift+e Shift+m

エレメントを 1 レベル上へ移動 Esc Shift+e Shift+p

エレメントを 1 レベル下へ移動 Esc Shift+e Shift+d

前のエレメントと入れ替え Esc Shift+e Shift+t

次のエレメントと入れ替え Esc Shift+e t

エレメントの分割 Esc Shift+e s

属性値の編集 Ctrl+7

前回のエレメントカタログコマンドの繰り返し Esc e e

エレメント境界（かっこ）の表示の切り替え Esc v Shift+e

エレメント境界（タグ）の表示の切り替え Esc v Shift+t

文書を検証する Esc Shift+e v

構造図の表示 Esc Shift+e Shift+v
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その他のショートカット

タスク キーボードショートカット

文書の再表示 Ctrl+l（小文字のL）

選択中のオブジェクトをクイックコピー Alt+オブジェクトをドラッグ

オブジェクトの任意回転 Alt+左または右マウスボタンでコーナーハンドル
またはサイズ変更ハンドルをドラッグ

縦軸 /横軸に沿ってオブジェクトを移動 Shift+オブジェクトをドラッグ

オブジェクトを 1 pt / 6 pt 移動 Alt+矢印キー /Alt+Shift+矢印キー

ページをウィンドウに合わせる Esc z p

ウィンドウをページに合わせる Esc z w

100％表示 Esc z z

文書またはブックのロック / ロック解除 Esc Shift+f l（小文字のL）k
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文字セット

この節では、FrameMakerでサポートされるUnicode文字セットを説明します。

FrameMakerはUnicode文字セットをサポートしています。またUnicodeのサポートに
UTF-8エンコード形式を使用します。Unicode文字セットに関する情報は、
www.unicode.org。

FrameMaker文書の作業では、Input Method Editor（IME）の対応言語を使用すること
で他言語の文字を挿入することができます。次の操作で特定の文字を挿入できます。

• 文字パレットユーティリティ（FrameMaker 9から、ファイル／ユーティリティ／
文字パレットを選択します）

• 16進数入力パレット（FrameMaker 9から、ファイル／ユーティリティ／16進数入
力を選択します）

• WindowsのCHARACTER MAPユーティリティ（すべてのプログラム／アクセサ
リー／システムツール／CHARACTER MAPを選択します）

選択したフォントの文字グリフが使用不可能な場合は、FrameMakerはその箇所に疑問
符（?）を表示します。ただし、FrameMakerは元のコードポイントを保持するため、正
しいフォントを適用したときにそのグリフが表示されます。

重要 :SymbolまたはDingbatsフォントで文字を入力するには、目的のフォントを選
択し、文の内容を入力します。

一部の特殊文字は、MIFドキュメントの文字名と異なる名称になっているため、そのよ
うな文字の場合はUTF-8のコードポイントを入力する必要があります。詳しくは、
『FrameMaker MIF レファレンスガイド』、または『FDK プログラマーズガイド』を参照
してください。

FrameMakerはプログラム内部で、「\x20」（「コントロールコード」として参照）以下の
コードポイントを使用します。コントロールコードは周囲のテキストの書式設定を指定し
ます。

Windows文字セット

Windows文字セットはANSI文字セットに基づいていますが、一部ANSIに含まれない
文字が含まれます。

http://www.unicode.org
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/mifreference/mifref.pdf
http://wwwimages.adobe.com/www.adobe.com/content/dam/Adobe/jp/devnet/framemaker/pdfs/fdkprogrammerguide.pdf
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この節の表にはサポートされている文字セット、並びにFrameMaker 7.xおよび
FrameMaker 8またはそれ以降でサポートされていないキーボードショートカットがリ
ストされています。

特殊ハイフン、スペース、改行および非表示文字用の標準文字セット

次の表はFrameMaker 7.xおよびそれ以降でサポートされている特殊ハイフン、スペー
ス、改行および非表示文字を示します。

特殊ハイフン、スペース、改行および非表示文字

標準文字セット SymbolおよびDingbats文字セット

16進数
コード

キーま
たはキー
シーケンス

標準文字セット：
グラフィック
および名称

16進数
コード

キーま
たはキー
シーケンス

標準文字セット：
グラフィック
および名称

Zapf
Dingbats：
グラフィック

\x04 Escハイフン
Shift + d
またはCtrl + 
ハイフン

任意
ハイフン

\x04 Escハイフン
Shift + d
またはCtrl + 
ハイフン

任意ハイ
フン

\x05 Esc n s ハイフネ
ーション
禁止

\x05 Esc n s ハイフ
ネーショ
ン禁止

\x15 Escハイフン
h

非分離
ハイフン

\x15 Escハイフン
h

非分離ハ
イフン

\x08 タブ タブ \x08 タブ タブ

\x09 Shift+Return 強制改行 \x09 Shift+Return 強制改行

\x0a 改行 段落
の最後

\x0a 改行 段落の最
後

\x10 Esc スペース
バー 1
（数字の1）

特殊
スペース

\x10 Escスペース
バー 1
（数字の1）

特殊ス
ペース

\x11 Escスペース
バー hまたは
Ctrl +
スペースバー

ハード
スペース

\x11 Escスペース
バー hまたは
Ctrl +
スペースバー

ハードス
ペース

\x12 Esc スペース
バー t

極細
スペース

\x12 Escスペース
バー t

極細ス
ペース
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\x13 Escスペース
バー nまたは
Alt + Ctrl +
スペースバー

en
スペース

\x13 Escスペース
バー nまたは
Alt + Ctrl +
スペースバー

enス
ペース

\x14 Escスペース
バーmまたは
Ctrl + Shift +
スペースバー

em
スペース

\x14 Escスペース
バーmまたは
Ctrl + Shift +
スペースバー

emス
ペース

\x27 Ctrl+' ' 単一
引用符

\x27 Ctrl+' ‘そのよ
うな

'

\x60 Ctrl+‘ ` グラーブ \x60 Ctrl+' ‘小根 `

\xda Ctrl + q 
Shift + z

/ 分数 \xda

\xde Ctrl + q 
Shift + w

Þ 予約文字 \xde

\xdf Ctrl+q ‘ ß 予約文字 \xdf

\xf5 Ctrl+q 
Shift+m

õ 予約文字 \xf5

\xf9 Ctrl + q t ù 予約文字 \xf9

\xfa Ctrl + q r ú 予約文字 \xfa

\xfe Ctrl + q 
Shift + j

þ 予約文字 \xfe

\xfd Ctrl + q 
Shift + f

ý ダブルア
キュート

\xfd

特殊ハイフン、スペース、改行および非表示文字

標準文字セット SymbolおよびDingbats文字セット

16進数
コード

キーま
たはキー
シーケンス

標準文字セット：
グラフィック
および名称

16進数
コード

キーま
たはキー
シーケンス

標準文字セット：
グラフィック
および名称

Zapf
Dingbats：
グラフィック
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標準文字セット

次の表はサポートされている標準文字セットを示します。

注 : 表記の順序はANSI文字コードに従っています。

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称

032 \x20 スペース スペース

033 \x21 ! ! 感嘆符

034 \x22 "（引用符の自動調節
無効）

" ダブルクォート

035 \x23 # # 番号記号

036 \x24 $ $ ドル

037 \x25 % % パーセント

038 \x26 & & アンパサンド

040 \x28 ( ( 左括弧

041 \x29 ) ) 右括弧

042 \x2a * * アスタリスク

043 \x2b + + +（プラス）

044 \x2c ,（コンマ） 、 ,（コンマ）

045 \\ -（ハイフン） - ハイフン

046 \x2e を参照してください。
（ピリオド）

を参照してください。 .（ピリオド）

047 \x2f / / スラッシュ

048 \x30 0 0 0（数字の0）

049 \x31 1 1 1（数字の1）

050 \x32 2 2 2
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051 \x33 3 3 3

052 \x34 4 4 4

053 \x35 5 5 5

054 \x36 6 6 6

055 \x37 7 7 7

056 \x38 8キー 8キー 8

057 \x39 9キー 9キー 9

058 \x3a : : コロン

059 \x3b ; ; セミコロン

060 \x3c < < より小

061 \x3d = = 等号

062 \x3e > > より大

063 \x3f ? ? 疑問符

064 \x40 @ @ 単価記号

065 \x41 A A A

066 \x42 B B B

067 \x43 C C C

068 \x44 D D D

069 \x45 E E E

070 \x46 F F F

071 \x47 G G G

072 \x48 H H H

073 \x49 I I I

074 \x4a J J J

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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075 \x4b K K K

076 \x4c L L L

077 \x4d M M M

078 \x4e N N N

079 \x4f O O O

080 \x50 P P P

081 \x51 Q Q Q

082 \x52 R R R

083 \x53 S S S

084 \x54 T T T

085 \x55 U U U

086 \x56 V V V

087 \x57 W W W

088 \x58 X X X

089 \x59 Y Y Y

090 \x5a Z Z Z

091 \x5b [ [ 大括弧（左）

092 \x5c \ \ バックスラッシュ

093 \x5d ] ] 大括弧（右）

094 \x5e ^ ^ アクサンシルコンフ
レックス

095 \x5f _（下線） _ アンダーライン

097 \x61 a a a

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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098 \x62 b b b

099 \x63 c c c

0100 \x64 d d d

0101 \x65 e e e

0102 \x66 f f f

0103 \x67 g g g

0104 \x68 h h h

0105 \x69 i i i

0106 \x6a j j j

0107 \x6b k） k） k）

0108 \x6c l l l

0109 \x6d m m m

0110 \x6e n n n

0111 \x6f o o o

0112 \x70 p p p

0113 \x71 q q q

0114 \x72 r r r

0115 \x73 s s s

0116 \x74 t t t

0117 \x75 u u u

0118 \x76 v v v

0119 \x77 w w w

0120 \x78 x x x

0121 \x79 y y y

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0122 \x7a z z z

0123 \x7b { { 始め中括弧

0124 \x7c | | bar

0125 \x7d } } 終り中括弧

0126 \x7e ~ ~ アスキーチルダ

0130 \xe2 Ctrl + q b ‚ 低い一重コンマ引用符

0131 \xc4 Ctrl + q Shift + d ƒ フロリン

0132 \xe3 Ctrl + q c „ 低い二重コンマ引用符

0133 \xc9 Ctrl + q Shift + i) … 省略記号

0134 \xa0 Ctrl+qスペースバー † ダガー

0135 \xe0 Ctrl + q ` ‡ ダブルダガー

0136 \xf6 Ctrl + q v ˆ シルコンフレックス

0137 \xe4 Ctrl + q d ‰ パーミル

0138 \xb3 Ctrl + q 3 š 予約文字

0139 \xdc Ctrl + q \ ‹ 山パーレン（左）

0140 \xce Ctrl + q }
Shift + n

Œ OE合字

0145 \xd4 Ctrl + q
Shift + tまたは `

‘ シングルクォート（左）

0146 \xd5 Ctrl + q
Shift + u

’ シングルクォート（右）

0147 \xd2 Alt + Ctrl + `または
Ctrl + q Shift + r

“ ダブルクォート（左）

0148 \xd3 Ctrl + Alt + 'または
Ctrl + q Shift + s

” ダブルクォート（右）

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0149 \xa5 Ctrl + q % • ビュレット

0150 \xd0 Ctrl + q Shift + p – enダッシュ

0151 \xd1 Ctrl + q Shift + q — emダッシュ

0152 \xf7 Ctrl + q w ~ チルダ

0153 \ xaa Ctrl+q * ™ 商標

0154 \xf0 Ctrl + q p š 予約文字

0155 \xdd Ctrl + q ] › 山パーレン（右）

0156 \xcf Ctrl + q Shift + o œ oe

0159 \xd9 Esc % Shift + y Ÿ Yダイアラシス

0161 \xc1 Ctrl + q Shift + a ¡ 逆感嘆符

0162 \xa2 Ctrl + q " ¢ セント

0163 \xa3 Ctrl + q # £ ポンド

0164 \xdb Ctrl + q [ ¤ 通貨記号

0165 \xb4 Ctrl + q 4 ¥ 円

0166 \xad Ctrl + g ハイフン ¦ 縦破線

0167 \xa4 Ctrl + q $ § セクション

0168 \xac Ctrl + q , ¨ ダイアラシス

0169 \xa9 Ctrl + q ) © コピーライトマーク

0170 \xbb Ctrl + q ; ª 女性序数標識

0171 \xc7 Ctrl + q Shift + g « 二重山パーレン（左）

0172 \xc2 Ctrl + q Shift + b ¬ 否定記号

0173 \x2d -（ハイフン） - ハイフン

0174 \xa8 Ctrl+q ( ® 登録商標マーク

0175 \xf8 Ctrl + q x ¯ マクロン

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0176 \xfb Ctrl + q { ° リング

0177 \xb1 Ctrl + q 1 ± プラスマイナス

0178 \xb7 Ctrl + q 7 2 予約文字

0179 \xb8 Ctrl + q 8 3 予約文字

0180 \xab Ctrl + q + ´ アキュート

0181 \xb5 Ctrl + q 5 μ 予約文字

0182 \xa6 Ctrl + q & ¶ 段落

0183 \xe1 Ctrl + q a · 中点

0184 \xfc Ctrl + q ¦ ¸ セディユ

0185 \xb6 Ctrl + q 6 1 予約文字

0186 \xbc Ctrl + q < 度 男性序数標識

0187 \xc8 Ctrl + q Shift + h » 二重パーレン（右）

0188 \xb9 Ctrl + q 9 ¼ 予約文字

0189 \xba Ctrl + q : ½ 予約文字

0190 \xbd Ctrl + q = ¾ 予約文字

0191 \xc0 Ctrl + q @ ¿ 逆疑問符

0192 \xcb Esc ` Shift + a À Aグラープ

0193 \xe7 Esc ' Shift + a Á Aアキュート

0194 \xe5 Esc ^ Shift + a Â Aシルコンフレックス

0195 \xcc Esc ~ Shift + a Ã Aチルダ

0196 \x80 Esc % Shift + a Ä Aダイアラシス

0197 \x81 Esc * Shift + a Å Aリング

0198 \xae Ctrl + q . Æ AE

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0199 \x82 EscコンマShift + c Ç Cセディユ

0200 \xe9 Esc ` Shift + e È Eグラーブ

0201 \x83 Esc ' Shift + e É Eアキュート

0202 \xe6 Esc ^ Shift + e Ê Eシルコンフレックス

0203 \xe8 Esc % Shift + e Ë Eダイアラシス

0204 \xed Esc ` Shift + i Ì Iグラーブ

0205 \xea Esc ' Shift + i Í Iアキュート

0206 \xeb Esc ^ Shift + i Î Iシルコンフレックス

0207 \xec Esc % Shift + i Ï Iダイアラシス

0208 \xc3 Ctrl + q Shift + c Ð 予約文字

0209 \x84 Esc ~ Shift + n Ñ Nチルダ

0210 \xf1 Esc ` Shift + o Ò Oグラーブ

0211 \xee Esc ' Shift + o Ó Oアキュート

0212 \xef Esc ^ Shift + o Ô Oシルコンフレックス

0213 \xcd Esc ~ Shift + o Õ Oチルダ

0214 \x85 Esc % Shift + o Ö Oダイアラシス

0215 \xb0 Control+q 0 × 予約文字

0216 \xaf Ctrl+q / Ø Oスラッシュ

0217 \xf4 Esc ` Shift + u Ù Uグラーブ

0218 \xf2 Esc ' Shift + u Ú Uアキュート

0219 \xf3 Esc ^ Shift + u Û Uシルコンフレックス

0220 \x86 Esc % Shift + u Ü Uダイアラシス

0221 \xc5 Ctrl + q Shift + e Ý 予約文字

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0222 \xd7 Ctrl+q
Shift + w

Þ 予約文字

0223 \xa7 Ctrl + q ' ß エスツェット

0224 \x88 Esc ` a à aグラープ

0225 \x87 Esc ' a á aアキュート

0226 \x89 Esc ^ a â aシルコンフレックス

0227 \x8b Esc ~ a ã aチルダ

0228 \x8a Esc % a ä aダイアラシス

0229 \x8c Esc * a å aリング

0230 \xbe Ctrl + q > æ ae

0231 \x8d Esc コンマ c ç cセディユ

0232 \x8f Esc ` e è eグラーブ

0233 \x8e Esc ' e é eアキュート

0234 \x90 Esc ^ e ê eシルコンフレックス

0235 \x91 Esc % e ë eダイアラシス

0236 \x92 Esc ` i ì iグラーブ

0237 \x93 Esc ' i í iアキュート

0238 \x94 Esc ^ i î iシルコンフレックス

0239 \x95 Esc % i ï iダイアラシス

0240 \xb2 Ctrl + q 2 ð 予約文字

0241 \x96 Esc ~ n ñ nチルダ

0242 \x98 Esc ` o ò oグラーブ

0243 \x97 Esc ' o ó oアキュート

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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0244 \x99 Esc ^ o ô oシルコンフレックス

0245 \x9b Esc ~ o õ oチルダ

0246 \x9a Esc % o ö oダイアラシス

0247 \xd6 Ctrl + q Shift + v ÷ 予約文字

0248 \xbf Ctrl + q ? ø oスラッシュ

0249 \x9d Esc ` u ù uグラーブ

0250 \x9c Esc ' u ú uアキュート

0251 \x9e Esc ^ u û uシルコンフレックス

0252 \x9f Esc % u ü uダイアラシス

0253 \xc6 Ctrl + q Shift + f ý 予約文字

0254 \xca Ctrl + q Shift + j þ 予約文字

0255 \xd8 Esc % y ÿ yダイアラシス

標準文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス 標準文字セット：グラフィックおよび名称
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SymbolおよびZapfdingbats文字セット

次の表は旧バージョンのFrameMakerおよびFrameMaker 9でサポートされている16進
数オーダーでのSymbolおよびZapfdingbats文字セットを示します。

SymbolおよびZapfdingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

ZapfDingbats：
グラフィック

032 \x20 スペース スペース

033 \x21 Shift + ! ! 感嘆符 ?

034 \x22 Shift + " ∀ 全称記号 ?

035 \x23 Shift + # # 番号記号 ?

036 \x24 Shift + $ ∃ 存在記号 ?

037 \x25 Shift + % % パーセント ?

038 \x26 Shift + & & アンパサンド ?

040 \x28 Shift + ( ( 左括弧 ?

041 \x29 Shift + ) ) 右括弧 ?

042 \x2a Shift + * ? アスタリスク
演算子

?

043 \x2b Shift + + + +（プラス） ?

044 \x2c ,（コンマ） 、 コンマ ?

045 \x2d -（ハイフン） − マイナス記号 ?

046 \x2e を参照してくださ
い。（ピリオド）

を参照して
ください。

ピリオド ?

047 \x2f / / スラッシュ ?

048 \x30 0 0 ゼロ ?

049 \x31 1 1 1 ?

050 \x32 2 2 2 ?
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051 \x33 3 3 3 ✓

052 \x34 4 4 4 ?

053 \x35 5 5 5 ?

054 \x36 6 6 6 ?

055 \x37 7 7 7 ?

056 \x38 8 キー 8 キー 8 ?

057 \x39 9 キー 9 キー 9 ?

058 \x3a : : コロン ?

059 \x3b ; ; セミコロン ?

060 \x3c , < より小 ?

061 \x3d = = 等号 ?

062 \x3e > > より大 ?

063 \x3f ? ? 疑問符 ?

064 \x40 @ ? 合同記号 ?

065 \x41 A Α アルファ ?

066 \x42 B Β ベータ ?

067 \x43 C Χ カイ ?

068 \x44 D Δ デルタ ?

069 \x45 E Ε エプシロン ?

070 \x46 F Φ ファイ ?

071 \x47 G Γ ガンマ ?

072 \x48 H Η エータ ★

073 \x49 I Ι イオタ ?

074 \x4a J ϑ シータ 1 ?

SymbolおよびZapfdingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

ZapfDingbats：
グラフィック
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075 \x4b K Κ カッパ ?

076 \x4c L Λ ラムダ ?

077 \x4d M Μ ミュー ?

078 \x4e N Ν ニュー ?

079 \x4f O Ο オミクロン ?

080 \x50 P Π パイ ?

081 \x51 Q Θ シータ ?

082 \x52 R Ρ ロー ?

083 \x53 S Σ シグマ ✳

084 \x54 T Τ タウ ✴

085 \x55 U Υ ユプシロン ?

086 \x56 V ς シグマ 1 ?

087 \x57 W Ω オメガ ?

088 \x58 X Ξ グザイ ?

089 \x59 Y Ψ プシー ?

090 \x5a Z Ζ ゼータ ?

091 \x5b [ [ 大括弧（左） ?

092 \x5c \ ∴ ゆえに ?

093 \x5d ] ] 大括弧（右） ?

094 \x5e ^ ⊥ 直角記号 ?

095 \x5f _（下線） _ アンダーライン ?

097 \x61 a α アルファ ?

098 \x62 b β ベータ ?

SymbolおよびZapfdingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

ZapfDingbats：
グラフィック
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099 \x63 c χ カイ ?

100 \x64 d δ デルタ ?

101 \x65 e ε エプシロン ?

102 \x66 f φ ファイ ?

103 \x67 g γ ガンマ ?

104 \x68 h η エータ ?

105 \x69 i ι イオタ ?

106 \x6a j ϕ 小文字ファイ ?

107 \x6b k κ カッパ ?

108 \x6c l λ ラムダ ●

109 \x6d m μ mu ?

110 \x6e n ν nu ■

111 \x6f o ο オミクロン ?

112 \x70 p π パイ ?

113 \x71 q θ シータ ?

114 \x72 r ρ ロー ?

115 \x73 s σ シグマ ▲

116 \x74 t τ タウ ▼

117 \x75 u υ ユプシロン ◆

118 \x76 v ϖ オメガ 1 ?

119 \x77 w ω オメガ ?

120 \x78 x ξ グザイ ?

121 \x79 y ψ プシー ?

122 \x7a z ζ ゼータ ?

SymbolおよびZapfdingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

ZapfDingbats：
グラフィック
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123 \x7b { { 中括弧（左） ?

124 \x7c | | 縦線 ?

125 \x7d } } 中括弧（右） ?

126 \x7e ~ ? 近似 ?

SymbolおよびZapfdingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

ZapfDingbats：
グラフィック
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FrameMaker 8のサポートされていないSymbolおよびDingbats文字セットのキーボード
ショートカット

次の表は旧バージョンのFrameMakerでサポートされているSymbolおよびDingbats文
字セットを示します。FrameMaker 9では、対応するUnicode文字を挿入できますが、
キーボードショートカットはサポートされません。

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック

0130 予約文字

0131 予約文字

0132 予約文字

0133 予約文字

0134 予約文字

0135 予約文字

0136 予約文字

0137 予約文字

0138 予約文字

0139 予約文字

0140 予約文字

0145 予約文字

0146 予約文字

0147 予約文字

0148 予約文字

0149 予約文字

0150 予約文字

0151 予約文字
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0152 予約文字

0153 予約文字

0154 予約文字

0155 予約文字

0156 予約文字

0157 予約文字

0158 予約文字

0159 予約文字

0161 \xa1 Ctrl + q ! ? ユプシロン 1 ?

0162 \xa2 Ctrl + q " ? 分 ?

0163 \xa3 Ctrl + q # ≤ 小なり等号 ?

0164 \xa4 Ctrl + q $ ⁄ 分数 ?

0165 \xa5 Ctrl + q % ∞ 無限大 ?

0166 \xa6 Ctrl + q & ƒ フロリン ❦

0167 \xa7 Ctrl + q ' ? クラブ ❧

0168 \xa8 Ctrl + q ( ? ダイヤモンド ?

0169 \xa9 Ctrl + q ) ? ハート ?

0170 \xaa Ctrl + q * ? スペード ?

0171 \xab Ctrl + q + ? 同等 ?

0172 \xac Ctrl + q , ← 左矢印 ①

0173 \xad Ctrl + q - ↑ 上向き矢印 ②

0174 \xae Control+q . → 右矢印 ③

0175 \xaf Ctrl + q / ↓ 下向き矢印 ④

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック
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0176 \xb0 Ctrl + q 0 ° 度数 ⑤

0177 \xb1 Ctrl + q 1 ± プラスマイナス ⑥

0178 \xb2 Ctrl + q 2 ? 秒 ⑦

0179 \xb3 Ctrl + q 3 ≥ 大なり等号 ⑧

0180 \xb4 Ctrl + q 4 × 乗算記号 ⑨

0181 \xb5 Ctrl + q 5 ∝ 比例 ⑩

0182 \xb6 Ctrl + q 6 ∂ デル ⑩

0183 \xb7 Ctrl + q 7 • ビュレット ?

0184 \xb8 Ctrl + q 8 ÷ 除算記号 ?

0185 \xb9 Ctrl + q 9 ≠ 等号否定 ?

0186 \xba Ctrl + q : ≡ 合同 ?

0187 \xbb Ctrl + q ; ≈ 漸近的に等しい ?

0188 \xbc Ctrl + q < … 省略記号 ?

0189 \xbd Ctrl + q = ? 上向き矢印 ?

0190 \xbe Ctrl + q > ? 水平矢印 ?

0191 \xbf Ctrl + q ? ? リターン記号 ?

0192 \xc0 Ctrl + q @ ? アレフ ?

0193 \xc1 Ctrl + q Shift + a ? Iフラクトゥール ?

0194 \xc2 Ctrl + q Shift + b ? Rフラクトゥール ?

0195 \xc3 Ctrl + q Shift + c ? Weierstrauss ?

0196 \xc4 Ctrl + q Shift + d ? テンソル積記号 ?

0197 \xc5 Ctrl + q Shift + e ? 丸プラス ?

0198 \xc6 Ctrl + q Shift + f ? 空集合 ?

0199 \xc7 Ctrl + q Shift + g ∩ 共通部分 ?

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック



15

 1147

0200 \xc8 Ctrl + q Shift + h ∪ 合同 ?

0201 \xc9 Ctrl + q Shift + i ⊃ 真超集合 ?

0202 \xca Ctrl + q Shift + j ⊇ 部分集合（逆方向） ?

0203 \xcb Esc ` Shift + a ? 部分集合の否定 ?

0204 \xcc Esc ~ Shift + a ⊂ 真超集合 ?

0205 \xcd Esc ~ Shift + o ⊆ 部分集合 ?

0206 \xce Ctrl + q Shift + n ∈ エレメント ?

0207 \xcf Ctrl + q Shift + o ? 元の否定 ?

0208 \xd0 Ctrl + q Shift + p ∠ 角 ?

0209 \xd1 Ctrl + q Shift + q ∇ ナブラ ?

0210 \xd2 Ctrl + q Shift + r ® 登録商標マーク ?

0211 \xd3 Ctrl + q Shift + s © コピーライト
マーク

?

0212 \xd4 Ctrl + q Shift + t ™ 商標 ?

0213 \xd5 Ctrl + q Shift + u ∏ 積 →

0214 \xd6 Ctrl + q Shift + v √ 根号 ?

0215 \xd7 Ctrl + q Shift + w ? 演算子ビュレット ?

0216 \xd8 Esc % y ¬ 否定記号 ?

0217 \xd9 Esc % Shift + y ∧ 倫理積 ?

0218 \xda Ctrl + q Shift + z ∨ 倫理和 ?

0219 \xdb Ctrl + q [ ⇔ 二重矢印（両方向） ?

0220 \xdc Ctrl + q \ ? 二重矢印（左） ?

0221 \xdd Ctrl + q ] ? 二重矢印（上） ?

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック
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0222 \xde Ctrl + q ^ ⇒ 二重矢印（右） ?

0223 \xdf Ctrl + q _ ? 二重矢印（下） ?

0224 \xe0 Ctrl + q ` ? ロゼンジ ?

0225 \xe1 Ctrl + q a ? 角（左） ?

0226 \xe2 Ctrl + q b ? 登録 ➢

0227 \xe3 Ctrl + q c ? 登録商標マーク ?

0228 \xe4 Ctrl + q d ? 商標 ?

0229 \xe5 Esc ^ Shift + a ∑ 和分 ?

0230 \xe6 Esc ^ Shift + e ? 左括弧 ?

0231 \xe7 Esc ' Shift + a ? 左括弧 ?

0232 \xe8 Esc % Shift + e ? 左括弧 ?

0233 \xe9 Esc ` Shift + e ? 大括弧（左） ?

0234 \xea Esc ' Shift + i ? 大括弧（左） ?

0235 \xeb Esc ^ Shift + i ? 大括弧（左） ?

0236 \xec Esc % Shift + i ? 中括弧（左） ?

0237 \xed Esc ` Shift + i ? 中括弧（左） ?

0238 \xee Esc ' Shift + o ? 中括弧（左） ?

0239 \xef Esc ^ Shift + o ? 中括弧 ?

0240 \xf0 予約文字

0241 \xf1 Esc ` Shift + o ? 角（右） ?

0242 \xf2 Esc ' Shift + u ∫ 積分 ?

0243 \xf3 Esc ^ Shift + u ? 積分 ?

0244 \xf4 Esc ` Shift + u ? 積分 ?

0245 \xf5 Ctrl + q u ? 積分 ?

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック
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0246 \xf6 Ctrl + q v ? 右括弧 ?

0247 \xf7 Ctrl + q w ? 右括弧 ?

0248 \xf8 Ctrl + q x ? 右括弧 ?

0249 \xf9 Ctrl + q y ? 大括弧（右） ?

0250 \xfa Ctrl + q z ? 大括弧（右） ?

0251 \xfb Ctrl + q { ? 大括弧（右） ?

0252 \xfc Ctrl + q ¦（縦破線） ? 中括弧（右） ?

0253 \xfd Ctrl + q } ? 中括弧（右） ?

0254 \xfe Ctrl + q ~ ? 中括弧（右） ?

0255

SymbolおよびDingbats文字セット

ANSIコード 16進数コード
キーまたはキー
シーケンス

Symbolセット：
グラフィックおよび名称

Dingbats：
グラフィック
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FrameMaker 7.x文字セットのサポート

FrameMaker 7.xの文書をFrameMaker 8以降で開くとき、Unicodeエンコードへの変換
にフォントエンコードが使用されます。

FrameMaker 7.x以前では、文書を文書作成に使用したものとは異なるプラットフォーム
（オペレーティングシステムおよびロケール）で開く場合、ANSI文字セットで使用でき
ない文字があると長方形のボックスが表示されます。ただし、FrameMakerは文字コー
ドを保持しているため、そのプラットフォームでもう一度文書を開くと正しい文字が表示
されます。

FrameMaker 7.x以前の文書をFrameMaker 9以降で開くとき、使用できない文字は
Unicodeに変換され、表示される文字を正しい文字と仮定します。

バージョン9以降のFrameMakerは、ZapfDingbats（Dingbats）、Symbolおよび標準文
字セット（プラットフォーム依存の従来の文字セット）の3種類の文字セットをサポート
します。これらのセットに含まれる文字の入力に使用されるキーボードショートカット
は、一部FrameMaker 9以降で引き続きサポートされます。

この文書では、各文字セットの表を提供し、サポートされるキーボードショートカットを
リストしています。また、この表には16進数コード値が記載されています。「16進数コー
ド」は各文字を内部的に規定するために使用されます。

引用符とアポストロフィの入力の説明は引用符の自動調節が無効であることを前提にし
ています。引用符の自動調節に関する情報は、『FrameMakerユーザーガイド』。

キーボードショートカットサポート

標準文字セットFrameMaker 9以降では全てのキーボードショートカットがサポートさ
れます。

SymbolおよびDingbats文字セットFrameMaker 9以降では127以下の16進数コードの
キーボードショートカットがサポートされます。FrameMaker 9以降では、127を超える
16進数コードのキーボードショートカットはサポートされません。

注 :詳細については、「標準文字セット」および「SymbolおよびZapfdingbats文字
セット」を参照してください。
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キーシーケンスの使用

多くの文字はキーシーケンスで表示できます。キーシーケンスにはCtrl、Escまたはメタ
キーを頻繁に使用します。この文書ではキーシーケンスは次のように表記します。

Windowsでは、下記に説明するようにANSI文字コードを使用して文書に文字を入力す
ることもできます。

1) Num Lockキーを押してテンキーボードをアクティブ化します。

2) テンキーボードを使用して、Alt キーを押しながら ANSI 文字コードを入力します
（先頭の0も含めます）。

例えば、ANSI文字コードを使用して「逆疑問符」の文字（¿）を入力するには、Altを押
しながらテンキーボードで0191を入力し、次にAltを放します。必ず先頭の0を含めます。

例 動作

Ctrl + q Ctrlキーを押しながら小文字のqを押します。

Ctrl + q Shift + a Ctrlキーを押しながら文字キー qを押します。次に両方のキーを放し、
その後Shiftキーを押しながら文字キー aを押します。

Esc ~ Shift + a Escキー、~（チルダ）の順に押して放します。次にShiftキーを押しな
がら文字キー aを押します。
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その他のリソース

ユーザーガイドはここまでです。この付録にはFrameMakerの特定の領域について学ぶ
ことができるその他のリソースがリストアップされています。

構造化オーサリング

FrameMaker公開サーバー

INIおよびMIFリファレンス

リソース URL

Integrating DITA Specialization 
with FrameMaker

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/dita/index.html

FrameMakerでの構造化アプリ
ケーションの開発（PDF）

http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/12.0/StructuredDev/
Structure_Dev_Guide.pdf

FrameMaker構造化アプリケー
ションデベロッパーリファレンス
ガイド（PDF）

http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/12.0/StructuredDev/
Structure_Dev_Reference.pdf

リソース URL

FrameMaker公開サーバーヘルプ http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/server/index.html

リソース URL

INIリファレンス http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/ini/index.html

MIFリファレンスガイド（PDF） http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/mifreference/mifref.pdf

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/dita/index.html
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Guide.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Guide.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/FrameMaker/2015/StructuredDev/Structure_Dev_Reference.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/server/index.html
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/ini/index.html
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/mifreference/mifref.pdf
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プログラミングおよびスクリプト

リソース URL

FDKインストールガイド（PDF） http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkinstallguide.pdf

FDKプログラマーズガイド
（PDF）

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkprogrammer
guide.pdf

FDKプログラマーズリファレンス
（PDF）

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkreference.pdf

FrameMakerスクリプトガイド http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/scripting/index.html

FrameMakerデベロッパーセンター http://www.adobe.com/jp/devnet/framemaker.html

http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkinstallguide.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkprogrammerguide.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkprogrammerguide.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/pdfs/fdkreference.pdf
http://help.adobe.com/ja_JP/framemaker/scripting/index.html
http://www.adobe.com/jp/devnet/framemaker.html
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法律上の注意

リンク先を参照してください：Legalソフトウェア

http://help.adobe.com/ja_JP/legalnotices/index.html
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